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序 文

「阿武隈川平成の大改修」は，阿武隈川の河川整備率を向上させ，洪水に対して安全な

地域をつくるために，総合的な河川改修と改良型災害復旧事業を短期間で集中的に実施

する国土交通省の事業です。

この事業実施区間には，先人が残した数多くの文化遺産が埋蔵されており，本宮町内

では山王川原遺跡・北ノ脇遺跡・高木遺跡・百目木遺跡・原遺跡の５遺跡が確認されて

います。これら貴重な文化財を後世に伝えることは，今日に生きる私たちの大きな責務

であります。

福島県教育委員会では，東北地方整備局福島工事事務所と埋蔵文化財の保護について

協議を重ね，平成１０年度から現状保存が困難な遺跡について記録保存のための発掘調査

を実施してきました。

本報告書は，平成１１年度に行った高木・北ノ脇遺跡上層の調査の成果をまとめたもの

です。

今後，この報告書が県民の皆様に文化財に対するご理解を深めていただき，さらに地

域の歴史を解明するための資料や，生涯学習等におきましても広く活用していただけれ

ば幸いに存じます。

最後に，この調査に御協力いただいた東北地方整備局福島工事事務所をはじめとして，

本宮町教育委員会及び地元の方々に感謝の意を表しますとともに，調査を行った財団法

人福島県文化振興事業団のご尽力に心から感謝いたします。

平成１４年１１月

福島県教育委員会

教育長 � 城 俊 春



あ い さ つ

財団法人福島県文化振興事業団では，昭和５２年より福島県教育委員会の委託を受け，

大規模開発に関連する埋蔵文化財の調査を行い，貴重な文化遺産の記録保存に努めてま

いりました。阿武隈川平成の大改修工事にかかる本宮町の阿武隈川右岸築堤工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査につきましては，平成１１年から平成１２年度にかけ実施し，多くの成

果をあげることができました。

阿武隈川右岸築堤関連遺跡の発掘調査報告書は，平成１２年度に「�期工区」に所在す

る山王川原遺跡について刊行を終え，平成１４年度には「�・�期工区」に所在する高木

・北ノ脇遺跡上下ニ層の文化層について『阿武隈川右岸築堤遺跡発掘調査報告２・３』

として，刊行することになっております。

本報告書はその第２冊目として，「�・�期工区」に所在する高木・北ノ脇遺跡上層の

調査成果について『阿武隈川右岸築堤遺跡発掘調査報告２』としてまとめたものです。

高木・北ノ脇遺跡の上層では，古墳時代終末期を中心とする集落跡が発見され，大溝に

区画された竪穴住居跡や柱列などの遺構群と土師器・須恵器を主体とする貴重な遺物も

数多く出土し，当時の河川に隣接した集落のあり方や，人々の生活の実態を考える上で

貴重な資料を得ることができました。本書を，県民の皆様が地域を知る上での参考資料

として，また，歴史研究の資料としても活用していただければ幸いに存じます。

最後になりましたが，発掘調査から報告書刊行まで御指導・御協力いただきました，

関係諸機関ならびに地元の多くの方々に心より感謝申し上げます。

平成１４年１１月

財団法人 福島県文化振興事業団

理事長 佐 藤 栄 佐 久



緒 言

１．本書は，平成１１年度に実施した阿武隈川右岸築堤�・�期工区関連遺跡の発掘調査報告書であ

る。

２．本書には，福島県安達郡本宮町に所在する，高木（たかぎ）遺跡９区・北ノ脇（きたのわき）

遺跡４区の調査成果を収録した。

３．本事業は，福島県教育委員会が建設省東北地方建設局福島工事事務所（当時）の委託により実

施し，調査は財団法人福島県文化センター（当時）に委託した。

４．財団法人福島県文化センターでは，事業第二部遺跡調査課の次の職員を配し調査を実施した。

文化財主査 松本 茂 文化財主査 安田 稔 文化財主査 高久田富裕

文化財主査 佐藤あかり 文化財副主査 成田 有策 文化財副主査 菅原 祥夫

文化財主事 小暮 伸之 文化財主事 大河原 勉 文化財主事 堀川 雄二

文化財主事 大波 紀子

ほかに、臨時的に文化財副主査木村直之の協力を得た。

５．本書の執筆は，調査を担当した調査員が分担して行い，各原稿の文末に文責を明記した。

６．本書掲載の自然科学的な分析・考察は，次の機関に協力いただいた。

植物遺存体（木材）の同定…パリノ・サーヴェイ株式会社

動物遺存体（骨）の鑑定……パリノ・サーヴェイ株式会社

石質鑑定………………………パリノ・サーヴェイ株式会社

鉄滓の成分分析………………川鉄テクノリサーチ株式会社埋蔵文化財調査研究室

土器の胎土分析………………三辻 利一

金属製品の保存処理…………東北芸術工科大学

７．本書に使用した地図は，国土交通省国土地理院長の承認を得て，同院発行の２万５千分の１地

形図を複製使用した。

「（承認番号）平１４東複第１３９号」

８．引用・参考文献は，巻末に敬称を略して掲載した。

９．本書に収録した遺跡の調査記録および出土資料は，福島県教育委員会が保管している。

１０．発掘調査から本書作成まで，次の機関からご指導・ご助言をいただいた。

本宮町教育委員会 本宮町町立歴史民俗資料館



用 例

１．本文中，もしくは挿図中で使用した略号は次の通りである。

ＭＭ；本宮町 ＴＫ；高木遺跡 ＫＷ；北ノ脇遺跡 Ｌ；遺構外の堆積土

�；遺構内の堆積土 ＳＩ；竪穴住居跡 ＳＫ；土坑 ＳＧ；焼土遺構

ＳＳ；集石遺構 ＳＤ；溝跡 ＳＡ；柱列跡 ＳＸ；特殊遺構 ＳＨ；遺物包含層

Ｐ；柱穴・ピット（小穴） Ｔ；トレンチ

２．本書の遺構図の用例は次の通りである。

（１）挿図中の北は，真北を示す。遺構図で北の表示の無いものは，図上が真北である。

（２）水糸レベルは海抜標高を表す。

（３）縮尺率は，以下のように決定し，スケールの脇に表示した。

竪穴住居跡……………１／５０・１／６０

土坑……………………１／２５・１／５０

焼土遺構………………１／２５・１／５０

集石遺構………………１／８０

溝跡……………………１／４００

柱列跡…………………１／１００

特殊遺構………………１／４０・１／５０

（４）遺構内の傾斜部は，�で表示したが，相対的に緩傾斜の部分は��で表示している。

また，後世の撹乱については，��で表示している。

（５）挿図中の網かけ等については，その用例を同図中に表示した。ただし，使用頻度の高い焼土

化範囲について特に断っていない。網かけは下記の通りである。

焼土化範囲：

３．遺物実測図の用例は次の通りである。

（１）縮尺率は，以下のように決定し，スケールの脇に表示した。

土師器・須恵器・陶器……………１／３・１／４

土製品・石製品・金属製品………１／２・１／３・１／４

（２）土師器・須恵器 ａ．土師器の黒色処理は実測図に網点で表示した。

ｂ．須恵器の断面は墨染とした。

ｃ．粘土紐の積み上げ痕は，断面に一点鎖線を入れて表示した。

ｄ．その他の網かけ等については，その用例を同図中に表示した。

４．文章中の遺物の点数は破片点数である。しかし，復元資料は１点として数えている。

５．挿図中の遺物番号は，「写真」図版中の個々の遺物に付けた番号と一致する。
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５号住居跡（４８） ６号住居跡（５０） ７号住居跡（５３） ８号住居跡（５６）

９号住居跡（５７） １０号住居跡（６１） １１号住居跡（６２） １２号住居跡（６７）

１３号住居跡（７０） １４号住居跡（７２） １５号住居跡（７３） １６号住居跡（７６）

１７Ａ号住居跡（８５） １７Ｂ号住居跡（８８） １８号住居跡（９０） １９号住居跡（９５）

２０号住居跡（９６） ２２号住居跡（９８） ２３号住居跡（９９） ２４号住居跡（１０３）

２５号住居跡（１０６） ２６号住居跡（１０９） ２７号住居跡（１１３） ２８号住居跡（１１９）

２９号住居跡（１２０） ３０号住居跡（１２１） ３１号住居跡（１２７） ３２号住居跡（１３１）

３３号住居跡（１３２） ３４号住居跡（１３４） ３５号住居跡（１３８） ３６号住居跡（１３９）

３７号住居跡（１４６） ３８号住居跡（１４８） ３９号住居跡（１５０） ４０号住居跡（１５２）

４１号住居跡（１５５） ４２号住居跡（１５６） ４３号住居跡（１５９） ４４号住居跡（１６４）

４５号住居跡（１６７） ４６号住居跡（１６９） ４７号住居跡（１７１） ４８号住居跡（１７３）

４９号住居跡（１７９） ５０号住居跡（１８４） ５１号住居跡（１８７） ５２号住居跡（１８９）

５３号住居跡（１９１） ５４号住居跡（１９３） ５５号住居跡（１９３） ５６号住居跡（１９４）

５７号住居跡（１９６） ５８号住居跡（１９６） ５９号住居跡（１９８） ６０号住居跡（２００）

６１号住居跡（２０８） ６２号住居跡（２０９） ６３号住居跡（２１１） ６４号住居跡（２１３）



６５号住居跡（２１７） ６６号住居跡（２１９） ６８号住居跡（２２３） ６９号住居跡（２２５）

７０号住居跡（２２６） ７１号住居跡（２２８） ７２号住居跡（２２９） ７３号住居跡（２３０）

７４号住居跡（２３２） ７５号住居跡（２３３） ７６号住居跡（２３９） ７７号住居跡（２４１）

７８号住居跡（２４２） ７９号住居跡（２４４） ８０号住居跡・４号特殊遺構（２４５）

８１号住居跡（２５２） ８２号住居跡（２５６） ８３号住居跡（２６１） ８４号住居跡（２６３）

８５号住居跡（２６６） ８６号住居跡（２６９） ８７号住居跡（２７１） ８８号住居跡（２７３）

８９号住居跡（２７９） ９０号住居跡（２８０） ９１号住居跡（２８２） ９２号住居跡（２８７）

９３号住居跡（２８９） ９４号住居跡（２９０） ９５号住居跡（２９５） ９６号住居跡（２９７）

９７号住居跡（２９９） ９８号住居跡（３０１） ９９号住居跡（３０７） １００号住居跡（３１０）

１０１号住居跡（３１４） １０２号住居跡（３１８） １０３号住居跡（３２２） １０４号住居跡（３２８）

１０５号住居跡（３３１） １０６号住居跡（３３３） １０７号住居跡（３３５） １０８号住居跡（３３７）

１０９号住居跡（３４３） １１０号住居跡（３４７） １１１号住居跡（３５０） １１２号住居跡（３５３）

１１３号住居跡（３５６） １１４号住居跡（３５７） １１８号住居跡（３５９） １１９号住居跡（３６４）

１２０号住居跡（３６５） １２１号住居跡（３６９） １２２号住居跡（３７２） １２３号住居跡（３７５）

１２４号住居跡（３７８） １２５号住居跡（３７９） １２６号住居跡（３８１） １２７号住居跡（３８３）

１２８号住居跡（３８４） １２９号住居跡（３８５） １３０号住居跡（３８８） １３１号住居跡（３８９）

１３４号住居跡（３９１） １３５号住居跡（３９２） １３６号住居跡（３９３） １３７号住居跡（３９８）

１３８号住居跡（４００） １３９号住居跡（４０４） １４０号住居跡（４０５） １４１号住居跡（４０６）

１４２号住居跡（４０７） １４３号住居跡（４１５） １４４号住居跡（４２５） １４５号住居跡（４３７）

１４６号住居跡（４３９） １４７号住居跡（４４０） １４８号住居跡（４４３） １４９号住居跡（４４５）

１５１号住居跡（４４６） １５３号住居跡（４４８） １５４号住居跡（４５０） １５５号住居跡（４５１）

１５６号住居跡（４５３） １５７号住居跡（４５４） １５８号住居跡（４５８） １５９号住居跡（４６０）

１６０号住居跡（４６４） １６１号住居跡（４６６） １６２号住居跡（４６９） １６４号住居跡（４７１）

１６５号住居跡（４７３） １６６号住居跡（４７５） １６７号住居跡（４７６） １６９号住居跡（４７７）

１７０号住居跡（４８０） １７３号住居跡（４８２） １７４号住居跡（４８４） １７８号住居跡（４８７）

１８０号住居跡（４８９） １８１号住居跡（４９０） １８５号住居跡（４９２） １８７号住居跡（４９２）

１９１号住居跡（４９３） １９２号住居跡（４９６） １９３号住居跡（４９７） １９４号住居跡（４９９）

１９５号住居跡（５００） １９６号住居跡（５０３） １９９号住居跡（５０５） ２００号住居跡（５０８）

２１４号住居跡（５０９）
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序 章

第１節 事業の概要と調査経過

１ 本宮町阿武隈川右岸築堤事業の概要

阿武隈川は福島県中通り地方を南から北へと貫流する一級河川であり，福島県にとっては欠くこ

とのできない水資源である。しかし河川整備率の低さから，たびたび洪水による被害を引き起こし

ており，近年の昭和６１年８月５日洪水，平成１０年８月末洪水などでも広範な地域で甚大な浸水被害

に見舞われている。それらにより水害に対する安全な地域づくりは被災地住民の強い願望の一つと

なっている。本宮町阿武隈川右岸築堤事業はそのことを受けた建設省直轄の治水事業であり，「一級

河川阿武隈川上流改修本宮右岸築堤事業」として昭和６１年度からの用地買収を端緒に事業がすすめ

られている。築堤工事については，本宮町内の右岸全長２．８�について４つの工事区に区分し，阿武

隈川下流より築堤するという計画で，平成８年度までに第�期工事区の１００ｍほどについて施工した。

平成１０年の洪水で右岸地区は１７．４ｈａが浸水した。このため建設省は阿武隈川について総合的な

河川改修と改良型災害普及事業を短期的に集中的に行う「阿武隈川平成の大改修」を計画し，本宮

町についても強い要請である右岸築堤事業をその一環として早期完成を目指すこととなったのであ

る。

図１ 阿武隈川右岸築堤事業位置図

１
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なお，「阿武隈川平成の大改修」は，南は須賀川市から北は梁川町にかけての要所に，築堤・堤防

強化・護岸強化などを施工するもので，全体事業費約８００億円を見込み，平成１２年度末概成を目標と

するものである。

２ 平成１１年度調査に至る経過

本宮町阿武隈川右岸築堤事業における埋蔵文化財の取り扱いは，昭和６１・６２年度に渡って実施さ

れた遺跡詳細分布調査（試掘調査）に始まっている。この調査は本宮町教育委員会が保存協議の資

料を得るために，国の補助を受けてなされたもので，限られた調査範囲ではあったが原遺跡・渡場

図２ 工事計画図
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遺跡（百目木遺跡）・高木遺跡・北ノ脇遺跡・山王川原遺跡の５遺跡についてトレンチ調査を実施し

ている。その結果，右岸地区の自然堤防上のほとんどが遺跡範囲であり，その総面積は約１０４，０００�，

文化層が複数存在することが確認されている。

本宮町教育委員会は分布調査の結果を基に６３年度から築堤事業の施工に先立ち順次発掘調査を実

施していくのであるが，当初は予算の関係もあり散発的で小規模の調査に止まっていた。そこで平

成３年度には建設省・福島県教育庁文化課・本宮町の三者協議が持たれ，第�期工区の堤防敷部分

の調査を先行することで調整がなされ，平成４年度から平成１０年度の発掘調査はその計画に基づい

て継続実施されている。ただ，広範な調査面積なため今後も多くの調査期間が必要であり，そのこ

とが緊急性を要する事業としては懸念される部分であった。

そのような推移の中で「阿武隈川平成の大改修」計画が持ち上がり，緊急的な埋蔵文化財への対

応が必要となった。そこで東北地方建設局福島工事事務所と福島県教育委員会の間で，平成１０年１２

月に最初の埋蔵文化財の取扱い協議が行われた。この協議での工事事務所の提示内容は急を要する

もので，迅速かつ多様な対応が想定されることから，以後継続協議によって対応策を検討する認識

を得た。

この事業が災害復旧にかかる重要で緊急性の高いものであることを重視し，問題が生じた場合は

その都度協議することとして調整を計り，福島県と本宮町の教育委員会が特別の調査体制を敷いて

調査にあたることとした。この大規模で緊急を要する発掘調査事業は一般の市町村が単独で実施す

るには適当とみなされないものと判断され，福島県教育委員会はその一部を支援し，そして調査を

進める上では建設省と文化財保護側の間で，調整・協議の場として「阿武隈川右岸築堤連絡調整会」

が設置された。

３ 平成１１年度の調査経過

平成１１年度県調査分の高木・北ノ脇遺跡は，築堤工事計画により�・�期工区に区分された昭代

橋と安達橋間の調査面積２１，０００�相当である。今回の調査範囲については，これまで実施された発

掘調査の経過から，高木遺跡は９区・北ノ脇遺跡は４区と呼び，他と区分することとした。高木・

北ノ脇遺跡は昭和６１・６２年度に試掘調査，平成２年度以降は発掘調査が実施され，縄文時代や古墳

時代から平安時代にかけての遺構や遺物が確認されている。

本年度の発掘調査は，平成１１年４月１３日から開始した。表土は耕作土で，厚さは４０�ほどである。

調査当初はすべての表土を置ききれるだけの排土置き場が確保できず，一部を調査区東端に積み上

げることでとりあえず対応した。排土についてはその後，南に約３００ｍ離れた百目木遺跡の調査終了

部分に仮置きしていたが，さらに事業者側で適宜工区外に排出する事となり，排土処理の問題は解

決された。調査開始時には調査区内の家屋等は既に撤去され，一部に道路や電柱・水位観測所は残

るものの，調査の着手に大きな問題はなかった。

４月２１日からは，作業員による遺構の検出・精査作業を開始した。作業当初は部分的に堆積して

３



いる黒褐色土の上面では，住居跡などの多くの遺構を確認することができるものの，遺跡の大半に

堆積する褐色砂では，遺構の検出はきわめて難しかった。後日，これらの土はすべて，複雑に重な

り合った遺構の堆積土であることが判明したが，遺構検出にかかる手間は，調査全期間を通じて軽

減されることなく推移した。

５月以降は検出遺構の精査は順調に進むものの，検出される遺構数があまりに多く，調査効率の

進展が図られなかった。一方で調査が進展するに従って，予測をはるかに越えた多数の遺構や遺物

が出土し，高木・北ノ脇遺跡が７世紀を中心に営まれた大集落であることが確認された。集落内を

区画する大きな溝や後背湿地の渚線付近から多量の遺物が出土したのもこの時期である。さらに，６０

�ほど下層には縄文時代の遺構・遺物が高密度に存在することが判明し，当初の対応では難しくな

り，調査計画の見直しが必要となった。これについては関係機関で協議を積み重ね，８月には下層

の調査を実施すること，調査範囲を掘削が及ぶ範囲に限ること，堤防自体は暫定的なもので，盛土

も１００�ほどであることから，現状保存という観点から築堤部分は原則として発掘調査範囲から除外

することが合意された。このため，調査面積が変更され，最終的に調査を要する面積は，高木遺跡

上・下層（古墳～平安時代・縄文時代）が２０，８５０�，北ノ脇遺跡上・下層が２，６００�の合計２３，４５０�

となる。

６・７月にはまとまった雨が２度ほどあり，遺跡の１ｍ下まで水位が上がったりしたものの，調

査期間中に大きな災害を被ることもなく，調査は進展していった。８月には山王川原遺跡の調査に

目途が立ったため，調査員の一部が高木・北ノ脇遺跡の調査に加わった。９月には山王川原遺跡の

調査がほぼ終了し，すべての調査員が高木・北ノ脇遺跡の調査に合流した。９月以降は高木遺跡上

層（古墳～平安時代）の調査終了に伴い，逐次下層（縄文時代）の調査に着手していった。また，

北ノ脇遺跡の調査も開始し，１０～１２月は検出遺構の精査に専念した。年末には高木遺跡上層と下層

の一部，北ノ脇遺跡の上層の調査が終了した。

通常年明けの１～３月に関しては，当該年度の発掘調査による整理期間であり，また降雪や凍結

により調査精度が確保できないことから，本来は調査を行わないこととしている。しかし，本事業

については，河川改修であることの緊急性を踏まえ，開発者の工事工程に協力するため，この期間

中も特例として発掘調査を実施することとした。基本的には北ノ脇遺跡の下層（１，３００�）の調査を

終了させることとし，高木遺跡の残りの部分（５，４００�）については平成１２年度にあらためて発掘調

査を実施することが合意された。北ノ脇遺跡下層の調査は１月中にほぼ終了し，当初予定していた

期間・予算に余力があったため，平成１２年度調査部分についても一部調査を進め，３月１７日に平成

１１年度の調査をすべて終了した。この間工事工程との兼ね合いから，調査終了部について逐次引渡

を行った。

また，発掘成果の公開の要望も多く寄せられ，一般市民や小学生を対象に，遺跡説明会・見学会

を実施している。平成１１年１１月６日の現地説明会では約４００名の見学者が訪れ，この他に１６件，約６００

人ほどの方々に遺跡を公開することができた。
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第２節 位 置 と 地 形

高木・北ノ脇遺跡は，福島県安達郡本宮町大字高木字高木・北ノ脇に所在している。本宮町は福

島県中通り地方のほぼ中央部，北緯３７度３１分，東経１４０度２３分に位置する。

周囲は郡山市，大玉村，白沢

村と接しており，面積は３９．５ｋ

�で福島県の中では中規模の町

である。気候は温帯夏高温気候

区に区分されており，年間平均

気温は１１．４度，年間平均降水量

は１，０２８．５�である。

遺跡はＪＲ東北本線本宮駅か

ら本宮市街地を抜け，北東方向

に約１�離れた地点にある。

遺跡の２�程西には国道４号

が南北方向に走っている。

遺跡が所在する本宮町周辺は，

奥羽山脈と阿武隈高地に挟まれ

た郡山盆地の北端にあたってお

り，町の東端を阿武隈川が北流

する。それに西方の奥羽山脈か

ら東流する瀬戸川，安達太良川，

百日川が合流している（図３）。

そのため，河川の浸食や堆積作

用によって形成された台地，扇

状地，谷底平野がよく見られる。

阿武隈川の右岸には，こうし

た河川の運搬作用によって形成

された自然堤防がよく発達して

いる（図４）。

この自然堤防は，阿武隈川に

平行して２．１�に渡って続いてお

り，高木・北ノ脇遺跡もこの一図４ 地形区分図

図３ 周辺地形図
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（１/１０,０００）�

山王川原遺跡�

北ノ脇遺跡�

高木遺跡�

百目木遺跡�

原遺跡�

山王川原遺跡�

北ノ脇遺跡�

高木遺跡�

百目木遺跡�

原遺跡�

図５ 阿武隈川右岸地区遺跡位置図
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０� １００m
（１/２,５００）

Ａ�

Ａ′�

Ａ� Ａ′�

阿武隈川�
自然堤防� 後背湿地�

集落跡�

現水面�

２１０ｍ�

２０５ｍ�

２００ｍ�

角を占めている。

実は，この自然堤防上全体が

一続きの遺跡であることが判明

している。現在の小字名で区

切って，北から，山王川原遺跡，

北ノ脇遺跡，高木遺跡，百目木

遺跡，原遺跡と登録されている

（図５）。

したがって，この遺跡名の違

いは，便宜的なものである。

ただ，微細にみると，高木遺

跡と百目木遺跡の境には河道が

走っており，これを境に南北に

２分することが可能である。

また，浅い沢地形が行く筋も

自然堤防上を横断している。

対象の２遺跡は，この自然堤

防の中央からやや北寄りの位置

に所在している。調査前の現状

は，宅地と畑に利用されていた。

阿武隈川との比高差は，模式図

（図６）に示したように，７～

８ｍを測る。 （菅 原）

第３節 歴 史 的 環 境

高木・北ノ脇遺跡の所在する本宮町では，『本宮町史』編纂や『福島県遺跡地図』作成のための表

面調査等により遺跡台帳が整備され，遺跡の分布状況が把握されている。以下，当地域の歴史的な

環境について，遺跡分布を中心に概要を述べたい。

『福島県遺跡地図』には本宮町内で９９か所の遺跡が登録されている。その内訳は，縄文時代の散

布地２か所，弥生時代の散布地３か所，古墳時代の散布地１か所，古墳８か所，奈良・平安時代の

散布地１４か所，中世の城館跡１７か所，中世の石造物３３か所，中・近世の石造物１か所，奈良・平安

時代から近世の塚５か所，時期不明の窯跡１か所，その他には時代が２時期以上に渡る複合遺跡で

ある。時期別及び種別では，古墳を含めた古墳・奈良・平安時代の散布地の分布が多く，安達太良

図６ 阿武隈川・調査区横断模式図
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図７ 周辺の遺跡
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表１ 周辺の遺跡一覧（１）

� 遺 跡 名 所 在 地 遺 跡 の 概 要

１ 北 ノ 脇 遺 跡 本宮町大字高木字北ノ脇 縄文～近世の散布地・集落跡・本報告

２ 高 木 遺 跡 高木字高木・舟場 縄文～近世の散布地・集落跡・本報告

３ 山 王 川 原 遺 跡 高木字山王川原 縄文～近世の散布地・集落跡

４ 百 目 木 遺 跡 高木字百目木・長瀬 縄文～近世の散布地・集落跡

５ 原 遺 跡 高木字原 古墳～近世の散布地

６ 戸 崎 供 養 塔 高木字戸崎 中世の石造物

７ 辻 向 供 養 塔 群 高木字辻向 中世の石造物

８ 大 学 遺 跡 高木字大学・辻向 弥生時代の散布地

９ 大 学 館 跡 高木字大学・辻向 中世の城館跡

１０ 上 人 壇 遺 跡 高木字滝ノ入 中世・近世の塚

１１ 高 木 田 中 館 跡 高木字縦・田中 中世の城館跡

１２ 高 木 寺 供 養 塔 高木字舟場 中世の石造物

１３ 長 畑 古 墳 群 高木字長畑 古墳

１４ 根 岸 古 墳 群 高木字久保 古墳

１５ 問 答 山 古 墳 群 高木字問答 古墳

１６ 大 榎 遺 跡 字大榎 奈良・平安時代の散布地

１７ 石 雲 寺 供 養 塔 字坊屋敷 中世の石造物

１８ 名 郷 館 跡 字竹ノ花 中世の城館跡

１９ 庚 申 壇 古 墳 字竹ノ花 古墳

２０ 掘 切 遺 跡 字掘切 中世・近世の塚

２１ 地 蔵 堂 遺 跡 字地蔵堂 古墳

２２ 天 王 壇 古 墳 字南ノ内 古墳

２３ 南 ノ 内 遺 跡 字南ノ内 古墳時代の散布地

２４ 小 幡 供 養 塔 字小幡 中世の石造物

２５ 小 幡 遺 跡 字小幡 奈良・平安時代の散布地

２６ 中 台 遺 跡 字中台 弥生・奈良・平安時代の散布地

２７ 菅 森 館 跡 字館ノ越 中世の城館跡

２８ 愛 宕 館 跡 字舘ノ越 中世の城館跡

２９ 愛 宕 山 古 墳 字舘ノ越 古墳

３０ 南 町 裡 供 養 塔 字南町裡 中世・近世の石造物

３１ 九 縄 供 養 塔 字上町下 中世の石造物

３２ 本 宮 田 中 館 跡 字万世・千代田 中世の城館跡

３３ 太郎丸観音堂供養塔群 字太郎丸 中世の石造物

３４ 太 郎 丸 供 養 塔 字太郎丸 中世の石造物

３５ 太 郎 丸 掃 部 館 跡 字太郎丸 中世の城館跡

３６ 栄 田 遺 跡 字栄田 縄文・奈良・平安時代の散布地

３７ 塩 田 遺 跡 字塩田入 弥生・平安時代の散布地

３８ 塩 田 館 跡 字塩田入 中世の城館跡

３９ 天 ケ 遺 跡 字天ケ 弥生時代の散布地

４０ 平 井 供 養 塔 字平井 中世の石造物

４１ 葭 ケ 入 供 養 堵 字葭ケ入 中世の石造物

４２ 日 輪 寺 供 養 塔 字山田 中世の石造物

４３ 山 田 遺 跡 字山田 奈良・安時代の散布地

４４ 東 万 風 遺 跡 字東万風 奈良・平安時代の散布地

４５ 孫 市 遺 跡 大字青田字孫市 奈良・平安時代の散布地

４６ 桝 形 遺 跡 仁井田字桝形 中世・近世の塚

４７ 瀬 戸 川 館 遺 跡 仁井田字桝形 中世の城館跡

４９ 吹 上 遺 跡 仁井田字村山 近世の塚

４９ 下 ノ 原 遺 跡 仁井田字下ノ原 奈良・平安時代の散布地

５０ 申 供 養 塔 群 Ｃ 仁井田字申 中世の石造物

９



山南麓から伸びる丘陵地帯や五百川・阿武隈川・安達太良川流域の丘陵・台地・自然堤防上に立地

している。また，中世の石造物が仁井田・荒井地区を中心に数多く分布している。

旧石器時代：本宮町では旧石器時代の遺跡は現在まで確認されていないが，近隣の郡山市熱海町

中ノ沢遺跡でスクレイパーやチョッピングトゥールが出土し，大玉村中皿久保遺跡からは彫刻刀形

石器・石刃などが出土している。なお，青田原台地や阿武隈川右岸の高木大学付近等では洪積台地

が広がっており，当地域にも旧石器時代の遺跡が残されている可能性は高い。

縄文時代：縄文時代になると，五百川・阿武隈川・安達太良川の流域に人々が生活を営んだ痕跡

表２ 周辺の遺跡一覧（２）

� 遺 跡 名 所 在 地 遺 跡 の 概 要

５１ 申 供 養 塔 群 Ｂ 本宮町大字仁井田字申 中世の石造物

５２ 申 供 養 塔 群 Ａ 仁井田字申 中世の石造物

５３ 小 坂 供 養 塔 群 仁井田字一本 中世の石造物

５４ 八 雲 神 社 供 養 塔 仁井田字一本 中世の石造物

５５ 五 百 川 供 養 塔 Ｃ 仁井田字五百川 中世の石造物

５６ 五 百 川 供 養 塔 Ａ 仁井田字五百川 中世の石造物

５７ 五 百 川 供 養 塔 Ｂ 仁井田字五百川 中世の石造物

５８ 白 山 供 養 塔 群 荒井字白山 中世の石造物

５９ 荒川観音堂供養塔群 荒井字五百川 中世の石造物

６０ 下 四 合 田 供 養 塔 仁井田字下四合田 中世の石造物

６１ 西 町 供 養 塔 Ａ 仁井田字西町 中世の石造物

６２ 西 町 供 養 塔 Ｂ 仁井田字西町 中世の石造物

６３ 東 禅 寺 赤 木 遺 跡 白沢村大字糠沢字赤木・東禅寺 古墳～平安時代の散布地

６４ 東 禅 寺 古 墳 糠沢字赤木・東禅寺 古墳

６５ 東 禅 寺 館 跡 糠沢字赤木 中世の城館跡

６６ 経 塚 山 経 塚 糠沢字礼堂 塚

６７ 礼 堂 館 跡 糠沢字礼堂 中世の城館跡

６８ 和田十三仏古 墳 群 和田字大夏張 古墳

６９ 古 館 跡 和田字滝ノ沢・古館 中世・近世の城館跡

７０ 大 川 端 遺 跡 大玉村大字大山字大川端 縄文～古墳時代の散布地

７１ 前 山 小 作 田 山 大山字山王 縄文・弥生時代の散布地

７２ 傾 城 壇 古 墳 大山字愛宕 古墳

７３ 堂 ケ 久 保 古 墳 群 大山字鬼松 古墳

７４ 鍛 冶 内 遺 跡 大山字鍛冶内 中世の城館跡

７５ 向 山 古 墳 群 大山字向山 古墳

７６ 昆 沙 門 天 王 遺 跡 大山字柿崎 弥生・古項時代の散布地

７７ 勘 解 由 館 跡 大山字諸別 中世の城館跡

７８ 玉 貫 遺 跡 大山字玉貫 弥生・古墳時代の散布地

７９ 諸 田 向 古 墳 大山字諸田向 古墳

８０ 金 山 古 墳 大山字宮ノ下 古墳

８１ 弓 矢 地 館 跡 大山字弓矢地 中世の城館跡

８２ 下 高 野 遺 跡 大山字下高野 弥生・古墳時代の散布地

８３ 上 高 野 遺 跡 大山字上高野 古墳・奈良時代の散布地

８４ 住 吉 Ｂ 遺 跡 大山字住吉 古墳～平安時代の散布地

８５ 住 吉 遺 跡 大山字住吉 古墳・奈良時代の散布地

８６ 二 子 塚 遺 跡 大山字小次郎内 古墳時代の散布地

８７ 二 子 塚 古 墳 大山字小次郎内 古墳

８８ 袋 内 遺 跡 玉井字袋内 奈良時代の散布地
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がみられるようになる。山王川

原遺跡（図７－３）では，前期

の大木１～２式の土器片が少量

出土しており，高木遺跡（同図

２；本書第１編）からは早期中

葉の田戸下層式と思われる資料

が出土している。中期になると

上原遺跡，恵畑遺跡，寺下遺跡

等と遺跡の数も増加してくる。

中でも，五百川北岸の河岸段丘

上にある上原遺跡は，花積下層

式・大木２ｂ式の土器片や石組

炉・複式炉をもつ住居跡が検出

され，本宮町を代表する遺跡と

なっている（図８）。晩期の資料

はほとんどないが，北ノ脇遺跡（図７－１；本書第２編）からは大洞Ｂ－Ｃ式に比定される注口土

器が１点出土している。

弥生時代：弥生時代の遺跡としては，天ヶ遺跡（図７－３９），陣場遺跡が知られている。両遺跡は，

弥生中期に位置づけられており，天ヶ遺跡では桜井式の土器が，陣場遺跡では土坑墓群とともに陣

場式の土器が出土している（図９）。また，高木遺跡の３次調査では弥生時代初頭の資料が出土して

いる。塩田遺跡（図７－３７），中台遺跡（同図２６），関畑遺跡，新介遺跡などからも，弥生時代中期

の土器片が出土しており，低地を臨む段丘・台地上に当時の遺構が存在すると推定できる。

古墳時代：古墳時代になると，

当地域においても数多くの古墳

が築造されるようになり，地方

豪族の出現をうかがい知ること

ができる。特に，本宮町北端か

ら大玉村にかけて広がる南ノ内

丘陵地帯に所在する天王壇古墳

（図７－２２），二子塚古墳（同図

８７）を含む「七ツ坦古墳群」が

著名である。天王壇古墳は５世

紀後半に築造された直径３８ｍの

造り出しつき円墳で，動物埴輪図９ 陣場遺跡出土弥生土器

図８ 上原遺跡出土縄文土器
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・巫女埴輪・甲冑形埴輪・円筒埴輪等数多くの埴輪が出土しており，東北地方の古墳時代中期文化

を解明する上で注目されている（図１０）。他に，庚申壇古墳（図７－１９），愛后山古墳（同図２９），傾

城壇古墳（同図７２），金山古墳（同図８０）などがあり，根岸古墳群（同図１４）からは圭頭大刀や多く

の装身具が出土している。また，このころになると，本遺跡を含め，阿武隈川右岸の自然堤防上に

継続的に集落が営まれるようになる。

奈良・平安時代：奈良・平安時代になると遺跡の数は飛躍的に増大する。『延喜式』によると，「安

達郡」は，延喜６（９０６）年に安積郡から「安達，入野，佐戸」の３郷を分離して建郡したと記され

ている。その「安達郷」の中心が現在の本宮町・大玉村と考えられており，この時期の遺跡数の増

加はこの記述と期を一にしている。本遺跡の北々西約４．６�の二本松市杉田には，安達郡の郡衙の擬

定地として知られる郡山台遺跡が所在する。郡山台遺跡では，安達郡建郡以前に遡る建物跡群も確

認されており，奈良時代の段階から官衙的な機能を有していた可能性が指摘されている。また，郡

山台遺跡より出土した九葉素弁蓮華文軒丸瓦に近似した素弁蓮華文軒丸瓦が本宮町内の小幡遺跡（図

７－２５）で表採されており，律令時代における当地との関係も推測される。この時期の代表的な遺

跡としては，他に関畑遺跡，中台遺跡，長者ヶ峰遺跡，高木遺跡，金重谷地遺跡などがあげられ，

集落遺跡の性格も，律令制的な色彩の強いもの，山間の尾根部に小規模で営まれるもの，多数の住

居跡から構成されるもの，といった具合に多様化してくる。

中世：中世の遺跡としては館跡が１７か所確認され，瀬戸川館跡（図７－４７），塩田館跡（同図３８），

高木田中館跡（同図１１）などが調査されている。なお，瀬戸川館跡は瀬戸川氏（国分氏）の居館で

あったが，天正１３年（１５８５）に佐竹氏などの連合軍と伊達政宗軍とが戦った時に伊達成実が布陣し

たことで知られる。館跡の他に，供養塔などの石造物が仁井田，荒井地区を中心に多数確認されて

いる。本宮町周辺には安達太良神社をはじめとして，大山の神原田神社，長屋の長屋神社，稲沢の

図１０ 天王壇古墳出土埴輪
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春日神社，五百川の帳付神社などの古い神社が多く，信仰を集めてきた。また，この地域には阿弥

陀三尊供養塔が多く見られることから浄土真宗が広まっていたと考えられる。

近世：天正１３年１１月１６日，会津街道の人取橋付近で芦名・佐竹連合軍２万人と伊達政宗軍５千人

とが激突した。翌年，摺上原の戦いで芦名氏が滅ぶことにより本宮地方は伊達領となる。その後，

蒲生，上杉，加藤氏の支配を受け，江戸期になってからは二本松丹羽氏の支配が幕末まで続くこと

となる。慶長８年（１６０３）江戸に幕府が開府され，江戸を中心に五街道を幹線として，その他の脇

街道も逐次整備されていった。奥州街道も全面的に改修されて，現在の県道須賀川・二本松線の道

筋になった。１８世紀に入ると，本宮は奥州街道と会津街道との分岐点に位置するため宿場町として

繁栄し，旅館３０軒，茶屋１２軒，湯屋６軒が立ち並び，文政７年（１８２４）には本宮は郡山とともに御城

下格の格式を与えられた。南町・北町にはそれぞれ４０匹の伝馬と人足が置かれ賑わった。また，本

宮は火事の多い宿場町でもあったようで，町の大半を消失するほどの大火が延享１年（１７４４）・安永

９年（１７８０）・文化３年（１８０６）・文化７年（１８１０）の計４回発生している。また，水害も度々発生す

る地域で，明治２３年（１８９０）・大正２年（１９１３）・昭和１６年（１９４１）には増水が８～１０ｍにも及ぶ大洪

水が発生している。 （成 田）

第４節 調査成果の概要

今回の２つの調査区は，長さ約２．１�の自然堤防上で，最も標高の高い一角を占地している。遺跡

名は違っても，実際には両者はつながっており，遺構はまたがって検出されている（図１２）。

調査で検出された遺構は，以下のとおりである。

竪穴住居跡…………２１８軒

柱列…………………３か所

土坑…………………３６基

焼土遺構……………３基

集石遺構……………１基

溝跡…………………５条

特殊遺構……………７基

ピット群

遺物包含層

これらの帰属時期は，舞台式期～表杉ノ入式期の幅で捉えられる。その中でも，とくに栗囲式期

の内容が充実しており，これまでの調査成果と同様の結果を示した。改めて，自然堤防上に営まれ

た集落群が，古墳時代終末期に膨脹し，発展したことを裏付けたといえる。出土遺物や検出遺構に

は，関東・会津地方との関連を示す資料が認められ，こうした集落膨脹の背景に他地域の人々が強

区画大溝跡断面 ６／１７
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福島民友　平成１１年１０月９日�

福島民友　平成１１年１１月７日�
福島民友　平成１１年８月３１日�

読売　平成１１年８月２３日�

図１１ 高木・北ノ脇遺跡の新聞報道と説明会資料
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く関与していたことが想定される。

今回の最大の調査成果は，当該期の大規模な区画溝跡と水辺の祭祀跡の発見である。前者は，自

然堤防を横断する幅６～８ｍの大溝跡で，１１０～１１５ｍの間隔をあけ，高木遺跡９区の北と南で検出

された。内部に営まれたのは竪穴住居跡であり，いわゆる豪族居館に比定される要素は認められな

かった。

水辺の祭祀跡は，この大溝跡と後背湿地の落ちぎわで検出されている。集石と祭祀遺物を伴う単

位がいくつも検出され，そこで火の焚かれた痕跡が確認された。祭祀遺物の中には，須恵器提瓶・

横瓶，銅釧，鉄刀のような特殊器物が含まれており，それが首長の執行するものであったことを示

している。

その後の集落変遷は，本格的な律令体制の確立する８世紀前半に画期が認められる。北ノ脇遺跡

４区側に竪穴住居跡の分布が集中し，高木遺跡９区は，ほとんど遺構の空白地帯となる。また，当

該期には，住居跡の須恵器保有量が急増し，カマドが大型化するなどの変化も指摘される。ちなみ

に，北ノ脇遺跡４区では，丸瓦片や蓮華文をかたどった座金が出土しており，通常の居住域と違っ

た性格を一部に備えていた可能性が指摘される。 （菅 原）

表土剥ぎ 住居跡精査

遺構検出 小学生体験発掘
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図１２ 高木遺跡９区・北ノ脇遺跡４区全体図
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第１編 高 木 遺 跡

遺 跡 記 号 ＭＭ－ＴＫ

所 在 地 安達郡本宮町高木字高木

調 査 期 間 平成１１年４月１２日～１２月２３日

調 査 員 松本 茂・安田 稔・高久田富裕

佐藤あかり・成田有策・菅原祥夫

小暮伸之・大河原勉・堀川雄二

大波紀子



第１章 調査の経過と方法

第１節 調 査 経 過

高木遺跡９区の発掘調査は，平成１１年４月１２日から開始された。このうち，本書で扱う古墳～奈

良・平安時代の調査は，同年１２月２３日まで行われている。

以下では，日程を追って調査経過を記述していく。

４月１２日～４月１６日 調査第１週。初日は，プレハブ用地と表土剥ぎ予定地の縄張りを行う。ま

た，第１回の連絡調整会議を開催。これは，建設省・県文化課・本宮町・県文化センターの４者で

行われたもので，以後，月１回のペースで実施されている。４月１４日に重機を搬入し，翌１５日から

表土剥ぎを開始する。これと併行して，プレハブ・トイレの設置工事が始まり，調査区進入路の立

ち入り禁止の立て看板設置を行う。

４月１９日～４月２８日 調査第２・３週。１９・２０日にプレハブ内装工事・器材搬入。発掘準備がほぼ

整う。２１日に作業員雇用。調書作成と安全教育を行ったのち，本宮町と合同で発掘調査事業開始式

を行う。その後，遺構検出作業を開始。早くも，遺物が出土し始める。２２日，１号住居跡が検出さ

れ，掘り込みを開始する。また，調査区進入路に単管パイプを打ち，ロープで頑丈に縄張りをする。

２５日，２号住居跡を検出。同日，５か所のベンチマークを設置する。

４月２９日～５月５日 ゴールデンウィーク。

５月６・７日 調査第５週。ゴールデンウィークの合間をぬって調査を実施。Ｍ２３グリッドで，

東西方向の大溝跡らしきものが検出される。さらに，３号住居跡・１号土坑を検出。深掘り箇所で，

下層に縄文時代の文化層が確認される。

５月１０日～５月１４日 調査第６週。１０日，第２回連絡調整会開催。排土置き場の確保，水位観測

所の移設時期などについて話し合われる。また，下層文化層の発見が報告される。調査区南側では，

Ｍ２３グリッドの大溝跡を１号溝跡と命名。底面近くで，古墳時代の土器類が大量出土する。一方，

調査区北側で，Ｏ２０グリッド周辺の表土剥ぎを１１日から開始。ここは，後背湿地の落ちぎわになる

ことが判明し，１４日には，手づくね土器と土製勾玉の集中箇所が検出される。

５月１７日～５月２１日 調査第７週。調査は二手に分かれ，調査区南側では，１号溝跡から北に向

かって，反対に，調査区北側では，Ｏ２０グリッドから南に向かって遺構検出を進める。１８日，（財）

郡山市埋蔵文化財発掘調査事業団一行来跡。２０日，作業員１７名を追加雇用。２１日，Ｌ２３・２４グリッド

の阿武隈川岸に，２本のトレンチを入れる。遺構の無いことを確認。同日，原点移動・地区杭設定

を開始する。

５月２４日～６月４日 調査第８・９週。排土運搬のため，クローラキャリア４台導入。２６日，５

～７号土坑検出。本宮町と結団式を２７日行う。２８日，５号住居跡検出。６月１日，８号住居跡検出。
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２日，２号特殊遺構検出。３日から，排土山の移動をダン

プカーで始める。砂ぼこりがひどいため，散水車を使う。

３日，９・１０号住居跡，４日，１１・１２号住居跡検出。

６月７日～６月１１日 調査第１０週。７日，雨。８日，Ｏ

２０グリッドの後背湿地落ちぎわで，完形品の須恵器横瓶出

土。他にも，多量の土器・土製玉類・土製模造鏡などが次々

と姿を現し，１号遺物包含層と命名する。翌９日には，そ

の南で東西の大溝跡が検出される。１号溝と対になると考

えられた。２号溝跡とする。１１日，郡山市高倉小学校４５名

来跡。遺跡見学と体験発掘を行う。これを皮切りに，見学

者が急増する。同日，１７号住居跡・１０号土坑検出。

６月１４日～６月１８日 調査第１１週。１４日，第３回連絡調

整会議。同日，１８・１９号住居跡検出。１５日，２号溝跡から多量の土器が出土しはじめる。１号遺物

包含層は，遺物出土状態の写真撮影・実測に入る。１５日から，基本土層ベルト実測・水位観測所撤

去作業開始。また，１４日に文化センター新入職員研修の一行が現地見学に訪れたのに続き，１５日に

は，本宮町まゆみ小学校６年７０名，翌１６日には，本宮町五百川小学校６年８７名が来跡する。１８日，

雨。

６月２１日～７月２日 調査第１２・１３週。２１日，本宮町本宮小学校６年１１１名現地見学。同日，１７号

住居跡から良好な一括遺物が出土。翌２２日に写真撮影・出土状況図の作成を行う。同日，本宮町議

会総務文教委員１１名現地見学。２３日，２号溝跡東半部の写真撮影，１号遺物包含層の遺物取り上げ

開始。２４日，雨。２５日，２０号住居跡検出。２８日，本宮町岩根小学校２０名現地見学。同日，１号遺物包

含層周辺の埋め戻しを開始。新規のプレハブ用地となる。２９日，２号溝跡平板測量，２２・２３号住居

跡検出。３０日，雨。プレハブで図面整理を行う。７月２日，１７・２２号住居跡の調査終了。

７月５日～７月９日 調査第１４週。５日，２４・２５号住居跡検出。６日，２７・２８号住居跡検出。同日，

本宮町の町民遺跡見学会一行４５名現地見学に訪れる。調査区南端にあたる安達橋沿いを，８日に深

掘りする。旧河道が検出され，写真撮影

・平板測量を行う。９日，３０・３１号住居

跡検出。同日，２号溝跡の残りの遺物を

取り上げる。

７月１２日～７月２３日 調査第１５・１６週。

１２～１４日雨。梅雨の本格的な影響があら

われる。調査区は水浸しになり，多くの

遺構の壁が崩落してしまった。１６日，１

号遺物包含層を埋め戻した地点にプレハ

小学生体験発掘 ６／１１

住居跡掘り込み ７／６
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ブを設置する。２１日，雨。２２日，旧河道検出の安達橋沿い７６５�の引き渡し。同日，３８～４０号住居跡，

翌２３日，４１・４２号住居跡を検出する。同日，東北大学藤沢敦助手が現地見学のため来跡。

７月２６日～８月６日 調査第１７・１８週。２６日，第４回連絡調整会議。同日から翌２７日の２日間，公

立小・中学校経験者の「社会貢献活動体験研修」が行われる。参加者２０名。２８日，大玉村大玉中学

校２年１０名が現地見学・体験発掘。８月２日，写真撮影のためローリングタワーを設営する。第２

回目の「社会貢献活動体験研修」が，３～４日に行われる。参加者２７名。５日は，本宮町の町民遺

跡見学会の一行２５名が現地見学。同日，文化センター館長視察。６日，臨時の連絡調整会議開催。

８月７日～８月１６日 盆休み

８月１７日～８月２０日 調査第２０週。１７日の盆明け初日から，山王川原遺跡の調査員２名合流。１８日，

郡山市第五中学校８名が現地見学。同日，縄文時代中期の複式炉をもつ住居跡が検出される。６７号

住居跡と命名。以後，縄文時代の調査が併行して行われるようになる。なお，遺構番号は時代に関

係なく，連番で付けることにした。１９日，７０～７２号住居跡，２０日，７５号住居跡，２３日，７８・８０号住居

跡が検出される。２４日，６０号住居跡が火災住居跡と判明。２７日は，雨。

８月３０日～９月１０日 調査第２１・２２週。東北学院大学辻秀人教授が３０日に現地見学。３１日，８８号住

居跡まで検出。同日，８７号住居跡の床面から完形の円面硯が出土。遺構は栗囲式に比定され，貴重

な資料となった。調査員１名が９月１日から合流。２日，９４～９６号住居跡検出。６日に，本宮町の

町民遺跡見学会一行４５名が現地見学。７日，１０５・１０７・１０８号住居跡検出，８日，１１１号住居跡検出。

第５回の連絡調整会議が１０日に開催される。同日，本宮町議会総務文教委員１０名現地見学。

９月１３日～９月２２日 調査第２３・２４週。１３日，残暑が厳しい。１５日，敬老の日で現場休み。１２０～

１２３・１２６号住居跡が相次いで検出される。１７日は雨。２０日，９月後半になったのにまだ残暑が厳しい。

同日に，１３４号住居跡を検出。翌２１日は，１３７～１３９号住居跡を検出。２２日，雨。

９月２７日～９月３０日 調査第２５週。２８日，１４２・１４３号住居跡検出。どちらの住居跡も規模が大きく，

多量の遺物が床面やカマドに残されていた。１４２号住居跡では，間仕切り溝が検出される。３０日，１４４

・１４７・１５１・１５３号住居跡検出。

１０月４日～１０月１５日 調査第２６・２７週。４日，１４７号住居跡で鉄刀出土。９～１０日，１４４号住居跡の

カマド両脇で多量の土器出土。どちらも

現地説明会まで，遺物を残すことに決定

する。６日は，第６回連絡調整協議会。

７日，本宮町の町史学習講座受講生３２名

が現地見学のため来跡。

１２日，テレビ取材。同日から，下層の

縄文時代の調査のため，２号溝跡周辺を

掘り下げ始める。この頃，高木遺跡９区

は古墳～奈良・平安時代の調査がピーク 遺構実測 １０／６
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を過ぎ，主力は縄文時代の調査

へ移行する。一方，北ノ脇遺跡

４区では，古墳～奈良・平安時

代の調査が本格化し始める。

１０月１８日～１０月２９日 調査第

２８・２９週。１８日，朝方がめっき

り寒くなる。２１日，１８０・１８１号住

居跡検出。本宮高校文化祭のた

め，遺物を２２日に貸し出す。２５

日は，本宮町の祭りのため，作業員が集まらず，現場休み。２８日，読売新聞取材。２９日，１９１～１９３号

住居跡検出。

１１月１日～１１月６日 調査第３０週。１日，雨。２日，１９３・１９４号住居跡検出。３日は休日。現地説

明会の準備のため，４・５日は調査区内の清掃・看板設営などを行う。６日，現地説明会を開催す

る。見学者約４００名が来跡し，盛会であった。

１１月８日～１１月１２日 調査第３１週。８日，１９５・１９６号住居跡検出。また，手付かずだった１号溝跡

東半部の調査に入る。同日，本宮町まゆみ小学校５年８０名現地見学。翌１０日には，まゆみ小学校４

年８３名が現地見学。１１日，第７回の連絡調整協議会が開催される。同日，２００号住居跡検出。１２日は

雨のため，野外調査が休み。プレハブで遺物の水洗いを行う。

１１月１５日～１２月１７日 調査第３２週～第３５週。ダメ押し主体の調査となり，古墳～奈良・平安時代の

調査は，北ノ脇遺跡に移る。１２月９日に２１４号住居跡が検出され，同日中に終了する。その間，１１月

２５日に本宮町３年９５名が現地見学のため来跡。１１月３０日には，第８回連絡調整会議が開かれる。

１２月２０日～１２月２３日 調査第３６週。２０日から器材撤収とプレハブの片付け開始。２３日終了。

（菅 原）

第２節 調査と整理の方法

阿武隈川右岸築堤事業に係る発掘調査は，これまで本宮町教育委員会で実施してきた経緯がある。

今回も，同町教育委員会と共に調査を実施することになったため，基本的な調査・整理の方法は，

お互いに同一歩調をとることにした。

調査方法

グリッドの設定：グリッドは，大グリッドと小グリッドに分け，大グリッドは４０ｍ×４０ｍ，小グ

リッドは，４ｍ×４ｍで設定した。大グリッドの測量原点は，Ｘ：＋１６８，８００，Ｙ：＋４９，８００とし，

西から東にＡ，Ｂ，Ｃ……，北から南に１，２，３……と番号を付けた。１つのグリッドはこれを

現地説明会 １１／６
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組み合わせてＡ１，Ａ２，Ａ３というふうに呼称している。小グリッドは，大グリッドを４ｍの包

含で区切ったもので，北西角から北東角に向けて１，２，３……１０，その下段を１１，１２，１３……２０と

し，全部で１００までの数として表した。つまり，１つの小グリッドは，Ａ１－１，Ａ１－２などのよ

うに表記される。本調査区は，東西がＬ～Ｏ，南北が１８～２５の中にカバーされている。

遺構登録：検出遺構の登録は，本調査区独自で１から番号を付けていった。これは，山王川原遺

跡で町と県が調査区を分けて発掘を実施することになり，県は独自に遺構番号を付けることになっ

たことに合わせたものである。本来なら，これまで登録された高木遺跡の遺構番号に連続させるべ

きであったが，こうした理由からできなかった。

なお，今回の調査では，縄文時代の遺構も多数検出され，時代の違いに関わり無く，検出順に番

号を付けている。本書で扱う遺構は，以下のとおりである。

［竪穴住居跡］ １７６軒 １～１７Ａ・１７Ｂ～２０，２２～６６，６８～１１４，１１８～１３１，１３４～１４９，

１５１，１５３～１６２，１６４～１７０，１７２～１７４，１７８，１８０，１８１，１８５

１８７，１９１～１９６，１９９，２００，２１４号住居跡

［土 坑］ ３５基 １～９，１２～１９，２１～２４，２６，２９～３２，３４，３５，４１，４３，５４～５８号土坑

［溝 跡］ ５条 １～５号溝跡

［焼土遺構］ ３基 １～３号焼土遺構

［特殊遺構］ ７基 １～７号特殊遺構

［遺物包含層］ １層 １号遺物包含層

表土剥ぎ：表土剥ぎは，機械力を導入して行った。調査面積が広いため，条件整備の整った部分

から随時進めていった。この作業がピークを迎えた５・６月は強風が吹き荒れ，排土山の砂が周囲

に飛散して，周辺住民から苦情が出てしまった。このため，散水車を導入し，人力でも噴霧器で水

を撒くようにして，改善を図った。

遺構検出・精査：遺構の検出・精査は，すべて人力で行っている。精査は，土層観察用ベルトを

残して，順次層位的に掘り下げ，底面・床面を検出していった。竪穴住居跡に関しては，カマドや

ピットのような細部施設に，単独の土層観察用ベルトを設定して調査を行っている。

実測：実測図は，遺構単位に平面図・土層断面図を作成した。さらに，必要に応じて，遺物出土

状況図も作成している。この他に，基本土層図，地形図を作成した。縮尺は，以下のようになる。

［竪穴住居跡］ 平面図・土層断面図……１／２０

遺物出土状況図……１／１０

［土坑］ 平面図・土層断面図……１／１０・１／２０

［溝跡］ 平面図（平板測量）……１／１００

土層断面図……１／２０

遺物出土状況図……１／１０

［焼土遺構］ 平面図・土層断面図……１／１０・１／２０
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［特殊遺構］ 平面図・土層断面図……１／１０・１／２０

遺物出土状況図……１／１０

［遺物包含層］ 遺物出土状況図……１／１０

［基本土層］ 土層断面図……１／２０

［地形図］ 平面図（平板測量）……１／２００

写真撮影：写真撮影は，３５�と６×４．５�版のカメラを併用した。同一アングルを３コマずつカラ

ーフィルムとモノクロームフィルムで撮影している。遺構は，検出状況・土層断面・完掘全景・細

部・断ち割りの写真を撮影した。また，調査全体の進捗状況を随時記録するため，作業風景写真の

ようなスナップも意識的に撮影するよう心掛けた。

分析試料の採取：自然化学分析のため，下記の遺構から試料を採取した。

［鉄滓］ １７Ｂ・３０・８８・１００・１０１・１４２号住居跡，２・６号特殊遺構

［骨片］ １１Ｂ・８０・１０６・１２９・１４２号住居跡，２号溝跡Ｆ・Ｉ群

整理方法

整理作業は，県文化センター分室で，現地調査と同時に開始した。調査終了後は，一切の遺物・

図面類を持ち込んで，集中的に作業を行い，足掛け３か年を費やした。ただし，３年目は，縄文時

代の整理に主眼を置いている。

遺物洗浄：この作業だけは，現場プレハブ前の空き地を利用して，発掘調査と併行で現地で行っ

た。この段階で，実測遺物と非実測遺物に分類してしまい，室内作業の負担を軽減している。

遺物復元・実測：本編収録の図示遺物は，１，８００点近くに及ぶ。これらは，洗浄した後，出土遺構

・グリッド，層位などを注記し，接合・復元を行った。石膏の充填は，実測できる程度にとどめ，

写真撮影する遺物だけを後で補強した。

土器類の実測は，口径の４分の１以上遺存するものを対象にした。また，たとえ小破片でも特徴

的な資料については，破片実測している。例えば，関東系土師器がそれである。土師器甕・甑のハ

ケメ調整痕は，今回思い切って拓本にしてみた。予想外にきれいに仕上がり，また，作業時間の短

縮につながったと考えている。その他の遺物は，遺存状態の良いものを選抜して実測した。

遺構・基本土層・地形図の整理：遺構図は，まず平面図と土層断面図で，座標位置とレベルに矛

盾が無いか相互にチェックした。そして，土層注記の内容を確認した後，トレースに回している。

基本土層図は，今回４か所で作成した。本編では，遺存状態の良好だった２か所の図面を掲載して

いる（図１）。地形図は，すべての遺構を合成し，１枚の第２原図（遺構配置図）を１／２００のスケー

ルで作成した。

原稿執筆：事実報告の原稿執筆は遺構担当者を原則としたが，内部移動により，それのできない

ものが多数生じてしまった。それらについては，遺構カードの記録をもとに他の調査員が執筆した。

（菅 原）
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ＬⅣ１～ＬⅣ５�
ＬⅤ２�

ＬⅤ１�

ＬⅤ４�
ＬⅥ�

ＬⅤ３�

ＬⅣ２�

ＬⅣ４�

ＬⅡ２ｂ�

ＬⅡ１�

ＬⅡ３�ＬⅢ�

撹乱�

　基本土層�
ＬⅡ１　　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂質土�
　　　　　　　　　 （明黄褐色砂質土含む）�
ＬⅡ２ａ　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土�
ＬⅡ２ｂ　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色土�
ＬⅡ３　　１０ＹＲ７/４　にぶい黄橙色土�
　　　　　　　　　 （ＳＨ０１を形成する）�
ＬⅢ　　　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
ＬⅣ１　　１０ＹＲ７/４　にぶい黄橙色土�
ＬⅣ２　　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色砂質土�
ＬⅣ３　　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
ＬⅣ４　　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色砂質土�

�
ＬⅣ５　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土�
ＬⅤ１　７.５ＹＲ４/３　褐色砂質土�
　　　　　　　　 （焼土・炭化物・骨片・土器片を含む）�
ＬⅤ２　１０ＹＲ２/３　黒褐色砂質土�
　　　　　　　　 （焼土粒・炭化物・土器片を微量含む）�
ＬⅤ３　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
　　　　　　　　 （焼土粒・炭化物を微量含む）�
ＬⅤ４　１０ＹＲ２/２　黒褐色砂質土（焼土粒微量含む）�
ＬⅥ　　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土（焼土粒微量含む）�

第３節 微地形と基本土層

微地形と検出遺構の関係

事業対象の自然堤防上で最も標高の高いのが，本調査区から北ノ脇遺跡４区にかけての一帯であ

る。調査開始前の地形図を見ると，最高所では，海抜２１３ｍの等高線が回っている。平成１０年８月２７

日の洪水の際にも，ここだけは冠水を免れた（口絵２）。

図１ 基本土層

第１章 調査の経過と方法
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長さ約２�に及ぶ古墳時代集落の中で，次章で報告するような，水辺の祭祀跡や大溝跡が検出さ

れたのは，本調査区だけである。このことは，当時の人々にとって，この一帯が特別な意味を持っ

ていたことを示していると考えられる。

基本土層の概要

自然堤防は，締まりの無い砂質土で形成されている。基本的には，にぶい黄橙色系と黒色系の土

層が交互に堆積を繰り返しており，地表下約８ｍで基盤に達している。

今回の調査では，基本土層をＬ�～�に大別し，さらに，必要に応じて細分を行った（図１）。こ

のうち，古墳～奈良・平安時代に関わるのは，Ｌ�ないしＬ�までである。この２層が当該期の基

底層になっており，Ｌ	が文化層になる。

以下に，概要を記述する。

Ｌ�…………表土・耕作土

Ｌ	…………古墳～奈良・平安時代の文化層（色調：にぶい黄橙色系）

Ｌ�…………無遺物層（色調：黒色系）

Ｌ�…………縄文時代の文化層（色調：にぶい黄橙色系）

Ｌ�…………縄文時代の文化層（色調：黒色系）

Ｌ�の細分と遺構掘り込み面の関係

基本土層の堆積状況は，地表面の傾斜と同じように，東向きに下がっており，阿武隈川縁では１

層でしか捉えらえられない土層が，後背湿地側に向かうに従って枝分かれする。古墳～奈良・平安

時代の文化層＝Ｌ	も，同じ状況であった。図１に示したように，後背湿地の落ちぎわに設定した

Ａ－Ａ´の土層断面では，Ｌ	が３つに細分されている。

最初の頃，竪穴住居跡は阿武隈川に近い地点で，Ｌ�上面から検出された（１・２号住居跡）。こ

のため，当該層の上面を追いかけて東側に遺構検出作業を展開して行ったが，次第にＬ�は下に潜

り込んで行き，浮いてくる遺構が現れ始めた。この時点で，本来の遺構掘り込み面はＬ	上面であ

ることに気付き，さらに，同層内部にも複数の安定した面（遺構掘り込み面）のあることが判明し

た。

図２は，基本土層と遺構掘り込み面の関係を模式化したものである。概念的に示すと，竪穴住居

跡は，次の５つのパターンで検出されている。

住居跡Ａ：表土直下のＬ�上面で検出される住居跡。

住居跡Ｂ：表土直下のＬ�上面で検出される住居跡。

住居跡Ｃ：遺物包含層Ｌ	１直下で，Ｌ�上面から検出される住居跡。

住居跡Ｄ：遺物包含層Ｌ	１直下で，Ｌ	２上面から検出される住居跡

住居跡Ｅ：遺物包含層Ｌ	２直下で，Ｌ�上面から検出される住居跡。

しかし，実際には，遺構の重複密度があまりにも高いため，本来の掘り込み面でうまく検出でき

た住居跡は少ない。ただ，切り合いでは最も古い舞台～栗囲式期古段階の住居跡が，「住居跡Ｅ」に

第１編 高木遺跡
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２０８ｍ�

２０７ｍ�

２０６ｍ�

２０５ｍ�
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住居跡Ａ� 住居跡Ｂ� 住居跡Ｃ�
住居跡Ｄ�

住居跡Ｅ�

祭祀関連土坑�

阿武隈川側� 後背湿地側�

ＬⅤ� ＬⅢ�

ＬⅠ�
ＬⅡ１�ＬⅡ１�

ＬⅡ２�

ＬⅡ３�

ＬⅢ� ＬⅡ２�

畝跡�

土器一括�

Ａパターン�

Ｂパターン�

該当する事例の多かったことは，確実に指摘できると思われる。

この他には，後背湿地の隣接地点に営まれた遺構で，Ｌ	内部の掘り込み面の違いが確認されて

いる。

図２右端で示したように，畝跡の１・５号特殊遺構がＬ	２上面から，祭祀関連土坑の５～７号

土坑がＬ	３上面から検出された。５～７号土坑の斜面下では，祭祀道具が多量に廃棄され，Ｌ	

３上面に１号遺物包含層を形成している。

なお，時期的には，上層の畝跡が表杉ノ入式期～栗囲式期，下層の祭祀関連遺構が栗囲式期に位

置付けられる。

遺構内堆積土とラミナの関係について

今回の調査では，遺構プランの確認が非常に難しかった。その要因の１つに，ラミナがある。こ

れは，本来の土層堆積とは無関係な水の作用によるもので，粘土粒子が縞状に形成され，場合によっ

ては，それが厚さ数�になり，まるで１つの土層のように堅く締まっているケースがあった。整理

段階で，改めて土層断面の写真を見直すと，明らかにこのラミナを線引きしてしまった遺構がある。

図３に，ラミナと遺構内堆積土の関係を模式化してみた。

Ａパターンでは，ラミナが基本土層と遺構内堆積土を直線的に横断している。これは，両者の間に，

堅さや締まりの差が小さい場合に認められる。

多かったのはこのパターンである。

Ｂパターンでは，遺構内堆積土のラミナが基本土層の

ラミナより下がっている。しかも，床面付近では厚く

なり，まるで貼床のようになっていることもあった。

ただし，やはり土層の堆積とは無関係な現象であるこ

とに変わりは無い。

このパターンは，基本土層に対して，遺構内堆積土

が柔らかい場合に認められる。ラミナを土層の単位と

誤認した事例は，このパターンが大半である。

（菅 原）

図２ 遺構掘り込み層序模式図

図３ ラミナと遺構内堆積土の関係

第１章 調査の経過と方法
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図４ 高木遺跡９区遺構配置図

第１編 高木遺跡

２８



０� ２０ｍ�
（１/６００）�

古い住居跡� 新しい住居跡�

Ｙ：５０,８８０� Ｙ:５０,９６０�Ｙ:５０,８８０�

阿
　
武
　
隈
　
川�

後
　
背
　
湿
　
地�

Ｘ:１６７,９２０�

第２章 遺 構 と 遺 物

今回の調査では，竪穴住居跡１７６軒，土坑３５基，溝跡５条，焼土遺構３基，集石遺構１基，特殊遺

構７基，遺物包含層１か所が検出された。

また，それに伴って，土師器１，４５１点，須恵器１９０点，土製品１０９点，石製品４８点，金属製品３７点の

図示遺物，さらに鉄滓５３点，骨片多数が遺構内から出土した。

以下，順を追って事実報告していく。

第１節 竪穴住居跡

竪穴住居跡は，１７６軒が検出された。遺構配置図（図４）に示したように，阿武隈川右岸の自然堤

防上に密集した状態で分布している。切り合い関係は，東の後背湿地側に向かうほど新しくなる傾

向が認められ，この点に，住居占地の変遷を読み取ることが可能である（図５）。

所属時期については，舞台式期～表杉ノ入式期の幅がみられ，その中でも古墳時代終末期の栗囲

式期に主体がある。具体的内容については，第３編で詳述するが，全体の９割以上を占めている。

したがって，高木遺跡９区の集落は，当該期に盛期があったと考えられる。

なお，表１～４に遺構の概要を，表６～２６に遺物の属性を一覧化した。

図５ 竪穴住居跡の新旧関係（部分）
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表１ 住居跡一覧（１）

� グリッド 平面形 主軸方位 規模（ｍ） カマド 貯蔵穴 ピット 備 考

ＳＩ０１ Ｍ２２ 正方形 Ｎ４４°Ｅ ４．９×４．８ 西周壁 最上層に土器一括廃棄

ＳＩ０２ Ｍ２２ 長方形 Ｎ２３°Ｅ ６．１×４．５

ＳＩ０３ Ｎ２０ 長方形 Ｎ４６°Ｅ 残４．４×３．６ 西周壁 カマド右脇 １個

ＳＩ０４ Ｍ２３ 方形 Ｎ１７°Ｅ ４．７×残４．１ 東周壁 ２個 西側削平

ＳＩ０５ Ｏ２０ 長方形 Ｎ４５°Ｅ ４．９×３．８ 西周壁 カマド右脇に浅い窪み

ＳＩ０６ Ｎ２０ 正方形 Ｎ１２°Ｅ ５．０×４．６ 西周壁 カマド右脇 ４個 ＳＤ０２に切られる

ＳＩ０７ Ｎ２１ 長方形 Ｎ１３°Ｅ ４．７×３．４ 北周壁

ＳＩ０８ Ｏ２０ 方形 Ｎ２１°Ｅ 残３．３×３．０ 北周壁 太刀鞘尻？出土

ＳＩ０９ Ｎ２０・Ｎ２１ 長方形 Ｎ１８°Ｅ ６．１×４．９ 北周壁 カマド左脇 １個 床面がほとんど露呈

ＳＩ１０ Ｎ２０・Ｎ２１ 方形 Ｎ２２°Ｅ ４．７×残４．０ １個 床面がほとんど露呈

ＳＩ１１ Ｎ２９ 略正方形 Ｎ１７°Ｅ ６．７×６．４ 北周壁 ７個

ＳＩ１２ Ｎ２０・Ｏ２０ 不整方形 Ｎ２２°Ｅ ３．８×３．０ １個 検出プランが乱れている

ＳＩ１３ Ｎ２０ 方形 Ｎ４７°Ｅ ３．５×残２．７ 東側削平

ＳＩ１４ Ｎ２０ 残６．１×残３．２ 南周壁 削平著しく，周壁残りなし

ＳＩ１５ Ｎ２０ カマド燃焼部残存，天井部甕補強

ＳＩ１６ Ｎ２０ 略正方形 Ｎ３８°Ｅ ５．５×４．９ 西周壁 カマド内・周辺で土器一括出土

ＳＩ１７Ａ Ｏ２０・Ｏ２１ 略正方形 Ｎ４１°Ｅ ４．１×４．１ 西周壁 カマド周囲に一括土器，銀環

ＳＩ１７Ｂ Ｏ２１ 略正方形 Ｎ４１°Ｅ ３．４×３．３ 西周壁 ＳＩ１７Ｂ建て替え前の住居跡

ＳＩ１８ Ｎ１９・２０，Ｏ１９・２０ 長方形 Ｎ８°Ｅ ８．３×７．５ 北周壁 ８個 土製管玉・丸玉床面で出土

ＳＩ１９ Ｎ１９・Ｏ１９ 正方形 Ｎ４０°Ｅ ３．６×３．４ 東側削平

ＳＩ２０ Ｎ２０ 長方形 Ｎ４２°Ｅ 残３．８×３．３ 北周壁 土製勾玉片床面で出土

ＳＩ２２ Ｎ２１ 残５．６×残２．３ 西周壁 削平著しく，周壁残りなし

ＳＩ２３ Ｎ２１ 長方形 Ｎ１０°Ｅ ６．３×５．１ 北周壁 カマド右脇 ３個 墨書土器甕床面で出土

ＳＩ２４ Ｎ２１ 長方形 Ｎ２５°Ｅ ６．４×４．８ 西周壁

ＳＩ２５ Ｎ２１・Ｏ２１ 略正方形 Ｎ１３°Ｅ ３．９×３．８ 東周壁 １個 木炭充満の長方形ピット

ＳＩ２６ Ｏ２１ 正方形 Ｎ３６°Ｅ ５．２×４．９ 東周壁 ４個 ４本柱穴，多孔式甑，土製玉

ＳＩ２７ Ｎ２２ 長方形 Ｎ２０°Ｅ ６．４×４．９ 北周壁 南西部床面で土器一括出土

ＳＩ２８ Ｎ２２ 方形 Ｎ３０°Ｅ ３．７×残２．８ 西側削平，竪穴中央礫廃棄

ＳＩ２９ Ｎ２１・Ｎ２２ 方形 Ｎ１７°Ｅ 残３．９×残４．２ 西周壁 削平著しく，周壁残りなし

ＳＩ３０ Ｎ２１ 方形 Ｎ５５°Ｅ ４．０×残３．２ 西周壁 カマド周辺で土器一括出土

ＳＩ３１ Ｎ２１ 方形 Ｎ１７°Ｅ ７．０×６．２ 西周壁 東側削平，カマド左脇土器一括

ＳＩ３２ Ｎ２１ 長方形 Ｎ５５°Ｅ ４．６×３．５ 南側削平，検出プラン少し歪み

ＳＩ３３ Ｎ２１ 残３．３×残２．４ 西周壁 平著しく，周壁残りなし

ＳＩ３４ Ｎ２１ 正方形 Ｎ１６°Ｅ ４．６×４．６ 西周壁 カマド・床面土器一括

ＳＩ３５ Ｎ２０・Ｎ２１ 正方形 Ｎ０°Ｅ ２．８×２．５ 西周壁 小型住居跡

ＳＩ３６ Ｎ２１ 方形 ８．５×残８．０ 西周壁 ２個 西・東辺傾き不一致，土器一括

ＳＩ３７ Ｎ２１ 方形 Ｎ３０°Ｅ ３．３×残１．９ 西周壁 カマド右脇 ２個 小型住居跡

ＳＩ３８ Ｎ２１ 正方形 Ｎ２８°Ｅ ４．９×５．２ 北周壁 カマド右脇 １個 カマド右脇で土器一括出土

ＳＩ３９ Ｎ２１ 略正方形 Ｎ７０°Ｅ ３．９×３．７

ＳＩ４０ Ｎ２１ 正方形 Ｎ７４°Ｅ ４．１×４．０ 南周壁 床下で関東産搬入土師器杯

ＳＩ４１ Ｎ２１ 北周壁 カマドだけ残存

ＳＩ４２ Ｎ２０・Ｏ２０ 方形 Ｎ２５°Ｅ 残３．８×残１．９ 東周壁 東周壁付近だけ残存

ＳＩ４３ Ｎ２１ 方形 Ｎ２０°Ｅ 残５．０×４．６ 北周壁 カマド左脇 １個 カマド天井部平石使用，鉄鎌

ＳＩ４４ Ｎ２１ 方形 Ｎ１９°Ｅ 残４．０×４．２ 西周壁 カマド支脚２個，片口土器，土製丸玉

ＳＩ４５ Ｎ２１ 略正方形 Ｎ１０°Ｅ ３．８×３．４ 北周壁 平面プラン台形状，小型土師器杯

ＳＩ４６ Ｎ２１ 長方形 Ｎ２０°Ｅ ６．４×５．１ 北周壁 カマド左脇に土師器長胴甕

ＳＩ４７ Ｏ２０ Ｎ２０°Ｅ 残２．３×残０．８ 西周壁 カマド周辺だけ残存

ＳＩ４８ Ｎ２１ 方形 Ｎ１３°Ｅ 残３．７×５．３ 北周壁 カマド右脇 ６個 カマド筒型土製品，模造鏡，粘土溜

ＳＩ４９ Ｎ２１ 長方形 Ｎ２５°Ｅ ８．８×５．８ 南側床面で土器一括出土
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表２ 住居跡一覧（２）

� グリッド 平面形 主軸方位 規模（ｍ） カマド 貯蔵穴 ピット 備 考

ＳＩ５０ Ｎ２０・Ｏ２０ 正方形 Ｎ１３°Ｅ ２．１×残１．９ 東周壁 小型住居跡

ＳＩ５１ Ｎ２１ 方形 Ｎ２１°Ｅ ４．１×残３．５ 西周壁 残り悪い

ＳＩ５２ Ｎ２１ 長方形 Ｎ８０°Ｅ ６．１×３．９ 北周壁 周壁残り悪い，土製丸玉

ＳＩ５３ Ｎ２１ 方形 Ｎ２３°Ｅ 残４．２×７．１ 西周壁 東側削平

ＳＩ５４ Ｎ２１ 方形 Ｎ１３°Ｅ ５．５×１．８ 土製丸玉

ＳＩ５５ Ｎ２１ 方形 Ｎ７２°Ｅ 残３．３×残２．５ 残り悪い

ＳＩ５６ Ｏ２０ 西周壁 カマドだけ残存

ＳＩ５７ Ｎ２１ カマド焼土面だけ残存

ＳＩ５８ Ｎ２０ 方形 Ｎ４５°Ｅ 残４．６×４．２ 北周壁 東側削平

ＳＩ５９ Ｎ２０ 方形 Ｎ２８°Ｅ 残５．０×残５．４ 南周壁

ＳＩ６０ Ｎ２１ 正方形 Ｎ２１°Ｅ ６．６×６．３ 北周壁 カマド右脇 ６個 火災住居跡，４本柱穴，土器一括

ＳＩ６１ Ｏ２０ 方形 Ｎ４５°Ｅ ４．２×残１．２ 西周壁？ 西周壁付近だけ残存

ＳＩ６２ Ｏ２０ 正方形 Ｎ８５°Ｅ ４．５×４．５ 北周壁 １個

ＳＩ６３ Ｎ２１ 方形 Ｎ６５°Ｅ 残２．１×残５．０ 北周壁 残りが悪い

ＳＩ６４ Ｎ２１ 正方形 Ｎ１１°Ｅ ５．０×５．０ 北周壁 床南西隅 １個 貯蔵穴で土器一括

ＳＩ６５ Ｏ２０ 西周壁？ 平面プラン捉えられなかった

ＳＩ６６ Ｌ２４・Ｍ２４ 方形 Ｎ８０°Ｅ ３．７×残４．０ 西周壁 カマド右脇 ５個 カマド右脇土器一括，粘土溜

ＳＩ６８ Ｎ２１・Ｎ２２ 方形 Ｎ２３°Ｅ ５．１×残４．１ 周西壁 北東隅床に焼土面

ＳＩ６９ Ｏ２０ 方形 Ｎ３２°Ｅ ７．７×残１．２ 東周壁付近だけ残存

ＳＩ７０ Ｎ２０・Ｎ２１ 長方形 Ｎ２０°Ｅ ４．４×３．１ 西周壁

ＳＩ７１ Ｎ２１ 方形 Ｎ３０°Ｅ ２．８×０．８ 東周壁付近の一部だけ残存

ＳＩ７２ Ｍ２１ カマド焼土面だけ残存

ＳＩ７３ Ｎ２１ 方形 Ｎ２８°Ｅ ４．６×４．０

ＳＩ７４ Ｎ２１ 略正方形 Ｎ７０°Ｅ ３．４×３．４ 東周壁

ＳＩ７５ Ｎ２１ 略正方形 Ｎ５８°Ｅ ６．５×５．９ 西周壁 カマド右脇 ２個 土器一括，粗製土師器杯多

ＳＩ７６ Ｍ２４ 方形 Ｎ６３°Ｅ ４．７×４．１ 西周壁 １個 カマド右脇床下ピット

ＳＩ７７ Ｌ２４・Ｍ２４ 方形 Ｎ０°Ｅ ４．０×３．７ 北周壁 南周壁より北周壁が長い

ＳＩ７８ Ｎ２１ 方形 Ｎ０°Ｅ 残３．２×２．９ 西周壁

ＳＩ７９ Ｎ２１ 方形 Ｎ８３°Ｅ ３．６×残２．５ 西側削平

ＳＩ８０ Ｎ２１ 方形 Ｎ３２°Ｅ ６．５×残５．４ 西周壁 カマド内・周辺で土器一括

ＳＩ８１ Ｏ２０ 略正方形 Ｎ１６°Ｅ ５．９×５．４ 西周壁 ２個 カマド煙道部掘形あり

ＳＩ８２ Ｍ２３ 長方形 Ｎ２１°Ｅ ４．６×４．０ 北西隅床面で土器一括，

ＳＩ８３ Ｍ２４ 正方形 Ｎ３６°Ｅ ５．０×４．８ 西周壁 ４個 ４本柱穴

ＳＩ８４ Ｍ２３・Ｍ２４ 略正方形 Ｎ２１°Ｅ ４．８×４．４ 西周壁 １個 カマド内で土器一括

ＳＩ８５ Ｌ２３・Ｍ２３ 方形 Ｎ０°Ｅ ５．１×残３．１ 西周壁 １個 土器一括，鋺形土師器杯

ＳＩ８６ Ｍ２３ 方形 Ｎ２６°Ｅ ３．９×３．４ 西周壁 ２個 カマド対面に２本柱穴

ＳＩ８７ Ｎ２０・Ｏ２０ 方形 Ｎ７°Ｅ ５．１×残２．４ 西周壁 ３個 カマド右脇で円面硯出土

ＳＩ８８ Ｍ２２ 正方形 Ｎ２５°Ｅ ３．６×３．５ 鍛冶工房跡，羽口・鉄滓

ＳＩ８９ Ｎ２１ 方形 Ｎ３４°Ｅ ４．８×残２．０ 北周壁 北側半分だけ残存

ＳＩ９０ Ｎ２１ 長方形 Ｎ５５°Ｅ ４．１×３．２ 南周壁 周壁なし，床面だけ残存

ＳＩ９１ Ｎ２１ 方形 Ｎ４０°Ｅ ６．５×残４．０ 北周壁 カマド内・周辺で土器一括

ＳＩ９２ Ｎ２１ 方形 残２．４×残１．３ 南周壁 カマド左袖周辺だけ残存

ＳＩ９３ Ｎ２１ 方形 Ｎ２２°Ｅ ３．７×残１．９ 西半分だけ残存

ＳＩ９４ Ｍ２２ 方形 Ｎ０°Ｅ ５．４×残３．８ 北周壁 カマド内・東側床面で土器一括

ＳＩ９５ Ｍ２２ 正方形 Ｎ３２°Ｅ ６．５×６．５ 西周壁 覆土ほとんどなく，床面露呈

ＳＩ９６ Ｍ２２ 正方形 Ｎ２２°Ｅ ５．４×５．２ 北周壁

ＳＩ９７ Ｎ２３ 正方形 Ｎ５３°Ｅ ５．１×５．０ 西周壁 ２個 北東隅調査区外

ＳＩ９８ Ｎ２３ 方形 Ｎ２９°Ｅ ６．０×残２．３ 西周壁 ３個 カマド天井部土師器甕補強

ＳＩ９９ Ｍ２３・Ｎ２３ 正方形？ Ｎ１１°Ｅ ６．１×残５．５ 西周壁 ２個 東周壁削平
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表３ 住居跡一覧（３）

� グリッド 平面形 主軸方位 規模（ｍ） カマド 貯蔵穴 ピット 備 考

ＳＩ１００ Ｍ２３ 正方形 Ｎ２７°Ｅ ７．２×７．０ 南周壁

ＳＩ１０１ Ｍ２２・Ｍ２３ 正方形 Ｎ４０°Ｅ ６．４×５．９ 西周壁 竪穴南西部�４で土器一括

ＳＩ１０２ Ｍ２２・２３，Ｎ２２・２３ 正方形 Ｎ１８°Ｅ ６．２×６．０ 南周壁 ８個 ４本柱穴？，筒型土製品

ＳＩ１０３ Ｎ２０ 正方形？ Ｎ８°Ｅ ５．３×残４．８ 北周壁 ３個 カマド前面で土器一括

ＳＩ１０４ Ｎ２０ 方形 Ｎ１５°Ｅ ７．５×残３．５ 西周壁 北側削平

ＳＩ１０５ Ｎ２２ 方形 Ｎ２３°Ｅ 残５．０×残４．９ 西周壁 東側調査区外

ＳＩ１０６ Ｎ２１ 長方形 Ｎ１９°Ｅ ４．１×３．３ 北周壁

ＳＩ１０７ Ｎ２２ 方形 Ｎ４３°Ｅ 残４．９×残３．１ 東側調査区外

ＳＩ１０８ Ｎ２２ 方形 Ｎ３５°Ｅ ６．２×残３．５ 西周壁 カマド内土器一括，土製勾玉

ＳＩ１０９ Ｍ２３ 長方形 Ｎ２０°Ｅ ４．５×３．３ 西周壁 １個 カマド土器一括，平面プラン歪み

ＳＩ１１０ Ｍ２３ Ｎ２６°Ｅ ５．７×５．４ 北周壁 西周壁削平

ＳＩ１１１ Ｍ２２ 長方形 Ｎ２４°Ｅ ６．５×５．０ 西周壁 竪穴中央に廃棄土坑ＳＫ１８

ＳＩ１１２ Ｎ２１・Ｏ２１ 正方形 Ｎ２９°Ｅ ４．４×４．２ 東周壁 土器一括，南側床面露呈

ＳＩ１１３ Ｎ２１ 方形 Ｎ０°Ｅ ３．８×３．３

ＳＩ１１４ Ｎ２２ 方形 Ｎ３３°Ｅ ４．５×残３．６ 西周壁 東・北周壁削平

ＳＩ１１８ Ｏ２０ 正方形 Ｎ３０°Ｅ ４．１×３．９ 北周壁 １個 カマド内・周辺土器一括

ＳＩ１１９ Ｍ２１ 方形 Ｎ１８°Ｅ 残３．０×残１．４ 西周壁 １個 カマド周辺だけ残存

ＳＩ１２０ Ｎ２２ 方形 Ｎ３６°Ｅ ５．５×残３．７ 西周壁 東側削平

ＳＩ１２１ Ｎ２１ 方形 Ｎ１４°Ｅ ４．２×残３．４ 北周壁 カマド右脇 １個 南周壁削平

ＳＩ１２２ Ｍ２２ 方形 Ｎ０°Ｅ ５．４×残４．０ 北周壁 カマド右脇 １個 貯蔵穴から土器一括

ＳＩ１２３ Ｍ２２ 方形 Ｎ０°Ｅ ４．１×残１．７ 東周壁北寄 １個 貯蔵穴から土器一括

ＳＩ１２４ Ｎ２２ 方形 Ｎ２８°Ｅ ３．８×残３．１ 西周壁削平

ＳＩ１２５ Ｍ２２・Ｍ２３ 長方形 Ｎ３０°Ｅ ５．６×４．３ 南周壁 ６個

ＳＩ１２６ Ｍ２２ 方形 Ｎ６７°Ｅ 残３．５×残２．２ 北東部だけ残存，筒型土製品

ＳＩ１２７ Ｍ２３・Ｍ２４ 方形 Ｎ６０°Ｅ ４．０×残１．８ 南西側削平

ＳＩ１２８ Ｎ２１ 方形 Ｎ１９°Ｅ 残３．２×残２．１ 北東部だけ残存

ＳＩ１２９ Ｎ２２ 方形 Ｎ２０°Ｅ ９．５×残３．２ 南東部に焼土面，土器一括

ＳＩ１３０ Ｍ２１・Ｎ２１ 方形 Ｎ１８°Ｅ 残３．５×残２．８ 南東部だけ残存

ＳＩ１３１ Ｎ２１ 方形 Ｎ２５°Ｅ 残６．９×残４．３ 西周壁 １個 東側削平

ＳＩ１３４ Ｎ２１・Ｏ２１ 方形 Ｎ２６°Ｅ ４．４×残２．３ 南周壁 東側削平

ＳＩ１３５ Ｎ２１ 残５．５×残３．５ 周壁残りなし

ＳＩ１３６ Ｎ２２ 長方形 Ｎ１３°Ｅ 残４．４×３．８ 土器一括，丸玉・平玉・水晶

ＳＩ１３７ Ｏ２１ 方形 Ｎ４０°Ｅ 残２．６×残１．０ 笠型須恵器蓋

ＳＩ１３８ Ｍ２２・Ｎ２２ 方形 Ｎ２０°Ｅ ８．３×７．０ 西周壁 大型住居跡，住居掘形，丸玉

ＳＩ１３９ Ｎ２２ 方形 Ｎ３６°Ｅ ５．４×残３．１ 東側削平

ＳＩ１４０ Ｎ２１ 残４．４×残２．６ 周壁残りなし

ＳＩ１４１ Ｍ２３ 方形 Ｎ４２°Ｅ 残２．６×残１．３ 西周壁 南西隅の他調査区外

ＳＩ１４２ Ｎ２１ 長方形 Ｎ２０°Ｅ ８．８×７．０ 西周壁 カマド左脇 ７個 間仕切り溝，カマド天井筒型土製品

ＳＩ１４３ Ｍ２２・Ｎ２２ 方形 Ｎ３０°Ｅ ８．９×７．４ 西周壁 カマド右脇 １個 土器一括，太刀鍔

ＳＩ１４４ Ｍ２２・２３，Ｎ２２・２３ 正方形 Ｎ２２°Ｅ ５．７×５．６ 西周壁 土器一括廃棄，

ＳＩ１４５ Ｍ２２・Ｍ２３ 略正方形 Ｎ３１°Ｅ ４．７×４．４ 北周壁

ＳＩ１４６ Ｎ２２ 残２．８×残０．７ 西周壁側一部の他調査区外

ＳＩ１４７ Ｎ２２ 方形 Ｎ３５°Ｅ 残４．０×残２．１ 太刀刀身

ＳＩ１４８ Ｍ２４ 方形 Ｎ３３°Ｅ ７．０×残７．３ 西周壁 ４個 ４本柱穴？

ＳＩ１４９ Ｍ２３・Ｍ２４ 方形 Ｎ３９°Ｅ 残５．２×残２．１

ＳＩ１５１ Ｍ２２・Ｎ２２ 方形 Ｎ３０°Ｅ ７．５×残５．４ 西周壁 カマド２基並列，前後不明

ＳＩ１５３ Ｍ２２ 方形 Ｎ２８°Ｅ ６．４×残４．７ 西周壁

ＳＩ１５４ Ｍ２２ 方形 Ｎ１５°Ｅ ３．７×残３．３ 北側削平

ＳＩ１５５ Ｎ２１ 方形 Ｎ１５°Ｅ ８．４×残２．２ 北周壁付近だけ残存
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１号住居跡 ＳＩ０１

遺 構（図６～８，写真１０・１１）

本遺構は，調査区中央部のＭ２２グリッドで検出された竪穴住居跡である。阿武隈川に面した自然

堤防の西斜面肩部に営まれており，高木遺跡における遺構分布の西限の１つをなしている。

本住居跡は，今回の調査で最初に着手した遺構である。黒色の堅く締まったＬ�上面に，明るい

色調のやわらかい砂質土の輪郭がみられ，プランが比較的識別しやすかったことが理由である。た

だ，南東隅は２号住居跡と重複しており，平面だけで両者の切り合いを決めるのは難しかった。そ

こで，サブトレンチを入れ，本住居跡の方が新しいことを確認した。

本住居跡の堆積土は，３層に分層された。土層断面図が示すように，典型的なレンズ状堆積であ

り，遺構は自然埋没したと考えている。このうち，最上層の�１には，多量の土器が廃棄されてお

り，廃絶後の窪みが捨て場に利用されていたことが窺えた。

表４ 住居跡一覧（４）

� グリッド 平面形 主軸方位 規模（ｍ） カマド 貯蔵穴 ピット 備 考

ＳＩ１５６ Ｎ２１ 方形 Ｎ２７°Ｅ ６．２×残５．７ 北 周
壁？

北周壁削平，土製丸玉

ＳＩ１５７ Ｍ２２・Ｍ２３ 正方形 Ｎ１４°Ｗ ５．６×５．６ 西周壁 南側削平

ＳＩ１５８ Ｍ２３・Ｎ２３ 長方形 Ｎ２１°Ｅ ４．４×４．０ 南周壁 ＳＤ０５覆土上面に構築

ＳＩ１５９ Ｍ２２ 方形 Ｎ３０°Ｅ 残４．６×残４．０ 西周壁 カマド燃焼部一括土器

ＳＩ１６０ Ｎ２２ 方形 Ｎ２６°Ｅ ６．３×残６．２ 北周壁 東周壁削平，石製平玉

ＳＩ１６１ Ｍ２３・Ｎ２３ 略正方形 Ｎ０°Ｅ ６．３×６．０ 西周壁 ４個 平面プラン歪み，４本柱穴

ＳＩ１６２ Ｎ２１ 方形 Ｎ２１°Ｅ 残３．０×残２．６ ２個 土製丸玉

ＳＩ１６４ Ｎ２２ 方形 Ｎ１５°Ｅ ４．１×残２．２ 西周壁 東側削平

ＳＩ１６５ Ｎ２１ 方形 Ｎ２５°Ｅ 残５．６×残４．７ 残り悪い

ＳＩ１６６ Ｎ２２ 残１．７×残１．０ カマド燃焼部付近だけ残存

ＳＩ１６７ Ｍ２２ 方形 Ｎ１０°Ｅ 残３．２×残１．７ 北西部だけ残存

ＳＩ１６９ Ｎ２１・Ｎ２２ 方形 Ｎ２３°Ｅ １２．０×残５．５ 西周壁 本遺跡で最大規模？

ＳＩ１７０ Ｎ２２ 方形 Ｎ３０°Ｅ ４．９×残４．２ カマド対面張出ピット？あり

ＳＩ１７３ Ｎ２２ 正方形 Ｎ３２°Ｅ ３．２×３．０ 東周壁 小型住居跡

ＳＩ１７４ Ｍ２２・Ｎ２２ 正方形 Ｎ２９°Ｅ ３．５×３．４ 西周壁 小型住居跡，周壁なし，土器一括

ＳＩ１７８ Ｍ２３ 方形 Ｎ５°Ｗ ３．１×２．７ 北周壁 ２個 小型住居跡

ＳＩ１８０ Ｏ１９ 略正方形 Ｎ２２°Ｅ ４．５×４．５ 西周壁 平面プラン歪み

ＳＩ１８１ Ｏ１９ 長方形 Ｎ２８°Ｅ 残４．８×３．８ 西周壁 北ノ脇遺跡と接する

ＳＩ１８５ Ｎ２１ 方形 Ｎ２３°Ｅ 残３．５×残２．５ 周壁残りなし，壁溝

ＳＩ１８７ Ｎ１９・Ｏ１９ 方形 Ｎ５°Ｅ 残７．１×残４．５ 周壁残りなし，壁溝

ＳＩ１９１ Ｏ１９ 長方形 Ｎ４５°Ｅ ４．９×４．２ カマド燃焼部カクラン

ＳＩ１９２ Ｏ１９ 略正方形 Ｎ２８°Ｅ ４．１×３．７

ＳＩ１９３ Ｏ１９ 方形 Ｎ１３°Ｅ 残５．５×残２．９ 北東部だけ残存

ＳＩ１９４ Ｏ１９ 正方形 Ｎ３２°Ｅ ５．１×５．０ 西周壁削平，土製丸玉

ＳＩ１９５ Ｎ２１・Ｏ２１ ３．８ 西周壁 調査区法面で検出

ＳＩ１９６ Ｏ１９・Ｏ２０ 正方形 Ｎ４°Ｅ ３．４×３．３ 北周壁 カマド対面周壁際に平石列

ＳＩ１９９ Ｍ２２ 方形 Ｎ１７°Ｅ 残６．５×残６．５ 北周壁削平，土器一括

ＳＩ２００ Ｏ１９ 方形 Ｎ２０°Ｅ 残３．８×３．６ 南周壁削平

ＳＩ２１４ Ｎ２２ 方形 Ｎ２６°Ｅ 残２．８×残１．８ 西周壁 カマド左脇 ２個 南西部だけ残存
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ＳＩ０１�

ＳＩ０２�

ＳＩ８８� ＳＩ１３８�

ＳＩ１５１�

　１号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ５/４　にぶい黄褐色砂質土（やわらかくしまりなし，遺物多量含む，捨て場になっている）�
２　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂質土（硬くしまりあり，やや砂質の部分もある，下部に明黄褐色粘質土塊を含む箇所がある）�
３　２.５Ｙ５/４　　黄褐色砂質土（やわらかくしまりなし）�

本住居跡の平面形は，正方形基調を呈している。ただ，西周壁と南周壁は，外側へ緩くカーブを

描いている。規模は，東西４．９ｍ，南北４．８ｍを測り，高木遺跡の中では中形の部類に属する。方向

は，発掘基準線北に対して東に４４°振れている。

床面は全面が堅く締まり，部分的に貼床土が認められた。Ｌ�と明黄褐色粘質土粒の混合土で，

移植ベラで表面を削ると，強い締まりが感じられた。ただ，ベルト設定位置にうまく掛からず，土

層断面図には図示できていない。床面と検出面の比高差は，２０�前後で平均している。

本住居跡のカマドは，西周壁中央で検出された。煙道部は失われており，燃焼部だけ残っていた。

燃焼部は，袖長８４�を測り，真上からみた状態は「ハ」の字状を呈する。袖は，３回以上の工程を

踏んで構築されたことを断面観察で確認している。

図６ １号住居跡
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　１号住居跡カマド堆積土�
１　１０Ｒ４/２　　灰赤色（焼土粒を多く含む，硬い）�
２　１０Ｒ４/３　　赤褐色（�１より砂質）�
３　１０ＹＲ８/４　浅黄橙色砂�
４　７.５ＹＲ７/２　明褐灰色砂（焼土・炭化物）�
５　７.５ＹＲ５/２　灰褐色砂�
６　７.５ＹＲ６/２　灰褐色砂�

焚口幅は，内側で計測すると，４０�を計測する。底面は，ほとんど焼けておらず，長期間使用さ

れた様子はみられなかった。

遺 物（図９～１２，写真４９４～４９６）

遺物量は多く，破片点数で，土師器９６４点，須恵器７点，土製品１点が出土した。それらは，出土

状況の違いで２分できる。

１つは，最上層の�１から出土した一群である。浅い窪みに大型の土器片がひしめき合った状態

で出土しており，接合した結果，図８下段に示した１４点を図示することができた。土師器煮炊具が

主体をなし，器形全体を復元できるものが９点含まれる。これらは，住居廃絶後の窪みに一括廃棄

された土器群と考えている。

もう１つは，床面に残された１群である。内訳は，煮炊具が４点だけで，本来この住居跡で使用

されていたはずの数量を大きく下回っている。しかも，それらが出土したのは，厨房から離れた位

置であり（図８上段），廃絶時に多くが外へ持ち出されたと考えられる。

では，図示遺物を個別解説して行く。

図９－３・４は，土師器高杯である。どちらも杯部を欠いている。脚部は，裾が大きく反り返り，

内側は水平に接地している。外面調整は，縦位のヘラケズリである。４は，脚部に２方向からの透

かしが入る。

図９－５～７，図１０－１は，土師器小型甕である。図９－６・７，図１０－１は，口縁部の立ち上

がり方に違いが認められるが，外面が，下半部中心にボロボロになっており，内面に煤がリング状

に巡る点で一致する。このことから，明らかに煮炊具であることが分かる。また，底部には，木葉

図７ １号住居跡カマド
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図８ １号住居跡遺物出土状況
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１　�１�

２　�１�

３　�１�

８　�１�

７　�１�

４　�１�
５　床面・�１・２�

６　床面・�２�

９　床面・�１�

０� １０㎝�
（１/３）�

図９ １号住居跡出土遺物（１）
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３　�１・検出面�

５　床面・�１・３，カマド�１�

０� １０㎝�
（１/３）�

図１０ １号住居跡出土遺物（２）
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１　床面・�１・２・３�
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図１１ １号住居跡出土遺物（３）
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被熱範囲�

１　�１�

０� １０㎝�
（１/３）�

痕が確認される。

図９－５は，器面に煮炊痕跡が認められ

ず，他の３点とは違った使用方法が考えら

れる。

図９－８・９，図１０－２・３，図１１－２

・３は，中～大型の土師器長胴甕である。

外面は，ハケメ調整で統一され，強い規則

性が感じ取れる。形態的にみると，図１０－

３だけは，最大径が口縁部にあり，他と違っ

た特徴を有している。また，この甕は，胴

部中央が焼成後に穿孔されている。他のも

のは，器高２５�前後で，胴部中央から下位

に最大径のある通有の長胴甕の特徴を有し

ている。

図１１－１は，大型の球胴甕で，撫で肩・下膨れの胴部形態をなす。外面は，ハケメ調整されてい

る。胴部下半を欠くが，器高４０�を越える大きさになると推定される。

次に須恵器を記述する。

図９－１は，須恵器杯身片である。口縁部が短く立ち上がっており，端は丸く収められている。

口径は，１２�前後であろうか。陶邑編年に当てはめると，ＴＫ２０９～ＴＫ２１７の過渡期あたりに位置付

けることが可能と思われる。

図９－２は，須恵器甕の口縁部～頸部片である。口縁部下端は，凸帯で区画され，その上下に波

状文が描かれている。焼成は良好・堅緻で，胎土に白色砂粒が認められる。色調は，表面が青灰色

をなし，内部は赤褐色を呈する。

図１２－１は，板状土製品である。粘土紐を３本束にしたものを，表面ナデ調整で仕上げている。

他の住居跡の所見から，カマド天井部構築材の可能性が指摘される。

ま と め

本遺構は，今回の調査で最初に手掛けた竪穴住居跡である。カマドの他に細部施設は検出されな

かったが，遺存状態には比較的恵まれていた。

遺物の出土状況から，住居廃絶時に土器の多くが持ち出されたことが窺えた。また，埋没がかな

り進んだ段階で，土器が一括廃棄されている状況が捉えらえた。とくに後者は，狭い範囲の中で多

量の土器が出土しており，堆積土出土とはいえ，一括資料に準ずる扱いができる土器群であると考

えている。

なお，遺物の時期は，床面出土，�１出土の違いにかかわらず，栗囲式の範疇に収まる。

本住居跡が営まれたのは，栗囲式期と考えている。 （菅 原）

図１２ １号住居跡出土遺物（４）
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　２号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂�
２　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色砂�

２号住居跡 ＳＩ０２

遺 構（図１３，写真１２）

本遺構は，Ｍ２２グリッドのＬ�・�上面で検出された竪穴住居跡である。営まれた場所は，阿武

隈川に面した自然堤防の西斜面肩部にあたり，高木遺跡における遺構分布の西限の１つをなしてい

る。

本住居跡は，今回の調査で最初に手掛けた１号住居跡と北東隅で重複している。サブトレンチを

入れた結果，本住居跡の方が古い遺構であることを確認した。本住居跡は，この他にも，東側に鍛

冶施設を伴った８８号住居跡，南側に１５３号住居跡が重複している。どちらも本住居跡より新しく位置

付けられるものである。

堆積土は，２層に分層された。土層断面図が示すように，典型的なレンズ状堆積であり，遺構は

図１３ ２号住居跡

第２章 遺構と遺物

４１



０� １０㎝�
（１/３）�

１　床面�
２　床面�

３　床面�

４　�１�

自然埋没したと考えられる。床面は貼床が認められず，踏み締まりも無かった。検出面と床面の比

高差は，８～１２�を測る。

本住居跡の平面プランは，南北に長い長方形を呈している。この点が本住居跡の特徴であるとい

える。規模は，南北６．１ｍ，東西４．５ｍの大きさを測り，中型の部類に属する。住居跡方向は，発掘

基準線北に対して東に２３°偏している。

細部施設は検出されなかった。カマドに関しては，周壁が失われた東壁中央に付設されていた可

能性が考えられる。

遺 物（図１４，写真４９７）

遺物は，比較的少なく，土師器片９５点，石製品１点が出土した。それでも，図示した土師器杯３

点から，住居跡の所属時期をある程度把握することが可能である。

図１４－１～３は，有段丸底の土師器杯である。すべて床面から出土した。法量は，大中小に分か

れている。最も小さな３は，口径１０�を大きく下回り，内面はヘラミガキ・黒色処理が行われてい

ない。１には，底部外面に焼成前に施された十字の線刻がある。これらは，口縁部が強く外反する

形態の特徴から，舞台式に位置付けられる。

図１４－４は，�１出土の砥石である。使用痕跡が顕著に残る。断面は方形をなす。

ま と め

本遺構は，阿武隈川に面した自然堤防の西縁に営まれた竪穴住居跡の１つである。平面プランは

南北に長い。

営まれた時期は，床面出土の土師器杯が舞台式に比定されることから，６世紀代に位置付けてお

きたい。 （菅 原）

図１４ ２号住居跡出土遺物
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　３号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂�
２　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂�
３　１０ＹＲ３/１　黒褐色砂（ややしまりあり）�

３号住居跡 ＳＩ０３

遺 構（図１５・１６，写真１３～１５）

本遺構は調査区北部のＮ２０グリッドで検出された竪穴住居跡である。重複する住居跡との関係は

２０号住居跡→１１号住居跡→３号住居跡となり，その中では最も新しい。

本住居跡が位置する一帯は，阿武隈川が運んできた土砂が幾重にも複雑に堆積しており，本住居

跡を含めてＬ�中からの遺構の検出は極めて困難であった。そのため本住居跡もＬ�中よりカマド

らしき焼土の範囲は確認していたものの，全体的なプランの検出は困難で，東側はＬ�上面まで掘

り下げている。住居跡の西側を断ち割るように土層観察用のトレンチを設定し，その断面から西壁

の立ち上がり部分を確認したことから竪穴住居跡と判断して掘り込みを開始した。住居跡の西側は

比較的検出がしやすかったが，住居跡の東側では撹乱も多く，北周壁，東周壁の立ち上がりは確認

図１５ ３号住居跡
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土器�

　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂（炭化物微量含む）�
２　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂�

　３号住居跡カマド堆積土�
１　７.５ＹＲ３/４　黒褐色砂（焼土粒微量含む）�
２　７.５ＹＲ３/４　暗褐色砂�
　　　　　　　（焼土・にぶい黄褐色砂質土塊を多量含む）�
３　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂�
４　５ＹＲ４/４　 にぶい赤褐色砂�

　３号住居跡カマド構築土�
１ａ　５ＹＲ４/４　 にぶい赤褐色砂（ややしまりあり）�
１ｂ　５ＹＲ３/４　 暗赤褐色砂�
　　　　　　　　（焼土塊少量含む，ややしまりあり）�
２　　７.５ＹＲ４/３　褐色砂質土（ややしまりあり）�
３　　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂�

できず，住居範囲は確定できなかった。

本住居跡の堆積土は３層で，南周壁際からは壁の崩落土と考えられるややしまりのある砂層の三

角堆積を確認できたことから自然堆積と考えられる。しかし，住居跡の床面上に堆積する黒褐色砂

層はＬ�とほとんど識別できず，北周壁の立ち上がりや床面の踏み締まりは認められなかった。

本住居跡の大きさは南周壁が３．６ｍ，カマドが付設する西周壁の残存する部分で４．４ｍを測る。カ

マド位置を西周壁のほぼ中央と想定すると，住居跡の平面形が長軸約５ｍの南北に長い長方形と考

えられる。検出面から床面までの深さは遺存状態の良い南周壁で約３０�を測り，南周壁はほぼ直立

して立ち上がる。床面は撹乱等で乱れているがほぼ平坦に造られていたようである。住居跡の主軸

方位はＮ４６°Ｅで，河川の流路方向にあわせて造られている。

住居跡の付属施設は，カマドとカマド脇の１号ピットを検出したが，他は柱穴等も含めて確認で

きなかった。ピットはカマド右袖側の西周壁近くから検出し，堆積土には炭化物を僅かに含んでい

る。大きさは一辺が約３５�の不整方形とも不整円形ともいえる形をしており，深さは床面から約８０

�ほどで，壁は緩やかに立ち，底面は平坦である。ピットの性格を判断できるような出土遺物等は

認められなかったが，その形態とカマドとの位置関係から本住居跡の貯蔵穴と考えられる。

図１６ ３号住居跡カマド
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カマドは西周壁の南西隅から約２．５ｍのところに付設され

ている。燃焼部は検出できたが，煙道や煙出しは確認でき

なかった。燃焼部の堆積土からは煙道方向から土砂が流入

して堆積した状況が認められる。カマド袖は両袖とも西周

壁から住居内に約５０～６０�ほど張り出し，床面からは約１５

�前後の高さしか遺存しない。燃焼部底面の奥行きは約５０

�，幅は約４５�で，焚口から奥壁にかけて緩やかに傾斜し

ている。カマド袖の側壁は赤く熱硬化しているが，底面は

それほど焼けていない。カマドの断ち割りからは，はじめ

底面を造り，その後で両袖から天井部にかけてややしまり

のある砂質土で覆っていたようである。

また，その構築土には焼土塊が含まれていた。

遺 物（図１７，写真４９７）

本住居跡から出土した遺物のうち，図示できたものは土

師器２点である。図１７－１は内黒の有段丸底の杯で，体部

と口縁部の境に明瞭な段が認められ，口縁部は大きく外反

している。同図－２は小型の球胴甕で，底部が張り出し，

木葉痕が認められる。この甕は煮炊具として利用されてい

たらしく，器面は熱を受けて剥離が著しい。そのため，部

分的に輪積み痕が認められる。また，底部からは約１０粒ほどの籾痕らしいものも確認されている。

ま と め

出土遺物と重複する住居跡との関係から，本住居跡は栗囲式期に営まれたようである。

本住居跡は調査区北部で検出された竪穴住居跡で，一番最初に調査を行ったものである。遺存状

態はよくないが，西側に流れる阿武隈川を意識して造られており，流路方向に主軸が傾き，河川側

の西周壁にカマドが付設される。大きさも約５ｍ前後であり，本遺跡内で検出された一般的な住居

跡といえる。 （大 波）

４号住居跡 ＳＩ０４

遺 構（図１８，写真１６）

本遺構は，Ｍ２３グリッドのＬ�上面で検出された竪穴住居跡である。営まれた場所は，阿武隈川

に面した自然堤防の西斜面肩部にあたり，高木遺跡における遺構分布の西限の１つをなしている。

また，１号溝跡の南側に位置しており，大溝で囲まれた集落域の外側に営まれている。

本住居跡は，他の遺構と重複関係を有していない。ただ，残りは不良で，西周壁は削平され，他

も，南側に向かって壁高が次第に低くなっている。さらに，北周壁・東周壁の一部に撹乱が及んで

図１７ ３号住居跡出土遺物
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　４号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土（かたくしまりあり）�
２　１０ＹＲ５/４　にぶい黄褐色土�
�
　Ｐ１堆積土�
１　７.５ＹＲ４/４　褐色砂質土（しまり弱，焼土含む）�
�
　Ｐ２堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土（炭化物を含む）�

いる。

堆積土は，２層に分層された。土層断面図が示すように，レンズ状堆積であり，遺構は自然埋没

したと考えている。床面は貼床が認められず，踏み締まりも無かった。検出面と床面の比高差は，１０

～１７�を測る。

平面プランは，検出状況でみると，台形状の歪んだ方形を呈している。これは，撹乱が随所に及

んでいたことが，影響していると思われる。規模は，南北４．７ｍ，東西４．１ｍ以上の大きさを測り，

高木遺跡では，中型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に１７°偏している。

カマドは，東周壁側の床面に，焼土面だけが残っていた。位置は，少し右に偏っている。

他に，細部施設は，ピットが２個検出されている。Ｐ１は，カマド左脇に位置するもので，３０�

×２９�の円形をなす。床面からの深さは，１５�を測る。位置としては，貯蔵穴になる可能性もある

が，規模が小さすぎるので，否定的に考えている。Ｐ２は，カマド対面にあり，推定される西周壁

中央の位置に掘られている。４３�×２８�の楕円形で，床面から１２�の深さがある。入り口に関わる

図１８ ４号住居跡
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６　床面・�１�
７　ＳＩ０４�１�
　　ＳＫ０２�１�

施設の可能性が指摘できようか。

遺 物（図１９，写真４９７・４９８）

遺物は，土師器片１６６点，須恵器片５点が出土した。遺構の残りが不良であった割に，図示遺物に

恵まれた。図１９－１・４・６が，確実な共伴資料となる。

１は，床面から出土した有段丸底の土師器杯である。丸みのある底部から，口縁部が内湾して立

ち上がる。�１出土の２も，法量が少し小さいだけで，これに類似した形態をなす。

３は，�１出土の土師器高杯である。杯部の形態は，１・２と比べると，口縁部が直線的に外傾

している。また，内面がヘラミガキ・黒色処理されていない点が，特徴として指摘できる。脚部は

短かく，透かしが入らない。

４は，土師器球胴甕の口縁部片である。床面から出土した。口径１９．０�を測る大型品であるが，

図１９ ４号住居跡出土遺物
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欠落部が大きいので詳細は分からない。外面は，ハケメ調整されている。

６は，床面出土の土師器長胴甕である。胴部最大径は，中位にあるとみられ，下半部が欠落する。

外面は，ハケメ調整されている。

５は，�１出土の土師器甑である。単孔式で，丸みを帯びた体部から，口縁部が少し外に開き気

味に立ち上がる。外面は，ナデ調整である。

７は，唯一の須恵器である。遺構検出時に�１から出土した。広口甕の胴部片とみられる。肩は，

沈線状に窪んで，装飾的効果を上げている。また，胴部肩から底部にかけて，入念なカキメ調整が

施されている。この須恵器は，胎土の粒子が均一で，焼成が良く，一見して在地製品ではないと考

えられた。そこで，資料を持参し，静岡県湖西窯跡の製品と相互比較したところ，西笠子６４号窯跡

の製品と酷似するのが判明した。

ま と め

本遺構は，大溝に囲まれた集落域の外側に営まれた住居跡の１つである。カマドは残りが悪く，

遺構全体にも随所に撹乱がみられた。

時期に関しては，床面の出土遺物が栗囲式の特徴を備えていることから，７世紀代中心と考えて

おきたい。また，堆積土中から湖西窯跡の須恵器が出土したことは，当時の物流を考える上で，注

目される。 （菅 原）

５号住居跡 ＳＩ０５

遺 構（図２０，写真１７～１９）

本遺構は，Ｏ２０グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。後背湿地に面した自然堤

防の東斜面に営まれている。

本住居跡の残存状態は，比較的良好である。検出面と床面の比高差は，平均して約２０�を測り，

周壁の立上がりも，しっかりしていた。堆積土は２層に分層され，土層断面の状態は，レンズ状堆

積の様相を示している。したがって，遺構は自然埋没したと考えている。

平面形態は，整った南北に長い長方形を呈している。規模は，南北４．９ｍ，東西３．８ｍの大きさを

測る。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に４５°偏している。

カマドは，西周壁中央の北寄りに設置されていた。煙道部が短いのが特徴的で，周壁から７２�外

側の位置で，先端が立ち上がる。燃焼部との境には，明確な段が設けられておらず，両者の区別は，

底面の傾斜が急角度に変換することでなされている。

燃焼部は，底面と側壁内面の焼土化が顕著であり，長期間使用されたことが窺われた。ただ，袖

は，ほとんど残っておらず，住居廃絶時に取り壊されたとみられる。燃焼部右脇の浅い窪みに，焼

土・炭化物が詰まっており，ここに残骸が捨てられたと考えている。

床面は，ほぼ平坦に整えられていた。貼床が，カマド側中心に施されていたが，厚さ０．５～１．０�

とごく薄いため，断面図に表すことはできなかった。この部分の上面は，堅く締まっており，カマ

第１編 高木遺跡
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２１－３�

　５号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
　　　　　　　 （しまりあり）�
２　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
　　　　　　 　（しまりあり）�

　５号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土�
　　　　　　 　（酸化壁片を含む）�
２　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
３　１０ＹＲ３/２　黒褐色土（焼土・炭化物・�
　　　　　　 　骨片を含む）�
４　１０ＹＲ２/１　黒褐色土�
　　　　　　 　（焼土・炭化物を含む）�

　５号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄褐色砂質土�
２　１０ＹＲ６/４　にぶい黄褐色砂質土�
３　１０ＹＲ６/３　にぶい黄褐色砂質土�
４　１０ＹＲ６/４　にぶい黄褐色砂質土�
５　２,５Ｙ６/３　　にぶい黄色砂質土�
６　２,５Ｙ５/３　　黄褐色砂質土　貼床�

図２０ ５号住居跡
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３　床面�

１　床面�

２　�２�

０� １０㎝�
（１/３）�

ドの被熱状態と併せ，本住居跡の居住期間の長さを窺わせた。

遺 物（図２１，写真４９８・４９９）

本住居跡の遺物は少ない。土師器片１４２点が出土した。

図２１－１は，床面から出土した小型の土師器杯である。底部は，粗くヘラケズリされ，内湾気味

に口縁部が立ち上がる。２は，�２から出土した土師器杯で，法量が大きい。口縁部は，やはり内

湾気味に立ち上がっている。

３は，土師器甕である。床面から出土した。口頸部は「く」の字状に開いており，胴部中央から

下を欠いている。外面はハケメ調整されている。

ま と め

本住居跡は，平面形態が，南北に細長い長方形を呈しているのが特徴的である。また，カマド煙

道部が短い点も注目される。営まれた時期は，床面出土の土師器が栗囲式に比定され，７世紀代中

心の枠の中で捉えられる。 （菅 原）

６号住居跡 ＳＩ０６

遺 構（図２２・２３，写真２０～２３）

本遺構はＮ２０グリッドに位置し，Ｌ�上面において検出された。また，本遺構は調査区中央を東

西に横切る２号溝跡の南側に接しており，調査区中央の最も住居跡の集中する区域の北端に位置し

ている。本遺構は２号溝跡と重複しており，それより古く位置付けられる。北周壁の大半は，２号

溝跡により失われ，検出できなかった。

残存する周壁から，平面形は正方形と考えている。住居跡の規模は，東西５．０ｍ，南北４．６ｍを測

り，高木遺跡の中では中形の部類に属する。住居跡と方位との関係は，発掘基準線北に対して，東

に１２°振れている。周壁は急角度で立ち上がり，検出面から床面までの深さは，住居跡の南西隅付近

で最大３６�である。床面は平坦である。

住居跡堆積土は�１～４に分類される。�１・２は土層断面図が示すように，典型的なレンズ状

図２１ ５号住居跡出土遺物
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６号住居跡�

Ｙ:５０,９４５�

Ｘ:１６８,００７�

Ｙ:５０,９４５�

Ｘ:１６８,０１２�

Ｙ:５０,９４０�

Ｘ:１６８,００７�

　６号住居跡堆積土�
１　７.５ＹＲ４/４　褐色砂質土（しまり強）�
２　７.５ＹＲ３/４　暗褐色砂質土（しまり弱）�
３　７.５ＹＲ３/３　暗褐色砂質土（しまりあり，人為堆積）�
４　７.５ＹＲ４/５　褐色砂質土（しまり弱，人為堆積）�
�

　Ｐ１堆積土�
１　７.５ＹＲ３/２　黒褐色土（しまり弱，土器片・�
　　　　　　　　焼土含む，人為堆積）�

　Ｐ２～４堆積土�
１　７.５ＹＲ４/３　褐色砂質土�
　　　　　　　 （しまり弱）�

ＳＩ０６�
ＳＩ１３�

ＳＤ０２�

ＳＩ１５�
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（１/５０）�

堆積であることから，自然堆積土と判断した。�３・４は堆積土の性状より人為堆積土と考えた。

住居跡内施設は，カマド１基とピット４個を検出した。ピット４個のうち，１基は貯蔵穴，他３

基は柱穴と考えている。

カマドは，西周壁中央に取り付いている。袖の遺存状態は悪く，右肩部分が一部残っているだけ

である。燃焼部の規模は，奥行き９０�以上，幅３０�で，燃焼部底面は８０�×３０�，深さ７�ほどの凹

みとなっている。表面は，焼土化していた。煙道は遺存状態で，長さ８０�，幅４０�，検出面からの

深さ１８�を測る。

カマドの堆積土は３層に分層される。�１・２は自然堆積土で，�３は，カマドを廃棄したとき

に散らばった土が固まったものと考えている。黒褐色土で，焼土を含んでいた。

住居上屋構造にかかわると考えられる柱穴は，Ｐ２～４の３個である。Ｐ２・３は住居跡の周壁

図２２ ６号住居跡
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０� １ｍ�
（１/２５）

Ｙ:５０,９３９�

Ｘ:１６８,０１１�

Ｙ:５０,９３９�

Ｘ:１６８,００９�

Ｙ:５０,９４１�

Ｘ:１６８,００９�

Ｙ:５０,９４１�

Ｘ:１６８,０１１�

Ａ� Ａ′�

焼土�

石�

石�

Ａ′�

Ａ�

１�
２�

２�

３�

６号住居跡カマド�

２０８.９０ｍ�

　６号住居跡カマド堆積土�
１　７.５ＹＲ４/４　褐色砂質土（しまり弱）�
２　７.５ＹＲ５/６　明褐色砂質土（しまり強）�
３　７.５ＹＲ２/３　黒褐色砂質土（しまり強，焼土片含む）�

と平行するように，配置されている。Ｐ２は長径６０�の不整円形で，深さ６０�，Ｐ３は径３０�の円

形で，深さ８０�である。Ｐ３の北５０�に位置するＰ４は，径２０�の円形で，深さ２５�である。Ｐ２～

４の堆積土は，締まりの弱い褐色の砂質土である。各ピット間の距離は，Ｐ２－３間が約２ｍ，Ｐ

３－４間が約０．５ｍである。

住居跡北西端に位置するＰ１は，長径１ｍの不整円形で，床面からの深さは２９�である。位置的

にみて，貯蔵穴と判断している。堆積土は，土器片及び焼土を含む締まりの弱い黒褐色土である。

遺 物（図２４，写真４９９・５００）

遺物は，土師器片２６３点，石製品１点が出土した。図示遺物は６点あり，このうち４点が遺構に伴っ

ている。

図２４－１～４は，土師器杯である。１は，有段丸底杯に分類される。内面が，ナデ調整だけで仕

上げられている。２は，須恵器杯蓋の模倣杯で，器高の高い椀状をなす。３は，底部平底風の有段

丸底杯に分類される。４は，底部を粗いヘラケズリで平底風に仕上げたものである。口縁部が大き

く開いている。

図２４－５は，土師器小型甕である。口縁部が短く外傾し，胴部はあまり膨らみを持たない。器面

に煮炊痕跡が観察される。

図２４－６は，砥石である。柱状を呈しており，断面は方形をなす。

図２３ ６号住居跡カマド

第１編 高木遺跡
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３　�２�

４　�２�

１　床面・�１�

６　床面・�２�

２　床面・�１�

５　床上面・�１�

０� １０㎝�
（１/３）�

ま と め

本住居跡は２号溝跡によって，北周壁のほとんどを失っている。２号溝跡を構築するために立ち

退いたのか，既に，その前に立ち退いていたのかは明らかではない。ただ，いずれにせよ，２号溝

跡より古い時期のものであることは，確かである。

遺物は，床面から栗囲式の土師器が出土している。このことから，本住居跡が営まれたのは，当

該型式期と考えられる。 （高久田）

７号住居跡 ＳＩ０７

遺 構（図２５，写真２４）

本遺構は，Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，阿武隈川

に面した自然堤防の西斜面肩部で，高木遺跡における住居跡分布の西限の１つをなしている。

本住居跡は，同規模の２軒の竪穴住居跡（５４・６４号住居跡）と軸線を揃えて重複している。その

なかで，切り合いは最も新しい。また，５２号住居跡とも重複しており，それより新しことが判明し

ている。

本住居跡は，全体に削平が著しかった。検出面と床面の比高差は，残りの良い北周壁でも約５�

図２４ ６号住居跡出土遺物
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２６－３�

７号住居跡�

カマド�

Ｙ:５０,９３６�

Ｘ:１６７,９９７�

Ｙ:５０,９３６�

Ｘ:１６７,９９３�
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０� １ｍ�
（１/２５）�

０� ２ｍ�

（１/５０）�

　７号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土（しまりあり）�
２　１０ＹＲ５/４　にぶい黄褐色土�

　７号住居跡カマド堆積土�
１　７/５Ｒ５/１　赤灰色砂質土�

ＳＩ０７�

ＳＩ３５�

ＳＩ０９�

ＳＩ１０�

ＳＩ５３�
ＳＩ６４�

ＳＩ２３�

ＳＩ３８�

ＳＩ６０�

ＳＩ４６�

ＳＩ５２�

ＳＩ３４�

ＳＩ５４�

土器�

土器�

しか無く，随所に撹乱が及んでいた。このため，堆積土は２層確認されたが，人為堆積か自然堆積

かは不明である。

平面形態は，東西に長い長方形を呈している。ただ，撹乱の影響で，南周壁ラインは歪んだ掘り

上げ状態になっている。規模は，南北３．４ｍ，東西４．７ｍの大きさを測り，高木遺跡では中型の部類

に属する。住居方向は，発掘基準線北に対して，東に１３°偏している。

床面は，ほぼ平坦に整えられていた。貼床は認められず，上面は撹乱のためボソボソしていた。

ただ，部分的に明黄褐色粘土粒が散らばっている箇所もみられ，簡単に凹凸をならす程度の作業は

図２５ ７号住居跡

第１編 高木遺跡
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１　�２�
２　�２�

４　�２�

３　床面�

０� １０㎝�

（１/３）�

行われていたのかもしれない。

カマドは北周壁に設置されており，燃焼部の痕跡が確認できた。袖が「ハ」の字状に開き，底面

が酸化していた。また，左袖先端には，補強材として土師器甕が据えられていた。しかし，煙道部

は失われており，全体の形状は不明である。計測値は，燃焼部焚口幅４５�，袖長６５�を測る。

遺 物（図２６，写真５００）

遺物は，土師器３４９片，須恵器２片，石製品１点が出土した。出土状態に，とくに規則性は認めら

れない。

図示遺物で，確実に遺構に伴うのは，図２６－３の土師器小型甕である。口頸部が，「く」の字状に

外反する形態を呈し，外面は軽くナデ調整されている。なお，カマド左袖先端の土師器甕は，実測

に耐え得る状態に復元できなかった。

１は，�２出土の土師器杯で，器高中位の段から，口縁部が強く屈曲する形態を呈している。佐

平林式～舞台式古段階に比定される。

２は，須恵器杯身である。�２から出土した。口径１３．７�に復元される比較的大型のもので，底

部は回転ヘラケズリ調整されている。陶邑編年に当てはめると，ＴＫ４３～２０９に比定されると思われ

る。

４は，砥石とみられる。ただ，方形を呈さず，片側の腹縁は窪んでいる。

ま と め

本遺構は，軸線を揃えて重複する３軒の住居跡のなかで，最も新しいものである。時期は，共伴

遺物にほとんど恵まれず，特定するのは難しい。ただ，重複する住居跡の状況を勘案すると，栗囲

式期の所産である可能性が高いと考えられる。 （菅 原）

図２６ ７号住居跡出土遺物
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８号住居跡�

　８号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂�
　　　　　　　（炭化物粒微量含む）�
２　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂�
　　　　　　　（ややしまりあり）�

　８号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色土（砂・黒色土・黄色土・粘土塊含む）�

０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� １ｍ�
（１/２５）�

８号住居跡 ＳＩ０８

遺 構（図２７，写真２５～２７）

本遺構は調査区北部の河川側にあたるＯ２０グリッドで検出された竪穴住居跡である。本住居跡は

平安時代の小型の住居跡で，１辺約８ｍの大型の住居跡である１８号住居跡の南東隅に重複する。重

複する住居跡との関係は１８号住居跡→８号住居跡で，本住居跡のほうが新しい。

本住居跡の東側は旧道路にかかるため，西側部分を先行して発掘調査を行った。東周壁は旧道路

下のＬ�中より検出できたが，本住居跡のほとんどが１８号住居跡内堆積土を掘り込んで造られてお

り，西壁側は確認できずに掘り抜いてしまっている。残存する範囲の住居跡内堆積土は２層に分層

したが，どちらも洪水砂で含有物に違いがある程度である。床面上には暗褐色砂質土が薄く堆積す

るところもみられるが，�１・２は住居廃絶後に時間差無く，住居跡内全体に一時期に堆積したよ

うである。本住居跡の大きさは南北約３．０ｍ，東西が残存部分で約２．５ｍであるが，カマド位置を北

周壁中央と想定すると平面形は１辺約３．０ｍの正方形をしていたものと考えられる。深さは遺存状態

の良い南・東周壁で約２０�を測る。床面はほぼ平坦で，部分的に貼り床が認められるところがある。

貼り床は厚いところで約５�ほどで，黄褐色の粘土塊を含んだ暗褐色砂質土が貼られていた。

住居跡内の付属施設はカマド以外は検出されていない。カマドは北周壁に付設されるが，燃焼部

図２７ ８号住居跡
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１　床直�

２　床直�

０� １０ｍ�
（１/３）�

を部分的に残すのみで，煙道や煙出しは確認で

きなかった。カマド袖は北周壁から約７０�ほど

張り出し，側壁部分は赤く焼けているが，燃焼

部底面は撹乱のためほとんど遺存しない。カマ

ド袖を断ち割ったところ，粘土塊を含んだ褐色

土で構築していた。

遺 物（図２８，写真５００）

本住居跡から出土した遺物のうち，図示した

のは２点で，床面から少し浮いた状態で出土し

ている。図２８－１は土師器の甕で，ロクロ調整

されている。同図－２は鉄刀の鞘尻と考えられる鉄製品で，南周壁中央の壁際から出土した。

ま と め

本住居跡は出土遺物から表杉ノ入式期のものである。同じく平安時代ごろに営まれた１２号住居跡

は，本住居跡の南西方向に約３ｍほど離れて位置し，同規模で主軸方位も一致し，住居跡内堆積土

には同様な洪水砂が厚く堆積している。そのようなことから２軒の竪穴住居跡は同一集落内に営ま

れ，ほぼ同時期に廃絶したものと推測する。 （大 波）

９号住居跡 ＳＩ０９

遺 構（図２９・３０，写真２８・２９）

本遺構は，Ｎ２０・Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，阿

武隈川に面した自然堤防の西斜面肩部であり，高木遺跡における住居跡分布の西限の１つをなして

いる。

本住居跡は，今回の調査で，最初に検出されたものである。ただ，掘り込みに着手するまでに，１

か月以上が空き，その間に周壁際の撹乱穴から遺構が崩れて行ってしまった。さらに，遺構内にた

まった雨水を取り除く度に堆積土が失われ，最終的な遺構確認時点では，ほとんど床面が露呈して

しまう状態だった。

このため，図２９には，硬化した床面の範囲を住居跡プランとして示している。

本住居跡は，９号土坑と１０号住居跡の２つの遺構と重複関係を有している。どちらも，前後関係

は不明である。平面プランは，東西に少し長い長方形を呈しており，方向は，発掘基準線北に対し

て，東に１８°振れている。規模は，東西６．１ｍ，南北４．９ｍを測り，高木遺跡では中形の部類に属す

る。

床面は，堅く締まっていた。とくに，カマドのある南北中軸線上はそれが顕著であり，晴天が続

くと，移植ベラで上面を掘り下げるのが困難なほどであった。貼床は施されてなく，掘形底面がそ

のまま床面にされている。

図２８ ８号住居跡出土遺物
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９号住居跡�

Ｐ１�
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ＳＩ０９�

ＳＩ３５�

ＳＫ０９�

ＳＩ０７�

ＳＩ５４�

ＳＩ６４� ＳＩ５３�

ＳＩ３８�

ＳＩ２３�

ＳＩ１０�

　９号住居跡Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土（しまりあり，土器片を含む）�

０� ２ｍ�
（１/５０）�

３１－４�

３１－６�
３１－１�

３１－２�

遺物出土状況�

土師器�

須恵器�

図２９ ９号住居跡
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－
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�
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８
.９０
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１
�

０� １ｍ�
（１/２５）�

　９号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ４/３　 にぶい赤褐色土（酸化した袖の崩れ）�
２　７.５ＹＲ４/２　灰褐色土�

９号住居跡カマド�

本住居跡のカマドは，北周壁中央

で検出された。燃焼部中央に自然石

の支脚が据えられ，その手前で正立

した土師器甕が出土した。底面は焼

けており，断面で厚さ１�ほど酸化

しているのが確認された。

カマド左脇で，貯蔵穴とみられる

Ｐ１が検出されている。８５�×８２�

の円形プランをなし，床面から１０�

の深さを測る。

遺 物（図３１，写真５０１）

遺物は，土師器片３００点，須恵器片

１点が出土した。

図示遺物は，６点ある。図３１－３を除いて，床面もしくは細部施設底面から出土している。ただ，４

は，小破片のため，共伴と見なせるかどうか疑問である。出土地点の明らかな４点に関しては，図

２９にドットを落とした。

１は，床面から出土した土師器杯である。底径：口径比が大きいのが特徴的で，口縁部外面はヘ

ラミガキされている。底部外面に，焼成後施された十字の線刻がみられる。

２は，床面から出土した土師器高杯である。低平な杯部で，口縁部が外反気味に立ち上がる。脚

部は短めであり，透かしは入っていない。３は，�１出土の土師器高杯で，杯部は内湾気味に立ち

上がる。脚部は，２よりさらに短く，杯部との境から「ハ」の字状に開いている。

５は，カマドの支脚手前に正立していた土師器甕である。上半部は失われている。外面はハケメ

調整され，さらに，胴部下半に縦位のヘラケズリ調整が加えられている。

６は，広口の土師器球胴甕である。Ｐ１底面に密着した状態で出土した。外面はナデ調整され，

表面が黒色を呈している。この特徴から，破片の状態で出土した時点では外来系のものかとも思わ

れたが，接合・復元を行ったところ，通有の球胴甕で理解できる器形となった。

４は，Ｐ１底面で出土した。須恵器杯蓋の小破片である。口縁部と天井部の境は，稜を形成して

いる。

ま と め

本遺構は，自然堤防の西斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。検出状況が悪く，重複遺構との

前後関係は分からなかった。ただ，１０号住居跡とは連続的に営まれた可能性がある。カマドは北周

壁に設置され，左脇に貯蔵穴が設けられている。

時期については，共伴遺物が栗囲式に比定される。したがって，住居跡が営まれた時期は，当該

型式期に求められると思われる。 （菅 原）

図３０ ９号住居跡カマド
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１　床面�

３　�1

４　Ｐ１底面�

２　床面�

５　カマド底面�

６　Ｐ１底面�

０� １０㎝�
（１/３）�

図３１ ９号住居跡出土遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� ６㎝�
（１/３）�

Ａ�

１　床面�

２　床面�

撹乱�

撹乱�

撹　　乱�

撹乱�
１�

撹乱�

１０号住居跡�

Ｐ１�

Ａ′�

Ｂ�

Ｂ′�

Ａ�

Ａ′�

２０８.８０ｍ�

Ｂ�

１�

Ｐ１�
Ｂ′�２０７.９０ｍ�

Ｙ:５０,９４０�

Ｘ:１６８,００３�

Ｙ:５０,９４４�

Ｘ:１６８,００３�

Ｙ:５０,９４０�

Ｘ:１６７,９９９�
Ｙ:５０,９４４�

Ｘ:１６７,９９９�

ＳＩ０６�

ＳＩ０９�

ＳＩ５４�

ＳＩ６４�ＳＩ５３�

ＳＩ３８�

ＳＩ２３�
ＳＩ３５�

ＳＫ０９�

ＳＩ１０�

　１０号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土�

　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色土�

１０号住居跡 ＳＩ１０

遺 構（図３２，写真３０・３１）

本遺構は，Ｎ２０・Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれた場所は，

自然堤防の西斜面側肩部にあたる。

本住居跡は，９号住居跡の東隣に営まれ，規模・軸線方向が概ね一致する。このことから，同住

居跡とは連続的に営まれたと推定されるが，新旧関係は不明である。理由は，９号住居跡同様，調

査開始までに堆積土がほとんど流出してしまったためで，切り合いを確かめる層位的検証を行うこ

とができなかった。堆積土が残っていたのは，断面図に示した東周壁付近だけである。にぶい黄褐

図３２ １０号住居跡・出土遺物
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色砂質土が１層みられ，遺構は自然埋没したと考えている。

本住居跡の平面プランは，方形を呈している。規模は，南北４．７ｍ，東西４．０ｍ以上の大きさを測

り，高木遺跡の中では，中型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に２２°振れ

ている。

床面は全面が堅く締まっていたが，貼床は認められなかった。

細部施設は，南東隅付近の床面から，Ｐ１が検出されている。平面プランは，直径４０�の円形を

呈し，床面からの深さは２０�を測る。柱穴と考え，想定される他の位置を精査したが，該当施設は

検出されなかった。

本住居跡では，カマドが検出されていない。床面の遺存状態から，少なくとも，東周壁に設置さ

れていなかったことは確かである。

遺 物（図３２，写真５０１）

遺物は，土師器片３２点が出土した。

図３２－１は，床面出土の土師器杯である。口縁部が内湾気味に開いて立ち上がる。内面は，ヘラ

ミガキ・黒色処理され，底部と口縁部の境がはっきりしている。

２は，土師器小甕である。床面から出土した。口縁部外面が肥厚する器形の特徴的がみられる。

外面はハケメ調整され，胴部下半は縦位にヘラケズリされている。

ま と め

本遺構は，自然堤防の西斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。重複する９号住居跡とは，連続

的に営まれたとみられる。しかし，遺存状態が悪く，前後関係は分からなかった。

時期は，床面の遺物が栗囲式に比定され，７世紀代に中心を置くことができると考えられる。

（菅 原）

１１号住居跡 ＳＩ１１

遺 構（図３３・３４，写真３２～３５）

本遺構は調査区北部のＮ２０に位置した，一辺約６ｍほどの竪穴住居跡である。２軒の住居跡と重

複し，それぞれとの関係は２０号住居跡→１１号住居跡→３号住居跡となる。

本遺構の西側にあたる河川側約２０ｍは，調査区内でも特に河川の土砂の運搬と浸食作用によって

複雑な堆積状況を示し，他の地点で確認されている基本土層のあり方とは必ずしも一致しない。ま

た本遺構の西側では出土遺物はあるものの遺構としては捉えられておらず，本住居跡はその地区で

検出された最も河川側の遺構のひとつである。Ｌ�上面ないしＬ�上面で検出している。

本遺構は３号住居跡の床下から南壁の一部を検出したことから住居跡として調査を開始したが，

北周壁側は撹乱が多く，西北側のプランを確認できなかった。西側に入れたサブトレンチで緩やか

な立ち上がりを確認したことから，はじめ南北に長い長方形の竪穴住居跡として調査を行っている。

しかし壁の立ち上がりは直線的に追えるものの，北周壁約４．５ｍ，南周壁約５．５ｍで南西隅が鋭角と
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ＳＩ１２�

ＳＩ１８�

ＳＩ１１�

　１１号住居跡堆積土�
１　７.５ＹＲ３/２　黒褐色砂�
２　７.５ＹＲ２/２　黒褐色砂�
３　７.５ＹＲ４/３　褐色砂（炭化物・�
　　　　　　　　土器片を微量含む）�
４　７.５ＹＲ３/２　黒褐色砂�
５　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂�
６　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂（炭化物・�
　　　　　　　 土器片を微量含む）掘形�
�
　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂（炭化物微量含む）�
�
　Ｐ２堆積土�
１　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂�

　Ｐ３堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂（炭化物・焼土を微量含む）�
２　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂（黒褐色砂塊多量含む，�
　　　　　　　 炭化物・焼土を少量含む）�
３　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂（黒褐色砂塊少量含む）�
４　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂�
�
　Ｐ４～７堆積土�
１　　１０ＹＲ２/２　黒褐色砂（炭化物微量含む）�
２ａ　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂（炭化物・土器片を微量含む）�
２ｂ　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂�
３ａ　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂�
３ｂ　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂（炭化物・焼土塊を少量含む）�

土器�

土器�

石�

１１号住居跡�

図３３ １１号住居跡
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１１号住居跡遺物出土状況�

なる不整方形で，カマドらしきものも確認できなかった。そのため西側部分を拡張して駄目押しを

行ったところ，西・北周壁に対応するような直線的なプランを検出したため，本報告では後から検

出したプランを生かしてひとつの住居跡として報告することとする。

住居跡内堆積土は５層に分層したが，若干の色調の違いと含有物によるもので，住居跡全体が黒

褐色の砂で満たされている。堆積土の厚さは約１０�程度しか残っておらず，住居跡の埋没過程を考

えられる上での良好な判断材料とはならなかった。本住居跡の大きさは南北約６．７ｍ，東西約６．４ｍ

のほぼ正方形であるが，東周壁がやや崩れているため東西幅が約５．５ｍの南北にやや長い長方形であっ

たものと推測する。主軸方位はＮ１７°Ｅで，ほぼ南北に軸をあわせている。深さは遺存状態の良い南

周壁で約１０�を測るが，周壁の立ち上がりは東・南周壁の一部以外ではほとんど認められない。床

面はほぼ平坦で，南周壁部分の断ち割りからは壁際をやや深く掘り込んで，その部分を黒褐色砂で

埋めたことが分かる。駄目押しの段階で，西周壁と北周壁の一部が検出できたのもそのためと考え

られる。

住居跡内の付属施設としては，北周壁際の西寄りからカマド跡とみられる焼土範囲と，ピット７

基を検出した。ピットは長軸が約４０～６０�の楕円形で，上層には掘形に埋められていたような黒褐

色砂が堆積している。そのうち柱穴と考えられるものは４～７号ピットの４基で，ほぼ対角線上の

四方に配置されている。柱穴の深さは４～６号ピットが約３０～４０�を測り，堆積土からは柱を抜き

取った後に同じように埋没していったものとみられ，レンズ状に堆積した黒褐色砂の下層にやや明

図３４ １１号住居跡遺物出土状況
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るい暗褐色砂が堆積している。７号ピットは他のものよりやや深く，床面から約５０�を測り，暗褐

色砂層のみで充たされていた。柱穴以外のピットの用途は不明であるが，１・２号ピットは深さが

約１０�程度の浅い窪み状のもので，住居跡の北東隅に並んでいることから同じような機能を持って

いたものと考えられる。３号ピットは南周壁際のほぼ中央に位置し，長軸約６８�，短軸約４６�の隅

丸方形で，堆積土もにぶい黄褐色砂と他のピットとは異なっている。深さは床面から約２０�ほど掘

り込まれ，底面は椀状に窪み，付近からは土師器の甕の細片が出土した。

北周壁際の焼土跡からはカマドの支脚とみられる土製品が出土しており，北周壁西寄りに付設さ

れたカマドの痕跡と考えられる。その範囲は北周壁に沿って長軸約１ｍ，短軸約８０�の楕円状に赤

く熱変していて，土師器の細片や炭化物が散らばっている。柱穴の配置としては，５号ピットが北

周壁からやや内側に位置していたが，そのことはカマドとの位置関係によるものかもしれない。

遺 物（図３５・３６，写真５０２・５０３）

本住居跡から出土した遺物のうち，図示したものは１６点で，図３６－４を除いた他は土師器である。

そのうち遺存状態の良いものは，床面から数�ほど浮いた状態で出土しており，本住居跡に伴うも

のとみられる。しかし，本住居跡は複数の住居跡と重複するため，時期の異なる遺物も混入してい

る。

図３５－１～１０は杯で，多くが内面にも対応する段ないし稜の認められる有段丸底のもので，口縁

部は大きく外反ないし外傾する。１は底部の丸みが強く，外面の口縁部と体部の境の段は明瞭であ

るが，内面に対応するものは認められない。この杯の口縁部の一端は片口のように仕上げられてお

り，正面と真上からの図で表現している。

また内面の黒色処理の半分は火を受けて飛んでいる。２は底部のケズリが上半部分まで施され，

半球状で，口縁部と体部の境に稜を持たないものである。３は口縁部が直立して口唇部が僅かに内

湾しており，その器形から須恵器の杯蓋を模倣したものと考えられる。９は外面全体にもヘラミガ

キが施されていて，底部には「×」のヘラ記号が付けられている。

本遺跡からは，他にも同様なヘラ記号の付くものが数例ほど出土している。８は径が約３０�もあ

る大型品である。

図３５－１１・１２，図３６－１・２は甕である。図３５－１１は体部外面がハケメ調整されている。煮炊具と

して使用されていたようで，内外面に煤が付着している。他の３点は小型の甕で，器面の残りが良

くないが，内外面ともナデが認められる。図３５－１２も小型ながら煮炊具として使用されていたよう

で，内面の底部から約３�のところには，リング状に付着する煤が観察できる。図３６－１は平たい

小型の球胴甕である。

図３６－３は甑の下半部で，体部外面はハケメ調整される。無底式で，内面にはヘラミガキが認め

られる。

図３６－４は支脚とみられる土製品で，焼土範囲から出土した。あらかじめ円柱状に作られていた

ものに，粗雑に粘土を貼って裾を広くしており，指押さえの凹凸が全体にみられる。
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３　�１�

６　�１�

１　検出面�

７　検出面�

２　検出面�

４　焼土範囲�

５　床直�

８　床直�

９　床直�

１０　床直�

１１　床直�

１２　床直�

０� １０㎝�
（１/３）�

図３５ １１号住居跡出土遺物（１）
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１　床面�

２　焼土範囲�

３　焼土範囲・床直�
４　焼土範囲�

０� １０㎝�
（１/３）�

ま と め

本住居跡は出土遺物と重複する住居跡との関係から栗囲式期のものと考えられる。出土遺物には

新しい段階のものもみられるが，比較的古い形態のものや須恵器の杯蓋を模倣したものがみられる

ことから，７世紀代でも前半ごろのものと考えている。また，本住居跡の南東方向に約５ｍほど離

れて位置する５０号住居跡は，一辺約２ｍの小型の住居跡であるが，図３５－９にみられたヘラ記号の

付く杯が出土しており，本住居跡と併行して営まれたものと考えられる。 （大 波）

１２号住居跡 ＳＩ１２

遺 構（図３７，写真３６・３７）

本遺構は，調査区北部の河川側にあたるＮ２０，Ｏ２０グリッドにわたって位置する竪穴住居跡であ

る。

本住居跡は複数の住居跡と重複しており，それぞれとの関係は６９号住居跡→４２号住居跡→５０号住

居跡→１２号住居跡となり，本住居跡が最も新しい。他の住居跡がほぼ同時期であるのに対し，時期

がやや下って平安時代初めの小型の竪穴住居跡である。

本住居跡は調査区内を縦断する旧道路に東周壁部分がかかっていため，西側部分を先行して発掘

調査を行っている。西側部分をＬ�上面で検出したため，旧道路下の土層断面を利用して観察した

ところＬ�中より壁の立ち上がりを確認できた。住居跡内堆積土は３層に分層したが，そのうちの

�１の黄褐色砂が厚く堆積している。壁の立ち上がりは確認したものの，�１と基本土層のＬ�は

ほとんど見分けがつかず，�１がやや明るいという程度である。その下層の北周壁から流れ込んで

いる�２は暗褐色のややしまりのある砂質土で，床面から約１０�の厚さで住居跡内全体に堆積して

いる。本住居跡は廃絶後のある程度経過した段階で，洪水砂によって一気に埋まってしまったもの

と考えられる。

住居跡の平面形は，Ｌ�の掘り込みから検出できた西側部分では西周壁３．０ｍ，北周壁３．８ｍを測

図３６ １１号住居跡出土遺物（２）
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１２号住居跡�

遺物出土状況�

３８－５�

３８－４�

土師器�

須恵器�

鉄製品�

３８－６�

３８－１�
３８－２�

３８－３�

Ｐ１�

Ｐ１�
Ｂ′�

Ｂ� Ｂ′�

Ａ
�

Ａ
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�

２０９.４０ｍ�

Ａ�

１�
２�

３�

Ａ′�
２０８.９０ｍ�

Ｙ:５０,９５７�

Ｘ:１６８,０３２�

Ｙ:５０,９５７�

Ｘ:１６８,０２８�

Ｙ:５０,９６１�

Ｘ:１６８,０３２�
ＳＩ１１�

ＳＩ１８�

ＳＩ０８�

ＳＩ０３�

ＳＩ４２�

ＳＩ６９�

ＳＩ５０�

ＳＩ１２�

　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂�
　　　　　　　（にぶい黄褐色粘質土少量含む）�
２　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂（にぶい黄褐色粘質土・�
　　　　　　　　黒褐色砂の塊少量含む）�
３　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂�
　　　　　　　（にぶい黄褐色粘質土多量含む）�
４　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色粘土�
　　　　　　　（黒褐色砂質土塊少量含む）�
５　１０ＹＲ３/１　黒褐色砂質土�
　　　　　　　（にぶい黄褐色粘土塊少量含む）�
�
　１２号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ５/６　黄褐色砂�
２　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂�
３　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂�

図３７ １２号住居跡
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り，東西にやや長い長方形であったものと考えられる。東周壁は複数の住居跡と重複するためかＬ

�への掘り込みが判然とせず，土層断面での南周壁の立ち上がりは�１の洪水砂が流れ込んだ際の

もので，南東周壁は大きく崩れてしまっているようである。主軸方位はＮ２２°Ｅでやや東に振れてい

る。

深さは土層断面を確認した北周壁で約６０�を測る。床面に貼床は認められず，Ｌ�の砂層を掘り

込んでＬ�の砂質土を床面として利用していたものと考えられる。

住居跡内の付属施設としては１号ピットを検出したのみで，カマドや柱穴等は確認できなかった。

Ｐ１は住居跡の中央やや東寄りにあり，長軸約９０�，短軸約８０�の楕円形のピットである。深さは

中心部で約２０�を測り，椀状に窪んでいる。Ｐ１内堆積土は５層に細分でき，�４は付近の層位に

は認めらない黄褐色の粘土層で他の層にも塊状に含んでいた。

遺 物（図３８，写真５０３・５０４）

本住居跡から出土した遺物のうち図示した６点は，平面図に出土位置を示してあるように住居跡

の北周壁に沿うように出土している。

出土層位は�１としたが，ほとんど�２上面といえる床面から僅かに浮いた状態であった。出土

状況は倒立であったり，数か所の地点のものが接合したりするが，それほど使用時に置かれた場所

から移動していないものと考えられる。

図３８－１・２は土師器で，ロクロ調整されている。同図－１は内黒の杯で，底部は回転ヘラケズ

リで再調整されているため，切り離しは不明である。この杯は口縁部の一部を故意に欠いており，

その部分の外面には油煙が認められることから，灯明皿として利用されていたものと考えられる。

同図－２は甕で，体部内面の下半部は縦方向にヘラナデされているようである。

３～５は須恵器である。３・４は高台が付く長頸瓶とみられ，同じような大きさで高台部径も約

８．４�と一致する。どちらも焼成が良くガラス質となり，胎土は精選され白色粒子が認められること

から，大戸窯産と考えられる。本遺跡では，杯にも大戸窯の製品がみられ，当該窯の広域流通圏に

組み込まれていたことが知られる。また，３には自然釉が認められる。５は甕である。

６は鉄製品で，鎌の刃の部分である。曲刃鎌で，刃先が湾曲し，基部を折り曲げて柄に装着して

いたものとみられる。

ま と め

本住居跡は出土遺物から，本遺跡では検出例の少ない９世紀初めごろのものである。同時期と考

えられる８号住居跡のようにカマドは付設されてはいないが，本住居跡と８号住居跡は同規模で主

軸方向も一致する。

また，本住居跡の特徴としては出土遺物に貯蔵具が多いことであり，４２号住居跡から出土した内

黒の土師器の甕も本住居跡に伴うものとみられる。

以上のようなことからも，本住居跡は８号住居跡と同時期に営まれ，８号住居跡の付属的な家屋

として機能していた可能性も考えられよう。 （大 波）
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１�

６　床直�

０� １０㎝�
（１/３）�

油煙付着�

２　�１�

３　�１�

４　�１�

５　�１�

１３号住居跡 ＳＩ１３

遺 構（図３９，写真３８・３９）

本遺構は，Ｎ２０グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，自然堤防

の中央平坦面で，２号溝跡のすぐ南側にあたる。両遺構の直線距離は，本住居跡の北東隅と２号溝

跡の南肩の間で，１．２ｍしか離れていない。

本住居跡は，真上に営まれた１５号住居跡のカマドを断ち割った際に，プランが検出された。遺存

図３８ １２号住居跡出土遺物
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ＳＩ０６�

ＳＩ１０�

ＳＩ１５�

ＳＩ１６�ＳＩ１４�

ＳＫ０８�
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　１３号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土（しまりなし）�

床
残
存
範
囲�

１　床面�

０� １０㎝�
（１/３）�

状態に恵まれておらず，南半部は周壁・床面が欠損している。おそらく，１５号住居跡の構築の際に，

削り取られてしまったと考えられる。床面と検出面の比高差は，残りの良い西壁で，８～１０�を測

る。また南周壁側から床中央に，大きな撹乱を受けている。

本住居跡の堆積土は，１層である。締まりの無いにぶい黄橙色砂質土で，Ｌ�の再堆積層と考え

ている。

本住居跡の平面プランは，方形を呈する。規模は，南北３．５ｍ，東西２．７ｍ以上で，高木遺跡では

小型の部類に属する。方向は，発掘基準線北に対して，東に４７°振れている。

床面は，平坦に整えられており，貼床は認められない。また，踏み締まりも認められなかった。

カマドは，遺存状態から判断して，西周壁に

は付設されていなかったとみられるが，具体的

な場所は特定できない。また，他の細部施設も

検出されなかった。

遺 物（図４０，写真５０４）

遺物は少ない。土師器片３７点が出土した。

図４０－１は，床面から出土した土師器甑であ

る。単孔式の大型品で，口縁部と胴部の境に，

段を形成する。胴部外面は，ハケメ調整のあと，

全体が縦位にヘラケズリ調整されている。

ま と め

本遺構は，２号溝跡の南至近距離に営まれた

竪穴住居跡である。同溝跡との同時性について

は，資料不足ではっきりしない。ただ，床面出

図３９ １３号住居跡

図４０ １３号住居跡出土遺物
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床
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範
囲�

土器�

土の土師器甑が栗囲式に比定されるので，比較的近い時期に営まれていたことは確かであろう。

遺構自体は，残りが悪く，規模が小さいという点を除くと，詳しいことは分からなかった。１５号

住居跡とは，建て替えの関係にあると考えている。 （菅 原）

１４号住居跡 ＳＩ１４

遺 構（図４１，写真４０）

本遺構は，Ｎ２０グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，自然堤防

の中央平坦面で，２号溝跡の南側にあたる。本住居跡の北端は，２号溝跡の南肩とほとんど接して

おり，両者が同時存在したとは考えられない。

本住居跡は，残りが悪い。周壁が残っていたところは一か所も無く，一点鎖線で囲んだ南北６．１ｍ

以上，東西３．２ｍ以上の範囲に硬化した床面が残っているだけだった。したがって，平面プランと規

模は，不明である。また，７０号住居跡・８号土坑と重複関係を有しているが，これらとの新旧関係

も不明である。カマドは，焼土面の位置から，南周壁に設置されていたと推定される。

遺 物（図４２，写真５０４）

遺物は，カマド痕跡の焼土面周辺で，土師器片６０点が出土した。

図４１ １４号住居跡

第１編 高木遺跡
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１　床面�
２　床面�

３　床面�
４　床面�

０� １０㎝�
（１/３）�

図４２－１は，異形の土師器杯である。底部が，丸底に仕上げられておらず，内面はナデ調整で，

ヘラミガキ・黒色処理されていない。２は，半球形の小型土師器杯である。器高が高く，口縁部は，

内傾して立ち上がる。これも，内面は１と同じように，ヘラミガキ・黒色処理が行われていない。

３は，土師器甕の上半部である。口縁部と胴部の境に，明瞭な段を形成している。胴部外面はハ

ケメ調整で，典型的な栗囲式甕と見なせる。４は，大型の土師器甕で，胴部外面にハケメ調整のあ

と，縦位のヘラケズリ調整が加えられている。

ま と め

本遺構は，２号溝跡の南至近距離で検出された竪穴住居跡である。両者の同時存在はあり得ない

が，共伴遺物が栗囲式に比定されることから，さほど年代的には隔たらないとみられる。

遺構自体は，残りが非常に悪く，詳しいことはほとんど知ることができなかった。 （菅 原）

１５号住居跡 ＳＩ１５

遺 構（図４３，写真４１・４２）

本遺構は，Ｎ２０グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，自然堤防

の中央平坦面で，２号溝跡のすぐ南側にあたる。

本住居跡は，検出作業を繰返すうちに，周壁・床面が消失してしまった。検出されたのは，結果

的に周囲より一段高く残ってしまったカマド燃焼部だけである。

なお，本住居跡の直下では，既述した１３号住居跡が検出されており，住居跡方向の展開からする

と，両者は，建て替えの関係である可能性が想定される。

検出されたカマド燃焼部は，小型の土師器甕を伏せて支脚にしていた（図４４－２）。位置は，底面

の左寄りで，外山政子の復元案（外山：１９９１）に従うと，土師器甕の２つ掛け構造となる。また，

両袖の補強材に，土師器甕を１個体づつ倒立させており（同図１・６），天井部にも，土師器甕３個

図４２ １４号住居跡出土遺物
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　１５号住居跡カマド堆積土�
１　５Ｒ４/４　　 にぶい赤褐色砂質土（焼土・炭化物を含む）袖崩落土�
２　７.５ＹＲ５/４　にぶい褐色砂質土（少し粘性あり）�
３　７.５Ｒ４/３　　にぶい赤褐色砂質土（焼土を含む）掘形埋土�
４　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色砂質土　掘形埋土�

４４－２�

４４－２�

４４－６�

４４－３�
４４－５�

４４－４�

４４－１�
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体を横方向に連結して補強材としている（同図３～５）。

このような，天井部の補強方法は，関東地方に多く類例が知られている。居住者の性格を考える

上で，示唆的であるかも知れない。

焚口幅は，袖先端の内側で計測すると，４８�を測る。

遺 物（図４４，写真５０４・５０５）

遺物には，カマド構築材に転用された土師器６点がある。これらは破片の状態で，６６点を数え，

接合により完形に近い状態に復元された。具体的には，支脚の土師器甕１点，袖補強材の土師器甕

図４３ １５号住居跡

第１編 高木遺跡
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　カマド袖構築材�

３　カマド天井部構築材�

５　カマド天井部構築材�

２　カマド支脚�

４　カマド天井部構築材�

６　カマド袖構築材�

図４４ １５号住居跡出土遺物
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２点，それに天井部補強材の土師器甕３点である。支脚の１点を除くと，他はすべて長胴甕に分類

される。

図４４－１は，右袖補強材の土師器甕である。器形は，胴部上位に最大径があり，肩が強く張る。

また，胴部最大径：器高比が小さく，長胴甕としては，寸詰まりのプロポーションを呈している。

頸部は直立し，口縁部が外反する。器面調整は，力強いヘラケズリで，面取りされた単位がはっき

りと分かる。

２は，支脚に転用された土師器甕である。やや不安定な底部から，体部・口縁部が直線的に外傾

している。口縁部は，横ナデされており，頸部はほとんど括れない。この土器も，外面調整はヘラ

ケズリである。

３は，天井部構築材左端の土師器甕である。１と同じで寸詰まりのプロポーションをなしており，

外面はへラケズリ調整されている。ただ頸部の括れが弱く，口縁部径と胴部最大径がほぼ等しい。

４は，天井部構築材右端の土師器甕である。胴部は，やや細長で，中央に最大径のあるラグビー

ボール状を呈する。これも，やはり外面がヘラケズリ調整されている。

５は，天井部構築材中央の土師器甕である。胴部形態は，４と同じように，細長く，最大径が中

位にある。ただ，口径と胴部最大径がほぼ等しく，頸部の括れは弱い。胴部外面はハケメ調整され

ており，その後，下半部がヘラケズリ調整されている。

６も，胴部外面は，ハケメ調整の後にヘラケズリ調整が施されている。この甕は，口径が胴部最

大径を大きく上回り，形態的には，甑に一般的にみられるものに近い様相を呈している。しかし，

内面には，甑固有の縦位のミガキ・ナデ調整がみられず，明らかに甕と意識されて製作された土器

であることが分かる。

以上のように，本住居跡の土師器甕は，外面がヘラケズリ調整される点で，強い斉一性を示して

いる。

ま と め

本遺構は，２号溝跡のすぐ南側に営まれた竪穴住居跡である。１３号住居跡が建て替えられたもの

と考えた。残りは非常に悪く，カマドだけ検出された。

本住居跡のカマド燃焼部は，土師器甕で天井部が補強されており，類例は関東地方に多く認めら

れる。この点で，出自がどこにあるかが問題となろう。

時期については，伴出土器に舞台式・栗囲式の要素が混在していた。このため，詳細については

第３編で検討を加えたのち，結論付けたい。 （菅 原）

１６号住居跡 ＳＩ１６

遺 構（図４５～４７，写真４３～４７）

本遺構は，Ｎ２０グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，自然堤防

の中央平坦面で，２号溝跡のすぐ南側にあたる。両遺構の距離は，最短で１．８ｍを測る。

第１編 高木遺跡
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ＳＩ１１２�

ＳＩ１６�

　１６号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土�
２　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
３　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土（炭化物少量含む）掘形埋土�
４　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土　掘形埋土�
５　１０ＹＲ３/３　暗褐色土　掘形埋土�

撹
　
　
乱�

プランは，堅く締まったＬ�上面に，やわらかい砂質土が方形に広がって，分かりやすく捉えら

れた。ただ，南東部は，撹乱の影響でコーナーを見つけるのが難しく，この部分だけ，検出作業を

繰返している。そのため，周壁はほとんど削平されてしまった。

本住居跡は，１１２号住居跡と重複しており，これより新しいと考えている。重複部分が少ないため，

遺構相互の切り合いとしては微妙であったが，後述する出土遺物にも，この理解に矛盾する要素は

認められない。

本住居跡の遺存状態は，良好である。北東隅に撹乱がみられるが，全体のプランが捉えられた。

図４５ １６号住居跡
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１６号住居跡遺物出土状況�

４８－９�

４８－１１�

４８－１２�

４８－２�

４８－１０�

５０－１�

５１－１�

４８－８�

５０－３�

また，出土遺物にも恵まれている。

廃絶後に堆積した土層は，２層に分層された。断面は，レンズ状堆積の様相を呈しており，この

ことから，遺構は自然埋没したと考えている。床は，掘形内部に３回の工程で埋土を行い，１０�ほ

どかさ上げして，平坦に整えられたことが断面観察で判明している。上面は踏み締まりが認められ

ず，軟弱な印象を受けた。検出面と床面の比高差は，平均で２０�あまりを測る。

本住居跡の平面プランは，整っている。東西に少し長いが，概ね，正方形に近い形態を呈してい

る。規模は，東西５．５ｍ，南北４．９ｍで，高木遺跡では中型の部類に属する。方向は，発掘基準線北

に対して東３８°偏している。

カマドは，北周壁中央に設置されていた。煙道部は，検出作業を繰返すうちに無くなってしまっ

たが，燃焼部は遺存状態が良い。袖は，「ハ」の字状に開いて，周壁から４８�伸びており，倒立させ

た土師器甕を先端の補強材にしている（図４９－１・３）。さらに，本住居跡は，北西に近接する１５号

住居跡のように，焚口天井部を土師器甕で補強していた可能性が考えられる。図４９－４・図５０－２

が，これにあたる。

なお，図４９－４は，出土地点が少しずれているが，これは，奥壁側に倒れた支脚に引きずられた

のが理由と考えている。

図４６ １６号住居跡遺物出土状況

第１編 高木遺跡
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　１６号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ６/４　にぶい橙色砂質土�
２　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土（焼土含む）�
３　１０ＹＲ４/３　赤褐色砂質土（焼土層）�
４　７.５Ｒ５/３　 にぶい赤褐色砂質土　掘形埋土�
�
　１６号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色砂質土（粘土粒）�
２　２.５ＹＲ５/４　にぶい赤褐色砂質土�
３　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
４　５ＹＲ５/４　にぶい赤褐色砂質土�
５　７.５ＹＲ４/１　褐灰色砂質土�
６　７.５ＹＲ４/１　褐灰色砂質土�
７　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
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図４７ １６号住居跡カマド
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実際に，このカマドで煮炊に使用されたのは，図４９－２・図５０－４の２つと考えられる。出土状

況から判断すると，外山政子分類の２つ掛け横並びとなろう。

遺 物（図４８～５１，写真５０６～５０９）

遺物は，破片で土師器片４７２点が出土した。そのほとんどが遺構に伴うもので，図４８～５１の提示資

料に復元された。出土状況には，規則性がみられる。また，この住居跡で使用された組成のすべて

が揃っていると推定される。

カマドでは，上述した燃焼部補強材や，懸け口に固定された土師器甕が出土している。また，袖

の付け根部分に，法量・形態の近似した土師器杯（図４８－１・３）が据えられていた。

さらに，周囲を見回すと，カマド右脇の床面で，土師器甕４点，高杯１点が，カマド左脇の床面

で，杯１点，高杯１点，甑１点が伴った。出土状況は，図４８－２・９・１２・図５０－３が正立してお

り，図４８－８は伏せられていた。また，図４８－１１・図５０－１・図５１－１は横転していたが，本来は，

正立していたか伏せられていたと考えられる。したがって，本住居跡では，土器類が一括で置き去

りにされたとみられる。

なお，図５０－３は上半部が，図４８－１２は底部が割り揃えられており，周壁ぎわに正立していた。

何かの置き台に転用されていた可能性が考えられる。

図４８－１～４は，関東系土師器杯である。どれも遺構に伴う。４を除く３点は，明らかに同一工

人の製作と分かる製品である。法量・形態が近似するばかりでなく，胎土・焼成・色調が実に良く

似ている。さらに，内面がナデ調整されるという技術上の特徴が，一致する。これに対し，４はや

や大ぶりで，内面がヘラミガキ・黒色処理される点で異なっている。

図４８－５は，�２から出土した土師器杯の口縁部片である。有段丸底の器形になると思われる。

図４８－６は，床面出土の土師器杯である。有段丸底の器形を呈しており，器面調整の点からも，

問題なく栗囲式に比定される。

図４８－７は，掘形埋土出土の大型土師器杯である。この大きさに比例してか，器面調整は粗雑で，

外面にはナデ調整前に施されたハケメ痕が残っている。また，内面はヘラミガキ・黒色処理されて

おらず，ナデ調整だけで仕上げられている。

図４８－８・１０は床面出土の土師器高杯である。８は，器高１２．８�を測る大型品で，脚部に３方透か

しがみられる。１０は法量が小さく，脚部に透かしは入らない。

図４８－９・１１は，土師器甑である。前者はカマド右脇の床面，後者はカマド左脇の床面から出土

した。どちらも単孔式で，胴部外面がハケメ調整される。大小に法量分化している。

図４８－１２は，北周壁ぎわで出土した土師器球胴甕である。置き台に転用されたとみられる。器高

２０�ほどの小型品で，頸部の括れが弱い。この土器は，外面がハケメ調整のあと，縦位にヘラケズ

リ調整されている。１５号住居跡のカマド補強材と共通した特徴であり，図４８－１～４の関東系土器

の存在とも併せて，注目される。

図４９－１・３は，カマド袖の補強材に転用された土師器甕である。胴部は下膨らみ気味で，外面
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　カマド左袖上� ２　床面�

４　床面�
６　床面�

８　床面�

９　床面� １０　床面�

１２　床面�

５　�２�

７　掘型埋土・�１・２�

１１　床面・�１・２�

３　カマド右袖上�

図４８ １６号住居跡出土遺物（１）
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　カマド左袖構築材� ２　カマド底面�

３　カマド右袖構築材�

４　カマド底面�

図４９ １６号住居跡出土遺物（２）
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　床面�

２　カマド底面�

３　床面� ４　カマド底面�

図５０ １６号住居跡出土遺物（３）
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　床面�

がハケメ調整される。器高３０�を下回る。

図４９－２は，カマド燃焼部内から出土し

た土師器甕である。懸け口に固定されてい

たものだろう。やや太めで，下膨れ気味の

胴部を有しており，口頸部は「く」の字状

に屈曲する。胴部外面と口縁部内面に，ハ

ケメ調整痕が観察される。

図４９－４は，カマド燃焼部に潰れていた

土師器甕である。上述したように，天井部

構築材に転用されていたと推定している。

器形は，胴部が下膨らみ気味で，口頸部が

「く」の字状に屈曲している。外面はハケ

メ調整である。

図５０－１は，カマド右脇床面の土師器甕

である。形態は，長胴甕と球胴甕の中間的

な様相を呈している。図４８－１０の土師器高

杯が，もたれかかっていた。外面はハケメ

調整されている。胴部下部は，焼成後に穿孔されている。

図５０－２は，カマド焚口で前倒しになっていた土師器甕である。口径が胴部径を上回り，胴部は

膨らみを持たない。また，外面がヘラケズリ調整されている。このような点は，他の甕と明らかに

別系譜であることを示している。

図５０－３は，周壁際で置き台に転用された土師器甕である。底部付近だけ残っている。図５０－４

は，上半部を欠いた土師器甕で，カマド燃焼部から出土した。

図５０－４は，カマド燃焼部に正立していた土師器甕である。懸け口に固定されていたものと推定

される。胴部上半を欠いているが，これは意図的に割られた可能性がある。

図５１－１は，北東隅床面に潰れていた土師器甕である。上半部を欠いている。胴部外面は，ハケ

メ調整されている。

ま と め

本遺構は，２号溝跡のすぐ南側に営まれた竪穴住居跡である。今回の調査で検出された住居跡の

中でも，残りが良く，出土遺物に恵まれたものの１つである。

遺物には，在地に無い要素を備えたものがみられ，注目される。具体的には，関東地方との関連

が土師器杯・甕に窺われる。

時期は，栗囲式期の範疇で捉えて差支えなかろう。したがって，７世紀代と考えておく。詳細に

ついては，第３編で検討したい。 （菅 原）

図５１ １６号住居跡出土遺物（４）
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１７Ａ号住居跡 ＳＩ１７Ａ

遺 構（図５２・５３，写真４８～５１）

本遺構はＯ２０，Ｏ２１グリッドに位置し，Ｌ�上面において検出された。また，本遺構は調査区中

央部の２号溝跡の南側に位置している。

本住居跡は，１７Ｂ号住居跡と建て替えの関係にある。本住居跡の床面下で１７Ｂ号住居跡が検出さ

れており，本住居跡の方が新しい。建て替えに際しては，カマド構築位置を右側にずらし，全体の

規模を大きくしている。

住居跡の平面形は，不整の方形を呈している。規模は，東西４．１ｍ，南北４．１ｍである。住居跡と

方位との関係は，発掘基準線北に対して東に４１°振れている。周壁は急角度で立上がり，検出面から

床面までの深さは，住居跡の北西隅で最大６�を測る。

床面は，南側の４分の１を除いて確認することができた。床は，Ｌ�を掘り込んだままの直床で

ある。住居跡堆積土は２層に分層される。いずれもにぶい橙色の砂質土であり，その性状より自然

堆積土と判断した。

住居跡内施設はカマド１基を検出した。西周壁の中央に取り付き，遺存状態は良好であった。燃

焼部は，奥行き６０�以上，焚口幅５０�の規模を有している。袖は，右袖長５０�，左袖長３７�を測り，

床面から，最大で２０�の高さが残っていた。煙道は長大で，長さ１．５ｍ，幅２５�を測る。検出面から

の深さは，根元付近で最大５�である。

カマドの堆積土は５層に分層される。�１は灰褐色の砂質土，�２・３は，にぶい赤褐色の砂質

土で，炭化物や焼土を含んでいる。このことから，カマド崩落土と考えている。�４は灰褐色の砂

質土，�５は暗赤褐色の砂質土で，掘形埋土と考えている。

袖の構築土は４層に分層できる。�１は灰褐色の砂質土，�２・３は，にぶい赤褐色の砂質土で，

炭化物や焼土を含んでいる。�４は灰褐色の砂質土で，掘形埋土と考えている。

なお，燃焼部に土師器の甕１個体と支脚に使われた石が据えられていた。甕は，左袖先端に倒立

しており，補強材に使用されていたと考えられる。おそらく，右袖にも何かの補強が行われていた

と推定されるが，痕跡は残されていなかった。

遺 物（図５４，写真５０９・５１０）

遺物は，土師器片２１７点，金属製品１点が出土した。図示遺物は８点あり，図５４－４を除く７点が

遺構に共伴している。なかでも，カマド右脇では，土師器杯４点が集中しており，置き去りにされ

た様子を示していた。図５４－１・３・５は伏せられており，２は正立していた。

また，これらと一緒に大きな礫が出土している。あるいは，これが右袖の補強材に使用されてい

たのかも知れない。

図５４－１～７は，土師器杯である。１は，須恵器杯蓋の模倣で，口縁部は直立気味に立ち上がる。

底部外面にハケメ調整痕が残っている。２～６は，有段丸底杯に分類されるもので，口縁部は外反
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

１７Ａ号住居跡�
�

遺物出土状況�

　１７Ａ号住居跡堆積土�
１　７.５ＹＲ６/４　にぶい橙色砂質土�
２　１０ＹＲ６/４　にぶい橙色砂質土�

床残存範囲�

石�

ＳＩ１１２�

ＳＩ１６�

ＳＩ１７Ｂ�

ＳＩ１７Ａ�

ＳＩ２５�

ＳＩ４９�

ＳＩ１３４�

ＳＫ０４�

ＳＤ０２�

石�

支脚�

土器�

撹乱�

撹
　
乱�

ＳＩ１７Ｂ�

１�
２�

Ａ� Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

２０８.９０ｍ�

Ｘ:１６７,９９６�

Ｙ:５０,９６１�

Ｘ:１６７,９９６�

Ｘ:１６８,０００�

Ｙ:５０,９６５�

Ｙ:５０,９６５�

５４－５�
�

５４－７　�
�

５４－３�
�

５４－１�
�

５４－８�
�

５４－９�
�

図５２ １７Ａ号住居跡
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０� １ｍ�
（１/２５）�

１７Ａ号住居跡カマド�
�

　１７Ａ号住居跡カマド構築土�
１　５ＹＲ５/２　灰褐色砂質土�
２　５ＹＲ５/４　にぶい赤褐色砂質土（焼土・炭化物）�
３　５ＹＲ４/４　にぶい赤褐色砂質土（かたくしまりあり，焼土・炭化物）�
４　５ＹＲ５/２　灰褐色砂質土（やわらかい）掘形埋土�

　１７Ａ号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ５/２　灰褐色砂質土�
２　５ＹＲ５/４　にぶい赤褐色砂質土（焼土・炭化物）�
３　５ＹＲ４/４　にぶい赤褐色砂質土�
　　　　　　 （かたくしまりあり，焼土・炭化物）�
４　５ＹＲ５/２　灰褐色砂質土（やわらかい）掘形埋土�
５　５ＹＲ３/２　暗赤褐色砂質土（しまり弱）掘形埋土�

石�

石�

支脚�

支脚�
１�

１
�

２
�

２
�

３
�

３
�

４
�

４
�

２�
３�

４�

４�

５�

Ａ� Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

２０８.９０ｍ�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

２０
８
.９０
ｍ
�

Ｘ:１６７,８００�

Ｙ:５０,９６３�

Ｘ:１６７,９９８�Ｘ:１６７,９９８�

Ｙ:５０,９６３�Ｙ:５０,９６１�

傾向にある。このうち，５は椀状を呈しており，須恵器杯蓋模倣とみることも可能である。３・５

は，口縁部外面にヘラケズリが及んでいる。７は，口径２４．３�を測る大型品である。椀状の深い器

形を呈しており，半球形状をなす。

８は，土師器長胴甕である。胴部は下膨れ気味で，口縁部が外反している。胴部外面は，ハケメ

調整されている。

９は，銀環である。

ま と め

本住居跡は，１７Ｂ号住居跡が建て替えられたものである。その際に，規模は大型化している。

遺物は，床面からまとまりのある資料が得られ，編年作業の好材料となった。注目されるものと

しては，銀メッキの施された耳環がある。

本住居跡の所属時期は，栗囲式期と考えられる。 （高久田）

図５３ １７Ａ号住居跡カマド
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０� １０㎝�
（１/３）�

０� ２㎝�
（１/２）�

１　床面�

３　床面�

５　床面�

７　床面�

８　カマド左袖構築材�
９　床面�

６　床面�

４　�１�

２　床面・�１�

１７Ｂ号住居跡 ＳＩ１７Ｂ

遺 構（図５５，写真５２～５５）

本遺構は，１７Ａ号住居跡と建て替え関係にある。本遺構の方が古く，建て替え前に営まれていた

ものである。

Ｏ２１グリッドに位置しており，調査区中央を東西に分断する２号溝跡の南側で検出された。

本住居跡の遺存状態は悪く，周壁は南隅周辺のみで確認できた。推測される平面形は，方形を呈

していたと考えられる。規模は，東西３．４ｍ，南北３．３ｍほどである。住居跡と方位との関係は，発

図５４ １７Ａ号住居跡出土遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）

０� １ｍ�
（１/２５）�

０�

１　�１�

６㎝�
（１/３）

　１７Ｂ号住居跡�
�

　１７Ｂ号住居跡堆積土�
１　７.５ＹＲ２/３　極暗褐色砂質土（しまり弱）�
２　７.５ＹＲ４/３　褐色砂質土（しまり強，人為堆積）�

　１７Ｂ号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ３/１　黒褐色砂質土�
　　　　　　　（しまりあり）ＳＩ１７Ａの掘形埋土�
２　５ＹＲ３/４　暗赤褐色砂質土�
　　　　　　　（焼土片含む，しまり強，人為堆積）�
３　５ＹＲ３/６　暗赤褐色砂質土�
　　　　　　　（焼土片含む，しまり強，人為堆積）�
４　５ＹＲ２/３　極暗赤褐色砂質土�
　　　　　　　（焼土片含む，しまり強，人為堆積）�
５　５ＹＲ３/２　暗赤褐色砂質土（しまり弱，人為堆積）
６　５ＹＲ３/４　暗赤褐色砂質土�
７　５ＹＲ４/３　にぶい赤褐色砂質土（しまり強）�
　　　　　　　　カマド袖�

ＳＩ１１２�

ＳＩ１６�

ＳＩ１７Ｂ�

ＳＩ１７Ａ�

ＳＩ２５�

ＳＩ４９�
ＳＩ１３４�

ＳＫ０４�

ＳＤ０２�

土器�

土器�

撹乱�

１�２�

２�

４�

４�

３�

３�

５�

６�

７� ７�

Ａ� Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

２０８.６０ｍ�

Ｂ� Ｂ′�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

２０８.７０ｍ�

１
�

２
�

Ａ
�

Ａ
′

Ａ
�

Ａ
′
�

２０
９
.００
ｍ
�

Ｘ:１６７,９９９� Ｘ:１６７,９９９�

Ｙ:５０,９６１�

Ｘ:１６７,９９８�
Ｙ:５０,９６１�

カマド�

Ｙ:５０,９６３�

Ｘ:１６８,０００�

Ｙ:５０,９６１�

Ｘ:１６８,０００�

Ｙ:５０,９６５�

Ｘ:１６７,９９６�

Ｙ:５０,９６５�

図５５ １７Ｂ号住居跡・出土遺物
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掘基準線北に対して，４１°東に傾く。残っている周壁は，急角度で立上がり，検出面から床面までの

深さは，西周壁中央で最大１２�である。床は直床である。

堆積土は２層に分層される。いずれも，１７Ａ号住居跡構築時に埋められた人為堆積土と考えてい

る。�１は極暗褐色の砂質土で，�２は褐色の砂質土である。

住居跡内施設は，カマド１基を検出した。カマドは西周壁に取り付き，遺存状態は比較的良好で

ある。燃焼部は，奥行き５０�以上，焚口幅２５�の規模を有している。袖は，右袖長４５�，左袖長５０�

を測り，床面から最大で１１�の高さが残っていた。煙道は長さ０．７ｍ，幅２０�を測る。検出面からの

深さは，先端付近で最大１５�である。

カマドの堆積土は６層に分層される。�１は黒褐色の砂質土で，１７Ａ号住居跡の掘形埋土と考え

ている。�２・３は暗赤褐色の砂質土で，炭化物を含んでいる。�４は極暗赤褐色の砂質土で，炭

化物を含んでいる。�２～４とも，焼土片を含んでいる。�５は暗赤褐色の砂質土で，燃焼部底面

を覆っている。

袖の構築土は１層で，にぶい赤褐色の砂質土である。

遺 物（図５５，写真５１０）

遺物は，土師器片５７点が出土した。図示遺物は１点ある。

図５５－１は，有段丸底の土師器杯である。底部は平底風で，口縁端部が外反する。

ま と め

本住居跡は，１７Ａ号住居跡の建て替え前に営まれていたものである。周壁は，大半が失われてい

た。規模は，一辺３．５ｍを下回っており，小型の部類に属する。

本住居跡の所属時期は，下限を栗囲式期に求めることができると思われる。 （高久田）

１８号住居跡 ＳＩ１８

遺 構（図５６・５７，写真５６～５８）

本遺構は調査区北部のＮ２０・Ｏ２０グリッドにかけて検出した，一辺が約８ｍの大型の竪穴住居跡

である。

本住居跡は，北西隅で１９号住居跡，南東隅で８・６９号住居跡と重複している。出土遺物から本住

居跡よりも８号住居跡のほうが新しいが，他の住居跡との新旧関係は遺構の調査では判断できなかっ

た。

本住居跡はＬ�中よりカマドの範囲は検出していたものの，周囲に撹乱が多かったことと，住居

跡が予想よりも大きかったことなどから，なかなか住居跡全体を把握できなかった。カマドの調査

を先行させながら，カマド位置と対応するような南・西周壁が確認できたため，１軒の大型の竪穴

住居跡と認識して調査を行っている。

南・西周壁の検出面はＬ�あるいはＬ�上面である。住居跡内堆積土は大きく上下２層に分けら

れ，�１の暗褐色砂は住居跡全体に認められる。その下層には�４に相当する締まりのある黒褐色
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Ｐ５�

Ｐ６�

Ｐ２�

Ｐ３�

２ｍ�
（１/６０）�

　１８号住居跡�
�

　１８号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂�
２　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂（鉄分の沈着が認められる）�
３　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂�
４　１０ＹＲ２/３　黒褐色砂（焼土塊多量含む）�
５　１０ＹＲ２/２　黒褐色砂（褐色砂含む）�
�
　Ｐ３堆積土�
１　１０ＹＲ３/１　黒褐色砂質土（にぶい黄褐色砂の塊含む）�
２　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂�
　　　　　　　（黒褐色砂質土・灰黄褐色砂塊含む）�
３　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂（にぶい黄褐色砂を斑状に含む）�

　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂（炭化物少量含む）�
２　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂（しまりなし）�
３　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂質土（ややしまりあり）�
�
　Ｐ２堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂�
２　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂�
３　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂（ややしまりあり）�
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図５６ １８号住居跡（１）
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０� １ｍ�
（１/３０）�

０� ２ｍ�
（１/６０）�

１８号住居跡カマド�
�

　１８号住居跡カマド堆積土�
１　７.５ＹＲ３/３　暗褐色砂（焼土・粘土塊・炭を微量含む）�
２　５ＹＲ３/２ 　暗赤褐色砂質土（ややしまりあり，焼土・粘土�
　　　　　　　　塊・炭化物粒を多量含む）�
３　１０ＹＲ６/２ 　灰黄褐色粘土�
　　　　　　　（しまりあり，粘性あり，焼土・炭を多量含む）�
４　５ＹＲ３/２　黒褐色砂�
５　７.５ＹＲ３/３　暗褐色砂（焼土塊を微量含む）�
�
　１８号住居跡カマド構築土�
１　７.５ＹＲ４/４　褐色砂質土（焼土塊を少量含む）�
２　７.５ＹＲ４/３　褐色砂質土（焼土・炭化物を少量含む）�
３　７.５ＹＲ４/３　褐色砂質土（焼土・炭化物を少量含む）�
４　７.５ＹＲ３/１　黒褐色砂質土（焼土塊を多量含む）�

　Ｐ４堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂（焼土・炭化物を少量含む）�
２　１０ＹＲ２/２　黒褐色砂質土�
�
　Ｐ５堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂（しまりなし）�
２　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
　　　　　　　（しまりあり，灰黄褐色砂の塊少量含む）�
�
　Ｐ６堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂（黒褐色砂質土の塊多量含む）�
２　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂�

　Ｐ７堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂（黒褐色砂質土の塊少量含む）�
２　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂�
３　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂�
�
　Ｐ８堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂（炭化物少量含む）�
２　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂質土�
　　　　　　　（ややしまりあり，灰黄褐色砂の塊が斑状に含む）�
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砂が広がっていた。

住居跡の大きさは遺存する部分で西周壁が約６．１ｍ，南周壁が約８．２ｍを測る。遺存する周壁とカ

マドの位置関係から，およそ一辺約８ｍの大型の正方形の住居跡と推測できる。

また，その場合の主軸方位はＮ８°Ｅとなり，ほぼ真北を指している。深さは検出面から床面まで

約３０�ほどで，南・西周壁とも緩やかに立ち上がっている。床面はほぼ平坦で，踏み締まりが認め

られ，中央付近には部分的に焼土塊が散っていた。

カマド以外の付属施設は確認できず，大型住居を支えられるような堅固な支柱穴を期待していた

が，検出できたものは８基の不規則な配置の小ピットだけであった。これらの小ピットは床面の駄

目押し後のＬ�中から検出したもので，５号ピットは８号ピットより新しいというように，中には

新旧関係が確認されるものもあり，すべてが本住居跡に伴うものではないかもしれない。小ピット

は住居跡の東側３分の１の範囲から検出され，それらの大きさは径約２０�前後のものと，長軸約４０

～６０�の楕円形のものとがあった。

図５７ １８号住居跡（２）
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北周壁は確認できなかったが，カマドは北周壁の中央に付設されていたようである。カマドは燃

焼部しか残っておらず，煙道や煙出しは確認できなかった。カマド袖は北周壁の想定ラインから約

１ｍほど張り出しており，両袖間は約８０�ほどである。燃焼部は底面からカマド袖にかけて赤変し

ており，焚口周辺が特に強く火を受けている。

燃焼部内の堆積土は，５層に分層できた。カマドの天井は崩落していて，含有物に焼土・粘土塊

や炭化物のみられる層が堆積していた。特に，�４は焼土や炭化物を多く含んだ黒褐色砂で，天井

崩落土と考えられる。しかし，カマド袖の構築土からは堆積土中にみられたような粘土は認められ

なかった。

カマドは浅く掘り込んで底面の形を整え，その後に褐色の砂質土でカマド袖を構築しているよう

である。東袖の芯材として土師器の甕が転用されていた。

遺 物（図５８，写真５１０・５１１）

本住居跡から出土した遺物のうち図示したものは，土師器５点，土製品３点，鉄製品１点である。

図５８－１は土師器の杯で，口縁部の直径が約２５．８�と大型である。この大型杯は内黒の有段丸底

のもので，内面にも対応する稜が認められる。口縁部が外反し，口唇部の周囲はケズリで再調整が

加えられている。

図５８－２～５は土師器の甕である。甕の多くは，口縁部が「く」の字状に屈曲し，体部外面がハ

ケメ調整されるものである。２は小型の球胴甕で，カマドの芯材として利用されていた。熱を受け

て器面が著しく剥離しているため，はじめ煮炊具として使用していたものを転用したと考えられる。

３は胴部が張り，体部外面の調整はヘラナデである。５は長胴の甕であるが，他の甕と異なり，口

縁部が緩やかに外反していて頸部に明瞭な段や稜が認められない。底部は欠損しているが，それ以

外は完全な形で残っており，床面からやや浮いたところに直立した状態で出土した。端部がほぼ揃っ

ているため，故意に切断された可能性も考えられる。４は口縁部が最大径になるもので，底部に認

められた木葉痕は周縁に粘土を貼った後に付いたものである。

図５８－７～９は土製の玉類である。７・８は丸玉で，上端面と下端面が平坦に整えられている。

表面は，黒色処理されている。９は，管玉である。両端を欠損しており，全長を知ることができな

い。これも，表面が黒色処理されている。

図５８－６は形状から刀子と考えられる。

ま と め

本住居跡は，出土遺物から栗囲式期のものと考えられる。重複する１９号住居跡や６９号住居跡と前

後する時期に営まれていたようである。

本住居跡は，周囲の住居跡に比べて大型で，軸を真北にとっている。このことから，ある時期の

中心的な住居であった可能性が考えられる。ただ，遺存状態にあまり恵まれておらず，細部内容を

検討できなかったことは残念であった。 （大 波）
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１　�１�

２　カマド�

３　�１�

４　�１�

６　�１�

５　堆積土�

７　床直�

８　床直�

９　床直�

（１/３）

０� １０㎝�

（１/２）
０� ２㎝�

図５８ １８号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡

９４



Ｙ:５０,９５８� Ｙ:５０,９６１�

Ｘ:１６８,０４４� Ｘ:１６８,０４４�

Ｙ:５０,９５８�

２０８.５０ｍ�

Ｘ:１６８,０４０�

撹　乱�

撹　乱�

撹　乱�

Ａ� Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

１９号住居跡�
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０� １ｍ�

６０－２�

６０－１�

　１９号住居跡カマド堆積土�
１　褐色砂（焼土塊含む）�
２　暗褐色砂（焦茶斑が多量認められる，�
　　　　　　　焼土塊少量含む）�
�

　１９号住居跡堆積土�
１　褐色砂（焦茶斑が多量認められる）�
�

１９号住居跡 ＳＩ１９

遺 構（図５９，写真５８・５９）

本遺構は，調査区北部のＮ１９・Ｏ１９グリッドで検出された竪穴住居跡である。一辺が約８ｍの大

型の竪穴住居跡である１８号住居跡の北西隅と重複している。しかし，重複する部分は近代以降の井

戸と思われる撹乱で破壊されており，その部分からの新旧関係はわからなかった。

本住居跡は，Ｌ�下部からＬ�まで掘り込まれており，Ｌ�から北周壁を，Ｌ�から西・南周壁

を検出した。

住居跡内には，堆積土が１層認められた。均質な褐色砂で，酸化鉄とみられる焦茶色斑が多量に

観察される。

住居跡の大きさは北周壁が約３．６ｍ，西周壁が約３．３ｍで，東西にやや長い方形で，主軸方位はＮ

４０°Ｅである。深さは約１０�ほどしか確認できず，周壁のほとんどは崩れてしまって緩やかに立ち上

がっている。床面はほぼ平坦であるが，踏み締まり等は認められなかった。

南周壁のやや西寄りには，長軸が南周壁に直交するように楕円形のピットが認められる。このピッ

トの大きさは長軸約６０�，短軸約４０�，深さ約１５�ほどである。堆積土中には焼土塊が含まれてお

り，周壁際に位置することからカマドの掘形と考えられる。

掘形内堆積土は２層に分層したが，下層の�２は焼土塊を少量含んだ暗褐色砂で，住居跡内堆積

図５９ １９号住居跡
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１　検出面�

２　検出面�

０� １０㎝�
（１/３）�

土のような焦茶色斑が認められた。その上層の

�１はほとんど住居跡内堆積土と変わらないが，

焼土塊を含んでいる。住居跡の施設として確認

できたのはカマドの掘形のみで，他に柱穴等は

認められなかった。

遺 物（図６０，写真５１１）

本住居跡から出土した遺物として図示できた

のは２点で，平面図上に位置を示した。

図６０－１は土師器の甕で，口縁部は緩やかに

外反する。体部外面はハケメ調整で，底部は粗

く削られている。

図６０－２は須恵器の高杯の脚部で，遺存する

部分には三角形の透かし穴が１か所残るだけで

あるが，割れ口から判断すると３方に透かしが

あったようである。

ま と め

本住居跡は周辺の住居跡と同じく栗囲式期の

ものとみられる。出土した遺物のうち，須恵器

の高杯の脚部には透かし穴が認められることか

ら，本住居跡は７世紀の前半ごろに営まれたも

のと考えている。 （大 波）

２０号住居跡 ＳＩ２０

遺 構（図６１，写真６０・６１）

本遺構は調査区北部のＮ２０グリッドに位置する竪穴住居跡である。重複する住居跡との関係は２０

号住居跡→１１号住居跡→３号住居跡となり，本住居跡が最も古い。本住居跡全体は１１号住居跡と北

側部分が重複するため，１１号住居跡の掘形底面から検出した。本住居跡全体が１１号住居跡の北側部

分と重複していたが，本住居跡のほうが深く掘り込まれていたため，１１号住居跡の貼床をはずした

段階で確認できた。しかし，１１号住居跡の調査中には本住居跡を認識できず，本住居跡の東側部分

は１１号住居跡を駄目押しして東側約１／３を掘り飛ばしてしまっている。そのため東周壁と南・北周

壁の一部は確認できず，住居跡の東側の範囲は確定できていない。

住居跡内堆積土は３層に分層した。壁の崩落土とみられる暗褐色砂質土が北周壁際で三角堆積し，

その上層に�１・２の砂層が堆積していることから自然堆積と考えられる。住居跡の大きさは南北

約３．２ｍ，東西は遺存する部分で約３．９ｍである。カマドの位置を北周壁の中央と想定すれば，東西

図６０ １９号住居跡出土遺物
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（１/５０）�

Ｂ
�
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�

０� ２ｍ�

１　床直�

（１/２）�
０� ２㎝�

（１/２５）

０� １ｍ�

　２０号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂�
　　　　　　　（炭化物・焼土を少量含む）�
２　５ＹＲ４/３　にぶい赤褐色砂�
　　　　　　　（焼土粒多量含む）�
３　７.５ＹＲ３/３　暗褐色砂�

　２０号住居跡堆積土�
１　７.５ＹＲ３/２　黒褐色砂�
２　７.５ＹＲ４/２　灰褐色砂�
　　　　　　　（褐色土の塊を多量含む）�
３　７.５ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�

撹　乱�

撹　乱�

２�

２�

１�

１�

３�

３�
ＳＩ１１Ｐ１�

ＳＩ２０�

ＳＩ１８�

ＳＩ１２�

ＳＩ０３�

ＳＩ１１�

ＳＩ１１Ｐ１�

２０号住居跡�
床
残
存
範
囲�

に長い長軸約４．４ｍの長方形のものと考えられる。深さは１２～１４�ほどしか残らないが，周壁はほぼ

直立して立ち上がる。床面はほぼ平坦で，貼床等は認められなかった。また，主軸方位はＮ４２°Ｅで，

阿武隈川の流路方向にあわせて造られている。

住居跡内の付属施設はカマド以外は確認されていない。カマドは北周壁に付設されるが，燃焼部

の奥壁部分は１１号住居跡の１号ピットで破壊されており，煙道部も撹乱が著しく確認できなかった。

僅かに焚口付近とカマド袖の一部が残るのみである。カマド内の堆積土には炭化物や焼土粒子が含

まれ，煙道側から流れ込んだ様子が確認できた。カマド袖は北周壁から「ハ」の字状に約４０�ほど

張り出しており，両袖間は約６０�を測り，赤く焼けていた。カマド袖は床面から約１０�程度しか残っ

ていないが，締まりのない暗褐色砂質土で構築されていた。

遺 物（図６１，写真５１１）

本住居跡の出土遺物は少なく，図示できたものは土製品１点である。図６１－１は欠損していて元

の形はよくわからないが，断面が円形で，先端が細く，僅かに屈曲している。勾玉の一部とも考え

られるが，本遺跡内から出土したものの多くは弧状に強く湾曲するため，形状が異なっている。土

製品の大きさは，断面径が約１�，遺存する部分の長さが約３．７�ほどである。

ま と め

本住居跡からの出土遺物は少ないが，他の住居跡との重複関係から栗囲式期のものと考えられる。

（大 波）

図６１ ２０号住居跡・出土遺物
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Ｙ:５０,９４５�

Ｘ:１６７,９９９�
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Ｙ:５０,９４５�

Ｘ:１６７,９９７�

Ｙ:５０,９４５�
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Ｙ:５０,９４５�
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Ｙ:５０,９４７�

Ｘ:１６７,９９７�

２０８.９０ｍ�
Ａ� Ａ′�

２０８.９０ｍ�
Ｂ� Ｂ′

（１/５０）�

Ａ�

Ａ′�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

０� ２ｍ�

（１/２５）�

０� １ｍ�

（１/３）

０� ６㎝�
１　カマド煙道内�１�　２２号住居跡カマド堆積土�

１　５ＹＲ３/１　　黒褐色土�
２　２.５ＹＲ５/４　にぶい赤褐色砂質土　酸化壁崩落土�
３　５ＹＲ４/２　　灰褐色砂質土�
�

　２２号住居跡カマド構築土�
１　２.５ＹＲ５/６　明赤褐色土　袖構築土�

床残存範囲�

１�１�

１�
２�３�

土器�

ＳＩ２２�

ＳＩ１０�

ＳＩ１４�

ＳＩ７０�

ＳＩ１５５�
ＳＩ２３�

ＳＩ３８�

ＳＩ９１�ＳＩ９０�

ＳＩ１０６�
ＳＩ２４�

Ｓ
Ｉ
４９
�

Ｓ
Ｉ
１４
２�

Ｓ
Ｉ
９３
�

２２号住居跡�

カマド�

２２号住居跡 ＳＩ２２

遺 構（図６２，写真６２・６３）

本遺構は，Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，自然堤防

の中央平坦面で，周辺に数多くの住居跡が密集している。本住居跡は，２３・７０・９１号住居跡と重複

している。新旧関係は，７０・９１号住居跡を切っており，２３号住居跡に切られている。

本住居跡は，何度検出作業を繰り返してもプランが確定できず，最終的にカマドとその中軸線上

図６２ ２２号住居跡・出土遺物

第１編 高木遺跡
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の床を残した他は，無くなってしまった。この部分が残ったのは，明黄褐色粘質土の貼床がなされ，

上面が踏み締まっていたためである。

検出範囲でみると，本住居跡の規模は，東西５．６ｍ，南北２．３ｍ以上であり，中規模以上のクラス

に属していたと考えられる。

カマドは大型で，側壁の焼土化が著しい点が特徴として指摘できる。全長は，１９０�を測る。側壁

の焼土面を参考にすると，煙道部は長さ１１０�となり，それより内側の８０�が燃焼部になると推定さ

れる。ただ，断面の状態では，両者の区別は判然としなかった。あるいは，軟弱な砂に構築されて

いるため，間を区画する段が崩れてしまったのかも知れない。焚口は，内側で計測すると，幅４６�

を測る。

遺 物（図６２）

遺物は，土師器片８１点が出土した。

図６２－１は，カマド煙道部から出土した土師器手づくね土器である。祭祀に伴うものかもしれな

い。底部を欠いている。

ま と め

本住居跡は検出状態が悪いため，詳細を知ることができなかった。カマドは大型で，全体の規模

は，中規模以上のクラスに属していたと考えられる。

所属時期は，表杉ノ入式前半期の２３号住居跡に切られており，カマド煙道部の資料を勘案すると，８

世紀以前に位置付けられる可能性が高いと思われる。 （菅 原）

２３号住居跡 ＳＩ２３

遺 構（図６３・６４，写真６４～６７）

本遺構は，Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，自然堤防

の中央平坦面である。本住居跡は，２２・３８・５３・９１号住居跡の４軒と重複し，これらのすべてを切っ

ている。また，北西隅は撹乱で周壁と床面が壊されている。

堆積土は，２層に分層された。土層断面図が示すように，典型的なレンズ状堆積であり，遺構は

自然埋没したと考えている。床面は，貼床されず，掘形底面のＬ�がそのまま利用されている。平

坦に整えられており，カマド前面は硬化していた。床面と検出面の比高差は，１５�前後を測る。

本住居跡の平面プランは，長方形を呈する。東西に長く，規模は，東西６．３ｍ，南北５．１ｍを測る。

この大きさは，高木遺跡では比較的大型の部類に属する。方向は，発掘基準線北に対して，東に１０°

振れている。

カマドは，北周壁で検出された。位置が右に大きく偏っており，この点が特徴的である。燃焼部

は，住居廃絶時に取り壊されたとみられ，袖は残っておらず，底面に土師器甕の破片が散乱してい

た（図６４）。煙道部は，周壁を少し掘り込んだだけで，すぐ真上へ立ち上がる構造であったらしい。

�１・２の堆積状況からは，そのことがはっきり読み取れる（図６４）。支脚は土製品が使用され，据
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（１/５０）
０� ２ｍ�

　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土�
２　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土�

　Ｐ２堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土�
�

　Ｐ３堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土�
２　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土�
　　　　　　　（しまりあり）�

　２３号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土（しまりなし，柔らかい）�
２　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色砂質土�

１�

１�

２�

２０８.６０ｍ�
Ｃ� Ｃ′�

１�

２�

Ａ′�２�

ＳＩ６４�
ＳＩ５４�

ＳＩ５３�
ＳＩ２３�

ＳＩ０７�

ＳＩ５２�

ＳＩ３８� ＳＩ９１�

ＳＩ９０�

ＳＩ３３�

ＳＩ６０�ＳＩ４６�

２３号住居跡�

Ｐ２�

Ｐ１�

Ｐ３�

６５－１�

Ｐ１� Ｐ２�
２０８.６０ｍ�

Ｄ� Ｄ′�

１�
２�

Ｐ３�

６５－５�

えられたままの状態で検出された。その手前の底面は，焼土化しており，断ち割ったところ，最大

１２�の厚さを測った。このことから，カマドの使用が長期間であったことが窺えた。

ピットは，３基検出されている。どれも径１ｍ前後の円形基調をなし，深さ２０～３０�の範囲にま

とまる。Ｐ１は，カマド燃焼部の右脇にあり，貯蔵穴の可能性が高いと考えられる。他は，性格が

分からず，住居跡機能時に開口していたかどうかも判明していない。

遺 物（図６５・６６，写真５１１・５１２）

遺物は，土師器片４０６点，石製品１点が出土した。出土状況は，カマド燃焼部底面に土師器甕の破

片が集中していたほか，カマドから離れた床面にも図示遺物の散在がみられた。

図６３ ２３号住居跡

第１編 高木遺跡
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－
４
�

２０
８
.９０
ｍ
�

　２３号住居跡カマド堆積土�
１　２.５ＹＲ５/４　にぶい赤褐色砂質土�
２　２.５ＹＲ２/１　赤黒色砂質土�
３　１０Ｒ５/４　　赤褐色砂質土�
４　１０Ｒ４/４　　赤褐色砂質土�
５　１０Ｒ４/１　　暗赤灰色砂質土�
６　１０Ｒ５/４　　赤褐色砂質土�

図６５－１は，床面出土の土師器杯である。ロクロ調整で，底部全面～体部下端に回転ヘラケズリ

調整が施されている。器形は，体部下端の腰が張ったのち，体部が直線的に外傾して，口縁部端部

で外反する。全体につくりが薄く，整形・調整は丁寧に行われている。

図６５－２は，カマド燃焼部底面に散乱していた土師器甕の１つである。破片の状態で出土したが，

接合の結果，口縁部～胴部まで復元された。器面全体はロクロ調整され，口頸部は短く，「く」の字

状に強く屈曲する。胴部中位から下には，縦位の手持ちヘラケズリ調整が施されている。

図６６－１は，これと同一個体の可能性がある底部付近の破片である。底部と胴部の外面に，同一

の墨書が施されている。仮に，その２つが，後述する図６５－３のように，カマド補強材であったと

すると，住居廃絶時のカマド取り壊しに伴って，儀礼が行われたと考えることができる。

図６５－３は，燃焼部底面に散乱していたもう１つの土師器甕である。これは，左袖先端の想定位

置で倒立していた口縁部と接合し，ほぼ完形の状態に復元された。したがって，袖の補強材であっ

た可能性が高いと考えている。器面全体は，ロクロ調整されており，胴部下半は縦位に手持ちヘラ

ケズリ調整されている。図６５－２に比べると，胴部の張りが無く，なだらかに底部にいたる。口縁

端部は，摘み上げられている。また，胴部外面に，ロクロ調整前の平行タタキメ痕が残っており，

細部での違いが指摘される。

図６５－４は，土製支脚である。表面は，ナデ調整されている。

図６４ ２３号住居跡カマド

第２章 遺構と遺物
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０� １０㎝�
（１/３）

１　床面�

３　床面，カマド前床面�

４　カマド底面�

２　床面，カマド前床面・カマド�１�

５　床面�

被熱範囲�

被熱範囲�

図６５ ２３号住居跡出土遺物（１）
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０� １０㎝�
（１/３）

１　床面�

２　�１�

図６５－５は，南周壁直下の床面から出土した土師器甕である。底部を欠いている。他と違って，

口径が大きく，器高の低い器形になると推定される。内面は黒色処理されおり，煮炊具でないこと

が知られる。

図６６－２は，石製紡錘車の未成品である。�１から出土しており，類例の年代観からいっても，

この住居跡に伴うものではないと考えられる。

ま と め

本遺構は，自然堤防の中央平坦面に営まれた竪穴住居跡である。出土遺物の特徴から，表杉ノ入

式期に比定され，具体的には，９世紀前半～中頃の年代が与えられる。

当該期の住居跡としては，大型の部類に属し，プランが横長であること，カマドが取り壊され，

儀礼が行われている点に，特徴が指摘できる。 （菅 原）

２４号住居跡 ＳＩ２４

遺 構（図６７・６８，写真６８）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した自然

堤防の東斜面肩部である。周囲には，数多くの住居跡が密集している。

本住居跡は，４９・８９・９０・１０６・１４２・１５６号住居跡，１４・１７号土坑と重複しており，それらのどれ

よりも新しい。図６７右上には，代表的な遺構との関係だけを掲載した。

本住居跡は，検出が非常に難しかった。カマドは比較的簡単に周囲と識別できたが，竪穴の方は

どうしてもプランが分からず，カマド軸線方向に合わせて十字に断ち割りを入れ，断面で周壁の立

上がりを押さえた。そして，これをもとに，掘り下げを進め，最終的に図示した掘りあげ状態となっ

ている。このような調査状況のため，形態と規模には，若干の誤差を含んでいる可能性があると思

図６６ ２３号住居跡出土遺物（２）
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図６７ ２４号住居跡
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　２４号住居跡カマド堆積土�
１　７.５ＹＲ６/３　にぶい褐色砂質土�
２　５ＹＲ４/１　　褐灰色砂質土�
３　５ＹＲ４/３　　にぶい赤褐色砂質土�
４　５ＹＲ４/１　　褐灰色砂質土（酸化壁片・焼土・炭化物）�
５　５ＹＲ３/１　　黒褐色砂質土�

われる。

さらに，本住居跡は，断面図作成前

に降雨で土層観察用ベルトが崩れてし

まっている。このため，堆積土は３層

に分層されたが，ここに図示すること

はできない。典型的なレンズ状堆積で，

自然埋没したと考えている。床面は平

坦で貼床は認められず，重複する下層

住居跡の堆積土上面が床となっている。

床面と検出面の比高差は，３０�あまり

を測る。

本住居跡の平面プランは，長方形を

呈する。東西に長く，規模は，東西６．４

ｍ，南北４．８ｍを測る。この大きさは，

高木遺跡では比較的大型の部類に属す

るものといえる。また，方向は発掘基

準線北に対して東に２５°振れている。

カマドは，西周壁の左寄り位置で検

出された。煙道部は，周壁から１．７５ｍ

細長く伸びており，燃焼部は，袖が「ハ」

の字状に開いている。袖の長さは，周

壁から６０�あり，焚口幅は４３�を測る。

遺 物（図６９，写真５１２・５１３）

遺物は，土師器片８９３点，須恵器片３点が出土したが，本来は，もっと多くの遺物が床面や堆積土

中に残されていたと推定される。上述した流入土砂の処理の際に，失われてしまった。

図６９－１の土師器杯は，カマド左脇の周壁直下で出土した。しかし，調査時作成の遺構カードに

記録されているのは，４の土師器甕だけである。このように，遺物カードの記録との間に混乱がみ

られ，出土状況には不安が残る。器形は，比較的高い位置に口縁部と体部の境がある，有段丸底を

呈している。舞台式～栗囲式古段階に比定される。

３～５は，床面出土の土師器甕である。この３点は，確実に遺構に伴っている。非ロクロ調整で，

胴部がナデ調整されている。ただし，５の胴部下端には，ナデ調整前のハケメ痕跡が残っている。

２は，須恵器返り蓋の破片である。�１から出土した。口径１０．１�に復元される。

ま と め

本遺構は，自然堤防の東斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。プラン検出が難しかったうえ，

図６８ ２４号住居跡カマド
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０� １０㎝�
（１/３）

１　床面�

３　床面�

４　床面�

５　床面�

２　�１�

調査途中で土層観察用ベルトが崩れてしまい，調査条件に恵まれなかった。

所属時期については，本住居跡に切られる住居跡がどれも栗囲式に比定され，伴出した土師器甕

３点が非ロクロ調整であることから，７～８世紀代の大枠で捉えておきたい。 （菅 原）

２５号住居跡 ＳＩ２５

遺 構（図７０，写真６９～７１）

本遺構は，Ｏ２１・Ｎ２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面し

た自然堤防の東斜面肩部にあたる。４９・１１２・１３４・１４２・１５５号住居跡と重複しており，新旧関係は，

そのどれよりも新しい。

堆積土は，にぶい黄褐色砂質土の１層で，自然堆積したものと考えている。しまりがない。床面

は貼床が施されず，下層住居跡の堆積土上面が直接床となっている。床面と検出面の比高差は，１０

�あまりを測る。

図６９ ２４号住居跡出土遺物
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２５号住居跡�

カマド�

Ｙ:５０,９５７�

Ｘ:１６７,９９２�

Ｙ:５０,９６１�

Ｘ:１６７,９９４�

Ｙ:５０,９６１�

Ｘ:１６７,９９３�

Ｙ:５０,９６０�
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Ｘ:１６７,９９２�

０� １ｍ�
（１/２５）�

０� ２ｍ�

（１/５０）�

　２５号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土（しまりなし）�　Ｐ１堆積土�

１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ２/１　黒色土（木炭多量含む）�

　２５号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ５/１　褐灰砂質土色�
２　５ＹＲ５/２　灰褐色砂質土�
３　５ＹＲ４/３　にぶい赤褐色砂質土（焼土・炭化物）�

　２５号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ７/４　にぶい黄橙色砂質土（粘土）袖構築土�

ＳＩ２５�
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本住居跡の平面プランは，歪んだ正方形基調を呈している。向かい合う南周壁と北周壁では，長

さが揃わない。規模は，中軸で計測すると，東西３．８ｍ，南北３．９ｍとなり，高木遺跡では小型の部

類に属する。住居跡方向は，振れが小さく，発掘基準線北に対して東に１３°偏している。

カマドは，東周壁中央で検出された。燃焼部は，袖が住居廃棄時に壊されたと推定され，ほとん

ど残っていない。底面の焼土化した範囲の方が，手前に広がっている。断ち割ったところ，焼土化

は厚さ１４�にも及んでおり，このカマドがかなり長期間使用されたことが窺われた。

細部施設では，北周壁に沿って，Ｐ１が検出された。１６２�×５２�の整った長方形を呈するもので，

図７０ ２５号住居跡
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２　カマド�２�

３　カマド�２�

４　床面�

１　�１，Ｐ１�２�

０� １０㎝�
（１/３）�

底面は平坦に整えられている。床面からの深さは，２０�を測る。内部に，形状をとどめない木炭が

ぎっしり詰まっていた。鍛冶作業に伴う炭溜を性格比定の候補に想定できる。しかし，羽口・鉄滓

は周囲から検出されていない。

遺 物（図７１，写真５１３）

遺物は，土師器片４６９点，須恵器片６点，鉄製品１点が出土した。図示遺物は，遺構に共伴する。

図７１－１は，須恵器高台杯である。口縁部を欠いており，器形全体の特徴を知ることができない。

Ｐ１�２から出土した。高台部は，短く，断面は方形を呈している。底部外面に，静止糸切り痕が

観察される。

２・３は，カマド燃焼部�２から出土した土師器甕である。ロクロ調整で，器形は長胴のタイプ

に属する。２は，口頸部が「く」の字状に外傾し，胴部に張りが認められない。器面調整は，胴部

下位に，縦位の手持ちヘラケズリ調整が加えられている。３は，口頸部が強く屈曲しており，胴部

上半に膨らみを持つ。４は，床上出土の鉄製刀子である。先端を欠いている。

ま と め

本遺構は，自然堤防の東斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。表杉ノ入式期に所属する。小型

で，木炭の充満した長方形のピットが設けられている点に，特徴が指摘される。工房機能を備えて

いた可能性を考えておきたい。

また，住居跡方向は発掘基準線北に対する振れが小さく，周辺の該期住居跡と同様の特徴を示し

ている。カマドは，廃絶時に燃焼部が壊されていた。 （菅 原）

図７１ ２５号住居跡出土遺物
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２６号住居跡 ＳＩ２６

遺 構（図７２・７３，写真７２～７７）

本遺構はＯ２１グリッドに位置し，Ｌ�上面において検出された。北西隅は，撹乱により失われ，

南東隅も検出できなかった。

残存する周壁から，本住居跡の平面形は正方形を呈し，四隅は角張っていたと思われる。規模は，

東西５．２ｍ，南北４．９ｍである。住居跡と方位との関係は，発掘基準線北に対して，東に３６°振れてい

る。周壁は急角度で立上がり，検出面から床面までの深さは，南周壁付近で最大３０�である。

床面は，Ｌ�を掘り込んだままの直床である。カマド周辺に踏み締まりが認められた。上面のレ

ベルを追っていくと，微地形の傾斜に併せて，南東側に緩やかに傾斜しているのが読み取れる。し

たがって，カマド周辺が最も低い。

住居跡堆積土は，�１ａ・１ｂ・２・３の４層に分層される。このうち，�１ａ・１ｂ・２は，

レンズ状の堆積状況を示すことから，時間をかけて埋まっていった自然堆積土と考えている。これ

に対して，�３は他と様相が違っている。北周壁付近に局所的に堆積しており，面的なひろがりを

有していない。締まりの強い褐色の砂質土で，Ｌ�に類似することから，急激に埋まった周壁の崩

落土と考えている。

住居跡内施設は，カマド１基とピット４個を検出した。カマドは，東周壁中央に取り付いており，

遺存状態が悪い。煙道部は完全に失われていた。燃焼部は，奥行き５０�以上，焚口幅３０�の規模を

有している。袖は，右袖長６０�，左袖長６０�を測り，床面から最大で８�の高さが残っていた。燃

焼部底面は焼土化していた。カマドの堆積土は，赤褐色砂質土の１層で，炭化物粒と焼土を含んで

いる。人為的に埋められたものと考えている。

検出された４個のピット（Ｐ１～４）は，住居上屋構造に関わる施設と考えられる。周壁と平行

するように，方形に配置されている。降雨で壁が崩れてしまい，輪郭が広がっており，以下に示す

計測値は，若干の誤差を含んでいる。

Ｐ１は長径８０�の不整円形で，深さ２８�である。Ｐ２は長径９５�の不整円形で，深さ４５�である。

Ｐ３は径６０�の円形で，深さ３０�である。Ｐ４は径５０�の円形で，深さ３０�である。

それぞれのピットの間隔は，Ｐ１－Ｐ２の間で約１．６ｍ，Ｐ３－Ｐ４の間で約２．４ｍ，Ｐ１－Ｐ４

の間で約２．３ｍ，Ｐ２－Ｐ３の間で約１．６ｍを測る。

Ｐ１・２の堆積土は，レンズ状の堆積で，土器片・炭化物を含む褐色の砂質土と，締まりのある

灰褐色の砂質土の，２層からなる。Ｐ３・４の堆積土は，締まりのある灰褐色の砂質土である。柱

痕跡は，識別できなかった。

遺 物（図７４・７５，写真５１３・５１４）

遺物は，土師器片７４９点，須恵器片２点，土製品３点，石製品３点が出土した。

図７４－１は，土師器高杯である。杯部は，有段丸底の器形を呈している。脚部は，粘土紐接合部
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（１/５０）�

　２６号住居跡堆積土�
１ａ　７.５ＹＲ４/３　褐色砂質土（しまり弱）�
１ｂ　７.５ＹＲ４/３　褐色砂質土（しまりあり）�
２　　７.５ＹＲ２/２　黒褐色砂質土（しまり強）�
３　　７.５ＹＲ４/３　褐色砂質土（しまり強）�
�

　Ｐ１堆積土�
１　７.５ＹＲ４/３　褐色砂質土（しまり弱，土器片・炭化物含む）�
２　７.５ＹＲ４/２　灰褐色砂質土（しまりあり）�
�

　Ｐ２堆積土�
１　７.５ＹＲ４/３　褐色砂質土（しまり弱，土器片・炭化物含む）�
２　７.５ＹＲ４/２　灰褐色砂質土（しまりあり）�

　Ｐ３堆積土�
１　７.５ＹＲ４/２　灰褐色砂質土（しまりあり）�

　Ｐ４堆積土�
１　７.５ＹＲ４/２　灰褐色砂質土（しまりあり）�

ＳＩ２６�

ＳＩ１３７�

ＳＩ１３４�

ＳＩ４９�
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Ｄ� Ｄ′�
Ｐ３�
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Ｃ� Ｃ′�
Ｐ２�

Ｐ３�

Ｐ４�

図７２ ２６号住居跡
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７４－５�

７４－６�

２６号住居跡カマド�

Ｙ:５０,９６４�

Ｘ:１６７,９８６�

Ｙ:５０,９６４�
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Ａ�

Ａ�

１�

Ａ′�

０� １ｍ�
（１/２５）�

　２６号住居跡カマド堆積土�
１　２.５ＹＲ４/８　赤褐色砂質土（しまり強，炭化物・焼土片含む，人為堆積）�

できれいに割り揃えられ，外面は，ハケメ調整されている。遺構に伴う状態で出土していないが，

置き台に転用されていたと考えられる。

図７４－２は，須恵質に焼成された土製品である。指で簡単に成形しただけのもので，板状をなし

ている。用途は不明である。欠損部が多く，全体の形状・大きさは判明しない。土師質に焼成され

た焼粘土塊と同じようなものなのだろうか。近隣に，須恵器窯が操業していたことを示唆する可能

性が考えられる。

図７４－３は，須恵器壺の口縁部片と推定される。

図７４－４は，土師器長胴甕になる。胴部にあまり膨らみは無く，口頸部は「く」の字状に外傾す

る。胴部外面はハケメ調整されている。

図７４－５は，大型の土師器甑である。外面ハケメ調整の無底式で，胴部上位が少し膨らみ，口縁

部は，「く」の字状に外傾する。器面調整は，内面に縦位の丁寧なヘラミガキが施されており，この

点が特徴的である。また，口縁部内面と胴部外面には，ハケメ調整が施されている。

図７４－６は，小型の土師器甑である。多孔式に分類される。孔は，中央に５個，その周辺に倍数

の１０個が同心円状に配置されている。器形は，底部が丸底状を呈しており，口頸部が緩やかに外反

する。器面調整は，胴部外面にハケメ，胴部内面にヘラナデが施されている。また，口縁部内面に

は，ハケメ調整痕が観察される。

図７３ ２６号住居跡カマド
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４　床面�

５　床面・�２�

６　カマド脇床面・�１�

８　Ｐ３�１�

１　�１�
２　�１�

３　�２�

７　�２�

０� １０㎝�
（１/３）�

０� ３㎝�
（１/２）�

図７４－７は，土製勾玉である。細長い形状を呈しており，屈曲が緩やかになっている。

図７４－８は，土製臼玉である。側面は稜が形成され，表面は黒色処理されている。

図７５－１・３は砥石である。１は，かなり使い込まれたもので，偏平な断面をなす。３は，方形

を呈する大型品である。図７５－２は，小型の磨石だろうか。表面は摩耗している。

ま と め

４つの柱穴を規則的に配置する，しっかりとしたつくりが特徴の住居跡である。本住居跡の所属

時期は，出土土器から考えて，栗囲式期と考えられる。 （高久田）

図７４ ２６号住居跡出土遺物（１）

第１編 高木遺跡
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３　床面�

２　�２�１　�２�

０� １０㎝�
（１/３）�

２７号住居跡 ＳＩ２７

遺 構（図７６～７８，写真７８～８１）

本遺構は，調査区中央のやや南にあたるＮ２２グリッドに位置しており，Ｌ�上面において検出さ

れた。

本遺構は，南北に長い長方形を呈する竪穴住居跡である。このような平面プランの住居跡は，高

木遺跡ではまれである。

本住居跡は，東側で１０５・１２９号住居跡と重複しており，いずれよりも新しい。また，南東隅で重

複している２９号土坑は，本住居跡を壊してつくられている。

遺構内堆積土は４層に区分した。�１～�３については，いずれもレンズ状の堆積状況を示すこ

とから自然堆積土と判断した。�４は，暗褐色砂質土で，焼土塊や炭化物を多量に含むことから，

人為堆積の可能性も考えられる。

住居跡の平面形は，南北に長い長方形を呈している。住居跡と方位の関係を東周壁で見ると，真

図７５ ２６号住居跡出土遺物（２）
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０� ２ｍ�
（１/５０）

Ｙ:５０,９３３�

Ｘ:１６７,９５１�

Ｙ:５０,９３８�

Ｘ:１６７,９５１�

Ｙ:５０,９３８�

Ｘ:１６７,９５７�

２７号住居跡�

Ａ�
１� ２�

３�

４�

Ａ′�

ＳＫ２９�

Ａ′�

Ａ�

貼床範囲�

土器�

石�

石�

石�

石�

石�

石�

土器�
ＳＩ２７�

ＳＫ２９�

ＳＩ２８�

ＳＩ１２４� ＳＩ１０５�

ＳＩ１６４�

ＳＩ１３６�

ＳＩ１２９�
ＳＩ１６９�

　２７号住居跡堆積土�
１　褐色砂質土（炭化物・マンガン斑を含む）�
２　褐色砂質土（マンガン斑を含む）�
３　にぶい黄褐色砂質土�
４　暗褐色砂質土（焼土塊・炭化物含む）�

ト
レ
ン
チ�

２０８.８０ｍ�

北から２０°ほど東へ傾いている。規模は，東西およそ４．９ｍ，南北およそ６．４ｍである。

検出面から床面までの深さは，壁際で１０～２５�を測る。周壁の立上がりは，南周壁が比較的急激

で，他は緩やかである。

床面は，細かな凹凸が見られるものの，ほぼ平坦につくられている。また，床面の北西隅部分に

は，長軸約２４０�×単軸約１１５�の楕円形の範囲に貼床が認められる。

住居跡内施設として，カマド１基を検出した。カマドは，北周壁の中央からやや東周壁寄りにつ

くられている。燃焼部は，右袖が約５５�，左袖が約９０�，北周壁から張り出している。袖の床面か

図７６ ２７号住居跡

第１編 高木遺跡
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０� １ｍ�
（１/２５）

Ｙ:５０,９３６�

Ｘ:１６７,９５６�

Ｙ:５０,９３６�Ｙ:５０,９３６�

Ｘ:１６７,９５７�

Ｙ:５０,９３８�

Ｘ:１６７,９５７�

Ｂ�

１� １�
２�

３�
４�

５�

１�

２� ３�
４�

５�

Ｂ′�

Ａ� Ａ′

Ａ
�

Ａ
′
�

Ｂ′�

Ｂ�

　２７号住居跡カマド構築土�
１　褐色砂質土�
２　暗褐色砂質土�
３　灰褐色砂質土�
４　暗褐色砂質土（焼土塊多量含む）�
５　暗褐色砂質土（黄色土塊含む）�

８０－６�

２７号住居跡カマド�

２０８.６０ｍ�

２０８.７０ｍ�

　２７号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土（焼土塊・�
　　　　　　　 炭化物含む，弱粘性）�
２　７.５ＹＲ４/３　褐色土（焼土塊多量・�
　　　　　　　　炭化物・骨片微量含む）�
３　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
　　　　　　 （焼土塊・炭化物微量含む，�
　　　　　　　　粘り気あり）�
４　７.５ＹＲ４/３　褐色砂質土（焼土粒多量・�
　　　　　　　　骨片少量含む）�
５　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
　　　　　　 （焼土粒微量含む，弱粘性）�

らの高さは，最大２１�である。焚口は幅約３５�，奥行き６０�以上であり，中央に支脚が設置されて

いる。左袖内側と右袖内側に，焼面が認められる。煙道は検出されなかった。

カマド堆積土は５層に分層される。�１は，住居跡内堆積土�１に該当する。�２・４は，焼土

塊を多量に含むことから天井崩落土と考えられる。�３・５は，カマド上部から自然に流れ込んだ

土と考えられる。�３については，住居跡内堆積土�３に該当する。

袖の構築土は，５層に分けられる。補強材のためか，�１・２・４の内側には焼土塊が含まれて

いる。

本住居跡から柱穴は検出されなかった。

遺 物（図７９・８０，写真５１４～５１７）

土師器片８３４点，土製品２点が出土した。図示遺物は２７点を数え，豊富である。カマド周辺・カマ

ド前面・南西隅床面に，まとまりがみられた。

図７９－１～１０・１２・１３・１５～１７は，土師器杯である。１・２・４・５・７・８・１０・１２・１３・１５・

１６は，有段丸底杯に分類される。このうち，栗囲式古段階の特徴を備えた５を除くと，全体として

は，底径が大きく，口縁部が立ち気味なものが多い傾向が指摘できる。１・２・４・８・１０は，口

縁部外面がヘラミガキされている。３・６は，椀タイプの須恵器杯蓋模倣杯に分類される。どちら

も口縁部外面がヘラミガキされている。９・１０は，口縁部下端の段がはっきりせず，端部が反り返

る。１０は，口縁部外面がヘラミガキされている。１７は，内面ナデ調整だけの無段丸底杯である。口

縁部下端に，１対の円孔が穿たれている。

図７９－１１・１４・１８は，土師器高杯である。１１は，有段丸底の杯部をなすもので，脚部を欠いている。

１４・１８は，中実の短脚部で，端部がまくれていない。

図７９－１９・２０は，小型の土師器手づくね土器になる。２０は，粘土塊に指を差し込んだだけのもので

図７７ ２７号住居跡カマド
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２７号住居跡遺物出土状況�

７９－１６�

７９－３�

８０－２�

７９－１７�

７９－２�

７９－７�

７９－９�

８０－５�

８０－３�

７９－１１�

７９－１９� ７９－１８�

８０－１� ７９－１３�

７９－２０� ８０－４�

土師器�

ある。

図８０－１～３は，土師器甕に分類される。１は，細長い胴部を有するもので，頸部から口縁部に

かけて，弓なりに反り返っている。２は，１よりは短いが，やはり長胴甕に分類される。頸部下端

の外面に，段を形成している。３は，底部付近の破片なので，器形全体の特徴は知ることができな

い。以上の３点は，胴部外面がハケメ調整されている。

図８０－４は，無底式の土師器甑である。胴部下端から口縁端部まで直線的に外傾しており，頸部

が括れない。口縁端部が肥厚している。

図８０－５は，小型の土師器甕である。口径が大きく，全体に逆台形の器形を呈する。口縁部は短

く外傾する。外面は，ハケメ調整されている。

図８０－６は，土製支脚である。煮炊甕に接した面は，丸みを帯びている。

図８０－７は，小型の円筒状土製品になる。外面は，ハケメ調整されており，内面に粘土紐痕が明

瞭に観察される。

ま と め

本住居跡の平面形は，長方形を呈しており，短軸側にカマドが設置されている。カマド左脇側に

図７８ ２７号住居跡遺物出土状況

第１編 高木遺跡
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０� １０㎝�
（１/３）

１　床直�

２　カマド内，カマド左袖脇�

３　床直�

４　堆積土�

５　床面�

６　床直�

７　床直�

８　床直�

９　床面�

１０　床直�

１１　床面�

１２　床面�

１３　床面�

１４　床直�

１５　床面�

１６　床面�

１７　カマド左袖脇�

１８　床直�

１９　床直� ２０　床面�

図７９ ２７号住居跡出土遺物（１）
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　床面�

２　床直・床面�

３　床直�

４　床面�

５　床面�

６　カマド�

７　堆積土�

被熱範囲�

図８０ ２７号住居跡出土遺物（２）
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

Ｙ:５０,９２９�

Ｘ:１６７,９５１�

Ｙ:５０,９２９�

Ｘ:１６７,９４８�

Ｙ:５０,９３３�

Ｘ:１６７,９５１�

Ａ� １�
２� ２�

３�
３�

Ａ′

Ａ�

Ａ′�

２８号住居跡�

ＳＩ２８�

ＳＩ１２４�

ＳＫ２９�
ＳＩ１０５�

ＳＩ１６４�

ＳＩ１２９�

ＳＩ２７�

０� １０㎝�
（１/３）�

８１－１�

１　床直�

石�

２０８.７０ｍ�

　２８号住居跡堆積土�
１　７.５ＹＲ４/３　褐色砂（しまり強）�
２　７.５ＹＲ３/４　暗褐色土（焼土粒微量含む）�
３　７.５ＹＲ４/４　褐色砂（しまり弱）�

は，部分的な貼床が施されていた。

遺物は，床面から豊富に出土した。出土位置にいくつかのまとまりがあり，カマドから離れた住

居跡南西隅に最も多くの集中が認められた。

本住居跡が営まれたのは，遺物の特徴から栗囲式期と考えている。

※調査記録を優先して，「１０５号住居跡より本住居跡の方が新しい」と報告した。しかし，遺物を

比較すると，逆になる可能性が高い。第３編で検討を加えることにする。ただ，仮にそうなっても，

遺構の重複部分では図示遺物が出土していないことから，遺構と遺物の所属関係には，支障の無い

ことをおことわりしておく。 （佐 藤）

２８号住居跡 ＳＩ２８

遺 構（図８１，写真８２）

本遺構は，調査区中央のやや南になるＮ２２グリッドに位置しており，Ｌ�上面において検出され

た。カマド・柱穴は確認されなかったが，周辺の住居跡に形状や規模が類似していることから，竪

穴住居跡として報告する。

本住居跡は，１２４号住居跡と重なるように重複しており，それより新しい。本住居跡の東側は，高

い密度で住居跡が広がっている。

遺構内堆積土は３層に区分した。断面は，全体にレンズ状の堆積状況を示しており，自然堆積土

図８１ ２８号住居跡・出土遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）

Ｙ:５０,９２５�

Ｘ:１６７,９６１�

Ｙ:５０,９２５�

Ｘ:１６７,９５６�

Ｙ:５０,９２８�

Ｘ:１６７,９６１�

２９号住居跡�

床
残
存
範
囲�

と判断した。壁際の�３は，基本土層のＬ�に近似しており，周壁崩落土と考えられる。

本住居跡は，検出時に掘り過ぎたため，西周壁を検出することができなかった。平面形は，残存

部の状態から，比較的整った方形をなしていたものと考えられる。

住居跡と方位の関係を東周壁でみると，真北から３０°ほど東に傾いている。規模は，東西２．８ｍ以

上，南北３．７ｍである。周壁の立ち上がりは全体になだらかで，検出面から床面までの深さは，東周

壁で最大１１�である。

床面は，ほぼ平坦に整えられている。貼床は認められないが，全体に踏み締められていた。

遺 物（図８１，写真５１７）

本住居跡では，土師器片６９点，須恵器片１点が出土した。図示遺物は，１点のみである。４個の

礫と床面で一緒になっていた。

図８１－１は，須恵器甕の破片である。口唇部と沈線で区画された口縁部外面に，波状文が描かれ

ている。

ま と め

本住居跡は，遺存状態が悪かった。カマドも検出されていない。

営まれた時期は，床面の須恵器の類例から，８世紀初頭に下限が求められる。 （佐 藤）

２９号住居跡 ＳＩ２９

遺 構（図８２）

本遺構は，Ｎ２１・Ｎ２２グリッドでＬ

�上面から検出された竪穴住居跡であ

る。営まれたのは，自然堤防を阿武隈

川側に向かって横断する浅い谷地形で

ある。

本住居跡は重複遺構が無く，周辺に

も遺構は分布しない。これは，本住居

跡の微地形が遺構を営むのに適してい

ないからばかりでなく，調査開始当初，

一帯を大型クローラダンプの搬送路に

してしまったためである。この結果，

いくつかの遺構の一部が壊されてしまっ

たと考える。実際，他にも，いくつか

のカマド痕跡と考えられる焼土や，床

とみられる踏み締まりの痕跡が認めら

れた。本住居跡も，周壁は完全に削ら図８２ ２９号住居跡
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れ，床面の一部しか残っていない。

本住居跡の平面形は，正方形基調であったと推定される。規模は，東西４．２ｍ以上，南北３．９ｍ以

上を測る。住居跡方向は，発掘基準線北に対して東に１７°振れている。

カマドは，西壁中央に設置されている。検出されたのは，燃焼部の焼土面で，細部構造は不明で

ある。

遺物は，出土しなかった。

なお，記録は遺構平面図だけで，写真撮影はしていない。

ま と め

本遺構は，浅い谷地形に営まれた竪穴住居跡である。残りが悪く，構造の詳細は知ることができ

なかった。

時期も，伴出遺物が無く，不明である。 （菅 原）

３０号住居跡 ＳＩ３０

遺 構（図８３・８４，写真８３～８７）

本遺構は，Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地

に面した自然堤防の落ち際で，微地形は，南東方向に緩やかに傾斜している。

本住居跡は，サブトレンチで多量の土師器が出土したことから，はじめて存在に気が付いた。こ

れらは，カマド周辺に置き去りにされた一括遺物であることが後で判明している。１３７号住居跡と重

複しており，これより古い。

本住居跡は，残りが悪い。西周壁の高さは２３�以上あるが，斜面下位になるにつれ，低くなり，

南周壁と西周壁は消失していた。また，東側ではサブトレンチが床面下まで達しており，さらに，

円形の撹乱も入っている。

堆積土は，にぶい黄褐色砂質土の１層である。焼土を少し含んでいる。床面は貼床されず，微地

形の傾斜に沿って，南東方向にレベルが下がっている。踏み締まりは認められず，軟弱な印象を受

けた。

本住居跡の平面プランは，正方形基調であったと推定している。規模は，東西４．０ｍ，南北３．２ｍ

以上を測り，高木遺跡では中型の部類に属する。方向は，発掘基準線北に対して東に５５°振れてい

る。

カマドは，北周壁中央で検出された。煙道部は失われており，「ハ」の字状に袖が開く燃焼部だけ

が検出されている。内部には，赤灰色土が堆積し，底面は焼土化していなかった。袖の長さは，周

壁から５９�を測り，焚口幅は，５２�を測る。

遺 物（図８５～８７，写真５１７～５１９）

遺物は，土師器片９８６点が出土した。図示遺物は１８点で，そのうちの１６点が遺構に伴っている。出

土位置は，カマドの設置された西周壁側床面に集中する傾向が顕著であった（図８４）。また，細部を

第２章 遺構と遺物

１２１



０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� １ｍ�
（１/２５）�

３０号住居跡�
�

カマド�
　３０号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ５/１　赤灰色土�

　３０号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土（焼土少し）�

ＳＩ２４�
ＳＩ２６�

ＳＩ１３７�ＳＩ３０�

撹　　乱�

撹
乱
�

撹
乱
�

撹乱�

１�

Ｂ� Ｂ′�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

２０８.５０ｍ�

１
�

Ａ
�

Ａ
′
�

Ａ
�

Ａ
′
�

２０
８
.５０
ｍ
�

Ｘ:１６７,９８３�

Ｘ:１６７,９８０�

土器�

土器�

土器�

Ｙ:５０,９５６�

Ｙ:５０,９５６�

Ｘ:１６７,９８２�

Ｙ:５０,９５７�

Ｘ:１６７,９８２�

Ｘ:１６７,９８３�

Ｙ:５０,９５８�

Ｙ:５０,９５８�

Ｘ:１６７,９８０�

Ｙ:５０,９６１�

観察すると，小型品は，入れ子に重ねられていたり，正立しているものがみられた。また，大型品

も倒れていたが，本来は，正立していたか伏せられていたと推定される出土状況を示していた。こ

のように，本住居跡の出土遺物は，一括性が高い。

図８５－１～３は，土師器杯である，１は，カマド左脇に正立していた。口径が大きく，低平な有

段丸底の器形を呈している。口縁部は，外反気味に伸びる。２は，カマド前で正立していたもので，

須恵器杯蓋の模倣形態を呈している。器高が高い。３は，検出面出土の有段丸底杯である。本住居

跡は，堆積土が薄いことから，これも床面の遺物であった可能性が高いとみられる。１と比べると

口径が小さく，器高が高い。

図８５－４・５は，土師器高杯である。４は，カマド左袖先の床面に正立し，図８６－１の小型甑が

図８３ ３０号住居跡
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３０号住居跡遺物出土状況�

８６－１�

８７－１�

８６－３�

８６－２�

８６－５�

８６－６�

８５－８�

８５－４�

８５－２�

８５－５�

８５－６�

８５－１�

８５－９�

８５－７�

８７－３�

８７－２�

上に重ねられていた。当該器種としては，小型の部類に属する。脚部は短く，透かしが入らない。

５は，カマド右脇に潰れた状態で，正立していた。口径２０．８�，器高１３．１�を測る大型品である。丁

寧につくられている。この大きさに比例してか，脚部は四方透かしである。

図８５－６・９，図８６－４は，土師器小型甕である。口頸部が「く」の字状に外傾し，胴部外面が

ナデ調整されている。図８５－６は，住居北東隅の床面に横転していた。土師器高杯図８５－５とは，

重ねられていた可能性がある。図８５－９は，住居南西隅の床面に，図８５－７の小型球胴甕と重ねら

れていた。図８６－４は，検出面出土で，下半部を欠く。

図８５－８は，器形全体が丸みを帯び，口縁部が内傾して立ち上がる土師器小型甕である。これも，

胴部外面はハケメ調整のあと，ナデが加えられている。前述した，高杯図８５－４・小型甑図８６－１

にもたれかかる状態で出土した。

図８５－７・図８６－６は，土師器球胴甕である。どちらも，外面はハケメ調整されている。前者は

図８４ ３０号住居跡遺物出土状況
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　床面�

６　床面�

７　床面�

８　床面�

３　検出面�

２　床面�

４　床面�

５　床面�

９　床面�

図８５ ３０号住居跡出土遺物（１）
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　床面�

２　床面�

４　検出面�

３　床面�

６　床面�

５　床面�

図８６ ３０号住居跡出土遺物（２）
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　床面�

２　床面�

３　床面�

小型品で，胴部最大径が口径を大きく上回る。図８５－９の小型甕を上に乗せていた。後者は，北東

隅の床面に倒れていた。胴部径が口径と大差なく，頸部の締まりが弱い印象を受ける。

図８６－１～３は，土師器甑である。１→２→３の順に法量が大きくなり，反比例して，器高：口

径比は小さくなる。器面調整は，外面がハケメ調整である点で共通する。底部は，１が単孔式，２

・３が無底式である。１は，前述したように，土師器高杯図８５－４の上に乗せられていた。図８６－

２は，上下に重ねられた図８５－７・図８５－１の脇で倒れており，並べて置かれていたと推定される。

３は，カマド左脇床面で前倒し状態だった。

図８６－５・図８７－１～３は，中～大型の土師器甕である。図８６－５は，外面がハケメ調整される

長胴タイプで，カマド燃焼部前に正立していた。上半部を欠いている。図８７－１も，やはり，カマ

図８７ ３０号住居跡出土遺物（３）
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ド燃焼部前に倒れていた長胴甕である。これは，外面ナデ調整で，底部付近を欠く。形態は，胴部

中位に最大径があり，均整がとれている。図８７－２は，器高２０．８�の中型品で，北東隅床面から出

土した。口径が胴部最大径を少し上回る。図８７－３は，他の遺物とは離れ，南西隅床面で出土して

いる。口径が胴部最大径を大きく上回り，底部に向かって窄まる形態を呈する。甑に似た形態であ

る。

ま と め

本遺構は，後背湿地の落ち際に営まれた竪穴住居跡である。遺存状態は必ずしも良くなかったが，

出土遺物に恵まれた点が特筆される。床面に残された状況から一括性が高く，編年作業を行う上で

の好資料となり得る。

時期は，別に詳しい検討を行うが，栗囲式期に比定される。 （菅 原）

３１号住居跡 ＳＩ３１

遺 構（図８８・８９，写真８８・８９）

本住居跡は，調査区ほぼ中央にあたるＮ２１グリッドに位置している。Ｌ�上面において検出され

た。

本住居跡は，西側で３６号住居跡，南側で１６２号住居跡，北側で１４０号住居跡，そして，重なるような

状態で１３１号住居跡と重複している。新旧関係は，いずれの住居跡よりも本住居跡の方が新しいこと

が判明している。

また，本住居跡の西周壁を壊して１３号土坑が掘られている。

遺構内堆積土は，４層に区分した。山なりに堆積している�３については，堆積過程が不明であ

る。

しかし，�１・２・４がいずれも明らかなレンズ状堆積の状況を示していることから，遺構内は，

全体的にみると自然埋没したと判断できる。

住居跡の平面形は，東側を撹乱で欠いているため，残存部から推測すると，ほぼ整った方形を呈

していたと考えられる。

方位の関係を西周壁でみると，真北から１７°ほど東へ傾いている。規模は，南北およそ７．０ｍ，東

西６．２ｍ以上である。

床面には，約５ｍ×５ｍの範囲で，踏みしまりが見られ，東に向かって若干下がっている。検出

面から床面までの深さは，１０～２０�を測る。

周壁の立ち上がりは，西周壁の北側から北周壁にかけてが急で，西周壁の南側から南周壁にかけ

てが緩やかである。東周壁は，撹乱によって失われ，検出できなかった。

住居跡内施設として，カマド１基を検出した。カマドは，西周壁の中央からやや南寄りにつくら

れている。遺存状態は良好といえず，袖の高さは，床面から最大で１４�である。右袖に比べると，

左袖は比較的残りが良く，西周壁から約６０�住居内に張り出している。右袖長は，約３０�である。
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０� ２ｍ�
（１/６０）�

３１号住居跡�
�

遺物出土状況�

９０－６�
９０－４�

９０－３�

９１－１�

　３１号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ４/６　褐色砂�
２　１０ＹＲ４/４　褐色砂�
３　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂（焼土粒含む）�
４　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂�

ＳＩ３１�

ＳＩ７４�

ＳＩ３６�

ＳＩ１６２�

ＳＩ１４０�

ＳＩ１３１�

ＳＫ１２�

ＳＫ１３�

ＳＫ１３�

４�

２� ３�

１�

２�

撹乱�

Ａ� Ａ′�
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�
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′
�

２０８.１０ｍ�

Ｘ:１６７,９７４�

Ｙ:５０,９４９�

Ｘ:１６７,９６７�

Ｙ:５０,９４９�

Ｘ:１６７,９６７�

Ｙ:５０,９４３�

撹
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撹　　　乱�

撹　　　乱�
踏
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囲� 踏みしまり範囲�

図８８ ３１号住居跡
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０� １ｍ�
（１/３０）�

３１号住居跡カマド�
�

　３１号住居跡カマド構築土�
１　５ＹＲ４/４　 にぶい赤褐色土�
２　７.５ＹＲ４/６　褐色土（赤褐色土少量含む）�
３　７.５ＹＲ４/４　褐色土�
４　７.５ＹＲ４/３　褐色土�
５　７.５ＹＲ４/４　褐色土（焼土粒多量含む）�
６　７.５ＹＲ４/６　褐色土（赤褐色砂少量含む）�
７　５ＹＲ３/６　 暗赤褐色土（明赤褐色粘土含む）�
�
　３１号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
２　７.５ＹＲ３/４　暗褐色砂（炭化物多量含む）�
３　５ＹＲ３/２　 暗赤褐色土�
４　５ＹＲ４/８　 赤褐色土（焼土）�
５　５ＹＲ３/２　 暗赤褐色土�

１� ３�
４� ５�

１�

カマド堆積土�１�

３�７�４�６�

５�

２�

２�

Ａ� Ａ′�

Ａ�

Ａ′�

２０８.７０ｍ�

Ｂ� Ｂ′�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

２０８.７０ｍ�

９０－７�

９０－７�

９０－２�

９０－７�

Ｘ:１６７,９６９�

Ｘ:１６７,９７１�

Ｙ:５０,９４３�

Ｘ:１６７,９７１�

Ｙ:５０,９４５�

Ｙ:５０,９４３�

Ｘ:１６７,９６９�

Ｙ:５０,９４５�

燃焼部は，焚口幅４２�，奥行き６０�以上である。底面は焼土化していた。煙道は，長さ約１３０�，

幅４０�前後，検出面からの深さは６～８�を測る。

カマド堆積土は５層に分層される。�１は，煙道内への流入土と考えられる。�２は，住居跡内

堆積土�３に良く似ている。�３～５は，焼土塊を含むことから天井崩落土と考えられる。

カマド構築土は，７層に分層された。焼土を含んだものがみられる。カマド燃焼部の下に，深さ

６�ほどの掘形が確認されている。

遺 物（図９０・９１，写真５２０・５２１）

遺物は，土師器片８３４点，鉄製品１点，土製品１点が出土した。図示遺物は１３点あり，このうち遺

構に伴う１０点が，カマドとその左脇床面にまとまっていた。このことから，厨房空間がこちら側に

あったことがうかがえる。

図９０－１・２は，土師器杯である。１は，器高の高い椀状のもので，内面はナデ仕上げされてい

る。外面も，ヘラケズリ調整で器面が整えられておらず，粗雑な仕上げで終わっている。全体に厚

ぼったいつくりで，重量感がある。２は，皿状の有段丸底形態をなす。金属器を意識したのだろう

か。カマドの燃焼部奥壁に伏せられていた。

図９０－３～５，図９１－４は，土師器小型甕になる。このうち図９０－３～５は，口径が胴部径より

大きく，口縁部が緩く外傾する。４は，底部外面に木葉痕が観察される。図９１－４は，底部周辺の

破片なので，器形の特徴は不明。図９０－６・７，図９１－１は，大型の土師器甕に分類される。図９０

－６・７は，胴部下膨れの長胴甕で，口縁部が反り返っている。図９１－１は，広口のタイプになり，

幅広の胴部になると推定される。ただ，下半部を欠いているので，詳細は知ることができない。

図８９ ３１号住居跡カマド
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　床面�

３　床面�

５　床面�

６　床面�

７　カマド�

４　床面�

２　カマド�

図９０ ３１号住居跡出土遺物（１）
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０� １０㎝�
（１/３）�

０� ３㎝�
（１/２）�

１　床面�

６　床面�

２　床下�

５　床下�

３　堆積土�
４　カマド�

３点とも，胴部外面はハケメ調整されている。

図９１－２・３は，土師器手づくね土器である。２は，口縁部の片側を片口状にしており，器壁が

薄い。

図９１－６は，土製丸玉になる。表面が黒色処理されている。

図９１－５は，鉄製刀子とみられる。両端を欠いている。

ま と め

本遺構は，東半分が撹乱で壊されており，遺存状態が悪かった。それでも，カマドの設置された

西周壁側は，定量の遺物を伴って検出され，土師器杯の中には金属器皿を意識したとみられる器形

のものが含まれていた。

本住居跡が営まれたのは，遺物の特徴から，栗囲式期に求められる。 （佐 藤）

３２号住居跡 ＳＩ３２

遺 構（図９２，写真９０・９１）

本遺構は，Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，自然堤防

の中央平坦面である。

本住居跡は，３９・５７・７５号住居跡と重複しており，７５号住居跡よりも新しい。南西部と南東部は，

撹乱で破壊されている。

本住居跡の平面プランは，東西に長い長方形を呈する。ただ，西周壁と南周壁で長さが揃わず，

少しいびつになっている。中軸線上で測ると，規模は４．６ｍ×３．５ｍの中型である。住居跡方向は，

発掘基準線北に対して５５°東に振れている。

堆積土は，にぶい黄橙色砂質土の１層で，自然堆積したと考えている。床面は平坦に整えられて

おり，貼床は施されていない。踏み締まりは認められなかった。

カマドは検出されていない。西周壁側で，痕跡らしい焼土の散らばりが認められたが，確証は得

図９１ ３１号住居跡出土遺物（２）

第２章 遺構と遺物

１３１



０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� ６㎝�
（１/３）�

撹　　乱�

１　床面�

Ａ�

１�

Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

　３２号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�

３２号住居跡�

９２－１�

２０８.７０ｍ�

Ｙ:５０,９３６�

Ｙ:５０,９３６�Ｙ:５０,９３３�

Ｘ:１６９,９８０�

Ｘ:１６９,９８４�Ｘ:１６９,９８４�

ＳＩ４６�

ＳＩ４０�

ＳＩ４８�

ＳＩ７５�

ＳＩ３４�

ＳＩ３９�

ＳＩ５７�
ＳＩ６０�

ＳＩ６３�

ＳＩ３２�

られなかった。

遺 物（図９２，写真５２１）

遺物は，土師器片１２３点が出土した。

図９２－１は，床面出土の土師器である。平たい底部から，口縁部が直線的に外傾して立ち上がる

もので，外面は縦位にヘラケズリされている。杯にするか小型の甕にするか判断に迷ったが，内面

がヘラミガキ・黒色処理されていることを重視して，一応，ここでは杯と考えておく。

ま と め

本遺構は，自然堤防の中央平坦面に営まれた竪穴住居跡である。遺存状態が悪く，カマドの位置

も分からなかった。

時期は，図示遺物が栗囲式期の住居跡で共伴する例がみられるので，このことを根拠に，当該期

に位置付けておく。 （菅 原）

３３号住居跡 ＳＩ３３

遺 構（図９３，写真９２・９３）

本遺構は，Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，自然堤防

の中央平坦面で，周辺には数多くの住居跡が密集している。本住居跡は，３８・５３号住居跡と重複し

図９２ ３２号住居跡・出土遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）

０� １ｍ�
（１/２５）

床残存範囲�

　３３号住居跡カマド堆積土�
１　７.５ＹＲ３/４　暗褐色砂質土（しまり強，焼土片を含む）�
２　７.５ＹＲ２/３　黒褐色砂質土（しまり強，焼土片を多量含む）�
３　７.５ＹＲ２/３　黒褐色砂質土（しまり強）�

３３号住居跡�

カマド� Ａ�

１�
２� ３�

Ａ′

Ａ�

Ａ′�

２０８.８０ｍ�

Ｘ:１６７,９９３�
ＳＩ５４�

ＳＩ５３�

ＳＩ５２�

ＳＩ４６�
ＳＩ６０�

ＳＩ９０�

ＳＩ２３�

ＳＩ３８�

ＳＩ３３�

Ｘ:１６７,９９３�

Ｘ:１６７,９９１� Ｘ:１６７,９９１�

Ｘ:１６７,９９３�
�

Ｘ:１６７,９９３�
�

Ｘ:１６７,９９２�
�

Ｘ:１６７,９９２�
�

Ｙ:５０,９３８�
�

Ｙ:５０,９３８�
�

Ｙ:５０,９４３�
�

Ｙ:５０,９４３�
�

Ｙ:５０,９３８�
�

Ｙ:５０,９３８�
�

Ｙ:５０,９４０�

Ｙ:５０,９４０�

ており，どちらよりも新しい。

本住居跡は，何度検出作業を繰り返してもプランが確定できず，最終的にカマド，およびその中

軸線上の床を残した他は，無くなってしまった。この部分の床が残ったのは，明黄褐色粘質土の貼

床が施され，上面が踏み締まっていたためである。

検出範囲でみると，本住居跡の規模は，東西３．５ｍ以上，南北２．４ｍ以上である。

カマドは，側壁の焼土化が著しい点が特徴として指摘できる。煙道部が削平されているため，全

体の規模は，不明である。焚口は，幅４２�を測る。燃焼部内部には，焼土片を含む堆積土がみられ，

底面も側壁ほどではないが焼土化している。

遺物は，土師器片１９点が出土した。図示できなかったが，カマド内資料に非ロクロ調整の杯・甕

の破片が認められる。

ま と め

本遺構は，自然堤防の中央平坦面に営まれた竪穴住居跡である。周辺には数多くの住居跡が密集

する。検出状態が悪いため，詳細は知ることができなかった。

カマド燃焼部は良く焼けている。

時期は，カマド内の遺物から，国分寺下層式期以前と考えておきたい。 （菅 原）

図９３ ３３号住居跡
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３４号住居跡 ＳＩ３４

遺 構（図９４・９５，写真９４～９７）

本遺構は，Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，阿武隈川

に面した自然堤防の西斜面肩部にあたり，高木遺跡における住居跡分布の西限の１つをなしている。

他の遺構とは重複しない。

住居跡内には，にぶい黄橙色土が１層みられた。自然堆積土と考えている。床面は，貼床されず，

掘形底面のＬ�がそのまま平坦に整えられている。踏み締まりは認められなかった。床面と検出面

との比高差は，約１０�を測る。

本住居跡の平面プランは，整った正方形を呈している。周壁のラインはまっすぐで，向かい合う

周壁どうしの長さが，一致する。規模は，東西４．６ｍ，南北４．６ｍを測り，高木遺跡では中型の部類

に属する。方向は，発掘基準線北に対して，東に１６°振れている。

カマドは，西周壁中央で検出された。煙道部は失われており，燃焼部だけ残っていた。袖は，周

壁から約６０�の長さがあり，焚口幅は７５�を測る。底面は焼土化が著しく，断ち割りしたところ，８

�の厚さを測った。なお，袖の長さに関しては，底面の焼土範囲が，検出された袖の先端よりも，

さらに２５�手前まで広がっていることから，実際は，もう少し長かったとみられる。

後述する土器の出土状況からすると，本住居跡のカマド燃焼部は，廃絶時に取り壊された可能性

もある。

ピット類は，検出されていない。

遺 物（図９６・９７，写真５２１・５２２）

遺物は土師器片１５０点，石製品１点が出土した。図示資料は１２点ある。それらの出土状態には，ま

とまりがあり，カマド燃焼部・住居中央・東周壁ぎわに分かれ，それぞれ興味深い様相を示してい

た（図９４）。遺物自体の特徴を説明する前に，まずこの点に触れておく。

カマド燃焼部では，２つの土師器杯と甕の組み合わせが認められた。図９６－２・図９７－１，図９６

－３・９がそれである。遺構上部の削平で，破片になっていたが，それぞれ上下に重ねられていた

とみられる。杯はカマドの使用器種ではないので，煮炊時の甕の支えに転用されていたか，住居廃

絶に儀礼行為で使用されたかのいずれかと見なされる。また，左袖付け根部分に，図９６－８の土師

器小型甕が倒れていた。

床面中央では，土師器杯・高杯のまとまりがみられた。このうち高杯３点（図９６－４～６）は，

どれも正立しており，図９６－６は，脚部を割り揃えて床面に半分埋め込まれていた。杯（図９６－１）

が，その上に乗せられており，置き台に転用されていたことが知られる。

東周壁ぎわでは，カマド対面位置で遺物の集中がみられた。土師器高杯（図９６－７）が，やはり

脚部を割り揃えて床面に埋め込まれていたほか，有孔石製品図（図９６－１０）や３個の自然石が寄せ

集められた状態で出土した。
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０� ２ｍ�
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撹乱�
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　３４号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色土（やわらかい）�

　３４号住居跡カマド堆積土�
１　２.５ＹＲ６/６　橙色砂質土（焼土）�
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図９４ ３４号住居跡
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９６－５�

９７－２�

９６－４�

９６－１�

９６－８�

９６－６�
９６－７�

９６－１０�

３４号住居跡遺物出土状況�

次に，器種別の特徴を解説していく。

図９６－１～３は，有段丸底の土師器杯である。この３点は，同一規格の製品と見なせるほど，器

形・法量が近似している。底部は平底風で，底径が大きい。

図９６－４～７の土師器高杯にも，杯同様の規格性がうかがえる。脚は短く，端部がまくれている。

透かしは入らない。なお，４・７は，口縁部外面の一部にヘラケズリが施される。

図９６－８・９は，小型の土師器甕である。胴部外面は，ハケメ調整されている。器面を観察する

と，胴部外面が下半中心にボロボロに荒れており，内面の口縁部下に，煤が付着している。このこ

とから，それらが煮炊具であったことがうかがえる。

図９７－１・２は，上部を欠いた大型の土師器甕である。１は長胴タイプ，２は球胴タイプになる

とみられる。

図９６－１０，礫を穿孔したもので，用途不明である。

ま と め

本遺構は，阿武隈川に面した自然堤防の西斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。出土状況に，

図９５ ３４号住居跡遺物出土状況
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１　床面� ２　カマド底面�

３　カマド底面�

４　床面�

５　床面�
６　床面・�１�

８　床面・�１�

９　床面，カマド底面�

１０　床面�

７　床面�

０� １０㎝�
（１/３）�

図９６ ３４号住居跡出土遺物（１）
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１　床面，カマド底面�

２　床面�

０� １０㎝�
（１/３）�

まとまりのある遺物に恵まれた。

平面プランは，正方形をなし，整っている点も特徴として指摘される。 （菅 原）

３５号住居跡 ＳＩ３５

遺 構（図９８，写真９８～１００）

本遺構は，Ｎ２０・Ｎ２１グリッドで，Ｌ�・Ｌ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれた

のは，阿武隈川に面した自然堤防上の西斜面肩部にあたり，高木遺跡における住居跡分布の西限の

１つをなしている。６４号住居跡と重複し，これよりも新しい。

堆積土は，にぶい黄橙色土が１層みられた。自然堆積土と考えている。床面は，掘形上面のＬ�

がそのまま利用されており，貼床は施されず，平坦に整えられている。踏み締まりは認められなかっ

た。検出面と床面の比高差は，５～１０�を測る。

本住居跡の平面プランは，正方形基調を呈している。規模は，東西２．８ｍ，南北２．５ｍを測り，小

型である。方向は，発掘基準線北に対して，概ね一致している。

カマドは，西周壁で検出された。位置は，左側に偏っている。煙道部は失われており，燃焼部だ

け残っていた。袖長は，周壁から３７�あり，焚口幅は４５�を測る。底面の焼土化は弱く，断ち割っ

たところ，酸化しているのは厚さ１�であった。ピット類は検出されていない。

遺物は，土師器片１２点が出土している。�１で出土した資料の中に，栗囲式に比定可能な杯・甕

の破片が認められる。

ま と め

本遺構は，自然堤防の西斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。非常に小さな平面規模で，カマ

ドの他には細部施設を持たない。時期は，共伴遺物が無く遺構自体からは決められない。本住居跡

に切られる６４号住居跡が栗囲式期古段階に比定されるとすると，６世紀後半～７世紀前半に上限が

おさえられる。 （菅 原）

図９７ ３４号住居跡出土遺物（２）
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ＳＩ０７�

ＳＩ５２�

ＳＩ０９�

２０８.７０ｍ�
Ａ�

Ａ
�
１�

Ａ′�
Ａ
′
�

２０８.６０ｍ�
Ｃ�

１�

１�

Ｃ′�

２０８.６０ｍ�

１�

Ｂ� Ｂ′�

Ｂ� Ｂ′�

Ｃ
�

Ｃ
′
�

０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� １ｍ�
（１/２５）�

３６号住居跡 ＳＩ３６

遺 構（図９９・１００，写真１０１・１０２）

本住居跡は，調査区中央の東寄りになるＮ２１グリッドに位置している。この周辺は，東に向かっ

て緩やかに傾斜する自然堤防上の平坦面で，周辺には数多くの竪穴住居がつくられている。各遺構

との重複関係は，７４・１３１号住居跡の２軒よりも新しく，３１号住居跡よりも古い。また，南側で３７号

住居跡とわずかに接しているが，新旧関係は不明である。

本住居跡の遺存状態は不良であった。北東側は重複住居跡によって失われている。また，南西側

についても，宅地造成時の上部削平で，検出段階には既に失われていた。確認できたのは，推定床

面積の３分の２程度である。ただ，これも堆積土がほとんど無くなってしまった状態でプランを確

認しており，検出状態は必ずしも良いとはいえない。

本住居跡は，北周壁と南周壁が平行していない。カマドの設置された北周壁は確実な状態で掘り

上げているので，南周壁側に問題があると思われる。検出状態でみると，本住居跡は一辺８．５ｍほど

の大型住居であったと考えている。壁高は，北周壁の中央やや西寄りの部分で最大１２�，南周壁の

図９８ ３５号住居跡
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３６号住居跡�

Ｙ:５０,９３７�

Ｘ:１６７,９７５�

Ｙ:５０,９３７�

Ｘ:１６７,９６７�

Ｙ:５０,９４４�

Ｘ:１６７,９７５�

　３６号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂（炭化物微量含む，しまりあり）�
２　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂（暗褐色土塊微量含む）�
３　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂（焼土塊少量含む，しまりあり）貼床�
４　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂（やわらかい）掘形�
５　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂　掘形�
６　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土　掘形�

　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土（焼土粒含む，しまり弱）�
�
　Ｐ２堆積土�
１　１０ＹＲ４/６　褐色砂質土�
２　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
�

ＳＩ３６�

ＳＩ４８� ＳＩ７４�

ＳＩ３１�

ＳＫ１２�

ＳＩ３１�

ＳＩ７４�

Ｓ
Ｉ
７４
�

ＳＩ３１�ＳＩ１３１�

ＳＩ３７�

ＳＫ１３�

ＳＫ１２�

撹乱�

撹乱�

Ｐ１�

Ｐ２�
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�
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�

Ｄ� Ｄ′�

Ａ�

Ａ′�

２０８.７０ｍ�

２０
８
.７０
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�

Ａ�
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�

１� ２�

４
�

５
�

６
�

３
�

Ａ′�

Ｐ２�

２０８.６０ｍ�
Ｄ�

１�
２�

Ｄ′�Ｐ１�
２０８.６０ｍ�

Ｃ�
１�
Ｃ′�

Ｂ
′
�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

０� ２ｍ�
（１/６０）�

図９９ ３６号住居跡（１）
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３６号住居跡遺物出土状況�

カマド�

１０３－３�

１０２－６�

１０３－４�

１０１－７�

１０１－６�

１０２－４�

１０３－２�

１０２－３�

１０２－２�

１０２－５�

１０１－８�

１０１－１０�

１０１－１６�

１０１－１２�

１０１－１４�

１０１－３�

１０２－１�

１０３－１�

Ｙ:５０,９３８� Ｙ:５０,９４０�

Ｙ:５０,９４０�Ｙ:５０,９３８�

Ｘ:１６７,９７５� Ｘ:１６７,９７５�

Ｘ:１６７,９７４�Ｘ:１６７,９７４�

Ａ
′
�

Ａ
�

Ｂ′
�

Ｂ�

２０８.８０ｍ�
Ａ′�Ａ�

２０８.７０ｍ�
Ｂ′�Ｂ�

２� １�
３�

１� １�３�

３�

２�

　３６号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ４/４　にぶい赤褐色土（焼土塊多量含む）�
　　　　　　　　天井崩落土�
２　７.５ＹＲ４/４　褐色土（焼土粒微量含む）煙道流入土�
３　７.５ＹＲ４/３　褐色土（やわらかい）�

　３６号住居跡カマド構築土�
１　暗褐色土（焼土塊含む）�
２　褐色砂（暗褐色土の薄層あり，焼土塊含む）�
３　暗褐色砂質土�

０� １ｍ�
（１/３０）�

図１００ ３６号住居跡（２）
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中央部分で最大２３�である。壁の立ち上がりは急角度をなしている。

床面は，全体に貼床が施されている。平坦であるが，自然堤防の傾斜と同じく，東に向かって緩

やかに傾斜している。

堆積土は６層に区分した。�１・２が住居廃絶後の堆積土，�３～６は貼床土である。前者につ

いては，レンズ状に堆積していることから，自然堆積したものと判断した。

住居跡内施設として，カマド１基とピット２個を検出した。カマドは北周壁に取り付いている。

平面形は逆Ｕ字形に近く，焚口の幅に比べて，袖が長い。規模は，焚口幅が約５５�，左袖が９２�，

右袖が８５�を測る。袖の高さは，底面から最大１８�である。

カマド内堆積土は，３層に区分した。�１・２には，焼土が含まれており，�１は天井崩落土，

�２は煙道からの流入土と考えられる。

ピットは，Ｐ１が住居中央ややカマド寄りで，Ｐ２が住居ほぼ中央で検出された。規模は，Ｐ１

が直径約７５�，深さ約１０�，Ｐ２が直径約５０�，深さ約４５�である。Ｐ１の断面形は鍋底状をなし，

堆積土中にはカマドに起因すると考えられる焼土粒子が含まれていた。これらについては，性格を

明らかにできるような知見は得られなかった。

他に，柱穴と考えられるような規則的に配置されたピットや，貯蔵穴と考えられるピットは検出

できなかった。

遺 物（図１０１～１０３，写真５２２～５２５）

遺物は，土師器片６４２点，須恵器片３点，土製品１点が出土した。図示遺物は２９点あり，大半が床

面ないしカマド内の資料として取り上げられている。ただ，前述したように，南周壁側の検出状態

に問題があり，すべてが本住居跡に帰属したと見なすには，危険が伴う。ここでは，カマド周辺と

Ｐ１・２周辺の遺物に限って，確実な共伴資料と捉えておくのが無難であろう。

図１０１－１～１１・１４～１６は，土師器杯である。１～５・１０・１１・１４は，有段丸底杯に分類される。

１・２・４は，底径が小さく，口縁部が大きく開いている。３は，底径が大きく，口縁部が立ち気

味の器形を呈している。口縁部外面がヘラミガキされている。１１・１４は大型品に属するもので，１４

は器高が高く，椀状をなしている。１６は，口径３０�近くの特大品である。内面はナデ仕上げされて

いる。６～９は，須恵器模倣杯になる。６・９は，比較的忠実に須恵器を模倣しているが，７・８

は実物より器高が高めになっている。とくに，８に関しては椀に近い。

図１０１－１２・１３は，土師器高杯になる。１２は，中実の短脚で，端部はまくれない。１３は，有段丸底

杯を短脚に乗せており，脚端部を欠いている。脚部は太く，透かしが入らない。

図１０１－１７は，土師器手づくね土器である。半球形を呈しており，粘土塊に指を押し込む方法で，

成形が行われている。

図１０１－１８は，器種不明の須恵器片である。外面に沈線があり，刺突が連続的に加えられている。

図１０２－１・２は，土師器長胴甕になる。１は，やや細長のもので，胴部は膨らみが弱い。２は，

胴部中央に膨らみがあり，底部が突出している。どちらも，外面ハケメ調整である。

第１編 高木遺跡
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１　貼床土�

６　床面�

１０　床面�

１１　床面�

１２　床直�

１６　床直�

１７　床直�
１８　床直�

１３　堆積土�

１４　カマド左袖脇床面�
１５　�１�

２　カマド内，�
　　堆積土�

４　カマド内，�
　　堆積土�

５　カマド内，�
　　堆積土�

７　床面，堆積土�
８　床直�

３　カマド左袖脇床面�

９　�１�

０� １０㎝�
（１/３）�

図１０１ ３６号住居跡出土遺物（１）
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１　床面�
２　床面�

３　床面�

４　床面�

５　床面�

６　床面�
７　検出面�

０� １０㎝�
（１/３）�

図１０２ ３６号住居跡出土遺物（２）
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　床面・床直，堆積土� ２　床面・床直�

３　床面�

４　床面�

図１０３ ３６号住居跡出土遺物（３）
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P１�

P２�

３７号住居跡�

Ｙ:５０,９４０�

Ｘ:１６７,９６６�

Ｙ:５０,９４３�

Ｘ:１６７,９６６�

Ｙ:５０,９４０�

Ｘ:１６７,９６３�

ＳＩ３７�

ＳＩ３１�
ＳＩ１３１�

ＳＩ１８５�

ＳＩ１６２�

ＳＩ１６９�

ＳＩ３６�

ＳＩ６８�

ＳＫ１２�

Ａ
�

Ａ
′
�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

P１�

P２�

２０８.８０ｍ�

２０８.７０ｍ�

Ａ�

１� ２�

１� ３�

２�

Ａ′�

Ｂ� Ｂ′�

０� ２ｍ�
（１/５０）�

１０６－１�

　Ｐ１堆積土�
１　褐色砂（赤味あり）�
２　暗褐色砂�

　３７号住居跡・Ｐ２堆積土�
１　褐色砂（赤味あり）�
２　褐色砂（若干青灰色）Ｐ２�
３　褐色砂（１より赤味弱）Ｐ２�

図１０２－３・５・６は，土師器小型甕に分類される。３は，口縁部が外反し，胴部下半が窄まって

いる。５は，頸部が括れず，胴部中央から口縁端部まで，そのまま直立して立ち上がる。６は，全

体が下に向かって窄まる形態を呈するもので，頸部が括れていない。外面の器面調整は，３・６が

ハケメ，５がナデでである。

図１０２－４は，特大の土師器広口球胴甕であろうか。胴部は，やや細長の形態になると推定される。

外面はハケメ調整されている。

図１０２－７は，土製支脚になる。甕に接した部分が欠損している。

図１０３－１・３は，土師器球胴甕に分類される。１は大型品であり，広口につくられている。３は，

玉葱状の胴部を有するもので，頸部が締まっている。２点とも，外面はハケメ調整されている。

図１０３－２・４は，大型の土師器甑になる。２は，当該器種としては，かなり細長の胴部を呈して

いる。４は，通有の胴部上半の張った器形のものである。どちらも，外面はハケメ調整されている。

ま と め

本遺構は，自然堤防の東緩斜面に営まれた竪穴住居跡である。床面で，豊富な遺物が出土した。

しかし，遺構の検出状態に問題があり，それらすべてを共伴遺物と見なすわけにはいかない。

それでも，確実な資料の内容から，本住居跡が営まれた時期は，栗囲式期と考えることができる。

（佐 藤）

３７号住居跡 ＳＩ３７

遺 構（図１０４・１０５，写真１０３・１０４）

本住居跡は，Ｎ２１グリッドの南寄りにおいて検出された。内部施設として，カマド１基とピット

２個を持つ。

図１０４ ３７号住居跡

第１編 高木遺跡
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P１�

３７号住居跡カマド�

Ｙ:５０,９４１�

Ｘ:１６７,９６５�

Ｙ:５０,９４１�

Ｘ:１６７,９６７�

Ｙ:５０,９４２�

Ｘ:１６７,９６７�

Ｙ:５０,９４２�

Ｘ:１６７,９６５�

２０８.７０ｍ�
Ｂ�

１�

４�

２�３�

Ｂ′�

２０８.８０ｍ�
Ａ�

１�

２�
２�

Ａ′�

Ａ
�

Ａ′�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

０� １ｍ�
（１/２５）�

　３７号住居跡カマド堆積土�
１　褐色砂�
２　褐色砂（焼土粒・炭化物粒少量含む）�
　　天井崩落土�

　３７号住居跡カマド構築土�
１　７.５ＹＲ４/４　褐色砂質土（焼土粒多量含む）�
２　７.５ＹＲ４/４　褐色砂質土（焼土粒含む）�
３　７.５ＹＲ４/３　褐色砂質土�
４　５ＹＲ４/４　　にぶい赤褐色砂質土�

本住居跡は，東側で１６９号住居跡と重複しており，それよりも新しい。また，北側で３６号住居跡と

わずかに接しているが，新旧関係は不明である。

本住居跡は，検出時に東側半分を削平してしまった。そのため，遺構内堆積土は，西周壁付近の

１層しか確認できていない。堆積過程は不明であるが，後述するＰ２が自然埋没した状態を示して

いることから，竪穴全体も自然に埋没した可能性が考えられる。

住居跡の平面形は，遺存部分から，方形を呈していたと推測できる。方位との関係を西周壁で見

ると，真北から３０°ほど東へ傾いている。遺存部の規模は，南北軸３．３ｍ，東西軸は１．９ｍ以上を測る。

検出面から床面までの深さは，比較的遺存状態の良い西周壁側で，６～９�を測る。そして，東

へ行くにつれて浅くなっている。また，周壁の立ち上がりは，全体に緩やかである。

床面は，ほぼ平坦で，東に向かってわずかにレベルが上っている。

住居跡内施設としてカマド１基，ピット２個を検出した。カマドは，西周壁中央のやや北寄りに

位置し，褐色砂質土で構築されている。遺存状態は良くない。左袖は，壊された部分を補って考え

ると，８０�ほど住居内に張り出していたとみられる。右袖は，北半分を壊されているものの，住居

内に７０�ほど張り出していたのが確認できる。

この両袖によって確保された燃焼部の規模は，焚口幅約３２�，奥行き７０�以上を測る。焚口底面

から遺存する袖上面までの高さは，最大１２�である。燃焼部底面から袖の内側にかけて，焼土化し

た部分が認められる。

カマド内堆積土は２層に区分した。�２は，焼土粒を含むことから，天井崩落土と考えられる。

図１０５ ３７号住居跡カマド

第２章 遺構と遺物

１４７



０� １０㎝�
（１/３）�

１　床面�

２　床下�

�１は，天井崩落後に堆積した土

と考えられ，自然堆積の可能性が

高いと思われる。煙道は，確認で

きなかった。

Ｐ１は，カマド脇に位置してお

り，貯蔵穴の可能性が考えられる。平面形は，若干歪んだ隅丸方形を呈しており，長辺１３２�，短辺

９４�の大きさを測る。床面からの深さは，４～１６�である。底面は，床面と同様に，東に向かって

わずかにレベルが上っている。堆積土は２層に分層され，どちらも自然流入土と判断した。なお，

このピットの�１は，住居跡内堆積土�１に類似している。

Ｐ２は，カマド左袖から南へ約４０�のところに位置している。長径６８�，短径４４�の楕円形を呈

する。床面からの深さは，最大１５�で，堆積土は２層に分層される。自然流入状態を示している。

遺 物（図１０６，写真５２５）

遺物は，土師器片８２点が出土した。図示遺物は２点ある。カマド手前の床面から出土した図１０６－

１が，遺構に共伴している。

図１０６－１・２は，土師器杯である。１は，底径の大きめな有段丸底杯に分類される。口縁部は外

傾している。２は，口径１０�あまりの小型品である。同じく有段丸底杯になる。底径が小さく，口

縁部が大きく開く。

ま と め

本住居跡は，カマドの設置された西半分だけ検出され，遺存状態は良くなかった。規模は小型で

ある。

営まれた時期は，床面の遺物から，栗囲式期に位置付けられる。 （菅 原）

３８号住居跡 ＳＩ３８

遺 構（図１０７，写真１０５～１０７）

本遺構はＮ２１グリッドに位置し，２３・３３号住居跡の下層において検出された。また，本遺構のさ

らに下層から，５３号住居跡が検出されている。調査区中央の最も住居跡の集中する区域に位置して

おり，２号溝跡が北側１３ｍに位置している。

住居跡の平面形は，北周壁がほとんど検出されなかったものの，残存する周壁から四隅の角張っ

た正方形を呈していたと考えられる。規模は，東西４．９ｍ，南北５．２ｍである。住居跡と方位との関

係は，発掘基準線北に対して２８°東に傾く。周壁は急角度で立上がり，検出面から床面までの深さは，

東周壁で最大２１�である。床面は掘形底面をそのまま利用した直床である。

堆積土は，２層に分層される。２層とも締まりの弱い褐色の砂質土で，自然堆積土である。

住居跡内施設は，カマド１基とピット１個を検出した。カマドは北周壁中央に取り付いている。

遺存状態は悪く，袖の痕跡が一部残っているのみである。底面は，直径５５�程の円形に焼土化して

図１０６ ３７号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡

１４８



撹　乱�

P１�

P１�

３８号住居跡�
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

１０８－３�

１０８－４�

１０８－１�

１０８－２�

　３８号住居跡堆積土�
１　７.５ＹＲ４/３　褐色砂質土（しまり弱）�
２　７.５ＹＲ４/４　褐色砂質土（しまり弱）�

　Ｐ１堆積土�
１　７.５ＹＲ３/４　暗褐色砂質土（しまり弱）�
２　７.５ＹＲ３/３　暗褐色砂質土（しまり弱）�

いた。煙道は完全に失われ，堆積土も確認できなかった。

住居跡北東隅で，Ｐ１が検出されている。長径１．２ｍの不整楕円形をなすもので，床面からの深さ

は３０�である。位置的にみて，貯蔵穴と判断している。堆積土は２層からなり，いずれも締まりの

弱い暗褐色の砂質土である。自然堆積土と考えている。

遺 物（図１０８，写真５２５）

遺物は，土師器片１６１点が出土した。図示遺物の４点は，カマド右脇に集中していたもので，遺構

に伴っている。

図１０８－１・２は，有段丸底の土師器杯である。１は，段がしっかりしており，外面は稜を形成し

図１０７ ３８号住居跡

第２章 遺構と遺物

１４９



０� １０㎝�
（１/３）�

１　床面�

３　床面�

２　床面，カマド内�１�

４　床面，カマド内�１�

ている。２は，無段に近く，口縁部と底部の境は，丸みがある。

図１０８－３・４は，小型の土師器甕である。３は口径が大きく，胴部上半が膨らんで，下半が強く

窄まる器形を呈している。口縁部は，緩く外反している。底部は突出しており，上げ底状をなす。

４は，口径が大きく，胴部が膨らまないで，そのまま底部にいたる器形を呈している。以上の２点

は，外面ハケメ調整で共通する。

ま と め

本住居跡からは，カマドと貯蔵穴と思われるピットを確認した。カマドは北周壁に取り付き，北

東隅には，貯蔵穴がつくられていた。貯蔵穴の脇からは，土器が一括で出土している。柱穴は検出

されず，上屋の状態を知ることはできなかった。

本住居跡の所属時期は，出土土器から考えて，栗囲式期に位置付けられる。 （高久田）

３９号住居跡 ＳＩ３９

遺 構（図１０９，写真１０８・１０９）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。検出段階で，既に上部削平が著しく進

んでおり，遺構内容の詳細は知ることができなかった。

本住居跡が営まれたのは，阿武隈川に面した自然堤防の西斜面肩部である。３２・４１・４４・７５号住居

跡と重複している。新旧関係は，４１号住居跡より古く，４４・７５号住居跡より新しいことが判明して

いる。

堆積土は，にぶい黄橙色砂質土の１層である。自然堆積か人為堆積であるかについては，分から

なかった。

床面は，貼床されず，掘形底面がそのまま平坦に整えられている。踏み締まりは認められない。

図１０８ ３８号住居跡出土遺物
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１　�１�

ＳＩ４４�

床面と検出面の比高差は，４～６�を測る。

本住居跡の平面プランは，正方形基調を呈している。ただし，向かい合う周壁の長さが一致せず，

台形気味となっている。

規模は，東西３．９ｍ，南北３．７ｍを測り，比較的小型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線

北に対して，東に７０°振れている。

カマドは検出されなかった。ただ，南周壁ぎわで，焼土の分布が認められたので，これがその痕

跡であったのかもしれない。しかし，確証は得られなかった。

ピット類は検出されていない。

遺 物（図１０９）

遺物は，土師器片３０点が出土した。

図１０９－１は，土師器甕の破片資料である。�１から出土したもので，遺構に伴う遺物ではない。

胴部外面は，ハケメ調整されている。

ま と め

本遺構は，自然堤防の西斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。遺存状態に恵まれず，良好な共

伴遺物も出土しなかった。

本住居跡が営まれたのは，重複遺構から，栗囲式期に上限が求められる。 （菅 原）

図１０９ ３９号住居跡・出土遺物
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４０号住居跡 ＳＩ４０

遺 構（図１１０，写真１１０～１１３）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。自然堤防の中央平坦面に営まれており，

周囲には数多くの住居跡が分布している。本住居跡は，４５・４８・５５号住居跡と重複し，それらのど

れよりも新しい。

堆積土は，暗褐色砂質土が１層みられた。自然堆積土と考えている。床面は，部分的にしか貼床

が施されず，あとは下層住居跡の堆積土上面がそのまま平坦に整えられている。このため，断面図

には，貼床は示されていない。踏み締まりは，認められなかった。

本住居跡の平面プランは，整った正方形を呈しており，向かい合う周壁どうしの長さが一致する。

規模は，東西４．１ｍ，南北４．０ｍを測り，中型である。方向は，阿武隈川を背にする方を西周壁とみ

ると，発掘基準線に対して，東に７４°振れている。この傾きは，本遺跡の住居跡の中で，異質であ

る。

カマドは，西壁中央で検出された。煙道部は失われており，燃焼部だけ残っていた。袖は，周壁

から約７０�住居跡内側に伸びている。底面は良く焼けており，断ち割ったところ，１０�の厚さで酸

化していた。

遺 物（図１１１・１１２，写真５２６）

遺物は，土師器片２０９点，石製品３点が出土した。図示遺物は，１２点ある。

図１１１－１・２は，土師器杯である。１は，関東地方からの搬入品とみられる。形態は，須恵器杯

身模倣であり，口縁部が内傾する。胎土は，緻密で夾雑物を含まず，白っぽい色調を呈している。

内面はナデ調整され，黒漆を塗布して内外面が仕上げられている。この資料は，貼床中で出土した

破片である。住居跡に伴うものではないと考えている。２は，床面出土で，有段丸底の形態を呈し

ている。口径２０�を越える大型品である。

図１１１－３・４・９は，小型の土師器甕で，床面・カマド底面から出土した。３と４は，口縁部の

立ち上がりに違いがみられる。前者は外反するのに対し，後者は外傾する。９は，底部側しか残っ

ていない。

図１１１－５・６は，中～大型の土師器甕になる。５は，上半部を欠いており，器形全体の特徴は知

ることができない。外面は，ハケメ調整である。６は，広口で，胴部が球形に近い形態を呈する。

外面にハケメ調整痕が観察される。

図１１１－８は，ミニチュアの土師器球胴甕である。貼床中で出土した。口縁部を欠く。

図１１２－１～３は，貼床出土の紡錘車である。１は，孔が２つあり，失敗品と考えられる。３は，

未成品と考えられるものである。

ま と め

本遺構は，自然堤防の中央平坦面に営まれた竪穴住居跡である。平面プランは，正方形を呈して
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３　７.５ＹＲ５/２　灰褐色砂質土�
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図１１０ ４０号住居跡
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黒漆塗付� １　貼床土�

２　床面� ３　床面・�１�

６　貼床土�

４　床面�

５　床面，カマド底面�

９　床面，カマド底面�

７　床面，カマド底面�

８　貼床土�

０� １０㎝�
（１/３）

図１１１ ４０号住居跡出土遺物（１）
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１　貼床土� ２　貼床土�
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　４１号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　５ＹＲ６/２　灰褐色砂質土�
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おり，中型の規模を有する。

本住居跡では，カマド中心に定量の共伴資料が得られた。また，遺構に伴うものではないが，関

東産土師器が出土したことも，重要である。

営まれた時期については，遺物の特徴から，栗囲式期に位置付けられる。 （菅 原）

４１号住居跡 ＳＩ４１

遺 構（図１１３，写真１１４）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。

営まれたのは，阿武隈川に面した自然堤防の西斜面肩部である。周辺には，数多くの住居跡が分

布している。

本住居跡は，３９号住居跡と重複している。新旧関係は，それよりも新しい。

本住居跡は，遺存状態が非常に悪かった。

検出されたのは，カマドだけである。しかも，

煙道部は完全に消失しており，燃焼部が一部

遺存しているだけであった。このため，遺構

内容の詳細についてはほとんど何も判明して

いない。

遺存していたカマドは，西周壁に設置され

ていたとみられ，軸線方向は，発掘基準線北

に対して，西に少し振れている。底面は，焼

土化しており，断面で２�前後の厚さがあっ

た。

遺 物（図１１４）

遺物は，カマド燃焼部底面で，土師器甕の

底部図１１４－１が出土した。底径からみると，

図１１２ ４０号住居跡出土遺物（２）

図１１３ ４１号住居跡
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０� ６㎝�
（１/３）�

１　カマド底面�

小型品であろうか。外面がハケメ調整されている。

ま と め

本遺構は，自然堤防の中央平坦面に営まれた竪穴住居跡で

ある。カマド燃焼部しか残っておらず，詳細については不明

である。

時期は，伴った土師器甕の特徴から，国分寺下層式期～栗

囲式期の幅の中で大きく捉えておきたい。 （菅 原）

４２号住居跡 ＳＩ４２

遺 構（図１１５・１１６，写真１１５～１１７）

本遺構は調査区北部のＯ２０グリッドから検出された竪穴住居跡である。複数の住居跡と重複して

いる。

それぞれの住居跡との関係は，６９号住居跡→４２号住居跡→５０号住居跡→１２号住居跡となり，本住居

跡は５０号住居跡と１２号住居跡に破壊されて東周壁側の一部分しか遺存しない。特に平安時代の竪穴

住居跡である１２号住居跡と本住居跡はほぼ同位置に造られ，主軸の傾きも一致していたため，プラ

ン検出時には１２号住居跡として調査を行っている。

本住居跡はカマドの付設する東周壁側の一部しか検出できなかったが，カマド部分はＬ�中から

良好な状態で検出できた。しかし１２号住居跡と本住居跡の東周壁がほぼ平行していたため，はじめ

１２号住居跡のカマドと判断して調査を進めている。

カマド袖部分からは１２号住居跡に伴うものと考えられる須恵器の長頸瓶が出土したが，カマド内

から出土した遺物と時期が合わなかった。そのため１２号住居跡とは別住居跡のカマドと判断して４２

号住居跡を設定した。

本住居跡のカマドと判断した段階で土層ベルトを設置したところ，１２号住居跡の東周壁は立ち上

がりらしいものがないが，床面から直立する本住居跡の壁の立ち上がりを確認できた。住居跡内積

土は壁際の一部分しか確認できないが，�１が灰黄褐色砂，�２が黒褐色砂の２層に分層でき，２

段階で堆積した自然堆積と考えられる。

住居跡の大きさは不明であるが，東周壁の遺存する部分で約３．８ｍを測る。深さは東周壁際で約３０

�を測り，床面には貼床等は認められず，Ｌ�をそのまま使用しているものと思われる。主軸方位

はＮ２５°Ｅである。

カマドは東周壁に付設され，煙道部，煙出しも確認できた。カマドは焚口から煙出しの先端まで

の長さが約２．２ｍを測る。焚口の底面はほぼ平坦で，そこから緩やかな傾斜となって煙道部へと繋がっ

ている。また，煙道部の先の煙出しは一段低く掘り窪められている。カマド内堆積土は５層に分層

したが，�１～４は煙道方向から流れ込んで堆積した自然堆積土と考えられ，燃焼部底面上の堆積

土には焼土塊を含み，煙道部と煙出しには黒褐色砂が堆積している。�４・５は焼土塊とともに粘

図１１４ ４１号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡
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Ｙ:５０,９６２�

Ｘ:１６８,０３１�

Ｙ:５０,９５９�

Ｘ:１６８,０２７�

Ｙ:５０,９５９�

Ｘ:１６８,０２７�

土器�

土器�

石�

石�

４２号住居跡�

１１６－４�

２０８.３０ｍ�
Ａ�

土器�

Ａ′�

Ａ�

Ａ′�

１�
２�

（１/５０）

０� ２ｍ�

　４２号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂�
２　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂�

ＳＩ１１�

ＳＩ０８　�

ＳＩ１８�

ＳＩ１２�

ＳＩ０３�
ＳＩ５０�

ＳＩ４２�

ＳＩ６９�

ＳＩ５０�

ＳＩ１２�

撹
　
乱�

土塊を含んでいるため，天井崩落土

とも考えられる。

カマド袖は壁面から約９０�ほど張

り出しており，両袖間の幅は約１１５�

を測る。燃焼部の底面と側面は赤く

焼けている。カマド袖の構築土は焼

土塊を含んだ砂であったが，堅く締

まっていた。煙道部は壁面から直交

するようにのびており，長さが約９０

�，幅が約２０�前後である。煙出し

は長軸約４０�，短軸約３０�の楕円状

で，深さは約２０�で底部がやや丸く

造られている。煙出しの検出面から

は長さが約１０�ほどの石がみられた

が，１点だけなので煙出し部分を覆っ

ていたものかどうかはわからない。

遺 物（図１１６，写真５２７）

本住居跡から出土した遺物のうち，

図示したものは土師器２点と須恵器１点，土製品１点である。出土遺物の中には，本住居跡とほぼ

同位置に築かれた１２号住居跡の東周壁が大きく崩れていることもあって，１２号住居跡に伴うものと

考えられる遺物も混じっている。

図１１６－１は土師器の甕でロクロ調整されており，他の出土遺物と時期が異なることから，１２号住

居跡に伴うものと考えられる。底部は欠けているが，外面の体部下半には底部方向にヘラケズリが

施されており，内面はヘラミガキ後に黒色処理されている。

図１１６－２は土師器のミニチュア土器で，小型の球胴甕にみられる器形である。その口頸部にはほ

ぼ対極線上に１対の穿孔が施されている。

図１１６－３は須恵器の壺とみられる口縁部の細片である。

図１１６－４は東周壁際の床面から出土した土製の管玉で，ミガキが施され，黒色処理されている。

ま と め

本住居跡は出土遺物と重複する住居跡との関係から栗囲式期のものと考えられる。

本住居跡のカマドは本遺跡で検出された一般的な住居跡とは異なり，カマドが東周壁に付設され

ている。

また，カマドは住居外に煙道部が長く延びるもので，このようなタイプは本集落の中では比較的

古い段階のものにみられる。 （大 波）

図１１５ ４２号住居跡
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　４２号住居跡カマド構築土�
１　７.５ＹＲ４/４　褐色砂�
　　　　　　　　（焼土塊微量含む，しまりあり）
２　１０ＹＲ３/４　 暗褐色砂（炭化物微量含む）�

　４２号住居跡カマド堆積土�
１　７.５ＹＲ３/２　黒褐色砂（焼土粒少量含む）�
２　７.５ＹＲ３/３　暗褐色砂（焼土塊少量含む）�
３　７.５ＹＲ２/２　黒褐色砂質土（焼土塊少量含む）�
４　７.５ＹＲ３/４　暗褐色砂（焼土塊・にぶい黄褐色粘土を少量含む）�
５　７.５ＹＲ３/１　黒褐色砂�

４２号住居跡カマド�

３　カマド�

４　東壁際�

２　�２�１　�１�
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５�

３㎝�

（１/３）�

０� １０㎝�

図１１６ ４２号住居跡カマド・出土遺物

第１編 高木遺跡

１５８



０� ２ｍ�
（１/５０）�

４３号住居跡�

Ｂ�

１�

２�

４�５�
３�

撹　　乱�

石�

石�

石
�

石�

石�

Ｐ１�

Ｐ１�
Ｂ′�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

Ａ
�

Ａ
′
�

２０８.５０ｍ�

Ａ
�

１
�

Ａ
′
�

２０
８
.６０
ｍ
�

Ｙ:５０,９２０�

Ｙ:５０,９２４�

Ｘ:１６７,９７２�

　４３号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�　Ｐ１堆積土�

１　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ５/３　にぶい黄橙色砂質土�
３　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色砂質土�
４　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土（焼土）�
５　１０ＹＲ５/４　にぶい黄褐色砂質土�
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４３号住居跡 ＳＩ４３

遺 構（図１１７・１１８，写真１１８～１２１）

本遺構は，Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。

営まれたのは，阿武隈川に面した自然堤防の西斜面肩部である。また，南側は浅い谷地形に面し

ており，このため，南半部の遺存状態が悪く，検出作業を繰り返すうちに周壁は消失してしまって

いる。

本住居跡は，３２号土坑と重複しており，これより新しい。

本住居跡の平面プランは，方形基調を呈している。規模は，南北５．０ｍ以上，東西４．６ｍを測る。

この大きさは，高木遺跡９区の住居跡の中では，中型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線

北に対して，東に２０°振れている。

堆積土は，にぶい黄橙色砂質土が１層みられた。確証は得られていないが，断面の様子から，自

然堆積土と考えている。

図１１７ ４３号住居跡
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図１１８ ４３号住居跡カマド
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床面には，貼床が施されていない。掘形底面のＬ�がそのまま平坦に整えられている。とくに，

顕著な踏み締まりは認められなかった。床面と検出面の比高差は，残りの良い北周壁で，１０～１６�

を測る。

カマドは，北周壁中央で検出された。煙道部は失われていたが，燃焼部の残りは，良好であった。

検出状況から復元すると，左袖先端が自然石，右袖先端が土師器甕（図１２０－３）で，それぞれ補強

され，さらにその上に，平たい天井石が横架けされていたと推定される。天井石の上に，土師器甕

（図１１９－９）が横転しており，廃絶時の状況をよくとどめていた。また，支脚は，天井部が崩れた

際に原位置から動いたと推定される。床面から少し浮いた状態で出土した。棒状を呈する自然石で

ある。

遺 物（図１１９・１２０，写真５２７・５２８）

本住居跡では，土師器片４９７点，須恵器片１点，石製品３点，鉄製品１点が出土した。図示遺物は，１７

点あり，カマド周辺に分布が集中している。なかでも，カマド前面には，石製紡錘車の未成品３点

が１か所に寄せ集められた状態で出土しており，注目される。

図１１９－１～６は，有段丸底の土師器杯である。それらは，口縁部形態の特徴から，１・３と，２

・４～６の２つに分けることができる。前者は口縁部が外反し，後者は内湾するもので，さらに，

この２つのタイプは，口縁部の調整技術にも明確な違いが指摘される。外反タイプは，ヨコナデさ

れるのに対し，内湾タイプは，６を除く３点がヘラミガキされている。

図１１９－７・８は，土師器小型甕である。どちらも，カマド左脇床面に横転していた。外面はナデ

調整される。７は，口径が胴部最大径を上回り，底部に向かって窄まる。８は，胴部最大径が口径

を上回り，中膨らみである。また，器面に煮炊痕跡が明瞭に残る。

図１１９－９，図１２０－１・３は，土師器長胴甕である。図１１９－９は，カマド天井石の上に倒れてい

た完形品である。胴部外面には，懸け口に固定されていたことを示す粘土の付着が，観察される。

器形は，胴部中位に最大径があり，下半が強く窄まっている。胴部外面は，ナデ調整される。図１２０

－１も，出土位置からみて，カマドに固定されていたと推定される。正立状態で出土しており，上

部が欠損している。胴部外面は，ナデ調整されている。図１２０－３は，カマドの右袖補強材に使用さ

れ，倒立していた。口縁部は，転用の際に割られている。胴部は細長く，最大径が中位にあって，

均整がとれている。胴部外面は，ハケメ調整されている。

図１１９－１０は，土師器球胴甕である。カマド左袖に寄り掛かって出土した。外面は，ナデ調整され

ている。

図１２０－２は，須恵器甕の口縁部片になる。�１から出土している。沈線で区画された中に，波状

文が描かれている。

図１２０－５～７は，石製紡錘車の未成品である。５→７→６の順に作業工程が進んでいる。これら

は，カマド前の床面にかたまっており，故意に置かれた状況を示していた。

図１２０－４は，鉄鎌である。北東隅の床面で出土した。遺存状態は良い。

第２章 遺構と遺物

１６１



１　カマド前床面�

４　検出面�

７　床面�

２　検出面�

５　�１・検出面�

８　床面・�１�

１０　床面・�１・検出面，カマド�

３　床面・�１・検出面�

６　床面・カマド前床面・�
　　�１�

９　床面�
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図１１９ ４３号住居跡出土遺物（１）
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（１/３）�

０� １０㎝�

１　カマド底�

２　�１�

３　カマド右袖構築材�

４　床面�

５　カマド前床面�

６　カマド前床面�

７　カマド前床面�

図１２０ ４３号住居跡出土遺物（２）
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ま と め

本遺構は，阿武隈川に面した自然堤防の西斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。

カマドは，袖先端が土師器甕と自然石で補強され，さらに，天井部が平たい自然石で構築されて

いることが判明した。

遺物は，カマド周辺で良好な一括資料が出土している。有段丸底の土師器杯には２つのタイプが

みられ，石製紡錘車の未成品が集中して出土するなど，興味深い知見が得られた。

時期はとりあえず，７世紀中心の栗囲式期で捉えておく。詳細は，第３編で検討することにした

い。 （菅 原）

４４号住居跡 ＳＩ４４

遺 構（図１２１・１２２，写真１２２～１２５）

本遺構は，Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。

営まれたのは，阿武隈川に面した自然堤防の西斜面肩部である。周囲には，数多くの住居跡が高

い密度で分布している。この中で，本住居跡の重複関係は，３９・４１号住居跡に切られ，５５号住居跡

を切っている。

本住居跡の平面プランは，方形基調を呈している。ただ，全体の形状は，東周壁が３９号住居跡に

壊されているため，知ることができない。検出された範囲でみると，各コーナーは角張って，周壁

が直線的に伸びており，整っている。

規模は，南北４．２ｍ，東西４．０ｍ以上を測り，高木遺跡では中型の部類に属する。方向は，発掘基

準線北に対して，東に１９°振れている。

堆積土は，暗褐色砂質土が１層認められた。確証は得られていないが，断面の様子から，自然堆

積土と考えている。

床面は，ほとんど貼床が施されず，掘形底面のＬ�がそのまま平坦に整えられている。とくに顕

著な踏み締まりは認められなかった。床面と検出面の比高差は，残りの良い北周壁で，５～７�を

測る。

本住居跡のカマドは，西周壁中央で検出された。煙道部は，周壁から１．０ｍの長さを有しており，

細長く住居外に伸びている。燃焼部の規模は，袖長６０�，焚口幅４５�を測る。底面には，２本の自

然石を横に並べた支脚が据えられていた。こうした事例は，１４２号住居跡でも検出されている。外山

政子らの研究成果に従えば，甕は横並び２つ掛けされていたと考えられる。

底面は良く焼けており，断ち割りしたところ，最大５�の厚さで酸化していた。

ピット類は検出されていない。

遺 物（図１２３，写真５２９・５３０）

遺物は，土師器片２３８点，土製品１点が出土した。図示遺物は，８点ある。

それらの分布は，カマドの設置された西周壁側に集中している。とくに，図１２３－３～５・７の４
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

４４号住居跡�

遺物出土状況�
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１
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Ａ
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�

Ａ
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２０
８
.８０
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�

Ｙ:５０,９２６�

Ｘ:１６７,９８４�

Ｙ:５０,９２６�

Ｘ:１６７,９８０�

Ｙ:５０,９３０�

Ｘ:１６７,９８４�

　４４号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�

１２３－４�

１２３－５�

１２３－７�

１２３－６�

１２３－２�

１２３－３�

１２３－１�

ＳＩ３９�

ＳＩ３４�
ＳＩ３２�

ＳＩ４１�

ＳＩ７５�

ＳＩ４８�

ＳＩ４０�

ＳＩ５５�

ＳＩ４４�

図１２１ ４４号住居跡
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０� １ｍ�
（１/２５）�

４４号住居跡カマド�

石�

Ａ�

２�
１�

Ａ′�

Ａ�

Ａ′�

２０８.６０ｍ�

Ｙ:５０,９２８�

　４４号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ５/４　にぶい黄褐色砂質土（焼土・炭化物）�
２　１０ＹＲ４/１　褐灰色砂質土（炭化物）�

Ｘ:１６７,９８３�

Ｙ:５０,９２８�

Ｘ:１６７,９８２�

Ｙ:５０,９２６�
Ｘ:１６７,９８２�

石�

土器�

点は，平たい自然石３個と共に，

北西隅床面に故意に寄せ集めら

れていたもので，強い共伴関係

を示している。

１・５は，土師器杯である。

１は，カマド前の床面で，正立

したままの状態で潰れていた。

有段丸底の器形をなす。５は，

底部を柱状のまま残したもので，

上部を欠いている。内面は，ヘ

ラミガキ・黒色処理されていな

い。北西隅床面で出土している。

２は，何と表現してよいのか

判断に苦しむ土師器である。南

西隅の床面に正立していた。手

づくねの状態で，おおまかに成

形しただけのもので，器面調整は一切施されていない。色調は黒色を呈する。用途は不明である。

器形は，胴部中央でいったん括れ，上半部が外傾したあと，端部近くで再び短く内傾している。こ

れは，口縁部を指で摘んで整えたことに起因している。ちょうど，縄文時代中期のキャリパー形を

呈する深鉢に類似している。

３・４は，土師器小形甕である。２つは，北西隅床面に寄せ集められた土器の一部である。３は，

胴部下半部が丸みを帯び，４は，直線的なラインを呈している。どちらも，胴部外面はハケメ調整

されている。

６は，長胴タイプの土師器甕である。南西隅床面から出土した。口径と胴部径は，ほぼ等しく，

口頸部は，「く」の字状に屈曲する。外面は，ハケメ調整されている。

７は，土師器片口土器である。北西隅床面から出土した１つである。正立していた。器形は，丸

みを帯びた小型甕と同一で，口縁部は内傾する。片口は，口縁部の端を外に曲げることでつくられ

ている。外面は，ナデ調整されている。

８は，土製丸玉になる。床面から出土した。表面は，黒色処理されている。

ま と め

本遺構は，自然堤防の中央西寄りに営まれた竪穴住居跡である。カマド構造は，燃焼部に支脚を

２つ横並びさせている。

遺物は，良好な一括資料が得られた。なかでも，片口土器が出土したことは注目される。これま

で東北北部に類例が多くみられた器種であり，系譜に関心がもたれる。 （菅 原）

図１２２ ４４号住居跡カマド
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１　床面�

４　床面� ５　床面�

６　床面�

８　床面�

２　床面� ３　床面�

７　床面�

（１/３）�

（１/２）�

０� １０㎝�

０� ３㎝�

４５号住居跡 ＳＩ４５

遺 構（図１２４，写真１２６・１２７）

本遺構は，Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，自然堤防

の中央付近にあたり，南側は浅い谷地形に面している。重複関係は，４０号住居跡に切られ，４８号住

居跡を切っている。

本住居跡は，遺構全体の削平が著しい。東半分は，周壁が無く，床面が露呈していた。

図１２３ ４４号住居跡出土遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� ６㎝�
（１/３）�

４５号住居跡�

遺物出土状況�

Ａ�
１�

Ａ′�

Ａ�

Ａ′�

２０８.６０ｍ�

Ｙ:５０,９２６�

Ｘ:１６７,９７５�

Ｙ:５０,９２６�

Ｘ:１６７,９７１�

Ｙ:５０,９３０�

Ｘ:１６７,９７５�

Ｙ:５０,９３０�

Ｘ:１６７,９７１�

　４５号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�

１　床面�

１２４－２�

１２４－１�

２　床面�

ＳＩ４０�

ＳＩ５５� ＳＩ７５�

ＳＩ４８�

ＳＩ４３�

ＳＩ４５�

ＳＩ４０�

平面形は，正方形基調を呈している。歪みが大きく，向かい合う東西周壁の長さが一致しない。

中軸で計測すると，規模は，東西３．８ｍ，南北３．４ｍを測り，高木遺跡では中型の部類に属する。方

向は，発掘基準線北に対して，東に１０°振れている。

堆積土は，暗褐色砂質土が１層みられた。自然堆積土と考えている。床面は，貼床されず，掘形

底面のＬ�がそのまま平坦に整えられている。踏み締まりは，認められなかった。

本住居跡のカマドは，北周壁の中央西寄りで検出された。燃焼部底面の酸化範囲だけで，詳細に

ついては知ることができなかった。

遺 物（図１２４，写真５３０）

遺存状態の制約で，出土遺物は少ない。土師器片８点である。それでも，床面に密着した２個体

の土師器杯が得られた。どちらも，口径１０�を下回る小型品なのが特徴である。

図１２４－１は，有段丸底の器形で，口縁部は内湾気味に外傾する。２は，須恵器杯蓋模倣である。

器高が著しく低く，口縁部は短い。

ま と め

本遺構は，自然堤防を横切る浅い谷地形に面した竪穴住居跡である。残りが悪く，ほとんど床面

が露呈していた。このため，構造の詳細は知ることができなかった。

時期は，床面の遺物から，栗囲式期に比定される。 （菅 原）

図１２４ ４５号住居跡・出土遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

４６号住居跡�

Ａ�

２�
２�１�

Ａ′�

Ａ�

Ａ′�

２０８.６０ｍ�

Ｙ:５０,９３５�

Ｘ:１６７,９９１�

Ｙ:５０,９３５�

Ｘ:１６７,９８５�

Ｙ:５０,９４０�

Ｘ:１６７,９８５�

　４６号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�

１２７－４�

１２７－３�

１２７－２�

１２７－１�

ＳＩ５２�

ＳＩ３８�

ＳＩ６０�ＳＩ３４�

ＳＩ３２�

ＳＩ７５�

ＳＩ５７�
ＳＩ６３�

ＳＩ４６�

４６号住居跡 ＳＩ４６

遺 構（図１２５・１２６，写真１２８～１３０）

本遺構は，Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，自然堤防

の中央平坦面で，下層からは，本住居跡の建て替え前のものと推定される６０号住居跡が検出されて

いる。また，北西隅で５２号住居跡と接している。これとの関係は，直接の切り合いが無く，新旧は

不明である。

堆積土は，２層に分層された。土層断面図が示すように，典型的なレンズ状堆積の様相を呈して

いる。このことから，本住居跡は自然埋没したと考えている。床面は，貼床されず，６０号住居跡の

図１２５ ４６号住居跡
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０� １ｍ�
（１/２５）�

４６号住居跡カマド�

Ａ�

１� １�
２�

３�
４�

６�

５�

Ａ′�

Ａ�

Ａ′�

２０８.５０ｍ�

Ｙ:５０,９３７�

　４６号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土　　５　２.５Ｙ６/３　　にぶい黄色砂質土�
２　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土　　６　１０ＹＲ５/４　にぶい褐色砂質土�
３　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土　　　　　　　　　（焼土・炭化物）掘形埋土�
４　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色砂質土�

Ｘ:１６７,９９１�

Ｙ:５０,９３７�

Ｘ:１６７,９９０�

Ｙ:５０,９３９�

Ｘ:１６７,９９１�
堆積土上面がそのまま利用されて

いる。

６０号住居跡は火災に遭っており，

本住居跡の床面を検出していくと，

この下層住居跡の炭化物層がドー

ナツ状に広がってきた。検出面と

床面の比高差は，１０～１８�を測る。

本住居跡の平面プランは，東西

に細長い長方形を呈する。長軸方

向は東西にあり，規模は，６．４ｍ×

５．１ｍを測る。この大きさは，高木

遺跡では比較的大型の部類に属す

るものといえる。住居跡方向は，

発掘基準線北に対して，東に２０°振

れている。

カマドは，北周壁で検出された。

位置は，少し左に偏っている。煙道部は削平され，残っていない。燃焼部は，袖長５５�，焚口幅５１

�の規模を測る。袖は，床面から１５�の高さが残っていた。底面の焼けは弱く，図示していない。

断ち割りでは，底面下に，にぶい褐色砂質土の掘形埋土が認められた。

ピット類は出土していない。

遺 物（図１２７，写真５３０）

遺物は，土師器片１７７点，鉄製品１点が出土した。図示遺物は５点ある。

図１２７－１・２は，土師器杯である。３と，１か所にかたまっていた。１は，須恵器杯蓋模倣にな

る。口縁部外面は，ヘラミガキされている。２は，低平な有段丸底形態をなすもので，内外面は，

ヘラミガキ・黒色処理されている。

３は，土師器甑の底部である。単孔式に分類される。外面は，縦位にヘラミガキされている。

４は，土師器長胴甕である。カマド左脇の床面に横転していた。底部を欠いているが，ほぼ完形

品に近い状態のもので，胴部外面はハケメ調整されている。

５は，鉄鏃になる。�１から出土した。先端を欠いている。

ま と め

本遺構は，自然堤防の中央平坦面に営まれた竪穴住居跡である。火災に遭った６０号住居跡を建て

替えたもので，東西に細長い平面プランを呈している。

時期は，床面の遺物から，栗囲式期に比定される。 （菅 原）

図１２６ ４６号住居跡カマド
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（１/３）�

０� １０㎝�

１　床面�

２　床面・�１�

３　床面�

５　�１�

４　床面�

４７号住居跡 ＳＩ４７

遺 構（図１２８，写真１３１～１３３）

本遺構は，調査区北部のＯ２０グリッドから検出された竪穴住居跡である。カマドの周辺部分しか

検出できなかった。そのため，本住居跡の南東方向に位置する６５号住居跡と重複すると思われるが，

遺構の重複状況からの新旧関係は判断できなかった。

本住居跡は，Ｌ�中よりカマドとカマドの付設する西周壁の一部分しか検出できず，西周壁はあ

わせて約２ｍほどしか確認できなかった。

西周壁から判断する住居跡の主軸方位は，Ｎ２０°Ｅである。他の住居跡同様に，阿武隈川の流路方

向を意識して造られているようである。住居跡の深さは約１５�程度で，しまりのない褐色砂が堆積

していた。

本住居跡の西周壁は，緩やかに立ち上がっている。床面はほぼ平坦で，踏み締まりなどは確認で

きなかった。

カマドは燃焼部以外の煙道や煙出しは確認できなかったが，焚口から緩やかな傾斜となって煙道

図１２７ ４６号住居跡出土遺物
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０� １ｍ�
（１/２５）�

　４７号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂（しまりなし）�
�

　４７号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂�
２　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂�
３　７.５ＹＲ３/３　暗褐色砂質土（しまりあり，炭化物微量含む）�
４　７.５ＹＲ３/２　黒褐色砂質土�
　　　　　　　（しまりあり，炭化物・焼土塊多量含む）�

　４７号住居跡カマド構築土�
１ａ　１０ＹＲ４/６　褐色粘質土（しまりあり）�
１ｂ　７.５ＹＲ４/３　褐色粘質土（しまりあり）�
２　　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂�

４７号住居跡�
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撹
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土器�

Ｘ:１６８,０２８�

Ｙ:５０,９６７�
�

Ｘ:１６８,０２６� Ｘ:１６８,０２６�

Ｙ:５０,９６７� Ｙ:５０,９６８�

部へとつながっていたようである。

カマド内堆積土は４層に分層したが，燃焼面上の�３・４は焼土や炭化物を含んだ暗褐色ないし

黒褐色の砂質土で，�３は煙道部の方向から流れ込んだようである。カマド袖が壁面から約８０�ほ

ど張り出しており，側壁部分は焼けていたが底面は特に強くは焼けていない。

カマドはにぶい黄褐色砂で土台を築き，袖から天井部にかけてしまりのある褐色粘質土で構築し

ていたと考えられる。

遺 物（図１２９，写真５３１）

本住居跡から出土した遺物のうち，図示したものは図１２９－１・２の土師器の甕２点で，カマドの

北袖脇から出土している。どちらも体部外面にハケメ調整がみられ，煤の付着も認められることか

ら煮炊具として使用されていたようである。

ま と め

本住居跡は，栗囲式期のものと考えられる。本住居跡と重複する６５号住居跡からは焼土範囲が確

認されたが，本住居跡の床面のほうが高い位置に造られているため，新旧関係は判断できなかっ

た。

出土した遺物の特徴からは，それほど大きく隔たらない前後する時期に営まれていたものと考え

られる。 （大 波）

図１２８ ４７号住居跡
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４８号住居跡 ＳＩ４８

遺 構（図１３０～１３２，写真１３４・１３５）

本遺構は，Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。

本住居跡が営まれたのは，自然堤防の中央西寄りの一角である。南側は浅い谷地形に面している。

重複関係は，４０・４５号住居跡に切られ，７５号住居跡を切っている。この重複で，西周壁は残ってい

ない。

本住居跡は，全体の上部削平が著しかった。

堆積土は，にぶい黄橙色砂質土の１層である。確証は得られなかったが，断面の様子から，自然

堆積土と考えている。

床面は，貼床されず，７５号住居跡と重複する部分の他は，Ｌ�そのままとなっている。また，立

地する微地形のため，南側に向かって上面のレベルは緩やかに傾斜している。検出面と床面の比高

差は，２～５�を測る。

本住居跡の平面プランは，方形を呈している。規模は，東西３．７ｍ以上，南北５．３ｍを測る。この

大きさは，高木遺跡９区の住居跡の中では，比較的大型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準

線北に対して，東に１３°振れている。

本住居跡では，４本柱の痕跡が検出された。Ｐ３～Ｐ６が，それに該当する。いずれも円形を呈

するもので，径１８～３０�，深さ２８～３２�である。

柱間寸法は，Ｐ３－Ｐ４間が２．５ｍ，Ｐ６－Ｐ５間が３．２ｍ，Ｐ６－Ｐ３間が２．０ｍ，Ｐ５－Ｐ４間

が２．２ｍを測る。このように，東西方向に対して，南北方向の柱間が広くとられている点が，特徴と

して指摘できる。

カマドは，北周壁で検出された。位置は少し右に偏っている。煙道部は削平されて，残っていな

い。燃焼部は，袖長８８�，焚口幅５０�の規模を測り，袖は，床面から５�の高さが残っていた。底

面は焼けており，断ち割りしたところ，７�の厚さで酸化していた。

本住居跡のカマドでは，円筒状土製品が多用されている。底面中央に，支脚として据えられ，焚

図１２９ ４７号住居跡出土遺物

第２章 遺構と遺物

１７３



０� ２ｍ�
（１/５０）�

　Ｐ１堆積土�
１　５Ｙ８/２　 灰白色粘質土�
�
　Ｐ２堆積土�
１　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
３　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土�

　Ｐ３堆積土�
１　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色砂質土�
�
　Ｐ４・６堆積土�
１　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土�
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　Ｐ５堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄褐色砂質土�

　４８号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�

４８号住居跡�

１�

１�

１�

２�

３�

Ｐ１�

Ｐ１�

Ｐ２�

Ｂ� Ｂ′�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

２０８.６０ｍ�

ＳＩ４３�

ＳＩ４０�

ＳＩ４８�

ＳＩ４５�

ＳＩ５５�
ＳＩ７５�

Ｃ� Ｃ′�

Ｃ
�

Ｃ
′
�

２０８.６０ｍ�

Ｐ３�

Ｐ３�

Ｄ� Ｄ′�

Ｄ
�

Ｄ
′
�

２０８.８０ｍ�

１�

Ｐ４�
Ｐ４�

Ｅ� Ｅ′�

Ｅ
�

Ｅ
′
�

２０８.６０ｍ�

１�

１�

１�

土器�

Ｐ５�

Ｐ５�

Ｆ� Ｆ′�
Ｆ
�

Ｆ
′
�

２０８.６０ｍ�

Ｐ６�

Ｐ６�

Ｇ� Ｇ′�

Ｇ
�

Ｇ
′
�

２０８.６０ｍ�

Ｐ２�

Ｐ２�

Ａ� Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

２０８.６０ｍ�

Ｘ:１６７,９７７�
�

Ｘ:１６７,９７７�
�

粘土溜�

Ｘ:１６７,９７２�
�

Ｙ:５０,９３０�
�

Ｙ:５０,９３４�

Ｙ:５０,９３４�

口にも，天井部構築材として使用されている。この土製品の具体的な使用の在り方を示す，重要な

所見であろう。

カマドの右脇では，Ｐ２が検出された。その位置から，貯蔵穴と考えている。長軸８５�，短軸６０

�の楕円形を呈するもので，床面からの深さは，４０�を測る。

堆積土は３層に分かれ，住居廃絶時に，中程まで埋まっていたと推定している。右肩で，一括遺

物が得られた。

床面中央の南寄りでは，Ｐ１が検出された。内部には，灰白色粘土が充填されている。１１０�×６５

�の不整形をなし，床面から１７�の深さを測る。

遺 物（図１３３・１３４，写真５３１～５３３）

遺物は，土師器片４４６点，土製品５点が出土した。図示遺物は１５点あり，すべて遺構に共伴してい

る。それらの分布は，カマド・貯蔵穴周辺に偏る傾向があるが，やや散漫な印象を受ける。

図１３０ ４８号住居跡
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図１３３－１～３は，土師器杯である。１は，椀状の須恵器模倣杯に分類される。貯蔵穴右肩から出

土した。２は，器高の低い有段丸底杯である。床面から出土した。内面は，ナデ調整だけで仕上げ

られており，ヘラミガキ・黒色処理が施されていない。３は，大型の有段丸底杯になる。床面から

出土した。内面に，暗文風のヘラミガキが施されている。

図１３３－４は，小型の土師器甑である。単孔式に分類されるもので，貯蔵穴�３から出土した。器

形は，最大径が口縁部にあり，胴部は窄まって，そのまま底部に至っている。外面はハケメ調整さ

れている。

図１３３－５～７・９は，小型の土師器甕である。５は，貯蔵穴近くの床面から出土したもので，法

量が最も小さい。器形は，口縁部に最大径があり，胴部が膨らみ気味に窄まって，底部に至る。外

面は，ハケメ調整のあと，ナデ調整されている。６は，カマド左脇の床面で出土した。外面ハケメ

調整で，底部を欠いている。口縁部と胴部の境に，段を形成する。７は貯蔵穴脇の床面から出土し

た。口縁部に最大径があり，胴部上位が膨らんで，底部に至る。外面はハケメ調整されている。９

は，貯蔵穴脇の床面で出土した口縁部である。やはり，外面がハケメ調整されている。

図１３３－８は，長胴の土師器甕である。Ｐ１から出土した。器形は，口径が胴部最大径を上回って

いる。口縁部外面に軽いヘラミガキが加えられ，胴部外面は，ハケメ調整されている。下半部を欠

く。

図１３３－１０は，土製模造鏡になる。床面から出土した。鈕の付された面に，沈線で二重の同心円文

が描かれている。また，鈕のつけ根部分は，水平に穿孔されている。

図１３３－１１は，土師器手づくね土器である。Ｐ１脇の床面で出土した。指で簡単に成形されただけ

図１３１ ４８号住居跡カマド
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１３３－８�

１３３－９�

１３３－１�

４８号住居跡遺物出土状況�

土師器�

のもので，器面調整は一切施されていない。

図１３３－１２は，土製丸玉である。黒色処理されている。

図１３４－１～３は，円筒状土製品になる。外面はハケメ調整されており，内面の粘土積み上げ痕は，

指ナデ調整で消されている。１と２は，カマド焚口に落下していた。天井部構築材に使用されてい

たと考えている。３は，燃焼部中央に据えられた支脚である。

ま と め

本遺構は，自然堤防を横切る浅い谷地形に面した竪穴住居跡である。遺構全体は削平が著しい。

カマドは，支脚と天井部構築材に円筒状土製品を使用していた。また，床面に灰白色粘土を充填し

た窪みが設けられており，注意を要する。

遺物としては，土製模造鏡が遺構に共伴した点が重要であろう。

所属時期は，共伴遺物から，栗囲式期に比定される。 （菅 原）

図１３２ ４８号住居跡遺物出土状況
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１　床面�

２　床面�

３　床面�

６　床面�

５　床面�

７　床面�

９　床面�

１０　床面� １１　床面�

１２　床面�
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８　�１，Ｐ１�２�

図１３３ ４８号住居跡出土遺物（１）
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３　床面�
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１　床面・�１�

図１３４ ４８号住居跡出土遺物（２）
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４９号住居跡 ＳＩ４９

遺 構（図１３５・１３６，写真１３６～１３９）

本遺構はＮ２１グリッドに位置しており，調査区中央の最も住居跡の集中する区域で検出された。

本住居跡の重複関係は，今回の調査区の中でも特に著しい。南側で，２４・９３・１０６・１４２号住居跡，１４

・１７号土坑，東側で２５号住居跡，さらに，西側で９３号住居跡と重複している。新旧関係を整理する

と，１０６・１４２号住居跡より新しく，２４・２５・９３号住居跡，１４・１７号土坑より古い。

住居跡の北東隅は，撹乱により失われていた。また，南周壁の大半は，新しい住居の構築のため

破壊され，検出できなかった。残存する周壁から，平面形は長方形を呈し，四隅は角張っていたと

考えている。掘り上げ状態は，ゆがんでいるが，北周壁の東端はもう少し長かったとみられ，東周

壁は西周壁と平行していたと考えられる。

中軸線上で計測すると，住居跡の規模は，東西８．８ｍ，南北５．８ｍである。住居跡と方位との関係

は，発掘基準線北に対して東に２５°振れている。

周壁は急角度で立ち上がり，検出面から床面までの深さは，南西隅付近で最大３６�を測る。床面

は，貼床を施さない直床である。

住居跡堆積土は，３層に分層される。�１・２は，にぶい黄褐色の砂質土である。焼土と炭化物

を含んでいる。自然堆積土であろう。�３は，東周壁ぎわに堆積した黒褐色の粘質土である。壁の

崩落土と考えている。

本住居跡内からは，カマドや柱穴などの細部施設は検出されなかった。ただ，カマドに関しては，

床面の遺物分布状況から，南周壁に設置されていた蓋然性が最も高いと考えられる。

遺 物（図１３７～１３９，写真５３３～５３６）

遺物は，土師器片１，９５６点，須恵器片７点，鉄製品２点，石製品５点が出土した。図示遺物は２２点

あり，このうち床面の遺物は，南東部に集中する傾向が認められた。

図１３７－１・４は，土師器杯である。１は，有段丸底杯に分類されるもので，口径が小さく，器高

の高い特徴を有している。口縁部は内湾しており，内外面がヘラミガキされている。底部外面には，

焼成前に施された線刻が観察される。４は，器高が低く，口縁端部が反り返る特徴が認められる。

口縁部下端に段は形成されておらず，底部から口縁部まで，そのままスムーズに移行する。

図１３７－２は，土師器高杯である。有段丸底杯を短脚に乗せたもので，口縁部は内湾気味に立ち上

がる。脚部は中空につくられており，端部はまくれない。

図１３７－３・５・６は，小～中型の土師器甕である。３は，口径が大きく，全体が底部に向かって

下に窄まる器形を呈している。口縁部は，短く外傾している。外面は，荒れてボロボロになってお

り，内面の口縁部下に煤がリング状に巡っている。５は，口縁部が反り返り，膨らみ気味の胴部形

態を有している。底部は突出しており，外面はハケメ調整されている。６は，椀状の器形を呈する

もので，頸部が括れていない。口縁部は，胴部からそのまま連続的に移行しており，内傾して立ち
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図１３５ ４９号住居跡
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４９号住居跡遺物出土状況�
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上がる。この土器は，内面がヘラミガキ調整されており，煮炊具でないことは明らかである。

図１３７－７・８，図１３８－１～３は，中～大型の土師器甕に分類される。図１３７－７は，口径が大き

く，全体が底部に向かって窄まる器形を呈している。口縁部は「く」の字状に外傾し，下端に明確

な段が形成されている。底部が突出している。８は，長胴タイプのもので，胴部中央に最大径があ

る。頸部は直立して立ち上がり，口縁部が外反する。外面は，ハケメ調整されている。図１３８－１は，

胴部下半を欠いており，全体の特徴を知ることができない。長胴タイプになると推定される。外面

は，ハケメ調整である。図１３８－２は，球胴甕に分類される。胴部は下膨れ気味で，頸部が直立し，

口縁部が外反する。外面は，ハケメ調整されている。図１３８－３は，長胴甕になる。胴部最大径は，

中央よりやや上の位置にある。外面はナデ調整されており，下半部には，さらにヘラケズリが加え

図１３６ ４９号住居跡遺物出土状況
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０� １０㎝�
（１/３）

１　床面�

２　床面�
３　床面�

４　床面�

５　床面� ６　床面�

７　床面�

８　床面�

９　�１� １０　�１� １１　床面�

図１３７ ４９号住居跡出土遺物（１）
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０� １０㎝�
（１/３）

１　床面�

２　床面�

３　床面�
４　床面�

られている。

図１３８－４は，大型の土師器甑である。無底式に分類されるもので，胴部の膨らみは少ない。外面

は，ハケメ調整されている。

図１３７－１１は，土師器手づくね土器になる。指で簡単に成形しただけで，器面調整は，一切行われ

ていない。

図１３９－１は，ロクロ調整の土師器杯である。�１の遺物であり，型式的にも，床面の遺物とは大

きく異なる。混入品であろう。回転糸切り底で，体部下端に手持ちヘラケズリ調整が施されている。

図１３８ ４９号住居跡出土遺物（２）
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０� １０㎝�
（１/３）�

（１/２）

３　�１� ４　床面�

５　床面�

０� ５㎝�

１　�１�

２　�１�

６　�１�

７　�１�

「上」の墨書がみられる。

図１３９－２は，須恵器蓋の破片になる。高台杯に伴うと推定される。天井部は水平に近く，口縁部

は短く外反する。この特徴からいって，奈良時代以降に位置付けられるもので，後世の紛れ込みと

判断される。

図１３７－９・１０は，鉄製刀子の破片になる。

図１３９－３～７は，石製紡錘車である。

ま と め

本住居跡は，床面上から比較的まとまった量の出土遺物を得ることができた。平面形は，細長い

長方形を呈しており，長軸側にカマドが設置されていたと推定される。このような状況は，重複す

る１４２号住居跡に類似する。

本住居跡の所属時期は，出土遺物の特徴から，栗囲式期に位置付けられると考えている。

（高久田）

５０号住居跡 ＳＩ５０

遺 構（図１４０，写真１４０～１４４）

本遺構は，調査区北部のＮ２０・Ｏ２０グリットから検出された竪穴住居跡である。規模は，小型で

ある。

図１３９ ４９号住居跡出土遺物（３）
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Ｘ:１６８,０２８�

Ｙ:５０,９５８�

Ｘ:１６８,０２５�

Ｙ:５０,９６０�

Ｘ:１６８,０２７�

Ｙ:５０,９６１�

Ｘ:１６８,０２７�

Ｙ:５０,９６１�

Ｘ:１６８,０２６�

Ｙ:５０,９６０�

Ｘ:１６８,０２５�

２０８.４０ｍ�
Ｂ�

Ｂ�

Ｂ′�

Ｃ
�

Ｃ
′
�

Ｂ′�
１�

（１/２５）

０�

　５０号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい褐色砂�
２　５ＹＲ４/４　にぶい赤褐色砂質土（焼土塊多量含む）�
３　５ＹＲ３/４　暗赤褐色砂質土（焼土塊少量含む）�

�　   ５０号住居跡カマド堆積土�
�１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂�
�２　　７.５ＹＲ３/２　黒褐色砂（焼土塊少量含む）�
�３　７.５ＹＲ３/４　暗褐色砂（焼土塊多量含む）�
�４　７.５ＹＲ３/３　暗褐色砂�

�　５０号住居跡堆積土�
�１　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂�

２�

３�

４�

土器�

２０８.４０ｍ�
Ｃ� Ｃ′�

１�
１�

２�
２�３�

２０８.４０ｍ�
Ａ� Ａ′

Ａ
�

Ａ
′
�

１�

１ｍ�

（１/５０）
０� ２ｍ�

ＳＩ１２�

１４１－２�

１４１－１�

１４１－３�

５０号住居跡�

カマド�

撹
　
乱�

ＳＩ１１�

ＳＩ０３�

ＳＩ５８�

ＳＩ５０�

ＳＩ６９�

ＳＩ４２�

ＳＩ１２�

石�

Ｙ:５０,９５８�Ｙ:５０,９５８�

重複関係は，４２号住居跡→５０号住居跡→１２号住居跡となり，１２号住居跡に北周壁部分を破壊されて

いる。

４２号住居跡の調査開始後に本住居跡を検出したため，新旧を逆に調査を行っている。そのため，１２

号住居跡に破壊されずに遺存していた北周壁の一部は，確認できなかった。

本住居跡は，Ｌ�中より検出でき，暗褐色砂が堆積していた。住居跡の大きさは南周壁が約２．１ｍ

を測り，１辺約２ｍの小型の住居跡で，主軸方位はＮ１３°Ｅである。深さは約１０�ほどしか残らず，

周壁の立ち上がりは緩やかである。

床面は平坦であったが，踏み締まり等は確認できなかった。住居跡の北西にあたる床面直上から

は，ほぼ完形の土師器の杯と小型甕が出土している。

カマドは東周壁に付設され，燃焼部以外の煙道や煙出しは確認できなかったが，住居跡と同様に

小型のものであった。

図１４０ ５０号住居跡
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（１/３）�

０� １０㎝�

１　床直�

２　床面�

３　カマド�

カマドの両袖は，壁面から約２０�ほど張り出し，両袖間は約２５�ほどである。燃焼部底面から側

壁にかけて赤く焼けており，その中央には甕が置かれていた。カマド内堆積土は４層に分層したが，

置かれていた甕を境に焚口側の堆積土には焼土塊を含んでいた。カマドは壁際と床面をやや掘り込

んで造られており，焼土塊を含んだ赤褐色砂質土で構築されていた。

ピット類は検出されていない。

遺 物（図１４１，写真５３６）

本住居跡から出土した遺物のうち，図示した３点は本住居跡に伴うものと考えられる。それらは

床面ないし床面からやや浮いた状態で出土しており，それぞれの位置を平面図に図示している。

図１４１－１は土師器の杯で，口縁部が大きく外傾する有段丸底のものであるが，内外面にヘラミガ

キが施されている。また，この杯の底部には「×」のヘラ記号が認められる（写真５３６）。このよう

な杯は他の住居跡からも出土しているが，特に１１号住居跡から出土した杯とは外面のミガキとヘラ

記号が一致するだけでなく，器形，法量ともほとんどかわらない。

図１４１－２・３は土師器の甕である。体部外面は，ハケメ調整が施されている。３はカマドに置か

れていた長胴の甕で，底部には僅かに周縁に粘土を貼った痕跡が認められる。外面には加熱で剥離

する部分があり，煮炊具として使用されていたものである。２は小型の甕で，底部に木葉痕が認め

られる。図上に示した拓本は木葉痕と重なっていて判りづらいが，この甕の底部にも「×」のヘラ

記号が付く。

図１４１ ５０号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡
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ま と め

本住居跡は約２ｍ四方の小型の住居跡である。本遺跡内から検出された住居跡にはあまりみられ

ない，東周壁にカマドの付くものである。

本住居跡と重複する４２号住居跡や，同じヘラ記号の付く杯の出土した１１号住居跡等との関係から，

本住居跡は７世紀前半ごろに営まれたものと考えている。 （大 波）

５１号住居跡 ＳＩ５１

遺 構（図１４２，写真１４５）

本遺構は，Ｎ２１グリッドにおいて検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面し

た自然堤防の西斜面肩部である。

この一帯は，遺構が密集しており，本住居跡は，３６・７３・７４・１４０号住居跡と重複している。新旧

関係は，７４・１４０号住居跡より新しく，３６・７３号住居跡より古い。

遺構内堆積土は３層に区分した。�１・２は，レンズ状の堆積状況を示しており，�３は壁の崩

落土と考えられる。したがって，遺構は自然埋没したと思われる。

住居跡の平面形は，残存部から推測すると，ほぼ整った方形を呈していたと考えられる。住居跡

と方位の関係を西周壁でみると，真北から２１°ほど東へ傾いている。規模は，東西およそ４．１ｍ，南

北３．５ｍ以上である。

検出面から床面までの深さは，１２～１８�を測り，北に向かってレベルが低くなる。西周壁は急な

立ち上がりをみせるが，南周壁の立ち上がりは，比較的緩やかである。

住居跡内施設としてカマド１基を検出した。カマドは，遺存している西周壁の中央やや北寄りに

つくられていた。撹乱で煙道部を壊されている。燃焼部は，左袖が３２�，右袖が３６�以上住居跡内

に張り出している。どちらも床面をわずかに掘り込んだ後，褐色土で構築されている。床面からの

高さは，最大で３０�である。両袖の内面に燃焼面が確認された。焚口は，遺存部から推測して，幅

約３５�と考えられる。奥行きは不明である。

カマド内堆積土は，３層に区分した。�１・２は，焼土粒，粘土塊を含んでいることから，天井

崩落土と考える。�３は，天井崩落前の堆積土である。

遺 物（図１４２，写真５３６）

本住居跡からは，土師器片８点，土製品１点が出土した。遺構の遺存状態が不良だったのを反映

して，図示遺物は１点しかない。

図１４２－１は，堆積土から出土した土製丸玉である。表面が黒色処理されている。

ま と め

本住居跡は残りが悪かった。北西側の半分が失われている。また，共伴遺物も無く，所属時期は

不明である。 （佐 藤）
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Ｙ:５０,９４４�

Ｘ:１６７,９７９�

Ｙ:５０,９４１�

Ｘ:１６７,９７５�

Ｙ:５０,９４１�Ｙ:５０,９４１�

Ｘ:１６７,９７９�

Ｙ:５０,９４２�

Ｘ:１６７,９７８�

Ｙ:５０,９４２�

Ｘ:１６７,９７７�

Ｙ:５０,９４３�

Ｘ:１６７,９７７�

（１/２５）

０�

　５１号住居跡カマド堆積土�
１　暗赤褐色砂（焼土粒含む）�
２　暗赤褐色砂（焼土・粘土塊含む）�
３　赤褐色砂（焼土粒含む）�

　５１号住居跡カマド構築土�
１　褐色砂質土（暗褐色土塊含む）�
２　褐色砂質土（暗褐色土塊少量含む）�
３　褐色砂質土�

　５１号住居跡堆積土�
１　暗褐色砂質土　�
２　暗褐色砂質土（ラミナ状の薄層）�
３　暗褐色砂�

２０８.８０ｍ�
Ａ� Ａ′�

Ａ�Ａ�

Ａ′�

１�

２�
３�

３�

２０８.６０ｍ�
Ｃ� Ｃ′�

１�

２０８.７０ｍ�
Ｂ� Ｂ′�

Ｂ�

Ｂ′�

Ｃ
�

Ｃ
′
�

１�

２�

３�

１ｍ�

（１/５０）

０� ２ｍ�

（１/２）�
０� ３㎝�

５１号住居跡�

１　堆積土�

カマド�

撹
　
乱�

撹
　
乱�

撹
　
乱�

撹　乱�
撹　乱�

撹
　
乱�

撹
　
乱�

ＳＩ７３�

ＳＩ７３�

ＳＩ７３�

ＳＩ１１３�

ＳＩ１４０�

ＳＩ３１�

ＳＩ７４�

ＳＩ５１�

ＳＩ３６�

ＳＫ１３�

２�
３�

図１４２ ５１号住居跡・出土遺物
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Ｙ:５０,９３７�

Ｘ:１６７,９９５�

Ｙ:５０,９３７�

土器�

Ｘ:１６７,９９０�

Ｙ:５０,９３０�

Ｘ:１６７,９９０�

　５２号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�

Ａ
�

Ａ
�

Ａ
′
�

（１/５０）
０� ２ｍ�

５２号住居跡�
撹　乱�

撹　乱�

２０８.６０ｍ�
Ａ� Ａ′�

２�

ＳＩ６０�

ＳＩ５３�

ＳＩ４６�ＳＩ３４�

ＳＩ５２�

ＳＩ０７�

ＳＩ５４�

石�

土器� 土器�

１�

５２号住居跡 ＳＩ５２

遺 構（図１４３・１４４，写真１４６）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。上部削平が著しく，堆積土は残りが少

なかった。また，南周壁は，西端付近を除いて消失していた。

営まれた場所は，阿武隈川に面した自然堤防の西斜面肩部にあたる。重複関係は，５４号住居跡よ

り新しく，７号住居跡より古い。また，４６号住居跡ともわずかに重複しており，本住居跡の方が新

しいと判断した。

堆積土は２層に区分した。どちらもにぶい黄橙色砂質土であり，断面の様子から，自然堆積土と

考えている。

床面は貼床されず，掘形底面が直接使用されている。とくに顕著な踏み締まりは認められなかっ

た。検出面と床面の比高差は，４～１２�を測る。

住居跡の平面プランは，長方形を呈している。長軸は東西方向にあり，少し歪んでいる。規模は，

図１４３ ５２号住居跡
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Ｙ:５０,９３４�

Ｘ:１６７,９９５�

Ｙ:５０,９３４�

Ｘ:１６７,９９４�

Ｙ:５０,９３２�

Ｘ:１６７,９９５�

Ｙ:５０,９３２�

Ｘ:１６７,９９４�

　５２号住居跡カマド構築土�
１　２.５Ｙ６/２　灰黄色砂質土�

（１/２５）�

０� １ｍ�

５２号住居跡カマド�

２０８.５０ｍ�
Ａ� Ａ′�

Ａ′�

Ａ�

１� １�

石�

（１/３）

０� １０㎝�

（１/２）�
０� ２㎝�

１　�１�

２　�２�

４　床面�

３　�１�

東西６．１ｍ，南北３．９ｍを測る。住

居跡方向は，発掘基準線北に対し

て，西に１０°振れている。

カマドは北周壁で検出された。

位置は少し左に偏っている。燃焼

部は，袖長８９�，焚口幅４０�を測

り，中央に自然石の支脚が据えら

れている。袖は，床面から３～５

�高さが残っていた。底面には，

焼土化がみられた。

ピット類は検出されていない。

遺 物（図１４５，写真５３６）

本住居跡からは，土師器片２７点，

土製品１点が出土した。遺構の遺

存状態が良くなかったことを反映して，数が少ない。

図１４５－１は，土師器小型甕である。胴部は横長で，頸部が直立したのち，口縁部で強く外反して

いる。外面はハケメ調整されている。

図１４５－２・３は，有段丸底の土師器杯になる。１は，段が曖昧で，底径が大きい。底部外面にハ

ケメ調整痕が観察される。３は，底径が小さめで，口縁部が内湾する。

図１４５－４は，土製丸玉である。表面が黒色処理されている。

ま と め

本住居跡は，阿武隈川に面した自然堤防の西斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。平面プラン

は長方形を呈しており，北周壁でカマドが検出された。

営まれた時期は，床面で土器が出土せず，特定することができない。重複遺構の状況を勘案する

と，栗囲式期の可能性が高いと思われる。 （菅 原）

図１４４ ５２号住居跡カマド

図１４５ ５２号住居跡出土遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）

Ｙ:５０,９３７�

Ｘ:１６７,９９８�

Ｙ:５０,９３７�
Ｘ:１６７,９９１�

Ｙ:５０,９４１�

Ｘ:１６７,９９１�

１�

Ａ� Ａ′

Ａ′�

Ａ�

５３号住居跡�

　５３号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土�

ＳＩ５３�

ＳＩ４６�

ＳＩ６０�
ＳＩ３８�

ＳＩ２３�

ＳＩ１０�
ＳＩ０９�ＳＩ６４�

ＳＩ０７�

ＳＩ５２�

２０８.７０ｍ�

５３号住居跡 ＳＩ５３

遺 構（図１４６・１４７，写真１４７～１４９）

本遺構は，Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，自然堤防

の中央平坦面である。重複関係は，２３・３８号住居跡に切られ，６０・６４号住居跡を切っている。

本住居跡は，削平が著しい。とくに，それは東側で顕著で，東周壁は欠損している。検出面と床

面の比高差は，残りの良い西周壁で１５�を測る。

堆積土は，にぶい黄橙色砂質土が１層認められた。自然堆積土と考えている。床面は，貼床され

ず，掘形底面のＬ�がそのまま利用されている。踏み締まりは，認められない。

本住居跡の平面プランは，方形を呈しており，北西隅が崩れていた。規模は，東西４．２ｍ以上，南

北７．１ｍを測り，大型の部類に属している。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に２３°振れて

図１４６ ５３号住居跡
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０� １ｍ�
（１/２５）

Ｙ: ５０,９３７�

Ｘ:１６７,９９７�

Ｙ:５０,９３７�

Ｘ:１６７,９９４�

Ｙ:５０,９３９�

Ｘ:１６７,９９７�

５３号住居跡カマド�
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３
�
４
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�

５
�

６
�

７
�

８
�

２�
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土器�

Ａ� Ａ′�

Ａ′�

Ａ�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

Ｂ
�

Ｂ
′

　５３号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ８/４　浅黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ７/３　にぶい黄橙色砂質土�
３　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土�
４　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土�
５　５ＹＲ５/３　　にぶい赤褐色砂質土�
６　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土（焼土・炭化物）�
７　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
８　２.５Ｙ６/３　　にぶい黄色砂質土�

　５３号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ６/６　　明黄褐色粘質土　天井崩落土�
２　２.５ＹＲ５/３　にぶい赤褐色砂質土（炭化物）�
３　２.５ＹＲ６/１　赤灰色砂質土�

２０８.７０ｍ�

２０
８
.７０
ｍ
�

いる。

カマドは，西周壁中央で検出された。住居規模に比例して，つくりが大きく，またしっかりして

いる。しかし，煙道部は，先端が削平され，完全には残っていない。

燃焼部は，袖長６０�，焚口幅９０�の規模を測る。袖は，にぶい黄橙色砂質土で構築され，床面か

ら１８�の高さが残っていた。構築土には，焼土・炭化物が混じっている。底面は焼けており，断ち

割りしたところ，５�の厚さで酸化しているのが確認された。煙道部の境には，明瞭な段は無く，

わずかにレベルが上がるだけである。軟弱な砂質土のため，崩れてしまったのかも知れない。

遺物は，土師器片５４点が出土した。ハケメ調整の非ロクロ甕が，確認される。出土層位は，�１

である。

図１４７ ５３号住居跡カマド
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ＳＩ５４�

ＳＩ０７�

ＳＩ５２�

ＳＩ３５�

ＳＩ５３�

ＳＩ３８�

ＳＩ２３�

ＳＩ１０�
ＳＩ０９�

ＳＩ６４�

０� ３㎝�
（１/２）�

１　床面�

ま と め

本遺構は，自然堤防の中央平坦面に営まれた竪穴住居跡である。規模が大きく，カマドのつくり

がしっかりしていた。ただ，残りが悪く，詳細については，知ることができなかった。

時期は，重複遺構との関係から，栗囲式期に上限を設定できる。 （菅 原）

５４号住居跡 ＳＩ５４

遺 構（図１４８）

本遺構は，集中豪雨にみまわれ，図面作成前に遺

構が崩れてしまった。ここでは，検出時に作成した

遺構カードの記録をもとに，報告を行う。

本遺構は，Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出され

た竪穴住居跡である。営まれたのは，自然堤防の中

央西寄りである。高木遺跡における住居跡分布の西

限の１つをなしている。重複関係は，７・５３号住居跡に切られており，６４号住居跡を切っている。

平面形は，方形を呈しており，規模は，東西５．５ｍ，南北１．８ｍ以上を測る。住居跡方向は，発掘

基準線北に対して東に１３°振れている。カマド構築位置は不明である。

遺 物（図１４８，写真５３７）

遺物は，土師器片８点，土製品１点が出土した。

図１４８－１は，床面から出土した土製丸玉である。表面は，ヘラミガキ・黒色処理されている。

ま と め

本遺構は，自然堤防の中央西寄りに営まれた竪穴住居跡である。高木遺跡における住居跡分布の

西限の１つをなしている。集中豪雨で遺構が崩れてしまい，平面図・写真を提示することができな

い。

時期は，重複遺構と床面出土の土製丸玉の存在を勘案して，栗囲式期と想定しておきたい。

（菅 原）

５５号住居跡 ＳＩ５５

遺 構（図１４９，写真１５０）

本遺構は，Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。

営まれたのは，阿武隈川に面した自然堤防の西斜面肩部である。東側には，高い密度で遺構が分

布している。

本住居跡は，４０・４４号住居跡に挟まれ，両者に切られている。また，直接の切り合いは認められ

ないが，３９・４８・７５号住居跡とも重複関係を有していたと考えられる。

本住居跡は，西周壁付近の一部しか残っていない。堆積土は，にぶい黄橙色砂質土が１層認めら

図１４８ ５４号住居跡・出土遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）

Ｙ:５０,９２６�

Ｘ:１６７,９８１�

Ｙ:５０,９２６�

Ｘ:１６７,９７８�

Ｙ:５０,９２９�

Ｘ:１６７,９７８�

５５号住居跡�

　５５号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�

ＳＩ５５�

ＳＩ４４�

ＳＩ３９�

ＳＩ３２�

ＳＩ７５�

ＳＩ４０�

ＳＩ４８�

１�
Ａ� Ａ′�

Ａ�

Ａ′
�

ＳＩ４０�

ＳＩ４４�

２０８.６０ｍ�

０� ３㎝�
（１/２）

１　床面�

れただけである。自然堆積土と推定

している。

床面は，貼床されず，掘形底面が

平坦に整えられている。踏み締まり

は認められなかった。検出面と床面

の比高差は，７�である。

本住居跡の平面形は，方形を呈し

ていたと推定している。規模は，３．３

ｍ以上×２．５ｍ以上を測る。住居跡方

向は，遺存していた西周壁でみると，

発掘基準線北に対して，東に７２°振れ

ている。

カマド構築位置は，不明である。

遺 物（図１５０，写真５３７）

本住居跡からは，土師器片５点，

石製品１点の遺物が出土した。遺構の残り具合を反映して，数は

少なかった。

図１５０－１は，石製紡錘車の未成品である。床面から出土した。

ほとんど形は完成している。しかし，穿孔が行われていない。

ま と め

本遺構は，残りが悪く，詳細は知ることができなかった。

石製紡錘車の未成品が共伴したこと，本住居跡を切る２軒の住

居跡が栗囲式期に比定されることから，時期は，栗囲式期に下限

が求められる。 （菅 原）

５６号住居跡 ＳＩ５６

遺 構（図１５１，写真１５１・１５２）

本遺構は調査区北部のＯ２０グリッドから検出された竪穴住居跡で，カマドの周辺部分しか検出で

きなかった。本住居跡は複数の住居跡と重複しており，重複関係は６２号住居跡→６１号住居跡→５６号

住居跡となり，本住居跡が最も新しい。

本住居跡はＬ�中よりカマドの一部は検出できたが，住居跡のプランは検出できずに床面はＬ�

上面まで掘り下げてしまっている。そのため，本住居跡として検出できた部分は島状に残ったカマ

ドの部分だけである。カマドの燃焼部底面から想定すると，住居跡の床面はＬ�中から検出できた

はずで，焚口前方にある焼土範囲はＬ�まで熱変していたために辛うじて確認することができた。

図１４９ ５５号住居跡

図１５０ ５５号住居跡出土遺物
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０� １０㎝�
（１/３）�

０� １ｍ�
（１/２５）�

５６号住居跡�

Ａ�

１　カマド�

Ａ′�

Ａ�

１� ２� ３�

土器�

撹　　乱�

Ａ′�２０８.２０ｍ� Ｂ� Ｂ′�

Ｂ�
Ｂ′�

２０８.００ｍ� 　５６号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂�
２　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂�
　　　　　　　（焼土・炭化物塊を微量含む）�
３　１０ＹＲ２/３　黒褐色砂質土（しまりあり）�

Ｙ:５０,９７４�

Ｘ:１６８,０２９�

Ｙ:５０,９７３�

Ｘ:１６８,０２８�

Ｙ:５０,９７４�

Ｘ:１６８,０２８�

１５１－１�

ＳＩ６１�

ＳＩ８１�ＳＩ１１８�

ＳＩ６２�

ＳＩ１１８�ＳＧ０３�

ＳＩ５６�

周壁はほとんど検出できなかったが，西周壁の傾きから主軸方位はＮ５０°Ｅと想定できる。

本住居跡のカマドは西周壁に付設しているが，煙道や煙出しは確認できず，燃焼部の北袖周辺し

か遺存しない。赤く焼けた燃焼面および北袖部分が検出できた段階でカマドと判断できたため，カ

マド内堆積土は確認できなかった。北袖部分は壁面より約５０�ほど張り出しており，燃焼面のほぼ

中央には上部が欠損した土師器の甕が伏せた状態で置かれていた。カマドの構築土には焼土塊や炭

化物を含んでいる。

また，カマドから約５０�ほど南方では，長軸約５０�，短軸約４０�ほどの楕円形の焼土範囲を検出

できた。焼土の範囲はＬ�上面から確認できたが，想定される本住居跡の床面の高さからは約１０～

１５�ほども焼けていることになる。そのため本住居跡とは別遺構の可能性もある。

遺 物（図１５１）

本住居跡から出土した遺物のうち，図示したものは土師器甕１点である。この甕はカマド内に伏

せられていたもので，上半部分を欠いている。器面は荒れているがハケメ調整らしきものが確認で

きる。底部には木葉痕が認められ，その周縁に僅かながら粘土を貼って作られている。

ま と め

本住居跡は８世紀前半頃の遺物が出土する住居跡よりも新しいことから，それ以降に造られてい

る。また，カマド出土遺物にハケメ調整が認められることから，本住居跡の時期は８世紀代におさ

まるものと考えられる。 （大 波）

図１５１ ５６号住居跡・出土遺物
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０� １ｍ�
（１/２５）�

５７号住居跡�

Ｙ:５０,９３４�

Ｘ:１６７,９８５�

Ｙ:５０,９３４�

Ｘ:１６７,９８４�

Ｙ:５０,９３５�
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ＳＩ７５�

ＳＩ４６�
ＳＩ６０�

ＳＩ６３�

ＳＩ５７�

５７号住居跡 ＳＩ５７

遺 構（図１５２，写真１５３）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された竪穴住居跡で

ある。営まれた場所は，自然堤防の中央平坦面にあた

り，周囲に，数多くの住居跡が分布している。

重複関係は，６０号住居跡を切っている。

本住居跡で残っていたのは，カマド燃焼部底面だけ

である。そのため，規模・平面形・細部施設の構造な

ど，具体的内容については知ることができなかった。

遺物は，出土していない。

ま と め

カマドの燃焼部底面だけ残っていた竪穴住居跡であ

る。

遺構内容と所属時期の詳細は，不明である。ただ，重複遺構との関係から，上限だけは栗囲式期

に求めることが可能である。 （菅 原）

５８号住居跡 ＳＩ５８

遺 構（図１５３，写真１５４～１５６）

本遺構は，調査区北部のＮ２０グリッドから検出された竪穴住居跡である。

本住居跡は複数の住居跡と重複している。

新旧関係は，１０３号住居跡→５９号住居跡→５８号住居跡となり，本住居跡が最も新しく位置付けられ

る。

本住居跡は，旧道路直下のＬ�中より検出した。しかし，東周壁部分は検出できずにＬ�上面ま

で掘り下げてしまっている。

住居跡を分断するように水道管が通っていたため，その部分を利用して住居跡内堆積土を観察し

たところ４層に分層できた。そのうち�３・４はカマドと考えられる燃焼部底面の上に堆積してお

り，住居跡内全体には暗褐色砂が堆積している。

住居跡の大きさは，遺存する西周壁で約４．２ｍを測る。また，北周壁は，遺存する部分で約３．６ｍ

を測る。

カマドと考えられる焼土面は，西周壁から約２．４ｍのところにあるので，ほぼ中央にあったもの

と仮定すると，東西幅は約４．８ｍとなり，本住居跡は，東西にやや長い方形を呈した竪穴住居跡とな

る。

深さは約１５�ほどしか残っておらず，床面の踏み締まり等は確認できなかったが，Ｌ�上面まで

図１５２ ５７号住居跡
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　５８号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂（炭化物塊少量含む）�
２　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂�
３　７.５ＹＲ３/２　黒褐色砂質土�
４　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂�

Ｙ:５０,９５３�

Ｘ:１６８,０２５�

Ｙ:５０,９５３�

Ｘ:１６８,０２１�

Ｙ:５０,９５７�

Ｘ:１６８,０２１�

炭化物�

Ｙ:５０,９５７�

Ｘ:１６８,０２５�

１５４－１�

１５４－３�

ＳＩ５０�

ＳＩ５９�

ＳＩ１０３�

ＳＤ０４�

ＳＩ０３�

ＳＩ５８�

掘り込んで直接利用していたものと考えられる。

また，住居跡の主軸方位は，Ｎ４５°Ｅと他の住居跡同様に阿武隈川の流路方向を意識して造られて

いる。

カマドは確認できなかったが，北周壁の壁際から焼土跡が検出できたため，本来は北周壁にカマ

ドが付設されていたものと考えられる。焼土跡からはカマドに使用されたとみられる土製の支脚も

出土している。

その他に住居跡と関係する施設は確認されていない。

遺 物（図１５４，写真５３７）

本住居跡からは，土師器片２６９点，土製品１点が出土した。これらの遺物のうち，図示したものは

土師器２点と，土製品１点である。

図１５４－１は，土師器の大型の杯である。底部が丸く削り出されて半球形の器形を呈している。し

かし，体部外面にはハケメ調整痕も認められ，調整技法は土師器の甕類と同じ技法が採用されてい

る。

図１５４－２は土師器の小型甕で，体部外面がハケメ調整で，口縁部が外反する。底部の木葉痕は２

図１５３ ５８号住居跡
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１９７



０� １０㎝�
（１/３）

１　堆積土�

２　堆積土�

３　カマド�

被熱範囲�

枚分の葉脈が認められ，底部の周縁には

薄く粘土を貼ってある。また，外面は部

分的に熱変するため，煮炊具として使用

されたものかもしれない。

図１５４－３は土製の支脚である。長さが

約１８�ほどの円柱状で，端部は平坦であ

る。この支脚の中央には小さな穴が貫通

しており，そこから約１／２ほどが片面だ

け焼けている。

ま と め

本住居跡は大きさが約５ｍ前後で，北

周壁にカマドが付設された，本遺跡内で

検出される一般的な住居跡である。

出土遺物や重複する他の住居跡との関

係から，栗囲式期に営まれた住居跡と考

えられる。 （大 波）

５９号住居跡 ＳＩ５９

遺 構（図１５５，写真１５５・１５７）

本遺構は調査区北部のＮ２０グリッドから検出された竪穴住居跡である。本住居跡は複数の住居跡

と重複しており，重複関係は１０３号住居跡→５９号住居跡→５８号住居跡となる。４号溝跡や５８号住居跡

に破壊されて，住居範囲を確定できなかった。

本住居跡は私道直下のＬ�中より検出したが，西周壁から北周壁にかけては撹乱が著しく，住居

跡の東半部分は５８号住居跡に，西周壁部分は４号溝跡に破壊されてほとんど確認できなかった。辛

うじて検出できたところはカマドの付設する南周壁と西周壁の一部だけである。住居跡内堆積土は

４層に分層したが，深さが約１０�と浅いために堆積状況を判断できる材料にはならなかった。住居

跡の大きさは遺存する部分で東西幅約５ｍ，南北幅約５．４ｍを測る。床面はほぼ平坦である。主軸方

位はＮ２８°Ｅである。

カマド以外の付属施設は確認できなかった。

カマドは本集落ではあまり例のない南周壁に付設されている。カマド内堆積土は４層に分層でき，

焼土塊や炭化物粒を含む�２の暗褐色砂が全体に堆積している。カマド内には甕が立てられて置か

れており，甕を境に堆積土が異なっていた。カマド袖の遺存状態は悪く，構築土の灰褐色砂が僅か

に残るのみである。

図１５４ ５８号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� １ｍ�
（１/２５）�

５９号住居跡�

Ａ�
３� ３� ２� １� ４�

撹　乱�撹乱�

石�

石�

石�

石�

石�

Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

２０８.７０ｍ�

Ｂ�

１�
２�

３� ４� 撹乱�

土器�

１５６－３�

Ｂ′�２０８.８０ｍ�

　５９号住居跡堆積土�
１　７.５ＹＲ３/１　黒褐色土（灰褐色砂・にぶい褐色砂塊を含む）�
２　７.５ＹＲ４/２　灰褐色砂質土（ややしまりあり）�
３　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂（黒褐色砂が縞状に入る，ややしまりあり）�
４　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂（炭化物微量含む）�

　５９号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂�
２　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂（しまりあり，焼土塊・炭化物少量含む）�
３　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂（炭化物粒微量含む）�
４　７.５ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�

Ｙ:５０,９５０�

Ｘ:１６８,０２７�

Ｙ:５０,９５０�

Ｘ:１６８,０２３�

Ｙ:５０,９５６�

Ｘ:１６８,０２３�

１５６－３�

１５６－１�

ＳＩ０３�

ＳＩ１０３�

ＳＩ５９�

ＳＩ５０�
ＳＩ５８�

ＳＤ０４�

ＳＩ５９�

ＳＩ５８�

ＳＩ５８�

ＳＤ０４�

撹
乱�

遺 物（図１５６，写真５３７）

本住居跡から出土した遺物のうち，図示したものは土師器４点である。

図１５６－１は有段丸底の杯で，西袖脇の床面から正置した状態で出土した。この杯は有段丸底で，

外面も黒色であるが，顕著なミガキがないため黒斑とみている。

図１５６－２は小型の椀で，丸底で口縁部が内湾する。口縁部が１／３ほどしか残らないため元の形

はわからないが，口縁部の一端が張り出し，内外面とも同じような黒色を呈する。

図１５６－３は甕で，カマド内に置かれていたものである。この甕は胴部中央に最大径のある長胴甕

で，体部外面がハケメ調整され，底部は周縁に粘土を貼っている。また，内面の下半部には黒色の

付着物がみられる。

図１５６－４は体部外面がハケメ調整される無底式の甑である。体部内面にはヘラミガキが施されて

図１５５ ５９号住居跡
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０� １０㎝�
（１/３）

１　床直�
２　床面�

３　カマド�
４　検出面�

いる。

ま と め

本住居跡は一般にあまり例のない南周壁にカマドを持つ住居跡である。住居跡の遺存状態は悪く，

遺物も少ないが，カマド周囲から出土した土師器は日常的に使用されていた組み合わせとみられる。

出土遺物と他の住居跡との重複関係から，本住居跡は栗囲式期に営まれている。 （大 波）

６０号住居跡 ＳＩ６０

遺 構（図１５７～１５９，写真１５８～１６５）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，自然堤防の中央平坦面

である。

本住居跡は，４６号住居跡の建て替え前に営まれていたものと考えている。同住居跡の直下で検出

され，主軸方向とカマド構築位置が一致する。規模は，４６号住居跡より大きく，建て替え時に南周

壁側が縮小されたことが判明している。他に，３３・５２・５３・５７号住居跡とも重複しており，本住居跡

はそれらに切られている。遺存状態は，良好であった。

図１５６ ５９号住居跡出土遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

６０号住居跡�

Ａ�

壁溝�

５�
１� ２� ２�

１� ４�
５�

６�
３�

石�
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石�

石�

石�

撹　乱�

石�

Ａ′�
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�

Ａ
′
�

Ｄ
�

Ｄ
′
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�

Ｃ
′
�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

２０８.６０ｍ�

　６０号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色砂質土�
２　１０ＹＲ３/１　黒褐色砂質土（炭化物・焼土）�
３　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土�

�
４　１０ＹＲ４/１　褐灰色砂質土（炭化物）�
５　１０ＹＲ５/４　にぶい黄橙色砂質土�
６　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色砂質土�

Ｙ:５０,９３４�

Ｘ:１６ ７,９９１�

Ｙ:５０,９４０�

Ｘ:１６ ７,９９１�

Ｙ:５０,９３４�

Ｘ:１６ ７,９８４�

炭化物� Ｙ:５０,９４０�

Ｘ:１６ ７,９８４�

ＳＩ４６�

ＳＩ３２�

ＳＩ３４�

ＳＩ３８�

ＳＩ３３�

ＳＩ５２�

ＳＩ５３�ＳＩ０７�

ＳＩ５７�

ＳＩ６０�

Ｐ６�

Ｐ４�

Ｐ１�

Ｐ２�

Ｐ５�

Ｐ３�

図１５７ ６０号住居跡
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本住居跡の平面プランは，整った正方形を呈している。歪みがなく，向かい合う周壁どうしの長

さが一致する。規模は，東西６．６ｍ，南北６．３ｍを測り，大型の部類に属している。住居跡方向は，

発掘基準線北に対して，東に２１°振れている。

堆積土は，６層に分層された。断面はレンズ状を呈しており，このうち，床面を直接覆う�４に

は，炭化物が充満していた。また，その直上層の�２でも，焼土・炭化物を多量に含んでいた。こ

のことは，本住居跡が火災に遭ったことを示している。ただ，通常の火災住居跡と比べると，炭化

材の残りが悪く，検出される焼土も少なかった。したがって，短時間のうちに鎮火したか，上屋の

ほとんど無くなった廃屋が焼失したかのいずれかと考えている。仮に，後者だとすれば，意図的な

ことも考えられよう。

床面は，貼床されず，掘形底面のＬ�がそのまま利用されている。検出面と床面の比高差は，３０

�を測った。周壁直下には，壁溝が巡り，撹乱で破壊された南辺中央以外は全周した。幅２２～２８�，

深さ１０～２５�を測る。

本住居跡では，４本柱の痕跡が検出されている。Ｐ１～４が，それで，住居跡隅を結んだ対角線

上に規則正しく配置されている。平面形は，いずれも円形を呈し，大きさは，径３２～５０�，深さ３０

～３２�である。このうち，Ｐ１・３・４で，径７～１０�の柱痕跡が検出された。

柱間寸法は，Ｐ１－Ｐ２間が３．６ｍ，Ｐ２－Ｐ３間が３．５ｍ，Ｐ３－Ｐ４間が３．５ｍ，Ｐ４－Ｐ１間

が３．５ｍを測る。

カマドは，北周壁中央で検出された。燃焼部は，火災前に壊されていたと考えられ，袖がまった

く残っておらず，この部分の周壁ぎわまで火災の形成層が及んでいた。この所見は，本住居跡が廃

屋を焼却処分したとみる考えの傍証となるかもしれない。底面には，棒状の自然石を利用した支脚

がみられ，位置は，左に偏っていた。

煙道部は，周壁から２．４ｍ直線的に住居外へ伸びている。堆積土は４層に分層された。

カマドの右脇で，Ｐ５が検出されている。その位置から，貯蔵穴と考えられる。１．２ｍ×１．０ｍの

不整形をなすもので，深さ２０�を測る。また，南東隅の床面でも，同規模のＰ６が検出されている。

これは床下土坑と考えられる。人為的に埋められており，その上面を掘り込んで壁溝が構築されて

いる。

遺 物（図１６０～１６２，写真５３８～５４０）

遺物は，土師器片４７１点，須恵器片１点が出土した。床面や貯蔵穴底面で，図示可能な１５点が得ら

れている。他に，�１出土の２点を図示した。

図１６０－１～６は，有段丸底の土師器杯である。１は，強く外反する口縁部が特徴的で，外面はヨ

コナデ調整されている。これだけが�１から出土した。残る５点は，床面ないしＰ５底面の資料で

ある。器形・調整技法に，類似した特徴が備わっている。口縁部が，内湾ないし直立気味に立ち上

がり，外面に，例外なくヘラミガキ調整が施されている。

図１６０－７は，土師器小型甕である。散らばった状態で床面から出土した。器形は，口縁部が外反

第１編 高木遺跡

２０２



０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� １ｍ�
（１/２５）�

６０号住居跡カマド�

Ｂ�

１�

１�

１�

１�

３�３�

３� ３�
３�

３�

５�４�

２�

２� ２�

２�

石�

Ｂ′�

Ａ
�

２
�

１
�

３
�

４
�

Ａ
′
�

Ａ
�

Ａ
′
�

２０８.３０ｍ� Ｄ�

１�
２�３�

Ｄ′�２０８.４０ｍ�

Ｃ� Ｃ′�
２０８.３０ｍ�

２０
８
.５０
ｍ
�

　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色土　柱痕�
２　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色土　柱痕�
３　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色土�
４　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色土�
５　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色土�
�
　Ｐ２堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�

　６０号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ６/２　にぶい黄橙色砂質土�
２　５ＹＲ５/３　にぶい赤褐色砂質土（焼土）�
３　７.５ＹＲ５/１　褐灰色砂質土�
４　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色砂質土（炭化物少量）�

　Ｐ３堆積土�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色土　柱痕�
２　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色土　柱痕�
３　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色土�
�
　Ｐ４堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色土　柱痕�
２　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色土�
３　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色土�

　Ｐ６堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土�
３　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�

Ｙ:５０,９３７�

Ｘ:１６７,９９２�

Ｙ:５０,９３７�

Ｘ:１６７,９９０�

Ｙ:５０,９３９�

Ｘ:１６７,９９０�

Ｐ１�

Ｐ４� Ｐ３�

Ｐ２� Ｐ６�

図１５８ ６０号住居跡カマド
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６０号住居跡遺物出土状況�

１６０－２�

１６０－８�

１６０－７�

１６０－１０�

１６０－９�

１６２－２�

１６２－１�

１６０－４�

１６１－１�

１６１－４�

１６１－３�

１６１－２�

１６０－６�

１６０－３�

１６０－５�

土師器�

図１５９ ６０号住居跡遺物出土状況
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０� １０㎝�
（１/３）

２　床面�

３　床面�

４　Ｐ５底面�

５　Ｐ５底面�

６　Ｐ５底面�

７　床面�

８　床面�

９　床面�

１０　床面�

１　�１�

図１６０ ６０号住居跡出土遺物（１）
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０� １０㎝�
（１/３）

１　床面�
２　床面・Ｐ５底面�

３　床面�

４　床面�

図１６１ ６０号住居跡出土遺物（２）
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０� １０㎝�
（１/３）

１　床面�

２　床面�

３　�１�

気味に開き，胴部中央が丸みを帯びて，下に窄まっている。胴部外面は，ナデ調整されている。ま

た，底部外面に木葉痕が観察される。

図１６０－８は，中型の土師器甕である。図１６０－７の破片と一緒になって，床面から出土した。底

部を欠いている。器高：口径比が小さく，器形は甑に類似する。しかし，内面の口縁部下にリング

状の煤が付着しており，甕とみる方が妥当と考えている。胴部外面は，ハケメ調整のあと，ナデ調

整が加えられている。

図１６０－９，図１６１－１・２・４，図１６２－１は，長胴の土師器甕である。図１６０－９と図１６２－１は，

住居跡中央の床面で，破片が一緒に散らばっていた。どちらも，当該器種としては中型の製品であ

り，器高３０�を下回る。外面はナデ調整されている。図１６０－９は，口径が胴部最大径を上回ってお

り，胴部に張りが無い。逆に，図１６２－１は，胴部最大径が口径を上回っており，中位に強い膨らみ

をもつ。底部外面に，木葉痕が観察される。図１６１－１・２は，相似形をなしており，細長い胴部を

有するものである。器高：口径は，２．０前後で，当該器種の中でも，長胴化の著しいグループに所属

する。前者がカマド手前の床面，後者がＰ５底面から出土した。胴部外面は，ハケメ調整されてい

る。残る図１６１－４も，これと同様の長胴甕と推定される。しかし，口縁部のみで，詳細は知ること

ができない。床面から出土した。

図１６２ ６０号住居跡出土遺物（３）
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

６１号住居跡�

Ａ�

３�

４� ５�

１� ２�

土器�

撹　乱�

Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

２０８.４０ｍ�

Ｂ� Ｂ′�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

２０８.４０ｍ�

　６１号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
２　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土�
３　７.５ＹＲ４/３　褐色砂質土（ややしまりあり）�
４　１０ＹＲ３/１　黒褐色砂質土（ややしまりあり，�
　　　　　　　 にぶい黄褐色砂・焼土微量含む）貼床�
５　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土�
　　　　　　　（焼土塊・炭化物微量含む）貼床�

Ｙ:５０,９７４�

Ｘ:１６ ８,０３１�

Ｙ:５０,９７４�

Ｘ:１６ ８,０２８�

Ｙ:５０,９７０�
Ｘ:１６ ８,０２８�

ＳＩ５６�

ＳＩ６２�

ＳＩ１１８�ＳＩ８１�
ＳＩ０８�

ＳＧ０３�

ＳＩ４７�

ＳＩ６１�

図１６０－１０・図１６１－３は，土師器甑である。断面逆台形をなしており，大きさが近似している。ま

た，外面調整もハケメで一致しており，同一規格の製品と見なされる。図１６０－１０は，南周壁上で出

土した。口縁端部は外反し，玉縁状をなす。図１６１－３は，Ｐ５肩部の周壁ぎわで，床面から出土し

ている。

図１６２－３は，須恵器杯蓋の破片である。�１から出土した。口縁は「ハ」の字状に開き，端部は

丸く収められている。天井部外面は，回転ヘラケズリ調整が施されている。

ま と め

本遺構は，自然堤防の中央平坦面で検出された火災住居跡である。炭化材の残りが少なく，火災

前にカマド燃焼部は壊されていた。したがって，廃屋が焼却処分された可能性が想定される。

また，本住居跡は，出土遺物に恵まれていた。一括性が高く，好資料である。その内容から，営

まれた時期は，栗囲式期に比定される。 （菅 原）

６１号住居跡 ＳＩ６１

遺 構（図１６３，写真１６６）

本遺構は調査区北部のＯ２０グリッドから検出された竪穴住居跡で，西周壁部分しか検出できなかっ

た。本住居跡は複数の住居跡と重複しており，重複関係は６２号住居跡→６１号住居跡→５６号住居跡と

なる。

本住居跡は私道直下のＬ�中より西周壁を検出したが，東側部分は確認できずにＬ�上面まで掘

り下げてしまっている。住居跡内堆積土は３層に分層でき，西壁際にややしまりのある褐色砂が三

角堆積していることから自然堆積と考えられる。住居跡の大きさは西壁で約４．２ｍを測り，一辺が約

図１６３ ６１号住居跡

第１編 高木遺跡
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０� １０ｍ�
（１/３）�

１　検出面�

２�

４ｍほどの住居跡と推測できる。深さは約１５�ほどしか

残らず，壁は直立して立ち上がる。床面はほぼ平坦で，

部分的に貼り床が認められる。貼床は焼土塊や炭化物を

含み，しまりのある黒褐色砂質土が認められる部分もあ

る。カマドなどの付属施設は確認できなかったが，西周

壁の中央からやや北寄りのところには赤く熱変した面的

な広がりが認められる。カマドの位置は撹乱のため判断

できなかったが，他の住居跡の例にも多いことから，西

周壁に付設していた可能性が考えられる。

遺 物（図１６４，写真５４０）

本住居跡から出土した遺物は少なく，図示したのは須恵器１点と，鉄製品１点である。

図１６４－１は須恵器の蓋の細片である。かえりはなく，表面がやや赤みを帯びた色調であるため，

火を受けている可能性もある。

図１６４－２は鉄製品で，鎌の刃である。曲刃鎌で，刃先が湾曲しており，基部を折り曲げて柄に装

着していたようである。

ま と め

本住居跡の北側に重複する６２号住居跡は出土遺物から８世紀頃のものと考えられる。６２号住居跡

は本住居跡よりも先に築かれているため，本住居跡は少なくともその後に造られたものである。検

出面ではあるが本住居跡から出土した須恵器の杯蓋と同様のものが，６２号住居跡のカマドの燃焼部

底面の掘形から出土している。そのため，時期的にはあまり隔たらずに築かれたものと推測する。

（大 波）

６２号住居跡 ＳＩ６２

遺 構（図１６５，写真１６７～１６９）

本遺構は調査区北部のＯ２０グリットから検出された竪穴住居跡である。本住居跡は複数の住居跡

と重複しており，それぞれとの関係は６２号住居跡→６１号住居跡→５６号住居跡となる。

本住居跡は旧道路直下のＬ�中より検出できたが，北西隅は水道管によって破壊され，南側部分

は６１号住居跡と重複し，周壁が確認できた部分は北東隅だけである。しかし駄目押しの段階で，南

西隅から壁溝と１号ピット跡が検出できたため，およその住居跡の範囲を捉えることができた。住

居跡内堆積土は含有物の違いにより細かく分層したが，大きくみると黄褐色砂と黒褐色砂が交互に

堆積しており，�１が後から流れ込んでいる。また，�８は他の砂層と異なりしまりのある黒褐色

土であるため，住居跡の使用時から堆積していたなど，別過程で堆積したものと考えられる。

住居跡の大きさは１辺が約４．５ｍで，ほぼ正方形である。主軸方位がＮ５°Ｗと，ほぼ真北と一致

する。深さは遺存状態の良い北周壁で約３０�を測り，直立して立ち上がる。床面はほぼ平坦で，住

図１６４ ６１号住居跡出土遺物
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６２号住居跡�

カマド�
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Ｂ
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Ｂ
′
�

Ａ
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Ａ
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２０８.４０ｍ�

Ｃ�

１�
１�

Ｃ′�２０７.９０ｍ� Ｄ� Ｄ′�２０７.９０ｍ�

Ｂ�

１�
２�

Ｂ′�
２０８.１０ｍ�

Ｅ�

１� ２�

Ｅ′�２０８.３０ｍ�

Ｆ�

２� ２�

１�

３�

Ｆ′�２０８.３０ｍ�

　６２号住居跡堆積土�
１ａ　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂（灰黄褐色砂の塊少量含む）�
１ｂ　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂（黒褐色砂質土の塊少量含む）�
２　　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂質土（ややしまりあり，灰黄褐色砂�
　　　　　　　　 を斑状に含む，鉄分の塊微量含む）�
３　　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂�
４　　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂�
５　　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂（黒褐色土の塊少量含む）�
６　　１０ＹＲ３/１　黒褐色砂（にぶい黄褐色砂の塊微量含む）�
７　　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂（黒褐色土の塊多量含む）�
８　　１０ＹＲ３/１　黒褐色土（しまりあり）�

　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂�
２　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂質土（ややしまりあり，�
　　　　　　　 黒色土塊少量含む）�

　６２号住居跡壁溝堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂�

　６２号住居跡カマド堆積土�
１　７.５ＹＲ４/３　褐色土（ややしまりあり，�
　　　　　　　　焼土塊を少量含む）�
２　７.５ＹＲ４/２　灰褐色砂（焼土・炭化物塊�
　　　　　　　　微量含む）�

　６２号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色土（焼土・炭化物少量含む）�
２　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色粘質土�
３　１０ＹＲ３/１　黒褐色砂（焼土塊少量含む）�

Ｙ:５０,９７０�

Ｘ:１６８,０３３�

Ｙ:５０,９７１�

Ｘ:１６８,０３３�

Ｙ:５０,９７１�

Ｘ:１６８,０３２�

Ｙ:５０,９７３�

Ｘ:１６８,０３３�

Ｙ:５０,９７３�

Ｘ:１６８,０３２�

Ｙ:５０,９７５�

Ｘ:１６８,０３３�

Ｙ:５０,９７０�

Ｘ:１６８,０２８�
Ｙ:５０,９７５�

Ｘ:１６８,０２８�

Ｐ１�

Ｐ１�

ＳＩ６１�

ＳＩ５６�

ＳＩ４７�

ＳＧ０３�

ＳＩ０８�

ＳＩ１８�
ＳＩ１１８�

ＳＩ８１�

ＳＩ６２�

図１６５ ６２号住居跡

第１編 高木遺跡
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０� １０㎝�
（１/３）

１　貼床下� ２　堆積土�

３　カマド�

居跡の南西隅に壁溝と１号ピットを検出した。壁

溝は南西隅に合うようにカギ状で，長さは西壁側

が１．７ｍ，南壁側が２．３ｍで，幅は約１５～２０�，深さ

が１０�前後である。１号ピットは支柱穴のうちの

ひとつと考えられ，検出面で長軸約５０�，短軸約

４０�の楕円形で，深さは約４０�ほどである。ピッ

トの掘形からは，柱材は北西方向に傾いて立てら

れていたようである。

カマドは北西隅の周壁が検出できなかったことから，カマドが独立して配置されているようであ

るが，本来は北周壁の壁面に付設していたものと考えられる。煙道や煙出しは確認できなかったが

燃焼部は比較的残りが良く，カマド袖は壁面から約９０�ほど張り出しており，両袖間は約４０�を測

る。燃焼部内の堆積土は２層に分層でき，焼土や炭化物を微量ながら含んでいる。カマドは燃焼部

全体が熱を受けており，側壁側が強く焼けている。燃焼部底面は焚口側がやや高めになっていて，

奥壁は直立していた。カマドは底面を褐色砂で築いてから，黄褐色の粘質土で上部構造を築いてい

た。また，図面上には須恵器蓋が図示してあるが，これはカマドの底面に埋められていたもである。

焚口側が一段盛り上がっていたのも，あらかじめ須恵器蓋が埋められていたためと考えられ，カマ

ド祭祀との関連性がうかがわれる。

遺 物（図１６６，写真５４０）

本住居跡から出土した遺物のうち，図示したものは土師器１点，須恵器２点である。

図１６６－１は土師器の杯で，貼床下から出土している。内黒の有段丸底の杯であるが，平底化の傾

向がうかがわれる。

図１６６－２・３は須恵器の蓋で，かえりは認められない。２は細片であるが，胎土は精選されてい

る。３はカマド掘形から出土したもので，ほぼ完形であるが，熱を受けて変色している。器形は美

濃須衛・湖西窯に代表される東海系の笠形といわれる形に影響を受けたと思われる。

ま と め

本住居跡はカマド内に埋められていた須恵器の杯蓋から８世紀前半頃と考えられ，貼り床下から

出土した土師器の杯とも時期は一致する。本住居跡が営まれたのは８世紀以降で，この時期になる

と集落の中心が調査区北部へと移動するようである。本遺跡の北側に位置する北ノ脇遺跡からもこ

の時期の住居跡の検出例が多い。 （大 波）

６３号住居跡 ＳＩ６３

遺 構（図１６７，写真１７０・１７１）

本遺構は，Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは自然堤防の

中央平坦面で，他の遺構との重複関係は認められない。

図１６６ ６２号住居跡出土遺物
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６３号住居跡�

（１/５０）

０� ２ｍ�

床残存範囲�

掘りすぎ�

ＳＩ４６�

ＳＩ３２�

ＳＩ６０�

ＳＩ７５�
ＳＩ７３�

ＳＩ６３�

２０８.６０ｍ�
Ａ� Ａ′

（１/３）

０� ６㎝�

１　�１�

３　�１�

２　�１�

本住居跡は，破壊が著しい。東周壁付近が一部残っていただけである。床面は，貼床されず，掘

形底面のＬ�が平坦に整えられている。踏み締まりは認められなかった。検出面と床面の比高差は，１０

～１３�を測る。

本住居跡の平面プランは，方形を呈していたと推定される。規模は，東西２．１ｍ以上，南北５．０ｍ

以上を測り，大型に入る。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に６５°振れている。

カマドは，東周壁から検出された。煙道部は，長さ１．６ｍを測る。燃焼部は，袖が残っていなかっ

た。

ピット類は検出されていない。

遺 物（図１６８，写真５４０）

遺物は，土師器片２４１点，須恵器片２点，鉄製品１点が出土した。図示遺物は３点で，遺構に伴う

ものは無い。どれも�１で出土した。

図１６８－１は，須恵器杯蓋の破片である。口縁部

は，「ハ」の字状に開いており，天井部は回転ヘラ

ケズリされている。

図１６８－２は，須恵器杯身である。口縁部は短く，

内傾している。底部外面は，手持ちヘラケズリ調

整されている。

図１６８－３は，鉄鎌の破片である。

図１６７ ６３号住居跡

図１６８ ６３号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡
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ま と め

本遺構は，自然堤防の中央平坦面に営まれた竪穴住居跡である。破壊が著しく，詳しいことは知

ることができなかった。

時期は，共伴遺物に恵まれず，重複遺構も無いことから，不明である。 （菅 原）

６４号住居跡 ＳＩ６４

遺 構（図１６９・１７０，写真１７２～１７４）

本遺構は，Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。

営まれたのは，自然堤防の中央西寄りである。このため，周辺の微地形は，阿武隈川の流れる西

側に向かって緩やかに傾斜している。遺構は，高木遺跡における住居跡分布の西限の１つをなして

いる。

本住居跡は，主軸を揃えて重複する３軒の住居跡の北端に位置している。新旧関係は，その中で

最も古く，７・５４号住居跡に切られている。また，３５・５２号住居跡に切られ，さらに，５３号住居跡に

も切られている可能性がある。つまり，本住居跡は重複する周辺遺構の中で最も古く位置付けられ

るものである。

遺存状態は，５４号住居跡の削平のため，南側で残りが悪かった。遺構平面図に一点鎖線で示した

ラインより南は，貼床土がほとんど削られていた。南周壁の位置は，掘形の立ち上がりで確認して

いる。

堆積土は，２層に分層された。断面は，レンズ状を呈しており，遺構は自然埋没したと考えてい

る。

床面は，粘土粒を含むにぶい黄橙色砂質土で貼床されている。ただ，上述したように，南側は削

られて残っていなかった。検出面と床面の比高差は，１０～１３�を測る。

本住居跡の平面プランは，南東隅が突出気味の正方形を呈している。規模は，東西５．０ｍ，南北５．０

ｍを測り，中型の部類に属する。

住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に１１°振れている。

カマドは北周壁中央で検出された。煙道部は，周壁から１．１ｍ伸びており，燃焼部は，袖長４８�，

焚口幅８３�を測る。燃焼部底面は，ほとんど酸化していなかった。

本住居跡では，南西隅床面で，貯蔵穴と考えられるＰ１が検出されている。これは，カマド脇に

設けられたものではないが，１１０�×１０５�の不整円形を呈し，土師器杯・小甕・長胴甕・甑の一括

セットが出土している。床面からの深さは，８�を測る。

遺 物（図１７１・１７２，写真５４０～５４２）

遺物は，土師器片２７５点が出土した。図示遺物は７点で，そのうち４点が上述したＰ１の一括遺物

である。

図１７１－１は，土師器甑である。無底式の大型品で，器高２６．７�を測る。器形の特徴は，胴部上位
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６４号住居跡�

遺物出土状況�

Ｙ:５０,９３７�

Ｘ:１６７,９９８�

Ｙ:５０,９３７�

Ｘ:１６７,９９３�

Ｙ:５０,９３２�

Ｘ:１６７,９９３�

　６４号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土（焼土少量）�
３　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土（粘土粒含む）貼床土�
�

　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土�

ＳＩ６４�
ＳＩ３５�

ＳＩ０７�

ＳＩ５３�

ＳＩ５２�

ＳＩ３８�

ＳＩ１０�

ＳＩ５４�

ＳＩ０９�

２０８.４０ｍ�
Ｂ�

１�

Ｂ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

２０８.８０ｍ�
Ａ�

３� １� ２�

Ａ′�

貼床範囲�

０� ２ｍ�

（１/５０）�

１７２－６�

１７２－２�

１７２－４�

１７１－１�

P１�

P１�

図１６９ ６４号住居跡
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６４号住居跡カマド�

Ｙ:５０,９３４�

Ｘ:１６７,９９９�

Ｙ:５０,９３６�

Ｘ:１６７,９９９�

Ｙ:５０,９３６�

Ｘ:１６７,９９８�

　６４号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ４/６　褐色砂質土（焼土・炭化物微量含む）�

２０８.６０ｍ�Ａ�

１�

Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

０� １ｍ�
（１/２５）�

１　Ｐ１�１�
０� １０㎝�

（１/３）�

に膨らみがあり，口縁端部は平

坦面をなしている。外面は，ハ

ケメ調整され，内面には入念な

縦位のヘラミガキ調整が施され

ている。

図１７２－１・２は，土師器杯で

ある。１は，口縁部が強く外反

する有段丸底の杯で，口縁部と

底部の境には，明確な段をなさ

ない。内外面は，ヘラミガキ調

整されている。２は，須恵器模

倣杯に分類される。器高が高く，

内外面はヘラミガキ調整されて

いる。

図１７２－３・４は，土師器小型

甕である。３は，当該器種とし

ても，小さな製品であり，器高

は，わずかに８．９�しかない。口径と器高が等し

く，寸詰まりの形態をなしている。胴部外面は，

ナデ調整である。４は，器高が高く，いくぶん

細長の胴部形態を呈している。外面はハケメ調

整されている。

図１７２－５・６は，長胴タイプの土師器甕であ

る。５は，底部を欠いているが，器高４０�を越

え，非常に細長い胴部を有している。胴部は，

全体に張りが無く，底部近くが下膨れとなって

いる。外面は縦位にヘラケズリされている。６

は，胴部の最大径が中央にあり，器形全体の均

整が取れている。外面は，ハケメ調整で，底部

に木葉痕が残る。

ま と め

本遺構は，自然堤防の中央西寄りに営まれた

竪穴住居跡である。高木遺跡における住居跡分

布の西限の１つをなしている。重複関係が著し

図１７０ ６４号住居跡カマド

図１７１ ６４号住居跡出土遺物（１）
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１　�１�

３　�１�
２　Ｐ１�１�

５　床面�

６　Ｐ１�１�

４　Ｐ１�１�

０� １０㎝�
（１/３）�

図１７２ ６４号住居跡出土遺物（２）
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０� ２ｍ�
（１/５０）

Ｙ:５０,９６８�

Ｘ:１６８,０２７�

Ｙ:５０,９６８�

Ｘ:１６８,０２４�

Ｙ:５０,９７０�

Ｘ:１６８,０２４�

６５号住居跡�

　６５号住居跡堆積土�
１　７,５ＹＲ４/３　褐色砂（鉄分の塊多量含む）�
２　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂（しまりあり，鉄分の塊・炭化物・焼土を多量含む）�
３　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂�

ＳＩ６５�

ＳＩ４７�

ＳＧ０３�

ＳＩ６１�
ＳＩ６２�

ＳＩ５６�

ＳＫ２４�
ＳＫ２３�

１� ２�
３�

Ａ� Ａ′�

Ａ
′
�

Ａ
�

Ｂ� Ｂ′

Ｂ�

Ｂ′�

２０８,３０ｍ�

２０８.３０ｍ�

く，そのどれよりも古い。

遺物は，貯蔵穴から，土師器食膳具・煮炊具の一括セットが得られた。

時期に関しては，共伴遺物の特徴から，栗囲式期に比定されると思われる。 （菅 原）

６５号住居跡 ＳＩ６５

遺 構（図１７３，写真１７５・１７６）

本遺構は調査区北部のＯ２０グリッドから検出されたが，検出できた部分は焼土跡だけである。し

かし焼土跡の周囲からは多数の土器が出土し，付近の竪穴住居跡の密集状況を考慮すると，本遺構

も竪穴住居跡の可能性が高い。そこで本報告では竪穴住居跡として報告することとし，遺構配置図

には破線で想定線を記している。また，本住居跡の北西には４７号住居跡が位置し，本来は重複する

ものと思われるが，検出状況から新旧関係は判断できなかった。

Ｌ�中からは住居跡らしいプランを確認できなかったためＬ�上面まで掘り下げたが，遺物が集

中して出土することから，その地点を島状に残し，土層ベルトを設定した。その断面からは遺物の

集中する部分の堆積土は３層に分層でき，�３は壁際の三角堆積にもみれるが，壁の立ち上がりや

床面は判断できなかった。焼土跡は隣接した２か所から検出でき，北西に位置するもののほうが小

さいがよく焼けていた。大きさは北西側にある焼土跡が長軸約５０�，南東側が約７０�である。住居

跡の想定線は焼土跡をカマドとし，住居跡内堆積土の�３を壁際の崩落土として作成している。

遺 物（図１７４，写真５４１・５４２）

本住居跡から出土した遺物の

うち，図示したものは土師器の

甕６点と，須恵器の細片１点で

ある。土師器の甕は器形や大き

さは異なるものの，どの甕にも

体部外面にハケメ調整がみられ，

多くは煮炊具として使用されて

いたものと考えられる。図１７４－

１は小型の球胴甕である。底部

は周縁に粘土を貼った後，ヘラ

ケズリを施している。２は，口

縁部がやや内湾する半球形であ

るが，小型の甕に分類する。底

部の木葉痕には，複数枚分の葉

脈が認められる。遺存する底部

には木葉痕のみられるもの，４ 図１７３ ６５号住居跡
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０� １０㎝�
（１/３）

１　堆積土�

２　堆積土�

３　堆積土�

４　堆積土�

５　堆積土�

６　堆積土�

７　堆積土�

図１７４ ６５号住居跡出土遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）

Ｙ:５０,８７７�

Ｘ:１６７,８７９�

Ｙ:５０,８８１�

Ｘ:１６７,８７９�

Ｙ:５０,８７７�

Ｘ:１６７,８７５�

Ｙ:５０,８８１�

Ｘ:１６７,８７５�

６６号住居跡�

　Ｐ１～４堆積土�
１　１０ＹＲ２/３　黒褐色砂質土�
�
　Ｐ５堆積土�
１　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色粘土�
２　１０ＹＲ３/３　黒褐色砂質土�

　６６号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
２　１０ＹＲ２/３　黒褐色砂質土（焼土塊�
　　　　　　　　多量含む）天井崩落土�
３　１０ＹＲ２/３　黒褐色砂質土（焼土粒・�
　　　　　　　　炭化物粒少量含む）�
４　７,５ＹＲ３/３　黒褐色砂質土　袖構築土�

　６６号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
２　１０ＹＲ２/３　黒褐色砂質土（黄褐色粘質土塊少量含む）�
３　７,５ＹＲ４/３　黒褐色砂質土　貼床土�

１�

Ｃ� Ｃ′�Ｐ１�

Ｐ１�

Ｐ２�

Ｐ３�

Ｐ４�

Ｐ５�

１�１� ２�

３�

１� １�

Ａ� Ａ′�

Ａ�

Ａ′�Ｂ�

Ｂ′�

Ｃ
′
�

Ｃ
�

Ｄ
�

Ｄ
′
�

Ｅ
�

Ｅ
′
�

Ｆ�Ｆ�

Ｆ′�

Ｂ� Ｂ′�

Ｐ４� Ｐ２�

１�

２�

Ｄ� Ｄ′Ｐ５�

１�
２�

３�

４�

Ｅ� Ｅ′�

４� ４�

Ｆ� Ｆ′

貼
床
範
囲�

撹　乱�

撹　乱�

石�

粘土溜�

２０７.７０ｍ�

２０７.７０ｍ�

２０７.７０ｍ�

２０７.６０ｍ�

２０７.７０ｍ�

２０７.８０ｍ�

のようにケズリで仕上げられるもの，周縁に粘土を貼って上げ底状になるものがある。３・５の底

部は熱を受けて表面が剥離するが，上げ底状である。また，口縁部まで遺存する５・６は，口縁部

が外反し，体部との境には明瞭な段が形成されている。

図示できた須恵器は図１７４－７で，甕とみられる細片で，タタキメと当て具痕が認められる。

ま と め

本住居跡は，出土遺物から７世紀ころの住居跡と考えられる。出土状況からは判断できないが，

竪穴状の窪地に土師器甕が一括廃棄された可能性も想定される。 （大 波）

６６号住居跡 ＳＩ６６

遺 構（図１７５・１７６，写真１７７～１８１）

本住居跡は，調査区南側Ｌ・Ｍ２４グリッドに位置する。地形的には，阿武隈川右岸沿いに形成さ

れた自然堤防の西側緩斜面の肩部に立地している。

図１７５ ６６号住居跡
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本遺構は，Ｌ�上面で検出した。南側の壁は検出作業の段階で削平されてしまい，遺存していな

かった。

他の遺構との重複関係は，認められない。ただ，本住居跡の北側には，隣接して８５号住居跡が位

置している。

遺構内堆積土は，２層に区分できる。�１・２の堆積状況については，東側の壁が撹乱を受けて

いるため，詳細な堆積過程は判断はできないが，不自然な混入物などが認められないため，自然堆

積と考えている。

本住居跡の平面形は，遺存状況から推定すると，南北に長い方形を呈していたと考えられる。規

模は，残りの良い西側の壁で約４ｍ，北側の壁で約３．７ｍを測る。

遺存する壁は，いずれもやや急に立ち上がっている。床面から検出面までの高さは，８～１２�を

測る。

床面は凹凸が激しく，住居跡の北側がやや高まっている。また，住居跡中央から北側にかけて，

部分的に貼床が施されていた。

住居跡内施設として，カマドとピット５個を検出した。カマドは，住居跡の北壁中央やや西寄り

に位置している。カマドの袖と奥壁は，黒褐色砂質土を用い構築されていた。カマドの袖は西側の

袖で７０�，東側で９０�ほど住居内に張り出していた。袖の最大幅は西側で５５�，東側で４５�を測る。

両袖に挟まれた燃焼部は最大長５０�，最大幅は４０�を測る。また，燃焼部底面から奥壁にかけては，

約２�ほど焼土化していた。

カマド内堆積土は３層に区分した。カマド上方から流入する�１は，色調や土質などから住居跡

内堆積土�１に相当するものと考えている。�２は，焼土塊を多量に含むことから天井崩落土と判

断した。�３については，基本的にはカマド崩壊以前の堆積土と判断している。

ピットは，５個検出した。Ｐ１はカマド東側，北側の壁に接して検出された。平面形は東西に長

い楕円形で，東西長１１０�，南北長８０�，深さは，１８�を測る。堆積土は，１層で黒褐色砂質土が堆

積していた。Ｐ１上面から，小型甕（図１７７－６）や甑（図１７７－９）などが出土している。Ｐ１は

規模や，位置などから貯蔵穴と考えられる。

また，床面の北側東寄りでＰ２，西寄りでＰ４，床面南側東寄りでＰ３を検出した。平面形は，

いずれも直径５０�ほどの歪んだ円形を呈している。床面からのピットの深さは，１２～１８�を測る。

堆積土は，いずれも黒褐色砂質土が堆積していた。これらのピットについては，Ｐ２とＰ３，Ｐ２

とＰ４でそれぞれ位置的に対応関係にあり，堆積土や規模なども類似することから，上屋を支えた

主柱穴と考えられる。

Ｐ５は床面のほぼ中央で円形状に広がる粘土溜まりとして検出した。粘土溜まりの平面形は，直

径８０�ほどの円形を呈し，厚さ２～６�を測る。Ｐ５の平面形は，粘土溜りより一回り大きく，直

径１１０�の歪んだ円形を呈している。床面からの深さは１０�を測る。Ｐ５については，検出状況など

から，住居跡機能時には，埋め戻されていたと考えられ，性格的には，上面で検出された粘土溜り

第１編 高木遺跡
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１７７－１０�

１７７－８�

１７７－９�

１７７－５�

１７７－６�

１７７－１�

１７７－３�
１７７－７�

１７７－２�

１７７－４�

６６号住居跡遺物出土状況�

の掘形と考えられる。

遺 物（図１７７，写真５４２～５４４）

遺物は，カマド東側周辺の床面とＰ１・２から，甕，甑といった煮炊具がまとまって出土した。

出土遺物の内訳は，土師器片１１４点である。

図１７７－１～４は杯である。１は底部が平底気味，２は底部が丸底で体部から口縁部にかけて緩や

かに直線的に外反する器形となる。３・４は丸底の底部で，口縁部が直立気味に立ち上がる器形と

なる。

図１７７－５～７は小型の甕で，底部はやや上底気味になる。胴部はやや丸みをもつもの（５・６）

と直線的に立ち上がるもの（７）とがあり，口縁部は外反するもの（５・７）と内湾するもの（６）

が認められる。また，６・７の底面には木葉痕が認められる。

図１７７－８・１０は，中型の甕である。８は，やや上げ底の底部から，緩やかに外傾しながら，直線

的に立ち上がる器形となる。１０は，丸底風の底部から直立気味に立ち上がる器形となる。胴部全体

の器形に，めりはりが認められない。

９は甑で，体部が緩やかに外傾しながら，直線的に立ち上がる器形である。底部の状態から，単

孔式に分類される。

ま と め

本住居跡は，平面形が南北に長い方形を呈している。

図１７６ ６６号住居跡遺物出土状況
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０� １０㎝�
（１/３）

１　床面�

２　床面�

３　床面�

４　床面�

５　床面� ６　Ｐ１�１�

７　床面�

８　Ｐ１�１�

９　Ｐ１�１�

１０　床面�

図１７７ ６６号住居跡出土遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）

Ｙ:５０,９４６�

Ｘ:１６７,９６４�

Ｙ:５０,９４６�

Ｘ:１６７,９５９�

Ｙ:５０,９４１�

Ｘ:１６７,９５９�

６８号住居跡�

　６８号住居跡堆積土�
１　褐色砂（焼土粒微量・マンガン斑含む）
２　暗褐色砂質土（焼土粒微量含む）�
３　褐色砂�
４　褐色砂（焼土塊含む）�

ＳＩ６８�

ＳＩ３７�

ＳＩ１６９�

ＳＩ１２９�

ＳＩ１６２�

ＳＩ１８５�

ＳＩ１３６�

Ａ� Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

Ｂ′�

Ｂ�

Ｂ� Ｂ′�

１�
２�

１�

２�
３� ４�

２�２�
２�石�石�

撹
乱�

撹
　
乱�

２０８.７０ｍ�

２０８.８０ｍ�

住居跡内施設は，カマドとピット５個を検出した。この内，カマド脇に位置するピットは貯蔵穴，

住居跡の主軸と平行し，位置的に対応関係にあるピットは柱穴と考えている。

また，床面中央で検出したピットについては，粘土溜まりと考え，生業に関係する施設の可能性

も考えられる。

本住居跡の所属時期は，床面からの出土遺物などから栗囲式期と考えている。 （大河原）

６８号住居跡 ＳＩ６８

遺 構（図１７８・１７９，写真１８２・１８３）

本住居跡は，調査区中央のやや南で，Ｎ２１・２２グリッドにまたがって検出された。北東隅で１８５号

住居跡と重複しており，本住居跡の方が新しい。

図１７８ ６８号住居跡
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０� １ｍ�
（１/２５）�

０� ６㎝�
（１/３）�

６８号住居跡カマド�

Ａ�

２�
１�
３�

Ａ′�
２０８.７０ｍ�

Ｂ�

１　堆積土�

２　床面�

１�

２�
３� ４� ６� ５� ７�

Ｂ′�

Ａ�

Ａ′�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

２０８.７０ｍ�

　６８号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ４/４　にぶい赤褐色土�
２　５ＹＲ３/３　暗赤褐色土（炭化物塊少量含む）�
３　５ＹＲ３/２　暗赤褐色土（焼土・炭化物塊含む）�

　６８号住居跡カマド構築土�
１　５ＹＲ４/３　 にぶい赤褐色土（炭化物粒・焼土粒・白色粒含む）�
２　５ＹＲ４/４　 にぶい赤褐色土（炭化物粒・焼土含む）�
３　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色土（炭化物粒・焼土粒含む）�
４　５ＹＲ３/４　 暗赤褐色土（焼土塊・焼土・炭化物含む）�
５　７.５ＹＲ４/４　褐色土（炭化物粒・焼土粒含む）�
６　７.５ＹＲ４/３　褐色土（炭化物粒・焼土粒含む）�
７　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色土（炭化物粒・焼土粒含む）�

Ｙ:５０,９４１�

Ｘ:１６７,９６３�

Ｙ:５０,９４１�

Ｘ:１６７,９６２�

Ｙ:５０,９４２�
Ｘ:１６７,９６２�

また，本住居跡の下層から１６９号住居跡が検出されており，やはりこれよりも新しいことが分かっ

ている。

遺構内堆積土は，４層に区分された。�１～４は，ほぼレンズ状の堆積状況を示しており，遺構

は自然埋没したと判断している。�４は，焼土ブロックを含んでおり，壁際からの流入状態を示し

ている。

住居跡は，東側を撹乱で欠いている。平面形は，残存部から推測すると，ほぼ整った方形を呈し

ていたと思われる。住居跡と方位の関係を西周壁でみると，真北から２３°ほど東へ傾いている。規模

は，南北軸５．１ｍ，東西軸約４．１ｍ以上である。

床面は，細かな凹凸はあるものの，ほぼ平坦である。北東隅に７５�×５６�の範囲で焼土がみられ

たが，性格の特定はできなかった。検出面から床面までの深さは，１０～１６�を測り，壁の立ち上が

りは，全体に緩やかである。

住居跡内施設として，カマド１基を検出した。カマドは，西周壁の中央やや北寄りに設置されて

いる。左袖は住居内に５６�張り出し，右袖は６６�張り出している。袖は，カマド底面から最大１５�

の高さが遺存している。燃焼部の規模は，焚口幅６０�，奥行き６４�を測る。両袖内側からカマド底

面にかけて，赤く焼けた部分が認められた。

カマド内堆積土は，３層に分けられる。焼土や炭化物を含む暗褐色土の上に，にぶい赤褐色土が

堆積している。使用時の土と天井崩落時の土が，交じり合っているものと考えられる。

煙道部は，確認できなかった。

図１７９ ６８号住居跡カマド・出土遺物

第１編 高木遺跡
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遺 物（図１７９）

遺物は土師器片７１点が出土した。

図１７９－１は，堆積土出土の土師器杯である。有段丸底の器形を呈するもので，口径は大きめにな

ると推定される。口縁部は，内湾して立ち上がる。

図１７９－２は，床面出土の小さな土師器片である。小型甕の底部になると思われる。内面にナデ調

整痕が観察される。

ま と め

本住居跡は，東側が削平されて残っていなかった。カマドは，西周壁に設置されており，底面は

焼土化していた。

本住居跡では，遺物の出土が極端に少なく，床面の遺物は，小さな土師器片１点に限られる。こ

のため，細かな時期比定はできない。

本住居跡は，重複遺構との関係から，栗囲式期に上限が求められる。 （佐 藤）

６９号住居跡 ＳＩ６９

遺 構（図１８０，写真１８４・１８５）

本遺構は調査区北部のＯ２０グリッドにかけて検出された竪穴住居跡である。遺存する東周壁部分

から一辺約８ｍ前後の大型の住居跡が想定され，複数の住居跡と重複する。重複する他の住居跡と

の関係は，南側では６９号住居跡→４２号住居跡→５０号住居跡→１２号住居跡となり，本住居跡が最も古い。

北側では８号住居跡，１８号住居跡と重複し，そのうち８号住居跡が最も新しいが，本住居跡と同規

模の大型住居跡と考えられる１８号住居跡との新旧関係は遺構の調査ではわからなかった。

本住居跡からはカマドなどの付属施設は検出できず，東周壁と南東隅部分の一部を確認したのみ

である。プランはＬ�中から検出でき，色調の違いから比較的識別しやすかった。

住居跡内堆積土は３層に分層した。大きく上層が�２のにぶい黄褐色砂で，下層に�３のしまりの

ある黒褐色土が堆積する。�１は土層ベルトに僅かにかかる程度であるが，部分的に後から堆積し

たものと考える。

住居跡の大きさは遺存する東周壁部分で約７．７ｍを測ることから，北側に隣接する１８号住居跡と同

規模か，ひとまわり大きかったものと推測できる。主軸方位はＮ３２°Ｅである。深さは東周壁で約２０

�を測り，壁は緩やかに立ち上がっている。

床面はＬ�を掘り込んで造られているが，東周壁の壁際から約１ｍ前後までが１段低く造られて

いる。壁際が一段低くなる掘形跡として，平面図ではその上端を破線で示した。貼床等は認められ

なかったものの，そのままＬ�を床面として利用したとは考え難い。

本住居跡から出土した遺物は少なく，図示できたものはなかった。

ま と め

本住居跡は重複する住居跡との関係から，本遺跡に大集落が形成される初期の段階の住居跡と考
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６９号住居跡�

Ａ�

１�

３�
２�

掘形�

Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

２０８.５０ｍ�

　６９号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ３/１　黒褐色砂（焼土含む）�
２　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂（黒褐色土塊少量含む）�
３　１０ＹＲ３/２　黒褐色土（しまりあり）�

Ｙ:５０,９６１�

Ｘ:１６８,０３２�

Ｙ:５０,９６６�

Ｘ:１６８,０３２�

Ｙ:５０,９６１�

Ｘ:１６８,０２６�

ＳＩ１２�

ＳＩ１１�
ＳＩ１８�

ＳＩ０８�

ＳＩ０８�

ＳＩ５０�

ＳＩ５０�

ＳＧ０３�

ＳＩ４２�

ＳＩ６９�

０� ２ｍ�
（１/５０）�

撹
　
　
乱�

えられ，重複する１８号住居跡に先行して築かれたものとみられる。

また，同じく初期の住居跡と考えている１０４号住居跡は２号溝跡のすぐ北側に位置する，本住居跡

と同規模の大型の住居跡である。そのことから推測して，本住居跡の時期は栗囲式の初めごろと考

えている。 （大 波）

７０号住居跡 ＳＩ７０

遺 構（図１８１，写真１８６・１８７）

本遺構は，Ｎ２０・２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，自然

堤防の中央平坦面である。重複関係は，２２号住居跡に切られており，この住居跡よりも古い時期に

営まれている。また，１４・９１号住居跡と接しているが，これらについては新旧関係がはっきりしな

い。

堆積土は，にぶい黄橙色砂質土が１層認められた。この土層の様子から，遺構は，自然埋没した

図１８０ ６９号住居跡

第１編 高木遺跡
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� １ｍ�
（１/２５）�

０� ６㎝�
（１/３）�

７０号住居跡�

カマド�

Ａ�
１�

Ａ′�

Ａ�

Ａ′�
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Ｂ′�
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２０８.８０ｍ�

Ｃ� Ｃ′�
２０８.８０ｍ�

　７０号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ６/３　にぶい橙色砂質土�

　７０号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土�

　７０号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色砂質土�
３　７.５ＹＲ５/２　灰褐色砂質土（焼土・炭化物）�
４　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土�

Ｙ:５０,９４８�

Ｘ:１６８,００１�

Ｙ:５０,９４９�

Ｘ:１６８,００１�

Ｙ:５０,９４９�

Ｘ:１６７,９９９�

Ｙ:５０,９５０�

Ｘ:１６８,００１�

Ｙ:５０,９５２�

Ｘ:１６８,００１�

Ｙ:５０,９４８�
Ｘ:１６７,９９７�

Ｙ:５０,９５２�

Ｘ:１６７,９９７�

ＳＩ１６�

ＳＩ１５５�

ＳＩ１４�
ＳＩ１０�

ＳＩ２２�

ＳＩ２３�

ＳＩ９１�

Ｓ
Ｉ
９３
�

ＳＩ４９�

ＳＩ１４２�

ＳＩ７０�

１　�１�

図１８１ ７０号住居跡・出土遺物
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７１号住居跡�
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と考えている。

床面は，貼床されず，掘形底面のＬ�がそのまま平坦に整えられている。検出面と床面の比高差

は，７～１０�を測る。

本住居跡の平面プランは，南北に細長い長方形を呈している。ただ，西周壁が東周壁より少し長

いため，台形気味となっている。

規模は，南北４．４ｍ，東西３．１ｍを測り，中型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対

して，東に２０°振れている。

カマドは西周壁中央の北寄りで検出された。煙道部は残っていない。燃焼部は袖長６５�，焚口幅

４８�を測る。底面はよく焼けている。断ち割ったところ，７～１０�の厚さで焼土化しているのが観

察された。

ピット類は検出されていない。

遺 物（図１８１，写真５４４）

遺物は，少ない。土師器片３８点，須恵器片２点が出土した。

図１８１－１は，�１出土の須恵器杯身である。小破片のため，図面の口径は，厳密でない。口縁部

は短く，内傾して立ち上がる。

ま と め

本住居跡は，自然堤防の中央平坦面に営まれた竪穴住居跡である。平面プランは，細長い長方形

を呈している。カマドは，長軸側に設置されていた。

遺構に共伴する遺物は，出土しなかった。時期は，栗囲式期の１４号住居跡に切られていることか

ら，ここに上限が求められる。 （菅 原）

７１号住居跡 ＳＩ７１

遺 構（図１８２，写真１８８）

本遺構は，Ｎ２１グリッドでＬ�上面

から検出された竪穴住居跡である。営

まれたのは，阿武隈川に面した自然堤

防の頂部で，ここに掘り込まれた３号

溝跡に大部分が壊されている。そのう

え，遺構全体の上部削平が著しく，残

りは非常に悪い。

なお，下層から，１２８号住居跡が検出

されている。

本住居跡は，北東隅付近だけが残っ

ていた。しかし，ここも検出時に周壁図１８２ ７１号住居跡
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（１/３）

０� １０㎝�

１　床面�

２　床面�

３　床面�

が失われており，床面が露呈した状態だった。

床面は，貼床されず，掘形底面のＬ�がそのまま平坦に整えられている。踏み締まりは，認めら

れなかった。

本住居跡の平面形プランは，方形を呈していたと推定される。規模は南北２．８ｍ以上，東西０．８ｍ

以上を測る。東周壁でみると，住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に３０°振れている。

カマドの構築位置は，不明である。

ピット類は検出されていない。

遺 物（図１８３，写真５４４）

遺物は，土師器片１３点が出土した。床面出土の土師器杯３点が得られている。

図１８３－１は，有段丸底の土師器杯である。口縁部は内湾気味に立ち上がっている。２は，有段丸

底杯の大型化したもので，外面の段がしっかりしている。３は，身の深い椀タイプの杯である。や

はり，大型になるもので，器形全体が丸みを帯びる。

ま と め

本遺構は，阿武隈川に面した自然堤防の頂部に営まれた竪穴住居跡である。残りが非常に悪かっ

た。このため，詳細については知ることができなかった。

時期は，床面の遺物から栗囲式期に比定される。 （菅 原）

７２号住居跡 ＳＩ７２

遺 構（図１８４，写真１８９）

本遺構は，Ｍ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは阿武隈川に

面した自然堤防の頂部である。遺構は，高木遺跡における住居跡分布の西限の１つをなしている。

３号溝跡に切られていた。

本住居跡は，残りがきわめて悪い。検出されたのは，カマド燃焼部の痕跡だけで，遺構の具体的

図１８３ ７１号住居跡出土遺物
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０� １ｍ�
（１/２５）�

０� ６㎝�
（１/３）�

７２号住居跡�

Ａ�

４�

４�２�

１� １� ３�

Ａ′�

Ａ�
Ａ′�

２０８.６０ｍ�

１　カマド床面�

　７２号住居跡カマド構築土�
１　７.５ＹＲ６/２　灰褐色土�
２　７.５ＹＲ５/２　灰褐色土（焼土）�
３　１０ＹＲ７/４　にぶい黄橙色土�
４　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色土�

Ｙ:５０,９１６�

Ｘ:１６７,９８３�

Ｙ:５０,９１７�

Ｘ:１６７,９８３�

Ｙ:５０,９１７�

Ｘ:１６７,９８２�

１８４－１�

１８４－１�

ＳＩ１３０�
ＳＤ０３�

ＳＩ７２�

内容については，ほとんど何も知ることができなかった。

燃焼部は，にぶい黄橙色土を掘形に充填して構築されたことが判明している。

遺 物（図１８４）

遺物は，土師器片１２点が出土した。

図１８４－１は，カマド燃焼部に倒立していた土師器甕である。出土状況からいって，支脚か袖の補

強材に使用されていたものと考えられる。口径１２．８�の小型品で，口縁部と胴部の境には，段が形

成されている。外面は，ハケメ調整である。

ま と め

本遺構は，自然堤防の頂部に営まれた竪穴住居跡である。遺存状態は非常に悪く，カマド燃焼部

の痕跡だけが検出された。

時期は，共伴遺物の特徴から，栗囲式期と推定しておきたい。 （菅 原）

７３号住居跡 ＳＩ７３

遺 構（図１８５，写真１９０）

本住居跡は，調査区ほぼ中央のＮ２１グリッドにおいて検出された。重複関係は，３６・５１・７４号住居

跡を切っている。

遺構内堆積土は５層に区分した。いずれもレンズ状の堆積状況を示すことから，遺構は自然埋没

したと判断している。

図１８４ ７２号住居跡・出土遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

７３号住居跡�

Ａ�
１�

５�

３�
２�

４� ５�

撹　　乱�

撹　　乱�

Ａ′�

Ａ�

Ａ′�

２０８.８０ｍ�

　７３号住居跡堆積土�
１　暗褐色砂質土�
２　暗褐色砂質土（ラミナ状の薄層）�
３　暗褐色砂質土�
４　褐色砂（炭化物・暗褐色砂を含む）�
５　褐色砂�

Ｙ:５０,９４３�
Ｘ:１６７,９８０�

Ｙ:５０,９４３�

Ｘ:１６７,９７６�

Ｙ:５０,９４７�

Ｘ:１６７,９８０�

ＳＩ１１３�

ＳＩ１４０�

ＳＩ７４�

ＳＩ３６�

ＳＩ５１�

ＳＩ６３�

ＳＩ７３�

本遺構は，多くの部分が撹乱によって失われている。遺存部分でみると，平面形は，長方形を呈

していたと推測するが，長軸側の周壁が膨らんでいる。規模は，東西４．０ｍ，南北４．６ｍを測り，や

や小型である。

床面は，貼床されず，掘形底面がそのまま使用されている。細かな凹凸がみられるものの，ほぼ

平坦に整えられている。検出面から床面までの深さは，南西隅と北東隅で，最大３２�を測る。その

他では，１６～２０�である。周壁は，全体的に緩やかに立ち上がっている。

住居跡と方位の関係は，発掘基準線北に対して，２８°ほど東へ傾いている。

住居跡内施設は，確認できなかった。カマドは，西周壁に設置されていた可能性が最も高いと思

われる。

遺 物（図１８６，写真５４４・５４５）

土師器片５７点，須恵器片２点，石製品１点，土製品１点が出土した。５点を図示したが，どれも

遺構に伴っていない。

図１８６－１・２は，土師器杯になる。１は，口縁部の外反する有段丸底杯である。舞台式に比定さ

れる。２は，段が曖昧で，無段丸底杯に近い器形を呈している。浅い皿状をなしており，器高が低

い。１より後出のものだろう。

図１８６－３は，須恵器甕の口縁部片とみられる。外面に隆帯を有している。

図１８５ ７３号住居跡
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（１/２）
０� ２㎝�

（１/３）�
０� １０㎝�

１　堆積土�

４　堆積土�

２　堆積土�

３　堆積土�

５　堆積土�

図１８６－４は，砥石である。断面は，方形をなしている。

図１８６－５は，土製丸玉である。孔が貫通していない。表面は，黒色処理されている。

ま と め

本遺構は小型の竪穴住居跡である。撹乱のため，カマドは残っていなかった。平面プランは方形

基調を呈しているが，長軸側の周壁が膨らんでいる。

遺物は，良好な共伴資料が得られなかった。

本住居跡が営まれたのは，重複遺構から，栗囲式期に上限が求められる。 （佐 藤）

７４号住居跡 ＳＩ７４

遺 構（図１８７，写真１９１）

本遺構は，Ｎ２１グリッドに位置し，３６号住居跡の精査時において検出された竪穴住居跡である。

同住居跡との関係は，北東隅を壊しており，掘形埋土上に本住居跡が構築されている。また，１４０号

住居跡の床残存部とも重複が認められ，本住居跡の方が新しいことが判明している。さらに，５１・

７３号住居跡が，本住居跡の北側を壊している。

遺構内堆積土は２層に区分した。残りが悪いので，遺構全体の堆積過程を推測するのは難しいが，

�１・２は，ともに壁際からの流入状態を示している。このことから，遺構は自然埋没したと考え

ている。

住居跡の平面形は，遺存する周壁の状態から，正方形基調であったと考えられる。住居跡と方位

の関係は，真北から７０°ほど東に傾いている。規模は，西周壁長３．４ｍ，北周壁遺存長１．７５ｍ，南周壁

遺存長１．５ｍである。壁高は，南周壁で１２�の高さまで認められるのが最大で，西周壁では４～８�

と遺存状態が良くない。周壁の立ち上がりは，全体的に緩やかである。床面は，僅かな凹凸がみら

れるが，おおむね平坦である。

住居跡内施設としては，カマド１基を検出した。遺存状態は悪く，右袖がわずかに確認できただ

けである。カマドは，南周壁の中央やや東寄りに設置されていたものと考えられる。遺存している

図１８６ ７３号住居跡出土遺物
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Ｙ:５０,９４２�

Ｘ:１６７,９７７�

撹
　
乱�

撹乱�

撹　乱�

７４号住居跡�

ＳＩ５１�

ＳＩ３６�

ＳＩ７３�

ＳＩ７４�

ＳＩ１１３�

ＳＩ１４０�

ＳＩ３１�

ＳＫ１３�

２０８.８０ｍ�
Ｂ� Ｂ′

２０
８
.７０
ｍ
�

Ａ
�

Ａ
′

Ａ
�

Ａ
′
�

１
�

２
�

Ｓ
Ｉ
５１
�

Ｓ
Ｉ
７３
�

ＳＩ７３�

１�２�
３�

（１/５０）�

０� ２ｍ�
Ｙ:５０,９４２�

Ｘ:１６７,９７３�

Ｙ:５０,９４５�

Ｘ:１６７,９７３�

Ｂ�

Ｂ′
�

�

　７４号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ４/６　褐色砂質土�
　　　　　　　（暗褐色土の薄層あり）�
２　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
�
　７４号住居跡カマド構築土�
１　５ＹＲ４/８　　赤褐色土�
　　　　　　　　（褐色土斑に入る）�
２　７.５ＹＲ５/８　明褐色土�
　　　　　　　　（褐色土斑に入る）�
３　７.５ＹＲ４/３　褐色土�
　　　　　　　　（炭化物微量含む）�
�

右袖の長さは２８�，床面からの高さは，最大で２６�である。袖の内面に燃焼面が確認された。焚口

の規模は，不明である。

遺物は出土していない。

ま と め

本住居跡は，遺存状態が悪く，カマド半分が撹乱で失われていた。また，出土遺物にも恵まれて

いない。

本住居跡の営まれた時期は，重複遺構から，栗囲式期に上限が求められる。下限については，良

好な所見が無いので，おさえることができない。 （佐 藤）

７５号住居跡 ＳＩ７５

遺 構（図１８８～１９０，写真１９２～１９５）

本遺構は，Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，自然堤防

の中央で，周囲には数多くの住居跡が分布している。

重複関係は，３２・４１・４８号住居跡に切られている。本住居跡は，これら３軒より掘り込みが深い

ため，平面プランのほぼ全体を捉えることができた。ただ，径４．０ｍの大きな撹乱が床面中央を壊し

ており，南東隅も撹乱で失われている。

堆積土は，３層に分層された。土層断面図が示すように，典型的なレンズ状堆積をしている。し

たがって，遺構は自然埋没したと考えている。

床面は，貼床されず，掘形底面のＬ�がそのまま平坦に整えられている。踏み締まりは認められ

図１８７ ７４号住居跡
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

７５号住居跡�

Ａ�

３� ２�
２� ３�

土器�

１�

Ａ′�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

Ａ�

撹　　乱�

撹乱�

撹乱�

Ａ′�

２０８.６０ｍ�

Ｂ�

１�

Ｂ′�２０８.２０ｍ� 　７５号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ４/１　褐灰色砂質土�
２　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
３　１０ＹＲ５/４　にぶい黄褐色砂質土�
�
　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂質土�

Ｙ
:５０,９３４

�

Ｘ
:１６７,９８３

�

Ｙ:５０,９３４�

Ｘ:１６７,９７５� Ｙ:５０,９３７�

Ｘ:１６７,９７７�

ＳＩ４８�

ＳＩ６３�

ＳＩ４６�ＳＩ６０�

ＳＩ３２�ＳＩ３９�

ＳＩ４４�

ＳＩ５５�

ＳＩ４０�

ＳＩ４５�

ＳＩ７５�

Ｐ１�

Ｐ１�

Ｐ１�

Ｐ２�

図１８８ ７５号住居跡
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０� １ｍ�
（１/２５）�

７５号住居跡カマド�

Ａ�

１�

３� ２�
５� ４�

Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

２０８.５０ｍ�

　７５号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ２/１　黒色砂質土�
２　１０ＹＲ２/２　黒褐色砂質土�
３　１０ＹＲ３/１　暗褐色砂質土�
４　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土（焼土）�
５　５ＹＲ６/２　灰褐色砂質土（焼土・炭化物）�

Ｙ
:５０,９３２

�
Ｘ
:１６７,９８３

�

Ｙ
:５０,９３４

�Ｘ
:１６７,９８３

�

Ｙ
:５０,９３２

�

Ｘ
:１６７,９８１

�

なかった。検出面との比高差は，最大で４０�を測る。

本住居跡の平面プランは，正方形基調を呈している。ただ，東西に少し長く，南東隅が突出気味

になっている。規模は，東西６．５ｍ，南北５．９ｍを測り，高木遺跡では比較的大型の部類に属する。

住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に５８°振れている。

カマドは，北周壁中央で検出された。煙道部は，周壁から１．６ｍの長さを有している。燃焼部は，

袖が検出されず，住居廃絶時に取り壊されたと推定している。また，燃焼部は，ほとんど底面が焼

土化しておらず，平面図には表現できなかった。本住居跡の居住期間は，短かったのだろうか。

床面上でピットが２個検出された。Ｐ１は，貯蔵穴である。カマド右脇に掘られ，長軸１．７ｍ×単

軸１．０ｍの楕円形を呈している。床面からの深さは，１８�を測る。Ｐ２は，カマド左手前に掘られた

もので，Ｐ１に比べて小ぶりである。長軸１．０ｍ×単軸０．７ｍの大きさで，床面からの深さは１２�を測

る。これも，貯蔵穴とみられる。

遺 物（図１９１・１９２，写真５４５～５４７）

遺物は，土師器片３００点が出土した。図示遺物は２１点あり，図１９１－５を除くと，すべて遺構に共伴

している。平面分布は，Ｐ１を含めた住居北東部，南西部，Ｐ２肩部の３か所に集中し（図１９０），

完形もしくはそれに近い状態に復元された。内容は，粗製の土師器杯が多くみられ，１０点が出土し

ているのが注目される。それらは，重ねられた状態で出土したものもあり，住居廃絶に伴う儀礼で

使用された可能性が考えられる。

図１８９ ７５号住居跡カマド
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１９２－４�

１９１－１１�

１９１－１４�

１９２－１�
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１９１－６�

１９１－２�

１９２－２�

１９１－１３�

１９１－１５�１９１－７�

１９１－１２�

１９１－１７�

１９２－３�

１９１－８�

１９１－１�

１９１－９�

１９１－１６�

１９１－３�

土師器�

１９１－10�
�

７５号住居跡遺物出土状況�

図１９１－１～３は，有段丸底の土師器杯である。器高が高く，口縁部が強く外反する特徴がみられ

る。典型的な舞台式杯とみてよかろう。

図１９１－４～６は，土師器高杯である。４は，上述の杯に短脚を乗せたもので，脚端部は，「ハ」

の字状に広がる。杯部を欠く５・６も，これと同形態であったと推定される。

図１９１－７～１６は，粗製の土師器杯である。７・１３・１５，１１・１６，８・１２が重ねられていた。内外

面は，粘土紐巻き上げ痕を明瞭に残し，簡単な指ナデ，ナデ調整が行われているだけである。器形

も，有段丸底杯とは別形態を呈する。これらがまとまって出土するのは，古墳周溝が一般的であり，

このような住居跡での在り方には興味がもたれる。

図１９１－１７は，小型土師器甕である。口径と器高がほぼ等しく，寸詰まりの形態をなす。外面は，

ナデ調整されている。

図１９２－１～３は，中～大型の土師器甕である。１には，舞台式の典型的な特徴が見い出だせる。

図１９０ ７５号住居跡遺物出土状況

第１編 高木遺跡
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１　床面�
２　床面� ３　床面�

６　床面�

９　床面�

１２　床面�

８　床面�
７　床面�

１０　床面�

１３　床面�

１５　床面�

１７　床面�

１６　Ｐ１�１�

１４　Ｐ１�１�

１１　Ｐ１�１�

４　床面�

５　�１�

０� １０㎝�
（１/３）�

図１９１ ７５号住居跡出土遺物（１）
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３　床面�

１　床面�

２　床面�

４　床面・�１�

０� １０㎝�
（１/３）

図１９２ ７５号住居跡出土遺物（２）
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胴部は膨らみが大きく，頸部が直立し，口縁部が外反している。ただ，胴部外面がハケメ調整され

る点は，ナデ調整優位の当該形式の中で珍しい。２は，粗製の大型甕ともいうべき製品である。内

外面に，粘土紐巻き上げ痕を明瞭に残し，器面調整は，簡単なナデ・ヘラナデ調整だけで行われて

いる。また，器形も特種で，丸みのある胴部から頸部が直立し，口縁端部でわずかに内傾している。

このため，口径より頸部径の方が大きい。煮炊具として機能したか，疑問がもたれる。３は，図１９１

－１７の器形をそのまま細長くしたような甕で，外面もナデ調整されており，一致する。口縁端部は

玉縁状を呈する。

図１９２－４は，土師器甑である。単孔式の大型品で，胴部上位は膨らみ気味になっている。内外面

は，ヘラミガキされている。

ま と め

本遺構は，自然堤防の中央平坦面に営まれた竪穴住居跡である。遺存状態は良好であった。全体

の平面プランが捉えられ，周壁の高さは４０�を測った。

遺物は，一括性の高い良好な土器群に恵まれている。編年作業を行う上で，基準資料の１つとな

ろう。内容では，粗製土師器杯がまとまってみられたことが，注目される。この器種は，古墳周溝

に伴うことが一般的であり，本住居跡のカマドが廃絶時に取り壊されたことをみると，儀礼行為に

使用された可能性が指摘できると思われる。 （菅 原）

７６号住居跡 ＳＩ７６

遺 構（図１９３，写真１９６・１９７）

本住居跡は，調査区南部のＭ２４グリッドに位置する。

地形的には，阿武隈川右岸沿いに形成された自然堤防の西緩斜面の肩部に立地している。遺構は，

Ｌ�上面で検出した。

他の遺構との重複関係は認められなかったが，本住居跡南側に８３号住居跡，３５号土坑が位置して

いる。

遺構内堆積土は，１層で暗褐色砂質土が堆積していた。本住居跡の平面形は，東西に長い方形を

呈している。

規模は，南側の壁で約４．７ｍ，西側の壁で約４．１ｍを測る。床面は，ほぼ平坦に作られていた。上

面のレベルを追って行くと，南側に向かい緩やかに傾いている。また，床面は暗褐色砂質土を用い

貼床が施されていた。住居跡内施設として，カマドと床下ピット１個を検出した。

カマドは，住居跡の北壁中央で検出した。カマドの袖は，にぶい黄褐色粘土を用い構築されてい

た。カマドの袖はいずれも，住居内に６０�ほど張り出していた。袖の最大幅は西側で３５�，東側で

３８�を測る。両袖に挟まれた燃焼部は最大長３５�，最大幅は５０�を測る。燃焼部底面は，床面から

約５�ほど掘り窪められていた。また，燃焼部底面と奥壁の一部は，３�ほど焼土化していた。カ

マド内堆積土は２層に区分した。いずれも，カマド上方からの流入土と考えている。

第２章 遺構と遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

　７６号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土（焼土粒・炭化物粒少量含む）�
２　１０ＹＲ４/４　暗褐色砂質土（焼土粒微量含む）�
３　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色粘土　袖構築土�

　７６号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
２　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土　貼床土�
３　１０ＹＲ２/３　黒褐色砂質土　�
　　　　　　　（粘土塊多量，焼土粒少量含む）Ｐ１堆積土�

Ｂ� １�

２�
貼床土� 貼床土�

３� ３�
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Ｐ
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Ｐ１�

７６号住居跡�

Ｘ:１６７,８６８� Ｘ:１６７,８６８�

Ｙ:５０,８９１�
�

Ｙ:５０,８９５�

Ｙ:５０,８９１�
�

Ｙ:５０,８９５�

０� １０㎝�
（１/３）�

１　床面� ２　検出面�

貼床除去後，カマド東側で，Ｐ１を検出した。平面形は，直径約４０�の円形を呈している。深さ

は，検出面から１８�を測る。

遺 物（図１９４，写真５４７）

遺物は，検出面から底面にかけて土師器片９６点が出土している。

図１９４－１・２は杯である。い

ずれも緩やかに外傾しながら直

線的に立ち上がる器形である。

底部は１が丸底風，２は平底気

味である。

ま と め

本住居跡は，東西に長い歪んだ方形を呈している。住居跡内施設として，カマドと床下ピット１

個を検出した。本住居跡の所属時期は，床面からの出土遺物などから栗囲式期と考えている。

（大河原）

図１９３ ７６号住居跡

図１９４ ７６号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡

２４０



０� ２ｍ�
（１/５０）�

　７７号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ２/３　黒褐色砂質土�
　（炭化物粒少量含む）�
２　１０ＹＲ２/２　黒褐色砂質土�
　（粘土粒・炭化物粒少量含む）貼床土�

　７７号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
　（炭化物粒少量含む）�
２　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
　（焼土塊・炭化物粒少量含む）�
３　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色土�
　（焼土塊少量含む）�

Ａ�
１�

２�
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Ａ
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１９６－１�
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７７号住居跡�

貼
床
範
囲�

Ｙ:５０,８７６�

Ｙ:５０,８７６�

Ｘ:１６７,８５９� Ｘ:１６７,８５９�

Ｘ:１６７,８５５�

Ｙ:５０,８８０�

７７号住居跡 ＳＩ７７

遺 構（図１９５，写真１９８・１９９）

本住居跡は，調査区南端のＬ・Ｍ２４グリッドに位置する。地形的には，阿武隈川右岸沿いに形成

された自然堤防の西側緩斜面の裾部に立地している。遺構はＬ�上面で検出した。他の遺構との重

複関係は認められなかった。

遺構内堆積土は黒褐色砂質土１層で，堆積過程は不明である。本住居跡の平面形は，西側に歪ん

だ方形を呈している。規模は，北側の壁で約４．２ｍ，東壁約３．３ｍを測る。壁は，いずれも比較的急

に立ち上がっている。床面からの高さは，８～１５�を測る。床面はほぼ平坦に作られていた。また，

西側壁の床面周辺を除き貼床が施されていた。

住居跡内施設として，カマドを検出した。カマドは，住居跡の北壁中央やや東寄りに位置してい

る。カマドの袖は，にぶい黄褐色土を用い構築されていた。また，東側の袖先端部には，甕の口縁

部片を構築材として用いていた。カマドの袖は，西側の袖で約６０�，東側で５５�ほど住居跡内に張

り出していた。袖の最大幅は西側で２８�，東側で３０�を測る。両袖に挟まれた燃焼部は最大長５０�，

最大幅は５０�を測る。また，燃焼部底面から奥壁にかけて，２�ほど焼土化していた。カマド内堆

積土は２層に区分した。�１・２はいずれも，カマド上方からの流入土と考えている。その他の住

図１９５ ７７号住居跡
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　床面�

２　床面�

３　�３，カマド構築土�

居跡内施設は，確認されなかった。

遺 物（図１９６，写真５４７・５４８）

遺物は，検出面から床面にかけて出土した。また，図１９６－３の甕は，カマドの東袖の構築材とし

て用いられていた。出土遺物の内訳は，土師器片６５点である。

図１９６－１は，丸底で体部から口縁部にかけて直立気味に立ち上がる杯である。２は，胴部下半に

膨らみを持ち，胴部中央から口縁部にかけて直線的に立ち上がる小型の甕である。３は，やや膨ら

みをもった胴部から口縁部が「く」の字状に外反する甕である。

ま と め

本住居跡は，平面形が東西に長い台形を呈している。住居跡内施設として，北側の壁東寄りでカ

マドを検出した。その他ピットなどは，確認されなかった。本住居跡の所属時期は，床面からの出

土遺物などから栗囲式期と考えている。 （大河原）

７８号住居跡 ＳＩ７８

遺 構（図１９７，写真２００・２０１）

本遺構は，Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，自然堤防

の中央東寄りの地点である。微地形は，東側に向かって緩やかに傾斜している。重複関係は，１５６号

住居跡，３号特殊遺構（住居掘形）を切って営まれている。南周壁は，撹乱で壊され，残っていな

かった。

堆積土は，２層に分層された。土層断面図が示すように，典型的なレンズ状堆積であり，遺構は

自然埋没したと考えている。床面は，貼床されず，掘形底面のＬ�がそのまま平坦に整えられてい

る。踏み締まりは認められなかった。検出面との比高差は，１５～１８�を測る。

本住居跡の平面プランは，方形基調を呈している。規模は，東西２．９ｍ，南北３．２ｍ以上を測り，

小型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線と概ね一致している。

図１９６ ７７号住居跡出土遺物
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０� １ｍ�
（１/２５）�

０� ２ｍ�
（１/５０）�

　７８号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土�

　７８号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ５/２　灰褐色砂質土�
２　２.５ＹＲ５/２　灰赤色砂質土�
３　２.５ＹＲ５/３　にぶい赤褐色砂質土（焼土・炭化物）�
４　７.５ＹＲ５/２　灰褐色砂質土�
�
　７８号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ５/１　褐灰色砂質土�
３　１０ＹＲ５/４　にぶい黄褐色砂質土�
４　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土�
５　１０ＹＲ５/１　褐灰色砂質土（焼土・炭化物）�
６　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
７　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土�
８　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色砂質土（焼土・炭化物）�
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１�
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Ｃ�２０８.６０ｍ� Ｃ′�

Ｃ
�

Ｃ
′
�

７８号住居跡�

カマド�

Ｙ:５０,９４８�

Ｘ:１６７,９８６� Ｘ:１６７,９８６�

ＳＩ７８�

ＳＩ１５６�
ＳＩ２４�

ＳＩ１４２�

ＳＩ１２１�

ＳＩ１１３�

ＳＸ０４�

ＳＸ０３�

Ｘ:１６７,９８３�

Ｙ:５０,９４４�

Ｙ:５０,９４４�

Ｙ:５０,９４４� Ｙ:５０,９４５�

Ｙ:５０,９４４�

Ｘ:１６７,９８４� Ｘ:１６７,９８４�

Ｘ:１６７,９８５�

カマドは，西周壁で検出された。煙道部は，周壁からの遺存長が５０�を測り，先端が失われてい

た。燃焼部は，袖長６０�，焚口幅３８�を測る。内壁面は焼土化していた。袖は，床面から１６�の高

さが残っており，焼土混じりの砂質土で構築されたことを確認している。

遺 物（図１９８）

遺物は，土師器片７５点，須恵器片１点が出土した。図示遺物３点は，床面出土である。

図１９８－１は，銅鋺模倣タイプの土師器杯である。口縁端部が内傾しており，外面はヘラミガキさ

れている。

図１９８－２は，土師器甕の底部片である。木葉痕が観察される。

図１９８－３は，須恵器甕の胴部片である。

図１９７ ７８号住居跡
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　床面�

２　床面�

３　床面�

０� ２ｍ�
（１/５０）�

　７９号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂（炭化物微量含む）�
２　１０ＹＲ４/６　褐色砂�
３　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂�
４　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂（しまり弱）�
５　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂（かたくしまりあり）�

Ａ�
１�
３� ３� ４�５� ２�

撹　乱�

トレンチ
�

２０８.７０ｍ� Ａ′�

Ａ�

Ａ′�

７９号住居跡�

Ｙ:５０,９５３�

Ｘ:１６７,９７６� Ｘ:１６７,９７６� ＳＩ７３�
ＳＩ１１３�

ＳＩ９２�

ＳＩ７９�

ＳＫ１３�
ＳＫ１９�ＳＩ３１� 撹　乱�

ＳＩ１４０�

ＳＩ１３５�

Ｙ:５０,９５０�

Ｙ:５０,９５０�

Ｘ:１６７,９７３�

ま と め

本遺構は，自然堤防の中央東寄りで検出

された竪穴住居跡である。規模は小さく，

住居跡方向は，発掘基準線に概ね一致する。

時期は，床面の土師器杯が国分寺下層式

に一般化するタイプなので，８世紀代中心

に考えておきたい。

ただし，上限は７世紀代まで溯る可能性

を含んでいる。 （菅 原）

７９号住居跡 ＳＩ７９

遺 構（図１９９，写真２０２・２０３）

本住居跡は，調査区ほぼ中央のＮ２１グリッドにおいて検出された。９２・１３５・１４０号住居跡，１９号土

坑と重複しており，いずれの遺構よりも新しい。本住居跡は，多くの部分が撹乱によって失われて

いる。

遺構内堆積土は５層に区分した。いずれもレンズ状の堆積状況を示している。このことから，遺

構は自然埋没したと判断した。

住居跡の平面形は，方形を呈していたと思われる。住居跡と方位の関係を南周壁でみると，真北

から８３°ほど東へ傾いている。規模は，東西が３．６ｍ，南北が遺存長２．５ｍである。

検出面から床面までの深さは，７～１８�を測る。南東隅が最も残りが良く，そこから離れるにし

たがって浅くなっている。周壁の立ち上がりは，全体的に緩やかである。

図１９８ ７８号住居跡出土遺物

図１９９ ７９号住居跡

第１編 高木遺跡
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０� ６㎝�
（１/３）�

１　検出面�

床面は，細かな凹凸がみられるものの，ほぼ平坦につくられて

いる。とくに顕著な踏み締まりは認められなかった。

住居跡内施設は，確認できなかった。カマドに関しては，北周

壁に設置されていた可能性が高いと思われる。

遺 物（図２００，写真５４７）

遺物は，土師器片６４点が出土した。

図２００－１は，検出面から出土したロクロ土師器杯である。回転

糸切り底で，体部下端に手持ちヘラケズリ調整が施されている。

器形の特徴から，９世紀前半～中頃に位置付けられると思われる。しかし，出土状況が悪いので，

直接の住居跡年代決定資料とはならない。

ま と め

本遺構は，小型の竪穴住居跡である。カマドは検出されなかった。

営まれた時期は，重複遺構と検出面の遺物から，栗囲式期～表杉ノ入式期の幅の中で捉えられる

と思われる。 （佐 藤）

８０号住居跡・４号特殊遺構 ＳＩ８０・ＳＸ０４

遺 構（図２０１・２０２，写真２０４～２０６）

本遺構は，Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地

に面した自然堤防の東斜面肩部である。

調査時点では，本遺構は，８０号住居跡と４号特殊遺構に別々に精査を行なった。しかし，整理段

階で両者の図面・写真を照合したところ，４号特殊遺構は８０号住居跡の掘形であり，両者は１つの

遺構とみるのが妥当であると判断した。

そこで，ここでは一括して事実報告を行う。提示する平面図は，両者を合成復元して作成したも

のである。

本住居跡は，１１３・１６５号住居跡と重複しており，これらを切って営まれている。また，南東部は

トレンチで削りとられ，残っていない。これにより，推定される床面積の半分以上が失われてしまっ

たと考えられる。

堆積土は，２層に分層された。土層断面図が示すように，典型的なレンズ状堆積をしている。こ

のことから，遺構は自然埋没したと考える。

床面は，断面図を作成した付近では貼床されず，掘形底面のＬ�がそのまま平坦に整えられてい

る。しかし，東周壁側では，４号特殊遺構とした掘形上部に，にぶい黄橙色粘質土粒が薄く貼られ

ていた。踏み締まりは，後述するカマドＢの中軸線上に認められた。検出面と床面の比高差は，１５

�前後を測る。

本住居跡の平面プランは，方形基調を呈している。規模は，東西６．５ｍ，南北５．４ｍ以上を測る。

図２００ ７９号住居跡出土遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

　８０号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土�
２　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色砂質土�
３　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色砂質土�

　８０号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ６/２　にぶい黄橙色砂質土�

Ａ�

カマドＢ�

カマドＡ�

土器� 土器�
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８０号住居跡・�
　　　　４号特殊遺構�

ＳＩ１２１�ＳＩ７９�

ＳＩ１１３�

ＳＩ８０・ＳＸ０４�

ＳＫ１９�

ＳＩ３０�

ＳＩ１６５�

Ｘ:１６７,９７８�

２０３－４�
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撹
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Ｘ:１６７,�９８２�

Ｙ:５０,９５０�

Ｙ:５０,９５７�Ｙ:５０,９５７�

この大きさは，高木遺跡では比較的大型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，

東に３２°振れている。

カマドは，西周壁で２か所検出された。記述の都合上，南側のものを「カマドＡ」，北側のものを

「カマドＢ」とする。

カマドＡは，煙道部だけ残っていた。燃焼部は袖が失われ，痕跡すら認められなかった。この点

を根拠に，カマドＢに先行する古い段階の施設と考えている。煙道部は，周壁から１．０ｍの長さを測

る。

カマドＢは，その右隣に構築されたもので，調査の不手際から，袖の構築土を最初から取り除い

図２０１ ８０号住居跡・４号特殊遺構
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８０号住居跡カマドＢ�
　　　遺物出土状況（１）�

Ｙ:５０,９５３�

Ｙ:５０,９５３�

８０号住居跡カマドＢ遺物出土状況（２）�

Ｘ:１６７,９８１� Ｘ:１６７,９８１�

Ｙ:５０,９５１�

Ｙ:５０,９５１�

Ｘ:１６７,９７９� Ｘ:１６７,９７９�

図２０２ ８０号住居跡カマドＢ遺物出土状況
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　床面�

２　床面�

３　床面�

４　床面�

５　床面�

７　床面�

８　カマド底面�

９　カマド袖構築材�

６　床面�

図２０３ ８０号住居跡出土遺物（１）
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　床面�

３　カマド袖構築材�

２　床面�

４　カマド袖構築材�

てしまった。ただ，このことで，補強材の据え付け状況がはっきりと捉えられ，伏せた３個体の土

師器甕を直線的に並べた状況が窺えた（図２０２）。

また，懸け口に固定された土師器甕も，原位置を保ったまま検出され，３つ懸け構造であったこ

とが判明している（図２０２）。

さらに，このような所見とは別に，廃絶時の儀礼行為を示す遺物の出土も確認されている。焚口

底面と燃焼部奥壁で，完形の土師器杯が１個体ずつ出土した（図２０３－１・３）。前者は，正立，後

者は伏せられており，故意に置かれた様子がうかがえる。

図２０４ ８０号住居跡出土遺物（２）
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１　カマド袖構築材�

２　カマド底面�

３　カマド袖構築材�

４　カマド底面�

０� １０㎝�
（１/３）

図２０５ ８０号住居跡出土遺物（３）
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１　カマド袖構築材�
０� １０㎝�

（１/３）

ピット類は検出されていない。

遺 物（図２０３～２０６，写真５４８～５５２）

本住居跡からは，土師器片３６６点が出土した。図示遺

物は，１８点を数え，豊富である。分布は，カマドＢの

周辺に集中している。

図２０３－１～５は，土師器杯である。すべて床面から

出土した。２を除く５点は，有段丸底杯に分類され，

形態・法量が近似している。注目されるのは，５であ

る。底部外面に，静止糸切り痕が観察される。２は，

椀タイプの杯になる。椀ともとれる器形を呈している

が，器面に煮炊痕跡は認められない。器高が高く，口

縁部は内湾している。外面はハケメ調整で，内面はナ

デ仕上げされている。

図２０３－６・７は，土師器小型甕である。カマドＢの

左袖脇床面で，近接していた。６は，胴部上半が直立

気味で，口縁部が弱く外傾する器形をなす。胴部外面はハケメ調整され，底部外面に木葉痕が観察

される。７は，口径が胴部最大径を上回っている。全体に底部に向かって窄まる器形で，外面はハ

ケメ調整されている。

図２０３－８・９，図２０４－３・４，図２０５－１～４，図２０６－１は，土師器長胴甕になる。このうち，

図２０３－８，図２０５－２・４が，煮炊に使用された甕である。他の６点は，カマド袖の補強材にあた

る。それらを一見すると，同一工人の製品なのが明らかである。寸胴の胴部に，口縁部が大きく開

く共通の器形を呈している。しかも，すべて外面ハケメ調整で，使用された工具の柾目幅が一致し

ており，胎土・色調までよく似ている。

図２０４－１・２は，外面ハケメ調整の土師器甑である。どちらも床面から出土した。１は，器高が

口径を下回っている。無底式に分類される。２は，胴部に張りが無い。器高２０�を越える大型品で

ある。無底式に分類される。

ま と め

本遺構は，自然堤防の東斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。カマドは，袖に土師器甕を３個

体ずつ補強し，頑強につくられていた。また，懸け口は，三つ懸け方式であったことが判明してい

る。

遺物では，土師器杯の静止糸切り痕の存在が，注目される。土師器工人と，須恵器・瓦工人の接

触を示す事例であろう。

時期については，栗囲式期の後半段階とみておきたい。 （菅 原）

図２０６ ８０号住居跡出土遺物（４）
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８１号住居跡 ＳＩ８１

遺 構（図２０７・２０８，写真２０７～２０９）

本住居跡は調査区北側のＯ２０グリッドに位置しており，１１８号住居跡と重複しているが，本住居跡

の東壁が１１８号住居跡の西壁を破壊している。

住居跡検出面はＬ�砂質土面で，方形のプランとカマド煙道と思われる飛び出しが確認されたが，

北東コーナーから南西コーナーにかけては水道管埋設溝が横切っており，溝断面によって住居跡床

面まで一部破壊が及んでいることを知ることができた。遺構内の堆積土は黄褐色砂質土を主体とす

るもので，壁際に最初に流れ込んだ褐色土を含んだ土の三角堆積が認められ，その状況からして自

然に埋没したものと考えられる。

住居跡平面形は北壁下端ラインで約５．５ｍ，西壁下端ラインで約４．５ｍの長方形を呈し，カマドを

通る軸線は７４°西に傾いている。壁高は残りの良い北壁で２０�前後遺存しているが，南壁は地形の傾

斜によって流出し失われている。床面は貼床はなされておらず，掘り込んだ面をそのまま床として

いるが，砂質のせいか締まりの強い部分は認められなかった。

床面では２基のピットが検出されている。Ｐ１は２基のピットが重複したものかも知れないが，

堆積土は１層しか判断できなかった。大きい掘り込みプランの長径６７�，深さ１７�，円形基調の小

さい掘り込みプランの長径３８�，深さ３５�を測る。検出位置から柱穴の可能性も考えられるが，１

基のみで対応するピットが未検出であることから，性格は不明である。Ｐ２は北西コーナーに位置

する不整形のピットで，長径１４０�，深さ３０�を測る。形態から計画性の高い遺構とは考えがたく，

住居機能時に開口していたかどうかは不明である。

カマドは西壁中央に位置し，長大な掘形を有すものである。形態は住居跡プラン内に燃焼部を持

つ両袖タイプのもので，両袖によって確保された燃焼部の規模は，下端ラインで焚口幅約５５�，煙

道へ移行する立ち上がり部分までの奥行き約５５�を測り，袖の高さは２０�まで遺存している。燃焼

部から一度立ち上がって外に伸びる煙道は，西壁外方へ掘り込んだ掘形に黒褐色土を充てんして築

くものである。８～１４�の下端幅でカマド奥から住居外へ７０�伸びた部分まで遺存しており，先端

部は失われている。燃焼部は強く火を受けており，厚いところで１０�程の酸化壁が形成されている。

また燃焼部中央の奥壁よりには，土製の支脚が据えられている。

カマド掘形は西壁外方に約２００�飛び出す形で平均６０�前後の幅で掘り込まれており，先端は丸く

収められている。砂質の地盤にカマドを築く不都合性から掘形に黒褐色土を充てんしたものと考え

られ，おそらく煙道先端も掘形先端近くまで伸びていたと考えられる。失われた煙道を復元すれば，

掘形の深さは３０�以上あったものと推定される。

遺 物（図２０９，写真５５２～５５４）

出土遺物には土師器・須恵器・土製品があり，図示できたのは１２点である。図２０９－１～５は土師

器の杯ですべて住居跡堆積土からの出土である。４は口縁部と体部の境に段を有す丸底の杯である

第１編 高木遺跡
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　８１号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ５/６　黄褐色砂質土（黒褐色土を少量・焼土粒を微量含む）�
２　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土（炭化物を含む）�
　�
　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土（焼土・炭化物を含む）�
�
　Ｐ２堆積土�
１　１０ＹＲ５/４　にぶい黄褐色砂質土（焼土・黒褐色土を少量含む）�
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図２０７ ８１号住居跡
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８１号住居跡カマド�
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　８１号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ５/４　にぶい黄褐色砂質土（焼土・炭化物を含む）�
２　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土（焼土・炭化物を含む）�
３　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂質土（焼土・炭化物を含む）�
４　７.５ＹＲ３/２　黒褐色砂質土�
５　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
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が，内面には段が見られず，低部から口縁部にかけて内湾気味に立ち上がっている。調整は口縁部

ヨコナデ，体部から底部にはヘラケズリがみられ，内面はヘラミガキの後黒色処理が施されている。

１・３は平底風丸底，２・５は平底のものでありいずれも内湾気味に立ち上がる体部を有している。

調整は内外面ともにヘラミガキが施されているが，ヘラミガキの下にヨコナデが認められるものも

ある。１・３・５は内面黒色処理，２は内外面黒色処理がなされている。

図２０９－６・７は胴部最大径が中位から上位にあり口縁部が外に開く土師器の甕である。調整は口

縁部がヨコナデ，体部にはヘラナデが施され，７には積み上げ痕がよく見られる。いずれも胴部に

は火を受けた痕跡が認められる。

図２０９－８はカマド内に据えられていた土製の支脚で，表面は熱を受けてややもろくなっているが

全体にナデ調整が観察される。

図２０９－９～１２は住居跡堆積土から出土した須恵器である。９・１２は大型の甕の口縁部と体部の破

図２０８ ８１号住居跡カマド
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　８２号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土（焼土粒少量，炭化物多量含む）�
２　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂質土　貼床土�
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片で，９の口縁部資料には波状沈線などの装飾は見られずロクロ痕のみが観察される。１２の外面に

は平行タタキ，裏面にはアテ具痕が見られ，外面の数箇所に粘土小塊が熔着している。１０は杯の口

縁部にも見えるが端部の状況からすると断定しがたく，小片のこともあり判断に苦しむ資料である。

１１は蓋で端部を下方に曲げる器形を呈し天井部には回転ヘラケズリが観察される。

ま と め

本住居跡はプラン全体が把握される比較的遺存状態の良い遺構である。その規模は一辺５ｍ前後

を測る中型のもので，長大な掘形を有すカマドの作りが特徴的である。時期については遺物の特徴

からすると８世紀後半頃の時期が考えられる。 （安 田）

８２号住居跡 ＳＩ８２

遺 構（図２１０・２１１，写真２１０～２１３）

本住居跡は，調査区の南側Ｍ２３グリッドに位置する。

地形的には，阿武隈川右岸沿いに形成された自然堤防の狭い平坦部の微高地上に立地している。

遺構はＬ�上面で検出したが，住居跡西側と南側壁の周辺は著しい撹乱を受け遺存していない。他

の遺構との重複関係は認められなかったが，住居跡の南東側に，８４・１２７・１４８・１４９号住居跡が隣接

している。

遺構内堆積土は，掘形埋土を加えると２層に区分できる。�１については，炭化物や焼土が多量

図２１０ ８２号住居跡

第１編 高木遺跡
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に含まれていること，炭化物や焼土粒が床面に散見していることなどから，火災に起因する堆積土

と判断した。�２は，掘形埋土である。方形状に掘り込んだ竪穴の底面を，黒褐色砂質土で埋め戻

し，住居の床を構築している。

本住居跡の平面形は遺存状況から，東西に長い方形を呈していたと考えられる。規模は，遺存す

る北側の壁で約４．１ｍ，東側の壁で約３．５ｍを測る。壁は，比較的急に立ち上がっている。床面から

の高さは，６～１０�を測る。

床面は細かな凹凸が認められ，全体的に踏み締まっていた。本住居跡については，炭化材などは

確認されなかったものの，炭化物や焼土粒が床面に散見していることなどから，火災によって焼失

したものと判断した。

また，床面の北西隅からは，多量の遺物がほぼ完形のままで，出土していることから，住居機能

図２１１ ８２号住居跡遺物出土状況
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時に火災に見舞われたものと考えられる。

本住居跡からは，住居跡内施設は確認されなかった。

遺 物（図２１２～２１４，写真５５４～５５６）

遺物は，床面の北西隅でまとまって出土している。本住居跡は，住居機能時に火災によって焼失

したものと判断したことから，床面で出土した遺物の多くがほぼ当時の状況を示していると思われ

る。

出土遺物を見ると，食膳具の杯がほぼ完形で出土しているのに対し，煮炊具の甕については，口

縁部から胴部にかけて欠損しているものが目立つ。これについては，後世の撹乱の影響で接合関係

にある破片資料が欠落したためとも考えられるが，使用時の状況を保っていたとすれば，口縁部を

欠損した状態で使用した可能性もあることを指摘しておきたい。出土遺物の内訳は，土師器片２８８点，

須恵器片５点である。

図２１２－１～８は，土師器杯である。器形的には，体部中央に段を有し，口縁部が緩やかに外反す

るもの（１・２），体部下半に段を有すもの（３～８），口縁部の立ち上がり直立気味なもの（３），

緩やかに外傾しながら，直線的に立ち上がるもの（４・５・７・８）とに分類することができると

思われる。

同図１０は，須恵器の杯蓋である。天井の中央と体部間に段を有し，口縁端部がやや内傾する。ま

た，天井部には小穴が認められる。これは，焼成前に施されたもので，この製品が通常の使われ方

をしていなかったことを示している。

図２１２－９・１１，図２１３，図２１４－１は土師器の甕である。全体の器形が分かるものとして，中型の

もので，胴部中央がやや膨らみ，口縁部が「く」の字状に外反するもの（図２１２－１１），大型で胴部

中央が膨らみ球形状になるもの（図２１２－９），やや膨らみを持った胴部から，緩やかに内傾しなが

ら頸部へ立ち上がり，口縁部が大きく外反するもの（図２１３－１），胴部が卵形を呈し，頸部が大き

くすぼまり，口縁部が「く」の字状に外反するもの（図２１３－２）などが認められる。図２１３－３・

４，図２１４－１は，いずれも大型の甕の底部から胴部中央の資料と思われる。

図２１３－５は，甑である。胴部上半がやや膨らみ，口縁部が緩やかに外傾しながら立ち上がる器形

となる。

図２１４－２・３は須恵器の甕の胴部付近の資料である。いずれも，アテ具痕とタタキ板の痕跡が認

められ，３の内面には，同心円状のアテ具痕が認められる。

ま と め

本住居跡は，遺存状況から南北に長い隅丸方形を呈していたと考えられる。住居跡内堆積土や床

面に散見する炭化物，焼土粒などから，焼失家屋と判断した。住居機能時に火災に見舞われたため

か，遺物は，北西隅の床面からまとまって出土した。当時の土器組成を知る上で良好な資料といえ

る。また，住居跡内施設などは確認されなかった。

本住居跡の所属時期は，床面で出土した遺物などから栗囲式期と考えている。 （大河原）

第１編 高木遺跡
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図２１２ ８２号住居跡出土遺物（１）
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１　床面�

３　床面�

２　�１�

８３号住居跡 ＳＩ８３

遺 構（図２１５，写真２１４・２１５）

本住居跡は，調査区南側Ｍ２４グリッドに位置する。地形的には，阿武隈川右岸沿いに形成された

自然堤防の西側緩斜面の肩部に立地している。遺構はＬ�上面で検出したが，東側と西側の壁の一

部は撹乱を受け遺存していない。３５号土坑と重複関係にあり，本住居跡が新しい。また，７６号住居

跡が南側に隣接している。

遺構内堆積土は，２層に区分できる。�１・２ともに壁際からの流入状態を示すことから，自然

堆積と判断した。

本住居跡の平面形は，一辺が約４．７ｍの歪んだ正方形を呈している。遺存する壁は，南西側で比較

的急に立ち上がるものの，その他の壁は緩やかに外傾しながら立ち上がっている。床面から検出面

までの高さは，８～３３�を測り，南側に向かい高まる。床面は，黒褐色砂質土を用い貼床が施され，

ほぼ平坦に整えられているが緩やかな凹凸が認められる。また，床面中央付近で，強い踏み締まり

が認められた。

図２１４ ８２号住居跡出土遺物（３）
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

　８３号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ２/３　黒褐色砂質土�
２　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土（黄褐色土粒少量含む）�
３　１０ＹＲ３/１　黒褐色砂質土（炭化物粒少量含む）Ｐ１～４堆積土�
４　１０ＹＲ２/２　黒褐色砂質土　貼床土�

　８３号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ３/４　 暗赤褐色土（焼土粒少量含む）�
２　５ＹＲ２/４　 極暗赤褐色土（焼土粒多量含む）�
３　７.５ＹＲ３/３　暗褐色土（粘土少量含む）�
�

住居跡内施設として，カマドとピット４個を検出した。カマドは，住居跡の西壁のほぼ中央に位

置している。撹乱を受け北側の袖は遺存していない。遺存する南側の袖は，褐色土に少量の粘土を

用い構築されていた。規模は，遺存する南側の袖で住居内に６０�ほど張り出し，最大幅は３０�を測

る。遺存する燃焼部は最大長６０�，燃焼部底面は，床面から５�ほど窪まり，約２�ほど焼土化し

ていた。

カマド内堆積土は２層に区分した。焼土粒を多量に含む�２は天井崩落土，�１については，カ

マド崩壊後の堆積土と判断している。

ピットは，４個検出した。床面の北側西寄りでＰ１，東寄りでＰ４，床面南側西寄りでＰ２，東

図２１５ ８３号住居跡

第１編 高木遺跡

２６２



０� １０㎝�
（１/３）�１　床面�

２　�１�

寄りでＰ３をそれぞれ検出した。

ピットの平面形は円形を呈し，

規模直径３０�～４０�，深さは２０

�～３０�を測る。ピット内の堆

積土は，１層でいずれも黒褐色

砂質土が堆積していた。これら

ピットについては，ほぼ住居跡

各隅の対角線上に位置し，一辺が２．５ｍ前後の間隔で配置されていることや，堆積土や規模なども類

似することから，上屋を支えた主柱穴と考えられる。

遺 物（図２１６，写真５５６）

遺物は，検出面から床面にかけて土師器１９１点，須恵器１点が出土している。図２１６－１は，やや

上げ底気味の土師器甕である。２は須恵器杯の底部で，底面に回転ヘラ切りの痕跡が認められる。

ま と め

本住居跡は，一辺が４．７ｍの歪んだ方形を呈している。住居跡内施設としてカマドとピット４個を

検出した。ピットは，ほぼ住居跡各隅の対角線上に位置し，一辺が２．５ｍ前後の間隔で配置されてい

ることから，主柱穴と判断した。本住居跡の所属時期は，床面などの出土遺物などから栗囲式期と

考えている。 （大河原）

８４号住居跡 ＳＩ８４

遺 構（図２１７・２１８，写真２１６・２１７）

本住居跡は，調査区の南側Ｍ２３・２４グリッドに位置する。

地形的には，阿武隈川右岸沿いに形成された自然堤防の狭い平坦部の微高地上に立地している。

遺構はＬ�上面で検出した。

１４９号住居跡と重複関係にあり，本住居跡の方が新しい。また，住居跡の北西側に８２号住居跡，南

側に１２７号住居跡，南東側に１４８号住居跡が隣接している。

遺構内堆積土は，１層である。不自然な混入物などが認められないことから，自然堆積と判断し

ている。

本住居跡の平面形は，東西に長い歪んだ方形を呈している。規模は，南側の壁で約４．６ｍ，東側の

壁で約３．６ｍを測り，やや小型であった。

壁は，いずれもやや急激な角度で立ち上がっている。床面から検出面までの高さは，１８～２２�を

測る。床面は，ほぼ平坦に作られ，全体的に軽い踏み締まりが認められた。貼床は，施されていな

かった。

住居跡内施設として，カマドとピット１個を検出した。

カマドは，住居跡西壁のほぼ中央に作られている。カマドの袖は黒褐色粘土を用い構築されてい

図２１６ ８３号住居跡出土遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� １ｍ�
（１/２５）�

　８４号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
２　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂質土　Ｐ１堆積土�

　８４号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ２/３　黒褐色砂質土�
２　５ＹＲ２/３　 極暗赤褐色土（炭化物粒・焼土塊少量含む）�
３　５ＹＲ２/４　 極暗赤褐色土（炭化物粒・焼土塊多量含む）�
４　７.５ＹＲ３/２　黒褐色粘土（焼土粒少量含む）�
５　１０ＹＲ２/２　黒褐色粘土�
６　７.５ＹＲ３/２　黒褐色砂質土（焼土粒少量含む）�

ＳＩ８４�

ＳＩ１４９�

ＳＩ１４９�

ＳＩ１２７�

ＳＩ１４８�

ＳＫ１５�

ＳＫ２６�

ＳＩ８２�

Ｙ:５０,８９７�

Ｘ:１６７,８８３�

Ｙ:５０,９０１�

Ｘ:１６７,８８３�

Ｙ:５０,９０１�

Ｘ:１６７,８７８�

Ｙ:５０,８９７�

Ｘ:１６７,８８３�

Ｙ:５０,８９８�

Ｘ:１６７,８８３�

Ｙ:５０,８９８�
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２１９－６�

２１９－４�

図２１７ ８４号住居跡
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８４号住居跡カマド�
　　　遺物出土状況�

２１９－５�

２１９－２�

２１９－３�
２１９－４�

たが，北側の袖は，断面観察の結果，

黒褐色粘土を２度積み上げ作られてい

た。カマドの袖は，北側の袖で７２�，

南側で５０�ほど東側に張り出していた。

袖の最大幅は北側で３５�，南側で３５�

を測る。

両袖に挟まれた燃焼部は最大長５５�，

最大幅は４２�を測る。燃焼部底面では，

舌状の焼面が認められたが，被熱は弱

く焼土化はしていなかった。

また，燃焼部から奥壁にかけては，土坑状の掘形を設け，掘形を黒褐色砂質土で埋め戻し，平坦

に整えている。

カマド内堆積土は３層に区分した。炭化物と焼土塊を多量に含む�３は天井崩落土，�１・２に

ついては，カマド天井崩落後の流入土と判断した。

また，�３上面で土師器杯が重なって（図２１９－２・３），土師器甕（図２１９－４・５）がほぼ完形

のまま横倒しの状態で出土している。これらの杯，甕については，構築材やカマド据え付けの甕の

可能性も考えられるが，出土状況やカマド内堆積土などから，カマド崩壊後に意識的に置かれたも

のと判断した。

ピットは，南側の壁中央に接して１個検出した。このため，Ｐ１の平面形は歪んだ台形状を呈し

ている。規模は，南北で最大長１１０�，東西で１４０�，床面からのピットの深さは１０�を測る。堆積土

は，１層で黒褐色砂質土が堆積していた。

遺 物（図２１９，写真５５７）

遺物は，検出面から床面にかけてとカマド内から出土している。特にカマドからは，土師器杯が

二重に重なり，また土師器甕がほぼ完形のまま横倒しの状態で出土している。

図２１９－１～３は，土師器杯である。いずれも，底部に施されたケズリ調整により，体部下半に段

を有している。１は平底気味に，２・３は丸底風に仕上げられている。

同図４・５は，土師器甕である。４は胴部下半が膨らみ，やや内傾しながら立ち上がる。底部は

やや上底となる。５は胴部がほぼ直線的に立ち上がる器形で，底部は丸底に近い。口縁部は，いず

れも「く」の字状に外反する。

同図６は，甑の底部付近の資料である。

ま と め

本住居跡は，東西に長い方形を呈している。住居跡内施設として，カマドとピット１個を検出し

ている。

カマド内からは，土師器杯と土師器甕がほぼ完形のままで出土している。出土状況やカマド内堆

図２１８ ８４号住居跡カマド遺物出土状況
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０� １０㎝�
（１/３）�

２　カマド内�

３　カマド内�

４　カマド内�

５　カマド底面�

６　床面�

１　�１�

積土などから，カマド据え付けの甕や天井芯材とは考えにくく，カマド崩壊後に意識的に置かれた

ものと考えている。

本住居跡の所属時期は，カマド内や床面から出土した遺物などから栗囲式期と考えている。

（大河原）

８５号住居跡 ＳＩ８５

遺 構（図２２０，写真２１８・２１９）

本住居跡は，調査区南側Ｌ・Ｍ２３グリッドに位置する。地形的には，阿武隈川右岸沿いに形成さ

れた自然堤防の西側緩斜面の肩部に立地している。遺構は，Ｌ�上面で検出した。他の遺構との重

複関係は認められなかったが，住居跡の壁は，東側を除き撹乱を受け遺存していない。また，住居

図２１９ ８４号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

　８５号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
２　１０ＹＲ２/３　黒褐色砂質土　Ｐ１堆積土�

　８５号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ３/２　暗赤褐色土（焼土塊含む）�
２　１０ＹＲ２/２　黒褐色砂質土（焼土粒多量含む）�
３　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土（焼土粒少量含む）袖構築土�
４　５ＹＲ３/３　暗赤褐色土（焼土塊少量含む）掘形埋土�

Ｙ:５０,８７９�
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２２１－６�
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図２２０ ８５号住居跡
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跡南側に６６号住居跡が位置している。

遺構内堆積土は，暗褐色砂質土１層で，堆積過程は判断できない。本住居跡の平面形は，遺存状

況から，東西に長い方形を呈していたと考えられる。規模は，南北長が遺存値で約２．７ｍ，東西長が

遺存値で約４．８ｍを測る。遺存する壁は，いずれもほぼ垂直に近い角度で立ち上がっている。床面か

ら検出面までの高さは，８～１６�を測る。床面には，小さな凹凸が見られ，床面中央がやや高まっ

ている。貼床などは，施されていなかった。

住居跡内施設として，カマドとピット２個を検出した。カマドは住居跡の西壁に作られていた。

カマドの袖と奥壁は，暗褐色砂質土を用い構築されていた。また，土師器杯（図２２１－２・４）をカ

マド袖の構築材として使用していた。カマドの袖は南側の袖で７６�，北側の袖で８２�ほど住居内に

張り出していた。袖の最大幅は南側で３２�，北側で２５�を測る。両袖に挟まれた燃焼部は最大長６０

�，最大幅は３２�を測る。燃焼部底面は，床面より５�ほど窪み，２～８�ほど焼土化していた。

また，燃焼部底面北寄りで，小型甕が倒立した状態で出土した。小型甕は，燃焼部底面に固定され，

倒立した状態で出土していることから，支脚として転用されたものと考えられる。

カマド内堆積土は２層に区分した。焼土塊を多量に含む�１は天井崩落土，�２は，カマド使用

時の堆積土と考えられる。

ピットは，２個検出した。Ｐ１は，東側の壁南寄りで検出した。平面形は，直径５０�ほどの歪ん

だ円形を呈している。床面からのピットの深さは，２０�を測る。Ｐ２は，カマド北側で検出したが，

北側は撹乱を受け遺存していない。平面形は，遺存状況から東西に長い楕円形を呈していたと思わ

れる。規模は，遺存値で東西長９６�，南北長４３�，深さは６�を測る。Ｐ２底面からは，土師器甑

が潰れた状態で出土している。

遺 物（図２２１，写真５５７・５５８）

遺物は，カマド北側周辺の床面とＰ２から比較的まとまって出土した。出土した遺物の内訳は，

土師器片７８点，須恵器片１点が出土している。図２２１－１～５は土師器杯である。１・２は体部下半

に段を有し，１は逆「ハ」の字状，２は直線的に緩やかに外傾しながら立ち上がる口縁部となる。

１の底面には，「十」字状の線刻が認められる。３～５は，やや丸みを持った体部を呈し，全体的に

椀型に近い器形である。

６・７は小型の甕である。６は底部から胴部上半にかけて外傾して立ち上がり，口縁部が内傾す

る器形となる。７は，やや膨らみをもった胴部下半から，頸部にかけてほぼ直線的に立ち上がり，

口縁部がやや外傾する器形となる。８は甑で，底部から胴部にかけて緩やかにほぼ直線的に立ち上

がり，口縁部が「く」の字状に外反する器形となる。

ま と め

本住居跡は，遺存状況から，東西に長い方形を呈していたと思われる。住居跡内施設として，カ

マドとピット２個を検出した。カマド袖の構築材として土師器杯，またカマドの支脚として小型の

甕を転用して利用していた。遺物は，カマド側で比較的まとまって出土し，中には椀型を呈した土

第１編 高木遺跡
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　検出面�

２　カマド袖�

４　カマド構築材�

６　カマド燃焼部�

３　床面�

７　床面�

８　Ｐ２�１�

５　床面�

師器杯なども認められる。本住居跡の所属時期は，住居跡内などから出土した遺物などから，栗囲

式期と考えている。 （大河原）

８６号住居跡 ＳＩ８６

遺 構（図２２２，写真２２０・２２１）

本住居跡は，調査区南部のＭ２３グリッドに位置する。地形的には，阿武隈川右岸沿いに形成され

た自然堤防の狭い平坦部の微高地上に立地している。遺構は，Ｌ�上面で検出した。他の遺構との

重複関係は認められなかった。

遺構内堆積土は，１層で暗褐色砂質土が堆積していた。堆積過程は判断できない。本住居跡の平

図２２１ ８５号住居跡出土遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

　８６号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ４/４　にぶい赤褐色土（焼土塊含む）�
２　１０ＹＲ４/４　褐色土（焼土粒含む）�
�

　８６号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ２/３　黒褐色砂質土�
�
　Ｐ１・２堆積土�
１　１０ＹＲ２/２　黒褐色砂質土（炭化物粒少量含む）�
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Ｘ:１６７,８８８�
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面形は長方形を呈し，規模は南側の壁で約３．８ｍ，東側の壁で約３．３ｍを測る。壁は，南側の壁でや

や急角度で立ち上がるものの，他は比較的緩やかに立ち上がっている。検出面から床面までの深さ

は，１０～１５�を測る。床面はほぼ平坦に作られていたが，細かい凹凸が認められた。また，貼床な

どは施されていなかった。

住居跡内施設として，カマドとピット２個を検出した。カマドは，住居跡の西壁中央やや北寄り

で検出した。カマドの袖は褐色土を用いて構築され，住居内に５０～６０�ほど張り出していた。袖の

最大幅は南側で３０�，北側で２８�を測る。両袖に挟まれた燃焼部は最大長３０�，最大幅は３０�を測る。

燃焼部底面は，床面から約５�ほど掘り窪められ，３�ほど焼土化ていた。カマド内堆積土は，焼

土塊を含んだにぶい赤褐色土１層で，天井崩落に起因するものと考えられる。

ピットは，床面の南側東寄りでＰ１，北寄りでＰ２を検出した。ピットの平面形は，いずれも直

径２０�ほどの円形を呈し，深さは１５�～２０�を測る。ピット内の堆積土は，１層でいずれも黒褐色

砂質土が堆積していた。これらピットについては，ほぼ住居跡各隅に位置し，堆積土や規模なども

類似することから，上屋を支えた主柱穴と考えられる。

本住居跡からは，土師器片７点が出土しているが，いずれも細片で図示できなかった。

ま と め

本住居跡は，平面形が方形を呈した住居跡である。住居跡の内部施設としてカマドとピット２個

図２２２ ８６号住居跡

第１編 高木遺跡

２７０



０� ２ｍ�
（１/５０）�

　８７号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂（炭化物・粘土塊微量含む）�
２　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土（しまりあり，炭化物・焼土粒少量含む）�
３　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂（黒褐色土の塊を斑状に含む）�
４　１０ＹＲ３/１　黒褐色土（にぶい黄褐色粘土塊・炭化物・焼土多量含む）�
５　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色粘土（黒褐色土・焼土の塊多量含む）�
６　１０ＹＲ３/１　黒褐色土（焼土粒少量含む）�
�
　Ｐ１～３堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂�
２　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂（黒褐色土の塊を斑状に含む）�

Ａ�

撹　乱　�

１�

１�

１�

１�

２�

２�

２�
１�

１�３�
４� ６�

５�
４�

Ｐ１�

Ｐ１�

Ｐ２�

Ｐ２�

Ｐ３�

Ｐ３�

Ｐ３�

２０８.４０ｍ�
�

Ａ′�

Ａ�

Ａ′�

Ｃ�２０８.３０ｍ�
�

Ｃ′�

Ｃ
�

Ｃ
′
�

Ｂ�２０８.３０ｍ�
�

Ｂ′�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

Ｄ�２０８.４０ｍ�
�

Ｄ′�

Ｄ�

Ｄ′� ８７号住居跡�

土師器�
�

２２５－１�

須恵器�

２２５－２�

Ｘ:１６８,０１８�
�

Ｙ:５０,９５８� Ｙ:５０,９６３�

Ｙ:５０,９５８� Ｙ:５０,９６３�

Ｘ:１６８,０１４�

Ｘ:１６８,０１８�
�

Ｘ:１６８,０１４�

を検出した。カマドは西側の壁で検出した。また，検出したピットについては，住居跡の隅に位置

し，対応関係にある事などから，上屋を支えた主柱穴と考えている。

本住居跡の所属時期は，時期を特定する出土遺物がないため判断できないが，周囲の遺構の分布

状況などから栗囲式期に属するものと考えている。 （大河原）

８７号住居跡 ＳＩ８７

遺 構（図２２３・２２４，写真２２２～２２４）

本遺構は，調査区北部のＮ２０・Ｏ２０グリッドから検出された竪穴住居跡である。円面硯が出土し

ている。

本住居跡の南側には２号溝跡が巡り，本住居跡は溝で区画された集落のすぐ北側に配置されてい

る。本住居跡と重複する住居跡は確認できなかったが，南側半分は崩れてしまって遺存状態はよく

ない。カマド部分も撹乱で南側半分が破壊されており，原形をとどめていない。

図２２３ ８７号住居跡
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０� １ｍ�
（１/２５）�

　８７号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ４/４　にぶい赤褐色砂質土（しまりあり）�
２　５ＹＲ４/４　にぶい赤褐色砂質土（焼土塊多量含む）�

　８７号住居跡カマド構築土�
１　５ＹＲ４/４　にぶい赤褐色砂質土�
　　　　　　　（ややしまりあり焼土塊多量含む）�
２　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土（ややしまりあり）�
３　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂（しまりなし）�

撹　　乱　�

１�

１�

３�

２�

２�

Ｂ�２０８.４０ｍ� Ｂ′�

Ｂ
�

Ｂ
′
� Ａ�２０８.５０ｍ� Ａ′�

Ａ�

Ａ′
�８７号住居跡カマド�

Ｘ:１６８,０１６�

Ｙ:５０,９５７�

Ｙ:５０,９５７�

Ｘ:１６８,０１５�

Ｘ:１６８,０１６�

Ｙ:５０,９５９�

０� １０㎝�
（１/３）

１　床直，カマド脇�

２　床面�
朱�

墨�

使用痕�

本住居跡はＬ�を掘り込んで造られていたために，Ｌ�上面から辛うじて確認することができた。

カマドらしい焼土範囲と住居跡の北西隅は確認できたが，南側の大部分は調査中の降雨で流れてし

まい，ほとんど残っていない。

住居跡内堆積土は３層に分層したが，その大部分は灰黄褐色砂で，部分的に床面上には暗褐色砂

質土が堆積している。比較的遺存状態の良い北西隅の壁際からは黒褐色砂の三角堆積が認められる

ことから，本住居跡は自然堆積と考えられる。

住居跡の主軸方位はＮ７°Ｅで，ほぼ真北を指す。大きさは北周壁が約５．１ｍ，西周壁の遺存する

範囲がカマド部分を含めて約３．０ｍを測る。深さは北西隅の周壁では約２０�前後を測るが，他は数�

ほどしか残っていない。

床面は部分的に貼り床が認められる。

カマド以外の付属施設としては，北西隅から窪み状の小ピットを３基ほど検出した。どのピット

にも住居跡内堆積土と同じ灰黄褐色砂が堆積している。３号ピットは位置的に柱穴跡の可能性も考

えたいが，それぞれの用途は不明である。

カマドは西周壁の北西隅から約２．１ｍほど

南に付設されている。カマドは径約１ｍほ

どの円形状の後世の撹乱で破壊されていて，

燃焼部の一部分しか確認できなかった。僅

かにカマド北袖の側壁部分が使用時のもの

とみられ，その上にはにぶい赤褐色砂質土

が堆積していた。撹乱で破壊されて燃焼部

底面は残っていないにもかかわらず，底面

図２２４ ８７号住居跡カマド

図２２５ ８７号住居跡出土遺物
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から側壁にかけて著しく赤変している。カマドを断ち割った場所が悪いために図面上ではよくわか

らないが，掘形内には黄褐色砂，カマド袖には黄褐色砂質土，燃焼部底面には焼土塊を含んだ砂質

土が用いられていた。

また，円面硯はカマド北袖脇の壁際から出土している。

遺 物（図２２５，写真５５８・５５９）

本住居跡からの出土遺物のうち，図示したものは２点である。

図２２５－１は須恵器の小型の円面硯で，短い円筒形の硯脚の付いた圏脚円面硯である。硯脚には縦

に細長い７つの透かし孔が認められる。硯部は墨を磨る面よりも一段下がって墨汁をためる窪みが

あり，その外側に外堤が巡る。外堤は硯面より高く作られ，直径は約７．２�で，高さは約３．０�であ

る。また，硯面からは墨と朱の痕跡が観察できた。

図２２５－２は土師器の小型杯で，直径が約１０．５�，器高が約３．３�である。有段丸底の杯で，口縁部

が外傾し，内外面とも体部との境に明瞭な段が認められる。

ま と め

本住居跡は，出土遺物から栗囲式期のものとみられる。

本住居跡の南側半分は残っていないが，カマドが西周壁中央に付設していたとすると一辺約５ｍ

の住居跡となり，集落を区画する北側の大溝である２号溝跡とは重複しないものと考えられる。

そのため，本住居跡は少なくとも溝跡が機能していた同時期に営まれていた可能性があると思わ

れる。

本住居跡からは，集落内に識字者層を想定できる円面硯が出土している。しかしながら住居跡の

遺存状態は悪く，出土遺物も少なく，集落内において本住居跡の役割を捉えるための判断材料には

乏しい。 （大 波）

８８号住居跡 ＳＩ８８

遺 構（図２２６・２２７，写真２２５・２２６）

本遺構は，Ｍ２２グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，阿武隈川

に面した自然堤防の西斜面肩部近くにあたる。遺存状態は比較的良い。重複関係は，２号住居跡と

１５１号住居跡を切っている。

堆積土は，３層に分層された。土層断面図が示すように，典型的なレンズ状堆積であり，遺構は

自然埋没したと考えている。このうち，床面を直接覆う�２では，焼土・炭化物が充満しており，

火災で形成されたような痕跡を示していた。ただ，形態をとどめた炭化材は認められず，本住居跡

が火災で焼失したという確証は得られなかった。

床面は，貼床されず，掘形底面のＬ�がそのまま平坦に整えられている。上面には，炭化物と焼

土が土器片や石と一緒になって，散乱していた。検出面と床面の比高差は，１５～１８�を測る。

本住居跡の平面形は，正方形基調を呈する。規模は，東西３．６ｍ，南北３．５ｍを測り，小型である。
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０� ２ｍ�
（１/５０）

Ｙ:５０,９１９�

Ｘ:１６７,９４６�

Ｙ:５０,９１９�

Ｘ:１６７,９４３�

Ｙ:５０,９１５�

Ｘ:１６７,９４３�

Ｙ:５０,９１５�

Ｘ:１６７,９４６�

８８号住居跡�

　８８号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂質土（焼土・炭化物）
３　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色砂質土�

ＳＩ８８�

ＳＩ０２�

ＳＩ１５１�

ＳＩ１５３�

ＳＩ１３８�

Ａ� Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

石�

石�

被熱痕跡のある石�

１�

２�土器�

土器�

３�３�

２０８.８０ｍ�

住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に２５°振れている。

カマドは，検出されなかった。周壁の残り具合からみると，本遺構には設置されていなかった可

能性が高いと考えられる。

遺 物（図２２８～２３０，写真５５８～５６２）

遺物は，土師器片２０３点，土製品４点，石製品１点，鉄滓が出土した。出土状況は，焼土・炭化物

に混じって床面に散乱した状態であった。器種内容は，ほとんど煮炊具で占められている。なお，

スクリーントーン貼付の石は，金床石と考えられる。被熱痕が観察される。

図２２８－１・２は，土師器小型甕である。１は，胴部が丸みを帯び，底部が突出する器形を呈して

いる。外面は，ハケメ調整で，中位では横方向に施されている。２は，やや胴部が長く，頸部の括

れが弱い器形を呈している。外面は，１と違ってナデ調整されている。また，底部には木葉痕が観

察される。

図２２８－３～６は，中型の土師器甕である。３・５は，外面ハケメ調整で，やや下膨れの胴部を有

している。法量も近似する。４は，外面ナデ調整で，この特徴が前述の２点とは異なっている。口

縁端部が玉縁状をなす特徴は，５と同一である。６は，破片のため，器形の詳細を知ることができ

ない。外面は縦位にヘラケズリ調整されている。

図２２９－１・４は，土師器長胴甕である。どちらも長胴化の著しいのが特徴で，器高３０�を越えて

いる。１は，頸部の窄まりが小さく，口縁部が強く外反する。外面はハケメ調整され，底部を欠い

図２２６ ８８号住居跡
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２３０－６�

２２９－４�

２３０－２�

２２８－６�

２２９－２�

２２８－１�

２２８－３�

２２８－４�

２２８－５�

２２９－３�

２３０－１�

２２９－１�

２３０－５�

８８号住居跡遺物出土状況�

ている。４は，均整の取れたラグビーボール状の胴部を有し，頸部の窄まりが大きい。外面は，ハ

ケメ調整されている。

図２２９－２と図２３０－１は，土師器球胴甕である。図２２９－２は，推定器高３０�前後の大型品で，頸

部の括れは弱い。外面は，ハケメ調整されている。図２３０－１は，さらに大きく，器高は５０�近くに

なると思われる。上半部を欠いている。

図２３０－６は，柱状を呈した土師器小型品の底部である。器種は，丸底にするのを省略した杯と思

われる。

図２３０－２は，円筒状土製品になる。カマド構築材であったと推定され，外面はナデ調整されてい

る。両端を欠く。

図２３０－３は，羽口の破片である。

図２３０－４・５は，土製支脚になる。被熱範囲が明瞭に識別できる。

図２３０－７は，石製紡錘車である。断面は，偏平気味になっている。

図２２７ ８８号住居跡遺物出土状況
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０� １０㎝�
（１/３）

１　床面�

３　床面�

４　床面�

５　床面� ６　床面�

２　�１�

図２２８ ８８号住居跡出土遺物（１）
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０� １０㎝�
（１/３）

１　床面�

２　床面�

３　床面・�１�

４　床面�

図２２９ ８８号住居跡出土遺物（２）
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０� １０㎝�
（１/３）

（１/２）�

２　床面�

３　床面�

４　床面�

５　床面�

６　床面�

７　床面�

１　床面・�１�

被熱範囲�

０� ３㎝�

図２３０ ８８号住居跡出土遺物（３）
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ま と め

本遺構は，自然堤防の西斜面肩部近くに営まれた竪穴住居跡である。平面プランは正方形を呈し

ており，規模が小さい。

床面上には，焼土・炭化物に混じって遺物が散乱していた。その中には，羽口・鉄滓・金床石が

みられ，本住居跡が鍛冶工房の機能を備えていたことを示している。周壁にカマドが設置されてい

ないことも，このことで説明できると思われる。

ただ，そうした場合，土製支脚が２点出土しているのは，問題であり，ここでは他の住居から廃

棄されたものと捉えておきたい。

時期は，栗囲式期に比定される。 （菅 原）

８９号住居跡 ＳＩ８９

遺 構（図２３１，写真２２７・２２８）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。Ｌ�を掘り下げていく段階で検出され

た。

本住居跡は，調査区中央の住居集中区域に営まれており，重複関係が著しい。北側で，２４・９０・

１４２号住居跡の３軒と重複している。

新旧関係を整理すると，９０・１４２号住居跡より新しく，２４号住居跡より古く位置づけられる。ま

た，隣接する遺構には，北側に４９・９１・１０６号住居跡，南側に１５６号住居跡・３号特殊遺構が認め

られる。

本住居跡の遺存状況はおもわしくなく，北周壁側が確認されたのみである。堆積土も残っておら

ず，床面がほとんど露呈した状態だった。残存する周壁から，平面形は方形を呈し，四隅は角張っ

ていたと思われる。

規模は，確認できた北周壁が４．８ｍを測り，東周壁は，遺存長１．１ｍ，西周壁は，遺存長２．１ｍであ

る。

住居跡と方位との関係は，発掘基準線北に対して，東に３４°振れている。周壁は急角度で立上がり，

検出面から床面までの深さは，北東隅付近で最大３３�である。

住居跡内施設はカマド１基を検出した。カマドは北周壁中央に取り付いている。燃焼部は，焚口

幅５５�で，右袖は７０�，左袖は７５�の遺存長があった。袖は，床面から最大で２４�の高さが残ってい

た。

煙道部は完全に失われていた。

遺 物（図２３１，写真５６１）

遺物は，土師器片２１点が出土した。

図２３１－１は，カマド右袖脇に置かれていた土師器杯である。底部外面が床面に密着していた。皿

状の器形なすもので，口縁部下端に段は認められない。

第２章 遺構と遺物
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８９号住居跡�

カマド�

２０８.６０ｍ�

３� ４�

１�２�
５�

Ａ� Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� １ｍ�
（１/２５）�

　８９号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ３/３　暗赤褐色砂質土（しまり強，焼土片含む）�
２　５ＹＲ２/３　暗赤褐色砂質土（しまりあり）�
３　５ＹＲ３/６　暗赤色土（しまりあり，人為堆積）�
４　５ＹＲ３/４　暗赤褐色砂質土�
　　　　　　　（しまりあり，焼土片・炭化物含む，人為堆積）�
５　５ＹＲ３/４　暗赤褐色砂質土（しまりあり，人為堆積）�

Ｙ:５０,９４７�

Ｘ:１６７,９９１�

Ｙ:５０,９５１�

Ｘ:１６７,９９１�

Ｙ:５０,９４７�

Ｘ:１６７,９８８�

Ｙ:５０,９４９�

Ｘ:１６７,９９１�

Ｙ:５０,９５０�

Ｘ:１６７,９９１�

Ｙ:５０,９４９�

Ｘ:１６７,９８９�

２３１－１�

ＳＩ８９�

ＳＩ１４２�

ＳＩ１５６�

ＳＩ１５６�

ＳＩ３８�
ＳＩ４９�

ＳＩ２４�
ＳＩ９０�

ＳＸ０３�

０� ６㎝�
（１/３）�

１　カマド底面�

ま と め

本住居跡は，北側半分だけが残存していた。

時期に関しては，床面の遺物から，栗囲式期～国分寺下層式期と考えられる。 （高久田）

９０号住居跡 ＳＩ９０

遺 構（図２３２，写真２２９・２３０）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。Ｌ�を掘り下げて行く途中で検出され

た。

本住居跡は，調査区中央の遺構集中区域に位置している。このため重複関係が著しく，東側で２４

図２３１ ８９号住居跡・出土遺物

第１編 高木遺跡
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９０号住居跡�

カマド�

２０８.６０ｍ�

１�

２�

Ａ� Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� １ｍ�
（１/２５）�

　９０号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ２/４　極暗赤褐色砂質土�
　　　　　　　（しまり強，骨片含む，人為堆積）�
２　５ＹＲ３/４　暗赤褐色砂質土�
　　　　　　　（しまり強，焼土片・骨片含む，人為堆積）�

Ｙ:５０,９４５�

Ｘ:１６７,９９３�

Ｙ:５０,９４９�

Ｘ:１６７,９９３�

Ｙ:５０,９４９�

Ｘ:１６７,９８９�

Ｙ:５０,９４５�

Ｘ:１６７,９８９�

Ｙ:５０,９４７�

Ｘ:１６７,９９１�

Ｙ:５０,９４６�

Ｘ:１６７,９９１�

Ｙ:５０,９４７�

Ｘ:１６７,９９０�
２３３－２�

２３３－４�

２３３－３�

２３３－１�

２３３－２・４�

ＳＩ９０�

ＳＩ１４２�

ＳＩ１０６�

Ｓ
Ｉ
９３
�

ＳＩ３８�

ＳＩ２３�
ＳＩ９１�

ＳＩ４９�

ＳＩ２４�
ＳＩ８９�

・１４２号住居跡，南側で８９号住居跡，北側で９１号住居跡と重複している。新旧関係を整理しておくと，９１

・１４２号住居跡より新しく，２４・８９号住居跡より古く位置付けられる。また，隣接する遺構には，東

側に１０６号住居跡，１７号土坑，西側に２３・３８号住居跡，南側に７８・１５６号住居跡，北側に２２・７０号住居

跡が位置している。

住居跡の平面形は長方形をなしている。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，５５°東に傾いてい

る。規模は，東西４．１ｍ，南北３．２ｍである。

本住居跡は，上部削平が著しく，周壁は残っていなかった。このため，床面は検出面を下げて行っ

た段階で，踏み締まりにより，確認している。

住居跡内施設はカマド１基を検出した。南周壁中央に取り付いている。燃焼部は，焚口幅４０�で，

右袖長５０�，左袖長５０�を測る。煙道部は完全に失われていた。

図２３２ ９０号住居跡
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２８１



１　カマド底面�

２　カマド底面�

３　カマド底面�

４　カマド底面�

０� １０㎝�
（１/３）�

なお，燃焼部中央には土師器杯２個体が重ねられていた。

遺 物（図２３３，写真５６２）

遺物は，土師器片１２点が出土した。図示遺物には，土師器杯４点がある。どれも遺構に共伴して

いる。

図２３３－１～４は，土師器杯である。このうち１・４は，器高の低い有段丸底杯に分類される。口

縁部が内湾気味で，外面にヘラミガキ調整が施されている。２は，やや深めの有段丸底杯になる。

口縁部外面がヘラミガキ調整されている。３は，口縁部が直立気味に立ち上がるもので，須恵器杯

蓋模倣に分類される。器高が高く，椀状をなしている。これも，口縁部外面がヘラミガキ調整され

ている。

ま と め

本遺構は，住居跡の切り合いが著しいところで，周壁は消失し，床面だけが残存していた。カマ

ド周辺より４個の土師器杯が検出されており，うち２個は重ねて置かれていた。

なお，時期に関しては，出土した土器より栗囲式期と考えている。 （高久田）

９１号住居跡 ＳＩ９１

遺 構（図２３４・２３５，写真２３１・２３２）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。Ｌ�を掘り下げて行く途中で検出され

た。

本住居跡は，調査区中央の遺構集中区域に位置している。このため，重複関係が著しく，東側で

４９・９３・１４２号住居跡，西側で２３号住居跡，南側で９０号住居跡，北側で２２・７０号住居跡と重複してい

る。

新旧関係を整理しておくと，９３・１４２号住居跡より新しく，２２・２３・４９・９０号住居跡より古く位置

付けられる。

また，隣接する遺構には，東側に２４・１０６・１４２号住居跡，１７号土坑，西側に２３号住居跡，南側に８９

号住居跡，北側に１４・１６号住居跡，８号土坑が位置している。

本住居跡は，残りが悪く，推定床面積の半分以上が失われていた。周壁は，かろうじて北端隅の

図２３３ ９０号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡
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９１号住居跡�

土器�

土器�

撹
乱�

カマド�

２０８.７０ｍ�

２０８.７０ｍ�

１�

１�

２�
３�

４� ２�
１�

３�

３�

４�

２�

１�
２�

Ａ� Ａ′�

Ｂ�

Ａ
�

Ｂ′�

Ａ
′
�

Ｂ� Ｂ′�

０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� １ｍ�
（１/２５）�

　９１号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ３/４　暗赤褐色砂質土�
　　　　　　　（しまり強，焼土片含む）�
２　５ＹＲ２/３　極暗赤褐色砂質土�
　　　　　　　（しまり強，焼土片・炭化物含む）�
３　５ＹＲ３/４　暗赤褐色砂質土（しまりあり）�
４　５ＹＲ２/４　極暗赤褐色砂質土（しまりあり）�

　９１号住居跡カマド構築土�
１　５ＹＲ４/４　にぶい赤褐色砂質土（しまり強，人為堆積）�
２　５ＹＲ３/６　暗赤褐色粘質土（しまり強，人為堆積）�
３　５ＹＲ２/４　極暗赤褐色砂質土（しまり強，人為堆積）�
４　５ＹＲ３/４　暗赤褐色砂質土�
　　　　　　　（しまり強，焼土片含む，人為堆積）�

Ｙ:５０,９４５�

Ｘ:１６７,９９７�

Ｙ:５０,９５０�

Ｘ:１６７,９９７�

Ｙ:５０,９５０�

Ｘ:１６７,９９３�

Ｙ:５０,９５２�

Ｘ:１６７,９９６�

Ｙ:５０,９５２�

Ｘ:１６７,９９５�

Ｙ:５０,９５０�

Ｘ:１６７,９９５�

２３６－３�

ＳＩ９１�

ＳＩ１４２�
ＳＩ３８�

ＳＩ２３� ＳＩ２２�
ＳＩ７０�

ＳＩ４９�

ＳＩ４９�

ＳＩ９０�

ＳＩ２４�

ＳＩ９０�

Ｓ
Ｉ
９３

図２３４ ９１号住居跡
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９１号住居跡カマド�
　　　　　遺物出土状況�

２３６－１�

２３７－１�

２３６－２�
２３６－３�

２３７－３�

２３７－２�

２３６－４�

２３６－５�

一部が検出されただけで，ほとんど床面が露呈した状態だった。

残存する周壁から，平面形は方形を呈していたと考えられる。西周壁の主軸方向は真北から４０°ほ

ど東に傾いている。

住居跡の規模は，南北６．５ｍほどである。床面は，検出面を下げて行った段階で，踏み締まりによ

り，確認できた。北西隅の周壁高は，最大１２�を測る。

住居跡内堆積土は，確認できなかった。

カマドは，北周壁に位置している。燃焼部は，焚口幅５０�，袖長８５�の規模を有している。袖は

床面から１５�の高さが残っていた。内部は焼土化が著しく，底面中央では，厚さ９�を測った。煙

道は失われ，確認できなかった。

なお，袖の先端には，伏せた土師器甕が補強材に使用されている（図２３７－１・２）。また，その

間に挟まれた状態で，３個体の土師器甕が出土した（図２３６－２・３，図２３７－３）。

遺 物（図２３６・２３７，写真５６３・５６４）

遺物は，土師器片１６８点が出土した。煮炊具ばかり，８点が図示された。

図２３６－１は，小型の土師器甑である。口径が大きく，全体が底部に向かって窄まる器形を呈して

いる。頸部は括れず，口縁部が少しだけ外傾する。単孔式に分類される。

図２３６－２～５・図２３７は，中～大型の土師器甕である。胴部中央に膨らみのあるもの（図２３６－３

図２３５ ９１号住居跡カマド遺物出土状況

第１編 高木遺跡
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１　床面�

２　カマド底面�

３　カマド底面�

４　カマド�

５　床面�

０� １０㎝�
（１/３）�

図２３６ ９１号住居跡出土遺物（１）
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１　カマド袖構築材�

２　カマド袖構築材�

３　カマド底面�

０� １０㎝�
（１/３）�

・５），寸胴のもの（図２３７－２・３），中間的な様相を呈するもの（図２３６－２・図２３７－１）に分類

される。図２３６－４は，上半部を欠いており，器形全体の特徴が分からない。胴部外面の器面調整は，

ハケメが卓越しており，図２３６－３を除くと，この技法で統一されている。

ま と め

本遺構は，調査区中央の遺構集中区域に位置している。このため，重複が著しく，遺存状態が悪

かった。検出されたのは西半分だけで，しかも，床面がほとんど露呈した状態だった。

遺物は，カマド内とその周辺で一括出土している。また，燃焼部両袖には，補強材として土師器

甕が伏せられていた。時期に関しては，栗囲式期と考えている。 （高久田）

図２３７ ９１号住居跡出土遺物（２）
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９２号住居跡�
撹　乱�

撹
乱�

撹
乱�

撹
乱�

撹
　
乱�

２０８.６０ｍ�

１�

１�

４� ５�
３�

１�
４�

２�

３�２�３�

２０８.７０ｍ� ２０８.６０ｍ�

Ａ
�

Ａ
′
�

Ｂ�
Ｂ′�

Ｃ�

Ｃ′�

Ａ� Ａ′� Ｂ� Ｂ′�

Ｃ� Ｃ′�

０� １ｍ�
（１/２５）�

　９２号住居跡堆積土�
１　褐色土（焼土塊少量含む）�
２　暗赤褐色土（焼土塊多量含む）�
３　褐色土（焼土粒含む）�
４　褐色土（焼土塊・粒含む）�

　９２号住居跡カマド堆積土�
１　７.５ＹＲ４/３　褐色土（焼土塊・炭化物含む）�
２　７.５ＹＲ４/４　褐色土（焼土粒少量・炭化物微量含む）�
３　７.５ＹＲ５/４　にぶい褐色土（焼土粒微量含む）�
４　７.５ＹＲ４/３　褐色土�
５　７.５ＹＲ３/４　暗褐色砂質土（やわらかい）�

Ｙ:５０,９４８�

Ｘ:１６７,９７５�

Ｙ:５０,９５０�

Ｘ:１６７,９７５�

Ｙ:５０,９５０�

Ｘ:１６７,９７４�

ＳＩ９２�
ＳＩ１４０�

ＳＩ１３５�

ＳＩ５１�

ＳＩ７４�

ＳＩ３１� 撹乱�

ＳＫ１３�

ＳＫ１９�

ＳＩ７３�

ＳＩ７９�

９２号住居跡 ＳＩ９２

遺 構（図２３８，写真２３３）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した自然

堤防の東斜面落ちぎわである。

本住居跡は，７９・１４０号住居跡と重複している。７９号住居跡より古く，１４０号住居跡との新旧関係に

ついては，不明である。

検出されたのは，カマド左袖と床面のごく一部だけで，遺存状態には恵まれなかった。住居跡の

規模は，東西２．４ｍ以上，南北１．３ｍ以上である。

カマドは南周壁に設置されている。左袖は遺存長４７�を測り，床面から２２�の高さが残っていた。

構築土には，焼土・炭化物が含まれている。表面は焼土化していた。

ピット類は検出されていない。

遺 物（図２３９，写真５６４・５６５）

遺物は，土師器片１２０点が出土した。図示遺物は，すべてカマド崩落土で取り上げられたものであ

る。

図２３８ ９２号住居跡
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１　カマド崩落土�

２　カマド崩落土�

３　カマド崩落土�

４　カマド崩落土�

５　カマド崩落土�

０� １０㎝�
（１/３）�

しかし，原位置を押さえたものは無く，降雨で崩れた堆積土から採取されている。したがって，

所属関係は厳密でない。

図２３９－１～４は，非ロクロ調整の土師器杯である。１・２・４は，外面における段の形成が不明

瞭で，外反する口縁部形態を呈している。とくに，４はその度合いが強く，古手の印象を与える。

３は，有段丸底杯に分類される。器形全体に丸みがあり，口縁部は内湾して立ち上がっている。内

面の括れは無く，当該類型の杯としては後出的な位置付けが与えられる。

５は，外面ハケメ調整の土師器長胴甕になる。当該器種としては，中型に属する。器形は胴部中

央に膨らみがあり，口頸部が「く」の字状に外傾している。底部はやや突出し，外面には，明瞭な

木葉痕が観察される。

ま と め

本遺構は，自然堤防の東斜面落ちぎわに営まれた竪穴住居跡である。

遺存状態が非常に悪く，このため，細部の内容については，ほとんど何も知ることができなかっ

た。

時期についても，確証のある遺物に恵まれず，不明である。 （菅 原）

図２３９ ９２号住居跡出土遺物
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９３号住居跡�

１�
２� ３�

４�

２０８.７０ｍ�
Ａ� Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

０� ２ｍ�
（１/５０）�

　９３号住居跡堆積土�
１　５ＹＲ４/４　にぶい赤褐色砂（しまり弱）�
２　５ＹＲ３/４　暗赤褐色砂質土（しまりあり）�
３　５ＹＲ３/６　暗赤褐色砂質土（しまりあり）�
４　５ＹＲ３/４　暗赤褐色砂質土（しまりあり）�

Ｙ:５０,９４８�

Ｘ:１６７,９９７�

Ｙ:５０,９５１�

Ｘ:１６７,９９７�

Ｙ:５０,９４８�

Ｘ:１６７,９９３�

Ｓ
Ｉ
９３
�

ＳＩ１０６�

ＳＩ１４２�

ＳＩ２３�

ＳＩ２２�

ＳＩ２４�

ＳＩ４９�

ＳＩ７０�

ＳＩ９１�

ＳＩ９０�

２４１－１�

ＳＩ４９�

０� ６㎝�
（１/３）�

１　床面�

９３号住居跡 ＳＩ９３

遺 構（図２４０，写真２３４）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出

された竪穴住居跡である。Ｌ�を

掘り下げて行く途中で検出された。

本住居跡は，調査区ほぼ中央の

最も遺構の集中する区域に占地し

ている。４９・９１・１４２号住居跡の中

に取り込まれる形で重複している。

４９・１４２号住居跡より新しく，９１号

住居跡より古い。

また，隣接する遺構には，東側

に１０６号住居跡，１７号土坑，南側に

２４号住居跡，北側に７０号住居跡が

ある。住居跡の東側半分は，４９号

住居跡の構築時に失われたものと

推定される。

遺存部の平面形は方形をなして

いる。西周壁は真北から２２°ほど東

に傾いている。住居跡の規模は，

西周壁３．７ｍで，北周壁は遺存長１．９ｍ，南周壁は遺存長１．７ｍ

を測る。床面はＬ�を掘り込んだままの直床で，おおむね水

平である。検出面から床面までの深さは，６～３０�を測る。

遺構内堆積土は，４層に細分される。レンズ状堆積をして

おり，遺構が自然埋没したことを示している。

遺 物（図２４１，写真５６４）

遺物は，土師器片５２点が出土した。床面の遺物１点を図示した。

図２４１－１は，有段丸底の土師器杯である。底部は平底風で，口縁部が外反する。口縁部外面には，

ヘラミガキ調整が加えられている。

ま と め

本住居跡は，調査区の中でも特に遺構の重複の著しい一画に占地している。西半分だけが残存し，

細部施設は検出されなかった。東側半分は，４９号住居跡の構築時に失われたものと思われる。

時期に関しては，出土した土器より，栗囲式期と考えている。 （高久田）

図２４１ ９３号住居跡出土遺物

図２４０ ９３号住居跡
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９４号住居跡 ＳＩ９４

遺 構（図２４２・２４３，写真２３６～２３８）

本遺構は，Ｍ２２グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，阿武隈川

に面した自然堤防の西斜面落ちぎわである。遺構は，高木遺跡における住居跡分布の西限の１つを

なしている。

本住居跡は，１２３号住居跡と重複しており，これに切られている。ただ，当初は新旧関係を誤認

してしまい，逆の順序で掘り始めてしまった。遺存状態は，南周壁側が撹乱で壊され，残って

いない。

堆積土は，２層に分層された。土層断面図が示すように，レンズ状堆積をしている。したがって，

本遺構は，自然に埋没したと考えている。床面は，貼床されず，掘形底面のＬ�がそのまま平坦に

整えられている。カマド手前の上面は，硬化していた。床面と検出面との比高差は，８～１３�を測

る。

本住居跡の平面プランは，方形基調を呈している。残存範囲からすると，北周壁に対して南周壁

が短く，台形気味であったと推定される。

規模は，東西５．４ｍ，南北３．８ｍ以上を測り，大型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線に

概ね一致している。

カマドは，北周壁中央で検出された。遺存状態は良好である。煙道部は，周壁から長さ５３�が残っ

ており，燃焼部は，袖長７５�，焚口幅４０�を測る。袖は，床面から１５�の高さが残っていた。にぶ

い黄橙色砂質土主体に構築されている。内壁面・底面は，焼土化が著しく，断面で最大５�の厚さ

を測った。

本住居跡のカマドでは，燃焼部中央から，土師器長胴甕が横に並んで２個体出土した（図２４５－３，

図２４６－１）。このことから，懸け口に甕が横並びさせられる構造であったことが判明している。焚

口出土の土師器甑（図２４５－４）は，このどちらかとセットで使用されたのだろう。

ピット類は，検出されていない。

遺 物（図２４４～２４６，写真５６４～５６８）

遺物は，土師器片５４５点である。カマドのほか，北東部床面に多くの個体が認められた。以下に解

説する図示資料は，すべて遺構に共伴する。

図２４４－１～５は，土師器杯になる。１と２は，須恵器杯蓋模倣杯に分類され，そのタイプの中で

も器高の高い部類に入る。２は，外面にヘラミガキ調整が加えられている。３は，粗製の杯である。

内外面は，ナデ調整されているだけで，ヘラミガキ・黒色処理が行われない。４は，典型的な舞台

式杯とみてよかろう。丸底で，口縁部が強く外反しており，内面は，口縁部下端に明瞭な稜が形成

されている。５も，舞台式の範疇で捉えられる杯である。４に比べると，口径：底径比が大きく，

口縁部外反の度合いが弱い。
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� １ｍ�
（１/２５）�

　９４号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土�
�

　９４号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土�
　　　　　　　（明黄褐色粘土含む）�
３　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色砂質土�

　９４号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　７.５ＹＲ５/２　灰褐色砂質土�
３　７.５ＹＲ５/３　にぶい褐色砂質土�
４　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
５　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土�

Ａ�

撹　　乱�

２� ２�
１�

土器�

土器�

石�

石�
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Ａ′�
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１�
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１�２�
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２�

２�

３�

３�

２０８.４０ｍ�
Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

Ｂ�２０８.４０ｍ� Ｂ′�

Ｂ�

Ｂ′�

９４号住居跡�

�

Ｙ:５０,９０４�
�

Ｙ:５０,９０１�
�Ｘ:１６７,９３１� Ｘ:１６７,９３１�

Ｙ:５０,９０６�
�

ＳＩ１１１�

ＳＩ１２３�

ＳＩ１２２�

ＳＩ９６�

ＳＩ９４�

Ｙ:５０,９０１�
�

Ｙ:５０,９０６�
�

Ｘ:１６７,９２７� Ｘ:１６７,９２７�

Ｘ:１６７,９３１�
�

Ｘ:１６７,９３０�

Ｘ:１６７,９３１�
�

Ｘ:１６７,９３０�

Ｙ:５０,９０２�

Ｙ:５０,９０４�
�

Ｙ:５０,９０２�

カマド�

図２４２ ９４号住居跡
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カマド遺物出土状況�

９４号住居跡遺物出土状況�

２４４－６�
�

２４４－４�
�

２４４－７�
�

２４５－２�
�２４４－５�

�

２４４－３�
�

２４４－１�
�

２４４－１０�
�

２４４－９�
�

２４５－１�
�

２４４－２�
�

２４５－４�
�

２４５－３�
�

２４４－８�
� ２４６－１�

図２４４－６・８・９は，中～小型の土師器甕である。６は，口径が胴部径を上回っており，寸詰ま

りの器形をなしている。器高１１．７�の小型品で，外面は，ハケメ調整されている。９は，これの相

似形である。ただ，外面はナデ調整されており，口唇部は平坦面をなす。８は，この２点に比べる

と，細長い胴部を有している。頸部の括れが弱い。

図２４５－１・３は，土師器長胴甕になる。１は，典型的な舞台式甕の特徴を備えている。器形は，

中膨らみの胴部から，頸部が直立して立ち上がり，口縁部が外反している。それに比べて，３はよ

り長胴化した細長い胴部を有するもので，栗囲式へつながる後出的な要素をみせている。外面調整

図２４３ ９４号住居跡遺物出土状況
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　床面�
２　床面�

３　床面�

４　床面�

５　床面�

６　床面�

７　床面�

８　床面�

９　床面�

１０　床面�

図２４４ ９４号住居跡出土遺物（１）

第２章 遺構と遺物

２９３



０� １０㎝�
（１/３）�

１　床面�

３　カマド底面�

２　床面�

４　床面�

図２４５ ９４号住居跡出土遺物（２）
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　カマド底面�

がハケメであることも，この特徴と合致する。図２４６

－１は，両者の中間的な様相を示している。胴部は

長胴化が進んでおり，外面はナデ調整されている。

図２４４－１０は，小形の土師器甑になる。単孔式で，

逆台形の器形を呈している。外面は，ナデ調整され

ている。

図２４５－２・４は，大型の土師器甑になる。無底式

に分類される。器形の特徴は，胴部上半にやや張り

があり，口頸部がなだらかに外反している。このう

ち，４は口唇部が強いヨコナデ調整により，凹面を

形成している。外面の器面調整は，ナデである。

ま と め

本遺構は，自然堤防の西斜面落ちぎわに営まれた

竪穴住居跡である。遺構は，高木遺跡におけるの住

居跡分布の西限の１つをなしている。

カマドの遺存状態が良く，懸け口に甕が２つ横並

びさせられる構造であったことが判明した。また，

床面でも出土遺物に恵まれ，良好な共伴資料が得られている。

時期は，舞台式後半期と考えられる。 （菅 原）

９５号住居跡 ＳＩ９５

遺 構（図２４７，写真２３９～２４１）

本遺構は，Ｍ２２グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，阿武隈川

に面した自然堤防の西斜面肩部である。遺構は，高木遺跡における住居跡分布の西限の１つをなし

ている。重複関係は，１１１・１２６・１５３号住居跡を切っている。

本住居跡は，全体の削平が著しい。これは，微地形の最も標高の高い場所を占地していることに

起因している。堆積土は，１層しか残っておらず，検出段階で床の半分は露呈していた。このため，

遺構が自然埋没したか，人為的に埋められたかについては，はっきりしない。

床面は，貼床されず，掘形底面のＬ�が平坦に整えられている。カマド周辺には，踏み締まりが

認められた。

本住居跡の平面プランは，正方形を呈している。規模は，東西６．５ｍ，南北６．５ｍを測り，大型の

部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に３２°振れている。

カマドは，西周壁で検出された。位置は，右に大きく偏っており，煙道部は残っていなかった。

燃焼部は，袖長５５�，焚口幅５３�を測るが，袖の残りは，痕跡程度である。底面は，ほとんど焼土

図２４６ ９４号住居跡出土遺物（３）
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� １ｍ�
（１/２５）�

　９５号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
�

　９５号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ６/４　にぶい橙色砂質土�
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ＳＩ１５４�
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ＳＩ０２�
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ＳＩ８８�

０� ６㎝�
（１/３）�１　床面�

２　床面�

化していない。

ピット類は検出されなかった。

遺 物（図２４８，写真５６７）

遺物は，土師器片６４点，鉄製品１点が出土した。図示遺物は，床面の２点である。どちらも，遺

構に伴う。

図２４８－１は，土師器粗製杯になる。手づ

くね土器に分類しようかとも考えたが，口

縁部が横ナデされていることを，ここでは

図２４７ ９５号住居跡

図２４８ ９５号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡

２９６



重視した。体部は，指で押さえただけの簡単な調整が行われているにすぎない。

図２４８－２は，鉄鏃になる。先端が欠損している。

ま と め

本遺構は，自然堤防の西斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。遺構全体の削平が著しく，床面

が露呈していた。平面プランは方形を呈し，規模が大きい。

時期は，床面の土師器から平安時代より溯ることは，確実である。上限は，重複遺構との関係か

ら，栗囲式期に求められる。 （菅 原）

９６号住居跡 ＳＩ９６

遺 構（図２４９，写真２４２・２４３）

本遺構は，Ｍ２２グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，自然堤防

の西斜面肩部である。

本住居跡は，２軒の竪穴住居跡と重複している。その中で最も新しく，１１１・１２２号住居跡を切っ

て，営まれている。

堆積土は，２層に分層された。断面の様子から，遺構は自然埋没したと判断している。床面は，

貼床されず，掘形底面のＬ�がそのまま平坦に整えられている。踏み締まりは，カマド周辺にみら

れたが，それほど強いものではなかった。

検出面と床面の比高差は，１０～１５�を測る。

本住居跡の平面プランは，整った正方形基調を呈している。規模は，東西５．２ｍ，南北５．５ｍを測

り，比較的大型の部類に属している。

住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に２２°振れている。カマドは，北周壁で検出された。位

置は，少し左に偏っている。煙道部は残っていなかった。

燃焼部は，袖長８５�，焚口幅５３�の規模を測る。袖は，床面から１２�の高さが残り，主に褐灰色

砂質土で構築されている。

底面は，３�の厚さで焼土化していた。

ピット類は検出されていない。

遺 物（図２５０）

遺構の残りが良好であった割に，遺物の数は少ない。土師器片１８９点，須恵器片５点がある。図示

遺物２点は，遺構に伴わない。

図２５０－１は，土師器杯になる。口縁部が強く外反する有段丸底杯で，その下端に，鋭い稜線を形

成する。上述のように遺構に伴う資料ではないが，土器自体の特徴は，舞台式～栗囲式古段階に比

定される。

図２５０－２は，須恵器杯の破片である。飛鳥・藤原宮分類の杯Ｇに該当する。底部外面は，手持ち

ヘラケズリ調整されている。

第２章 遺構と遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� １ｍ�
（１/２５）�

　９６号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土（かたくしまりあり，焼土少量）�

　９６号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ６/１　褐灰色砂質土（焼土・炭化物）�
２　２.５ＹＲ６/６　橙色砂質土�
３　７.５ＹＲ６/１　褐灰色砂質土�
�
　９６号住居跡カマド構築土�
１　７.５ＹＲ６/２　灰褐色砂質土�
２　７.５ＹＲ６/２　灰褐色砂質土�
３　７.５ＹＲ５/２　灰褐色砂質土�
４　１０ＹＲ５/１　褐灰色砂質土�
�
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９６号住居跡�

�

Ｙ:５０,９１１�

ＳＩ１２２�

ＳＩ９６�

カマド�

ＳＩ９４�

ＳＩ１２３�

ＳＩ１２６�
� ＳＩ１１１�

Ｘ:１６７,９３３� Ｘ:１６７,９３３�

Ｙ:５０,９０７� Ｙ:５０,９１２�

Ｙ:５０,９１２�

Ｘ:１６７,９３４�

Ｘ:１６７,９２８�

Ｙ:５０,９０９�

Ｙ:５０,９０９�

Ｘ:１６７,９３２� Ｘ:１６７,９３２�

図２４９ ９６号住居跡
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１　�２�
２　�１�

０� ６㎝�
（１/３）�

ま と め

本遺構は，自然堤防の西斜面肩部

に営まれた竪穴住居跡である。整っ

た正方形の平面プランを有している。

時期は，遺構自体からは特定できない。重複遺構との関係を勘案すると，栗囲式期に上限が求め

られる。 （菅 原）

９７号住居跡 ＳＩ９７

遺 構（図２５１，写真２４４～２４６）

本遺構は，Ｎ２３グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。

本住居跡が営まれたのは，後背湿地に面した自然堤防の東斜面肩部である。重複関係は，１０２号

住居跡より新しく，これを切っている。また，南周壁は撹乱で壊されており，残っていなかっ

た。

堆積土は，３層に分層された。この断面の様子から，遺構は自然埋没したと判断している。床面

は，貼床されず，掘形底面のＬ�がそのまま平坦に整えられている。検出面と床面の比高差は，１０

�前後を測る。

本住居跡の平面プランは，正方形基調を呈している。ただ，南周壁は膨らみ気味で，南東隅が，

大きくカーブを描いている。

規模は，東西５．１ｍ，南北５．０ｍを測り，高木遺跡では比較的大型の部類に属する。住居跡方向は，

発掘基準線北に対して，東に５３°振れている。

カマドは，北周壁で検出された。位置は右側に寄っている。煙道部は，ほとんど残っていなかっ

た。燃焼部は，袖長６５�，焚口幅７５０�を測り，縦に細長い平面プランを有している。袖は，粘性の

ある褐色砂質土で構築され，床面から１８�の高さが残っていた。底面の焼土化は，最大で３�を測

る。

ピットは，２個検出されている。Ｐ１は，北周壁ぎわに掘られており，平面プランは，４５�×４４

�の円形をなす。床面からの深さは，２８�である。平坦な底面で，壁は垂直に立ち上がる。Ｐ２は，

カマド中軸線上に掘られており，Ｐ１より少し規模が大きい。７７�×７５�の円形で，床面から１２�

の深さを測る。底面は平坦である。

遺 物（図２５２，写真５６８）

遺構の残りが良好であった割に，遺物の出土数は少ない。土師器片３７７点がある。２点を図示する

ことにした。

図２５２－１は，土師器甕になる。�１出土のため，遺構に伴う資料ではない。器形は，下膨れの胴

部を有しており，口縁部は上から押しつぶされたように，強く反り返っている。外面は，ハケメ調

整されている。

図２５０ ９６号住居跡出土遺物
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（１/５０）

０� ２ｍ�

　９７号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土�
　　　　　　　（焼土塊・焼土粒を含む）天井崩落土�
２　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�

　９７号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ４/６　褐色砂質土�
　　　　　　　（炭化物粒を微量に含む，粘性あり）�

　９７号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土�
２　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
３　１０ＹＲ４/５　褐色砂質土�
�
　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
�
　Ｐ２堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
２　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土�

Ａ
�

撹�

乱�
Ａ
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�

Ｂ�

Ｂ′
�

２�

図２５１ ９７号住居跡
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２　床面�

１　�１�
０� １０㎝�

（１/３）

図２５２－２は，床面出土の土師器

高杯になる。ただ破片のため，こ

れも遺構に伴うかどうか不安が残

る。脚部は短く，中実である。裾

が「ハ」の字状に開いている。杯

部が失われている。

ま と め

本遺構は，後背湿地に面した自

然堤防の東斜面肩部に営まれた竪

穴住居跡である。

正方形の平面プランを有してい

る。

時期は，遺構自体からは特定で

きない。重複する１０２号住居跡の所

見を勘案すると，栗囲式期に上限

が求められると思われる。 （菅 原）

９８号住居跡 ＳＩ９８

遺 構（図２５３～２５５，写真２４７～２５１）

本遺構は，Ｎ２３グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。

周辺の状況から，本住居跡が営まれた場所は，後背湿地に面した自然堤防の東斜面肩部にあたる

位置と推定される。

重複関係は，５４・５５号土坑より新しく，これを切って営まれている。東周壁は撹乱によって壊さ

れ，残っていない。

堆積土は，２層に分層された。断面の様子は，レンズ状堆積したことを示している。このことか

ら，遺構は自然埋没したと判断している。

床面は，貼床されず，掘形底面のＬ�がそのまま平坦に整えられている。検出面と床面の比高差

は，１１～１３�を測る。

本住居跡の平面プランは，方形基調を呈している。ただ，床面積の半分以上が失われ，詳細は不

明である。

規模は，東西２．３ｍ以上，南北６．０ｍを測り，比較的大型のクラスに属している。住居跡方向は，

発掘基準線北に対して，東に２９°振れている。

カマドは，西周壁中央で検出された。煙道部は，長さ１３５�を測り，周壁から直線的に伸びてい

る。燃焼部は，縦に細長い平面プランを有しており，袖長８０�，焚口幅４８�の規模を測る。袖は，

図２５２ ９７号住居跡出土遺物
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０� ２ｍ�
　９８号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土�
２　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�

　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ４/１　褐灰色土�
�

　Ｐ２堆積土�
１　１０ＹＲ４/１　褐灰色砂質土�

　Ｐ３堆積土�
１　１０ＹＲ４/１　褐灰色砂質土�
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�

Ｐ３�

２５６－４�

黄褐色粘質土で構築され，床面から１８�の高さが残っていた。底面の焼土化は，最大で厚さ８�を

測る。

本住居跡のカマドでは，構築材に土師器甕を多用する特徴が認められた。両袖には，土師器甕１

個体がそれぞれ伏せた状態で先端に据えられている（図２５６－５・７）。また，天井部には，土師器

甕３個体が横に連結されて，強化が図られている（図２５７－２～４）。このような類例は，関東地方

に多く，出自が問題になると思われる。

また燃焼部中央では，これとは別に，土師器甕が４個体出土している（図２５６－２・３・６，図２５７

－１）。懸け口に固定された煮炊用とみられるもので，内訳は，大小２個体ずつになっている。当時

の使用状況がうかがえる好材料であろう。

ピットは，３個検出された。平面分布は，西周壁近くに偏っている。

Ｐ１は，北西隅床面にあり，７０�×４１�の楕円形を呈している。床面からの深さは，１９�を測る。

図２５３ ９８号住居跡

第１編 高木遺跡
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２� １�
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２�

（１/２５）�

０� １ｍ�

　９８号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土（焼土粒を少量含む）�
２　７.５ＹＲ３/４　暗褐色砂質土（焼土塊・炭化物粒を含む）�
�

　９８号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ５/４　にぶい黄褐色粘質土�
�

２５７－１�

２５６－２・３�

２５７－２�

２５６－６�

Ｐ２は，カマド右袖前に掘られたもので，１３�×１２�の小さな円形を呈している。床面からの深さ

は，１３�を測る。Ｐ３は，南西隅の床面に掘られている。ちょうど，Ｐ１とは，対照的な位置関係

にあり，両者は主柱穴を構成していた可能性を有している。しかし，掘り込みが浅く，残る２つが

調査区外にあって確認できないことから，断定できない。

遺 物（図２５６～２５８，写真５６８～５７１）

遺物は，土師器片３２５点，須恵器片２点，鉄製品１点が出土した。図示遺物は，１４点である。内容

に偏りがあり，遺構に伴うのは甕ばかりであった。

図２５６－１は，土師器杯になる。口径：底径比の大きな有段丸底杯で，段の位置は，器高の下位に

あり，底部は平底風を呈している。口縁～体部の立ち上がりは，直線的である。この杯は，外面が

ヘラミガキされ，遺構には伴っていない。

図２５６－２～４は，中～小型の土師器甕である。器面調整は，どれも胴部外面がハケメ調整されて

おり，斉一化されている。２は，口径が大きく，全体が下に窄まっていく器形を呈している。３は，

口頸部が「く」の字状に外傾しており，寸胴気味の器形を呈している。４は，胴部の膨らみが大き

図２５４ ９８号住居跡カマド
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９８号住居跡カマド�
　　　遺物出土状況�

く，口縁部が大きく外反する特徴をもっている。

図２５６－５～７，図２５７－１～４は，大型の土師器甕である。ただし，器高３０�を越えるものはなく，

ほとんどが長胴甕というにはためらわれる器形の資料である。

図２５６－５～７，図２５７－１は，そのなかでも，最も胴部の短いグループで，器高２０�前後を測る。

胴部に膨らみがあり，大きな口頸部が「ハ」の字状に開くため，上から押し潰されたような印象を

受ける。胴部外面は，ハケメ調整され，このうちの図２５６－６と図２５７－１には，底部外面に木葉痕

が観察される。

図２５７－２は，上述の３点より少し胴部が長く，外面は，本住居跡の甕としては例外的なナデ調整

が施されている。図２５７－３は，器高２８．４�を測り，長胴甕らしい様相を呈している。頸部が広く，

胴部上位に膨らみがないため，器形全体に締まりの無い印象を受ける。胴部外面は，ハケメ調整さ

れている。

残る図２５７－４は，中膨らみの胴部に，「く」の字状の口頸部が付く。胴部外面は，ハケメ調整さ

れている。

図２５８－１は，胴部下半を欠く土師器甕になる。他と違って，口縁部の立ち上がりが緩やかで，器

壁が薄い。したがって，甑の可能性もある。ただし，遺存状態の制約のため，確かめることはでき

ない。

図２５８－２は，器種不明の須恵器口縁部になる。壺や瓶になるのだろうか。外面に端整な波状文が

図２５５ ９８号住居跡カマド遺物出土状況

第１編 高木遺跡
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　�１�

２　カマド底面�

６　カマド底面�

４　床面�

３　カマド底面�

５　カマド袖構築材�

７　カマド袖構築材�

図２５６ ９８号住居跡出土遺物（１）
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　カマド底面�

２　カマド天井部構築材�

４　カマド天井部構築材�

３　カマド天井部構築材�

図２５７ ９８号住居跡出土遺物（２）
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０� １０㎝�
（１/３）�

０� ３㎝�
（１/２）�

１　床面�

２　�１� ３　�１�

施されている。

図２５８－３は，鉄製刀子の破片になる。両

端を欠いており，全体の特徴は知ることが

できない。錆膨れが激しい。

ま と め

本遺構は，自然堤防の東斜面肩部に営ま

れた竪穴住居跡である。

東半分は，失われていた。このため，全

体の規模と平面プランは知ることができな

かった。

本住居跡のカマドは，構築材に土師器甕

を多用する特徴が認められた。袖の先端と

天井部に５個体が使用されている。

時期は，栗囲式期に位置付けておきたい。

（菅 原）

９９号住居跡 ＳＩ９９

遺 構（図２５９・２６０，写真２５２・２５３）

本遺構は，Ｍ２３・Ｎ２３グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれた場所は，自然堤防の中

央で，栗囲式期の集落区画溝＝５号溝跡とは至近距離に位置している。重複関係は，１００・１５８・１６１

・１７８号住居跡，４１号土坑より新しく，それらを切って営まれている。

東周壁が失われていたが，全体としては，本住居跡の遺存状態は良好である。

堆積土は，３層に分層された。断面は，レンズ状堆積したことを示している。このことから，遺

構は自然埋没したと判断している。

床面は，貼床されず，掘形底面のＬ�がそのまま平坦に整えられている。検出面と床面の比高差

は，１５～２０�を測る。

本住居跡の平面プランは，方形基調を呈している。規模は，東西５．５ｍ以上，南北６．１ｍ以上を測

り，高木遺跡では比較的大型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に１１°振れ

ている。

カマドは，西周壁中央で検出された。煙道部は，ほとんど残っていない。燃焼部は，袖長７０�，

焚口幅３８�の規模を有している。袖は，褐色砂質土で構築され，床面から２５�の高さが残っていた。

構築土には，炭化物・焼土が含まれている。底面の焼土化は，厚さ３�を測った。

ピットは，北周壁側で２個検出された。６０�の間隔を開け，東西に並んでいる。Ｐ１は，４５�×

４０�，深さ２２�を測る。Ｐ２は，７０�×５８�，深さ１２�を測る。性格は，不明である。

図２５８ ９８号住居跡出土遺物（３）
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

　９９号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土（焼土粒・炭化物粒を微量に含む）�
２　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土（炭化物粒を微量に含む）�
３　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色土�

　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色土�
　（黄褐色土塊を多量含む）�

　Ｐ２堆積土�
１　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色砂質土�

Ａ�

１�

１�

１�

２� ２�３� ３�

２０８.８０ｍ�
�

Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

Ｂ�２０８.５０ｍ�
�

Ｂ′�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

Ｃ�２０８.３０ｍ� Ｃ′�

Ｃ
�

Ｃ
′
�

９９号住居跡�

�

ＳＩ９９�

Ｐ１�
�

Ｐ１�
�

Ｐ２�

Ｐ２�

ＳＩ９８�

Ｘ:１６７,９１５� Ｘ:１６７,９１５�

Ｙ:５０,９１４�

Ｙ:５０,９１４�

Ｙ:５０,９２０�

Ｙ:５０,９２０�

Ｘ:１６７,９０９�
�

Ｘ:１６７,９０９�
�

ＳＩ１０１�

ＳＩ１００�

ＳＩ６１�
ＳＩ１５８�

ＳＩ１７８�

ＳＩ９７�

遺 物（図２６０，写真５７１）

遺物は，土師器片８２７点，須恵器片４点，土製品１点が出土した。図示遺物は，８点である。遺構

に伴うのは１点だけで，他は�１から出土した。

図２６０－１～５は，土師器杯になる。床面出土の２は，口縁部下端に段を形成せず，内面はナデ調

整だけで仕上げられている。１も，これと同様の特徴を備えており，本来は遺構に伴う遺物であっ

たと考えられる。３・４は，通有の有段丸底杯で，栗囲式に比定される。５は，器高の高い椀タイ

プである。須恵器杯模倣杯の可能性が指摘される。

図２６０－６は，須恵器の口縁部片になる。外面に沈線がみられる。杯であろうか。

図２６０－７は，須恵器杯蓋になる。口径１４．２�に復元できる。口縁部が「ハ」の字状に開く，特徴

図２５９ ９９号住居跡
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０� １０㎝�
（１/３）�

０� ３㎝�
（１/２）�

０� １ｍ�
（１/２５）�

　９９号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土（焼土粒を含む）�
２　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土（焼土塊・焼土粒を多量に含む，�
　　　　　　　　炭化物を含む）天井崩落土�

　９９号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ４/６　褐色砂質土�
　　　　　　　（炭化物粒・焼土粒を微量に含む，粘性あり）�

１�

Ａ�

１�

１� １�

２�

石�

土器�

２０８.６０ｍ� Ａ′�

Ａ�

Ａ′�

Ｂ�

１　�１�

�

２　床面�

�

３　�１�

�

４　�１�

�

５　�１�

�

６　�１�

�

７　�１�

�

８　�１�

Ｂ′�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

２０８.６０ｍ�

９９号住居跡カマド�

Ｘ:１６７,９１３�
�

Ｙ:５０,９１４�

Ｙ:５０,９１４� Ｙ:５０,９１５�

Ｘ:１６７,９１１�
�

Ｘ:１６７,９１１�
�

的な器形を呈している。天井部外面は，回転ヘラケズリ調整されている。

図２６０－８は，土製勾玉になる。表面は，ヘラミガキ・黒色処理されている。

ま と め

本遺構は，自然堤防の中央に営まれた竪穴住居跡である。南側の至近距離に，栗囲式期の集落区

画溝跡がある。カマドは，西周壁中央に付設されていた。

時期は，床面の遺物が通有の土師器杯でないため，判断が難しい。上限は，栗囲式期の住居跡を

切っていることから，ここに設定することが可能である。 （菅 原）

図２６０ ９９号住居跡カマド・出土遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

　１００号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土�
２　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
３　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
４　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
�

１
�
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１００号住居跡�

２６３－８�

�

２６４－１�

�

２６３－１１�

�

ＳＩ１００�

ＳＩ１０１�

�

ＳＩ１６１�

�

ＳＩ９９�

ＳＩ９９�

２６３－１０�

Ｙ:
５０
,９１７
�

Ｘ:
１６７
,９１８
�

Ｙ:
５０
,９１５
�

Ｘ:
１６７
,９１２
�

�

Ｙ:
５０
,９１１
�

Ｘ:
１６７
,９１２
�

�

１００号住居跡 ＳＩ１００

遺 構（図２６１・２６２，写真２５４・２５５）

本遺構は，Ｍ２３グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれた場所は，自然堤防の中央で，

栗囲式期の集落区画溝＝５号溝跡とは至近距離にある。重複関係は，９９号住居跡に切られ，１０１号住

居跡を切っている。この重複で，遺構の南東隅は破壊されている。

堆積土は，４層に分層された。断面は，レンズ状堆積の様相を呈しており，このことから，遺構

図２６１ １００号住居跡

第１編 高木遺跡

３１０



１００号住居跡カマド�

１�

３�

２�
１�

１�

Ａ
�

Ａ
′
�

Ｂ�

Ｂ′�

２０８.６０ｍ�
Ａ� Ａ′�

２０８.６０ｍ�
Ｂ� Ｂ′�

０� １ｍ�
（１/２５）�

　１００号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
　　　　　　　（焼土粒・炭化物粒を微量に含む）�
２　７.５ＹＲ４/４　褐色砂質土�
　　　　　　　（焼土粒・炭化物粒を含む）天井崩落土�
３　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�

　１００号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ４/６　褐色砂質土（炭化物粒を微量に含む）�

Ｙ:
５０
,９１４
�

Ｘ:
１６７
,９１３
�

Ｙ:
５０
,９１２
�

Ｘ:
１６７
,９１３
�

Ｙ:５
０,９１
２�
Ｘ:１
６７,９
１２
�

２６３－１０�

は自然埋没したと判断している。床面は，貼床されず，掘形上面のＬ�がそのまま平坦に整えられ

ている。検出面と床面の比高差は，８～２０�を測る。

本住居跡の平面プランは，整った正方形を呈している。規模は，東西７．０ｍ，南北７．２ｍを測り，

高木遺跡では大型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に２７°振れている。

カマドは，本遺跡では珍しく，南周壁中央で検出された。煙道部は，残っていなかった。燃焼部

は，袖長８７�，焚口幅４８�の規模を有している。袖は，褐色粘質土で構築され，床面から２６�の高

さが残っていた。構築土には，微量の炭化物が含まれている。底面の焼土化は，３�の厚さを測っ

た。

ピット類は，検出されていない。

遺 物（図２６３・２６４，写真５７１～５７３）

遺物は，土師器片８２８点，須恵器片６点，土製品１点，石製品１点が出土した。図示遺物は，１５点

である。

図２６３－１～７は，土師器杯になる。このうち，１～６は有段丸底杯に分類される。１・２は，底

径が大きく，口縁部の立ち上がりが急である。１の内面は，ナデ調整で仕上げられており，２の外

面は，ヘラミガキ調整が加えられている。２・３・６は，口縁部の内湾する器形を呈している。こ

の中で，６は段の位置が器高中央にあり，深めの印象を与えるつくりとなっている。５は，口縁部

が強く外反するのが特徴で，外面の段は明瞭である。７は，椀状の器形を呈した大型品であり，口

縁部は短く内傾している。

図２６３－８は，小～中型の土師器甕になる。上半部を欠いているので，器形全体の特徴が分からな

い。球胴甕だろうか。胴部外面は，ナデ調整されている。

図２６２ １００号住居跡カマド
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被熱範囲�

４　床面�

７　床面� ８　床面�

１１　床面�

１２　�１�

１　�１� ２　�１� ３　�１�

５　�１� ６　�１�

９　�１�

１０　カマド�１�

０� １０㎝�
（１/３）�

図２６３ １００号住居跡出土遺物（１）
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１　床面�

２　�１�

３　�１�

０� １０㎝�
（１/３）�

０� ３㎝�
（１/２）�

図２６３－１０・１１は，大型の土師器甕になる。１０は口径が大きく，胴部中央が膨らんで，下半部が強

く窄まる器形を呈している。頸部の括れはなだらかで，緩いカーブを描いて口縁部へ移行している。

胴部外面は，ハケメ調整である。１１は，球胴甕に分類される。頸部は，直立気味に外傾しており，

口縁部は，わずかに外反する。胴部外面は，ナデ調整が施されている。

図２６３－９，図２６４－１は，須恵器甕の破片資料になる。図２６３－９は，頸部が「く」の字状に強く

折れ曲がり，口縁端部が上下に挽き出されている。図２６４－１は，頸部外面に波状文が巡り，胴部は，

外面にタタキメ・カキメ，内面に同心円アテメが観察される。

図２６４－２は，須恵器提瓶になる。円盤閉塞した側の胴部片とみられ，内面に絞りめが観察される。

外面は，同心円文の中に櫛歯状列点文が施されている。

図２６３－１２は，羽口になる。両端が欠損しているが，被熱痕は明瞭に観察される。

図２６４－３は，石製紡錘車になる。片面が破損している。

ま と め

本遺構は，自然堤防の中央に営まれた竪穴住居跡である。南側の至近距離に，栗囲式期の集落区

画溝跡がある。平面プランは正方形を呈しており，規模が大きい。カマドは，本遺跡には珍しく，

南周壁中央に付設されていた。

時期は，床面の遺物から栗囲式期と考えている。 （菅 原）

図２６４ １００号住居跡出土遺物（２）
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１０１号住居跡 ＳＩ１０１

遺 構（図２６５・２６６，写真２５６・２５７）

本遺構は，Ｍ２２・２３グリッドで検出された竪穴住居跡である。平面プランの全体が判明し，定量

の共伴遺物にも恵まれた。

本住居跡が営まれた場所は，自然堤防の中央で，栗囲式期の集落区画溝＝１・５号溝跡の至近距

離である。

重複関係は，１００号住居跡・５７号土坑に切られている。これにより，北周壁付近を除く遺構全体が，

上部削平されている。また，１５７号住居跡ともわずかに重複しているが，これとの関係については，

本住居跡のほうが新しい。

堆積土は，４層に分層された。断面は，レンズ状堆積の様相を呈しており，このことから，遺構

は自然埋没したと判断している。

床面は，貼床されず，掘形底面のＬ�がそのまま平坦に整えられている。とくに顕著な踏み締ま

りは認められなかった。西周壁でみると，検出面と床面の比高差は，２５�を測る。周壁の立ち上が

りは，急角度であった。

本住居跡の平面プランは，東西に長い方形基調を呈している。規模は，東西６．４ｍ，南北５．９ｍを

測り，高木遺跡では大型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に４０°振れてい

る。

カマドは，西周壁中央で検出された。煙道部は，ほとんど残っていなかった。燃焼部は，袖長７８

�，焚口幅６０�の規模を有している。

袖は，にぶい黄褐色粘質土で構築され，床面から１７�の高さが残っていた。構築土には，微量の

炭化物が含まれている。底面の焼土化は，５�の厚さを測った。

ピット類は，検出されていない。

遺 物（図２６７・２６８，写真５７３・５７４）

遺物は，土師器片５８９点，須恵器片２点，土製品１点が出土した。

図示遺物は，１１点である。そのうち遺構に伴うのは，図２６７－１・７，図２６８－２の破片資料３点だ

けである。

本住居跡では，良好な資料は�４から得られている。西周壁ぎわで６個体が出土し，住居廃絶後

間もない段階の堆積土一括遺物と見なせる（図２６５下段）。

図２６７－１・２は，有段丸底の土師器杯になる。１の器形は，口縁部が外反し，口縁部下端に鋭い

稜線を形成している。外面はヘラミガキ調整である。２は，器高が深く，口縁部が内湾するもので，

端部は肥厚している。この杯では，外面がヨコナデ調整のあと，ヘラミガキ調整されていない。こ

の点で，１とは違っている。

図２６７－３は，土師器鉢になる。口縁部～体部が直線的に開き，外面は，ハケメ調整されている。
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１０１号住居跡�

遺物出土状況�

３� １�

土器�

２� ４�

土師器�

２０８.８０ｍ�
Ａ� Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

０� ２ｍ�
（１/５０）�

　１０１号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色土�
２　１０ＹＲ３/２　黒褐色土（焼土粒・炭化物粒を少量含む）�
３　１０ＹＲ４/１　褐灰色土�
４　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�

２６７－５�
２６７－６� ２６７－４�

２６７－２�

２６７－３�

２６７－８�

Ｙ
:５０,９１６

�Ｘ
:１６７,９１９

�

Ｙ
:５０,９１３

�

Ｘ
:１６７,９２２

�

Ｙ
:５０,９１１

�

Ｘ
:１６７,９１５

�

ＳＩ１０１�

ＳＩ１２５� ＳＩ１９９�

ＳＩ１００�

ＳＩ１５７�

ＳＩ１４４�

ＳＫ５７�

ＳＩ９９�

図２６５ １０１号住居跡
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１０１号住居跡カマド�

土器�
１�

１�
２�

１�

２０８.６０ｍ�
Ｂ� Ｂ′�

Ｂ� Ｂ′�
Ａ
�

Ａ
′
�

２０８.６０ｍ�Ａ� Ａ′�

０� １ｍ�
（１/２５）�

　１０１号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色土（流入土）�
２　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色土�
　 （焼土粒・炭化物粒を少量含む）天井崩落土�

　１０１号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ５/４　にぶい黄褐色粘質土�
　　　　　　　（炭化物粒を微量に含む）�

Ｙ
:５０,９１０

�

Ｘ
:１６７,９２０

�

Ｙ
:５０,９１１

�

Ｘ
:１６７,９１９

�

Ｙ
:５０,９１０

�

Ｘ
:１６７,９１９

�

２６７－７�

２６７－７�

また，内面にも，ヘラナデ前のハケメ調整痕が部分的に観察される。この土器は，剥離したような

外面の荒れた様子から，煮炊具の可能性が高いと考えている。

図２６７－４は，土師器小型甕になる。器形の特徴は，口縁部～胴部が変化に乏しく，逆台形を呈し

ている。また，土器全体には歪みが認められる。器面調整は，胴部外面がハケメ調整されており，

煮炊痕跡を明瞭にとどめている。

図２６７－５～７は，土師器長胴甕になる。これらは，外面の器面調整がハケメに統一されている。

５は，当該器種の典型的なもので，胴部最大径は，中位にある。６は，胴部径が口径を大きく上回っ

ており，胴部の膨らみが強い。ただし，球胴甕に分類できるほど横幅は広くない。７は，長胴甕に

は違いないが，口縁部が大きく開き，胴部は張りを消失している。当該器種の変遷の中では，後出

的な位置付けが与えられると思われる。

図２６７－８は，土師器甑になる。単孔式の大型品で，胴部は膨らみをもたない。口縁部は直立気味

に立ち上がり，頸部がまったく括れない。胴部外面はナデ調整され，底部付近では，さらに縦位の

ヘラケズリ調整が施されている。

図２６８－２は，須恵器甕の口縁部片になる。端部は下に折り曲げられており，隆帯状に仕上げられ

ている。外面に波状文がみられる。

図２６８－３は，須恵器杯身と考えている。しかし，破片のため，杯蓋の可能性もある。外面は，回

転ヘラケズリ調整が施されている。

図２６８－１は，羽口になる。吸気部の破片で，ラッパ状に開いている。外面に溶着滓が付着してい

る。また，被熱痕が認められる。

図２６６ １０１号住居跡カマド
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１　床面�

２　�４� ３　�４�

４　�４�

５　�４�

６　�４�

８　�４�

７　�１，カマド�

０� １０㎝�
（１/３）�

図２６７ １０１号住居跡出土遺物（１）
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２　床面�

１　�４�

３　�１�

０� ６㎝�
（１/３）�

溶着滓付着範囲�

被熱範囲�

ま と め

本遺構は，自然堤防の中央に営まれた竪

穴住居跡である。

南側の至近距離に，栗囲式期の集落区画

溝＝１・５号溝跡がある。

平面プランは，整った方形を呈しており，

規模が大きい。

しかし，その割りには貯蔵穴や柱穴が検

出されず，内部構造は簡素であった。

時期は，共伴遺物の特徴から，栗囲式期

と考えている。 （菅 原）

１０２号住居跡 ＳＩ１０２

遺 構（図２６９・２７０，写真２５８～２６１）

本遺構は，Ｍ２２・２３，Ｎ２２・２３グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれた場所は，後背湿

地に面した自然堤防の東斜面肩部にあたると推定される。重複関係は，９７号住居跡・５６号土坑に切

られ，１４４号住居跡を切っている。

堆積土は，３層に分層された。断面は，レンズ状堆積の様相を呈している。このことから，遺構

は，自然埋没したと判断している。床面は，貼床されず，掘形底面のＬ�がそのまま平坦に整えら

れている。とくに顕著な踏み締まりは，認められなかった。検出面と床面の比高差は，１５～１８�を

測る。

本住居跡の平面プランは，東西に長い方形基調を呈している。規模は，東西６．２ｍ，南北６．０ｍを

測り，高木遺跡では大型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に１８°振れてい

る。

カマドは，本遺跡には珍しく，南周壁で検出された。位置は，左に偏っている。煙道部は，ほと

んど残っていなかった。燃焼部は，袖長７０�，焚口幅４１�の規模を有している。袖は，褐色砂質土

で構築され，床面から１５�の高さが残っていた。底面はほとんど焼けていなかったので，範囲の図

示はしていない。

このカマドの燃焼部前では，破砕された土師器甕が，床面に敷かれた状態で出土している（写真

２６０）。

ピットは，８個検出された。このうち，Ｐ１・３・４・６は，主柱穴と考えられる。住居跡隅を

対角線上に結んだ位置に，規則正しく配置されており，本住居跡が４本柱構造であったことを示し

ている。各柱穴の規模は，径３０～４２�の円形を呈しており，床面から２１～４０�の深さがある。また，

芯々間の距離は，Ｐ１－Ｐ３間が４．１ｍ，Ｐ３－Ｐ４間が３．７ｍ，Ｐ４－Ｐ６間が３．６ｍ，Ｐ１－Ｐ６

図２６８ １０１号住居跡出土遺物（２）
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

１０２号住居跡�

Ａ�

３� ２� １�

１�

１�
１�

１� １�

１�

１�

２�石�

Ａ′�

Ｂ�

Ｂ′�

Ｃ�
Ｃ′�

Ｅ
�

Ｅ
′
�

Ｄ�

Ｄ′�

Ａ�

Ａ′�

２０８.６０ｍ�

Ｂ�

１�

Ｂ′�２０８.５０ｍ�
Ｃ� Ｃ′�
２０８.５０ｍ�

Ｄ� Ｄ′�
２０８.５０ｍ�

Ｅ� Ｅ′�
２０８.５０ｍ�

　１０２号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
２　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
３　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土�
�
　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�

　Ｐ２堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
�
　Ｐ３堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　にぶい黄褐色砂質土�
�
　Ｐ４堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�

　Ｐ５堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土�
�
　Ｐ６堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
�
　Ｐ７堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
�
　Ｐ８堆積土�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�

Ｙ:５０,９２０�

Ｘ:１６７,９２５�

Ｙ:５０,９２６�

Ｘ:１６７,９２５�

Ｙ:５０,９２６�

Ｘ:１６７,９１９�

Ｙ:５０,９２０�

Ｘ:１６７,９１９�

ＳＫ５６�

ＳＩ９７�

ＳＩ１４４�

ＳＩ１００�

ＳＩ１０２�

Ｐ１�

Ｐ１�

Ｐ２�

Ｐ２�

Ｐ３�

Ｐ３�

Ｐ８�

Ｐ８�

Ｐ７�

Ｐ７�

Ｐ６�

Ｐ６�

Ｐ５�

Ｐ５�

Ｐ４�

Ｐ４�

図２６９ １０２号住居跡
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１０２号住居跡カマド�

１０２号住居跡遺物出土状況�

Ｂ�

１�
１�

Ｂ′�

Ｂ�

Ｂ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

２０８.４０ｍ�

Ａ�

３� ２�
１�

Ａ′�
２０８.５０ｍ�

　１０２号住居跡カマド堆積土�
１　７.５ＹＲ４/３　褐色砂質土�
　　　　　　　（焼土粒を含む）天井崩落土�
２　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
３　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�

　１０２号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土�

Ｙ:５０,９２２�

Ｘ:１６７,９２０�

Ｙ:５０,９２４�

Ｘ:１６７,９２０�

Ｙ:５０,９２４�

Ｘ:１６７,９１８�

Ｙ:５０,９２２�

Ｘ:１６７,９１８� ０� １ｍ�
（１/２５）�

２７１－６�

２７１－１０�

２７１－９�

２７１－５�

２７１－２�

２７１－３�

２７１－７�

２７１－８�

間が３．３ｍを測る。

その他の４個は，補助柱穴であろうか。Ｐ７とＰ８は，２．０ｍの間隔をあけて西周壁ぎわに掘られ

ている。入り口に関わる施設の可能性が想定される。また，Ｐ５はＰ６の東脇に，Ｐ２はＰ１とＰ

３のほぼ中間にあり，それぞれ，主柱穴に付属する配置の在り方を示している。

遺 物（図２７１，写真５７４～５７６）

遺物は，土師器片９７７点，土製品３点が出土した。図示遺物は，１０点である。そのうち，図２７１－１

を除く９点が，遺構に伴っている。それらの出土状況を観察すると，カマドには土器が残されてお

図２７０ １０２号住居跡カマド・遺物出土状況
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０� １０㎝�
（１/３）

２　床面�

３　床面�

４　床面�

５　床面�

６　床面�

７　床面�

８　床面�

１０　床面�
９　床面・�１�

１　�１�

図２７１ １０２号住居跡出土遺物
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らず，その周囲に，甕やカマド構築材の円筒状土製品が散らばっていた。このことから，住居廃絶

時にカマドが壊されたと推定している。

図２７１－１～４は，有段丸底の土師器杯になる。４を除いて，外面はヘラミガキされている。１は，

口縁部が内湾気味に立ち上がり，内面の口縁部下端に稜が認められる。２は，口縁部が強く外反し

ており，外面の口縁部下端は鋭い稜が形成されている。この土器は，カマド右脇床面に，２点の円

筒状土製品と置き去りにされていた。３は，器高が高く，須恵器杯身模倣と考えられる。南東隅床

面に正立していた。

図２７１－５・７は，土師器小甕になる。５は，特異な形態で器種分類に迷ったが，一応当該器種に

含めておいた。ただ，器面の状態から，煮炊具でなかったことは確かである。底部内面を観察して

みると，中央に表面の潰れが認められ，支脚の高さ調節のために，この土器が上に被せられていた

と推定される。このような類例は，群馬県三ツ寺�遺跡でも報告されている。７は球胴甕になる。

外面は，ヘラケズリされているが，５より丁寧に行われている。頸部は直立し，口縁端部が強く外

反する。

図２７１－８は，土師器長胴甕になる。下半を欠く。胴部中位に最大径があるとみられ，かなり細長

い器形になると推定される。外面は，ナデ調整されている。

図２７１－６・９・１０は，円筒状土製品になる。６と９は，当該品としては器高が低く，天井部構築

材であったとは考えられない。数からみて，袖の補強材と考えるのが妥当であろうか。１０は，天井

部構築材と推定される。

ま と め

本遺構は，自然堤防の東斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。南側に，栗囲式期の集落区画溝

＝１・５号溝跡がある。

平面プランは，整った方形を呈しており，規模が大きい。柱穴は４本構造で，さらに，補助柱穴

が認められる。住居廃絶に際して，カマドは壊されていた。

時期は，共伴遺物の特徴から，栗囲式期と考えている。 （菅 原）

１０３号住居跡 ＳＩ１０３

遺 構（図２７２～２７４，写真２６２～２６７）

本遺構は調査区北部のＮ２０－３８・４８・４９・５８・５９グリットから検出された竪穴住居跡である。複数

の住居跡と重複しているが，本住居跡は他の住居跡よりも深く掘り込まれていたため，比較的良好

な遺存状態であった。他の住居跡との関係は１０４号住居跡→１０３号住居跡→５９号住居跡→５８号住居跡と

なり，床面しか検出できなかった１０４号住居跡を掘り込んで造られている。

本住居跡は５９号住居跡の床面から北周壁部分を確認し，それに対応する東・南周壁をＬ�中から

検出できたため竪穴住居跡として調査を行った。本住居跡の東側はＬ�を掘り込んでいたが，河川

側の西周壁部分はＬ�が厚く堆積しており，住居跡内堆積土との判別が困難で西周壁は確認できな
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� １ｍ�
（１/２５）�

１０３号住居跡�

遺物出土状況�

Ａ�

１�
２�

３� ３� ３� ３�

カマド�１�

１�

１�

１�

１�

２�

撹乱�

Ａ′�

Ｅ� Ｅ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

Ｄ
�

Ｄ
′
�

Ｃ�

Ｃ′
�

２０８.６０ｍ�

Ｅ� Ｅ′�２０８.３０ｍ�

Ｂ� Ｂ′�２０８.４０ｍ�

Ｃ� Ｃ′�２０８.３０ｍ�

Ｄ� Ｄ′�２０８.３０ｍ�

　１０３号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂�
２　１０ＹＲ４/１　褐灰色砂�
３　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂�
　　　　　　　（黒褐色土の塊少量含む，ややしまりあり）�
�
　Ｐ１～３堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂�

　Ｐ４堆積土�
１　１０ＹＲ３/１　黒褐色砂�
　　　　　　 （骨片・焼土・炭化物を少量含む）�

Ｙ:５０,９５４�

Ｘ:１６８,０２４�

Ｙ:５０,９５４�

Ｘ:１６８,０１９�

Ｙ:５０,９４８�

Ｘ:１６８,０１９�

Ｙ:５０,９４９.５�

Ｘ:１６８,０２３�

Ｙ:５０,９５０.５�

Ｘ:１６８,０２３�

Ｙ:５０,９４９.５�

Ｘ:１６８,０２２�
Ｙ:５０,９５０.５�

Ｘ:１６８,０２２�

ＳＩ５８�

ＳＩ５９�

ＳＤ０４�

ＳＩ１０４�

ＳＩ１０３�

Ｐ１�

Ｐ１�

Ｐ２�

Ｐ２�

Ｐ３�

Ｐ３�

Ｐ４�

Ｐ４�

ト
レ
ン
チ�

石�

撹　　乱�

撹乱�

撹　乱�

撹　乱�

撹
乱�

図２７２ １０３号住居跡
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１０３号住居跡遺物出土状況�

２７６－１�

２７５－２�

２７５－９�

２７５－１０�

２７５－８�
２７５－７�

２７５－６�

かった。また，北西隅は４号溝跡で破壊されており，住居跡を分断するように水道管が通っている。

住居跡内堆積土は３層に分層でき，�１の灰黄褐色砂が住居跡全体に堆積している。�３は�１

と同じ灰黄褐色砂であるが，黒褐色土塊を含んでおり，床面上に薄く堆積する。また�２の褐灰色

砂は�３の堆積後にカマド方向から流れ込んでおり，住居跡内堆積土は自然堆積と考えられる。本

住居跡の大きさは東周壁で約５．３ｍ，南周壁の遺存する部分で約４．８ｍを測り，一辺が約５ｍの正方

形の住居跡と考えられる。北周壁のほぼ中央にカマドがあり，主軸方位はＮ８°Ｅと，ほぼ真北に軸

をあわせて造られている。住居跡の深さは約２５�ほどで，周壁はほぼ直立する。床面は平坦で，貼

床等は確認できなかった。

床面からは位置的に柱穴跡の可能性のある小ピット４基を検出したが，１～３号ピットはいずれ

も浅く，住居跡と同様の灰黄褐色砂が堆積している。一方，北西隅から検出した４号ピットは，床

面からの深さが約４０�と他のピットより深く掘り込まれており，上端は大きく崩落しているが底部

近くからは柱状の掘形が確認できた。堆積土は黒褐色砂の１層で，柱材は建て替えの際に抜き取ら

れ，上端の崩落はその際に生じたとも推測できる。４号ピットは主柱穴のうちのひとつである可能

性が高い。そのため，本住居跡は対角線に並ぶ４ないし５本の支柱穴を持ち，他の検出したピット

も位置的には柱穴跡の可能性があると考えられる。また，４号ピットの西側からは焼土跡が確認さ

れたが，本住居跡に関わるものかどうか判断できなかった。

カマドは北周壁に付設され，カマド袖は壁面から約１ｍほど住居内に張り出し，煙道は住居の外

側に約８０�ほど延びている。カマド内堆積土は焼土・炭化物塊を含んだ黒褐色砂で，煙道部内には

図２７３ １０３号住居跡遺物出土状況
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０� １ｍ�
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１０３号住居跡カマド�

カマド遺物出土状況�
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　１０３号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂（焼土・炭化物塊を少量含む）�
２　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂�
３　１０ＹＲ３/１　黒褐色砂（焼土塊多量含む）�
４　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色粘土（しまりあり）�
５　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂�
６　７.５ＹＲ３/１　黒褐色粘質土�
　　　　　　　（にぶい黄褐色粘土・焼土・骨片を多量含む）�
７　７.５ＹＲ３/１　黒褐色砂（にぶい黄褐色粘土・焼土を多量含む）�
８　７.５ＹＲ３/３　暗褐色土�
９　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂（炭化物・骨片を多量含む）�

Ｙ:５０,９５２�

Ｘ:１６８,０２５�

Ｙ:５０,９５２�

Ｘ:１６８,０２３�

Ｙ:５０,９５１�
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５
－
４
� ２７
５
－
１２
�

２７６－２�
２７５－１１�

２７５－１１�

２７５－１２�
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レ
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チ�

図２７４ １０３号住居跡カマド
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にぶい黄褐色砂が堆積していた。カマドの燃焼部底面はほぼ平坦であるが，そこから煙道にかけて

緩やかに傾斜しており，煙を屋外に出していたようである。燃焼部底面の中央には支脚が設置され

ており，その手前の焚口付近が著しく熱を受けて赤変していた。赤変した底面上からは図２７５－４に

図示した高杯が伏せた状態で出土している。煙道は基本土層を掘り込んでそのまま使用されていた

が，燃焼部は粘土質の構築土を選択して造られている。特にカマド袖は土師器の甕を芯材にして，

しまりのある黄褐色の粘土で覆っている。また，用いられる構築土には焼土塊を含んでいる。

カマド燃焼部の外側には，床面を浅く掘り込んだ窪地状になるところがあり，そこからは煮炊具

である甕を中心に数個体の土器が出土している。その窪んだところは焚口から少し東袖に寄った位

置にあり，カマド近くに用具類を一括して収納していたものと考えている。

遺 物（図２７５・２７６，写真５７６～５７８）

本住居跡からは多数の遺物が出土している。その位置により大きく２群に分けることができ，ひ

とつはカマドの焚口に隣接した窪んだところから出土したもので，もうひとつは２号ピットの西側

の床面からまとまって出土したものである。

前者のカマド脇から出土した遺物のうち，図示したものは５点で，それぞれ平面図に出土状況を

示している。図２７５－５は杯であったが，図２７５－８～１０，図２７６－１の４点は甕であり，どの甕も熱

を受けた痕跡が認められ，カマドでの煮炊用の調理具とみられる。出土した甕は，いずれも器形や

法量が異なり，大中小の大きさが揃っていることから，用途別に使用されていたことが推測される。

後者の出土遺物は２号ピットと４号ピットに挟まれた位置から，床面に貼り付いたような状態で

出土している。そのうち図示した遺物は図２７５－６・７の２点である。７はほぼ完形の小型甕で口縁

部を下にして伏せて出土しているが，他は床面に押しつけられてつぶされたような状態であった。

そこからは甕類と思われる数個体分が細かい破片となって出土している。また，それらの遺物は床

面上に部分的に僅かに堆積する黒褐色土に覆われていた。

他にも本住居跡からの出土遺物には，両カマド袖の芯材として土師器の甕が転用されているなど，

出土状況の良好なものが多い。そのような遺物の中から図示したものは土師器６点と，土製品１点

であり，以下にそれぞれの特徴を述べていくこととする。

図２７５－１～３，５・６の５点は土師器の有段丸底の杯で，３・６を除いた３点が内面黒色処理さ

れている。１・３は口縁部が大きく開くが，それ以外の３点は須恵器の模倣杯とみられる。２は口

縁部が短く外傾し，５は短く直立するが，どちらも杯蓋の模倣とみられる。２は４号ピットの北側

から出土している。６は大きく直立しており，杯身を模倣しているようである。

図２７５－４は高杯で，杯部は半球形で，脚部は短く「ハ」の字に開いている。この高杯はカマド燃

焼部底面から出土したもので，廃絶時に故意に置かれたものと考えている。

図２７５－７～１１，図２７６－１・２は土師器の甕で，どの甕も体部外面はハケメ調整されるが，口縁部

と体部との境が不明瞭なものが多い。甕の大きさは図２７５－７・９などの小型のものから，図２７６－

１・２などの長胴のものまであり，図２７５－７を除き煮炊具として使用されていた痕跡が認められる。
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０� １０㎝�
（１/３）

１　堆積土�

２　床直�

３　カマド�

４　カマド�

５　カマド�

６　床直�

７　床直�

８　床面�

９　カマド�

１０　床直，カマド�
１１　カマド・�
　　カマド袖芯材�

１２　カマド�

被熱範囲�

図２７５ １０３号住居跡出土遺物（１）
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０� １０㎝�
（１/３）１　カマド�

２　カマド袖芯材�

底部は熱を受けて遺存状態がよくないが，周縁に粘土を貼るものが多い。

図２７５－１２は土製品の支脚で，カマド内に設置されていたものである。３分の２が埋められていた

状態で出土しており，熱を受けていた部分は脆くなっている。

ま と め

本住居跡は周囲の住居跡よりもＬ�を掘り込んで造られていたため遺存状態がよく，特にカマド

周辺の保存状態が良好であった。本住居跡は本遺跡における一般的な住居跡の検出例とみられる。

本住居跡の時期は，出土遺物から栗囲式期の初めごろと考えられる。 （大 波）

１０４号住居跡 ＳＩ１０４

遺 構（図２７７，写真２６８・２６９）

本遺構は調査区北部のＮ２０－４７・５６・５７・５８グリットから検出した竪穴住居跡で，本住居跡から約

２ｍほど南には２号溝跡が巡っていて，本集落を区画している。

本住居跡は１辺約７．５ｍの大型の住居跡であるが，北側部分は１０３号住居跡と４号溝跡に破壊され

ており，遺存状態は極めて悪い。重複する他の遺構との関係は１０４号住居跡→１０３号住居跡→４号溝

跡で，本住居跡が最も古い。

本住居跡はＬ�中から確認できなかったが，Ｌ�を僅かに掘り込んでいたためにＬ�上面から辛

図２７６ １０３号住居跡出土遺物（２）
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０� ２ｍ�
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１０４号住居跡�
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２０８.６０ｍ�

Ｂ�

１�

１�

Ｂ′�
２０８.６０ｍ�

Ｃ� Ｃ′�２０８.６０ｍ�

　１０４号住居跡壁溝堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂�

　１０４号住居跡カマド構築土�
１　５ＹＲ２/３　極暗赤褐色砂質土（しまりあり）�

Ｙ:５０,９４４�

Ｘ:１６８,０１６�

Ｙ:５０,９４４�

Ｘ:１６８,０２２�

Ｙ:５０,９５１�
Ｘ:１６８,０１６�

Ｙ:５０,９５１�

Ｘ:１６８,０２２�

２７８－２�

２７８－３�

ＳＤ０４�ＳＩ１０４�

ＳＩ１０３�

ＳＩ５９�

ＳＤ０４�

撹　乱�

撹　乱�

撹乱�

うじて検出することができた。壁の立ち上がりはほとんど残っておらず，住居跡内堆積土は床面上

に薄く堆積する灰黄褐色砂が僅かながら確認できた程度である。住居跡の大きさは，遺存する南周

壁で約７．５ｍを測る。床面はほぼ平坦で，Ｌ�をそのまま利用していたのか，貼床等は認められなかっ

た。床面から柱穴などは確認できなかったが，南西隅と南東隅の壁際に沿うように壁溝を検出した。

壁溝は幅が約２０～３０�，深さが５�前後で，住居跡内堆積土と同じ灰黄褐色砂が堆積していた。壁

溝は南周壁の両隅で検出できたが，本来は一周していたかどうかは判断できなかった。壁溝から推

測される住居跡の主軸方位はＮ１５°Ｅである。

図２７７ １０４号住居跡
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０� １０㎝�
（１/３）

１　堆積土�

２　床直� ３　床直�

他に住居跡に関わる施設としては，西周壁から張り出すように島状に残る焼土範囲を検出した。

撹乱と４号溝跡に破壊されてほとんど残っていないが，南西隅から約３ｍのところに位置し，本住

居跡のカマドの痕跡と判断した。

遺 物（図２７８，写真５７８）

本住居跡から出土した遺物のうち，図示したものは土師器３点である。

図２７８－１は，高杯の脚部である。杯部との接合部分近くまでは中空とはならないが，裾が大きく

「ハ」の字状に開き，外面のハケメ調整と裾部のヨコナデの境には明瞭な段が認められる。杯部は

ほとんど残っていないが，内面黒色処理されている。

図２７８－２・３は甕で，住居跡の床面から僅かに浮いたところから複数の破片となった状態で，約

１ｍほど離れて同じように出土した。３がやや小さいが，器形は最大径が胴部下半にある下方が膨

らんだ形をしており，体部外面はハケメ調整である。どちらも煮炊具として使用されていたらしく，２

は熱を受けて表面が剥離し，３は煮こぼしたような跡が認められる。

ま と め

本住居跡の北側に重複する１０３号住居跡は，出土遺物から栗囲式初期のものと考えられる。本住居

跡から出土した遺物は少ないが，１０３号住居跡のカマドの芯材には，本住居跡から出土したような器

形の土師器甕が転用されていた。そのため１０３号住居跡は本住居跡が廃絶して間もなく築かれており，

住居として機能していた時期に大きな隔たりは無かったものと推測する。 （大 波）

図２７８ １０４号住居跡出土遺物
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　１０５号住居跡堆積土�
１　７.５ＹＲ４/３　褐色砂（炭化物微量含む）�
２　７.５ＹＲ３/４　暗褐色砂�

　１０５号住居跡カマド堆積土�
１　暗褐色砂質土（焼土塊多量含む）�
２　褐色砂質土（焼土塊・粒含む）袖構築土�
３　暗褐色砂質土（焼土塊・粒少量含む）�

Ｙ:５０,９４２�

Ｘ:１６７,９５４�

Ｙ:５０,９４２�

Ｘ:１６７,９４９�

Ｙ:５０,９３７�

Ｘ:１６７,９４９�

Ｙ:５０,９３７�

Ｘ:１６７,９５３�

Ｙ:５０,９３７�

Ｙ:５０,９３８�

Ｘ:１６７,９５３�

２８０－４�

２８０－１�

２８０－３�

２８０－５�

２８０－８�

２８０－６�

２８０－２�

ＳＩ１０５�

ＳＩ１６４�

ＳＫ２９�

ＳＩ２７�

ＳＩ１６９� ＳＩ１３６�

ＳＩ１２９�

ＳＩ２７�

ＳＩ２７�

ＳＫ２９�

Ｘ：１６７,９５２�Ｘ:１６７,９５２�

１０５号住居跡 ＳＩ１０５

遺 構（図２７９，写真２７０）

本遺構は，Ｎ２２グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれた場所は，後背湿地に面した自

然堤防の東斜面肩部にあたる。２７・１２９・１６４号住居跡，２９号土坑と重複関係を有している。２７号住居

跡・２９号土坑より古く，１２９・１６４号住居跡より新しい。

堆積土は，２層に分層された。断面は，レンズ状堆積の様相を呈している。このことから，遺構

は，自然埋没したと判断している。�１には，微量の炭化物が含まれていた。床面は，貼床されず，

掘形底面がそのまま平坦に整えられている。とくに顕著な踏み締まりは，認められなかった。検出

図２７９ １０５号住居跡
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０� １０㎝�
（１/３）

１　床直�

２　床直�

３　床直�

４　床直�

５　床面�

６　床直�

７　検出面�

８　床面�

面と床面の比高差は，９～１８�を測る。

本住居跡の平面プランは，方形を呈している。規模は，東西５．０ｍ以上，南北４．９ｍ以上を測り，

中型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に２３°振れている。

カマドは，西周壁の中央に設置されている。燃焼部は，焚口幅３５�，袖の遺存長５７�の規模を有

している。袖は，床面から１１�の高さが残っていた。

構築土には，焼土が含まれている。底面は焼土化しており，中央で厚さ３�を測った。煙道部は，

残っていない。

遺 物（図２８０，写真５７９）

遺物は，土師器片１９０点，須恵器片１点，土製品１点が出土した。図示遺物は８点あり，このうち

の７点が遺構に共伴している。

図２８０－１～６は，土師器杯になる。１～３・６は，口縁部の大きく開いた器形を呈しており，２

では，外面に段が形成されている。６は小型品で，１との相似形をなす。４は，皿状の器形を呈し

ている。底部は平底風で，口縁部の立ち上がり角度が大きい。５は，金属器椀を意識した器形であ

る。半球形を呈しており，口縁部が内傾する。

図２８０－７は，須恵器杯の破片になる。飛鳥・藤原宮分類の杯Ｇに該当すると思われる。丸底で，

外面に手持ちヘラケズリ調整が施されている。

図２８０－８は，土製支脚になる。出土状況は，カマド左袖前の床面に転がっていた。このことは，

住居廃絶時にカマドが壊されたことを示している。また，中心に孔が開いており，棒に粘土を巻い

て焼成したことがうかがえる。

図２８０ １０５号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

１０６号住居跡�

Ａ�

２� １�
石�

土器�

土器� Ａ′�

Ａ�

Ａ′�

２０８.４０ｍ�

　１０６号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土�

Ｙ:５０,９５１�

Ｘ:１６７,９９４�

Ｙ:５０,９５５�

Ｘ:１６７,９９４�

Ｙ:５０,９５１�

Ｘ:１６７,９９１�

Ｙ:５０,９５５�

Ｘ:１６７,９９１�

２８３－２�

２８３－４�

２８３－３�

ＳＩ１０６�

ＳＫ１７�

ＳＩ２４�

ＳＩ４９�

ＳＩ１４２�

ＳＩ９３�

ま と め

本遺構は，自然堤防の東斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。支脚の出土状況から，住居廃絶

時にカマドは壊されたと推定される。

時期は，共伴遺物の特徴から，栗囲式期と考えている。 （菅 原）

１０６号住居跡 ＳＩ１０６

遺 構（図２８１・２８２，写真２７１～２７３）

本遺構は，Ｎ２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。

営まれたのは，後背湿地に面した自然堤防の東斜面肩部である。周囲には，数多くの住居跡が分

布している。

重複関係は，２４・４９号住居跡，１７号土坑に切られ，１４２号住居跡を切っている。この重複遺構のう

ち，１７号土坑としたものは，埋没した本住居跡の竪穴中央に土器類を投棄した窪みである。ここか

らは，本住居跡の下限を示す栗囲式の土師器が出土している。

堆積土は２層に分層された。どちらもにぶい黄橙色砂質土である。それらの断面の様子から，遺

構は，自然埋没したと判断している。

床面は，貼床されず，下層住居跡の堆積土上面がそのまま平坦に整えられている。カマド周辺に

は，踏み締まりが認められた。検出面と床面の比高差は，１５～１８�を測る。

図２８１ １０６号住居跡
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１０６号住居跡カマド�
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　１０６号住居跡カマド堆積土�
１　２.５ＹＲ６/４　にぶい赤褐色砂質土（焼土）�
２　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�

Ｙ:５０,９５４�

２８３－５�

２８
３
－
５
�

Ｙ:５０,９５５�

Ｘ:１６７,９９４�

Ｙ:５０,９５５�

Ｘ:１６７,９９３�

Ｘ:１６７,９９４�Ｘ:１６７,９９４�

本住居跡の平面プランは，東西に長い

長方形基調を呈している。ただ，向かい

合う周壁どうしの長さが一致せず，歪ん

でいる。

規模は，東西４．１ｍ，南北３．３ｍで，小

型の部類に属する。住居跡方向は，発掘

基準線北に対して，東に１９°振れている。

カマドは，北周壁右寄りで検出された。

遺存状態は比較的良好である。煙道部は，

周壁から１．１ｍの長さを有していた。燃焼

部は，灰褐色砂質土主体に構築されてお

り，袖長８５�，焚口幅４０�を測る。内壁

面・底面は，３�の厚さで焼土化してい

た。

小型の土師器甕が，燃焼部底面から出

土している（図２８３－５）。煮炊に使用さ

れたものと推定される。

ピット類は検出されていない。

遺 物（図２８３，写真５７９・５８０）

遺物は，土師器片３２０点，土製品１点が出土した。図示遺物は６点ある。このうち，図２８３－１・

６を除く４点が遺構に伴っている。

図２８３－１は，有段丸底の土師器杯になる。口縁部が内湾しており，器高が低い。栗囲式の後出的

な要素を備えている。

２・３・５は，煮炊用の土師器小甕になる。２は，口縁部が開き，押し潰されたように胴部が短

いのが特徴である。外面はハケメ調整されている。出土状況は，北東隅床面に逆さになっていた。

５は，それを縦に伸ばした器形を呈している。胴部外面はハケメ調整で，この点も２と一致する。

３は口縁部が短く，胴部下半の窄まらない器形である。胴部外面は，ヘラケズリ調整されており，

他の２点とは違っている。

４は，小形の土師器球胴甕になる。頸部が外傾し，口縁部が直立しているので，内側に巻き込ん

だような状態になっている。外面はハケメ調整が施されており，内面は，ヘラミガキ調整されてい

る。

図２８３－６は，土製支脚である。分銅形を呈している。

ま と め

本遺構は，自然堤防の東斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。東西に長い平面プランを有して

図２８２ １０６号住居跡カマド

第１編 高木遺跡
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２　床面�

３　床面�

４　床面�

５　カマド床面�

１　�１�

６　�１�

０� １０㎝�
（１/３）�

いる。カマドは北周壁に設置されていた。

時期は，共伴遺物の特徴から，栗囲式期と考えている。 （菅 原）

１０７号住居跡 ＳＩ１０７

遺 構（図２８４，写真２７４）

本遺構は，Ｎ２２グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した自然

堤防の東斜面である。床面積の半分は調査区外に広がっている。重複関係は，２１４号住居跡に切られ，１１４

号住居跡を切っている。また，北周壁は撹乱で壊され，残っていない。

堆積土は，３層に分層された。土層断面図が示すように，レンズ状堆積をしている。このことか

ら，遺構は，自然埋没したと考えている。床面は，貼床されず，掘形上面がそのまま平坦に整えら

れている。とくに顕著な踏み締まりは認められなかった。床面と検出面との比高差は，２０�前後を

測る。

本住居跡のプランは，方形基調を呈している。規模は東西３．１ｍ以上，南北４．９ｍ以上を測る。誤

差を含むと思われるが，検出範囲で計測すると，住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に４３°振

れている。

カマドは，西周壁で検出された。撹乱の法面で確認しただけで，精査は行っていない。

図２８３ １０６号住居跡出土遺物
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　１０７号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色砂質土�
２　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土�
３　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�

Ｙ:５０,９３３�

Ｘ:１６７,９３７�

Ｙ:５０,９３３�

Ｘ:１６７,９３３�

Ｙ:５０,９３７�

Ｘ:１６７,９３３�

２８５－５�

ＳＩ７０�

ＳＩ２１４�

ＳＩ１１４�ＳＩ１２０�

ＳＩ１７３� ＳＩ１０７�

撹　乱�

撹
乱�

遺 物（図２８５，写真５８１・５８２）

遺物は，土師器片３９９点，須恵器片３点，石製品１点が出土した。図示遺物は，７点ある。そのう

ち，遺構に伴うのは，１点しかない。

図２８５－１～３は，有段丸底の土師器杯になる。１は平底風の底部をなし，皿に近い器形を呈して

いる。口縁部は，内湾気味に立ち上がる。それに対して，２は口縁部が強く外反しており，器高も

高く，１とは印象が随分異なっている。また，内面は，ナデ調整だけで仕上げられている。３も同

様な仕方で，内面処理された杯である。口縁部が直線的に外傾する点で，２とは違っている。

４は，大型の土師器甕になる。底部を欠いているが，器高は３０�を超える。口縁部が短く外反す

るのが特徴で，胴部中位に膨らみをもつ。外面は，ハケメ調整されている。

５は，無底式の土師器甑になる。遺構に伴う唯一の共伴資料である。口縁部が外反し，胴部下半

が窄まる器形を呈している。

図２８５－６は，丸底の須恵器底部片になる。小壺であろうか。

図２８５－７は，石製紡錘車の未成品になる。ほぼ形は出来上がっているが，研磨されておらず，穿

孔もなされていない。

ま と め

本遺構は，自然堤防の東斜面に営まれた竪穴住居跡である。床面積の半分は調査区外にあり，詳

図２８４ １０７号住居跡

第１編 高木遺跡
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５　床面�

１　�１�

３　�２�

２　�１�

４　�１�

６　�２�

７　�２�

０� １０㎝�

（１/３）�

細を知ることができなかった。

時期は，共伴した土師器甑の特徴から，栗囲式期と捉えておく。 （菅 原）

１０８号住居跡 ＳＩ１０８

遺 構（図２８６・２８７，写真２７５～２７７）

本遺構は，Ｎ２２グリッドで検出された竪穴住居跡である。

営まれたのは，後背湿地に面した自然堤防の東斜面である。床面積の東半分は，上部削平のため，

消失していた。このため，全体の規模や平面形については知ることができなかった。重複関係は，１６０

図２８５ １０７号住居跡出土遺物
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０� ２ｍ�
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１０ ８号住居跡�

Ａ�

４� ３� ２� １�

Ａ′�
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２０８.６０ｍ�

　１０８号住居跡堆積土�
１　５ＹＲ３/４　暗赤褐色粘質土（しまり強）�
２　５ＹＲ３/２　極暗赤褐色粘質土（しまり強）�
３　５ＹＲ３/２　極暗赤褐色砂質土（しまり弱）�
４　５ＹＲ３/２　極暗赤褐色砂質土（しまり弱）�

Ｙ:５０,９２７�

Ｘ:１６７,９３１�

Ｙ:５０,９３２�

Ｘ:１６７,９３１�

Ｙ:５０,９３２�

Ｘ:１６７,９２６�

２８８－７�

２９０－４�

ＳＩ１４３�

ＳＩ１６０� ＳＩ１０８�

号住居跡を切っている。

堆積土は，４層に分層された。土層断面図が示すように，典型的なレンズ状堆積である。このこ

とから，遺構は自然埋没したと考えている。

床面は，貼床されず，掘形底面が平坦に整えられている。カマド前面には，踏み締まりが認めら

れた。

本住居跡の平面プランは，方形基調を呈している。規模は，東西３．５ｍ以上，南北６．２ｍを測り，

大型である。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に３５°振れている。

カマドは，西周壁で検出された。位置は，少し左に偏っており，遺存状態は良好であった。煙道

部は，周壁から長さ１５０�を測る。燃焼部は，袖長９１�，焚口幅４９�を測り，袖は，床面から３２�の

高さが残っていた。燃焼部は，焼土化が著しく，底面中央で厚さ８�を測った。

本住居跡のカマドでは，１０個体の土師器甕が出土している。それらの出土状態から，次のような

ことが考えられる。

まず，袖先端は，倒立させた甕で補強が行われていたと推定される。それも，左袖で３個（図２８８

－５・図２８９－１・図２９０－２），右袖で２個の甕（図２８８－３・図２８９－２）が使用され，異例な入念

さで構築されたのがうかがえる。

図２８６ １０８号住居跡
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０� １ｍ�
（１/２５）�

１０ ８号住居跡カマド�

カマド遺物出土状況�

Ａ�

３�

４�

５�

１�

２�

７�

８�
６� 土器�

９�

Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

２０８.７０ｍ�

　１０８号住居跡カマド堆積土�
１　２.５ＹＲ５/３　にぶい赤褐色砂質土（焼土多量）�
２　７.５ＹＲ５/１　褐灰砂質土（焼土・炭化物少量）�
３　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色粘質土�
４　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色砂質土�
５　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土�
６　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土�
７　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色砂質土�
８　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土�
９　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土�

Ｙ:５０,９２７�

Ｘ:１６７,９３０�

Ｙ:５０,９２７�
Ｘ:１６７,９２８�

Ｙ:５０,９２９�
Ｘ:１６７,９２８�

土師器�

２８８－２�

２９０－５�

２９０－１�

２９０－２�

２９０－３�

２８９－３�

２８８－４�

２８９－２�

２８８－３�

２８９－１�

２８８－５�

２８９－４�

土製品�

図２８７ １０８号住居跡カマド
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さらに，天井部にも，甕を横に連結して補強が図られたようである。ただし，これについては，

破片のため，個体の特定が難しい。懸け口に固定された甕は，３つである（図２８８－４・図２８９－３

・図２９０－１）。中央の甕は，両脇の２つより少し奥に据えられていたようで，該当する図２８９－３の

底部位置がそのことを示している。

この他に，カマド儀礼に関わる所見も得られている。右袖構築土に，金属器鋺を模倣した土師器

杯が埋め込まれていた（図２８８－２）。また，天井部補強材の甕を取り去ったところ，燃焼部底面か

ら，大型の土製勾玉が出土した（図２９０－５）。前者はカマド構築時，後者は廃棄時に伴うものであ

る。

遺 物（図２８８～２９０，写真５８１～５８４）

遺物は，土師器片３８５点，須恵器片１点，土製品１点が出土した。図示遺物は，１６点を数える。こ

のうち１４点が遺構に共伴している。平面分布は，カマド燃焼部に集中しており，１２点がここから出

土した。

図２８８－１・２は，土師器杯になる。１は有段丸底杯であるが，口縁部下端の段が痕跡にとどまり，

器形全体に丸みがある。したがって，当該器種としては後出的な様相を呈していると見なされる。

２は，金属器鋺を模倣したものである。器形は半球形をなし，内外面がヘラミガキ・黒色処理され

ている。

図２８８－３～７，図２８９，図２９０－１～３は，中～大型の土師器甕になる。図２９０－２を除くと，胴部

外面はハケメ調整で統一されている。しかも，その中には同一器形で法量分化し，明らかに同じ工

人による製品と見なされるものが含まれている。まず，図２８８－３・５，図２８９－１が，１つに括れ

ると思われる。胴部上位に膨らみがあって，口縁部が外反するタイプである。次に，図２８８－４，図

２８９－２，図２９０－１・２が１つに括れると思われる。胴部上半に膨らみが無く，下半が底部に向かっ

て窄まるタイプである。さらに，図２８９－３・４も，類似した器形を呈している。ただ，これについ

ては，頸部の括れに違いが認められる。

図２９０－４は，須恵器甕の胴部片になる。外面に平行タタキメ，内面に同心円文アテメが観察され

る。焼成は，良好である。

図２９０－５は，大型の土製勾玉になる。表面は，ヘラミガキされていないが，黒色を呈している。

意図的なものと考え，実測図にはスクリ－ント－ンを貼付しておいた。

ま と め

本遺構は，自然堤防の東斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。推定床面積の半分は，上部削平

で消失していた。

カマドは遺存状態が良く，燃焼部の細部構造が判明した。具体的には，袖先端と天井部に土師器

甕を入れて補強が行われている。とくに，袖先端は，複数個体の甕を重ねて用いており，入念な構

築方法をとっているのが窺われた。

また，カマド構築時と廃棄時の儀礼痕跡が確認されている。

第１編 高木遺跡
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２　カマド構築土�

３　カマド右袖構築材�

５　カマド左袖構築材�

７　床面�

４　カマド�

１　�１�

６　�１�

０� １０㎝�
（１/３）�

図２８８ １０８号住居跡出土遺物（１）
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０� １０㎝�
（１/３）

１　カマド左袖構築材�

２　カマド右袖構築材�

３　カマド�

４　カマド�

図２８９ １０８号住居跡出土遺物（２）
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０� １０㎝�
（１/３）

（１/２）

１　カマド�

２　カマド左袖構築材�

３　カマド�

４　底面�

５　カマド底面�
０� ５㎝�

時期は，共伴遺物の特徴から，栗囲式期後半～国分寺下層式期前半と捉えている。金属器鋺模倣

の土師器杯や，口径が大きく，胴部に締まりの無い土師器長胴甕の存在が，そのことを具体的に示

している。 （菅 原）

１０９号住居跡 ＳＩ１０９

遺 構（図２９１・２９２，写真２７８～２８１）

本遺構は，Ｍ２３グリッドで検出された竪穴住居跡である。

営まれたのは，阿武隈川に面した自然堤防の西斜面落ちぎわである。その場所は，自然堤防を横

断する浅い谷地形にも面している。

図２９０ １０８号住居跡出土遺物（３）
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０� ２ｍ�
（１/５０）

Ｙ:５０,９００�

Ｘ:１６７,９１８�

Ｙ:５０,９００�

Ｘ:１６７,９１３�

Ｙ:５０,９０３�

Ｘ:１６７,９１３�

Ｙ:５０,９０３�

Ｘ:１６７,９１８�

１０９号住居跡�

　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色土�
　　　（焼土粒を少量含む）�

　１０９号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
２　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
３　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土�

ＳＩ１０９�

ＳＩ１１０�

ＳＩ１２５�
ＳＩ１４５�

Ａ�
１�２� ２�

１�

２� ３�

Ａ′�

Ｂ′�

Ｂ�

Ｂ′�

Ａ
′
�

Ａ
�

Ｂ� Ｐ１�

Ｐ１�

２９３－３�

２９３－６�

２９３－１�

２９３－２�

撹
乱�

撹　乱�

２０８.５０ｍ�

２０８.５０ｍ�

重複関係は，１１０号住居跡を切っている。また，栗囲式期の集落区画溝＝１・５号溝跡が，本住居

跡の南側至近距離にある。

堆積土は，３層に分層された。土層断面図が示すように，典型的なレンズ状堆積をしている。こ

のことから，遺構は自然埋没したと考えている。

床面は，貼床されていない。掘形底面が平坦に整えられており，カマド前面には，踏み締まりが

あった。

本住居跡の平面プランは，南北に長い長方形基調を呈している。ただ，向かい合う北周壁と南周

壁は長さが一致していない。このため，台形気味となっている。規模は，東西３．３ｍ，南北４．５ｍを

測り，高木遺跡では小型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に２０°振れてい

る。

カマドは，西周壁中央で検出された。煙道部は残っていない。燃焼部は，袖長８０�，焚口幅５０�

の規模を測る。袖は，暗黄褐色砂質土で構築され，床面から１１�の高さが残っていた。底面は焼土

化が著しく，断ち割りで，５�の厚さを確認している。

ピットは，１個検出されている。北西隅床面に掘られたもので，径３０�の円形をなしている。床

面からの深さは，１７�である。堆積土に，焼土粒が少量含まれていた。このピットの性格について

図２９１ １０９号住居跡

第１編 高木遺跡
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０� １ｍ�
（１/２５）

Ｙ:５０,８９９�

Ｘ:１６７,９１７�

Ｙ:５０,８９９�

Ｘ:１６７,９１５�

Ｙ:５０,９０１�

Ｘ:１６７,９１７�

　１０９号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土（焼土粒を少量含む）�
２　７,５ＹＲ４/４　褐色砂質土（焼土粒・炭化物粒を�
　　　　　　　　含む）天井崩落土�

　１０９号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ３/４　暗黄褐色砂質土�

１�

１�
１�１�

２�

Ａ′

Ａ′�

Ａ�

Ａ�

Ｂ′

Ｂ
′
�

Ｂ
�

Ｂ�

２９３－５�

２９３－４�

１０９号住居跡カマド�

２０８.５０ｍ�

２０８.６０ｍ�

は，不明である。

遺 物（図２９３，写真５８４・５８５）

遺物は，土師器片６８点が出土した。

遺構上部がかなり削平されていたが，６点の共伴資料を図示することができた。それらの平面分

布は，カマド周辺に集中している。

図２９３－１は，有段丸底の土師器杯になる。底部は平底風で，口縁部が内湾して立ち上がる。口縁

部下端の内面には，稜がみられる。

２は，土師器小型甕になる。器形は，口径が胴部径を上回り，胴部下半が窄まっている。胴部外

面の器面調整は，ハケメである。

３～５は，中～大型の土師器甕になる。胴部の外面調整は，ハケメに統一されている。３と５は，

相似形をなしており，胴部中位に膨らみがあって，頸部が窄まり，口縁部が外反している。４は，

上述の２点より長胴であり，頸部の窄まりが小さい。３・５の底部外面には，木葉痕が明瞭に観察

される。

６は，土師器甑になる。外面ハケメ調整の無底式である。器形は，口縁部が開いており，胴部に

ほとんど張りを持たないで，下に向かって窄まっている。

ま と め

本遺構は，自然堤防の西斜面落ちぎわに営まれた竪穴住居跡である。南北に長い平面プランを有

している。カマドは，長軸側の西周壁で検出された。

時期は，共伴遺物の特徴から，栗囲式期と考えている。 （菅 原）

図２９２ １０９号住居跡カマド
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０� １０㎝�
（１/３）

１　カマド脇床面�

４　カマド底面�

５　カマド底面�

６　カマド脇床面，�
　　カマド底面�

３　床面・�１・�
　　カマド脇床面�

２　�１・�
　　カマド脇床面�

図２９３ １０９号住居跡出土遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）

Ｙ:５０,８９８�

Ｘ:１６７,９１９�

Ｙ:５０,８９８�

Ｘ:１６７,９１３�

Ｙ:５０,９０３�

Ｘ:１６７,９１３�

Ｙ:５０,９０３�

Ｘ:１６７,９１９�

１１０号住居跡�

　１１０号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土（黄灰色の粘土粒を少量含む）�
２　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土�

ＳＩ１１０�

ＳＩ１４５�
ＳＩ１２５�

ＳＩ１０９�

１�２� ２�
撹乱�

Ａ� Ａ′�

Ａ′�

Ａ�

撹　乱�

２９６－２�

２９６－６�

２９６－５�

２０８.５０ｍ�

１１０号住居跡 ＳＩ１１０

遺 構（図２９４・２９５，写真２８２・２８３）

本遺構は，Ｍ２３グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，阿武隈川に面した自然

堤防の西斜面落ちぎわである。また，自然堤防を東西に横断する浅い谷地形にも面している。

重複関係は，１０９号住居跡に切られている。また，栗囲式期の集落区画溝＝１・５号溝跡が，本住

居跡の南側至近距離にある。

本住居跡は，西側と南側の削平が著しく，この部分では周壁が失われている。さらに，南周壁の

手前に撹乱があり，床面が壊されている。このように，本住居跡は遺存状態に恵まれていなか

図２９４ １１０号住居跡
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０� １ｍ�
（１/２５）�

　１１０号住居跡カマド堆積土　�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土（焼土粒を少量含む）�
２　７.５ＹＲ４/４　褐色砂質土�
　　　　　　　（焼土粒・炭化物粒を含む）天井崩落土�

　１１０住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ５/４　にぶい黄褐色粘質土（焼土を含む）�

１
�
２
�

Ａ
� ２
０８
.６０
ｍ
�

Ａ
′
�

Ａ
�

Ａ
′
�

Ｂ�

１�

１� １�

１�

２０８.４０ｍ� Ｂ′�

Ｂ�

Ｂ′�

１１０号住居跡カマド�

２９６－４�

Ｘ:１６７,９２０�
�

Ｘ:１６７,９２０�
�

Ｙ:５０,８９９� Ｙ:５０,９０１�

Ｘ:１６７,９１８�
�

Ｘ:１６７,９１８�

Ｙ:５０,８９９� Ｙ:５０,９０１�

った。

堆積土は，２層に分層された。土層断面図が示すように，典型的なレンズ状堆積である。このこ

とから，遺構は，自然に埋没したと考えている。床面は，貼床されず，掘形底面が平坦に整えられ

ている。カマド前面には，踏み締まりがあった。

本住居跡の平面プランは，正方形基調をとっている。規模は，東西５．７ｍ，南北５．４ｍを測り，中

型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に２６°振れている。

カマドは，北周壁で検出された。位置は，左に偏っている。煙道部は，周壁から７０�の長さが残っ

ていた。燃焼部は，袖長６０�，焚口幅３８�の規模を測る。袖は，焼土を含んだにぶい黄褐色粘質土

で構築され，床面から，２３�の高さが残っていた。焼土化は，燃焼部全体に及んでいる。

ピット類は，検出されていない。

遺 物（図２９６，写真５８５～５８７）

遺物は，土師器片２６８点が出土した。図示資料は，７点あり，図２９６－１・７を除く５点が，遺構

に共伴している。それらの平面分布は，カマド燃焼部と北西隅床面に集中する。厨房空間を反映し

ているのだろう。

図２９６－１・２は，土師器杯になる。１は，口縁部が強く外反する有段丸底杯である。外面は，ヘ

ラミガキ調整されている。２は，須恵器杯蓋模倣杯に分類される。このタイプの中では，器高の高

図２９５ １１０号住居跡カマド
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０� １０㎝�
（１/３）�

２　床面�

３　床面�

５　床面�

６　床面�

１　�１�

４　カマド�１�

７　�１�

図２９６ １１０号住居跡出土遺物

第２章 遺構と遺物

３４９



い部類に属し，椀状を呈している。

３は，土師器小型甕になる。器形は，胴部下半が窄まって，口縁部が短く外反している。胴部外

面は，ハケメ調整されている。

４～６は，土師器長胴甕になる。４は，カマド燃焼部中央で出土しており，懸け口に固定されて

いたと推定される。器高３０�を超える細長い胴部を有している。最大径は，中央にある。２は，上

半部を欠いている。このため，器形全体の特徴を知ることができない。６は，底部付近を欠いてい

るが，やや下膨れ気味の胴部形態になると推定される。これら３点は，どれも外面ハケメ調整であ

る。

７は，土師器手づくね土器になる。

ま と め

本遺構は，自然堤防の西斜面落ちぎわに営まれた竪穴住居跡である。西周壁と南周壁の一部は破

壊されている。カマドは北周壁に設置され，位置は左に偏っていた。

本住居跡の営まれた時期は，共伴遺物の特徴から，栗囲式期と考えている。 （菅 原）

１１１号住居跡 ＳＩ１１１

遺 構（図２９７・２９８，写真２８４～２８６）

本遺構は，Ｍ２２グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，阿武隈川に面した自然

堤防の西斜面肩部である。

重複関係は，９５・９６号住居跡，１８号土坑に切られ，１２６号住居跡を切っている。このうち，１８号土

坑としたものは，埋没の進んだ本住居跡の中央に，土器類を廃棄した窪みである。

堆積土は４層に分層された。断面は，レンズ状堆積の様相を呈している。このことから，遺構は

自然埋没したと判断している。

床面は，貼床されていない。Ｌ�の掘形底面が，そのまま平坦に整えられている。上面のレベル

は，微地形の影響で，西側に向かってわずかに傾斜していた。検出面と床面の比高差は，１０～１３�

を測る。

本住居跡の平面プランは，南北に長い長方形基調を呈している。ただ，向かい合う西周壁と東周

壁の長さが一致せず，台形気味となっている。

規模は，南北６．５ｍ，東西５．０ｍを測り，高木遺跡では比較的大型の部類に属する。住居跡方向は，

発掘基準線北に対して，東に２４°振れている。

カマドは，西周壁で検出された。位置は少し，右に偏している。煙道部は残っていなかった。燃

焼部は，袖長８０�，焚口幅３１�の規模を有している。袖は，しまりのある砂質土で構築され，床面

から１６�の高さが残っていた。

内壁面・底面は焼土化していた。

ピット類は検出されていない。

第１編 高木遺跡
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

　１１１号住居跡堆積土�
１　５ＹＲ４/４　にぶい赤褐色砂質土（しまり強，土器片含む）�
２　５ＹＲ３/２　暗赤褐色砂質土（しまり強）�
３　５ＹＲ３/１　黒褐色砂質土（しまり強）�
４　５ＹＲ４/４　にぶい赤褐色砂質土（しまりあり）�

Ａ�

ＳＩ９６�

１�
２�

４�
４�

３�

２０８.７０ｍ� Ａ′�

Ａ�

Ａ′�

１１１号住居跡�

２９８－１�

ＳＩ１１１�

�

ＳＩ９５�

２９８－４�

Ｙ:５０,９１０�
�

Ｙ:５０,９１５�
�
�

Ｘ:１６７,９３８� Ｘ:１６７,９３８�

Ｙ:５０,９１０�
�

Ｙ:５０,９１５�
�
�

Ｘ:１６７,９３２� Ｘ:１６７,９３２�

ＳＩ１４３�

ＳＩ９６� ＳＩ５９�

ＳＫ１８�

ＳＩ１２６�

遺 物（図２９８，写真５８６・５８７）

遺物は土師器片３８２点，須恵器片１点，土製品１点が出土した。図示遺物は，５点あり，そのうち

遺構に伴うのは，図２９８－１・４の２点である。

図２９８－１・２は，土師器杯になる。１は，無段丸底に近い形態で，口縁部下端に痕跡程度の稜が

わずかに認められる。２の器形は，平底風の底部から，口縁部が直立気味に外反している。外面は

ヘラミガキ調整されている。

４は，土師器長胴甕になる。カマド前の床面で出土した。口縁部下端の外面に段が形成され，胴

図２９７ １１１号住居跡
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０�

１　床面�

４　床面�

２　�１�

３　�１�

５　�１�

１ｍ�
（１/２５）�

０� １０㎝�
（１/３）�

０� ３㎝�
（１/２）�

　１１１号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ３/６　暗赤褐色砂質土�
　　　　　　　（炭化物・焼土片含む，しまり弱）�
２　５ＹＲ２/４　極暗赤褐色砂質土（炭化物・焼土片�
　　　　　　　　含む，しまり強）カマド崩落土�

　１１１号住居跡カマド構築土�
１　５ＹＲ３/６　暗赤褐色砂質土�
　　　　　　　（しまり強，焼土片含む）�
２　５ＹＲ３/４　にぶい赤褐色砂質土（しまり強）�
３　５ＹＲ４/２　灰褐色砂質土（しまりあり）�
４　５ＹＲ３/２　極赤褐色砂質土（しまりあり）�

Ａ�

２�

２�

３�

４�

１�

１�

２０８.６０ｍ�
Ａ′�

Ａ�

Ａ′�

Ｂ�
２０８.６０ｍ�

Ｂ′�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

１１１号住居跡カマド�

Ｘ:１６７,９３７� Ｘ:１６７,９３７�

Ｘ:１６７,９３５� Ｘ:１６７,９３５�

Ｙ:５０,９１１�

Ｙ:５０,９１１�

Ｙ:５０,９１２�

Ｙ:５０,９１２�

部はハケメ調整されている。底部は，欠けている。

３は，底部を欠いた須恵器杯ないし高杯になる。外面に二重の沈線が巡る。胎土は緻密で精選さ

れている。焼成は良く，堅緻である。

５は，土製丸玉になる。表面は，ヘラミガキ・黒色処理されている。

ま と め

本遺構は，自然堤防の西斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。南北に長い平面プランを有する。

営まれた時期は，出土遺物の特徴から，栗囲式期と考えられる。 （菅 原）

図２９８ １１１号住居跡カマド・出土遺物
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３５２



０� ２ｍ�
（１/５０）�

　１１２号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土�
�

Ａ� ２�
１�２０８.７０ｍ�

Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

撹　　乱�

撹　乱�

土器�

ＳＩ１７�
　Ａ・Ｂ�

１１２号住居跡�

ＳＩ１１２�

Ｙ:５０,９５６� Ｙ:５０,９６０�
�

Ｙ:５０,９５６� Ｙ:５０,９６０�

Ｘ:１６７,９９９� Ｘ:１６７,９９９�

Ｘ:１６７,９９９� Ｘ:１６７,９９５�

ＳＩ１６�
�

ＳＩ４９�
ＳＩ２５�

１１２号住居跡 ＳＩ１１２

遺 構（図２９９・３００，写真２８７～２８９）

本遺構は，Ｎ２１・０２１グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背

湿地に面した自然堤防の東斜面肩部である。周囲には数多くの住居跡が分布している。重複関係は，１６

・２５・４９号住居跡に切られている。

本住居跡は，上部の削平が著しい。とくに南側ではそれが顕著であった。床面が露呈し，周壁が

失われていた。また，北西部の周壁も撹乱で壊されている。

堆積土は，２層に分層された。断面は，レンズ状堆積の様相を呈しており，このことから，遺構

は，自然に埋没したと考えている。床面は，貼床されず，掘形底面のＬ�がそのまま平坦に整えら

れている。カマド前面は，踏み締まっていた。北周壁で計測すると，検出面と床面の比高差は，１１

�を測る。

本住居跡の平面プランは，正方形基調を呈している。規模は，東西４．２ｍ，南北４．４ｍを測り，中

型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に２９°振れている。

カマドは，東周壁中央で検出された。煙道部は，ほとんど底面が露呈した状態だったが，周壁か

図２９９ １１２号住居跡
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０� １ｍ�
（１/２５）�

　１１２号住居跡カマド堆積土　�
１　１０ＹＲ６/３　　にぶい黄橙色砂質土�
２　２.５ＹＲ５/４　にぶい赤褐色砂質土（焼土）�

Ａ�
２�２０８.６０ｍ�

Ａ′�

Ａ�

Ａ′�

１１２号住居跡カマド�

遺物出土状況�

３０１－６�

撹　乱�

１�

Ｘ:１６７,９９７�

Ｘ:１６７,９９６�
�

Ｙ:５０,９５９�

Ｙ:５０,９５９�

Ｘ:１６７,９９７�

Ｙ:５０,９６１�
�

３０１－７�

�
３０１－１�

３０１－５�

３０１－２�
３０１－３�

�

３０１－４�

ら１１１�の長さが確認された。燃焼部は，袖長６０�，焚口幅３９�の規模を測る。底面は焼土化してお

り，断面で厚さ３�を測った。

ピットは，検出されていない。

遺 物（図３０１，写真５８７・５８８）

遺物は，土師器片２０２点が出土した。図示資料は，床面出土の７点が得られている。それらの平面

分布は，カマド左袖脇に２個体（図３０１－２・５）が密着していた他，床面に散在していた。

図３０１－１・２は，有段丸底の土師器杯になる。１は，全体に低平で，口縁部が外反する器形を呈

図３００ １１２号住居跡カマド・遺物出土状況
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（１/３）�

０�

１　床面�
２　床面�

３　床面�

５　床面�

７　床面�６　床面�

４　床面�

１０㎝�

している。口縁部外面は，肥厚している。２は，１より器高が高めである。口縁部が強く外反して

いる。また，内面はヘラミガキ・黒色処理されず，ナデ調整で仕上げられている。

３は，土師器高杯になる。口径２０�を超える大型品である。脚部を欠いている。杯部は，器高が

低く，口縁部外面に，ヨコナデ前のハケメ調整痕が観察される。

４・５は，土師器小甕になる。器形は，最大径が口縁部にあって，胴部上位が膨らむ点で共通す

る。器高の違いで，大小に法量分化しており，器面調整も，４がハケメ，５がナデで違っている。

６は，中型の土師器甕になる。胴部は，あまり膨らみをもたず，底部付近で窄まっている。外面

図３０１ １１２号住居跡出土遺物

第２章 遺構と遺物

３５５



Ｙ:５０,９４８�

Ｘ:１６７,９８２�

Ｙ:５０,９５１�

Ｘ:１６７,９８２�

Ｙ:５０,９４８�

Ｘ:１６７,９７８�

撹　乱�
ＳＩ８０�

１１３号住居跡�

ＳＩ１１３�

ＳＩ１５６�

ＳＩ１２１�

ＳＩ１６５�

ＳＩ７３�

ＳＩ８０・ＳＸ０４�

（１/５０）

２０８.６０ｍ�
Ａ� Ａ′�

Ａ
′
�

Ａ
�

１� ２�３�

０� ２ｍ�

　１１３号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土�
３　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土�

はハケメ調整されている。

７は，土師器甑になる。無底式の大型品で，頸部が窄まり気味の形態を呈している。外面はハケ

メ調整されている。

ま と め

本遺構は，自然堤防東斜面の肩部に営まれた竪穴住居跡である。上部削平が著しく，周壁も一部

失われており，遺存状態には恵まれなかった。それでも，カマド構築位置が判明し，定量の共伴遺

物が得られたのは，大きな成果であった。

営まれた時期は，栗囲式期と考えている。 （菅 原）

１１３号住居跡 ＳＩ１１３

遺 構（図３０２，写真２９０・２９１）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した自然

堤防の東斜面肩部である。重複関係は，８０号住居跡に切られており，１２１・１６５号住居跡を切っている。

西周壁は，撹乱で壊されていた。

堆積土は，３層に分層された。断面は，典型的なレンズ状堆積の様相を呈している。このことか

ら，遺構は，自然に埋没したと

考えている。床面は，貼床され

ず，掘形底面がそのまま平坦に

整えられている。とくに顕著な

踏み締まりは認められなかった。

床面と検出面との比高差は，１５

～１８�を測る。

本住居跡の平面プランは，方

形を呈している。規模は，東西

３．３ｍ，南北３．８ｍを測り，小型

の部類に属する。住居跡方向は，

発掘基準線に概ね一致している。

カマドは検出されなかった。た

だ，遺構の残り具合からすれば，

北周壁に設置されてなかったこ

とは，確かであろう。

ピット類は検出されていない。

遺 物（図３０３）

本住居跡は，遺物が少ない。図３０２ １１３号住居跡

第１編 高木遺跡
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（１/３）�
０� １０㎝�

２　�１�

１　�１�

土師器片１５２点が出土しただけである。図示

遺物の２点は，遺構に伴っていない。

図３０３－１は，土師器杯になる。有段丸底

の器形を呈している。底部を欠いている。

２は，土師器球胴甕になる。口縁部だけ

の破片資料であるが，かなりの大きさにな

ると推定される。口縁端部は，平坦面をな

す。胴部外面は，ハケメ調整されている。

ま と め

本遺構は，自然堤防の東斜面肩部に営ま

れた竪穴住居跡である。平面プランは方形で，規模は小さい。カマドは残っておらず，詳細を知る

ことができなかった。また，共伴遺物にも恵まれなかった。

本住居跡が営まれたのは，重複遺構との関係から，栗囲式期の幅の中でおさえられると思われる。

（菅 原）

１１４号住居跡 ＳＩ１１４

遺 構（図３０４，写真２９２・２９３）

本遺構は，Ｎ２２グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した自然

堤防の東斜面肩部近くである。周囲には数多くの住居跡が分布している。

本住居跡は，５軒の竪穴住居跡と重複している。１０７・２１４号住居跡に切られ，１２０・１７０・１７３号住

居跡を切っている。また，北周壁は，撹乱で壊されている。

堆積土は，４層に分層された。断面の様子から，遺構は自然埋没したと考えている。床面は貼床

されず，掘形上面がそのまま平坦に整えられている。踏み締まりが，カマド中軸線上付近に認めら

れた。検出面と床面の比高差は，１５～１８�を測る。

本住居跡の平面プランは，方形基調を呈している。規模は，東西４．５ｍ，南北３．６ｍ以上を測り，

中型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に３３°振れている。

カマドは，西周壁で検出された。煙道部は残っていなかった。燃焼部は，袖長６０�，焚口幅３８�

を測る。袖は，にぶい黄橙色砂質土で構築されており，床面から１２�の高さが残っていた。側壁は

焼土化している。

ピット類は検出されていない。

遺 物（図３０５，写真５８８）

出土遺物は，土師器片２２９点，須恵器片３点が出土した。図示遺物は４点で，どれも遺構に伴って

いない。

図３０５－１は，土師器杯になる。口径１８．０�の大型品で，有段丸底の器形をなしている。底部を欠

図３０３ １１３号住居跡出土遺物
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１１４号住居跡�

カマド�

ＳＩ１１４�

ＳＩ１０７�

ＳＩ１２０�

ＳＩ２１４�

ＳＩ１７０�

ＳＩ１７３�

ＳＩ１４３�

ＳＩ１０７�

（１/５０）�

２０８.５０ｍ�
Ａ� Ａ′�

１�２�３�

２０８.７０ｍ�

土器�

Ａ� Ａ′�

２�
３�

１�４�

２０８.５０ｍ�
Ｂ� Ｂ′

１� １�

２�２�

０� ２ｍ�

（１/２５）�

０� １ｍ�

　１１４号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土（焼土）�
３　５ＹＲ２/３　極暗赤褐色砂質土（焼土・ローム粒）�

　１１４号住居跡堆積土�
１　５ＹＲ３/３　暗赤褐色砂質土（しまりあり）�
２　５ＹＲ２/２　黒褐色砂質土�
　　　　　　　（しまり弱，炭化物・焼土片含む）�
３　５ＹＲ２/３　極暗赤褐色砂質土（しまりあり）�
　　５ＹＲ３/３　暗赤褐色砂質土（しまりあり）�
４　５ＹＲ２/３　極暗赤褐色砂質土（しまりあり）�
�

　１１４号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土（焼土）�
�

図３０４ １１４号住居跡
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（１/３）�
０� １０㎝�

２　�２�
１　�１�

３　�１�
４　�１�

いている。

２は，ミニチュアの土師器甕にな

る。胴部肩が強く張って，そこから

口縁部が内傾する特異な器形をなす。

外面は，ハケメ調整されている。

３は，土師器甕の底部付近になる。

胴部外面は，ハケメ調整されている。

４は，須恵器甕の頸部片になる。

外面に波状文が認められる。

ま と め

本遺構は，自然堤防の東斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。方形の平面プランを有し，中規

模である。カマドは，西周壁に設置されている。共伴遺物は，出土しなかった。

営まれた時期は，重複遺構の関係から，栗囲式期の範疇で捉えられる。 （菅 原）

１１８号住居跡 ＳＩ１１８

遺 構（図３０６・３０７，写真２９４・２９５）

本住居跡は調査区北側のＯ２０グリッドに位置している。８１号住居跡・１６号土坑と重複関係にあり，

本住居跡の西壁が８１号住居跡の東壁によって破壊され，１６号土坑も本住居跡東辺の中央付近を切っ

ている。

住居跡検出面はＬ�砂質土面で，方形のプランが確認されたが，北西コーナーと南西コーナーの

上層には水道管埋設溝が横切っており，一部破壊されていることが知られた。遺構内の堆積土は黄

褐色砂質土を主体とするもので，土層観察ベルト東半でレンズ状の堆積が認められたことから自然

に埋没したものと考えられる。

住居跡平面形は正方形に近いが，下端ラインで東辺が約３．６ｍ，南辺が約３．８ｍ，西辺が約３．４ｍ，

北辺が約３．７ｍとややゆがんでおり，カマドを通る軸線は３０度東に傾いている。壁高は残りの良い東

壁で３０�以上遺存している部分があるが，８１号住居跡によって破壊された西半は１０�前後の高さと

なっている。床面は貼床はなされておらず，掘り込んだ面をそのまま床としているが，砂質のせい

か締まりの強い部分は認められなかった。西壁よりの床面で１号ピットが検出されている。性格は

不明であるが，深さは１０�前後と浅く，不整形であることから住居施設として計画的に掘られたも

のではないと考えられる。

カマドは北壁中央に位置し，住居跡プラン内に燃焼部を持つ両袖タイプのものである。両袖によっ

て確保された燃焼部の規模は，下端ラインで焚口幅約４５�，奥壁までの奥行き約８５�を測り，袖の

高さは２５�まで遺存している。燃焼部は強く火を受けており，厚いところで９�程の酸化壁が形成

されている。煙道は確認することができなかった。カマドのほぼ中央には焚口に平行して２個の長

図３０５ １１４号住居跡出土遺物
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１１８号住居跡�

カマド遺物出土状況�カマド�
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１� ２�
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（１/２５）�

０� １ｍ�

　１１８号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ５/６　黄褐色砂質土�
　　　　　　　（黒褐色土少量・焼土粒微量含む）
２　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土（炭化物を含む）�
３　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
　　　　　　　（焼土を微量・炭化物を含む）�

　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土�
　　　　　　　（炭化物・焼土を含む）�
２　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
　　　　　　　（炭化物・焼土を含む）�

　１１８号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土�
　　　　　　　　（焼土少量・炭化物微量含む）�
２　７.５ＹＲ５/４　にぶい褐色砂質土（粘性あり，�
 　　　　　　　　焼土・炭化物を含む）�
３　１０ＹＲ５/４　にぶい黄褐色土�

３０８－１０�
３０９－２�１� １�

２�

３�３�

Ｂ′�

図３０６ １１８号住居跡
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１１８号住居跡遺物出土状況�

３０８－８�

３０９－１�

３０８－６�

３０８－７�

３０８－５�

３０８－４�
３０９－３�

３０８－１�

胴甕が据えられており，奥壁よりの上層では高杯が出土したが，高杯については出土層位からカマ

ド崩落後に入り込んだ可能性が強いと思われる。また，カマド左脇では甑や高杯などがまとまって

出土しており，厨房スペースとして利用されていたことを知ることができる。

遺 物（図３０８・３０９，写真５８８～５９０）

本住居跡で図示できた出土遺物は土師器１３点，須恵器１点の計１４点である。図３０８－１～７は土師

器杯であり丸底で口縁部が外傾して開く器形を呈している。口縁部と体部の境に段を有す特徴があ

り，１についても明瞭ではないが同様の部分にきわめてゆるい括れが認められる。口縁部には直線

的に外傾するものと，１・３のように外湾するもの，６のように立ち気味のものがある。調整は外

面が口縁部ヨコナデで，体部から底部ヘラケズリ，内面がヘラミガキを基本とするが，１は外面全

体もヘラミガキとなっている。すべての内面には黒色処理が施されている。また，７の底部中央に

は焼成後に打ち欠いた穴が開けられているが，甑としての利用も推測される。

図３０８－８・９は土師器高杯で，８は図３０８－６の杯に近似した杯部に筒形で裾が短く開く脚部を

つけたものである。脚部には，三角形の透かしが３方に認められ，調整は裾部がヨコナデ，外面ヘ

ラケズリ，内面ヘラナデである。杯部の調整は，外面が口縁部ヨコナデ，体部ヘラナデで，内面は

ヘラミガキの後黒色処理が施されている。９は器厚の厚いラッパ状の脚部を持つもので，カマド上

層から出土しているが火を受けた痕跡は無い。調整は杯部が８と同様で，脚部は外面がハケメ，内

面がヘラケズリ，裾部はヨコナデである。

図３０８－１０，図３０９－２・３は土師器の甕である。図３０８－１０と図３０９－２はカマドに並置されていた

図３０７ １１８号住居跡遺物出土状況
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０� １０㎝�
（１/３）

１　床面�

４　床面�

５　床面�

６　床面�

７　床面�

８　床面�

９　カマド�

１０　カマド�

２　�１�

３　�１�

図３０８ １１８号住居跡出土遺物（１）
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０� １０㎝�
（１/３）

１　床面�

２　カマド�

４　�１�

３　床面・�１�

図３０９ １１８号住居跡出土遺物（２）
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もので，外面の片側には火を受けた痕跡が見られ，２の胴部内面中位付近には煤状の炭化物が薄く

付着している。調整は口縁部ヨコナデ，胴部外面ハケメ，胴部内面ヘラナデで，２の口縁部内面に

はハケメ，底部には木葉痕が見られる。３は最大径を胴部中央に有すやや大型のもので調整は他の

甕と同様である。火を受けた痕跡などは無くおそらく貯蔵用に用いられたものと思われる。

図３０９－１は土師器の甑で，調整は甕とほぼ同様であるが，内面に縦方向のヘラミガキが加えられ

ている。図３０９－４は須恵器の甕の破片で，外面に浅い平行タタキが認められる。

ま と め

本住居跡はプラン全体が把握される比較的遺存状態の良い遺構である。その規模は一辺４ｍ弱の

小型のもので，カマド及びその周辺では良好な形で遺物が出土している。時期については遺物の特

徴から７世紀頃が考えられる。 （安 田）

１１９号住居跡 ＳＩ１１９

遺 構（図３１０，写真２９６・２９７）

本遺構は，Ｍ２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，阿武隈川に面した自然

堤防の西斜面落ちぎわである。他の遺構との重複関係は，認められない。隣接遺構としては，南西

側に２２号土坑，東側に３号溝跡がある。

本住居跡は，残りが非常に悪く，西周壁側の一部だけが検出された。

堆積土は，２層に分層された。土層断面図が示すように，典型的なレンズ状堆積である。このこ

とから，遺構は，自然に埋没したと考えている。床面は，貼床されず，掘形底面が平坦に整えられ

ている。カマド前面には，踏み締まりがあった。

本住居跡の平面プランは，方形を呈していたと推定される。しかし，遺存状態の制約で詳しいこ

とは知ることができない。規模は，東西１．４ｍ以上，南北３．０ｍ以上を測る。住居跡方向は，発掘基

準線北に対して，東に１８°振れている。

カマドは，西周壁で検出された。燃焼部は，袖の遺存長４５�，焚口幅３１�の規模を有している。

袖は，１２�の高さが残っていた。なお，底面はわずかに焼土化していたが，図示できるほどではな

かった。

カマドの北東方向で，Ｐ１が検出されている。６５�×４７�の楕円形をなすもので，床面からの深

さは，５�を測る。

遺 物（図３１０）

遺物は，土師器片１点が出土した。

図３１０－１は，有段丸底の土師器杯になる。器形は，口縁部が大きく開いており，外面の段が，明

瞭に形成されている。堆積土出土で，遺構には共伴していない。

ま と め

本遺構は，自然堤防の西斜面落ちぎわに営まれた竪穴住居跡である。遺存状態が，非常に悪かっ
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カマド�

　１１９号住居跡堆積土�
１　褐色砂（暗褐色砂質土の薄層含む）�
２　褐色砂�

　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
２　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土�

　１１９号住居跡カマド堆積土�
１　褐色砂（暗褐色砂質土の薄層含む）�
２　赤褐色砂�

　１１９号住居跡カマド構築土�
１　褐色砂質土（黄色粘質土塊多量含む）�
２　赤褐色砂質土（焼土塊含む）�
３　褐色砂質土（暗褐色土塊含む）�
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２０８.７０ｍ�

た。検出されたのは，カマドの設置された西周壁側の一部だけであった。このため，遺構の内容に

ついては，不明な部分が多い。また，良好な共伴遺物にも恵まれなかった。

したがって，本住居跡の所属時期は，不明である。 （菅 原）

１２０号住居跡 ＳＩ１２０

遺 構（図３１１，写真２９８～３０１）

本遺構は，Ｎ２２グリッドで検出された竪穴住居跡である。

営まれたのは，後背湿地に面した自然堤防の東斜面肩部である。周囲に数多くの住居跡が分布し

図３１０ １１９号住居跡・出土遺物
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図３１１ １２０号住居跡
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ている。

本住居跡は５軒の竪穴住居跡と重複している。１１４号住居跡に切られ，１３８・１３９・１７０・１７３号住居

跡を切っている。また，北周壁は撹乱で壊されている。残っていたのは，床面積の西側３分の２ほ

どと推定される。

堆積土は，２層に分層された。断面はレンズ状堆積の様相を示している。このことから，遺構は

自然埋没したと考えている。

床面は，貼床されず，掘形底面がそのまま平坦に整えられている。検出面と床面の比高差は，３

～６�を測る。

本住居跡の平面プランは，方形基調を呈している。規模は，東西３．７ｍ以上，南北５．５ｍ以上を測

り，やや大型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に３６°振れている。

カマドは，西周壁で検出された。位置は，ほぼ中央である。煙道部は残っていなかった。燃焼部

は，袖長１８０�，焚口幅４８�を測る。側壁内面は焼土化していた。袖は，焼土の混じったにぶい黄橙

色砂質土で構築されている。床面から３�の高さが残っていた。

ピット類は検出されていない。

遺 物（図３１２，写真５９０～５９２）

遺物は，土師器片１５５，土製品２点が出土した。図示遺物は９点で，このうち煮炊具４点が遺構に

伴っている。それらの平面分布は，カマド右脇に集中している。したがって，貯蔵穴は検出されな

かったが，ここに厨房空間が想定できよう。

図３１２－１～３は，土師器杯になる。１と３は，器形・法量が酷似している。口縁部が内湾する有

段丸底杯であり，同一工人の製品と見なされる。２は，須恵器杯蓋模倣の大型品である。底部を欠

いている。

４は，小形の土師器甕になる。胴部外面が被熱して荒れている。器形は，口縁部が短く，口径よ

り器高が小さい。

５・６は，中型の土師器甕になる。器形は，胴部中位に少し膨らみがあり，外面はハケメ調整さ

れている。６は，底部外面が剥離した状態で割れている。

７は，土師器甑になる。単孔式の大型品である。口径が大きく，口縁部の大きく開いた器形を呈

している。胴部外面はハケメ調整されている。また，口縁部内面にも，横方向のハケメ調整痕が認

められる。

８・９は，土製丸玉になる。表面は，ヘラミガキ・黒色処理されている。

ま と め

本遺構は，自然堤防の東斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。東側は，破壊されている。上部

破壊が著しかったが，カマドは西周壁中央で検出され，その右脇床面から土師器煮炊具のセットが

出土した。

営まれた時期は，栗囲式期と考えている。 （菅 原）
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図３１２ １２０号住居跡出土遺物
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１２１号住居跡 ＳＩ１２１

遺 構（図３１３，写真３０２・３０３）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。

営まれたのは，後背湿地に面した自然堤防の東斜面肩部である。周囲には，数多くの住居跡が分

布している。

重複関係を整理しておくと，本住居跡は１１３号住居跡に切られ，１５６・１６５号住居跡，３号特殊遺構

を切っている。残っているのは，床面積の約３分の２と推定される。

堆積土は，にぶい黄褐色砂質土が１層認められた。確証は無いが，この断面の様子から，遺構は

自然埋没したと考えている。

床面は，貼床されず，掘形底面がそのまま平坦に整えられている。とくに顕著な踏み締まりは認

められなかった。検出面と床面の比高差は，５�前後を測る。

本住居跡の平面プランは，方形基調を呈している。規模は，東西４．２ｍ，南北３．４ｍ以上を測り，

中型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に１４°振れている。

カマドは，北周壁中央で検出された。位置は，左に偏っている。煙道部は，周壁から８２�の長さ

がある。燃焼部は，袖長６５�，焚口幅３８�を測り，底面は焼土化していた。断ち割りをしたところ，

厚さ２～３�を測った。左袖先端には，土師器甑が埋め込まれていた（図３１３下段）。袖の補強材に

転用されていたものと考えられる。

本住居跡では，カマド右脇で，貯蔵穴と考えられるＰ１が検出されている。８０�×７５�の不整円

形を呈しており，床面から２５�の深さがある。内部の堆積土が，周囲の床面を覆う土層（�２）と

同一であることから，住居廃絶時まで開口していたと考えられる。

遺 物（図３１４，写真５９２・５９３）

遺物は，土師器片１７６点が出土した。図示遺物は４点で，そのうち，煮炊具の３点が住居跡に共伴

している。図３１４－４の土師器甑は，左袖先端に倒立した状態で出土した。上述したように，カマド

補強材に使用されていたと考えられる。

図３１４－１は，土師器杯になる。器高が低く，口縁部が外反気味に立ち上がる有段丸底杯である。

これは，遺構には伴わない。

図３１４－２・３は，土師器甕になる。どちらも胴部下膨れの長胴甕で，外面はハケメ調整されてい

る。３は，底部外面に木葉痕が観察される。

図３１４－４は，土師器甑になる。大型の無底式に分類される。胴部外面は，ハケメ調整されている。

ま と め

本遺構は，自然堤防の東斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。カマドは北周壁に設置されてお

り，その右脇に貯蔵穴が設けられている。

営まれた時期は，床面の遺物から，栗囲式期と考えている。 （菅 原）
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　１２１号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ５/４　にぶい黄褐色砂質土�

　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�

　１２１号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ５/３　にぶい赤褐色砂質土（焼土）�
２　５ＹＲ５/１　褐灰色砂質土�

図３１３ １２１号住居跡
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０� １０㎝�
（１/３）�

２　床面�

３　床面�

４　カマド左袖構築材�

１　�１�

図３１４ １２１号住居跡出土遺物
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１２２号住居跡 ＳＩ１２２

遺 構（図３１５，写真３０４・３０５）

本遺構は，Ｍ２２グリッドでＬ�上面から検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，阿武隈川

に面した自然堤防の西斜面肩部である。本住居跡は，９６号住居跡に切られている。また，南側は撹

乱で壊されており，残っているのは，床面積の約半分と推定される。

堆積土は，３層に分層された。断面は，レンズ状堆積の様相を呈しており，このことから，遺構

は自然埋没したと考えている。床面は，貼床されず，掘形底面がそのまま平坦に整えられている。

踏み締まりは認められなかった。検出面と床面の比高差は，１６～１８�を測る。

本住居跡の平面形は，方形基調を呈している。規模は，東西５．４ｍ，南北４．０ｍ以上を測り，高木

遺跡では中型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線と概ね一致している。

カマドは，北周壁で検出された。位置は右に偏っている。残っていたのは，焼土化した燃焼部底

面だけで，あとは９６号住居跡に壊されて残っていない。

このカマド右脇で，貯蔵穴Ｐ１が検出されている。９８�×８５�の楕円形を呈しており，床面から

の深さは，約１０�を測る。後述するように，土師器が一括出土した。

遺 物（図３１６，写真５９２～５９４）

遺物は，土師器片１４５，土製品２点，石製品１点が出土した。このうち１０点を図示している。遺構

に伴うのは，Ｐ１出土の７点で，住居跡の年代決定資料である。出土状況は，貯蔵穴左肩に寄せ集

められていたものが，内部に倒れ込んだ様子を示している（図３１５下段，写真３０５ｃ）。

なお，南周壁側の床面に，自然石が散乱していた。

図３１６－１は，土師器杯になる。口縁部の強く外反した有段丸底杯である。外面はヘラミガキ調整

されている。舞台式に比定される。

図３１６－２・３は，土師器小型甕になる。２の器形は，口縁部が短く外反し，頸部が窄まらない。

胴部外面は，ハケメ調整されている。３は，これよりやや大型と思われるが，上半部が無く，全体

の様子は分からない。胴部外面は，ナデ調整されている。

図３１６－５・６は，中～大型の土師器甕になる。５は，頸部の窄まりが弱く，口縁部がなだらかに

外反するもので，胴部中位にやや膨らみを有している。長胴甕の範疇で理解できる形態である。胴

部外面は，ナデ調整されている。６は，短胴タイプで，口径が胴部径を上回る。胴部中位が強く張

り，外面はナデ調整されている。

図３１６－４は，円筒状土製品になる。両端が欠損している。内面は，簡単にナデ調整されただけで，

粘土紐痕がはっきりと残る。外面はハケメ調整されている。

図３１６－７・８は，土師器ミニチュア土器になる。７は，舞台式の特徴を備えた有段丸底杯である。

出土状況は，床面から浮いていたが，本来は遺構に伴っていたのだろう。８は壺の口縁部になる。

内外面にヘラミガキ調整が加えられている。

第１編 高木遺跡
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１２２号住居跡�

遺物出土状況�

Ｙ:５０,９０６�

Ｘ:１６７,９３０�
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３１６－１�

　１２２号住居跡堆積土�
１　５ＹＲ２/１　黒褐色砂質土（しまりあり）�
２　５ＹＲ３/３　暗赤褐色砂質土（しまり弱）�
３　５ＹＲ２/３　極暗赤褐色砂質土（しまり弱）�

　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ６/２　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�

図３１５ １２２号住居跡
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図３１６ １２２号住居跡出土遺物
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１２３号住居跡�

遺物出土状況�

Ｙ:５０,９０２�

Ｘ:１６７,９３０�
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土器�
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３１８－２�

３１８－４�
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　１２３号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色砂質土�

　Ｐ１堆積土�
１　５ＹＲ３/３　暗赤褐色砂質土�
　　　　　　　（炭化物含む，しまり弱）�
２　５ＹＲ２/３　極暗赤褐色砂質土�
　　　　　　　（炭化物含む，しまり強）�

図３１６－９は，土製紡錘車になる。

図３１６－１０は，砥石になる。分銅状の形態で，断面は正方形を呈する。

ま と め

本遺構は，自然堤防の西斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。遺存状態に，恵まれなかった。

それでも，北周壁に設置されたカマドの位置が判明し，右脇に掘られた貯蔵穴から，共伴する土器

の一括出土があった。この内容から，本住居跡が営まれたのは舞台式期と考えている。 （菅 原）

１２３号住居跡 ＳＩ１２３

遺 構（図３１７，写真３０６・３０７）

本遺構は，Ｍ２２グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，阿武隈川に面した自然

堤防の西斜面落ちぎわにあたり，上部削平が著しい。遺構は，高木遺跡における住居跡分布の西限

図３１７ １２３号住居跡
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の１つをなしている。

本住居跡は，９４号住居跡を切っている。しかし，既に，検出段階で床面のほとんどが露呈してい

たため，９４号住居跡の方から先に調査に着手してしまった。検出できたのは，推定床面積の約３分

の１程度である。

堆積土は，灰黄褐色砂質土が１層残っていた。人為堆積土か自然堆積土かは，不明である。床面

は，貼床されておらず，掘形底面がそのまま平坦に整えられている。踏み締まりは，北周壁中央付

近で認められたが，それほど顕著ではなかった。検出面と床面の比高差は，最大で３�を測る。

本住居跡の平面形は，方形基調を呈している。規模は，東西４．１ｍ，南北１．６ｍ以上を測り，高木

遺跡では中型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線と概ね一致している。

カマドは，検出されなかった。ただ，貯蔵穴の位置と，床面の遺物出土状況から，北周壁に設置

されていた可能性が高いと思われる。

貯蔵穴には，住居跡北東隅で検出されたＰ１が該当する。長軸１．３ｍ×短軸１．１ｍの楕円形を呈し

ており，床面からの深さは，２３�を測る。ここで土師器の一括出土がみられた。

遺 物（図３１８，写真５９４・５９５）

遺物は，土師器片５６点が出土した。図示遺物は８点あり，図３１８－８を除く７点が遺構に共伴して

いる。それらの平面分布は，貯蔵穴に集中しており，５点で最も多い。口縁部を底面中央に向けて

倒れ込んでおり，本来は，貯蔵穴の肩部に置かれていたと推定される。他の２点は，カマド推定位

置の手前で出土している。

図３１８－１・２は，土師器高杯になる。どちらも有段丸底杯を脚部に乗せたもので，口縁上部を欠

いている。１は，舞台式後半～栗囲式前半の特徴を備えている。脚部が中実で，やや細長く，裾が

大きく広がっている。これに対して，２は中実の短脚で，１より古い要素を備えている。

図３１８－４は，長胴タイプの土師器甕になる。口頸部が，「く」の字状に折れ曲がり，胴部外面は

ハケメ調整されている。この特徴から，栗囲式に比定される。

図３１８－５は，土師器甕の底部片になる。器形全体の特徴は，知ることができない。胴部外面は，

ヘラケズリされている。

図３１８－３・６・７は，土師器球胴甕になる。器面調整は，胴部外面ハケメで共通する。３・６は，

器高２０�以下の中型品である。３の胴部は，当該器種としては細めであり，煮炊用甕との中間的な

様相を備えている。６は，胴下部が焼成後に穿孔されている。７は，器高２５�を越える大型品であ

る。底部を欠く。

図３１８－８は，有段丸底の土師器杯になる。口縁部は，内湾気味に立ち上がっている。この土器は，

遺構には，共伴していない。

ま と め

本遺構は，自然堤防の西斜面落ちぎわに営まれた竪穴住居跡である。遺構上部の削平が著しく，

詳細は知ることができなかった。
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０� １０㎝�
（１/３）�

２　Ｐ１�１�

３　Ｐ１�１�

４　Ｐ１�１�

６　Ｐ１�１�

７　Ｐ１�１�

８　�１�

１　床面�

５　床面�

図３１８ １２３号住居跡出土遺物
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Ｙ:５０,９２９�

Ｘ:１６７,９５２�

Ｙ:５０,９３２�

Ｘ:１６７,９５２�

Ｙ:１６７,９４８�

Ｘ:５０,９２９� Ｙ:５０,９３２�

Ｘ:１６７,９４８�

１２４号住居跡�

ＳＩ１２４�

ＳＩ２７�

ＳＩ２８� ＳＩ１０５�

ＳＫ２９�

２０８.６０ｍ�
Ａ�

（１/５０）

０� ２ｍ�

　１２４号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土（焼土塊微量含む）�
２　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
３　１０ＹＲ２/３　黒褐色砂質土（ラミナ状の薄層）�

Ａ′

Ａ′�

Ａ�

１�

２�

３�
撹　乱�

ト
レ
ン
チ�

遺物の内容は，古い要素がみられるものの，全体としては栗囲式の範疇で捉えて問題ないと考え

ている。したがって，本住居跡が営まれた時期は，当該型式期に求められる。 （菅 原）

１２４号住居跡 ＳＩ１２４

遺 構（図３１９，写真３０８・３０９）

本遺構は，調査区中央のやや南になるＮ２２グリッドに位置している。Ｌ�上面において検出され

た。カマド・柱穴は確認されなかったが，周辺の住居跡に形状や規模が類似していることから，竪

穴住居跡として報告する。

本住居跡は，２８号住居跡と重なるように重複している。新旧関係は，それよりも古い。本住居跡

の南側および東側では，住居跡が高い分布密度で広がっている。

遺構内堆積土は３層に区分した。自然堆積土と判断している。最下層の�３は，ラミナ状の薄層

で，床面にへばりつくように堆積していた。

本住居跡は，検出時に掘り過ぎたため，西周壁を検出することができなかった。平面形は，残存

部の状態から，比較的整った方形をなしていたものと考えられる。

住居跡と方位の関係を東周壁でみると，真北から２８°ほど東に傾いている。規模は，東西３．１ｍ以

上，南北３．８ｍである。周壁の立ち上がりは全体になだらかで，検出面から床面までの深さは，東周

壁で最大２０�を測る。

床面は，ほぼ平坦に整えられている。貼床は認められないが，全体に踏み締められていた。

カマドは，検出されなかった。破壊された西周壁に設置されていたと考えている。

図３１９ １２４号住居跡
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　�２�
２　�２�

ピット類は検出されていない。

遺 物（図３２０）

本住居跡では，土師器片８７点

が出土した。図示遺物は，２点

ある。どちらも，�２から出土

したもので，遺構には伴っていない。

図３２０－１・２は，有段丸底の土師器杯になる。１は，口径が小さく，急な角度で口縁部が立ち上

がる。２は，口縁部が大きく開いている。

ま と め

本住居跡は，遺存状態が悪かった。カマドも検出されていない。

営まれた時期は，重複遺構の関係から，栗囲式期と推定される。 （菅 原）

１２５号住居跡 ＳＩ１２５

遺 構（図３２１・３２２，写真３１０・３１１）

本遺構は，Ｍ２２・Ｍ２３グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，阿武隈川に面し

た自然堤防の西斜面肩部付近である。重複関係は，１４５・１５７号住居跡を切っている。遺存状態に恵

まれ，周壁が良く残り，平面プラン全体が捉えられた。

堆積土は，４層に分層された。断面は典型的なレンズ状堆積の様相を呈している。このことから，

遺構は，自然埋没したと考えている。床面は，貼床されておらず，掘形底面がそのまま平坦に整え

られている。踏み締まりは，認められなかった。検出面と床面の比高差は，２０�前後を測る。

本住居跡の平面プランは，南北に長い長方形基調を呈している。規模は，東西４．３ｍ，南北５．６ｍ

を測り，高木遺跡では中型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に３０°振れて

いる。

カマドは，南周壁中央で検出された。煙道部は，周壁から５１�の位置で無くなっており，そこか

ら上へ伸びる構造であった可能性も，想定される。燃焼部は，袖がまったく検出されず，住居廃絶

時に取り壊されたと考えられる。この点は，住居跡が残り良好であったのに，遺物が極端に少ない

ことと，対応しているのであろう。

ピットは，６個検出されている。径３０～４７�の円形プランで，床面からの深さは１６～２２�の範囲に

まとまる。それらは，周壁近くに分布が偏り，直線状に並ぶことから，柱穴の可能性が高いと思わ

れる。しかし，４本柱の配置にはならず，組み合わせ不明である。Ｐ５は，カマド脇に掘られてい

るので，貯蔵穴の可能性も考えられるが，規模が小さすぎる。

遺 物（図３２２）

遺物は，土師器片２４３点が出土した。この数は，遺構の残りが良好であったことを勘案すると，あ

まりにも少なすぎる。調査所見で，住居廃絶時にカマドが壊されたことが判明しているので，その

図３２０ １２４号住居跡出土遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

　１２５号住居跡堆積土　�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土�
２　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
３　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
４　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
�

　Ｐ１～６堆積土�
１　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色砂質土　�

Ａ�

１�

１�

１� １�

１� １� １�

１�

Ｐ１�

Ｐ２�

Ｐ２�

Ｐ１�

Ｐ６�

Ｐ６�

Ｐ５�

Ｐ５�

Ｐ４�

Ｐ４�

Ｐ３�

Ｐ３�

Ｐ３�

４�４� ３� ３�

２０８.８０ｍ�
Ａ′�

Ａ�

Ａ′�

Ｂ�
２０８.７０ｍ�

Ｂ′�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

Ｄ�
２０８.７０ｍ�

Ｄ′�

Ｃ� Ｃ′�

Ｄ
�

Ｄ
′
�

Ｃ
�

２０８.７０ｍ�

Ｃ
′
�

１２５号住居跡�

Ｙ:５０,９０９�

Ｘ:１６７,９２４�
�

Ｙ:５０,９０９�

Ｘ:１６７,９１９�Ｘ:１６７,９１９�

Ｙ:５０,９０４�

２�

ＳＩ１２５�
ＳＩ１４５�

ＳＩ１１０�

ＳＩ１０９�

ＳＩ１５７�

ＳＩ１０１�

際に土器類は外に持ち出されたと考えられる。なお，図示遺物の２点は，遺構に伴っていない。

図３２２－１は，土師器杯になる。口縁部の内湾する有段丸底杯で，外面はヘラミガキ調整されてい

る。

図３２２－２は，須恵器杯の小破片である。飛鳥・藤原宮分類の杯Ｇを想定して図化したが，あるい

は，同分類の杯Ｈ蓋になるかも知れない。外面は，手持ちヘラケズリされている。

ま と め

本遺構は，自然堤防の西斜面肩部付近に営まれた竪穴住居跡である。遺存状態は，良好であった。

図３２１ １２５号住居跡
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

　１２６号住居跡堆積土　�
１　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色砂質土　�

Ａ� １�

ＳＩ１１１�

２０８.６０ｍ�
Ａ′�

Ａ�

Ａ′
�

１２６号住居跡�

ＳＩ９５�

３２４－２�

ＳＩ１２６�

３２４－１�

３２４－３　�

Ｘ:１６７,９３７�

Ｙ:５０,９０８�

Ｙ:５０,９０８�

Ｘ:１６７,９３４�

Ｘ:１６７,９３７�

Ｘ:１６７,９３４�

Ｙ:５０,９１１�

Ｙ:５０,９１１�

ＳＩ１１１�
�

ＳＩ９６�

０� １ｍ�
（１/２５）�

０�

１　�１�

２　�１�
１０㎝�
（１/３）�

　１２５号住居跡カマド堆積土　�
１　１０ＹＲ７/４　にぶい黄橙色土�
�

Ａ�

１�

２０８.７０ｍ　�
Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

１２５号住居跡カマド�

Ｙ:５０,９０４�

Ｘ:１６７,９１９�

Ｘ:１６７,９２０�

Ｙ:５０,９０４�

Ｘ:１６７,９２０�

Ｙ:５０,９０６�

南北に長い長方形プランを有しており，規模は中型である。カマドは，住居廃絶時に取り壊され，

その際に，土器類は外に持ち出されたと考えられる。

本住居跡が営まれたのは，重複遺構の関係から，栗囲式期に上限が求められる。 （菅 原）

１２６号住居跡 ＳＩ１２６

遺 構（図３２３，写真３１２・３１３）

本遺構は，Ｍ２２グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，阿武隈川に面した自然

堤防の西斜面肩部である。

本住居跡は，１１１号住居跡に切られているのに加え，遺構上部の削平が著しく，西側の周壁と床面

図３２２ １２５号住居跡カマド・出土遺物

図３２３ １２６号住居跡
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０� １０㎝�
（１/３）�

０�

１　床面�

２　床面�

３　床面�

３㎝�
（１/２）�

が失われていた。検出されたの

は，住居跡北東隅付近だけであ

り，これは推定床面積の約４分

の１にあたる。

堆積土は，灰黄褐色砂質土が

１層みられらた。自然堆積土か

人為堆積土かは，不明である。

床面は，貼床されず，掘形底面

がそのまま平坦に整えられてい

る。

検出面と床面の比高差は，最

大で３�を測った。

本住居跡の平面プランは，方

形基調を呈している。規模は，

東西３．５ｍ以上，南北２．２ｍ以上

を測る。住居跡方向は，発掘基

準線北に対して，東に６７°振れて

いる。

カマド構築位置は不明である。

遺 物（図３２４，写真５９５）

遺物は，土師器片１０７点，土製

品１点，石製品１点が出土した。

遺構の残りが悪かった割に，床

面の遺物３点が図示できている。

図３２４－１は，有段丸底の土師

器杯になる。口縁部は，内湾し

て立ち上がる。

図３２４－２は，円筒状土製品に

なる。全長の分かる貴重な資料

で，カマド構築材であったと推

定される。外面は，ハケメ調整

されている。

図３２４－３は，石製紡錘車にな

る。欠損部が多い。図３２４ １２６号住居跡出土遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

０�

１　床面�

ＳＫ１５�

３　検出面�

２　�１�

１０㎝�
（１/３）�

　１２７号住居跡堆積土　�
１　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂質土�

Ａ�

１�

２０８.１０ｍ�
Ａ′�

Ａ�

Ａ′�

１２７号住居跡�

Ｘ:１６７,８８０�

床
残
存
範
囲�

ＳＫ２６�
�

Ｘ:１６７,８８０�
�

Ｙ:５０,８９３�

Ｙ:５０,８９３�

Ｘ:１６７,８７７�

Ｙ:５０,８９６�

ま と め

本遺構は，自然堤防の西斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。遺構は残りが悪く，カマドの位

置も確かめることができなかった。

営まれたのは，床面の遺物から栗囲式期と考えている。 （菅 原）

１２７号住居跡 ＳＩ１２７

遺 構（図３２５，写真３１４・３１５）

本住居跡は，調査区南側のＭ２３・２４グリッドに位置する。地形的には，阿武隈川右岸沿いに形成

された自然堤防の狭い平坦部の微高地上に立地している。遺構はＬ�上面で検出したが，遺構検出

時に掘り過ぎてしまい，住居跡西側は遺存していない。１５・２６号土坑と重複関係にあり，本住居跡

のほうが古い。

また，北側に８２号住居跡，東側に８４号住居跡が隣接している。

遺構内堆積土は黒褐色砂質土１層で，堆積過程は不明である。本住居跡の平面形は，遺存状況か

ら方形を呈していたと思われる。規模は，遺存する北側の壁で約１．８ｍ，東壁約３．６ｍを測る。遺存

する壁は，いずれも急角度で立ち上がっている。床面からの高さは，残りの良い東側の壁で１５�を

測る。床面はほぼ平坦に作られていた。貼床は施されていなかった。

本住居跡からは，カマドや柱穴などの施設は検出されなかった。

図３２５ １２７号住居跡・出土遺物
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　１２８号住居跡堆積土　�
１　７.５ＹＲ４/３　褐色砂質土（しまりあり）�
２　２.５ＹＲ６/８　橙色砂質土�
３　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
４　７.５ＹＲ４/２　灰褐色砂質土（焼土微量含む）�
５　７.５ＹＲ４/４　褐色砂質土�
６　１０ＹＲ５/４　にぶい黄褐色砂質土�
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遺 物（図３２５，写真５９５）

遺物は検出面から，床面にかけて出土している。内訳は，土師器片７３点，須恵器片１点である。

図３２５－１・３は土師器杯である。１は，体部から口縁部にかけて緩やかに外傾しながら立ち上がる

器形になると思われる。３は器高が低く，口縁端部が直立気味に立ち上がるのが特徴的である。底

部は上底気味となる。器形的特徴や黒色処理が認められないことなどから，在地の土師器杯よりむ

しろ，外来系の土器としてとらえておきたい。２は，甕の底部付近の資料である。底部はやや上底

になり，底面には木葉痕が認められる。

ま と め

本住居跡は，遺存状況が悪く，検出できたのは南・北・東壁一部だけである。平面形は遺存状況

から，方形を呈していたと考えられる。

本住居跡に伴う施設などは検出されなかった。住居跡の遺存状況は悪いものの，本住居跡から，

外来系の土師器杯が出土している点は興味深い。本住居跡の所属時期は，出土遺物などから７世紀

代と考えている。 （大河原）

１２８号住居跡 ＳＩ１２８

遺 構（図３２６，写真３１６）

本住居跡はＮ２１グリッドの西端よ

り検出された。重複関係を整理する

と，７１号住居跡と重複しており，そ

れより古い。また，西側は３号溝跡

によって壊されている。

遺構内堆積土は６層に区分した。

撹乱が激しく，全体の堆積過程を推

測するのは困難であるが，�４・６

は壁際からの流入状態を示している。

このことから，遺構全体も自然堆積

したものと考えている。

残存部より，住居跡の平面形は方

形を呈していたと思われる。住居跡

と方位の関係を東周壁でみると，真

北から１９°ほど東へ傾いている。規模

は，北周壁から遺存する床の南端ま

での長さが３．２ｍ，東周壁から遺存し

ている床の西端までの長さが２．１ｍを図３２６ １２８号住居跡

第１編 高木遺跡

３８４



測る。検出面から床面までの深さは，１６～２３�を測り，周壁は，比較的緩やかな角度で立ち上がっ

ている。床面はわずかな凹凸がみられるものの，ほぼ平坦につくられている。

住居跡内施設は確認できなかった。

遺物は，出土していない。

ま と め

本住居跡は残りが悪く，カマドも検出されていない。また，遺物の出土にも恵まれなかった。

営まれた時期は，重複遺構から，栗囲式期に上限が求められる。 （佐 藤）

１２９号住居跡 ＳＩ１２９

遺 構（図３２７，写真３１７・３１８）

本遺構は，Ｎ２２グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した自然

堤防の東斜面肩部である。周囲には数多くの住居跡が密集している。重複関係を整理しておくと，２７

・１０５・１３６号住居跡，２９号土坑より古く，１６４・１６９号住居跡より新しい。

堆積土は５層に分層された。断面は，レンズ状堆積の様相を呈している。このことから，遺構は

自然埋没したと考えている。

床面は，貼床されず，掘形底面がそのまま平坦に整えられている。南東隅に焼土ブロックの広が

りが認められたが，性格を明らかにすることはできなかった。検出面と床面の比高差は，１５～１８�

を測る。

本住居跡の平面プランは，方形を呈している。規模は，東西３．２ｍ以上，東西９．５ｍを測り，大型

である。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に３０°振れている。

カマドは，検出されていない。また，ピット類も検出されなかった。

遺 物（図３２８，写真５９５・５９６）

遺物は，土師器片３８４点，鉄製品１点が出土した。東周壁ぎわで，集中的な遺物の分布がみられ，

図３２８に図示することができた。しかし，層位的には�２であり，確実な共伴資料とはならない。

図３２８－１・２は，土師器杯になる。１は，須恵器模倣杯に分類されるもので，外面もヘラミガキ

されている。２は，口縁部が外反する有段丸底杯である。口径が大きい。内面は，ナデ仕上げであ

り，ヘラミガキ・黒色処理は行われていない。

３・５は，土師器高杯になる。３は，杯部の破片となるもので，口縁部の立ち上がりが急で，端

部は外反している。５は，中実の脚部である。端部はまくれない。

４は，土師器手づくね土器になる。指で簡単な成形が行われただけで，器面調整は一切認められ

ない。

６・８は，大型の土師器甕になる。８は，器高３５�を超えるもので，細長い胴部を有している。

頸部は直立し，口縁部は外反している。胴部外面の調整は，ハケメである。８は，上下を欠いた胴

部片のため，器形全体の特徴が分からない。外面はナデ調整されている。
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１　７.５ＹＲ４/４　褐色砂（焼土塊多量含む，しまりあり）�
２　７.５ＹＲ４/３　褐色砂（焼土粒・炭化物微量含む，しまりあり）
３　７.５ＹＲ３/３　暗褐色砂質土（しまりあり）�
４　１０ＹＲ４/６　褐色砂�
５　１０ＹＲ５/４　にぶい黄褐色砂�
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７は，土師器小型甕になる。器形は，口径が大きく，全体に下に窄まっている。胴部外面は，ハ

ケメ調整の後，縦位にヘラケズリされている。

９は，鉄製刀子の破片になるとみられる。

ま と め

本遺構は，特大の規模を有する竪穴住居跡である。しかし，遺存状態に恵まれず，東周壁側だけ

が検出された。このため，遺構内容の詳細については，ほとんど知ることができなかった。

遺物は，東周壁ぎわで集中的な分布が認められた。

本住居跡が営まれたのは，舞台式期後半～栗囲式期と考えている。 （菅 原）

図３２７ １２９号住居跡
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図３２８ １２９号住居跡出土遺物
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１３０号住居跡 ＳＩ１３０

遺 構（図３２９，写真３１９）

本住居跡は阿武隈川に沿った自然

堤防の西端に位置しており，Ｍ２１・

Ｎ２１グリッドにまたがって検出され

た。

検出層位は，Ｌ�である。

本住居跡は，西側を３号溝跡によっ

て壊されている。また，本住居跡の

北約１ｍの地点に，７１号住居跡と１２８

号住居跡があるが，新旧関係は不明

である。

遺構内堆積土は２層に区分した。

撹乱が激しく，全体の堆積過程を推

測するのは困難であるが，断面がレ

ンズ状の堆積を示しているようにみ

えることから，住居跡は自然に埋没

したと考えている。

遺存する周壁の状態から，本住居跡の平面形は，方形を呈していたと推測する。

住居跡と方位の関係を東周壁でみると，真北から１８°ほど東へ傾いている。規模は，東周壁から遺

存している床の西端までの長さが２．８ｍ，南周壁から遺存している床の北端までの長さが３．５ｍであ

る。

検出面から床面までの深さは，１７～２０�を測る。周壁は，比較的急な角度で立ち上がっている。

床面は，ほぼ平坦で，阿武隈川側に向かって若干下がり気味である。

住居跡内施設は検出されなかった。

遺 物（図３３０）

遺物は土師器片１５点が出土した。

図３３０－１は，土師器甕の底部片である。堆積土から出土した。非ロクロ調整で，内面にナデ調整

痕が観察される。

ま と め

本遺構は，遺存状態が悪かった。カマドも検出されていない。

また，良好な遺物の出土にも恵まれなかった。

営まれた時期は，不明である。 （佐 藤）

図３２９ １３０号住居跡

図３３０ １３０号住居跡出土遺物
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１３１号住居跡 ＳＩ１３１

遺 構（図３３１，写真３２０・３２１）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。北周壁と東周壁は，撹乱により破壊さ

れていた。

営まれたのは，後背湿地に面した自然堤防の東斜面肩部である。周囲には数多くの住居跡が密集

している。

重複関係を整理しておくと，本住居跡は３１・３６号住居跡，１３号土坑より古く，１６２号住居跡より新

しい。

本住居跡は，検出過程で堆積土をすべて掘り上げてしまった。このため，直接床面を検出してお

り，埋没過程の記録はとれていない。

床面は，貼床されず，掘形底面のＬ�がそのまま平坦に整えられている。検出範囲では，とくに

顕著な踏み締まりは認められなかった。検出面と床面の比高差は，遺存していた西周壁と南周壁で，１５

～１８�の高さを測った。

本住居跡の平面プランは，方形を呈している。

規模は，東西４．３ｍ以上，南北６．９ｍ以上を測り，大型である。住居跡方向は，発掘基準線北に対

して，東に２５°振れている。

カマドは，西周壁に設置されていた。検出されたのは，左袖の一部だけで，遺存状態は不良であっ

た。左袖は，長さ５３�を測り，床面から１７�の高さが残っていた。構築土には，焼土が含まれてい

る。

ピットに登録しなかったが，北西隅付近の床面で，浅い窪みが検出された。性格については，不

明である。

遺 物（図３３１，写真５９６）

遺物は，土師器片１７点，石製品１点が出土した。

図３３１－１は，撹乱から出土した石製紡錘車である。したがって，遺構に伴う資料ではない。断面

は，台形を呈している。表面には，仕上げ工程の際に生じたものと考えられる擦痕が，全体に認め

られる。

ま と め

本遺構は，後背湿地に面した自然堤防の東斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。遺存状態が悪

かった。

本住居跡は，検出段階で堆積土を掘りあげてしまい，埋没過程の記録がとれていない。また，遺

物にも恵まれなかった。

カマドは西周壁で検出され，左袖が残存していた。しかし，詳細は不明である。

時期は，重複遺構から，栗囲式期に下限が求められる。 （菅 原）
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　１３１号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ５/４　にぶい黄褐色砂質土（焼土粒含む）�
２　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土（粘土塊含む）�
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�

１　撹乱�

図３３１ １３１号住居跡・出土遺物
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Ｙ:５０,９６０�

Ｘ:１６７,９９５�

Ｙ:５０,９６３�

Ｘ:１６７,９９５�

Ｙ:５０,９６０�

Ｘ:１６７,９９０�

１３４号住居跡�

（１/５０）

０� ２ｍ�

　１３４号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土�

ＳＩ１３４�

ＳＩ１７Ａ・Ｂ�ＳＩ４９�

ＳＩ２５�

ＳＩ２４�

ＳＩ１１２�
２０
８
.４０
ｍ
�

Ａ
�

Ａ
′

Ａ
′
�

Ａ
�

１
�

２
�

１３４号住居跡 ＳＩ１３４

遺 構（図３３２，写真３２２・３２３）

本遺構は，Ｎ２１・０２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した

自然堤防の東斜面落ちぎわである。遺構は，高木遺跡における住居跡分布の東限の１つをなしてい

る。

重複関係を整理しておくと，本住居跡は，２５号住居跡に切られている。そのうえ，上部の削平が

著しく，東側は周壁・床面が失われている。

このように，遺存状態には恵まれていなかった。検出されたのは，床面積の約半分になると推定

される。

堆積土は，２層に分層された。断面の観察から，それらは自然堆積したと考えている。床面は，

貼床されておらず，掘形底面がそのまま平坦に整えられている。検出面と床面の比高差は，西周壁

で７～１０�を測った。

本住居跡の平面形は，方形基調を呈している。規模は，南北４．４ｍ，東西２．３ｍ以上を測り，中型

である。

住居跡方向は，発掘基準線北に対して東に２６°振れている。

カマド構築位置は捉えられな

かった。竪穴南西隅で弱い焼土

面が認められたが，これは位置

が偏りすぎているため，燃焼部

の痕跡とは考えていない。

ピット類は，検出されていな

い。

遺 物（図３３３，写真５９７）

遺物は，土師器片５８点が出土

した。住居跡の遺存状態が不良

であったのを反映して，数が少

ない。図示遺物は，１点しか得

られなかった。

図３３３－１は，土師器甑になる。

検出面で出土しており，遺構に

は伴っていない。器高２５�を越

える大型品である。口縁端部は，

強く外反する特徴がみられる。 図３３２ １３４号住居跡

第２章 遺構と遺物

３９１



０� １０㎝�
（１/３）

１　検出面�

また，外面がヘラミガキされている点も，注目

される。

ま と め

本遺構は，Ｎ２１・０２１グリッドで検出された竪

穴住居跡である。営まれた場所は，後背湿地に

面した自然堤防の東斜面落ちぎわにあたってい

る。

本住居跡は，遺構全体の削平が著しく，東半

分は残っていなかった。このため，詳細は把握

できていない。

カマド構築位置も不明である。

時期は，重複遺構の所見から，表杉ノ入式期

に下限を求めることができる。しかし，上限に

ついては，判断材料が得られていない。

（菅 原）

１３５号住居跡 ＳＩ１３５

遺 構（図３３４，写真３２４・３２５）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した自然

堤防の東斜面肩部である。周囲には数多くの住居跡が密集している。

重複関係は，７９号住居跡，１９号土坑より古いことが，確かめられている。また，９２・１４０号住居跡

とごく近接しているが，これとの新旧関係については，不明である。

本住居跡は，床面の一部だけが検出された。周壁は全く残っておらず，平面プランと規模は知る

ことができなかった。

遺存部分で計測すると，住居跡規模は，東西３．５ｍ以上，南北５．５ｍを測り，中規模以上のクラス

であったことがうかがえる。

床面は，貼床を行って整えられている。貼床土は，黄色土塊を含んだ暗褐色砂質土である。掘形

底面との比高差は，１６�を測る。

遺物は，土師器片３点が出土した。

ま と め

本住居跡は，床面の一部が検出されただけであった。このため，遺構内容の詳細については，ほ

とんど何も知ることができていない。

また，良好な出土遺物にも恵まれなかった。

時期は，重複遺構から，栗囲式期に下限が求められる。 （菅 原）

図３３３ １３４号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

１３５号住居跡�

Ａ�

２�１�
撹乱� 撹乱� 撹乱�

トレンチ�

ト
レ
ン
チ�

Ａ′�

Ａ�

Ａ′�

２０８.７０ｍ�

　１３５号住居跡堆積土�
１　暗褐色砂質土（黄色土塊含む）貼床�
２　褐色砂質土（暗褐色土塊含む）掘形埋土�
３　褐色砂（暗褐色土塊含む）掘形埋土�

Ｙ:５０,９５１�

Ｘ:１６７,９７６�

Ｙ:５０,９５４�

Ｘ:１６７,９７６�

Ｙ:５０,９５４�

Ｘ:１６７,９７１�

ＳＫ１９�

ＳＩ７９�
ＳＫ１３�

ＳＩ３１�

ＳＩ９２�ＳＩ１４０�

ＳＩ１１３�
ＳＩ７３�

ＳＩ１３５�

床残存範囲�

撹
　
乱�

１� ２�

３�

１３６号住居跡 ＳＩ１３６

遺 構（図３３５，写真３２６・３２７）

本遺構は，調査区中央の東寄り，Ｎ２２グリッドで検出された竪穴住居跡である。この一帯は，東

に向かってごく緩やかに傾斜しており，周辺には数多くの住居跡が分布している。重複遺構との関

係は，１２９・１６４・１６９号住居跡より新しいことが判明しているが，１４６号住居跡との関係については，

間に大きな撹乱があって，知ることができなかった。

東周壁が残っていなかったが，全体としては，本住居跡の遺存状態は良好である。

本住居跡の平面プランは，長方形を呈している。規模は，東西４．４ｍ以上，南北３．８ｍを測り，中

規模のクラスに属する。方向は，真北から東に１３°振れている。

堆積土は，３層に分層された。断面をみると，レンズ状堆積しており，遺構は自然埋没したと考

えている。�２・３には，焼土や炭化物が含まれていた。

床面は貼床されず，掘形底面が，そのまま利用されている。平坦に整えられており，とくに顕著

な踏み締まりは認められなかった。検出面と床面の比高差は，西周壁中央で２１�を測る。周壁の立

ち上がりは，なだらかであった。

カマドは，検出されていない。周壁と床面の遺存状態が良好であったことをみると，もともと設

置されていなかったのではないか，と考えている。

図３３４ １３５号住居跡
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

１３６号住居跡�

Ａ�

石製品�

２�
３�

２�
１�

Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

２０８.７０ｍ�

　１３６号住居跡堆積土�
１　褐色砂�
２　暗褐色砂（焼土・炭化物粒含む）�
３　灰褐色粘質土（炭化物粒含む）�

遺物出土状況�

Ｙ:５０,９４０�

Ｘ:１６７,９５９�

Ｙ:５０,９４０�

Ｘ:１６７,９５５�

Ｙ:５０,９４４�

Ｘ:１６７,９５９�

３３６－１０�
３３６－１２�

３３６－１３�

３３６－７�

３３８－７�

３３６－２�

３３６－９�３３６－８�

３３６－３�

３３７－３�３３６－１１�

３３７－４�

３３７－１�

３３８－４�

３３８－５�

３３８－３�

３３８－６�

３３６－６�

３３６－４�

３３７－２�

ＳＩ１４６�

ＳＩ１４６�

ＳＩ１６４�

ＳＩ２７�

ＳＩ１０５�

ＳＩ６８�
ＳＩ１６９�

ＳＩ１２９�

ＳＩ１３６�

ト
レ
ン
チ�

土製品�

土師器�

図３３５ １３６号住居跡
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また，ピットも認められなかった。

遺 物（図３３６～３３８，写真５９６～６００）

遺物は，土師器片９９８点，土製品１点，石製品３点が出土した。図示遺物は豊富で，多くの共伴資

料が得られている。分布は，東周壁側に偏る傾向が認められた。

図３３６－１～８は，土師器杯になる。このうち，１～４・６・７は，有段丸底杯に分類され，器高

の違いからさらに２つに分けられる。１・２・６は，器高が低く，４・７は，器高が高い。３は，

両者の中間的な様相を呈している。また，１の底部外面には焼成前に施された線刻が観察される。

６は，底部を丸底にしておらず，中心が柱状に残っている。７は，内面がナデ仕上げされており，

明るい色調を呈している。５・８は，須恵器模倣杯である。５は，口縁部が内屈しており，８は内

傾する。

図３３６－９は，土師器高杯になる。有段丸底杯を短脚に乗せており，口縁部は大きく開いている。

脚部は，透かしが入らず，端はまくれ気味となっている。

図３３６－１０・１１・１３は，小～中型の土師器甕になる。１０は，口縁部が外反し，胴部下半が強く窄ま

る器形を呈している。胴部外面は，ハケメ調整されている。１１は，口縁部が外傾し，胴部が膨らみ

を持たないで，下に窄まる器形を呈している。胴部外面と口縁部内面に，ハケメ調整痕が観察され

る。１３は，器高がやや高く，中型になる。口縁部は，「く」の字状に外傾しており，胴部上半が少し

膨らんで，下に窄まる器形を呈している。胴部外面は，ハケメ調整である。

図３３６－１２，図３３７－１・３は，中～大型の土師器長胴甕になる。いずれも，胴部外面がハケメ調整

されている。図３３６－１２は，胴部中央に最大径があり，頸部が直立気味に立ち上がって，口縁部が外

傾している。図３３７－１は，本住居跡の甕で，最大の器高になると推定される。器形は，胴部中央に

膨らみがあり，口縁部は外傾している。頸部内面は括れ，粘土紐の接合痕跡が明瞭に残っている。

図３３７－３は，胴部上半が膨らんで，下半が窄まる器形を呈している。口縁部は，「く」の字状に外

傾しており，下端に段を形成している。

図３３７－２は，無底式の土師器甑になる。器形は，胴部上位に張りがあって，口縁部が外傾してい

る。器面調整は，胴部外面にハケメ調整が施されている。

図３３７－４は土師器球胴甕になる。器形は，胴部形態が整っており，頸部が直立気味に外傾して，

口縁部が開いている。頸部下端の内面は，稜を形成し，胴部との境が明瞭につくり出されている。

図３３８－１は，須恵器杯蓋と推定している。この製品は，器形だけをみると，上下を逆にして奈良

時代の杯（身）とみるのが普通であろう。しかし，大粒の白色粒子を含む胎土の特徴が，本遺跡の

ＴＫ４３～２０９型式期の製品と同一であり，該期の製品と考えられる。天井部は水平で，回転ヘラ切り

痕をそのまま残している。口縁部は，直線的に開いており，端部は丸く収められている。

図３３８－２は，須恵器盤の口縁部片になる。小片のため，どの程度の大きさになるのか判断がつか

ない。端部は，少し窪んでいる。

図３３８－３は，ミニチュアの土師器小壺になる。算盤玉状の胴部に，直立気味の口頸部が付く器形

第２章 遺構と遺物
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０� １０㎝�
（１/３）�

２　床面�

３　床面�

４　床直�
５　貼床�

６　床面�

７　床面�

８　床直� ９　床直・堆積土�

１０　床直�
１１　床直�

１２　床直�

１３　床直�

１　�１�

図３３６ １３６号住居跡出土遺物（１）
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０� １０㎝�
（１/３）

１　貼床，床直�

３　床面�

４　床直�

２　�３�

図３３７ １３６号住居跡出土遺物（２）
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　床下�

２　床下�
３　床面�

４　床面�

５　床直�

６　床直�

７　床直�

（１/２）
０� ５㎝�

（１/１）

０� ２㎝�

を呈している。頸部に一対の穿孔が焼成前に施されている。

図３３８－４は，石製紡錘車になる。拓本で示したように，側面と下面には，細かな線刻文様が施さ

れている。

図３３８－５は，土製丸玉になる。表面は黒色処理されている。

図３３８－６は，石製平玉になる。

図３３８－７は，水晶になる。

ま と め

本遺構は，自然堤防の東斜面側に営まれた中型の竪穴住居跡である。平面プランは，長方形を呈

しており，遺存状態に恵まれていた。

本住居跡では，床面から多量の遺物が出土した。その中には，玉類・水晶・ミニチュア土器・線

刻のある紡錘車といった，特殊遺物が含まれている。また，カマドは設置されていなかったとみら

れ，居住施設というよりは，土倉のような性格を想定した方が良いのかも知れない。

営まれた時期は，栗囲式期と考えている。 （佐 藤）

１３７号住居跡 ＳＩ１３７

遺 構（図３３９，写真３２８～３３１）

本遺構は，０２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した自然堤

防の落ちぎわで，東側に向かって緩やかに傾斜している。

本住居跡は，検出作業を繰返すうちに，斜面下側が失われてしまった。検出されたのは，床面積

図３３８ １３６号住居跡出土遺物（３）
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

１３７号住居跡�

Ａ�

１�

トレンチ�

Ａ′�２０８.４０ｍ�

Ｂ�
１�

２�

２�
２�

１�１�

Ｂ′�２０８.５０ｍ�

Ｃ� Ｃ′�
２０８.５０ｍ�

Ａ
�

Ａ
′
�

Ｂ
�

Ｂ
′
�Ｃ

�

Ｃ
′
�

　１３７号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
�
　１３７号住居跡カマド堆積土�
１　２.５ＹＲ６/２　灰赤色砂質土�
２　２.５ＹＲ５/４　にぶい赤褐色砂質土（焼土）�
�
　１３７号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土（焼土混）�

Ｙ:５０,９６３�

Ｘ:１６７,９８４�

Ｙ:５０,９６３�

Ｘ:１６７,９８１�

Ｙ:５０,９６０�

Ｘ:１６７,９８１�

３４０－５�

３４０－２�

３４０－１�

３４０－４�

３４０－４�

３４０－３�

ＳＩ２６�

ＳＩ３０�
ＳＩ１３７�

土師器�

土製品�

の約４分の１と推定される。

重複関係は，３０号住居跡を切っている。

堆積土は，にぶい黄橙色砂質土が１層認められた。断面の様子から，遺構は自然埋没したと考え

ている。床面は，貼床されておらず，掘形底面がそのまま平坦に整えられている。検出面と床面の

比高差は，西周壁で最大８�を測る。

本住居跡の平面形は，方形基調を呈している。規模は，東西１．０ｍ以上，南北２．６ｍ以上を測り，

小型である。住居跡方向は，発掘基準線北に対して東に４０°振れている。

カマドは西周壁で検出された。煙道部は残っていなかった。燃焼部は，袖長６２�，焚口幅４２�を

測り，内面が焼けていた。袖は，焼土混じりのにぶい黄橙色砂質土で構築されている。床面から９

�の高さが残っていた。

本住居跡のカマドでは，底面左寄りの位置で，土製支脚が立ったまま出土している。この所見か

ら，懸け口には，横並びで２個体の甕が固定されていたと考えられる。

遺 物（図３４０，写真６００・６０１）

遺物は，土師器片５０点，須恵器１点，土製品２点が出土した。図示遺物の５点は，すべて遺構に

伴っている。平面分布は，カマド左袖脇の床面にまとまりがみられる。

図３４０－１・２は，有段丸底の土師器杯になる。１は，器形全体の分かる大型品で，口径は２０�を

越えている。底部は平底風であり，口縁部下端の段は，痕跡程度でしかない。また，これに対応す

る内面にも括れが認められない。２は，口縁部を欠いた破片資料のため，器形の特徴は分からない。

ただ，口縁部下端の段はやはり痕跡程度で，内面の括れは認められない。

図３４０－３は，須恵器蓋になる。器形の特徴は，いわゆる「笠形」の天井部に，潰れた宝珠形のつ

まみが付いている。口縁部は，短く屈曲しており，端が外反する。東海系に位置付けられる製品で

図３３９ １３７号住居跡

第２章 遺構と遺物
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０� １０㎝�
（１/３）

１　カマド左袖脇床面�

２　カマド右袖脇床面，�
　　カマド�２�

３　床面�

４　カマド底面�

５　カマド右袖�
　　　　脇床面�

被熱範囲�

あろう。

図３４０－４・５は，土製支脚になる。４は，少し前に倒れていたが，原位置を保っていた。

ま と め

本遺構は，自然堤防の東斜面落ちぎわに営まれた竪穴住居跡である。遺存状態は不良であったが，

カマド周辺が検出されたので，定量の共伴遺物に恵まれた。

それらの特徴から，時期は８世紀前半に位置付けられる。 （菅 原）

１３８号住居跡 ＳＩ１３８

遺 構（図３４１・３４２，写真３３２～３３７）

本遺構は，Ｍ２２・Ｎ２２グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，自然堤防の中央

平坦面であり，周囲には主軸を揃えた数多くの住居跡が分布している。その中で，本住居跡の重複

関係は，１２０号住居跡に切られており，１５１号住居跡を切っている。１５１号住居跡との関係は，両者と

も規模が本遺跡の中でも傑出して大きく，住居跡方向が一致することを根拠に，同一世帯の連続的

な変遷と捉えている。

堆積土は，２層に分層された。断面は，典型的なレンズ状堆積の様相を示しており，このことか

ら，遺構は自然埋没したと考えている。

住居跡掘形は，１５１号住居跡の堆積土上面が逆Ｌ状に掘り窪められている。遺構平面図に破線で示

したのが，範囲にあたる。床面は，そこに炭化物混じりの灰黄褐色砂質土を充填して整えられてお

り，カマド周辺には踏み締まりがあった。

図３４０ １３７号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡
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０� １０㎝�
（１/３）

１　床面�

遺 物（図３８９，写真６２３）

遺物は，土師器片３点が出土した。図示遺物は１点で，床面

から出土した。

図３８９－１は，土師器杯になる。口縁部が内湾気味の有段丸底

杯である。底部には，焼成後の線刻が認められる。

ま と め

本遺構は，阿武隈川に面した自然堤防の西斜面肩部に営まれ

た竪穴住居跡である。規模は小さめで，方形基調の平面プラン

を有している。カマドは，検出されなかった。

営まれた時期は，出土遺物の特徴から，栗囲式期と考えられ

る。 （菅 原）

１５５号住居跡 ＳＩ１５５

遺 構（図３９０，写真３７６）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した自然

堤防の東斜面肩部である。周囲には，数多くの住居跡が密集している。そのなかで，本住居跡は５

軒の竪穴住居跡と重複し，４９・７０・９１・１０６・１４２号住居跡に切られている。つまり，重複する遺構の

中で，最も古く位置付けられる。

検出されたのは，住居跡北側で，推定される床面積の約４分の１である。１４２号住居跡の調査終了

後，テラス状のプランがその北側に認められた。１４２号住居跡とは，方向・規模が概ね一致すること

から，建て替えの関係が想定される。

堆積土は，暗赤褐色砂質土が１層認められた。床面は，掘形底面がそのまま利用され，貼床はみ

られない。検出面と床面の比高差は，４５�を測る。

本住居跡の平面プランは，方形基調を呈する。規模は，東西８．４ｍ，南北２．２ｍ以上で，大型の部

類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に１５°振れている。

カマドは，検出されなかった。北周壁に設置されていなかったことは確かなので，残る３方向の

どこかに設置されていたことになる。

ピット類は検出されていない。

遺 物（図３９０）

遺物は，土師器片１２０点が出土した。図示遺物は２点あるが，遺構には伴っていない。

図３９０－１は，土師器杯になる。口縁部の強く反り返る有段丸底杯である。底部を欠損している。

栗囲式古段階～舞台式に比定される。

図３９０－２は，土師器小型甕になる。口径が器高を大きく上回っており，逆台形の器形をなす。口

縁部は短く，端で軽く外反している。

図３８９ １５４号住居跡出土遺物

第２章 遺構と遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� ６㎝�
（１/３）�

１５５号住居跡�

Ａ�

１�

Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

２０８.６０ｍ�

　１５５号住居跡堆積土�
１　５ＹＲ３/２　暗赤褐色砂質土（しまり弱）�

Ｙ:５０,９４８�

Ｘ:１６７,９９６�

Ｙ:５０,９５５�
Ｘ:１６７,９９６�

Ｙ:５０,９５５�

Ｘ:１６７,９９３�

ＳＩ１６�ＳＩ７０�

ＳＩ１１２�

ＳＩ４９�

ＳＩ１０６�

ＳＩ１４２�

ＳＩ１４２�

ＳＩ９３�

ＳＩ９１�

ＳＩ９０�

ＳＩ８９�

ＳＩ１４２�

ＳＩ２４�

ＳＩ１５５�

２　�１�１　�１�

ま と め

本遺構は，自然堤防の東斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。周囲には，数多くの住居跡が密

集しており，本住居跡も５軒と重複している。切り合いは，その中で本住居跡が最も古く，床面積

の約４分の３が壊されていた。規模・住居跡方向の一致する１４２号住居跡とは，建て替えの関係を想

定している。本住居跡が営まれた時期は，共伴遺物に恵まれず，特定することができない。ただ，１４２

号住居跡が栗囲式期の古段階に比定されたことから，ここに下限を設定できる。さらにいえば，両

者の関係は連続的と推定されるので，それを大きくは溯らないと考えられる。 （菅 原）

図３９０ １５５号住居跡・出土遺物

第１編 高木遺跡

４５２



Ｙ:５０
,９４６�

Ｘ:１６
７,９８８

�

Ｙ:５０
,９５１�

Ｘ:１６
７,９８８

�

Ｙ:５０
,９５１�

Ｘ:１６
７,９８３

�

１５６号住居跡�

（１/５０）�

０� ２ｍ�
　１５６号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色砂質土�
�

ＳＩ１５６�

ＳＩ１４２�

ＳＩ８０・�
　ＳＸ０４�

撹　　乱�

撹
　
　
乱�

ＳＸ０３�

ＳＩ７８�

ＳＩ１１３�

ＳＩ１２１�

ＳＩ２４�

ＳＩ１６５�

２０８.４０ｍ�
Ａ� Ａ′�

Ａ′�

１� ２�

土
器�

Ａ�

１５６号住居跡 ＳＩ１５６

遺 構（図３９１，写真３７７）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した自然

堤防の東斜面肩部である。

本住居跡は，４軒の竪穴住居跡と重複し，２４・７８・１２１・１４２号住居跡に切られている。つまり，重

複する住居跡の中で最も古く位置付けられる。

検出されたのは住居跡南側で，推定される床面積の約３分の２にあたる。全体に削平が著しく，

検出段階で所々床面が露呈していた。

堆積土は，２層に分層された。断面の様子から，それらは自然流入したものと考えている。床面

は，貼床されず，掘形底面がそのまま平坦に整えられている。検出面と床面の比高差は，最大７�

を測る。

図３９１ １５６号住居跡

第２章 遺構と遺物
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０� ３㎝�
（１/２）

３　床面�

０� １０㎝�
（１/３）

１　�１�

２　�１�

本住居跡の平面プランは，方形基調を呈している。規

模は，東西６．２ｍ，南北５．７ｍ以上であり，比較的大型の

部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，

東に２７°振れている。

カマドは，検出されなかった。おそらく，破壊された

北周壁に設置されていたのだろう。

ピット類は，検出されていない。

遺 物（図３９２，写真６２２・６２３）

遺物は，土師器片６５点，土製品１点が出土した。図示

遺物は，３点で，図３９２－３が遺構に伴っている。

図３９２－１・２は，土師器杯になる。１は，身の深い椀

形をなすもので，外面がハケメ調整されている。２は，

平底風の底部から，口縁部が内湾気味に立ち上がる有段

丸底杯である。

図３９２－３は，土製丸玉になる。表面は，ヘラミガキ・

黒色処理されている。

ま と め

本住居跡は，自然堤防の東斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。４軒の住居跡と重複しており，

そのどれよりも古い。

カマドは，破壊された北周壁に設置されていたとみられるが，検出されなかった。

営まれた時期は，重複遺構から下限を栗囲式期に設定できる。ただ，良好な共伴遺物が無く，詳

細はおさえられない。 （菅 原）

１５７号住居跡 ＳＩ１５７

遺 構（図３９３・３９４，写真３７８～３８０）

本遺構は，Ｍ２２・２３グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，自然堤防の中央平

坦面である。

本住居跡は，４軒の竪穴住居跡と重複しており，１００・１０１・１２５号住居跡に切られ，１９９号住居跡を

切っている。これにより，西周壁の一部と南周壁が破壊されている。検出されたのは，推定される

床面積の約４分の３にあたる。

堆積土は，３層に分層することができた。その断面の様子から，自然流入したものと考えている。

床面は，貼床されず，掘形底面がそのまま平坦に整えられている。検出面と床面の比高差は，最大

２０�前後を測る。

本住居跡の平面プランは，方形基調を呈している。規模は，東西６．２ｍ，南北５．７ｍ以上であり，

図３９２ １５６号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡
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１５７号住居跡�

（１/５０）�

０� ２ｍ�

　１５７号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土（焼土粒・炭化物粒を微量含む）�
２　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土（焼土粒・炭化物粒を少量含む）�
３　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土（にぶい黄褐色土を混入）�

ＳＩ１５７�

土器�

ＳＩ１２５�

ＳＩ１９９�

ＳＩ１００�
ＳＩ１０１�

ＳＩ１０１�

ＳＩ１２５�

ＳＩ１４４�

Ａ′�

Ａ�

３�

Ａ′�

１�

２�

Ａ�

Ｙ:５０,９０９�

Ｘ:１６７,９２０�

Ｙ:５０,９０９�

Ｘ:１６７,９２５�

３９５－６�

３９５－５�

３９６－１�

Ｙ:５０,９１５�

Ｘ:１６７,９２５�

２０８.８０ｍ�

比較的大型の部類に属する。

住居跡方向は，発掘基準線北に対して，西に１４°振れている。この特徴は，東に振れることの多い

本遺跡の住居跡の中では，異質であるといえる。

カマドは，北周壁で検出された。位置は左に偏っており，遺存状態は良好であった。煙道部は，

長さ８８�を測り，燃焼部とは，周壁に一致した落差１４�の段で区画されている。燃焼部は，袖長９２

�，焚口幅４２�の規模を測る。焼土化が著しかった。袖は，明黄褐色粘質土で構築され，床面から

２３�の高さが残っていた。左袖は，削り出した地山の上に，構築土が被せられたことが，断面から

観察された。

本住居跡のカマドでは，燃焼部から完形の土師器甕２点が出土している。手前に倒れていたが，

出土状況を観察すると，横並びに正立させられていた状況が復元できる。このことから，懸け口に

図３９３ １５７号住居跡
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１５７号住居跡カマド�

（１/２５）

０� １ｍ�　１５７号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ６/６　明黄褐色粘質土�

　１５７号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土（焼土粒・炭化物粒含む）�
２　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土（焼土塊を多量含む，�
　　　　　　　　炭化物粒を含む，北部に１０ＹＲ４/４褐色砂質土含む）�
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は，２個体の甕が横並びの状態で固定されていたと考えられる。

ピット類は，検出されていない。

遺 物（図３９５・３９６，写真６２３・６２４）

遺物は，土師器片３７５点，須恵器片５点が出土した。図示遺物は，１２点で，図３９５－２・５～８，図

３９６－１が遺構に伴っている。それらの出土状況は，カマド燃焼部の２点を除くと，１か所にまとま

らず，北半の床面に散在した状態だった。ただ，周壁ぎわに偏る点に一定の規則性がうかがえる。

図３９５－１～５は，土師器杯になる。唯一遺構に伴う２は，小型の有段丸底杯である。１は，須恵

器の模倣タイプだろうか。内面ナデ仕上げで，ヘラミガキ・黒色処理がなされていない。３は，口

縁部が強く外反する有段丸底杯に分類される。４は，反対に口縁部が内湾気味に立ち上がる有段丸

底杯である。器高も高い。５は，椀状の大型品である。底部は突出した平底で，丸底にケズリ出す

工程が省略されている。外面に木葉痕が観察される。内面はナデ仕上げで，ヘラミガキ・黒色処理

されていない。

図３９５－６は，土師器小型甕になる。頸部が括れず，胴部からそのまま口縁部へ移行する器形をな

す。胴部外面は，ハケメ調整されている。

図３９５－７・８，図３９６－１は，大型の土師器甕になる。図３９５－７・８は，器形・法量・器面調整が，

類似している。器形は，口頸部が長く反り返っているのが特徴で，胴部中央に張りがある。胴部外

図３９４ １５７号住居跡カマド
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２　床面�

５　床面�

６　床面�

７　カマド底面�

８　カマド底面�

０� １０㎝�
（１/３）

１　�１� ３　�１�

４　�１�

図３９５ １５７号住居跡出土遺物（１）

第２章 遺構と遺物

４５７



１　床面� ０� １０㎝�
（１/３）

２　�１�

３　�１�

４　�１�

面は，ハケメ調整されている。

図３９６－１は，口縁部が短く，

胴部が撫で肩を呈する。胴部外

面は，ナデ調整されている。

図３９６－２は，須恵器鉢の口縁

部片になる。かなり口径の大き

な製品になると予想される。

図３９６－３は，須恵器甕の口縁

部片になる。端部は，丸みがある。

図３９６－４は，須恵器�ないし

壺の口縁部とみられる細片であ

る。外面に鋭い凸帯を有してお

り，その上に，波状文が施され

ている。

ま と め

本住居跡は，自然堤防の中央

平坦面に営まれた竪穴住居跡である。

高木遺跡の中では，比較的大型の部類に属するもので，軸線方向が，他と違って西に振れていた。

カマドは北周壁に設置されており，懸け口に甕が横並びさせられる構造であったと推定される。

営まれた時期は，出土遺物の特徴から，栗囲式期と考えられる。 （菅 原）

１５８号住居跡 ＳＩ１５８

遺 構（図３９７，写真３８１・３８２）

本遺構は，Ｍ２３・Ｎ２３グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面し

た自然堤防の東斜面肩部である。微地形は，東に向かって緩やかに傾斜している。

重複関係は，９９号住居跡に切られ，５号溝跡を切っている。５号溝跡は，栗囲式期の集落区画溝

であり，本住居跡は，その下限を決定する条件を備えているが，残念なことに，良好な共伴遺物に

恵まれなかった。遺構の遺存状態は，比較的良好である。平面プランは全体が捉えられている。

堆積土は，２層に分層された。断面は，レンズ状堆積の様相を呈しており，このことから，遺構

は自然埋没したと考えている。床面は，貼床されず，掘形底面がそのまま平坦に整えられている。

ただ，レベルを追うと，微地形に影響され東側に傾斜している。検出面と床面の比高差は，１０�前

後を測る。

本住居跡の平面プランは，方形基調を呈している。規模は，東西４．４ｍ，南北４．０ｍを測り，中型

の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に２１°振れている。

図３９６ １５７号住居跡出土遺物（２）
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１５８号住居跡�

カマド�

（１/２５）

（１/２）�

０�

０�

１ｍ�

（１/５０）�

０� ２ｍ�

　１５８号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
２　１０ＹＲ４/６　褐色砂質土（しまりなし）

　１５８号住居跡カマド堆積土�
１　７,５ＹＲ４/６　褐色砂質土�
　　　　　　　　（焼土粒を微量含む）天井崩落土�
２　１０ＹＲ５/６　黄褐色粘質土�

　１５８号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ５/６　黄褐色粘質土�

Ｃ� Ｃ′

１�

Ｂ� Ｂ′

１�
２�

Ａ� Ａ′�

Ｃ′�

Ｂ
′
�

Ｂ
�

Ｃ�

２� １�

２�

Ｙ:５０,９１６

Ｘ:１６７,９０９�

Ｙ:５０,９２１�

Ｘ:１６７,９０９�

Ｙ:５０,９２１�

Ｘ:１６７,９０５�

Ｙ:５０,９１６�

Ｘ:１６７,９０５�

Ｙ:５０,９１７�

Ｘ:１６７,９０４�

Ｙ:５０,９１９�

Ｘ:１６７,９０５�

Ｙ:５０,９１９�

Ｘ:１６７,９０４�

Ａ′�

Ａ�

１　�１� ２　�１�

ＳＩ１５８�

ＳＩ９９�

ＳＩ１６１� ＳＩ９８�

ＳＤ０５�

３㎝�
（１/３）�

０� ６㎝�

２０８.４０ｍ�

２０８.４０ｍ�

２０８.６０ｍ�

図３９７ １５８号住居跡・出土遺物
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カマドは，５号溝跡の方を向いており，南周壁で検出された。煙道部は，完全にその溝跡と重複

している。したがって，本住居跡が構築された段階には，既に，５号溝跡は完全に埋まり切ってい

たことになろう。位置は左に偏っている。

煙道部は，焼土化した底面の痕跡が認められ，燃焼部は，袖長５０�，焚口幅３１�の大きさを測る。

袖は，黄褐色粘質土で構築されており，床面から１２�の高さが残っていた。

ピット類は，検出されていない。

遺 物（図３９７，写真６２５）

遺物は土師器片１９点，鉄製品１点が出土した。図示遺物は２点あるが，遺構には伴っていない。

図３９７－１は，土師器杯になる。非ロクロ調整で，内面はナデ仕上げされている。器形全体の特徴

は，底部を欠いており，知ることができない。

図３９７－２は，種別不明の鉄製品である。断面は方形をなす。

ま と め

本遺構は，後背湿地に面した自然堤防の東斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。

集落を区画する５号溝跡の堆積土上面に営まれており，この施設の下限年代がおさえられるので

はないかと期待された。しかし，共伴遺物に恵まれず，結局，この点を明らかにすることはできな

かった。

重複遺構の関係から，本住居跡が営まれたのは，大きく栗囲式期と捉えられるだけである。

（菅 原）

１５９号住居跡 ＳＩ１５９

遺 構（図３９８・３９９，写真３８３～３８５）

本遺構は，Ｍ２２グリッドで検出された竪穴住居跡である。

営まれたのは，自然堤防の中央平坦面である。重複関係は，１４３・１７４号住居跡に切られており，１６７

号住居跡を切っている。検出されたのは住居跡南西部で，推定される床面積の約３分の１にあたる

と思われる。

堆積土は，締まりのある極暗赤色砂質土が１層認められた。床面は，貼床されず，掘形底面がそ

のまま平坦に整えられている。

検出範囲では，とくに顕著な踏み締まりは認められなかった。床面と検出面の比高差は，２８�を

測る。

本住居跡の平面プランは，方形基調を呈している。規模は，東西４．０ｍ以上，南北４．６ｍ以上を測

り，中型以上の部類に属する。

住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に３０°振れている。

カマドは，西周壁で検出された。煙道部は，周壁から長さ１３０�を測り，燃焼部は，袖長８１�，焚

口幅４０�の規模を有している。袖は，明黄褐色粘質土で構築され，床面から２１�の高さが残ってい
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１５９号住居跡�

４００－６�

（１/５０）�

０� ２ｍ�

　１５９号住居跡堆積土�
１　５ＹＲ２/３　極暗赤色砂質土（しまり強）�

Ａ� Ａ′

Ａ
′
�

Ａ
�

Ｙ:５０,９１９�

Ｘ:１６７,９３４�

ＳＩ１７４�

Ｙ:５０,９１６�

Ｘ:１６７,９３４�

Ｙ:５０,９１６�

Ｘ:１６７,９２９�

Ｙ:５０,９１９�

Ｘ:１６７,９２９�

ＳＩ１５９�

ＳＩ１７４�

ＳＩ１１１�

ＳＩ１６７�

ＳＩ１４３�

ＳＩ１６０�

石�

１�

２０８.８０ｍ�

た。

燃焼部底面から，大・中・小の土師器甕が出土した（図４００－５・７・８）。出土状態は，口縁部

を手前に向けて３つ並んでいた。これらは，１４３号住居跡を駄目押しした際に，西周壁ぎわの床面下

で，顔を覗かせたものである。このうち，中央の甕には，小型の土師器杯と高杯が入れ子状に収め

られていた（図４００－２・４）。

ピット類は検出されていない。

遺 物（図４００，写真６２５・６２６）

遺物は，土師器片１５９点が出土した。図示遺物は８点あり，図４００－２・４～８が遺構に共伴して

いる。上述したように，２・４は，８の内部に収められていた。

図４００－１～３は，土師器杯になる。１・３は，有段丸底杯である。口縁部が外反しない。２は，

金属器模倣と考えられる。無段丸底で，口縁部が直立している。器面は，内外とも，底部が凸凹に

荒れている。２次被熱した痕跡であろう。

図４００－４は，土師器高杯になる。８の内部に入れ易いようにしたためか，脚部が割り揃えられて

いる。

図３９８ １５９号住居跡
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遺物出土状況�

１５９号住居跡カマド�

４００－８�４００－７�

４００－２�

４００－４�

４００－５�

（１/２５）�

０� １ｍ�

　１５９号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ４/４　にぶい赤褐色砂質土（しまり強）�
２　５ＹＲ２/４　極暗赤色砂質土（しまり強）�
３　５ＹＲ４/３　にぶい赤褐色砂質土（しまり強）�

Ｙ:５０,９１６�

Ｘ:１６７,９３４�

Ｙ:５０,９１８�

Ｘ:１６７,９３４�

Ｙ:５０,９１６�

Ｘ:１６７,９３２�

Ｙ:５０,９１８�

土師器�

Ｘ:１６７,９３２�

Ａ� Ａ′�

Ａ
′
�

Ａ
�

１�２�３�

１�

２０８.６０ｍ�

図４００－５・７・８は，土師器甕になる。法量は，５→７→８の順に大きくなり，器形に違いが認

められる。５は，頸部があまり括れず，甑に似た形態を呈している。外面が荒れており，器面調整

を確認することができない。７は，頸部が強く反り返り，口縁部で下向きになる器形を呈している。

胴部外面調整は，ハケメである。８も，口頸部が強く反り返るもので，胴部上位には張りがある。

胴部外面調整には，ハケメが用いられている。

図４００－６は，無底式の土師器甑になる。口縁部下端に段があり，胴部は張りを持たないで，下に

窄まる器形を呈している。胴部外面はハケメ調整されている。

ま と め

本遺構は，自然堤防の中央平坦面に営まれた竪穴住居跡である。重複遺構の削平で，床面の半分

近くが失われていた。

カマド燃焼部には，３個体の土師器甕が残され，さらに中央の甕には，土師器杯と高杯が内部に

収められていた。

本住居跡が営まれたのは，出土遺物の特徴から，栗囲式期と考えている。 （菅 原）

図３９９ １５９号住居跡カマド
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２　カマド底面�

４　カマド底面�

５　カマド底面�

８　カマド底面�

７　カマド底面�

６　底面�

０� １０㎝�
（１/３）

３　�１�

１　�１�

図４００ １５９号住居跡出土遺物
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１６０号住居跡 ＳＩ１６０

遺 構（図４０１，写真３８６・３８７）

本遺構は，Ｎ２２グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した自然

堤防の東斜面肩部である。

重複関係を整理しておくと，１０８・１４３号住居跡に切られ，１７０号住居跡を切っている。東周壁は，

残っていない。

堆積土は，２層に分層された。土層断面図が示すように，典型的なレンズ状堆積であり，このこ

とから，遺構は自然埋没したと考えている。

床面は，貼床されず，掘形底面がそのまま平坦に整えられている。とくに顕著な踏み締まりは，

認められなかった。

床面と検出面の比高差は，１０～１２�である。

本住居跡の平面プランは，方形基調を呈している。規模は，東西６．３ｍ以上，南北６．２ｍを測り，

高木遺跡では比較的大型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に２６°振れてい

る。

カマドは，北周壁で検出された。煙道部は，先端が削平されており，長さは不明である。燃焼部

は袖が残っておらず，住居廃絶時に取り壊されたと推定される。

なお，掘り込みを伴う施設ではないが，カマド対面の南周壁ぎわでは，土師器杯（図４０２－１）と

自然石が置かれたような状態で出土した。入り口に関わる痕跡であろうか。３４号住居跡でも，同じ

ような所見が得られている。

ピット類は検出されていない。

遺 物（図４０２，写真６２６）

遺物は，土師器片１７４点，須恵器片２点，石製品１点が出土した。図示遺物は，６点で，このうち

４点が遺構に伴っている。

本住居跡では，遺構が比較的良く残っていた割に，遺物量が少なかったことから，廃絶時に外へ

持ち出された可能性が高いと考えている。これは，カマド袖が取り壊されていることと連動した現

象であろう。

図４０２－１～４は，土師器杯になる。１は，器高の高い椀状をなすもので，口縁端部は外反してい

る。器面調整は，外面がヘラミガキ調整されており，丁寧な仕上げが行われている。２は，有段丸

底杯である。口縁部は，直線的に外傾して伸びている。３は，椀形杯の退化形態であろうか。器高

が低く，口縁部は短い。４は，須恵器杯蓋の模倣と思われる。口縁部は，直立気味に立ち上がって

いる。

図４０２－５は，須恵器の胴部片になる。外面にカキメ調整が施されている。器種は，提瓶と推定し

ている。
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１６０号住居跡�

（１/５０）�

０� ２ｍ�

（１/２５）

０� １ｍ�

　１６０号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色砂質土（かたい）�

　１６０号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ２/４　極暗赤砂質土（焼土片含む，しまり強）�

Ｙ:５０,９２３�

Ｘ:１６７,９３４
�

Ｙ:５０,９２３�

Ｘ:１６７,９２７�

Ｙ:５０,９２９�
Ｘ:１６７,９２７�

Ａ� Ａ′�

Ｂ� Ｂ′�

Ｂ
′
�

Ｂ
′
�

Ａ
′
�

撹　乱�

土器�

Ａ
� 石�

２�
１�

１�

２�

４０２－３�

４０２－１�

ＳＩ１６０�

ＳＩ１４３�
ＳＩ１７０�

ＳＩ１０７�

ＳＩ１０８�

ＳＩ１４３�

ＳＩ１０８�

２０８.６０ｍ�

２０８.６０ｍ�

図４０１ １６０号住居跡
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１　床面�

３　床面�

２　床面�

０� １０㎝�
（１/３）�

０� ３㎝�
（１/３）�

５　�１�

４　�１�

６　カマド�１�

図４０２－６は，石製平玉になる。カマド堆積土から出土したもので，祭祀行為に関わる可能性が考

えられる。

ま と め

本遺構は，後背湿地に面した自然堤防の東斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。比較的大きな

規模を有しており，遺存状態にも恵まれていた。

しかし，共伴した遺物は少なく，住居廃絶時に外へ持ち去られた可能性を考えている。カマドは，

袖が壊されていた。

本住居跡が営まれたのは，出土遺物から，栗囲式期と考えられる。 （菅 原）

１６１号住居跡 ＳＩ１６１

遺 構（図４０３・４０４，写真３８８～３９１）

本遺構は，Ｍ２３・Ｎ２３グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面し

た自然堤防の東斜面肩部である。

微地形は，南至近距離にある５号溝跡の方向へ，緩やかに傾斜している。

本住居跡の重複関係は，９９・１００・１５８号住居跡に切られており，１７８号住居跡を切っていることが

捉えられている。

遺存状態は，９９号住居跡による上部削平がかなり著しいが，それでも，平面プランは全体が捉え

られた。

堆積土は，暗褐色砂質土が１層認められた。床面は，不整形の窪みに，暗褐色砂質土を貼って平

坦に整えられている。

調査の段階では，この窪みを掘形と理解していた。しかし，竪穴より規模が小さく，底面が平坦

なことから，下層住居跡の可能性もあると，現在では考えている。

床面と検出面の比高差は４～６�である。

本住居跡の平面プランは，方形を基調としている。しかし，歪みが激しく，平行四辺形に近い形

図４０２ １６０号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡
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１６１号住居跡�

Ｐ３�

Ｐ４�

Ｐ２�

Ｐ３�

Ｐ１�

Ｐ４�

Ｐ１�

Ｐ２�

（１/５０）

０� ２ｍ�

　１６１号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土（焼土粒・炭化物粒を微量含む，土器片含む）�
２　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土（焼土粒・炭化物粒を少量含む）貼床�

　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土（炭化物粒を微量含む，１０ＹＲ２/３黒褐色砂質土含む）�
　Ｐ２堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土（炭化物粒・焼土粒を含む，１０ＹＲ２/３黒褐色砂質土含む）�

　Ｐ３堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土（焼土粒・炭化物粒を微量含む，土器片含む）�
　Ｐ４堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土（炭化物粒を微量含む）�

２０８.４０ｍ�Ｂ� Ｂ′�

１�

１�

２０８.４０ｍ�Ａ� Ａ′�

Ｂ�

Ｂ′�

土器�

Ｃ′�

Ｃ′�

土器�

掘
　
形�

Ａ
′
�

Ａ
�

１�２�

２０８.４０ｍ�Ｃ� Ｃ′�

１�

１�

４０５－３�

４０５－４�

ＳＩ１６１�

ＳＩ１０１� ＳＩ９９�

ＳＩ１７８�
ＳＩ１００�

ＳＩ１５８�

ＳＩ９８�
ＳＫ５４�

Ｙ:５０,９１５�

Ｘ:１６７,９１５�

Ｙ:５０,９２１�

Ｘ:１６７,９１５�

Ｙ:５０,９２１�

Ｘ:１６７,９０８�

Ｙ:５０,９１５�

Ｘ:１６７,９０８�

図４０３ １６１号住居跡
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１６１号住居跡カマド�

（１/２５）

０� １ｍ�

　１６１号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土（焼土粒・炭化�
　　　　　　　　物粒を微量含む，土器片含む）�

　１６１号住居跡カマド構築土�
１　１０ＹＲ５/６　にぶい黄褐色砂質土�

２０８.３０ｍ�
Ａ� Ａ′

１�

２０８.３０ｍ�
Ｂ� Ｂ′�

Ａ� Ａ′�

Ｂ
′
�

Ｂ
�
Ｂ
�

１� １�

Ｙ:５０,９１４�

Ｘ:１６７,９１３�

Ｙ:５０,９１６�

Ｘ:１６７,９１３�

Ｙ:５０,９１４�

Ｘ:１６７,９１２�

Ｙ:５０,９１６�

Ｘ:１６７,９１２�

態になっている。

規模は，東西６．０ｍ，南北６．３ｍを測り，比較的大型の部類に属する。南北軸でみると，住居跡方

向は，発掘基準線に概ね一致している。

カマドは，西周壁で検出された。位置は少し右に偏っている。煙道部は，先端が削平されており，

長さ不明である。燃焼部も袖がほとんど残っておらず，住居廃絶時に取り壊されたと推定される。

右袖内側は，表面が焼土化していた。

袖は，にぶい黄褐色砂質土で構築されている。

本住居跡では，４個のピットが検出されている。それらは，位置関係から，４本柱の痕跡と考え

られるが，厳密な規格はとられていない。柱穴間を結んだ線と，周壁の方向が一致せず，柱間寸法

の統一も大まかである。

具体的な数値で示すと，Ｐ１－Ｐ２間が３．９ｍ，Ｐ２－Ｐ３間が４．６ｍ，Ｐ３－Ｐ４間が４．２ｍ，Ｐ

４－Ｐ１間が３．９ｍを測る。各柱穴は，径３２～４１�の円形プランをなしており，床面から３９～４６�の

深さを測る。

遺 物（図４０５，写真６２７）

遺物は，土師器片３６０点が出土している。図示遺物は，４点あり，土師器甕の２点が遺構に伴って

いる。

図４０５－１・２は，土師器杯になる。１は，口縁部が内湾して立ち上がる椀状のもので，内面はナ

デ仕上げされている。底部は，上げ底を呈している。２は，ミニチュア品である。器高が低く，口

縁部は外傾して立ち上がる。

図４０５－３・４は，土師器甕になる。３は，胴部の膨らみが大きく，口縁部の広い器形をなす。頸

部下端の外面には，段を形成している。４は，胴部に膨らみが無く，頸部が「く」の字状に強く屈

図４０４ １６１号住居跡カマド

第１編 高木遺跡
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０� １０㎝�
（１/３）

１　�１�
２　�１�

３　床面・�１�

４　床面�

曲する器形をなしている。頸部下端の外面に，段を形成している。以上の２点は，胴部外面がハケ

メ調整である。

ま と め

本遺構は，自然堤防の東斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。比較的大きな規模を有しており，

遺存状態にも恵まれていた。しかし，共伴した遺物は少なく，住居廃絶時に外へ持ち去られたと考

えられる。

なお，調査時点で掘形としたものは，下層住居跡の可能性が高いと現在では考えている。

本住居跡は，出土遺物から，栗囲式期の所産と考えている。 （菅 原）

１６２号住居跡 ＳＩ１６２

遺 構（図４０６，写真３９２・３９３）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した自然

堤防の東斜面肩部である。重複関係は，３１・１３１号住居跡より古く，１６９・１８５号住居跡より新しいこ

とが判明している。

本住居跡は，床面の４分の３が破壊され，遺構内容の詳細については，ほとんど知ることができ

なかった。

堆積土は６層に分層された。全体に水平堆積しており，周壁際の�５では，微量の炭化物が含ま

れていた。床面は，貼床されず，掘形底面がそのまま平坦に整えられている。

図４０５ １６１号住居跡出土遺物

第２章 遺構と遺物
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１６２号住居跡�

（１/５０）�

０�

Ｐ１�

Ｐ１�

Ｐ２�

Ｐ２�

２ｍ�

　１６２号住居跡堆積土�
１　暗褐色砂質土（ラミナ状の薄層）�
２　褐色砂（暗褐色土塊を微量含む）�
３　褐色砂（茶褐色斑・炭化物微量含む）�
４　褐色砂（茶褐色斑・黄色粘土塊含む）�
５　灰褐色砂（炭化物粒微量含む）�
６　褐色砂（暗褐色土塊含む）�

　Ｐ１・２堆積土�
１　７.５ＹＲ４/３　褐色砂（やわらかい）�

２０８.６０ｍ�
Ａ�

撹乱�

Ａ′�

Ａ
′
�

Ａ
�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

Ｃ
′
�

Ｃ
� ４�

２０８.４０ｍ�
Ｂ� Ｂ′�

１�

２０８.４０ｍ�
Ｃ� Ｃ′�

１�

Ｙ:５０,９４７�

Ｘ:１６７,９６７�

Ｙ:５０,９４４�

Ｘ:１６７,９６４�

Ｙ:５０,９４７�

Ｘ:１６７,９６４�

撹
　
乱�

３� ２� １�

６�５�

ＳＩ３６�

ＳＩ３７�

ＳＩ１６９�
ＳＩ６８� ＳＩ１８５�

ＳＩ１６２�

ＳＩ１３１�
ＳＩ３１�

ＳＫ１２�

ＳＩ１３１�

ＳＩ１３１�

０� ３㎝�
（１/２）

０� ６㎝�
（１/３）

１　堆積土�

２　検出面�

３　床面�

検出範囲では，とくに顕著な踏み締まりは認められなかった。床面と検出面の比高差は，２０～２２

�を測る。

本住居跡の平面プランは，方形を呈している。規模は南北２．６ｍ以上，東西３．０ｍ以上である。住

居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に２１°振れている。

カマドは，検出されなかった。

南西隅付近で，２個のピットが検出された。Ｐ１は，４８�×４９�の円形をなすもので，床面から

の深さは３３�を測る。Ｐ２は，３０�×２６�の楕円形を呈するもので，床面から３５�の深さを測る。両

者は近接しており，底面の深さが近似している。したがって，同じ機能を備えていたと推定される。

しかし，具体的には良く分からない。

遺 物（図４０７，写真６２７）

遺物は，土師器片１２４点，鉄製品１点，土製品１点が出土した。

図４０７－１は，土師器杯になる。有段丸底杯に分類されるが，段

は曖昧である。器高が低く，口縁部は大きく開いている。

２は，鉄製刀子になる。先端を欠いている。

３は，土製丸玉になる。床面の遺物で，共伴資料になる。表

面が黒色処理されている。

ま と め

本住居跡は，残りが悪かった。床面の４分の３が破壊されて

おり，カマドも検出されていない。細部施設は，南西隅付近の

床面で，２個のピットが検出されている。

図４０６ １６２号住居跡

図４０７ １６２号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡
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１６４号住居跡�

（１/５０）�

０� ２ｍ�

　１６４号住居跡堆積土�
１　７.５ＹＲ４/４　褐色砂（炭化物・焼土粒微量含む）�
２　１０ＹＲ４/６　褐色砂（炭化物微量含む）�
３　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂�
４　１０ＹＲ４/４　褐色砂�
５　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
６　７.５ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
７　７.５ＹＲ３/２　黒褐色土�

　１６４号住居跡カマド堆積土�
１　７.５ＹＲ４/６　褐色砂（やわらかい）�
２　７.５ＹＲ４/４　褐色砂質土（焼土塊含む，しまりあり）�
３　７.５ＹＲ４/３　褐色砂質土（しまりあり）�
４　７.５ＹＲ３/３　暗褐色砂質土（しまりあり）�

Ａ
�

土器�

Ａ
′
�

Ｂ�

Ｂ′�

２０８.６０ｍ�
Ｂ� Ｂ′
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Ｙ:５０,９３９�
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レ
ン
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Ｓ
Ｉ
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６
�

ＳＩ１６４�

ＳＩ１６９�
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ＳＩ１２９�

ＳＫ２９�

ＳＩ１２９�

３�
トレンチ

Ｘ:１６７,９５５�Ｘ:１６７,９５５�

遺物は，時期を決定できる良好な共伴資料に恵まれなかった。ただ，重複遺構の所見から，栗囲

式期に位置付けられる可能性が高いと推定できる。 （菅 原）

１６４号住居跡 ＳＩ１６４

遺 構（図４０８，写真３９４・３９５）

本遺構は，Ｎ２２グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した自然

堤防の東斜面肩部である。重複関係は，１０５・１２９・１３６号住居跡より古く，１６９号住居跡より新しいこ

とが判明している。

本住居跡は，床面の東半分が破壊され，さらに，西周壁ぎわとカマド煙道部先端が破壊されてい

る。

このため，遺構内容の詳細ついては，ほとんど知ることができなかった。

堆積土は７層に分層された。断面は，やや不自然な堆積状況を呈しているが，自然流入土と判断

している。�１・２では，炭化物・焼土の含有が認められた。

床面は，貼床されず，掘形底面がそのまま平坦に整えられている。検出範囲では，とくに顕著な

踏み締まりは認められなかった。

床面と検出面の比高差は，２０～２２�を測る。

図４０８ １６４号住居跡
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０� ３㎝�

０� １０㎝�
（１/３）�

（１/２）�

１　�４�

６　�４� ７　�４�

２　検出面�

５　床直�

３　検出面�

４　堆積土�

本住居跡の平面プランは，方形を呈している。規模は南北４．１ｍ，東西２．２ｍ以上を測り，中型の

クラスに属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に２１°振れている。

カマドは，西周壁中央で検出された。煙道は，周壁から長さ１．５ｍを測り，先端が壊されている。

燃焼部は，まったく残っていなかった。

ピット類は検出されていない。

遺 物（図４０９，写真６２７・６２８）

遺物は，土師器片１７０点，須恵器片２点，石製品１点，鉄製品１点，土製品２点が出土した。図示

遺物は７点である。

このうち遺構に伴うのは，鉄製品１点である。

図４０９－１・３は，土師器杯になる。１は，有段丸底杯に分類される。器形は，口縁部が大きく開

いており，段の位置が，器高の中ほどにある。３は，ロクロ土師器である。器形の特徴から，表杉

ノ入式の前半段階に位置付けられるもので，底部全面と体部下端に回転ヘラケズリ調整が施されて

いる。

２は，須恵器�になる。頸が細く，口縁部がラッパ状に開いている。頸部には，平行沈線が施さ

れ，口縁部下端との間に，櫛歯状の列点刺突文が描かれている。胎土は，精選されており，焼成良

好の優品である。

４は，砥石になる。長方形を呈するもので，断面は偏平になっている。

５は，鉄鏃と推定される。端を欠いている。

６・７は，土製丸玉になる。表面は，黒色処理されている。

ま と め

本住居跡は，自然堤防の東斜面に営まれた中型の竪穴住居跡である。西半分が壊されており，ま

た，時期を決められるような共伴遺物にも恵まれなかった。

重複遺構の関係から，本住居跡は栗囲式期に営まれたと考えられる。 （菅 原）

図４０９ １６４号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡
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１６５号住居跡�

（１/５０）�

０� ２ｍ�

　１６５号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色砂質土�
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１６５号住居跡 ＳＩ１６５

遺 構（図４１０，写真３９６・３９７）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した自然

堤防の東斜面肩部である。３軒の竪穴住居跡と重複しており，８０・１１３・１２１号住居跡に切られている。

さらに，北側に撹乱が入っており，遺存状態がきわめて悪い。検出されたのは，住居北西側の一部

だけである。

堆積土は，２層に分層された。断面は，典型的なレンズ状堆積の様相を呈しており，このことか

ら，遺構は，自然埋没したと考えている。床面は，貼床されず，掘形底面がそのまま平坦に整えら

れている。床面と検出面の比高差は，最大１５�である。

本住居跡の平面プランは，方形を呈していたと推定される。しかし，遺存状態の制約から，詳し

図４１０ １６５号住居跡
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０� １０㎝�
（１/３）�

２　床面�

３　床面�

４　床面�

１　�１�

いことは知ることができない。規模は，東西４．７ｍ以上，南北５．６ｍ以上を測り，中型以上の部類に

属している。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に２５°振れている。

カマドは検出されなかった。ただ，遺物出土状況からみると，西周壁に設置されていた可能性が

高いと思われる。完形に復元される土器が，集中して認められた。

ピット類は，検出されていない。

遺 物（図４１１・４１２，写真６２８・６２９）

遺物は，土師器片２２９点が出土した。図示遺物は，５点あり，その中で図４１１－１を除いた４点が，

図４１１ １６５号住居跡出土遺物（１）

第１編 高木遺跡
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０�

１　床面�

１０㎝�
（１/３）�

遺構に共伴している。共伴遺物

は，すべてカマド想定位置の右

脇で出土した。

図４１１－１は，有段丸底の土師

器杯になる。口縁部は内湾気味

に立ち上がっており，器高が高

い。口縁部外面には，ヨコナデ

前に施されたハケメ調整の痕跡

が観察される。

図４１１－２は，土師器小甕にな

る。口径が器高を上回り，口縁

部は内傾する。胴部外面は，ハ

ケメ調整されている。

図４１１－３・４，図４１２－１は，

大型の土師器球胴甕になる。図

４１１－３・４は，頸部の窄まりが

強いタイプで，胴部最大径が中

央にある。図４１２－１は，頸部の

窄まりが弱い，広口のタイプで

ある。胴部最大径は，やはり中

央にある。以上の３点は，胴部外面がハケメ調整で統一されている。

ま と め

本遺構は，自然堤防の東斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。遺存状態に恵まれておらず，カ

マドも残っていなかった。したがって，遺構の詳細については，不明な点が多い。規模は，中型以

上である。

本住居跡が営まれた時期は，共伴遺物の特徴から，栗囲式期に求められる。 （菅 原）

１６６号住居跡 ＳＩ１６６

遺 構（図４１３，写真３９８）

本遺構は，Ｎ２２グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した自然

堤防の東斜面肩部である。他の遺構との重複関係は認められない。

本住居跡は，残りが非常に悪かった。検出されたのはカマド燃焼部だけで，しかも，著しい上部

削平を受けていた。袖は先端が欠損しており，焚口幅は不明である。構築土は，焼土・炭化物を含

んでいた。床面からの高さは，２０�を測る。底面は焼土化していた。

図４１２ １６５号住居跡出土遺物（２）
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０� １ｍ�
（１/２５）�

１６６号住居跡�
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１�
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撹乱�
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撹
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Ｂ
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�

２０８.４０ｍ�

　１６６号住居跡堆積土�
１　７.５ＹＲ４/３　褐色砂�
　　　　　　　（黄色粘質土含む）貼床�

　１６６号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ４/３　にぶい赤褐色土（焼土塊含む）�
２　２.５ＹＲ３/３　暗赤褐色土（焼土塊多量含む）�
３　７.５ＹＲ４/３　褐色土�
　　　　　　　（焼土粒・炭化物少量含む）袖構築土�
４　５ＹＲ４/４　にぶい赤褐色土�
　　　　　　　（焼土塊多量含む）袖構築土�
５　７.５ＹＲ４/４　褐色土�
　　　　　　　（焼土塊・炭化物少量含む）袖構築土�

Ｘ:１６７,９４４�

Ｙ:５０,９４５.５�

Ｘ:１６７,９４３�
Ｙ:５０,９４５.５�

Ｘ:１６７,９４３�
Ｙ:５０,９４４�

支脚�

調

査

区

外

�

０�
１　カマド内�

１０㎝�
（１/３）�

遺 物（図４１４）

遺物は，土師器片１６点が出土した。カマド出

土の１点を図示した。

図４１４－１は，土師器甕になる。器形は，頸部

がほとんど括れず，胴部から口縁端部まで直線

的に外傾している。胴部外面は，ハケメ調整で

ある。

ま と め

本住居跡は，自然堤防の東斜面に営まれた竪

穴住居跡である。残りが悪く，カマドの一部だけが検出されたにすぎない。

本住居跡は，カマドの遺物から，栗囲式期に営まれたと考えられる。 （菅 原）

１６７号住居跡 ＳＩ１６７

遺 構（図４１５，写真３９９）

本遺構は，Ｍ２２グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，自然堤防の中央平坦面

である。３軒の竪穴住居跡と重複しており，１４３・１５９・１７４号住居跡に切られている。

本住居跡は，北西隅の一部だけを残してほとんどが破壊されていた。検出されたのは，床面積の

４分の１にも満たない範囲と推定される。

堆積土は，にぶい黄橙色砂質土が１層みられた。自然流入土と考えている。床面は，貼床されず，

図４１３ １６６号住居跡

図４１４ １６６号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� ６㎝�
（１/３）�

１６７号住居跡�

Ａ�

１�

Ａ′�

Ａ�

Ａ′�

２０８.７０ｍ�

　１６７号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
　　　　　　　（やわらかくしまりなし）�

Ｘ:１６７,９３６�

Ｙ:５０,９１７�

Ｘ:１６７,９３２�

Ｙ:５０,９１７�
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ＳＩ１１１�
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ＳＫ２１�
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１　�１�

撹
　
　
乱� 撹

乱�
掘形底面がそのまま平坦に整えられ

ている。検出範囲では，踏み締まり

は認められなかった。床面と検出面

の比高差は，２０�を測る。

本住居跡の平面プランは，方形を

呈していたと推定される。規模は，

東西１．７ｍ以上，南北３．２ｍ以上を測

る。住居跡方向は，発掘基準線北に

対して，東に１０°振れている。

カマドは検出されなかった。

また，ピット類も検出されていない。

遺 物（図４１５）

遺物は，土師器片１５点が出土した。

図示遺物は，１点だけである。この

資料は，遺構には伴っていない。

図４１５－１は，土師器杯になる。底

部は丸底で，口縁部が内湾気味に立

ち上がっている。体部下端に，段は

認められない。

ま と め

本遺構は，自然堤防の中央平坦面に営まれた竪穴住居跡である。重複遺構のため，ほとんどが破

壊されていた。したがって，遺構の詳細については，不明である。

共伴遺物も出土しなかった。

本住居跡が営まれた時期は，重複遺構から，栗囲式期に下限を設定することができると思われる。

（菅 原）

１６９号住居跡 ＳＩ１６９

遺 構（図４１６・４１７，写真４００～４０３）

本住居跡は，調査区中央の東端にあたるＮ２１・２２グリッドに位置している。営まれたのは，東に

向かって緩やかに傾斜する自然堤防上である。

重複関係を整理すると，３７・６８・１２９・１３６・１６２・１６４・１８５号住居跡より古いことが判明している。

また，１４６号住居跡とも重複しているが，これについては，新旧関係が捉えられなかった。東側は撹

乱で大きく壊されており，確認できたのは床面積の約半分だけである。

図４１５ １６７号住居跡・出土遺物
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　１６９号住居跡堆積土�
１　７.５ＹＲ５/４　にぶい褐色砂質土�
　　　　　　　（炭化物多量含む）�
２　７.５ＹＲ４/６　褐色砂質土�
　　　　　　　（炭化物微量含む）�
３　１０ＹＲ２/３　黒褐色砂質土�
　　　　　　　（炭化物・焼土粒含む）�
４　７.５ＹＲ４/４　褐色砂質土�
　　　　　　　（炭化物微量含む）�

５　７.５ＹＲ３/３　暗褐色砂質土（しまり弱）�
６　７.５ＹＲ４/３　褐色砂質土（しまり弱）�
７　７.５ＹＲ４/６　褐色砂質土（しまり弱）�
８　７.５ＹＲ４/２　灰褐色砂質土�
　　　　　　　（しまり弱，土器片含む）�
９　７.５ＹＲ３/４　暗褐色砂質土（しまりあり）�
１０　７.５ＹＲ４/４　褐色砂質土�
　　　　　　　（炭化物・焼土粒含む）�
１１　７.５ＹＲ３/２　黒褐色砂質土（しまり弱）�
１２　１０ＹＲ４/６　褐色砂質土�
　　　　　　　（炭化物・焼土粒含む）�
１３　７.５ＹＲ４/３　褐色砂質土（しまりあり）�
１４　７.５ＹＲ３/３　暗褐色砂質土（しまり強）�
１５　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土（しまり弱）�
１６　７.５ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
　　　　　　　（しまり強，炭化物微量含む）�
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図４１６ １６９号住居跡
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　１６９号住居跡カマド構築土�
１　赤褐色土�
　　（焼土塊・黄色粘質土含む）�
２　褐色砂（焼土塊微量含む）�
３　褐色砂�

　１６９号住居跡カマド堆積土�
１　７.５ＹＲ５/６　明褐色砂質土（炭化物・焼土粒少量含む）�
２　７.５ＹＲ３/４　暗褐色砂質土（炭化物・焼土粒微量含む）�
３　７.５ＹＲ３/４　暗褐色砂質土（炭化物微量含む，やわらかい）�
４　７.５ＹＲ４/４　褐色砂質土�
　　　　　　　（土器片・骨片・粘土塊・焼土粒含む）�

Ｘ:１６７,９６２�

Ｙ:５０,９４０�

Ｘ:１６７,９６１�

Ｙ:５０,９４０�

Ｘ:１６７,９６１�

Ｙ:５０,９４１�

本住居跡は，検出できた西周壁の規模か

ら，一辺１２．０ｍほどの大型住居であったと

考えている。とすれば，今回高木遺跡で確

認された住居跡の中では，最大規模となる。

住居跡と方位の関係を西周壁の傾きで示す

と，真北から２３°東に傾いている。壁高は，

西周壁の北寄り部分で最大３２�を測り，急

激に立ち上がる。床は，Ｌ�を掘り込んだ

だけの直床で，貼床は行われていない。上

面はほぼ水平で，平坦である。

堆積土は１６層に区分した。基本的には自

然堆積したものと考えているが，断面はき

れいなレンズ状を呈していない。

住居跡内施設は，西周壁中央に取り付く

カマド１基を検出した。検出状態の平面形

は，「Ｃ」字状をなしており，焚口の幅に比

べて，袖が短い。規模は，焚口幅が約３０�，

袖長約４０�を測る。袖の高さは底面から最大で１８�である。袖が短いのは，重複する６８号住居跡に

よって，先端が壊されたことが原因と考えられる。

カマド内堆積土は，４層に区分した。�１・２には，焼土が含まれている。焚口周辺には，ごく

弱い焼土面が残っている。袖の構築土中には，焼土ブロックが含まれていた。

遺 物（図４１８，写真６２９）

遺物は土師器片１９４点，須恵器片２点が出土した。比較的床面に近い堆積土から，５点の図示遺物

が得られた。

図４１８－１～３は，有段丸底の土師器杯になる。１は，口径の小さな，深めの器形を呈しており，

口縁部外面が肥厚している。また，底部外面に焼成前の線刻がみられ，口縁部外面にヘラミガキ調

整痕が観察される。２・３は，口縁部が大きく開く器形を呈している。立ち上がりは，内湾気味で

ある。

図４１８－４は，須恵器甕の口縁部片になる。振幅の緩慢な波状文が外面に施されている。胎土は白

色粒子の混入が目立ち，ザラザラした質感がある。

図４１８－５は，須恵器甕の胴部片になる。外面には，平行タタキメとそれを切るカキメ調整痕が認

められる。内面には，同心円文アテメが観察される。

ま と め

本住居跡は，今回検出された住居跡の中では，最大規模を誇っている。東半分は破壊されていた

図４１７ １６９号住居跡カマド
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０� １０㎝�
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１　�７�

３　�９�

４　�９�

５　�９�

２　�１１�

が，検出範囲の遺存状態は良好で，周壁高が３０�以上あった。

しかし，遺物の出土は稀薄であり，床面に残された図示可能な遺物は１点も無かった。住居廃絶

時にすべて持ち出されたのだろうか。

本住居跡が営まれたのは，床面に近い堆積土の遺物から，栗囲式期に位置付けることが可能と思

われる。 （佐 藤）

１７０号住居跡 ＳＩ１７０

遺 構（図４１９，写真４０４・４０５）

本遺構は，Ｎ２２グリッドで検出された竪穴住居跡である。

営まれたのは，後背湿地に面した自然堤防の東斜面肩部である。周囲には，数多くの住居跡が密

集している。

その中で，本住居跡は６軒の住居跡と重複しており，１１４・１２０・１４３・１６０・１７３・２１４号住居跡に切

られている。

したがって，重複遺構の中では，最も古く位置付けられる。

本住居跡は上部削平が著しいうえに，北周壁と南周壁が壊されていた。しかし，平面プランがお

およそ推定できる状態には遺存していた。

堆積土は，にぶい黄橙色砂質土が１層認められた。床面は，貼床されず，掘形底面がそのまま平

坦に整えられている。

レベルを追うと，微地形の影響で，後背湿地側に緩やかに傾斜している。検出面と床面の比高差

は，４～７�を測る。

カマドは，西周壁で検出された。痕跡程度の遺存状態のため，袖は残っていなかった。煙道部も，

先端が削平されており，長さ不明である。

本住居跡では，カマドの対面でピットが１個検出されている。東周壁を半分掘り込んでおり，１００

�×８２�の楕円形を呈している。床面からの深さは，２９�を測り，底面は平坦である。

図４１８ １６９号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡
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２０８.７０ｍ�

　１７０号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�

　Ｐ１堆積土�
１　５ＹＲ４/４　にぶい赤褐色砂質土（しまり強）�
２　５ＹＲ２/２　黒褐色砂質土（しまり弱）�

　１７０号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ３/２　黒赤褐色砂質土�
　　　　　　　（しまり強）�

Ｘ:１６７,９３８�
Ｙ:５０,９２６�

Ｘ:１６７,９３２�

Ｙ:５０,９２６�

Ｘ:１６７,９３２�

Ｙ:５０,９３１�

ＳＩ１４３�

ＳＩ１４３�

ＳＩ１６０�

ＳＩ１６０�

ＳＩ１０８�

ＳＩ１２０�
ＳＩ１２０�

ＳＩ１７３�

ＳＩ２１４�

ＳＩ１１４�

ＳＩ１１４�

ＳＩ１０７�

ＳＩ１７０�

Ｐ１�

Ｐ１�

このピットは，古墳時代中期末～後期によくみられる「張り出しピット」に類似している。数量

に恵まれていないが，共伴遺物の年代観にも矛盾が無く，本例は，これに該当する可能性が高いと

考えられる。

遺 物（図４２０，写真６２９）

遺物は，土師器片６３点・土製品１点が出土した。遺構の上部削平が著しかったことを反映して，

数は少ない。

図示遺物は３点あり，土師器杯の２点が遺構に共伴している。

図４２０－１・２は，有段丸底の土師器杯になる。どちらも小さな破片から復元実測したので，口径

の大きさには誤差を含んでいると思われる。器形は，口縁部の反り返るのが特徴的で，舞台式～栗

囲式古段階に比定される。

図４２０－３は，土製丸玉になる。表面は，黒色処理されている。

図４１９ １７０号住居跡
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（１/３）�

１　Ｐ１�１�
２　Ｐ１�１�

３　検出面�

ま と め

本遺構は，後背湿地に面した自然堤防の東斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。６軒の住居跡

と重複しており，その中で最も古く位置付けられる。

カマドの対面には，張り出しピットが設けられていた。

営まれた時期は，共伴遺物から，舞台式期～栗囲式期古段階に位置付けられる。 （菅 原）

１７３号住居跡 ＳＩ１７３

遺 構（図４２１，写真４０６・４０７）

本遺構は，Ｎ２２グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した自然

堤防の東斜面肩部である。周囲には，数多くの住居跡が密集している。その中で，本住居跡は，５

軒の竪穴住居跡と重複している。１１４・１２０・１４３・２１４号住居跡に切られ，１７０号住居跡を切っ

ている。

当初，本住居跡はプランが分からず，重複する１７０号住居跡から先に掘り込んでしまった。そのた

め，周壁は，本来残っていた高さよりも下がってしまい，遺物も一部混乱してしまっている。

堆積土は，２層に分層することができた。断面は，レンズ状堆積の様相を呈しており，このこと

から，遺構は自然に埋没したと考えている。床面は，貼床されておらず，掘形底面がそのまま平坦

に整えられている。とくに顕著な踏み締まりは，認められなかった。床面と検出面の比高差は，１６

～１８�である。

本住居跡の平面プランは，正方形基調を呈している。規模は，東西３．０ｍ，南北３．２ｍを測り，小

型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に３２°振れている。

カマドは，東周壁で検出された。位置は，少し右に偏っている。

遺存状態は比較的良好で，煙道部は，周壁から長さ６５�伸びていた。燃焼部は，袖長８０�，焚口

幅２３�を測る。内壁面は焼土化していた。

袖は，極暗赤褐色砂質土で構築され，床面から２０�の高さが残っていた。構築土�２では，骨片

の混入がみられた。

遺 物（図４２１，写真６２９）

遺物は，土師器片２８点，石製品１点が出土した。遺構の残りが良かった割に，遺物は量が少なかっ

たといえる。図示遺物は４点で，このうち，図４２１－２・３が住居跡に共伴している。

図４２０ １７０号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡
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２０８.５０ｍ�

　１７３号住居跡カマド堆積土�
１　５ＹＲ３/２　暗赤褐色砂質土（しまり弱）�
２　５ＹＲ２/３　極暗赤褐色砂質土�
　　　　　　　（焼土片・骨片含む，しまりあり）�
３　５ＹＲ４/３　にぶい赤褐色砂質土（しまり弱）�

　１７３号住居跡カマド構築土�
１　５ＹＲ２/３　極暗赤褐色砂質土�
　　　　　　　（焼土片・骨片含む，しまり弱）�
２　５ＹＲ２/３　極暗赤褐色砂質土（しまり強）�

　１７３号住居跡堆積土�
１　５ＹＲ３/２　暗赤褐色砂質土（しまり弱）�
２　５ＹＲ４/３　にぶい赤褐色砂質土（しまり弱）�

Ｘ:１６７,９３７�
Ｙ:５０,９２７�

Ｘ:１６７,９３４�

Ｙ:５０,９２７�
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Ｙ:５０,９３１� ＳＩ１７０�

ＳＩ１２０� ＳＩ１１４�

ＳＩ１１４�

ＳＩ２１４�

ＳＩ１０７�

ＳＩ１７０�

ＳＩ１０８�
ＳＩ１６０�

ＳＩ１４３� ＳＩ１７３�

４　�１�

１　�１�

２　床面�

３　床面�

４２１－３�

図４２１－１・２は，土師器杯になる。１は，口縁部の外反気味の有段丸底杯である。端は，丸く収

められている。２は，椀状の形態をなすもので，厚手のつくりである。口縁部は，外反している。

図４２１－３は，土師器甕の底部になる。小型品になると思われる。器形全体の特徴は，知ることが

できない。

図４２１－４は，石製紡錘車の未成品になる。形は概ね完成しているが，研磨・穿孔がまだ行われて

いない。

ま と め

本遺構は，自然堤防の東斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。規模は小さく，正方形の平面プ

ランを有している。

営まれた時期は，共伴遺物から，栗囲式期と考える。 （菅 原）

図４２１ １７３号住居跡・出土遺物
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１７４号住居跡 ＳＩ１７４

遺 構（図４２２，写真４０８・４０９）

本遺構は，Ｍ２２・Ｎ２２グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，自然堤防の中央

平坦面である。

重複関係を整理しておくと，本住居跡は１４３号住居跡に切られ，１５９・１６７号住居跡を切っている。

本住居跡は，１４３号住居跡で上部が削りとられ，床面がほとんど露呈した状態で検出された。した

がって，堆積土�１は，掘形埋土である。しまりが強く，炭化物を含んでいた。厚さ，７～１０�を

測る。

本住居跡の平面プランは，正方形基調を呈している。規模は，東西３．５ｍ，南北３．４ｍを測り，小

型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に２９°振れている。

カマドは，西周壁中央で確認された。しかし，煙道部先端が，１４３号住居跡の破壊を免れていただ

けで，詳細については，不明である。

なお，左袖先端にあたる位置で，大きな礫が出土した。カマド補強材であったかも知れない。

ピット類は，検出されていない。

遺 物（図４２３・４２４，写真６３０・６３１）

遺物は，土師器片２８４点，土製品１点が出土した。図示遺物は，９点で，すべて遺構に共伴してい

る。

器種は，煮炊具が主体を占め，分布は，カマドのある西半部に偏っている。

図４２３－１は，有段丸底の土師器杯になる。ただし，段は，あまりはっきりしていない。内面は，

ナデ調整で仕上げられている。底部は，焼成後に穿孔されており，何かの目的に転用されたものと

推定される。

図４２３－３は，土師器小甕になる。器形の特徴は，外面の頸部下端に段があり，胴部は膨らみをも

たずに，底部へ窄まっている。器面調整は，胴部外面がハケメ調整されており，底部外面には木葉

痕が残る。

図４２３－２・４・５，図４２４－１・２は，中～大型の土師器甕になる。ただし，器形全体の判明す

るのは，図４２３－２・４の２点だけである。図４２３－２は，胴部の膨らみが大きく，広口の形態をな

している。底部は突出している。図４２３－４は，細長い胴部を有するもので，やや下膨れ気味である。

出土地点からみて，カマド懸け口に固定されていたものと推定される。底部に木葉痕が残る以上の

２点を含め，本住居跡の甕は，胴部外面がハケメ調整に統一されている。

図４２４－３は，土師器甑になる。器高３０�に近い大型品で，無底式に分類される。器形は，胴部中

央が張っている。胴部外面は，甕と同じように，ハケメ調整である。

図４２３－６は，土製支脚になる。

第１編 高木遺跡
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　１７４号住居跡堆積土�
１　５ＹＲ３/３　暗赤褐色砂質土（炭化物含む，�
　　　　　　　 しまり強）掘形埋土�
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図４２２ １７４号住居跡
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１　床面�

２　床面�

３　床面�

４　床面�

５　床面�

６　床面�

図４２３ １７４号住居跡出土遺物（１）
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０� １０㎝�
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１　床面�

２　床面�

３　床面�

ま と め

本遺構は，自然堤防の中央平坦面で検出された竪穴住居跡である。重複遺構の削平のため，床面

が露呈した状態で検出された。

規模は小さく，正方形の平面プランを有している。

本住居跡が営まれたのは，出土遺物の特徴から，栗囲式期と考えられる。 （菅 原）

１７８号住居跡 ＳＩ１７８

遺 構（図４２５，写真４１０・４１１）

本遺構は，Ｍ２３グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した自然

堤防の東斜面肩部である。重複関係を整理しておくと，９９・１６１号住居跡，４１号土坑に切られてい

る。

本住居跡は，遺存状態が良好であった。西周壁中央が４１号土坑で破壊されているが，平面プラン

のほぼ全体が捉えられている。

堆積土は，２層に分層された。断面は，レンズ状堆積の様相を呈しており，このことから，遺構

は，自然埋没したと考えている。

床面は，貼床されず，掘形底面がそのまま平坦に整えられている。踏み締まりは，認められなかっ

た。検出面と床面の比高差は，１３～１５�を測る。

図４２４ １７４号住居跡出土遺物（２）
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　Ｐ１・２堆積土�
１　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�

　１７８号住居跡カマド堆積土�
１　７.５ＹＲ４/４　褐色砂質土　天井崩落土�

　１７８号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
２　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土�

Ｘ:１６７,９１４�

Ｙ:５０,９１７�

Ｘ:１６７,９１４�

Ｙ:５０,９２０�
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ＳＩ１７８�

Ｐ１�

Ｐ１� Ｐ２�

Ｐ２�

本住居跡の平面プランは，正方形を基調にしていると思われる。しかし，北周壁が向かい合う南

周壁より短いため，実際には，台形状となっている。

規模は，東西２．８ｍ，南北３．５ｍを測り，小型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対

して，西に５°振れている。

カマドは，北周壁中央で確認された。煙道部は，周壁から４０�残っていたが，先端は削られて残っ

ていなかった。燃焼部は，袖が壊されていた。

本住居跡では，２個のピットが検出されている。Ｐ１は，カマド右袖にあたる位置に掘られたも

ので，１７�×２０�の小さな円形をなす。補強材が埋め込まれた痕跡であろうか。床面からの深さは，３６

�を測る。Ｐ２は，南西隅床面で検出された。２７�×２５�の円形プランをなし，床面から，３０�の

深さを測る。補助柱穴と推定している。

遺物は，土師器片１５点が出土した。図示可能な資料は無いが，�１出土の中に，栗囲式の土師器

杯・甕がみられる。

ま と め

本遺構は，自然堤防の東斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。２軒の住居跡に上部を削平され

ていたが，残りは比較的良好であった。平面プランは，正方形基調を呈しており，規模は小さい。

カマドは，住居廃絶時に壊されていた。

本住居跡が営まれたのは，重複遺構の関係から，栗囲式期に下限が求められる。しかし，それ以

上の具体的なことは，確実な共伴遺物が無く，不明である。 （菅 原）

図４２５ １７８号住居跡

第１編 高木遺跡
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　１８０号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色砂質土�
３　１０ＹＲ５/３　にぶい黄橙色砂質土�

Ｘ:１６８,０５２�

Ｙ:５０,９７１�

Ｘ:１６８,０５２�

Ｙ:５０,９７６�

Ｘ:１６８,０４８�

Ｙ:５０,９７１�

Ｘ:１６８,０４８�
Ｙ:５０,９７６�
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ＳＩ１８０�

１８０号住居跡 ＳＩ１８０

遺 構（図４２６，写真４１２・４１３）

本遺構は，Ｏ１９グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した自然

堤防の東斜面肩部である。重複関係は，１９１号住居跡を切っている。また，随所に撹乱が及んでおり，

周壁と床面を破壊している。図４２６に示した本住居跡の平面プランが歪んでいるのは，このためであ

る。

堆積土は，３層に分層された。断面は，典型的なレンズ状堆積の様相を呈しており，このことか

ら，遺構は自然に埋没したと考えている。床面は，貼床されず，掘形底面がそのまま平坦に整えら

れている。とくに顕著な踏み締まりは，認められなかった。床面と検出面の比高差は，２０～２２�を

測る。

本住居跡の平面プランは，方形基調を呈している。規模は，東西４．５ｍ，南北４．５ｍを測る。この

大きさは，高木遺跡では中型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に２２°振れ

ている。

カマドは，西周壁で検出された。位置は，少し左に偏っている。煙道部は，周壁から１５０�の長さ

図４２６ １８０号住居跡

第２章 遺構と遺物
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　�１�

３　�１� ４　カマド煙道内�

５　カマド煙道内�

２　�２�

を測る。燃焼部は，前述したように撹乱で袖や底面が壊されており，内容を検証することができな

かった。

遺 物（図４２７）

遺物は，土師器片１１７点が出土した。図示遺物は５点あり，このうち，遺構に共伴するのは，カマ

ド煙道部から出土した，図４２７－４・５の２点である。

図４２７－１・２は，土師器杯になる。１は，底部が平底風の有段丸底杯である。口縁部は，直線的

に外傾して伸びている。２も，有段丸底杯に分類されるが，段がはっきりしていない。

図４２７－３は，土師器高杯の脚部になる。内面は，中空になっており，裾の端部が，大きく開いて

いる。

図４２７－４は，土師器小甕の底部になる。胴部外面は，ハケメ調整されている。

図４２７－５は，大型の土師器甕になる。上半部を欠いているので，器形全体の特徴を知ることがで

きない。胴部外面は，縦位にヘラケズリされている。

ま と め

本遺構は，後背湿地に面した自然堤防の東斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。カマド周辺が

撹乱で壊されており，出土遺物が少なかった。

本住居跡が営まれたのは，栗囲式期と考えられる。 （菅 原）

１８１号住居跡 ＳＩ１８１

遺 構（図４２８，写真４１４・４１５）

本遺構は，Ｏ１９グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地の中央にあた

り，微地形は，南側に向かって緩やかに傾斜している。重複関係は，北ノ脇遺跡の１０号住居跡に切

られ，高木遺跡の１９２・１９４号住居跡を切っている。

本住居跡は，上部削平が著しく，床面は検出段階でほとんど露呈していた。このため，断面図の

作成は，堆積土の最も残りの良い位置を選定して行った。確認された�１は，にぶい黄橙色砂質土

図４２７ １８０号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡
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　１８１号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�

Ｘ:１６８,０６７�

Ｙ:５０,９６６�

Ｘ:１６８,０６７�

Ｙ:５０,９７０�
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Ｘ:１６８,０６２�

Ｙ:５０,９７０�

ＳＩ１９２�

ＳＩ１９４�

北ノ脇�
　ＳＩ１０�

北ノ脇�
　ＳＩ１０�

北ノ脇�
　ＳＩ１２�

北ノ脇�
　ＳＩ２７�ＳＫ４３�

ＳＩ１８１�

である。

床面は，貼床されず，掘形底面がそのまま平坦に整えられている。また，全体に強く踏みしまっ

ていたが，これは遺構自体の特徴ではなく，重機による点圧のためと推定される。

本住居跡の平面プランは，南北に長い長方形を呈している。規模は，東西３．８ｍ，南北４．８ｍ以上

を測り，中型に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に２８°振れている。

カマドは，西周壁で検出された。位置が左に大きく偏っている点が，特徴として指摘される。遺

存状態はきわめて悪く，焼土化した燃焼部底面が残っていただけである。

遺物は，土師器片４６点が出土した。図示可能な資料は無いが，�１出土の中に，栗囲式の土師器

杯・甕が認められる。

ま と め

本遺構は，自然堤防の中央に営まれた竪穴住居跡である。床面がほとんど露呈した状態で検出さ

れた。このため，カマドは焼土化した燃焼部底面で位置が知られただけであった。

営まれた時期は，重複遺構から，上限を栗囲式期に，下限を国分寺下層式期に求めることが可能

と思われる。 （菅 原）

図４２８ １８１号住居跡

第２章 遺構と遺物
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　１８５号住居跡堆積土�
１　７.５ＹＲ４/２　灰褐色砂質土�
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１８５号住居跡 ＳＩ１８５

遺 構（図４２９，写真４１６）

本住居跡は，調査区中央のや

や南になるＮ２１グリッドに位置

している。１６２号住居跡の駄目押

しをしている際に検出された。

重複する遺構には住居跡３軒

があり，６８・１６２号住居跡より古

く，１６９号住居跡より新しく位置

付けられる。

本住居跡は，撹乱で多くの部

分が壊され，床の西端部分と壁

溝が検出されただけである。こ

のため，遺構内堆積土は確認で

きなかった。

住居跡の平面形は，残存部分から推測すると，方形を呈していたと思われる。住居跡と方位の関

係を西壁溝の位置でみると，真北から２３°ほど東へ傾いている。規模は，南北３．５ｍ以上，東西２．５ｍ

以上である。

床面は，よく締まったＬ�からなっている。細かな凹凸はあるものの，ほぼ平坦である。南西部

から北東に向かって，レベルが下がっている。壁溝の幅は，西側で最大１６�，南側で最大１２�であ

る。検出面から床面までの深さは１０�を測る。

住居跡内施設は，確認できなかった。

遺物は出土していない。

ま と め

本住居跡は，遺存状態が悪く，床の西端部分と壁溝の一部が検出されただけであった。出土遺物

は無い。

営まれた時期は，重複遺構から，栗囲式期に下限が求められると思われる。 （佐 藤）

１８７号住居跡 ＳＩ１８７

遺 構（図４３０，写真４１７）

本遺構は，Ｎ１９・Ｏ１９グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，阿武隈川に面し

た自然堤防の西斜面落ちぎわである。遺構は，高木遺跡における住居跡分布の西限の１つをなして

いる。他の遺構との重複関係は認められない。

図４２９ １８５号住居跡

第１編 高木遺跡
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　１８７号住居跡堆積土ＡＡ′�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
�
　１８７号住居跡堆積土ＢＢ′�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�

Ｘ:１６８,０７４�

Ｙ:５０,９５８�

Ｘ:１６８,０６７�

Ｙ:５０,９５８�

Ｘ:１６８,０７４�
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撹　乱�

撹乱�
本住居跡は，著しい上部削平

を受けていた。検出されたのは，

北東側の壁溝だけである。この

ため，遺構の詳細については，

知ることはできなかった。

ただ，東西４．５ｍ以上，南北７．１

ｍ以上の範囲を壁溝で検出して

いることから，本遺跡でもかな

り大型の部類に属するもので

あったことがうかがえる。住居

跡方向は，発掘基準線北に対し

て東に５°振れている。

壁溝は，幅１４～２０�，深さ１０

～１４�を測る。内部には，にぶ

い黄橙色砂質土が堆積していた。

遺物は出土していない。

ま と め

本遺構は，阿武隈川に面した

自然堤防の西斜面落ちぎわに営

まれた竪穴住居跡である。上部

削平が著しいため，一部の壁溝

が検出されただけであった。こ

のため，詳細については，ほと

んど知ることができていない。

所帰属時期も不明である。

ただ，検出された壁溝の範囲から推測すると，本住居跡は，かなり大きな規模を有していたと考

えられる。 （菅 原）

１９１号住居跡 ＳＩ１９１

遺 構（図４３１・４３２，写真４１８・４１９）

本遺構は，Ｏ１９グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した自然

堤防の東斜面肩部である。

重複関係は，１８０号住居跡に切られており，これにより西周壁が壊されている。また，カマド燃焼

部から北西隅に撹乱が及んでいた。

図４３０ １８７号住居跡

第２章 遺構と遺物
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炭化物�

　１９１号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色砂質土（炭化物）�

Ｘ:１６８,０５５�
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土器�

ＳＩ１９１�

堆積土は２層に分層された。このうち，�２では，炭化物が多量に含まれており，火災に起因し

て形成された可能性が想定される。ただ，はっきり屋根材と分かるような大きな炭化材が検出され

ず，焼土も少なかった。

したがって，本住居跡が火災で焼失したという確証は得られていない。南東隅床面は，この土層

に直接覆われていた。

床面は，貼床されず，掘形底面がそのまま平坦に整えられている。踏み締まりは認められなかっ

た。

床面と検出面の比高差は，２５～３０�を測る。

本住居跡の平面プランは，方形基調を呈している。東西に少し長く，規模は，東西４．９ｍ，南北４．２

ｍを測り，中型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に４５°偏している。こ

図４３１ １９１号住居跡

第１編 高木遺跡
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　１９１号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ６/１　褐灰色砂質土�
２　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色砂質土�
３　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色砂質土（焼土）�
４　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土（炭化物）�
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の点は，重複する１８０号住居跡と対照的である。

カマドは，北周壁中央で検出された。煙道部は，周壁から長さ２０３�を測る。燃焼部は，撹乱で壊

され，具体的内容を知ることができなかった。

ピット類は，検出されていない。

遺 物（図４３２，写真６３１）

遺物は，土師器片２７０点，鉄製品１点が出土した。上述したように，共伴遺物に恵まれず，図示で

きたのは，堆積土の遺物ばかりである。

図４３２－１・２は，土師器杯になる。１は，口縁部が内湾気味の有段丸底杯に分類される。外面は

ヘラミガキされている。２は，須恵器杯蓋の模倣とみられる。口縁部外面が肥厚する。

図４３２－３は，土師器高杯の脚部片になる。内面は，中空につくられている。外面には，ハケメ調

整が施されている。

図４３２－４は，両端を欠いた鉄製品になる。刀子と推定される。

図４３２ １９１号住居跡カマド・出土遺物
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　１９２号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土�

Ｘ:１６８,０６１�

Ｙ:５０,９６６�

Ｘ:１６８,０６１�

Ｙ:５０,９７０�

Ｘ:１６８,０６５�

Ｙ:５０,９７０�
ＳＩ１９４�

ＳＫ４３�

北ノ脇�
　　ＳＩ１０�ＳＩ１８１�

ＳＩ１９２�

ま と め

本遺構は，後背湿地に面した自然堤防の東斜面肩部に営まれた竪穴住居跡である。土層の様子か

ら，火災で焼失した可能性が想定されたが，確証は得られなかった。

本住居跡が営まれた時期は，重複遺構から，下限を栗囲式期に設定できる。しかし，それ以上の

詳細については，共伴遺物に欠けるため，言及することができない。 （菅 原）

１９２号住居跡 ＳＩ１９２

遺 構（図４３３，写真４２０・４２１）

本遺構は，Ｏ１９グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは自然堤防の中央である。

周囲の微地形は，南側に向かって緩やかに傾斜している。

重複関係を整理しておくと，１８１号住居跡に切られ，１９４号住居跡を切っている。また，南に隣接

して，４３号土坑が位置している。

本住居跡は上部削平が著しく，西側ではほとんど床面が露呈した状態だった。このため，断面図

の作成は，堆積土が良く残っている場所を選んで行っている。

堆積土は２層に分層された。断面は，レンズ状堆積の様相を呈しており，このことから，遺構は

自然埋没したと考えている。床面は，貼床されず，掘形底面がそのまま平坦に整えられている。踏

み締まりは認められなかった。床面と検出面の比高差は，４～１０�を測る。

図４３３ １９２号住居跡

第１編 高木遺跡
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　１９３号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
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Ｙ:５０,９７６�
Ｘ:１６８,０４３�
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本住居跡の平面プランは，方形基調を呈している。南北に少し長く，規模は，東西３．７ｍ，南北４．１

ｍを測り，小型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に２８°偏している。

カマドは，検出されなかった。周壁の遺存状態からすると，北側に設置されていた可能性は低い

と思われる。

ピット類は，検出されていない。

遺物は，土師器片４２点が出土した。図示可能な資料は無いが，�１出土の中に，栗囲式の土師器

杯・甕が認められる。

ま と め

本遺構は，自然堤防の中央に営まれた竪穴住居跡である。検出状況は，上部削平が著しく，ほと

んど床面が露呈状態だった。このため，カマドも検出されなかった。

営まれた時期は，明確な共伴遺物が無く，重複遺構にもそれが乏しいことから，特定することは

困難である。堆積土出土資料を参考にすると，栗囲式期～国分寺下層式期の幅の中には，収まると

考えられる。 （菅 原）

１９３号住居跡 ＳＩ１９３

遺 構（図４３４，写真４２２・４２３）

本遺構は，Ｏ１９グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した自然

堤防の東斜面落ちぎわである。重複関係は，２００号住居跡を切っている。

本住居跡は，道路造成時の段差で削り取られており，北東隅が遺存していただけだった。

図４３４ １９３号住居跡

第２章 遺構と遺物
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１　堆積土�

２　堆積土� ３　堆積土�

５　堆積土�

４　堆積土�

堆積土は，にぶい黄橙色砂質土が１層残っていた。自然堆積土と考えている。床面は，貼床され

ず，掘形底面がそのまま平坦に整えられている。踏み締まりは認められなかった。床面と検出面の

比高差は，２０�を測る。

本住居跡の平面プランは，方形基調を呈している。規模は，東西５．５ｍ以上，南北２．９ｍ以上を測

り，中型以上であったと推定される。検出部分で計測すると，住居跡方向は，発掘基準線北に対し

て，東に１３°偏している。カマドは，検出されなかった。周壁の遺存状態からすると，北側に設置さ

れていた可能性は低いと思われる。ピット類は，検出されていない。

遺 物（図４３５，写真６３１）

遺物は，土師器片９７点，須恵器片５点が出土した。その中から５点の図示遺物が得られたが，遺

構に共伴するものは，無い。

図４３５－１は，土師器杯になる。須恵器杯蓋の模倣とみられるもので，口縁端部は，内傾している。

外面には，ヘラミガキ調整痕が観察される。

図４３５－２は，土師器甕の底部になる。小型品であろうか。外面は，ハケメ調整されている。

図４３５－３は，須恵器短頸壺の蓋と推定される。天井部は水平につくられており，外面に２本の同

心円沈線が施されている。口縁部は垂直に折れ，端部がやや外反気味となる。つまみは欠けており，

形状は判明しない。

図４３５－４・５は，須恵器甕の胴部片になる。外面にタタキメ・内面にアテメが観察される。

ま と め

本遺構は，後背湿地に面した自然堤防の東斜面落ちぎわに営まれた竪穴住居跡である。道路造成

時の段差で，ほとんど削られていた。このため，遺構の詳しい内容は，分かっていない。

本住居跡が営まれた時期は，共伴遺物に恵まれず，特定することができない。ただ，下限に関し

ては，２００号住居跡で非ロクロ調整の内黒土師器が共伴しており，国分寺下層式期以前に求めること

が可能と思われる。 （菅 原）

図４３５ １９３号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡
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１９４号住居跡 ＳＩ１９４

遺 構（図４３６，写真４２４・４２５）

本遺構は，Ｏ１９グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは自然堤防の中央である。

周囲の微地形は，南側に向かって緩やかに傾斜している。

重複関係を整理しておくと，１８１・１９２号住居跡に切られている。また，南側には隣接して，４３号土

坑が位置している。

本住居跡は上部削平が著しく，堆積土はほとんど残っていなかった。また，住居跡間の重複で，

西周壁が壊されている。

堆積土は，にぶい黄橙色砂質土が１層認められた。自然堆積土か人為堆積土かどうかは不明であ

図４３６ １９４号住居跡
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１　堆積土� ２　床面� ３　堆積土�

る。床面は，貼床されず，掘形底面がそのまま平坦に整えられている。とくに顕著な踏み締まりは

認められなかった。床面と検出面の比高差は，４～８�を測る。

本住居跡の平面プランは，正方形基調を呈している。規模は，東西５．１ｍ，南北５．０ｍを測り，中

型の部類に属する。住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に３２°偏している。

カマドは，検出されなかった。周壁の遺存状態からみると，壊された西周壁に設置されていた可

能性が高いと思われる。

ピット類は，検出されていない。

遺 物（図４３７，写真６３１・６３２）

遺物は，土師器片３３点，土製品２点が出土した。図示遺物は３点が得られており，そのうち図４３７

－２の土製丸玉が遺構に共伴している。

なお，図示できなかったが，床面で栗囲式に比定可能な土師器甕の大型破片が出土している。こ

れは，遺構平面図の北周壁ぎわで出土している土師器である。

図４３７－１は，有段丸底の土師器杯になる。口縁部が大きく開いて，直線的に外傾する器形を呈し

ている。口縁部外面は肥厚している。

図４３７－２・３は，土製丸玉になる。２は表面がヘラミガキ・黒色処理されており，３はやや偏平

な形態を呈している。

ま と め

本遺構は，自然堤防の中央に営まれた竪穴住居跡である。検出状況は，上部削平が著しく，カマ

ドも検出されなかった。

営まれた時期は，床面の遺物から，栗囲式期と考えられる。 （菅 原）

１９５号住居跡 ＳＩ１９５

遺 構（図４３８，写真４２６・４２７）

本遺構は，Ｏ２１グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した自然

堤防の東斜面肩部である。

本住居跡は，調査区法面で検出されており，平面的な調査は行っていない。検出状態は，カマド

燃焼部を中心に，３．８ｍの長さで帯状に確認されている。おそらく，図４３８左上のような方向で，住

居跡は展開するものと推定される。本住居跡は，周壁際の�４の状態から，壁溝が巡らされていた

と推定される。また，図４３９－８と図４３９－９は，袖の補強材と考えられる。

図４３７ １９４号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡
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　１９５号住居跡カマド堆積土　�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂�
２　１０ＹＲ４/６　褐色砂（焼土粒・炭化物少量含む）�
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遺 物（図４３９・４４０，写真６３２～６３４）

遺物は，土師器片６７点が出土した。

図示遺物は１０点である。どれも完形品に近いもので，住居跡に共伴する蓋然性が高いと思われる

ものばかりである。

図４３９－１～３は，土師器杯になる。どれも有段丸底杯に分類される。器形の特徴は，口縁部が内

湾ないし外傾しており，口径：底径比が大きい点が指摘される。このうち１では，内面の黒色処理

が観察できない。

図４３９－４は，土師器高杯になる。杯部は，有段丸底の器形を呈しており，口縁部は内湾気味に立

ち上がる。脚部は，中空のつくりであり，透かしは入っていない。端がまくれている。

図４３９－５・６は，小型の土師器甕になる。両者は，器形・法量が近似している。胴部中央に膨ら

みがあり，頸部が括れないで，そのまま口縁部が内傾している。胴部外面は，ハケメ調整である。

また，底部外面に木葉痕が観察される。

図４３９－７は，小型の土師器甑になる。器形は，頸部が括れないで，全体に下に向かって窄まって

いる。無底式に分類される。胴部外面は，ハケメ調整である。

図４３８ １９５号住居跡
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図４３９ １９５号住居跡出土遺物 （１）
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１　�５�

図４３９－８・９は，中～大型の土師器長

胴甕になる。８の器形は，胴部が下膨れ

気味で，頸部が直立し，口縁部が反り返っ

ている。胴部外面は，ナデ調整されてい

る。９は，やや下膨れ気味の細長い胴部

を有しており，口頸部は弓なりにカ－ブ

を描いている。器高は，８よりいくらか

高い。胴部外面は，ハケメ調整である。

図４４０－１は，土師器球胴甕になる。胴部

の器形は，やや縦長の球形を呈している。

頸部は「く」の字状に強く屈曲しており，

口縁部が外反している。胴部外面はハケ

メ調整され，底部外面に木葉痕が観察さ

れる。

ま と め

本住居跡は，自然堤防の東斜面に営ま

れた竪穴住居跡である。

調査区法面で検出され，定量の遺物が

出土した。

本住居跡は，栗囲式期に営まれたと考

えられる。 （菅 原）

１９６号住居跡 ＳＩ１９６

遺 構（図４４１，写真４２８・４２９）

本遺構は，Ｏ１９・Ｏ２０グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面し

た自然堤防の東斜面落ち際である。重複関係は，２００号住居跡を切っている。

本住居跡は遺存状態が比較的良く，南西隅を除くと，平面プラン全体が捉えられている。

堆積土は，にぶい黄橙色砂質土が１層認められた。自然堆積土か人為堆積土かどうかは不明であ

る。床面は，貼床されず，掘形底面がそのまま平坦に整えられている。とくに顕著な踏み締まりは

認められなかった。床面と検出面の比高差は，１２～１８�を測る。

本住居跡の平面プランは，正方形基調を呈している。しかし，向かい合う東周壁と西周壁の長さ

が一致せず，台形気味となっている。規模は，東西３．４ｍ，南北３．３ｍを測り，小型の部類に属する。

住居跡方向は，発掘基準線北に対して，東に４°偏している。

カマドは，北周壁で検出された。位置は，少し左に偏っている。煙道部は，周壁からの遺存長が

図４４０ １９５号住居跡出土遺物 （２）
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０� ２ｍ�

（１/５０）�

　１９６号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土（やわらかい）�

　１９６号住居跡カマド堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
　　　　　　　（焼土・炭化物）�
�

Ａ�

１�

２０８.００ｍ�
�

石�

Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

Ｂ�
１�２０７.９０ｍ� Ｂ′�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

ＳＩ１９３�

１９６号住居跡�
４４２－１�

�

ＳＩ１９６�

Ｘ:１６８,０３９�

土器�

石�

ＳＩ８１�

ＳＩ２００�

４４２－２�

Ｘ:１６８,０４２�

Ｙ:５０,９７６�

Ｙ:５０,９７６�

Ｘ:１６８,０３９�

Ｘ:１６８,０４２�

Ｙ:５０,９８０�

Ｙ:５０,９８０�

０� １０㎝�
（１/３）�

１　床面�

２　床面�

３２�を測り，先端が削平されている。燃焼部は，袖長８０�，焚口幅３９�を測り，底面が焼土化して

いた。

なお，貯蔵穴は検出されなかったが，遺物の平面分布状態から，カマド右脇が厨房空間であった

と推定される。

この他，注目される所見として，南周壁側の特徴的な礫の分布があげられる。大きさに大小はあ

るが，南東隅から左斜め方向に，ほぼ等間隔で５個配

置されている。性格については，全く不明である。

ピット類は検出されていない。

遺 物（図４４２，写真６３３・６３４）

遺物は，土師器片５８点が出土した。図示遺物には，

床面出土の２点を選んだ。

図４４２－１は，土師器高杯になる。床面に，口縁部が

密着した状態で出土したもので，脚部を欠いている。

残存部からすると，おそらく３方透かしであろう。杯

部は，口縁部の内湾する有段丸底杯である。

図４４２－２は，土師器小甕になる。底部を欠いている。

頸部が窄まらず，底部から口縁端部まで直線的に外傾

図４４１ １９６号住居跡

図４４２ １９６号住居跡出土遺物

第１編 高木遺跡
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する器形を呈している。胴部外面は，ハケメ調整が施されている。

ま と め

本住居跡は，後背湿地に面した自然堤防の東斜面落ち際に営まれた竪穴住居跡である。平面プラ

ンは正方形を呈し，規模は小さい。

カマド対面の周壁沿いに，礫が並べられていた。性格不明であるが，注目される所見である。

本住居跡は，床面の遺物から，栗囲式期に営まれたと考えられる。 （菅 原）

１９９号住居跡 ＳＩ１９９

遺 構（図４４３，写真４３０・４３１）

本住居跡は調査区南側のＭ２２グリッドに位置し，標高２０７．６ｍ前後のほぼ平坦な地形上に構築され

ている。

本住居跡は，１０１・１４４・１５７号住居跡と重複関係にあり，いずれよりも古い。また周囲には，

東方約２．５ｍに１０２号住居跡，南方約１．６ｍに１００号住居跡，西方約１．５ｍに１２５号住居跡が隣接

している。

遺構検出面はＬ�であるが，上面では確認できず，重複する１４４・１５７号住居跡の床面精査の際に

プランを検出した。

遺構内堆積土は４層に区分した。�１～３は，いずれも褐色を基調とする砂質土である。混入物

も無く，レンズ状の堆積状況を示すことから，自然堆積土と判断した。�４は，壁溝内の堆積土で

ある。

本住居跡は，北側を撹乱によって消失し，東側を１４４号住居跡によって切られている。このため，

全体像は明確にできないが，平面形は方形を呈すると推測される。遺存する平面規模は，東西６．５ｍ

以上，南北６．５ｍ以上を測り，主軸方向は発掘基準線北に対して東に１７°振れている。周壁は７０°前後

で急激に立ち上がり，周壁の高さは１５～４０�を測る。床面はほぼ平坦に整地されており，貼床や踏

み締まりは確認できなかった。

本住居跡に伴う施設として，壁溝が検出された。西周壁南半分から南周壁全域に沿って掘られて

いる。壁溝の幅は，西周壁で２０～５０�，南周壁で３０～５５�を測る。床面からの深さは２～１０�である。

断面形は，鍋底状を呈している。

なお，南周壁の壁溝からは，粘土塊と土師器片が放置されたような状態で集中的に出土している。

カマドやピットは確認できなかった。

遺 物（図４４４・４４５，写真６３４～６３６）

遺物は，土師器片２９４点，土製品１点，鉄製品２点が出土した。図示遺物は１７点あり，このうち，

図４４４－１～５・１０・１２，図４４５－１の８点が遺構に伴っている。

図４４４－１～１１は，土師器杯になる。１は，須恵器杯の模倣タイプとみられる。椀状の深い器形を

なしている。３・５は，粗製杯に分類される。内面はナデ調整で仕上げられており，底部は突出し

第２章 遺構と遺物
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

　１９９号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
２　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
３　１０ＹＲ５/４　にぶい黄褐色砂質土�
４　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
　　　　　　　（壁溝堆積土）�
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１９９号住居跡�

ＳＩ１９９�

土器�
土器�

ＳＩ１０１�

４４４－５�

Ｙ:５０,９１９�

粘土塊�

ＳＩ１０２�

ＳＩ１４４�

ＳＩ１５７�

ＳＩ１２５�

Ｘ:１６７,９２６�

Ｙ:５０,９１９�

Ｘ:１６７,９２１�

Ｙ:５０,９１１�

Ｘ:１６７,９２１�

４４４－３�

４４４－１�

４４５－１�

４４４－１２�

ＳＩ１５７�

ＳＩ１４４�

撹
　
乱�

　１９９号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
２　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
３　１０ＹＲ５/４　にぶい黄褐色砂質土�
４　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土，壁溝堆積土�

た平底をなしている。２も粗製杯の一種であるが，少し手が加えられ，内面にヘラミガキ調整が加

えられている。１０は，南小泉式の系譜を引く杯である。本住居跡の当該器種の中では，最も古い要

素を備えたものといえる。外面には，入念なヘラミガキ調整が施されている。残る４・６～９・１１

は，有段丸底杯に分類される。このタイプが本住居跡の杯の基本形である。このうち，７は口縁部

の立ち上がりが急なので，須恵器杯蓋を意識した可能性が考えられる。外面がヘラミガキされてい

るのも，その反映であろうか。また，９と１１の底部外面には，焼成後に施された線刻が認められる。

図４４４－１２は，無底式の土師器甑になる。中型品に分類される。器高の割りに，横に幅の広い器形

が特徴となっている。口縁端部は，須恵器のように少し窪んでおり，下端に段が形成されている。

図４４３ １９９号住居跡

第１編 高木遺跡
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　床面�

２　床面・�１�

８　�１�

９　�１� １１　�１�

１３　�１�

７　�２�

６　�２�

３　床面�

５　床面�４　床面�

１０　床面�

１２　床面・床直�

図４４４ １９９号住居跡出土遺物（１）
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０� １０㎝�
（１/３）�

０� ３㎝�
（１/２）�

１　床面� ２　�１�

４　�１�３�

胴部外面は，ヘラミガキ調整で

ある。

図４４４－１３・図４４５－１は，大型

の土師器甕になる。前者は，ラ

グビ－ボ－ル状の形態をなす胴

部を有しており，口頸部が弓な

りに外反する。胴部の外面調整

は，ナデが行われている。後者

は，頸部が「く」の字状に折れ，

胴部の肩が張る器形を呈してい

る。器高は，３０�を超えると推

定される。胴部外面は，ハケメ

調整である。

図４４５－３は，土製丸玉になる。

表面は，ヘラミガキ・黒色処理

されている。

図４４５－２は，鉄鎌になる。先

端が欠損している。

図４４５－４は，刀子とみられる。両端が欠損している。

ま と め

本遺構は，規模の大きな竪穴住居跡である。撹乱や重複遺構のため，細部構造については，よく

分からなかった。

営まれた時期は，床面の遺物から，舞台式期～栗囲式期の幅の中で捉えられる。 （成 田）

２００号住居跡 ＳＩ２００

遺 構（図４４６，写真４３２・４３３）

本遺構は，Ｏ１９グリッドで検出された竪穴住居跡である。営まれたのは，後背湿地に面した自然

堤防の東斜面落ちぎわである。重複関係は，１９３・１９６号住居跡に切られている。

本住居跡は，道路造成時の段差で，上部が大きく削られてしまっていた。堆積土が残っていたの

は，北周壁付近だけである。このため，ほとんどは床面が露呈した状態で検出されており，遺構内

容の詳細については，知ることができなかった。

堆積土は，にぶい黄橙色砂質土が１層認められた。人為堆積土か自然堆積土かについては，不明

である。床面は，貼床されず，掘形底面がそのまま平坦に整えられている。とくに顕著な踏み締ま

りは認められなかった。北周壁では，検出面と床面の比高差が，１５�前後ある。

図４４５ １９９号住居跡出土遺物（２）

第１編 高木遺跡
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� ４㎝�
（１/３）�

Ａ�

１�

１　床面�

２０８.１０ｍ� Ａ′�Ａ
�

Ａ
′
�

２００号住居跡�

ＳＩ２００�

ＳＩ１９６�

Ｙ:５５０,９８０�
�

ＳＩ１９６�

　２００号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
�

ＳＩ１８０� ＳＩ１９１�

ＳＩ１９３�

ＳＩ１９３�

Ｘ:１６８,０４７�

Ｙ:５０,９８０�

Ｘ:１６８,０４２�

Ｙ:５５０,９７６�

Ｘ:１６８,０４２�

カマドは検出されなかった。周壁の遺存状態からすると，北周壁に設置されていた可能性は低い

と思われる。ピット類は検出されていない。

遺 物（図４４６）

遺物は，土師器片１１点が出土した。図示資料は，床面の遺物である。

図４４６－１は，土師器杯と推定される。底部を丸底にする工程が省略され，突出した平底をなして

いる。内面は，ナデ調整のまま黒色処理されている。

ま と め

本遺構は，自然堤防の東斜面落ちぎわに営まれた竪穴住居跡である。規模は小さく，正方形の平

面プランを有している。上部削平が著しいため，内部構造の詳細は分からなかった。

営まれた時期は，共伴遺物と重複遺構から，栗囲式期と考えている。 （菅 原）

２１４号住居跡 ＳＩ２１４

遺 構（図４４７，写真４３４・４３５）

本住居跡は，調査区のほぼ中央Ｎ２２グリッドに位置する。地形的には，阿武隈川右岸沿いに形成

された自然堤防の狭い平坦部に立地している。本住居跡はＬ�上面で検出したが，東側は築堤保存

図４４６ ２００号住居跡・出土遺物
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Ｂ′�Ｂ�

Ｂ′�

２１４号住居跡�

ＳＩ２１４�

　Ｐ１・２堆積土�
１　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土（粘土多量・�
　　　　　　　　焼土粒・炭化物粒少量含む）�
２　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
３　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�

　２１４号住居跡堆積土�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
２　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
３　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
�

　２１４号住居跡カマド堆積土�
１　７.５ＹＲ３/２　暗褐色砂質土（焼土粒多量含む）�
２　７.５ＹＲ２/２　暗褐色砂質土（焼土粒少量含む）�
３　７.５ＹＲ３/４　暗褐色砂質土（焼土塊多量含む）�
４　７.５ＹＲ３/３　暗褐色砂質土（焼土塊少量含む）�

ＳＫ２１�

Ｘ:１６７,９３６�
Ｐ１�

Ｐ２�

Ｐ１�

撹乱�ＳＩ１２０�

ＳＩ１３９�
ＳＩ１７０�

ＳＩ１４３�

ＳＩ１６０�

ＳＩ１７３�

ＳＩ１１４�

ＳＩ１７０�

ＳＩ１０８�

ＳＩ１０７�

Ｙ:５０,９２９�

Ｘ:１６７,９３６�

Ｘ:１６７,９３９�

Ｙ:５０,９３２�

Ｙ:５０,９３２�
�

区内に位置し，北側が大きく撹乱を受けていたため，調査できたのは住居跡西・南壁の一部のみで

ある。本住居跡周辺は，遺構の密度が高く，多くの竪穴住居跡が重複している。整理すると，１０７・

１１４・１７０・１７３号住居跡を切っている。

遺構内堆積土は，３層に分層できた。いずれも壁際からの流入状態を示すことから，自然堆積と

判断した。

本住居跡の平面形は，遺存状況から方形を呈していたと考えられる。規模は，遺存値で西側の壁

で２．６ｍ，南側の壁で遺存値１．８ｍを測る。壁は，いずれも比較的急に立ち上がっている。床面から

検出面までの高さは，もっとも残りの良い西壁で２０�を測る。床面は，ほぼ平坦に作られ，貼床な

どは施されていなかった。

住居跡内施設として，カマドとピット２個を検出した。カマドは住居跡の西壁に位置している。

カマドの袖は暗褐色砂質土を積み上げ構築されていた。カマドの袖は，南側の袖で６０�，北側の袖

で９０�ほど住居内に張り出していた。袖の最大幅は南側で３８�，北側で４０�を測る。両袖に挟まれ

た燃焼部は最大長５７�，最大幅は６５�を測る。燃焼部底面には，焼土面などは認められなかった。

カマド内体積土は２層に区分した。�１・２ともに焼土粒を含むものの，カマド上方からの流入

状態を示すことから，天井崩落後の堆積土と判断したい。

ピットは，カマド南側でＰ１・２を検出した。Ｐ２は，西壁に接して設けられていた。Ｐ１の平

面形は，直径３０�ほどの円形を呈している。床面からの深さは，１５�を測る。Ｐ２の平面形は，南

北に長い楕円形を呈している。規模は，南北長６５�，東西長４５�，床面からの深さ３５�を測る。

図４４７ ２１４号住居跡
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　堆積土�

２　堆積土�

３　堆積土�

ピットの性格については，住居跡の全てを調査していない

ため，判断できないが，Ｐ１については柱穴，Ｐ２について

は貯蔵穴的性格を持った施設と考えている。

遺 物（図４４８，写真６３６）

遺物は，土師器片２２点が堆積土などから出土している。

図４４８－１～３は，土師器杯である。１は，器高が低く，平底

風の底部から，緩やかに直線的に外傾する器形である。２は，

丸底で体部下半に段を有し，口縁部に向かい直線的に外傾す

る器形となる。３は，全体的にやや丸みを帯びた器形でである。

ま と め

本住居跡は，調査区外との境に位置していたため，調査で

きたのは住居跡南・西壁のみである。平面形は遺存状況から，方形を呈していたと考えられる。住

居跡内施設としてカマドとピット２個を検出した。カマドは，西壁に位置する。検出したピットに

ついては，柱穴，貯蔵穴的性格を持った施設と考えている。

本住居跡の所属時期は，床面から出土遺物などから栗囲式期後半と考えている。 （大河原）

第２節 土 坑

本調査区では，３４基の土坑が検出された。そのうち，１６基が以下の４類型に分類される。時期に

ついては，�類に該当する土坑の一部を除いて，すべて栗囲式期の所産に位置付けられると考えて

いる。

�類……円筒状に掘り込まれた大型のもの

�類……水辺の祭祀に関わり，火が焚かれたもの

�類……埋没した住居跡が廃棄坑に転用されたもの

�類……住居の屋外付帯施設とみられるもの

以上の各類型に該当する土坑は，次のように整理される。なお，平面分布は図４４９に示した。

�類……１・２・８・９・１５・４３・５６号土坑

�類……３～７，１６号土坑

�類……１７・１８号土坑

�類……２１号土坑

その他…１２～１４，１９，２２～２４，２６，２９～３２，３５，４１，５４，５５，５７，５８号土坑

補足説明しておくと，�類は，これまで県内の佐平林式期～舞台式期の集落跡で，広く知られて

いた「円筒状土坑」と同じ特徴を備えたものである。今回の調査区でも，舞台式期の住居跡が検出

図４４８ ２１４号住居跡出土遺物
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されており，当該期の遺構も当然含まれていると推定される。しかし，周囲に栗囲式期の住居跡し

かみられない例がほとんどであることから，後続期にも，こうした土坑が継続して営まれていた蓋

然性が高まった。性格は，貯蔵穴と推定している。

�類は，後背湿地に面した水辺に営まれ，２号溝跡のＡ群～Ｉ群・１号遺物包含層に強く関連し

た性格を有していたと推定している。５～７号土坑は，１号遺物包含層の斜面上に等間隔で並んで

おり，遺存状態の良い６号土坑では，被熱痕跡が認められた。また，５・７号土坑でも，検出時に

弱い被熱痕跡が確認されている。こうしたことから，当該土坑では火を扱った祭祀行為が行われ，

その斜面下に廃棄された遺物によって，１号遺物包含層が形成されたと推定される。

また，３・４号土坑は，２号溝跡の祭祀跡＝Ａ～Ｉ群に隣接しており，規模が類似しているばか

表５ 土坑一覧

� グリッド 平面形 規 模 深 さ 堆積土 分 類 備 考

ＳＫ０１ Ｎ１９・Ｎ２０ 円形 １４２×１３３ ２５ ４層 �類

ＳＫ０２ Ｍ２３ 円形 １４０×１３６ ６２ ３層 �類 ＳＩ０４に付属？

ＳＫ０３ Ｏ２１ 楕円形 ９５×７４ １２ ２層 �類 祭祀関連施設，焼土・炭化物・土器片

ＳＫ０４ Ｏ２１ 楕円形 ７４×６０ ２０ １層 �類 祭祀関連施設，焼土・炭化物

ＳＫ０５ Ｏ２０ 楕円形 １５０×１０１ １０ ２層 �類 祭祀関連施設，炭化物・土器片

ＳＫ０６ Ｏ２０ 隅丸長方形 １６５×１００ １３ ２層 �類 祭祀関連施設，焼土面，炭化物・土器片

ＳＫ０７ Ｏ２０ 円形 １０８×１０４ ８ １層 �類 祭祀関連施設炭化物・土器片

ＳＫ０８ Ｎ２０ 円形 １２０×９８ ６０ ２層 �類 底面平坦で，壁立上がり垂直

ＳＫ０９ Ｎ２０ 円形 １２４×１２２ ３１ ３層 �類

ＳＫ１２ Ｎ２１ 円形 １１５×１１０ ２２ １層

ＳＫ１３ Ｎ２１ 楕円形 １０１×８８ ２８ １層

ＳＫ１４ Ｎ２１ 不整円形 ６９×６８ ３９ ３層

ＳＫ１５ Ｍ２４ 円形 １０５×１００ ３８ ２層 �類

ＳＫ１６ Ｏ２０ 楕円形 １２０×８３ １１ ３層 �類 祭祀関連施設，焼土面・炭化物・土器片

ＳＫ１７ Ｎ２１ 不整円形 １４８×１３２ １２ ２層 �類 ＳＩ１０６プラン中央に所在，土器一括廃棄

ＳＫ１８ Ｍ２２ 不整形 １５０×１２３ １０ ２層 �類 ＳＩ１１１プラン中央に所在，土器一括廃棄

ＳＫ１９ Ｎ２１ 不整楕円形 １９０×１０１ ２７ １層

ＳＫ２１ Ｎ２２ 隅丸長方形 １９８×９５ ２８ １層 �類 ＳＩ１４３に付随

ＳＫ２２ Ｍ２１ 円形 ８４×８０ １８ １層

ＳＫ２３ Ｏ２０ 楕円形 ６９×４９ １８ ２層

ＳＫ２４ Ｏ２０ 円形 ６２×５８ ３０ ２層

ＳＫ２６ Ｍ２４ 円形 ９４×８５ ２１ ２層

ＳＫ２９ Ｎ２２ 隅丸長方形 ２１０×１７３ ４０ ７層 整った平面プラン，断面台形状

ＳＫ３０ Ｎ２０ 不整楕円形 ４１×３６ １１ １層 小型土坑，底面傾斜

ＳＫ３１ Ｎ２０ 楕円形 １９×１１ ２５ １層 小型土坑，掘り込み深い

ＳＫ３２ Ｍ２１・Ｎ２１ 不整形 ２６０×７９ ２０ ３層 竪穴住居跡のカマド残存部か？

ＳＫ３５ Ｍ２４ 円形 ７１×６７ １８ １層

ＳＫ４１ Ｍ２３ 不整楕円形 ８５×６８ ４５ ２層

ＳＫ４３ Ｏ１９ 不整方形 １５０×１３８ ７１ ５層 �類 底面平坦で，壁立上がり垂直

ＳＫ５４ Ｎ２３ 不整楕円形 １５０×１１８ ４２ ５層 底面傾斜

ＳＫ５５ Ｍ２３ 楕円形 １００×６５ ３８ １層

ＳＫ５６ Ｎ２２ 円形 ２００×１９６ ４３ ４層 �類

ＳＫ５７ Ｍ２３ 不整楕円形 ８５×５７ ２０ ２層

ＳＫ５８ Ｍ２３ 楕円形 ７２×５８ １１ ２層
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図４４９ 土坑分布図
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りでなく，検出段階には，弱い焼土面も確認されている。したがって，それらと同じ機能を有して

いたと考えられる。ただ，上部削平が著しいので，集石や土器のまとまりは認められなかった。

�類は，土器類や焼土・炭化物・礫が一括廃棄されている。埋没して浅い窪みとなった住居跡が

転用されており，円形ないし楕円形の平面プランを呈している。土坑としなかっただけで，１号住

居跡でも，類似した例がみられている。

�類は，竪穴住居跡の外側で，主軸を揃え，寄り添うように掘られている。平面プランは整い，

掘り込みがしっかりしている。２１号土坑の１基しかなく，普遍的なものではなかったらしい。

（菅 原）

１号土坑 ＳＫ０１

遺 構（図４５０，写真４３６）

本遺構は，Ｎ１９・Ｎ２０グリッドで検出された土坑である。

営まれたのは，阿武隈川に面した自然堤防の西斜面である。他の遺構との重複関係は，認められ

なかった。

本土坑は，周囲に遺構の分布が確認されず，孤立的に営まれたようにみえる。

しかし，これは，付近一帯が近世の屋敷地に利用され，掘り込みの深くない遺構が破壊されてしまっ

たためである。

平面プランは，円形基調を呈しており，比較的整っている。底面は平坦であり，壁は直線的に立

ち上がる。規模は，１４２�×１３３�を測り，大型である。検出面からの深さは，２５�を測る。

堆積土は，４層に分層された。断面は，レンズ状堆積の様相を呈しており，このことから，遺構

は自然埋没したと考えている。堆積土の色調は，下層ほど暗くなる傾向が指摘される。

遺物は出土していない。

ま と め

本遺構は，阿武隈川に面した自然堤防の西斜面に営まれた土坑である。平面プランは，円形を呈

しており，規模が大きい。検出面の上部削平が著しいことを勘案すると，本来は，検出状態よりか

なり深く掘られていたと推定される。

営まれた時期は，出土遺物が無く，不明である。ただ，平面プランと規模が，後述の２号土坑に

類似することから，栗囲式期頃の住居跡に伴っていた可能性が高い。 （菅 原）

２号土坑 ＳＫ０２

遺 構（図４５０，写真４３６）

本遺構は，Ｍ２３グリッドで検出された土坑である。営まれたのは，自然堤防の尾根中央である。

他の遺構との重複関係は，認められない。

ただ，周囲を見回すと，４号住居跡と８６号住居跡があり，そのどちらかに伴っていた可能性が高

第１編 高木遺跡

５１４



いと考えられる。

本土坑の平面プランは，円形基調を呈しており，整っている。底面は平坦で，壁は直線的に立ち

上がっている。規模は，１４０�×１３６�を測り，比較的大型である。検出面からの深さは，６２�を

測る。

堆積土は，３層に分層された。断面は，レンズ状堆積の様相を呈しており，このことから，遺構

は自然埋没したと考えている。

遺 物（図４５２）

遺物は，土師器片２３点，須恵器片３点が出土した。図示遺物は１点ある。

図４５２－１は，有段丸底の土師器杯である。口縁部が，大きく開く器形を呈している。栗囲式に比

定される。

ま と め

本遺構は，自然堤防の尾根中央に営まれた土坑である。４号住居跡か８６号住居跡のどちらかに伴っ

ていたと推定される。円形を呈しており，深く掘られている。

本土坑が営まれたのは，栗囲式期と推定される。 （菅 原）

３号土坑 ＳＫ０３

遺 構（図４５０，写真４３６）

本遺構は，Ｏ２１グリッドで検出された土坑である。

営まれたのは，後背湿地に面した自然堤防の東斜面である。他の遺構との重複関係は，認められ

ない。

本土坑は，栗囲式期の集落区画溝＝２号溝跡の南側に位置している。近接した４号土坑と共に，

火の焚かれた痕跡を残していた。

平面プランは，楕円形基調を呈している。底面は平坦であり，壁は開き気味に立ち上がる。規模

は，９５�×７４�を測り，中型である。検出面からの深さは，１２�である。ただ，記録を作成した面

より，少なくとも３０�高いレベルでプランは見えていた。したがって，その分を加算して深さは考

える必要があろう。

堆積土は，２層に分層された。�１は，焼土・炭化物・土器片が混じっている。検出作業を繰り

返すうち，消えてしまったが，焼土面が認められた。

遺物は，土師器片４３点が，�１から出土した。ハケメ調整の甕が，目立ってみられる。栗囲式に

比定される。

ま と め

本遺構は，後背湿地に面した自然堤防の東斜面で検出された土坑である。栗囲式期の集落区画溝

＝２号溝跡の南側に位置している。近接する４号土坑と共に，該期の祭祀に関わる施設と考えられ

る。 （菅 原）
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４号土坑 ＳＫ０４

遺 構（図４５０，写真４３７）

本遺構は，Ｏ２１グリッドで検出された土坑である。営まれたのは，後背湿地に面した自然堤防の

東斜面である。他の遺構との重複関係は，認められない。

本土坑は，栗囲式期の集落区画溝＝２号溝跡の南側に位置している。近接した３号土坑と共に，

火の焚かれた痕跡を残していた。

平面プランは，楕円形基調を呈している。底面は丸みを帯び，壁は開き気味に立ち上がる。規模

は，７４�×６０�を測り，中型である。検出面からの深さは，２０�である。ただ，記録を作成した面

より，少なくとも３０�高いレベルでプランは見えていた。したがって，その分を加算して深さは考

える必要があろう。

堆積土は，にぶい赤褐色砂質土が，１層認められた。多量の焼土・炭化物が混じっている。検出

作業を繰り返すうち，消えてしまったが，焼土面が認められた。

遺物は出土していない。

ま と め

本遺構は，後背湿地に面した自然堤防の東斜面で検出された土坑である。栗囲式期の集落区画溝

＝２号溝跡の南側に位置している。近接する３号土坑と共に，該期の祭祀に関わる施設と考えられ

る。 （菅 原）

５号土坑 ＳＫ０５

遺 構（図４５０，写真４３７～４３９）

本遺構は，Ｏ２０グリッドで検出された土坑である。営まれたのは，後背湿地に面した自然堤防の

東斜面である。他の遺構との重複関係は，認められない。

本土坑は，１号遺物包含層の斜面上で検出されたものである。横並びする６・７号土坑と共に，

火を焚いた痕跡が認められた。

平面プランは，楕円形基調を呈している。底面は平坦で，壁は開き気味に立ち上がる。規模は，１５０

�×１０１�を測り，大型である。検出面からの深さは，１０�である。ただ，記録を作成した面より，

少なくとも３０�高いレベルでプランは見えていた。したがって，その分を加算して深さは考える必

要があろう。

堆積土は，２層認められた。�２は，多量の炭化物が混じっている。表面をきれいにするうち，

消えてしまったが，底面は弱く焼土化していた。

遺 物（図４５２）

遺物は，土師器片８点が出土した。図示遺物は１点ある。

図４５２－２は，土師器甕の底部である。非ロクロ調整で，底部外面に木葉痕が観察される。なお，
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１号土坑�

　１号土坑堆積土�
１　７.５ＹＲ４/４　褐色砂質土�
２　７.５ＹＲ４/３　褐色砂質土�
３　７.５ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
４　７.５ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�

　３号土坑堆積土�
１　７.５ＹＲ３/２　黒褐色砂質土（焼土・�
　　　　　　　　炭化物・土器片を含む）�
２　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土�

　４号土坑堆積土�
１　２.５ＹＲ４/３　にぶい赤褐色砂質土�
　　　　　　　　（焼土・炭化物を多量含む）�
�

　５号土坑堆積土�
１　灰褐色砂�
２　灰黒褐色砂（炭化物多量含む）�
�

２０８.４０ｍ�
Ａ� Ａ′�

Ａ
′
�

Ａ
�

２� １�

３�１�

４�

Ｙ:５０,９４５�

Ｘ:１６８,０４１�

Ｙ:５０,９４５�

Ｘ:１６８,０４０�

Ｙ:５０,９４３�

Ｘ:１６８,０４０�

撹　乱�

２号土坑�

　２号土坑堆積土�
１　７.５ＹＲ４/４　褐色砂（しまりあり）�
２　７.５ＹＲ２/３　黒褐色砂質土（しまりあり）�
３　７.５ＹＲ５/６　明褐色砂（しまり弱）�

Ａ
�

Ａ
′

Ｙ:５０,９０４�

Ｘ:１６８,８９２�

２０
８
.７０
ｍ
�

Ａ
�

Ａ
′

２�
１�

３�

Ｙ:５０,９０２�

Ｘ:１６７,８９４�
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Ｘ:１６７,８９２�

Ｙ:５０,９０４�

Ｘ:１６７,８９４�

５号土坑�

Ａ�
Ａ′�

２０７.５０ｍ�
Ａ� Ａ′�

２�１�

Ｙ:５０,９８５�

Ｘ:１６８,０２２�

Ｙ:５０,９８５�

Ｘ:１６８,０２１�

Ｙ:５０,９８７�

Ｘ:１６８,０２２�

４号土坑�
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�

Ａ
�

２０８.４０ｍ�
Ａ� Ａ′�

１�
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Ｘ:１６７,９９６�

Ｙ:５０,９６９�

Ｘ:１６７,９９６�

Ｙ:５０,９６９�

Ｘ:１６７,９９５�

３号土坑�

Ａ′
�

Ａ�

２０８.２０ｍ�
Ａ� Ａ′�

土器�１�

２�

Ｙ:５０,９７１�

Ｘ:１６７,９９４�

Ｙ:５０,９７１�

Ｘ:１６７,９９３�

Ｙ:５０,９７２�

Ｘ:１６７,９９３�

　６号土坑堆積土�
１　灰褐色砂�
２　暗褐色砂（炭化物多量含む）�
�

６号土坑�

Ａ′�

Ａ�

２０７.５０ｍ�
Ａ� Ａ′�

撹乱�

１� ２�

Ｙ:５０,９８５�

Ｘ:１６８,０２１�

Ｙ:５０,９８５�

Ｘ:１６８,０１９�

Ｙ:５０,９８６�

Ｘ:１６８,０２１�

　７号土坑堆積土�
１　灰褐色砂（炭化物多量含む）�

　８号土坑堆積土�
１　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土�
　　　　　　　　（しまりあり，土器片含む）�
２　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�

７号土坑� Ａ′�Ａ�

２０７.５０ｍ�
Ａ� Ａ′�
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８号土坑�
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Ａ
�
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Ａ� Ａ′�

１�
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Ｙ:５０,９５０�

Ｘ:１６８,００４�

Ｙ:５０,９５２�

Ｘ:１６８,００４�

Ｙ:５０,９５２�

Ｘ:１６８,００５�

（１/５０）�

０� ２ｍ�

撹　乱�

図４５０ １～８号土坑
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他に，図示できなかったが，有段丸底杯の口縁部片がみられる。

ま と め

本遺構は，後背湿地に面した，自然堤防の東斜面で検出された土坑である。１号遺物包含層の斜

面上に位置している。底面に，火を焚いた痕跡が認められた。

性格は，栗囲式期の祭祀に関わる施設と考えられる。 （菅 原）

６号土坑 ＳＫ０６

遺 構（図４５０，写真４３８～４４０）

本遺構は，Ｏ２０グリッドで検出された土坑である。営まれたのは，後背湿地に面した自然堤防の

東斜面である。他の遺構との重複関係は，認められない。

本土坑は，１号遺物包含層の斜面上で検出されたものである。横並びする５・７号土坑と共に，

火を焚いた痕跡が認められた。

平面プランは，隅丸長方形を呈している。底面は平坦で，壁は開き気味に立ち上がる。斜面上側

の西壁が，焼土化していた。規模は，１６５�×１００�を測り，大型である。検出面からの深さは，１３�

である。ただ，記録を作成した面より，少なくとも３０�高いレベルでプランは見えていた。したがっ

て，その分を加算して深さは考える必要があろう。

堆積土は，２層認められた。�２は，多量の炭化物が混じっている。

遺物は，土師器片３４点が出土した。杯・甕の破片に，栗囲式に比定されるものが認められる。

ま と め

本遺構は，後背湿地に面した，自然堤防の東斜面で検出された土坑である。１号遺物包含層の斜

面上に位置している。底面に，火を焚いた痕跡が認められた。

性格は，栗囲式期の祭祀に関わる施設と考えられる。 （菅 原）

７号土坑 ＳＫ０７

遺 構（図４５０，写真４３８～４４０）

本遺構は，Ｏ２０グリッドで検出された土坑である。営まれたのは，後背湿地に面した自然堤防の

東斜面である。他の遺構との重複関係は，認められない。

本土坑は，１号遺物包含層の斜面上で検出されたものである。横並びする５・６号土坑と共に，

祭祀行為に伴って，火を焚いた施設とみられる。

平面プランは，円形を呈している。底面は鍋底状をなしており，壁は開き気味に立ち上がる。規

模は，１０８�×１０４�を測り，中型である。検出面からの深さは，８�である。ただ，記録を作成し

た面より，少なくとも３０�高いレベルでプランは見えていた。したがって，その分を加算して，深

さを考える必要があろう。また，平面プランに関しても，底面の深い部分の輪郭が残っただけで，

実際は，５・６号土坑のような，細長いものであったと推定される。
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堆積土は，灰褐色砂が１層認められた。多量の炭化物が混じっている。検出作業を繰り返すうち

に消えてしまったが，弱い焼土面が認められた。

遺物は，土師器片１２点が出土した。甕の破片に，栗囲式に比定されるものが認められる。

ま と め

本遺構は，後背湿地に面した自然堤防の東斜面で検出された土坑である。１号遺物包含層の斜面

上に位置している。

性格は，栗囲式期の祭祀に関わる施設と考えられる。 （菅 原）

８号土坑 ＳＫ０８

遺 構（図４５０，写真４４０・４４１）

本遺構は，Ｎ２０グリッドで検出された土坑である。営まれたのは，自然堤防の尾根中央である。

１４号住居跡と重複しており，新旧関係は，分からない。これは，１４号住居跡が床面の露呈した状態

で検出され，堆積土相互の切り合いが検証できなかったためである。

平面プランは，円形を呈している。底面は平坦で，壁は垂直気味に立ち上がる。つまり，円筒状

に掘り込まれている。規模は，１６５�×１５０�を測り，大型である。検出面からの深さは，６０�で

ある。

堆積土は，２層に分層された。断面は，レンズ状堆積の様相を呈しており，このことから，遺構

は自然に埋没したと考えている。�１には，定量の土師器片が認められた。

遺 物（図４５２）

遺物は，土師器片２６点が出土した。図示遺物は１点ある。

図４５２－３は，土師器甕の底部である。非ロクロ調整であり，小～中型品になると推定される。ま

た，図示遺物から漏れた中に，栗囲式に比定されるハケメ調整の土師器甕の破片が認められる。

ま と め

本遺構は，自然堤防の尾根中央で検出された土坑である。円筒状に掘り込まれたもので，大きな

規模を有している。

遺物は，直接共伴するものではないが，栗囲式に比定される土師器甕がみられた。他の類例を勘

案して，当該期の所産と考えておきたい。 （菅 原）

９号土坑 ＳＫ０９

遺 構（図４５１，写真４４１）

本遺構は，Ｎ２０グリッドで検出された土坑である。営まれたのは，自然堤防の尾根中央である。

９号住居跡と重複しており，新旧関係は，分からない。これは，９号住居跡が床面の露呈した状態

で検出され，堆積土相互の切り合いが検証できなかったためである。

平面プランは，円形を呈している。底面は平坦で，壁は垂直気味に立ち上がる。つまり，円筒状
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に掘り込まれている。規模は，１２４�×１２２�を測り，大型である。検出面からの深さは，３１�で

ある。

堆積土は，３層に分層された。断面は，レンズ状堆積の様相を示しており，このことから，遺構

は自然に埋没したと考えている。

遺物は，土師器片１４点が出土した。層位は，�１に集中している。非ロクロで，ハケメ調整の甕

がみられる。

ま と め

本遺構は，自然堤防の尾根中央で検出された土坑である。円筒状に掘り込まれたもので，大きな

規模を有している。

遺物は，直接共伴するものではないが，栗囲式に比定される土師器甕がみられた。他の類例を勘

案して，当該期の所産と考えておきたい。 （菅 原）

１２号土坑 ＳＫ１２

遺 構（図４５１，写真４４１）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された土坑である。営まれたのは，後背湿地に面した自然堤防の

東斜面である。３６号住居跡と重複している。前後関係は，不明である。

平面プランは，円形を呈している。底面は平坦で，壁は垂直気味に立ち上がる。規模は，１１５�×

１１０�を測り，大型である。検出面からの深さは，２２�である。

堆積土は，褐色砂が１層認められた。自然堆積土と考えている。

遺 物（図４５２，写真６３６）

遺物は，土師器片１４点が出土した。

図４５２－４は，検出面出土の土師器小甕になる。丸味のある器形を呈しており，頸部が括れず，口

縁部は直立気味に内傾している。器面調整は，口縁部の内外面にハケメ調整痕が観察される。

他に，図示できなかったが，有段丸底杯の口縁部片が出土している。

ま と め

本遺構は，後背湿地に面した自然堤防の東斜面で検出された土坑である。円筒状に掘り込まれた

もので，大きな規模を有している。

遺物は，直接共伴するものではないが，栗囲式に比定される土師器甕がみられた。他の類例を勘

案して，当該期の所産と考えておきたい。 （菅 原）

１３号土坑 ＳＫ１３

遺 構（図４５１，写真４４２）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された土坑である。営まれたのは，後背湿地に面した自然堤防の

東斜面である。３１号住居跡と重複している。前後関係は，本土坑の方が新しい。
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０� ２ｍ�
（１/５０）
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１６号土坑�

１７号土坑�

１８号土坑�

　９号土坑堆積土�
１　７,５ＹＲ４/２　灰褐色砂質土（しまりあり）�
２　７,５ＹＲ３/２　黒褐色砂質土（しまりあり）�
３　７,５ＹＲ３/３　暗褐色砂質土（しまりあり）�

　１２号土坑堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂�
　　　　　　　（暗褐色土の薄層あり）�

　１３号土坑堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂�

　１４号土坑堆積土�
１　５ＹＲ３/１　黒褐色砂質土�
　　　　　　（炭化物含む，しまり強）�
２　５ＹＲ３/２　暗赤褐色砂（しまりあり）�
３　５ＹＲ２/１　黒褐色砂質土�
　　　　　　（炭化物含む，しまりあり）�

　１５号土坑堆積土�
１　１０ＹＲ３/３　暗褐色土�
２　１０ＹＲ３/２（粘性あり）�
�
　１６号土坑堆積土�
１　１０ＹＲ４/３　　にぶい黄褐色砂質土�
２　７,５ＹＲ４/３　褐色砂質土（焼土含む）�
３　１０ＹＲ４/２　　灰黄褐色砂質土�
　　　　　　　（焼土・炭化物を含む）�

　１７号土坑堆積土�
１　５ＹＲ３/２　暗赤褐色砂質土（炭化物・土器片を含む，しまり強）�
２　５ＹＲ４/２　灰褐色砂質土（炭化物・骨片を含む，しまり強）�

　１８号土坑堆積土�
１　５ＹＲ２/２　黒褐色砂質土�
　　　　　　（炭化物・土器片を含む，しまり強）�
２　５ＹＲ２/３　極暗赤褐色砂（しまり強）�
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図４５１ ９・１２～１８号土坑
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平面プランは，楕円形を呈している。底面は鍋底状をなし，壁は開き気味に立ち上がる。規模は，１０１

�×８８�を測り，中型である。検出面からの深さは，２８�である。

堆積土は，褐色砂が１層認められた。自然堆積土と考えている。

遺物は出土していない。

ま と め

本遺構は，後背湿地に面した自然堤防の東斜面で検出された土坑である。楕円形を呈しており，

規模は中型である。

遺物が出土しておらず，時期は判然としない。ただ，重複遺構の所見から，上限は，栗囲式期に

求められる。 （菅 原）

１４号土坑 ＳＫ１４

遺 構（図４５１，写真４４２）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された土坑である。営まれたのは，後背湿地に面した自然堤防の

東斜面である。２４号住居跡と重複している。前後関係は，本土坑の方が新しい。

平面プランは，不整円形を呈している。底面は，上げ底状をなしており，壁は，開き気味に立ち

上がる。規模は，６９�×６８�を測り，小型である。検出面からの深さは，３９�である。

堆積土は，３層に分層された。断面は，レンズ状堆積の様相を呈しており，このことから，遺構

は自然埋没したと考えている。なお，�１・３に混入する炭化物は，重複する２４号住居跡からの２

次堆積物とみられる。

遺 物（図４５２，写真６３６）

本土坑からは，土師器片９点，須恵器片２点が出土した。図示遺物は２点ある。

図４５２－５は，須恵器長頸瓶の高台部片である。焼成は，良好・堅緻であり，大戸窯跡群の製品と

みられる。

図４５２－６は，ロクロ調整の土師器杯である。底部は，回転糸切り底で，手持ちヘラケズリが体部

下端に加えられている。内面のミガキ調整は，単位が幅広で，放射状をなす。

ま と め

本遺構は，後背湿地に面した自然堤防の東斜面で検出された土坑である。不整円形を呈しており，

規模は小型である。時期は，栗囲式期の住居跡を切っており，９世紀代の遺物を伴出したことから，

表杉ノ入式期に求められると思われる。 （菅 原）

１５号土坑 ＳＫ１５

遺 構（図４５１，写真４４３）

本土坑は，調査区南側のＭ２４グリッドに位置する。地形的には，自然堤防の平坦面に立地する。

遺構検出面はＬ�上面である。１２７号住居跡と重複し，本土坑が新しい。平面形は，直径１００�ほど
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の円形を呈している。周壁は比較的急角度で立ち上がり，底面はほぼ平坦に作られている。検出面

から底面までの高さは，３８�を測る。遺構内堆積土は２層で，いずれも自然体積と考えている。本

土坑からは，遺物は出土しなかった。

ま と め

本土坑の所属時期は，出土遺物がないため特定できないが，検出状況や１２７号住居跡との重複関係

などから，古墳時代に所属するものと考えている。 （大河原）

１６号土抗 ＳＫ１６

遺 構（図４５１，写真４４３）

本遺構は調査区北側のＮ２０グリッドに位置し，Ｌ�精査中に検出されたものである。１１８号住居跡

と重複しており，住居跡の東壁の一部を破壊している。平面プランは長径１２０�，短径８５�の楕円形

に近い形となっており，深さは１０�を測る。堆積土は初めに壁際が埋まり，中央に黄褐色砂質土が

流れ込んだ状態を示していることから自然堆積と考えられ，壁際の堆積土には焼土と炭化物が多く

含まれている。砂質の地山であることから壁面は脆いものであるが一部酸化している部分が認めら

れ，堆積土の状況と合わせて本土抗において火を使用したことが明らかである。土器などの遺物は

出土していない。

ま と め

本遺構は形態としては木炭焼成土抗に近いものがあり，時期については検出層位と住居跡との重複

から古墳時代以降が考えられる。 （安 田）

１７号土坑 ＳＫ１７

遺 構（図４５１，写真４４４）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された土坑である。営まれたのは，後背湿地に面した自然堤防の

東斜面肩部である。

本土坑は，埋没後の１０６号住居跡を転用した，生活残滓の廃棄坑と考えられる。堆積土は，２層に

分層され，炭化物・骨片・土器片が充満していた。

平面プランは，不整円形を呈している。底面は，平坦であり，壁は，大きく開いて立ち上がる。

規模は，１４８�×１３２�を測り，大型である。検出面からの深さは，１２�を測る。

遺 物（図４５２，写真６３６・６３７）

本土坑から，土師器片１６２点が出土した。他に，多くの骨片も出土している。図示遺物のうち，図

４５２－８・９・１０・１３の４点は，集中的にまとまっていたもので，一括廃棄された状況を良く示して

いた。

図４５２－７～１０は，土師器高杯である。有段丸底杯を，中空の脚に乗せたもので，裾は「ハ」の字

状に開く。８は，脚部に３方向からの透かしが入っている。
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０� １０㎝�
（１/３）

１　ＳＫ０２　�１�

２　ＳＫ０５　�１�

３　ＳＫ０８　�１�

５　ＳＫ１４　�２�

４　ＳＫ１２　�
　　検出面�

７　ＳＫ１７　�１�

８　ＳＫ１７　�１�

１０　ＳＫ１７　�１�

１２　ＳＫ１７　�１�

１１　ＳＫ１７　�１�

１３　ＳＫ１７　�１�

９　ＳＫ１７　�１�

６　ＳＫ１４�
　　�１�

図４５２ ２・５・８・１２・１４・１７号土坑出土遺物
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図４５２－１１は，土製支脚である。外面は，軽くミガキ調整されている。

図４５２－１２は，土師器球胴甕の底部付近である。大型品になると思われるが，器形全体の特徴は，

知ることができない。

図４５２－１３は，土師器長胴甕である。器高３０�を超える大型品で，口頸部は「く」の字状に屈曲す

る。外面はハケメ調整され，底部に木葉痕が観察される。

ま と め

本遺構は，後背湿地に面した自然堤防の東斜面肩部で検出された土坑である。埋没した１０６号住居

跡が，廃棄坑に転用されたもので，炭化物・骨片・土器片が堆積土に充満していた。

時期は，廃棄された遺物の特徴から，栗囲式期に位置付けられる。 （菅 原）

１８号土坑 ＳＫ１８

遺 構（図４５１，写真４４５）

本遺構は，Ｍ２２グリッドで検出された土坑である。営まれたのは，阿武隈川に面した自然堤防の

西斜面肩部である。

本土坑は，埋没後の１１１号住居跡を転用した，生活残滓の廃棄坑と考えられる。堆積土は，２層に

分層され，炭化物・骨片・土器片が充満していた。

平面プランは，不整形を呈している。底面は，鍋底状をなしており，壁は，大きく開いて立ち上

がる。規模は，１５０�×１２３�を測り，大型である。検出面からの深さは，１０�を測る。

遺 物（図４５６，写真６３７・６３８）

本土坑から，土師器片１８８点，土製品１点が出土した。他に，多くの骨片も出土している。図示遺

物のうち，図４５６－２～４の３点は，集中的にまとまっていたもので，一括廃棄された状況を良く示

していた。

図４５６－１は，土師器高杯の脚部である。中空で，透かしが入らない。裾は，「ハ」の字状を呈し

ている。内外面は，ヘラケズリされている。

図４５６－２・３は，土師器小甕である。２は，丸底で，胴部が横長の珍しい器形を呈している。口

頸部は，「く」の字状に短く屈曲しており，胴部外面がヘラケズリ調整されている。３は，平底で，

丸みのある胴部から，頸部が直立し，口縁部が外反する器形を呈する。内外面は，器面調整にヘラ

ミガキが施されている。

図４５６－４・５は，土師器長胴甕である。どちらも，底部付近を欠いており，器形全体の特徴を知

ることができない。４は，胴部中央が膨らみ，口頸部が「く」の字状に屈曲する。５は，４に比べ

て胴部の膨らみが弱く，口頸部の屈曲度合いが強い。

図４５６－６は，土製支脚である。

ま と め

本遺構は，阿武隈川に面した自然堤防の西斜面肩部で検出された土坑である。埋没した１１１号住居
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跡が，廃棄坑に転用されたもので，炭化物・骨片・土器片が堆積土に充満していた。

時期は，廃棄された遺物の特徴から，栗囲式期に位置付けられる。 （菅 原）

１９号土坑 ＳＫ１９

遺 構（図４５３，写真４４５）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された土坑である。

営まれたのは，後背湿地に面した自然堤防の東斜面肩部である。重複関係を整理しておくと，７９

・１３５号住居跡を切っている。

堆積土は，灰褐色砂質土が，１層認められた。茶褐色土塊が多量に含まれており，人為堆積土と

考えている。

平面プランは，不整楕円形を呈している。底面は，平坦であり，壁は，開き気味に立ち上がる。

規模は，１９０�×１０１�を測り，大型である。検出面からの深さは，２７�を測る。

遺物は出土していない。

ま と め

本遺構は，後背湿地に面した自然堤防の西斜面肩部で検出された土坑である。平面プランは，不

整楕円形を呈しており，規模は大型である。内部は，人為的に埋められていた。

時期は，出土遺物に恵まれず不明である。 （菅 原）

２１号土坑 ＳＫ２１

遺 構（図４５３，写真４４６）

本遺構は，Ｎ２２グリッドで検出された土坑である。営まれたのは，自然堤防の尾根中央付近であ

る。他の遺構との重複関係は，認められない。

本土坑は，１４３号住居跡の屋外付属施設と考えられる。同住居跡の北周壁中央外側に，主軸を揃え

て掘られている。

堆積土は，にぶい黄橙色砂が，１層認められた。人為堆積土であるか，自然堆積土であるかは，

不明である。

平面プランは，隅丸長方形を呈しており，整っている。

底面は，平坦であり，壁は，開き気味に立ち上がる。規模は，１９８�×９５�を測り，大型である。

検出面からの深さは，２８�を測る。

遺物は，土師器片６点が出土した。有段丸底杯の破片が認められる。

ま と め

本遺構は，自然堤防の尾根中央付近で検出された土坑である。１４３号住居跡の屋外付属施設と考え

られる。平面プランは，隅丸長方形をしていた。規模は，大型である。

時期は，栗囲式期に位置付けられる。 （菅 原）
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２６号土坑�

２９号土坑�

　１９号土坑堆積土�
１　灰褐色砂質土（茶褐色土塊多量含む）人為堆積土� 　２１号土坑堆積土�

１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂�

　２２号土坑堆積土�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂�
　　　　　　　（黒の筋あり，やわらかい）�

　２３号土坑堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂�
２　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂質土（黒色土塊�
　　　　　　　　少量含む，ややしまりあり）�

　２４号土坑堆積土�
１　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂質土（黒色土塊�
　　　　　　　　少量含む，しまりあり）�
２　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂�

　２６号土坑堆積土�
１　１０ＹＲ３/３　黒褐色砂質土�
　　　　　　　（炭化物少量含む）�
２　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂質土�

　２９号土坑堆積土�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂�
　　　　　　　（しまりあり，焼土粒�
　　　　　　 　・炭化物微量含む）�
２　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂�
　　　　　　　（しまりあり，焼土粒�
　　　　　　　　・炭化物微量含む）�
３　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂�
　　　　　　　（しまりあり，焼土粒�
　　　　　　　　・炭化物微量含む）�
４　１０ＹＲ４/４　褐色砂（やわらかい）�
５　７,５ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
　　　　　　　（しまりあり，焼土粒�
　　　　　　　　・炭化物微量含む）�
６　７,５ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
　　　　　　　（しまりあり）�
７　７,５ＹＲ４/２　灰褐色粘質土�
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図４５３ １９・２１～２４・２６・２９号土坑
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２２号土坑 ＳＫ２２

遺 構（図４５３，写真４４６）

本遺構は，Ｍ２１グリッドで検出された土坑である。営まれたのは，阿武隈川に面した後背湿地に

面した自然堤防の西斜面である。他の遺構との重複関係は，認められない。

堆積土は，にぶい黄褐色砂が，１層認められた。人為堆積土であるか，自然堆積土であるかにつ

いては，不明である。断面で，黒い筋状のラミナが観察された。

平面プランは，円形を呈している。底面は，鍋底状をなしており，壁は，開き気味に立ち上がる。

規模は，８４�×８０�を測り，小型である。検出面からの深さは，１８�を測る。

遺 物（図４５６，写真６３８・６３９）

遺物は，土師器片２８点が出土した。図示遺物が，１点ある。

図４５６－７は，小～中型の土師器甕である。胴部に，あまり膨らみが無く，下半が強く窄まる器形

を呈している。外面はハケメ調整され，底部外面に木葉痕が観察される。

ま と め

本遺構は，阿武隈川に面した自然堤防の西斜面で検出された土坑である。平面プランは円形を呈

しており，小型である。時期は，栗囲式期の可能性が高いと考えている。 （菅 原）

２３号土坑 ＳＫ２３

遺 構（図４５３，写真４４７）

本遺構は調査区北部のＮ２０グリットに位置する小ピット状の遺構で，Ｌ�上面から検出した。本

土坑から約１．４ｍほど北東方向に２４号土坑が隣接している。堆積土は２層に分層でき，レンズ状堆積

が認められることから自然堆積と考えられる。

大きさと平面形は，長軸約６５�，短軸約４５�の楕円形である。深さは約１５�しか残っておらず，

その部分の周壁は緩やかに立ち上がっている。底面はほぼ平坦であった。

図示できる遺物は出土していない。

ま と め

本土坑の時期や性格は不明である。しかし，北西側からは５６号住居跡や６１号住居跡など複数の住

居跡を検出しており，それらの住居跡に関係した施設の一部とも考えられる。 （大 波）

２４号土坑 ＳＫ２４

遺 構（図４５３，写真４４７）

本遺構は調査区北部のＯ２０グリッドに位置する小ピット状の遺構で，Ｌ�上面から検出した。本

土坑から約１．４ｍほど南西方向に２３号土坑が隣接している。堆積土は２層に分層でき，レンズ状堆積

が認められることから自然堆積と考えられる。また，堆積土の特徴が類似することから，２３号土坑
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とはほとんど同時期に埋没したものと考えられる。

本土坑の大きさと平面形は，直径約６０�ほどの円形である。深さは，約２５�しか残っておらず，

その部分の周壁は緩やかに立ち上がっている。底面はほぼ平坦であった。

図示できる遺物は出土していない。

ま と め

本土坑の時期や性格は不明である。しかし，付近で５６号住居跡や６１号住居跡など複数の住居跡を

検出しており，それらの住居跡に関係した施設の一部とも考えられる。 （大 波）

２６号土坑 ＳＫ２６

遺 構（図４５３，写真４４８）

本土坑は，調査区南側のＭ２４グリッドに位置する。地形的には，自然堤防の平坦面に立地してい

る。検出面はＬ�上面である。１２７号住居跡と重複し，本土坑が新しい。平面形は，直径９０�ほどの

円形を呈している。壁は，ほぼ垂直に立ち上がっている。底面は平坦に作られ，検出面から底面ま

での深さは，２０�を測る。遺構内堆積土は２層で，いずれも壁際からの流入状態を示すことから，

自然堆積と考えている。本土坑からは，遺物は出土しなかった。

ま と め

本土坑の所属時期は，出土遺物がないため特定できないが，検出状況や１２７号住居跡との重複関係

などから，古墳時代に所属するものと考えている。 （大河原）

２９号土坑 ＳＫ２９

遺 構（図４５３，写真４４８）

本遺構は，Ｎ２２グリッドで検出された土坑である。

営まれたのは，後背湿地に面した自然堤防の東斜面である。重複関係を整理しておくと，２７・１０５号

住居跡を切っている。

堆積土は，７層に分層された。断面は，典型的なレンズ状堆積の様相を呈しており，このことか

ら，遺構は自然埋没したと考えている。土層中には，焼土粒や炭化物の混入がみられた。

平面プランは，隅丸長方形を呈している。底面は，平坦で，壁は，直線的に外傾して立ち上がる。

規模は，２１０�×１７３�を測り，大型である。

検出面からの深さは，４０�を測る。

遺物は，土師器片５８点が出土した。有段丸底の杯と，ハケメ調整の甕が認められる。

ま と め

本遺構は，後背湿地に面した自然堤防の東斜面で検出された土坑である。平面プランは，隅丸長

方形を呈しており，大型である。

時期は，重複遺構の所見と出土遺物から，栗囲式期以降に位置付けられる。 （菅 原）
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３０号土坑 ＳＫ３０

遺 構（図４５４，写真４４９）

本遺構は調査区北部のＮ２０グリッドに位置し，Ｌ�上面から検出した小ピット状の遺構である。

遺構内は褐灰色砂が堆積している。大きさは上端が直径約４０�前後の楕円形ないし方形をしており，

下端がやや東側に寄って長軸約２２�，短軸約１８�の楕円形である。深さは最大約２０�で，周壁は東

側は直立するが，他は底面から緩やかに立ち上がっている。

図示できる遺物は出土していない。

ま と め

この小ピットの時期や性格はわからなかった。本遺構の西側からは複数の住居跡を検出しており，

それらの付属施設と関係したものかもしれない。 （大 波）

３１号土坑 ＳＫ３１

遺 構（図４５４，写真４４９）

本遺構は調査区北部のＮ２０グリッドに位置し，Ｌ�上面から検出した小ピット状の遺構である。

本遺構の大きさは長軸約２０�，短軸約１５�の楕円形と小さいが，堆積土は黒褐色土塊を含んだ灰黄

褐色砂で，基本土層のＬ�とは明確に異なっている。深さは検出面から約３０�を測り，先端部分が

細くなっている。図示できる遺物は出土していない。

ま と め

この小ピットの時期や性格は不明であるが，１０４号住居跡の東周壁から約１．４ｍほど東に位置する

ため，何らかの付属施設の可能性も考えられる。 （大 波）

３２号土坑 ＳＫ３２

遺 構（図４５４，写真４５０）

本遺構は，Ｍ２１・Ｎ２１グリッドで検出された土坑である。営まれたのは，阿武隈川に面した自然

堤防の西斜面である。重複関係を整理しておくと，４３号住居跡に切られている。

本土坑は，楕円形の窪みに，細長い溝が連結した特徴的な平面プランを呈しており，堆積土には，

焼土塊が含まれている。このようなことから，住居跡のカマド残存部の可能性が指摘される。

規模は，２６０�×７９�で，検出面からの深さは，最深部で２０�を測る。

遺物は，土師器片１７点が出土した。ハケメ調整の甕の破片が認められる。

ま と め

本遺構は，阿武隈川に面した自然堤防の西斜面で検出された土坑である。細長い平面プランをな

しており，内部に焼土塊が充満していた。住居跡のカマド残存部の可能性が推定される。

時期は，重複遺構の所見と出土遺物から，栗囲式期に位置付けられる。 （菅 原）
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３５号土坑 ＳＫ３５

遺 構（図４５４，写真４５０）

本土坑は，調査区南部のＭ２４グリッドに位置する。地形的には，自然堤防緩斜面の肩部に当たる。

遺構検出面はＬ�である。８３号住居跡と重複関係にあり，本土坑が古い。平面形は，直径が７０�ほ

どの円形を呈している。壁は，比較的急な角度で立ち上がる。底面は，ほぼ平坦に作られていた。

底面から検出面まで高さは，１５�を測る。遺構内堆積土は１層で，堆積過程は判断できない。

遺 物（図４５６，写真６３８）

本土坑からは，土師器１点が出土した。図４５６－８は，土師器杯である。底部に施されたケズリ調

整により，体部下半に段を有している。底面は，丸底に仕上げられている。

ま と め

本土坑の所属時期は，検出状況と出土遺物から，栗囲式期以降に位置付けられると考えている。

（大河原）

４１号土坑 ＳＫ４１

遺 構（図４５４）

本遺構は，調査区南部のＭ２３グリッドに位置する土坑である。地形的には，自然堤防の緩斜面肩

部に立地する。遺構検出面はＬ�である。

本土坑は，１７号住居跡と重複関係にあり，これより新しい。平面形は，不整楕円形を呈している。

大きさは，８５�×６８�で，検出面からの深さは４５�を測る。

壁は，比較的急な角度で立ち上がる。

堆積土は２層に分層された。断面の様子から，自然堆積したと考えている。

本土坑からは，土師器１点が出土した。図示資料できるような資料には，恵まれていない。

ま と め

本土坑の所属時期は，重複遺構の関係から，栗囲式期に上限が求められる。 （菅 原）

４３号土坑 ＳＫ４３

遺 構（図４５４，写真４５１）

本遺構は，Ｏ１９グリッドで，高木遺跡の北端から検出された土坑である。営まれたのは，自然堤

防の南向き斜面である。他の遺構との重複関係は認められない。

堆積土は，５層に分層された。断面は，典型的なレンズ状堆積の様相を呈しており，このことか

ら，遺構は自然に埋没したと考えている。最上層の�１は，廃棄の場に転用されていたと考えられ

る。土層中には，土器片や炭化物が多量に混入していた。

平面プランは，不整方形を呈している。ただ，検出面は凹凸が著しいので，本来的には円形を呈
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していたと推定している。

規模は，１５０�×１３８�を測り，大型の部類に属している。検出面からの深さは，７１�を測る。底面

は平坦であり，壁は直立気味に立ち上がる。

つまり，本遺構は，円筒状に掘り込まれた土坑である。

遺 物（図４５６）

遺物は，土師器片８４点が出土した。

図４５６－９は，�１出土の土師器甕である。底部付近の破片で，器形全体の特徴は分からない。外

面はハケメ調整されており，底部に木葉痕が認められる。

ま と め

本遺構は，自然堤防の南向き斜面で検出された土坑である。平面プランは，円形を呈していたと

推定され，大きな規模を有している。最上層�１は，廃棄の場に転用されていた。

時期は，�１の遺物から，栗囲式期に下限が設定できる。 （菅 原）

５４号土坑 ＳＫ５４

遺 構（図４５４，写真４５１）

本土坑は，調査区南側のＮ２３グリッドに位置する。

地形的には，自然堤防の平坦面に立地している。検出面はＬ�上面である。重複する遺構はない

が，本土坑周辺は遺構の密度が高く，多くの竪穴住居跡が重複している。本土坑の平面形は不整楕

円形を呈し，長径１６０�，短径１３０�を測る。壁は，いずれも緩やかに外傾しながら立ち上がってい

る。底面は平坦に作られているが，北側に向かい緩やかに傾斜している。底面から検出面までの高

さは，最も高い北側で４０�を測る。

遺構内堆積土は５層に区分した。いずれも壁際に沿った流入状態を示すことから，自然堆積と考

えている。本土坑から，遺物は出土しなかった。

ま と め

本土坑の所属時期は，出土遺物がないため特定できないが，検出状況や周囲の遺構の分布状況な

どから古墳時代に属すものと考えている。 （大河原）

５５号土坑 ＳＫ５５

遺 構（図４５５，写真４５２）

本土坑は，調査区南側のＮ２３グリッドに位置する。地形的には，自然堤防の平坦面に当たる。検

出面はＬ�上面である。９８号住居跡と重複し，本土坑が古い。平面形は不整楕円形を呈し，長径１００

�，短径６７�を測る。壁は，比較的急角度で立ち上がっている。底面は，ほぼ平坦に作られている。

底面から検出面までの高さは，３５�を測る。遺構内堆積土は１層で，堆積過程は判断できない。

本土坑から，遺物は出土しなかった。

第２章 遺構と遺物
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５５号土坑�

５６号土坑�

５８号土坑�

５７号土坑�

　５６号土坑堆積土�
１　５ＹＲ３/２　暗赤褐色砂質土�
　　　　　　　（しまり強，炭化物含む）
２　５ＹＲ３/３　暗赤褐色砂質土�
　　　　　　　（しまり弱）�
３　５ＹＲ３/４　暗赤褐色砂質土�
　　　　　　　（しまりあり）�
４　５ＹＲ３/４　暗赤褐色砂質土�
　　　　　　　（しまり弱）�

　５８号土坑堆積土�
１　５ＹＲ２/４　極暗赤褐色砂質土�
　　　　　　　（焼土粒少量含む）�
２　５ＹＲ３/４　暗赤褐色砂質土�
�　５７号土坑堆積土�

１　５ＹＲ２/３　極暗赤褐色砂質土�
　　　　　　　（しまりあり）�
２　５ＹＲ３/３　暗赤褐色砂質土�
　　　　　　　（しまり弱）�

　５５号土坑堆積土�
１　５ＹＲ３/３　暗赤褐色砂質土�

２０８.２０ｍ�
Ａ� Ａ′

Ａ�

Ａ′�

Ａ�

Ａ′�

２�

１�３� ３�

４�

Ｙ:５０,９２５�

Ｘ:１６７,９１３�

Ｙ:５０,９２５�

Ｘ:１６７,９１１�

Ｙ:５０,９２６�

Ｘ:１６７,９１１�

Ｙ:５０,９１６�

Ｘ:１６７,９１８�

Ｙ:５０,９１５�

Ｘ:１６７,９１８�

Ｙ:５０,９１５�

Ｘ:１６７,９１７�

Ｙ:５０,９２６�

Ｘ:１６７,９１３� Ｙ:５０,９２３�

Ｘ:１６７,９２４�

Ｙ:５０,９２３�

Ｘ:１６７,９２２�

Ｙ:５０,９２５�

Ｘ:１６７,９２２�

Ｙ:５０,９１５�

Ｘ:１６７,９１１�

Ｙ:５０,９１５�

Ｘ:１６７,９０９�

Ｙ:５０,９１６�

Ｘ:１６７,９１１�

２０８.２０ｍ�Ａ� Ａ′�

Ａ�
Ａ′�

１�

２�

２０８.２０ｍ�
Ａ� Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
� １�

２�

２０８.２０ｍ�
Ａ� Ａ′�

１�

（１/５０）

０� ２ｍ�

ま と め

本土坑の所属時期は，出土遺物がないため特定できないが，周囲の遺構の分布状況や９８号住居跡

との重複関係などから，古墳時代に所属するものと考えている。 （大河原）

５６号土坑 ＳＫ５６

遺 構（図４５５，写真４５２）

本土坑は，調査区南側のＮ２２グリッドに位置する。地形的には，自然堤防の平坦面に立地してい

る。検出面はＬ�上面である。１０２・１４４号住居跡と重複し，本土坑が古い。平面形は不整楕円形を

呈し，長径２１０�，短径１９５�を測る。壁は，比較的急角度で立ち上がっている。底面はほぼ平坦に

作られている。底面から検出面までの高さは，４０�を測る。遺構内堆積土は，４層に区分した。い

ずれも壁際に沿ってレンズ状の堆積状況を示すことから，自然堆積と考えている。

本土坑から，遺物は出土しなかった。

ま と め

本土坑の所属時期は，出土遺物がないため特定できないが，周囲の遺構の分布状況や１０２・１４４号

住居跡との重複関係などから，古墳時代に所属するものと考えている。 （大河原）

図４５５ ５５～５８号土坑

第１編 高木遺跡
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　ＳＫ１８　�１�

２　ＳＫ１８　�１�

３　ＳＫ１８　�１�

５　ＳＫ１８　�１�

４　ＳＫ１８　�１�

８　ＳＫ３５　�１�

９　ＳＫ４３　�１�

１０　ＳＫ５７　�１�

７　ＳＫ２２�
　　堆積土�

６　ＳＫ１８
　　�１�

図４５６ １８・２２・３５・４３・５７号土坑出土遺物
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５７号土坑 ＳＫ５７

遺 構（図４５５，写真４５３）

本土坑は，調査区の南側のＭ２３グリッドに位置する。地形的には，自然堤防の平坦部に当たる。

本土坑は，Ｌ�上面で検出した。１００・１０１号住居跡と重複関係にあり，本土坑が古い。本土坑の平

面形は不整楕円形を呈し，長径８５�，短径５５�を測る。壁は，北・西の壁で比較的緩やかに立ち上

がるものの，他の壁は急角度で立ち上がっている。底面は，ほぼ平坦に作られているものの，南側

に向かい緩やかに傾斜している。底面から検出面までの高さは，最も高い北側で１８�を測る。遺構

内堆積土は２層で，いずれも壁際からの流入状態が認められることから，自然堆積と考えられる。

遺 物（図４５６）

本土坑からは，土師器片２点が出土している。図４５６－１０は，体部中央に膨らみを持ち，口縁部が

内傾する土師器甕である。

ま と め

本土坑の所属時期は，出土遺物や，重複関係などから栗囲式期以降と考えている。 （大河原）

５８号土坑 ＳＫ５８

遺 構（図４５５，写真４５３）

本土坑は，調査区南部のＭ２３グリッドに位置する。地形的には，自然堤防の平坦部に位置してい

る。遺構は，Ｌ�上面で検出した。本土坑は９９・１６１号住居跡と重複しており，それらを切っている。

平面形は楕円形を呈し，長径７４�，短径５３�を測る。壁は，比較的急な角度で立ち上がる。底面は

ほぼ平坦に作られているが，中央付近がやや高まっている。底面から検出面までの高さは，１０�を

測る。遺構内堆積土は２層に分かれ，レンズ状の堆積状況を示していることから自然堆積と考えら

れる。

本土坑からは，遺物は出土しなかった。

ま と め

本土坑の所属時期は，出土遺物がないため断定できないが，検出状況と周囲の遺構の分布状況か

ら，古墳時代に属するものと考えている。 （大河原）

第３節 焼土遺構

焼土遺構は，３基検出された。

どれも，竪穴住居に関連する施設痕跡と推定されるが，遺存状態が悪かったため，性格を決めか

ねたものである。

以下，順に解説していく。

第１編 高木遺跡
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１号焼土遺構�

２号焼土遺構�
４５８－２�

２０８.４０ｍ�
Ａ� Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

Ｙ:５０,９４８�

Ｘ:１６８,０２０�

４５８－４�

４５８－１�

４５８－３�

Ｙ:５０,９４８�

Ｘ:１６８,０１９�

Ｙ:５０,９４９�

Ｘ:１６８,０１９�

Ｙ:５０,９６７�

Ｘ:１６８,０３８�

Ｙ:５０,９６７�
Ｘ:１６８,０３９�

Ｙ:５０,９６８�

Ｘ:１６８,０３９�

（１/２５）�

０� １ｍ�

１号焼土遺構 ＳＧ０１

遺 構（図４５７，写真４７８）

本遺構は調査区北部のＮ２０グリッドから検出した焼土遺構で，周囲からは多数の土師器片が出土

している。本遺構は１０４号住居跡と重複するが，焼土面は１０４号住居跡の床面より高い位置にある

ため別遺構と考えられ，本遺構のほうが新しい。また，本遺構のすぐ北側には１０３号住居跡が位置

する。

本遺構はＬ�中から検出したが，重複する１０４号住居跡との関係から１０４号住居跡の堆積土中に形

成されたものと推測される。本遺構の焼土の広がりは直径約４５�の円形状で，断ち割りからは厚さ

約１�ほどの熱変が観察できた。焼土面とその周囲からは複数個体分の土師器が出土している。そ

の中には焼土範囲から約１ｍほど北西方向に離れて出土するものもあるが，出土遺物は焼土面とほ

ぼ同一面上に位置付けられることから，本遺構に伴って出土したものと考えられる。

遺 物（図４５８，写真６３９）

本遺構に伴うと考えられる出土遺物は平面図上に示したが，ある程度のまとまりは捉えられるも

のの，細かい破片となっていた。そのうち図示できたものは土師器４点である。

図４５８－１は杯で，口縁部が欠けて底部しか残らないが，内黒の有段丸底のものである。

図４５８－２～４は甕である。同図２・３は長胴甕のため煮炊具に使用されたものとみられる。体部

外面は同図３はハケメ調整であるが，同図２はヘラナデが施されている。同図４は口縁部が欠けて

いるが，体部が最大径となる丸い球形をした球胴甕である。体部外面には部分的にハケメが認めら

れるが，器面が剥離していてよくわからない。底部はヘラケズリが施されている。

ま と め

本遺構の性格はよくわからなかった。しかし，同一面上に遺物が出土したことから住居跡の可能

性があり，焼土の部分がカマドの痕跡で，遺物はその周囲に置かれたものと推察できる。その場合

図４５７ １・２号焼土遺構
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　底面�

２　底面�

３　底面�
４　底面�

は１０４号住居跡のみならず，１０３号住居跡とも重複すると考えられる。

本遺構は出土遺物の特徴から，栗囲式期のものとみられ。 （大 波）

２号焼土遺構 ＳＧ０２

遺 構（図４５７，写真４７８）

本遺構は調査区北側のＯ２０－２グリッドに位置し，１８号住居跡の東に近接している。Ｌ�掘り下

げ中に検出されたものであり，周辺を精査したが焼土以外のプランは確認できなかった。酸化範囲

は長径６０�，短径２８�の楕円形に近い形となっており，厚さは１０�を測る。遺物は出土していない。

ま と め

本遺構は住居跡のカマド痕跡の可能性も考えられるが，関連するような掘り込みは確認できず，

状況からは当個所で火の使用があったことが知られるのみである。時期については検出層位と周辺

の遺構から古墳時代が考えられる。 （安 田）

図４５８ １号焼土遺構出土遺物

第１編 高木遺跡
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０� ２ｍ�
（１/５０）

Ｘ:１６８,０３５�

Ｙ:５０,９６８� Ｙ:５０,９７０�

Ｘ:１６８,０３５�

Ｙ:５０,９６８�

Ｘ:１６８,０３１� Ｘ:１６８,０３１�

Ｙ:５０,９７０�

３号焼土遺構�

　３号焼土遺構ＡＡ′堆積土�
１　５ＹＲ４/３　にぶい赤褐色砂質土�
　　　　　　（焼土粒・土器片多量含む）�

　３号焼土遺構ＢＢ′堆積土�
１　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂質土�
　　　　　　　（焼土粒・土器片多量含む）

トレ
ンチ
�

撹　乱�

１�

１�１�

Ａ� Ａ′

Ａ′�

Ａ�

Ｂ� Ｂ′�

Ｂ� Ｂ′�

２０８.２０ｍ�

２０７.９０ｍ�

０� １０㎝�
（１/３）

１　堆積土�

２　堆積土�

３　堆積土�

３号焼土遺構 ＳＧ０３

遺 構（図４５９，写真４７８）

本遺構は調査区北側のＯ２０－１３・

２３グリッドに位置し，Ｌ�精査中に

検出されたものである。掘り込んだ

結果，長さ３ｍ以上の溝状の遺構に

焼土が部分的に堆積するというもの

で，地山自身が強く火を受けている

箇所は見られなかった。溝状の掘り

込みは北側部分に約１ｍ四方の方形

の広がりを有しており，それに幅５０

�弱，長さ２００�程の溝が弓なりに取

り付く形となっている。また，溝か

ら５０�南には長径６５�の卵形の土抗

が見られたが，本来は溝状の掘り込

みとつながっていたものと思われる。焼

土は北側の方形の掘り込み部に多く堆積

している。

遺 物（図４６０，写真６３９）

遺物は，土師器片が多量に含まれてお

り，おそらく掘り込み内に焼土と土器片

を廃棄したものと考えられるが，その多

くは小片であり図示できたのは３点のみ

である。

図１・２はロクロ調整による土師器の

蓋と杯で両者とも内面にはヘラミガキの

後黒色処理が施されており，２の外面体

部下端から底部にかけては回転ヘラケズ

リがみられる。

図３はロクロ調整による土師器甕で，

長い胴部と外に強く開く口縁部を有し，

外面の胴部下半にはヘラケズリ調整がな

されている。図４６０ ３号焼土遺構出土遺物

図４５９ ３号焼土遺構
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ま と め

本遺構の形状にどのような意図があるのか判断できず性格については不明である。時期について

は出土遺物から９世紀前半頃が考えられる。 （安 田）

第４節 溝 跡

溝跡は，５条検出された。このうち，１・２・５号溝跡の３条は，栗囲式期の集落内部を区画す

るための大溝跡である。自然堤防を横断する方向で東西に走り，後背湿地と阿武隈川を結んでいる。

これらによって挟まれたエリアは，内幅で１１０ｍ～１１５ｍを測る。内部に営まれたのは，竪穴住居

跡で構成される集落である。したがって，見掛けの上では，区画外部の状況と別段変わった様子は

認めれず，いわゆる豪族居館の痕跡も検出されなかった。

ただ，後背湿地側では，溝の窪みを利用して祭祀が行われ，この一画が自然堤防上の集落にとっ

て特別な性格を有していたことを窺わせている。

１号溝跡・１３号集石遺構・６号特殊遺構 ＳＤ０１・ＳＳ１３・ＳＸ０６

遺 構（図４６１～４６４，写真４５４～４６１）

［概要］

本遺構は，栗囲式期の集落内部を区画した大溝跡の１つである。ここでは，その溝跡に伴った祭

祀遺構と併せて，事実報告を行う。

１号溝跡は，調査区南部のＭ２３グリッドで検出され，自然堤防を東西に横断している。等高線を

拾ってみると，この場所は，浅い沢状の旧地形をなしており，このことを利用した意図的な地形の

選択が行われたと推定される。

本溝跡の北側には，５号溝跡が平行して走っており，両者は前後関係を有していたと考えられる。

ただ，直接の切り合いは無く，この点を確かめることはできなかった。

検出されたのは，１４ｍの長さである。西側は撹乱で破壊されており，検出した東端は，後背湿地

まで及んでいない。上幅５．２～５．４ｍで，検出面からの深さは，８０�～８７�を測る。断面は逆台形を呈

しており，平坦な底面をなしている。ただ，東側では，底面中央が溝状に窪んだ状態で検出された。

この窪みは，幅５０�～７０�，深さ３０�～３４�のもので，８ｍの長さが確認されている。

本溝跡は，この底面中央の窪みを含めて，全体が自然埋没したと考えている。断面は，典型的な

レンズ状堆積の様相を呈しており，人為的に埋められたと見なす積極的な根拠は得られなかった。

層位は，大きく捉えて上下２つに大別される。上層の色調が明るく，下層の色調が暗い傾向が指摘

される。炭化物・焼土の含有は，全体を通してみられ，遺物も，検出面から最下層まで連続して出

土した。

内容は，ほとんど栗囲式期のもので占められている。
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０� ２ｍ�
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２０７.５０ｍ�

２０８.５０ｍ�

２０８.５０ｍ�

１号溝跡�

５号溝跡�

　１号溝跡堆積土�
１　１０ＹＲ４/６　褐色砂質土（炭化物粒微量含む）�
２　１０ＹＲ２/２　黒褐色砂質土（炭化物・焼土粒・�
　　　　　　　　土器片を少量含む）�
３　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土（炭化物粒微量含む）�
４　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土（炭化物粒微量含む）�
５　１０ＹＲ３/１　黒褐色砂質土（炭化物粒・土器片含む）
６　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
７　１０ＹＲ５/４　にぶい黄褐色砂質土�
８　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色砂質土�
９　１０ＹＲ５/１　灰黄褐色砂質土�

　５号溝跡ＤＤ′堆積土�
１　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土�
２　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色砂質土�
　　　　　　　（明黄褐色土塊少量含む）�
３　１０ＹＲ４/１　褐灰色砂質土�
４　１０ＹＲ７/６　明黄褐色砂質土�
５　１０ＹＲ４/１　褐灰色砂質土�
６　１０ＹＲ６/８　明黄褐色砂質土�

　５号溝跡ＥＥ′堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土�
２　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色砂質土�
３　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
４　１０ＹＲ４/１　褐灰色砂質土�
５　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土�
６　１０ＹＲ７/６　明黄褐色砂質土�

　５号溝跡ＦＦ′堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土�
２　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂質土�
３　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土（礫を含む）�
４　１０ＹＲ３/１　黒褐色砂質土（炭化物粒少量含む）
５　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
６　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土�
７　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土�
８　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
９　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土�
１０　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
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［祭祀遺構］

祭祀遺構は，１３号集石遺構と６号特殊遺構が検出されている。分布は，後背湿地につながる東側

に偏っており，２号溝跡の状況に類似していた。それらが，水辺の祭祀の性格を帯びていたことを

示唆している。

２つの祭祀遺構は，１号溝跡の検出面で確認されており，溝跡底面とは，５０～８７�の比高差があ

る。したがって，かなり埋没が進行した後で，祭祀は行われたと考えられる。この状況は，２号溝

跡のＡ群に対比される。

図４６１ １・５号溝跡
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１号溝跡・６号特殊遺構遺物出土状況�

（１/１００）
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１３号集石遺構�

６号特殊遺構�

調 査 区 外 �

ト レ ン チ �
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土 師 器�
平　　玉�
金属製品�

６号特殊遺構�

図４６２ １号溝跡・６号特殊遺構遺物出土状況
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１３号集石遺構�
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　１３号集石遺構堆積土�
１　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
　　　　　　　（焼土粒・炭化物少量含む）
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　６号特殊遺構堆積土�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
　　　　　　　（焼土粒・炭化物少量含む）

２０８.４０ｍ�

２０８.６０ｍ�

１３号集石遺構は，不整形の窪みに，焼土

粒・炭化物を少量含んだ暗褐色砂質土が充

填され，その上面に，礫が敷かれていた。

窪みは，９５�×６５�の大きさで，検出面か

ら１１�の深さを測る。礫は被熱しており，

それが敷かれた埋土上面も，弱く焼土化し

ていた。したがって，ここでの祭祀行為に

は，火が焚かれたと考えられる。さらに，

遺存状態の良好な，２号溝跡の所見を参考

にすると，礫の上には，土器が置かれてい

たと推定される（Ｅ群・Ｆ群）。

ただ，この２号溝跡の事例には，掘り込みが伴っていない。この点に，細部の違いが指摘される。

６号特殊遺構では，円形の窪みに，３個体の土師器球胴甕が置かれていた。また，周囲から，土

師器杯と銅釧が各１点出土している。

窪みは，１０７�×１０６�の大きさで，検出面から１９�の深さを測る。底面は焼土化していないが，土

器は器面が荒れており，明らかに，ここで火が焚かれたことを示している。１３号特殊遺構との違い

は，間層を挟まないで底面に直接土器が置かれていること，礫が敷かれていないことである。

なお，図４７４－１は，胴部だけにされ，さらに，上下別々に輪切りにされた状態で，離れた位置か

ら出土した。

図４６３ １３号集石遺構

図４６４ ６号特殊遺構
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遺 物（図４６５～４７４，写真６４０～６４９）

１号溝跡からは，多量の遺物が出土した。また，６号特殊遺構でも，良好な共伴遺物が得られて

いる。以下では，１号溝跡，６号特殊遺構の順に，解説していく。

［１号溝跡の遺物］

土師器片２，５２９点，須恵器片４２点，土製品１点，金属製品４点，石製品３点が出土した。取り上げ層位は，

検出面・上層・中層・下層・底面，もしくは，検出面・�１・�２・底面が基本となっている。

出土傾向としては，上部に小型品が集中してみられ，底面周辺に，甕・甑類の大型品が目立つこ

とが指摘できる。具体的にいうと，検出面・上層の遺物は杯類ばかりで，大型品は１点もなく，底

面の遺物には，器高２５�を越える大型品が９点混じっている。また，底面中央の溝状の窪みでは，

意図的に置かれたとみられる玉類や土師器小型品の出土があった。そのなかには，関東地方の有段

口縁杯に類似した製品がある（図４６５－６）。

底面・底面中央の窪み（�８）出土の土師器 図４６５～図４６８に掲載した。

図４６５－１～７には，土師器杯を示した。１は，南小泉式からの系譜を引く椀形のもので，内外面

ヘラミガキされている。溝掘削時の混入品であろう。２～４・７は，有段丸底杯に分類される。２

は，口縁部の立ち上がり角度が急で，４は，大きく開く。３は，口縁部が内湾しており，全体に丸

味のある器形を呈している。内外面がヘラミガキされている。５は，口縁部の内傾するもので，内

面はナデ仕上げされている。６は，関東地方の有段口縁杯に類似する。ただ，胎土・焼成の特徴は，

他と同じであり，内面はヘラミガキ・黒色処理されている。したがって，搬入品でなく，在地の製

品と考えられる。

図４６５－８～１０は，土師器粗製杯である。底部は平底で，体部が外傾気味に立ち上がり，口縁部が

少し内傾する。８は，外面がハケメ調整されており，９は，痕跡のはっきりしないナデ調整が行わ

れている。１０は，縦位にヘラケズリされている。

図４６５－１１は，土師器高杯の脚部である。中空で，端部はまくれている。外面には，縦位のヘラケ

ズリが施されている。

図４６５－１２～１７は，小型の土師器甕である。１２は，やや細長の胴部から，頸部が直立して括れ，口

縁部が外反する器形を呈している。壺に類似する。１３・１４は，通有の小甕に分類されるもので，口

径が大きく，胴部下半は窄まっている。明瞭な被熱痕跡が，観察される。１５は，広口の球胴甕であ

る。口縁部は，直立している。１６も，同じ球胴甕に分類されるが，頸部は窄まっており，口縁部が

「ハ」の字状に開いている。１７は，下膨れ気味の球胴部から，そのまま頸部にいたり，口縁部が内

傾して立ち上がる。内外面はヘラミガキされている。

図４６６－１・３，図４６７－１・３は，土師器長胴甕である。図４６６－１・図４６７－３は，長胴化の著し

いもので，胴部最大径は，中央にある。図４６６－３は，甑に類似した器形を呈している。口径が胴部

径を上回っており，全体は底部に向かって窄まる。図４６７－１は，下膨れの胴部で，底部が突出する。

広口である。
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０� １０㎝�
（１/３）

１　底面�

２　底面�

３　底面�

４　底面・中層�

５　底面�

６　�８�

７　底面�

８　底面・�２�
９　�８�

１０　底面�

１１　底面・�２�

１２　底面�
１３　�８�

１４　底面�

１５　底面�

１６　底面�

１７　底面�

図４６５ １号溝跡出土遺物（１）
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０� １０㎝�
（１/３）

１　底面・�１・２�

２　底面�

３　底面・�２�

４　�２�

図４６６ １号溝跡出土遺物（２）
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図４６７－２は，無底式の土師器甑である。胴部から頸部への変換は，不明瞭で，全体に底部に向か

い，窄まっている。外面は，縦位にヘラケズリされている。

図４６６－２・４，図４６７－４，図４６８－１・２は，大型の土師器球胴甕に分類される。図４６６－２・４，

図４６８－１は，頸部が窄まって直立しており，口縁部が外反している。胴部は，ほぼ完全な球形を呈

しており，器種分類に相応しい特徴を備えている。図４６７－４・図４６８－２は，広口で，頸部から口

縁部が「く」の字状に屈曲する。前者は，胴部が下膨れ気味になっている。

�２・中層出土の土師器 図４６９，図４７１－４・５・９に掲載した。

図４６９－１～１０・１２は，土師器杯である。１～１０は，有段丸底杯に分類される。最も古い特徴を備

えているのは，６で，舞台式に比定される。他は，栗囲式の範疇で捉えて問題なかろう。１は，平

底風の底部をなし，口縁部は直線的に外傾する。２は，内面がナデ調整だけで仕上げられており，

全体に粗雑なつくりになっている。１２は，大型で，椀状の器形をなしている。外面にハケメ調整痕

が観察される。

図４６９－１１・１３・１４は，土師器高杯である。１１は，有段丸底杯の杯部で，口縁部が内湾気味に立ち

上がる。脚部は，中空であり，裾はあまり広がらない。外面は，ハケメ調整されている。１３は，南

小泉式の系譜を引く椀形杯を，短脚に乗せている。脚部は中実で，裾の端部はまくれない。杯部は，

外面にもミガキ調整が加えられている。１４は，脚部だけなので，全体の様子が判明しない。脚部は

中空であり，裾の端部がまくれ気味になっている。

図４６９－１５～１８，図４７１－４は，小～中型の土師器甕に分類される。図４６９－１５は，須恵器広口壺の

模倣であろうか。内面がミガキ・黒色処理され，外面にもミガキ調整が施されている。薄手のつく

りであり，器面調整が丁寧に行われている。図４６９－１６・１８は，口径が大きく，胴部が下に窄まる器

形を呈している。明らかな煮炊具で，２次被熱の痕跡が顕著にみられる。図４６９－１７・図４７１－４も，

同様の煮炊具とみられるもので，やや長胴気味の器形を呈している。

図４７１－５は，大型の土師器甑と推定される。底部を欠いているが，無底式であろう。口縁部は，

「く」の字状に屈曲している。

図４７１－９は，土師器手づくね土器である。指で簡単に成形されただけのもので，器面調整は，一

切行われていない。

上層出土の土師器 図４７０，図４７１－１～３に掲載した。

図４７０－１～２５は，土師器杯である。１～７，９～２１，２４・２５は，有段丸底杯に分類されるもので，

組成の大半を占める。口縁部の外反するもの，外傾するもの，内湾するものに分かれるが，栗囲式

の範疇ですべてが理解される。特徴的なものを，拾いあげてみると，１は，器高が高く，口縁部外

面にハケメ調整痕が観察される。６も，同様の特徴を備えているが，口縁部下端の段は痕跡的で，

器高の低い位置にある。１０は，口縁部外面に，螺旋状に加えられた粗いヘラミガキ痕跡が観察され

る。２１は，器形全体が丸みを帯び，半球形を呈している。内外面が，ヘラミガキ・黒色処理されて

おり，東北北部型杯（利部修：１９９４）に類似する。２５は，平底風の底部をなしている。
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０� １０㎝�
（１/３）

１　底面・�２�

２　底面・�２�

３　底面�

４　底面・�１・２�

図４６７ １号溝跡出土遺物（３）
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０� １０㎝�
（１/３）

１　底面�

２　底面・�２�

図４６８ １号溝跡出土遺物（４）
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０� １０㎝�
（１/３）

１　�２�

２　�２�

３　�２�

４　�２�

５　中層�

６　�２�

７　�２�

８　中層�

９　�２�

１０　中層�

１１　�２�

１２　中層�

１３　�２�

１４　�２�

１５　�２�

１６　�２� １７　�１・２�

１８　�２�

図４６９ １号溝跡出土遺物（５）
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０� １０㎝�
（１/３）

１　上層�

２　上層�
３　上層�

４　上層�

５　上層�

６　上層�

７　上層�

８　上層�

９　上層�

１０　上層�

１１　上層�

１２　上層�

１３　上層�

１４　上層�

１５　上層�

１６　上層�

１７　上層�

１８　上層�

１９　上層�

２０　上層�

２１　上層�

２２　上層�

２３　上層�

２４　上層�

２５　上層�

図４７０ １号溝跡出土遺物（６）
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以上の他に，須恵器模倣杯と無段丸底杯がみられる。８は，須恵器杯蓋の模倣であろう。口縁部

下端と体部上端の境は，甘く，明瞭な稜をなさない。２２は，椀状の無段丸底で，半球形の器形をな

す。２３は，器高が低めの無段丸底杯に分類される。

図４７１－１～３は，土師器高杯である。１は，有段丸底杯を杯部にしたもので，脚部には，３方向

からの透かしをもつ。２は，椀状の器高の高い杯部を乗せたものであり，脚部に，やはり３方向か

らの透かしが入っている。３は，脚部片である。透かしのある短脚で，端部は，まくれ気味になっ

ている。

検出面出土の土師器 図４７１－６～８，１０に掲載した。

６は，土師器小甕である。頸部が括れず，口縁部は，そのまま直立気味に内傾して立ち上がる。

胴部は，中央に少しだけ膨らみを持つ。外面は，ハケメ調整されている。

７・８・１０は，土師器粗製杯に分類される。７は，やや大型で，底部外面に木葉痕が観察される。

８・１０は，外面にハケメ調整痕のみられるもので，小型である。８は，内面にヘラミガキが施され

ている。

検出面・�１出土の須恵器 図４７２－１～５に掲載した。

１は，須恵器蓋の破片である。内面にかえりのあるもので，飛鳥・藤原宮分類の杯Ｇ蓋に該当す

る。天井部は水平で，外面は手持ちヘラケズリ調整されている。年代的には，飛鳥�ないし飛鳥�

に併行しよう。

２～４は，須恵器杯身と杯蓋である。飛鳥・藤原宮分類の杯Ｈに該当する。このうち，２・３は，

杯蓋になるもので，口縁部の「ハ」の字状に開いた，特徴的な細部要素が認められる。口縁部と天

井部との境は明瞭で，稜線を形成している。天井部外面は，手持ちヘラケズリ調整が施されている。

法量は，口径１１�前後に復元でき，飛鳥�に比定される。なお，口縁部が「ハ」の字状に開く特徴

は，酒井清治の指摘する関東型須恵器（酒井清治：１９９８他）と合致する。

４は，杯身である。受け部は，口縁部の立ち上がりが短く，内傾している。口径は，９．６�と推定

される。底部は，手持ちヘラケズリ調整されている。飛鳥�に比定されよう。

５は，須恵器提瓶で，肩にリング状の取手の付くものである。頸部は太く，瓶類というよりは，

むしろ甕に近い特徴が認められる。口縁端部も面取りされ，しっかりしている。このような例は，

陶邑の製品にはみられないものであり，湖西窯の影響が強く感じられる。

上層・中層・底面出土の鉄製品 図４７２－６～８に掲載した。

６は，鉄鏃と推定される。肝心な先端を欠いており，どのような形態になるのか，分からない。

７は，鉄刀の刀身である。中層から，水平な状態で出土している。遺存状態はきわめて良好であ

る。切先は，かなり使い込まれたためか，摩耗したような状態で短くなっている。計測値は，刀身

長２１．０�以上，茎長９．８�，元幅３．０�，茎元幅１．７�，茎先幅１．４�を測る。

８は，中央が穿孔された円板状鉄製品である。用途不明。
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０� １０㎝�
（１/３）

１　検出面・上層�

２　上層�

３　上層�

４　�２�
５　�２�

６　検出面�

７　検出面�

８　検出面�

９　�２�

１０　検出面�

底面中央の窪み（�８）・検出面出土の玉類 図４７２－９～１２に掲載した。

９～１１は，底面中央の窪みで出土している。近い位置でまとまっており，意識的に置かれたと推

定される。３点とも，石製の平玉で，法量が近似している。１２は，検出面出土の土製丸玉である。

表面は，黒色処理されている。

［６号特殊遺構出土の遺物］ 図４７３・４７４に掲載した。

図４７３－１は，小型の土師器杯になる。有段丸底杯に分類されるもので，口縁部は細長く内湾して

いる。内面はヘラミガキされているが，黒色処理は施されていない。

図４７１ １号溝跡出土遺物（７）
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０� １０㎝�
（１/３）

０� ３㎝�
（１/２）

１　検出面�

２　検出面�

３　上層�

４　検出面�

５　�１�

６　上層�

７　中層�

８　底面�

９　�８� １０　�８� １１　�８�
１２　検出面�

図４７３－２・３，図４７４－１は，大型の土師器球胴甕になる。胴部外面の調整は，ハケメに統一さ

れている。このうち，図４７３－２は胴部中央に張りがあり，やや横長の器形を呈している。口頸部は

広口気味で，直線的に外傾している。また，底部外面には，木葉痕が観察される。図４７３－３は，き

れいな球形の胴部を有しており，口頸部はやはり広口気味となっている。口縁部が欠損しており，

意図的に壊されたと推定している。図４７４－１は，口頸部と底部が，明らかに打ち壊されている。し

かも，胴部中央で輪切りにされ，別々の地点から出土した。胴部の器形は，図４７３－２よりさらに中

央の張りが強く，算盤玉状を呈している。

図４７３－４は，銅釧になる。表面に刻みは施されておらず，簡素なつくりである。類例は，笊内古

墳群で報告されている。

図４７２ １号溝跡出土遺物（８）
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０� １０㎝�
（１/３）�

０� ５㎝�
（１/２）

１　検出面�
２　�１�

３　�１� ４　検出面�

図４７３ ６号特殊遺構出土遺物（１）
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０� １０㎝�
（１/３）

１　�１�

図４７４ ６号特殊遺構出土遺物（２）
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ま と め

本遺構は，栗囲式期の集落内部を区画した大溝跡の１つである。自然堤防を横断して，東西に走っ

ている。対になる２号溝跡とは，内幅で１１０ｍ～１１５ｍの距離を測る。

なお，隣接する５号溝跡とは共存せず，前後関係を有していたと考えられる。ただ，直接の切り

合いが無く，この点を確かめることは出来なかった。

本溝跡では，後背湿地側で祭祀が行われている。同じ状況は，２号溝跡とその周囲でも確認され

ており，水辺の祭祀という性格付けが与えられる。 （菅 原）

２号溝跡 ＳＤ０２

遺 構（図４７５～４７７，写真４６２～４７３）

［概要］

本遺構は，栗囲式期の集落内部を区画した大溝跡の１つである。ここでは，その溝跡に伴った祭

祀遺構（Ａ群～Ｉ群）と併せて，事実報告を行う。

２号溝跡は，調査区北部のＮ２０・Ｏ２０・Ｏ２１グリッドにまたがって検出された。この場所は，高

木遺跡の中で最も自然堤防が安定し，標高の高いところである。溝跡は，それを貫く状態で東西に

走っており，明らかに自然地形を開削して造られた施設であることを示している。この点は，１・

５号溝跡の浅い沢地形を利用した占地の在り方と，明確に違っている。ただ，流路は蛇行しており，

豪族居館のような方形区画も形成していない。

検出されたのは，６９ｍの長さである。西側は阿武隈川の氾濫源に接しており，北側に蛇行して，

東端は後背湿地に入り込んでいる。計測値は，上幅５．３～６．５ｍ，検出面からの深さは，中央付近で

１．６ｍを測る。後背湿地に入った東端側は，壁が次第に低くなっており，調査区外で自然消滅すると

推定される。

本溝跡は，自然埋没したと考えている。断面は，典型的なレンズ状堆積の様相を呈しており，人

為的に埋められたと見なす積極的な根拠は得られなかった。層位は，大きく捉えて上下２つに大別

される。上層は色調が明るく，下層は色調が暗い傾向が指摘される。遺物の取り上げ層位は，大半

がこの基準で行なった。炭化物・焼土の含有は，全体を通してみられ，遺物も，検出面から最下層

まで連続して出土した。内容は，ほとんど栗囲式期のもので占められている。

ところで，本溝跡の底面は，現在の阿武隈川の標準水面と比べると，６ｍ以上も高い数値を示し

ている。調査時において，この溝跡の性格を阿武隈川からの導水施設＝運河と見なす理解が，一部

で示された。しかし，当時の水面が現在より仮に高かったとしても，このレベル差は，あまりにも

大き過ぎると思われる。そして，何より本溝跡の底面や堆積土には，恒常的な耐水状況を示す痕跡

が一切認められなかった。また，縄文時代の遺構面がわずか１．０～１．５ｍ下で検出されており，阿武

隈川と自然堤防の関係が，当時から安定していたことを示している。

したがって，本溝跡を運河と見なす見解は否定的にならざるを得ないと考える。ここでは，その
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０� ４ｍ�

（１/８０）�

０� ２０ｍ�

（１/４００）�

０� ２０ｍ�
（１/２,４００）�

　２号溝跡ＢＢ′堆積土�
１　　１０ＹＲ６/４　にぶい黄橙色砂質土�
２ａ　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土（炭化物少量含む）�
２ｂ　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土（しまりあり）�
２ｃ　１０ＹＲ６/２　灰黄褐色砂質土（やわらかい）�
２ｄ　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色土�
２ｅ　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土�
２ｆ　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色土�

　２号溝跡ＡＡ′ 堆積土�
１　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
　　　　　　　（炭化物粒・土器片を微量含む）�
２　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土（炭化物・土器片・�
　　　　　　　 褐色粘質土を微量含む）�
３　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂質土（炭化物微量含む）�
４　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土�
５　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
６　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
７　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
８　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
９　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土（炭化物・焼土・�
　　　　　　　 黒褐色土を少量含む）�
１０　１０ＹＲ２/２　黒褐色砂質土�
１１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土�
１２　１０ＹＲ２/３　黒褐色砂質土�
１３　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土�
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基本的性格を，冒頭で述べたように，集落内部の区画に求めておきたい。

また，本溝跡は，埋没した後でも，集落民に意識され続けていたと考えられる。埋没終了後の本

溝跡は，６号住居跡が北周壁でわずかに接しているに過ぎず，ほとんど遺構の空白地帯になってい

る。つまり，後続期にも，かたちを変えて区画は生き続けていたと推定される。

住居跡の密集する本遺跡の中で，このような大規模な遺構が重複遺構をほとんど交えずに検出さ

れたのは，このためであろう。

［祭祀遺構］

祭祀遺構は，Ａ群～Ｉ群の９遺構が検出されている。１ｍ未満の狭い範囲に，土器と礫が集中し，

火の焚かれた痕跡があった。分布は，後背湿地に没する東側に偏っており，１号溝跡の状況に類似

していた。このことは，それらが，水辺の祭祀であったことを示唆していると思われる。

祭祀遺物には，横穴墓や古墳に副葬されるような特殊器物が含まれている。須恵器�（図４９６－７）

と提瓶（図４９８－１）がそれであり，どちらも優品である。

９つの祭祀遺構のうち，Ｂ群～Ｉ群は，大きな時間差が無く，連続的に形成されたと考えている。

底面から２０�～３０�浮いたレベルに，等間隔で分布している。それに対して，Ａ群は，他との位置

が離れており，底面から１ｍ近く浮いた面に形成されている。したがって，他よりは，後に行われ

た祭祀痕跡であろう。この状況は，１号溝跡の１３号集石遺構・６号特殊遺構に対比される。ただ，

遺物の上では，栗囲式期の範疇でおさまる範囲である。

以下では，遺存状態の良かったＡ群・Ｅ群・Ｆ群について，解説する（図４７６）。

Ａ群は，規則的な配置で敷かれた礫の上に，土師器小甕が伏せられた状態で出土した。原位置で

確認された土器は，これ１点だけであるが，Ｅ群の所見を参考にすると，周囲に複数の祭祀遺物を

伴っていたと推定される。

この遺構は，下部構造を伴っており，礫の下から浅い窪みが検出され，内部に焼土を含んだ褐灰

色砂質土が充填されていた。礫は，三つ葉のクローバー状にきちんと置かれており，甕はその中心

に伏せられている（写真４６９－ｂ・ｃ）。窪みは，７０�以上×５７�以上の大きさで，不整形をなし，検

出面から１０�の深さを測った。

当該遺構では，火の焚かれた痕跡が確認されている。礫は赤黒く変色しており，その上に置かれ

た甕も，底部外面が剥離して，明らかな被熱痕跡をとどめていた。なお，礫の敷かれた面は焼土化

していなかったが，これは，下部構造の埋土が，焼土化しにくいサクサクした土層であったためと

考えている。

Ｅ群も，Ａ群同様の配置で礫が敷かれており，その上と周囲に土器類を伴っている。図面だと分

かりにくいが，三つ葉のクローバー状に礫の敷かれた状況が，写真からはっきり読み取れる（写真

４７１・４７２）。ただ，本遺構では，下部に掘り込みを伴わず，２号溝跡の堆積土上面で，直接祭祀が行

われている。この点で，細部の違いがみられる。

ちなみに，断面観察で，この面は隣接するＦ群の祭祀面と連続することを確認しており，両者は，
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同時かごく近接した時間幅の中で形成されたことが判明している。

本遺構で，礫の中心に置かれていたのは，横転して出土した図４９５－３の土師器球胴甕と推定され

る。胴部に，剥離したような穴が開いており，祭祀に起因する痕跡と考えている。そして，その周

囲を囲むように置かれていたのが，図４９５－２・４～７の土器群と考えられる。このうち，土師器甑

５と，土師器粗製杯２・４が，伏せられた状態で，原位置を保っていた。

Ｆ群は，礫・土器がやや動いてしまっている。礫の中心に置かれていたのは，図４９６－３の土師器

高杯であろうか。外面は，部分的に剥落しており，色調が白っぽく変色している。また，図４９６－８

の土師器高杯は，杯部が壊されて，脚部だけきれいに割り揃えられている。置き台に使用されたと

考えられる。この祭祀遺構では，須恵器�が伴っている（図４９６－７）。

遺 物（図４７８～４９９，写真６５０～６７２）

２号溝跡からは，多量の遺物が出土した。また，祭祀に伴うＡ群～Ｉ群でも，良好な共伴遺物が

得られている。

以下では，２号溝跡，祭祀遺構の順に，解説していく。

［２号溝跡の遺物］

土師器片６，７０２点，須恵器片４６点，土製品１０点，鉄製品６点，石製品３点が出土した。取り上げ層

位の基本は，上層が�１，下層が�２となっている。最下部は，�３もしくは底面近く，と表示し

ている。

底面近く・�３出土の土師器 図４７８－１～３に掲載した。

１は，有段丸底の土師器杯である。口径が小さく，器形全体が半球形状をなす。

２は，土師器小甕である。頸部が括れ，胴部の膨らむ器形を呈している。外面は，ハケメ調整さ

れている。

３は，大型の土師器甕で，胴部は下膨れ気味の卵形を呈している。外面はハケメ調整されており，

底部が突出している。

�２出土の土師器 図４７８－４～１６，図４７９～４８８，図４９０－１～１１に掲載した。

図４７８－４～１６，図４７９，図４８０－１・２は，土師器杯である。このうち，図４７８－６～１６，図４７９－

１～６・８～１１・１６・１７，図４８０－２は，有段丸底杯に分類される。特徴的なものを拾い上げていく

と，図４７８－６・７は，底部が平底風で，皿状の浅い器形を呈している。図４７９－３も，平底風とい

う点では同じであるが，器高が高く，逆台形の箱形を呈している。図４７９－６は，内面がナデ調整だ

けで仕上げられており，明るい色調である。図４７９－１１は，口縁部外面にヘラケズリが施されている。

図４７８－４・５，図４７９－７・１２～１４，図４８０－１は，無段丸底杯に分類される。図４７８－４は，口縁部

が直立しており，体部との境が，明瞭になっている。内面は，ナデ調整だけで仕上げられ，外面の

調整も，粗雑である。図４７８－５，図４７９－７は，器高が低く，図４７９－１２～１４はやや高めである。図

４７９－１５・１９は，須恵器模倣杯に分類される。１５は杯蓋，１９は杯身の模倣であろう。どちらも，器高

の高い椀状の器形をなす。図４７９－１８は，金属器を写したものである。半球形の器形を呈しており，
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内外面がヘラミガキ・黒色処理されている。

図４８０－３～１３は，土師器高杯である。杯部の残存した資料は，どれも有段丸底杯である。ただ，１３

は，南小泉式の混入資料なので，別扱いする必要がある。口縁部は，３・５～７が，内湾気味なの

に対し，４は外反している。また，脚部をみると，４・５・１１は中実で，裾の端部がまくれないの

に対し，３・６～１０・１２は中空で，裾の端部がまくれる傾向がある。南小泉式の１３は，中空の細長

い脚部であり，裾が「ハ」の字状に大きく開いている。

図４８０－１５，図４８１，図４８２－２・４～６は，小～中型の土師器甕である。器形で分類すると，頸部が

窄まって，胴部の膨らむもの（図４８０－１５，図４８１－４・７・９・１０・１１），口径が大きく，全体が底

部に向かって窄まるもの（図４８１－１・３・６），頸部が括れず，口縁部がそのまま胴部から内傾し

て立ち上がるもの（図４８１－２，図４８２－２），球胴のもの（図４８１－５・８，図４８２－４～６）となる。

法量は，器高１０�前後と１５�前後で２つにまとまるが，中間的なものもあり，厳密に分かれない。

図４８２－１・３は，小型の土師器甑である。頸部がほとんど括れず，全体が底部に向かって，窄ま

る器形を呈している。１は，単孔式のもので，底部外面に木葉痕が観察される。３は，多孔式で，１０

個の孔が穿たれている。外面の口縁部下端は，段をなす。

図４８５－１・２・４，図４８６－３は，大型の土師器甑である。無底式で共通すると思われるが，図

４８６－３は，底部を欠いているので，確かめることができない。胴部の膨らみが小さく，口径が，胴

部径を上回っている。

図４８２－８，図４８３－１～４・６，図４８４，図４８５－３・５，図４８６－１・２・４，図４８７，図４８８－３

は，中～大型の土師器長胴甕である。口径が胴部径を上回るもの，逆に，胴部径が口径を上回るも

のがあり，さらに，口縁部屈曲の度合いや，胴部長の違いで，細分される。ここでは，特徴的なも

のについて，触れておく。図４８３－１は，胴部の肩が張り気味で，口縁部の強く屈曲した器形を呈し

ている。図４８３－３は，胴部が下膨れ気味で，底部が突出する。図４８４－１も同じ底部の特徴を有し

ているが，胴部最大径は中央にある。図４８４－３・図４８５－３は，口径が胴部径を大きく上回ってお

り，口縁部が上から押し潰されたように強く屈曲する。図４８６－１は，器高３５�の細長い胴部を有し

ており，形態的には均整がとれ，ラグビーボール状を呈している。図４８６－４は，焼成前に，格子状

の線刻が施されている。位置は，頸部から胴部上端にかけての外面で，中世陶器や青森県五所川原

窯の製品にみられるものと，類似する。図４８７－４は，胴部下端付近に，径１．２�の穿孔が焼成後に

施されている。図４８２－７，図４８５－６，図４８８－１・２，図４９０－１は，中～大型の土師器球胴甕であ

る。図４８２－７は，中型品に分類されるもので，頸部は直立し，口縁部がわずかに外反している。図

４８８－１は，胴部が玉葱状を呈する大型品である。広口で，口縁部は外傾する。図４８８－２は，図４８２

－７の相似形をなすもので，器高３０�を越える。図４９０－１は，玉葱状の胴部を呈しており，大型品

に分類される。頸部は強く締まって，径が小さい。

図４８３－５は，土師器壺である。隣接地点で出土した口頸部と底部の破片であり，同一個体と考え

られる。表面は，ヘラミガキ調整され，朱彩が施されている。南小泉式に比定される。混入品であ
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ろう。

図４９０－２～５・７・１０は，土師器手づくね土器である。口径１０�を超える２と，５�前後の３～

５，７に分かれる。

図４９０－６・８は，土師器粗製杯である。内面が黒色処理されており，８では底部外面に木葉痕が

残っている。この点で，手づくね土器とは区別した。

図４９０－９・１１は，土師器ミニチュア土器である。９は，小壺に分類される。口縁部が欠損し，器

形全体の特徴を知ることができない。１１は，須恵器提瓶を真似た製品と推定され，リング状の取手

の痕跡が残っている。ただ，水平に付けられおり，モデルに忠実ではない。

�１・堆積土・検出面出土の土師器 図４８９に掲載した。

１～５は，土師器杯である。１は，須恵器杯蓋模倣のタイプに分類される。口縁部が強く外反す

る点に，器形の特徴が認められる。２は椀形杯の系譜を引くもので，外面にヘラミガキ調整痕が観

察される。４は，有段丸底杯である。口縁部が大きく開き，外傾している。５は，無段丸底杯に分

類される。器高は低めで，全体に丸みがある。

６・７は，土師器高杯である。杯部を欠いており，器形全体の特徴は判明しない。脚部は，中空

で，裾が開いている。

８は，小型の土師器甕である。頸部が括れず，器形全体が逆台形状を呈している。胴部外面には，

ナデ調整のあと，部分的にヘラケズリ調整が加えられている。

９～１２は，中～大型の土師器甕である。器形的には，長胴甕に分類される。９は，胴部外面がナ

デ調整され，他の３点は，ハケメ調整されている。

�２・�１出土の土製品 図４９０－１２～１５に掲載した。

１２・１３は，土製勾玉である。表面は，黒色処理されていない。

１４は，土製紡錘車で，表面はヘラミガキされている。

１５は，土製模造鏡である。六鈴鏡を模したとみられるもので，円板の周囲に１つの鈕と５つの球

形粘土が付けられている。決して，丁寧なつくりではないが，５つの球形粘土には，鈴を表現した

切れ込みが入れられ，細部のポイントはしっかり押さえられている。

底面近く・�２・�１出土の須恵器 図４９１－１～４に掲載した。

１・３は，須恵器杯蓋である。１は，大型で，天井部から口縁端部までなだらかに移行する。天

井部外面は，回転ヘラケズリ調整されている。３は，小型品に分類される。天井部と口縁部の境は，

稜をなしており，区別がはっきりしている。口縁部は外反して，「ハ」の字状に開く。天井部外面は，

手持ちヘラケズリ調整されている。

２は，須恵器杯身である。口径が大きく，全体に低平な器形を呈している。受け部は，口縁部の

立ち上がりが短い。底部外面は，手持ちヘラケズリ調整されている。

４は，小型の須恵器杯である。器形は，半球形をなしており，口縁部は，内傾する。体部外面に，

沈線が巡る。底部を欠いているので，判然としないが，無蓋高杯の可能性がある。
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�２・�１出土の鉄製品・土

製品・石製品

図４９１－５に掲載した。

５は，鉄製の刀子と推定され

る。先端を欠く。

６・７は，土製支脚である。

カマドで使用されたものであろ

う。

８は，砥石である。断面方形

を呈している。

［祭祀遺構の遺物］

土師器片１，６３７点，須恵器片１７

点，骨片が出土した。

図示遺物について，解説して

いく。

Ａ群の出土遺物 図４９２－１・２に掲載した。

１は，土師器小甕である。頸部が括れず，体部下端から口縁端部まで，直線的に外傾する。遺構

の記述でも指摘したように，底部外面は剥離している。

２は，土師器長胴甕である。遺物カードの記録にしたがって，ここに図示したが，遺構カードに

はこの遺物の記録がまったく無い。したがって，共伴関係に一抹の不安が残っている。�２の遺物

が紛れ込んだのかもしれない。胴部は，整ったラグビーボール状を呈している。

Ｂ群の出土遺物 図４９２－３～７に掲載した。

３は，土師器ミニチュア土器である。器種は壺で，口縁端部を欠いている。

４は，土師器小甕である。頸部は括れず，口縁部が胴部からそのまま内傾して立ち上がる。器形

全体は，球形をなしている。

５・７は，土師器長胴甕である。５は，頸部から胴部への移行がなだらかで，口縁部は，短く外

反する。胴部は中央に膨らみがあり，外面は縦位にヘラケズリ調整されている。７は，胴部の膨ら

みが弱い点を除くと，５に類似した特徴を備えている。６は，大型の土師器球胴甕に分類される。

頸部が締まっており，口縁部は「ハ」の字状に大きく開く。

Ｃ群の出土遺物 図示遺物は，無い。

Ｄ群の出土遺物 図４９３・図４９４・図４９５－１に掲載した。

図４９３－１・２は，土師器粗製杯に分類される。口径が大きく，全体が底部に向かって窄まる。底

部は，突出している。１は，底部外面に木葉痕が観察される。

図４９３－３～７は，小～中型の土師器甕である。３は，頸部が括れず，胴部から口縁部までそのま

図４９１ ２号溝跡出土遺物（１４）
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ま連続して立ち上がる。このため，口縁部は内傾している。胴部外面は，縦位にヘラケズリ調整さ

れており，内面は，粘土紐痕を指で押さえただけの簡単な調整が行われている。この土器は，胴部

下端に，焼成後の粗い穿孔が観察される。祭祀に関わる痕跡であろう。４～６は，頸部が括れ，口

縁部が外傾ないし外反する器形を呈している。４・５は，胴部全体が下に窄まっており，６は，中

央に膨らみをもつ。５は，頸部の括れが弱く，口縁部が直立気味に立ち上がる。７は，器形の上で

は，球胴甕に分類される。頸部は強く括れており，口縁部は「ハ」の字状に開く。以上の４～７は，

外面がハケメ調整で共通する。

図４９３－８・１０は，外面ハケメ調整の土師器甑である。８は，単孔式に分類されるもので，上半部

を欠いている。９は小型の無底式に分類される。口縁部が「ハ」の字状に大きく開き，胴部全体が

下に窄まる器形を呈している。

図４９４，図４９５－１は，中～大型の土師器甕である。図４９４－１は，寸詰まりの胴部を有しており，

長胴甕には分類しがたい。中型品に属する。胴部は下膨れ気味を呈する。図４９４－２・３・５は，長

胴甕に分類される。２は，寸胴で，口縁部が外反する。３・５は，胴部中央に膨らみを有しており，

口縁部が外反する。図４９４－４・図４９５－１は，球胴甕にあたる。前者は，頸部と胴部の境に明瞭な

段を形成し，口縁部が直立する。胴部は，ほぼ球形を呈する。後者は，胴部が横長の玉葱状を呈し

ている。頸部は短く直立し，口縁部は大きく反り返っている。以上は，外面がハケメ調整で共通す

る。

Ｅ群の出土遺物 図４９５－２～７に掲載した。

２・４は，土師器粗製杯に分類される。２は口径がやや大きく，底部外面に木葉痕が観察される。

４は，小型品に属するもので，内面は黒色を呈している。ヘラミガキは施されていないが，意図的

なものと考え，図化している。

３は，中型の土師器球胴甕である。胴部はほぼ球形で，頸部は直立し，口縁部が外反している。

口縁端部は，平坦面をなす。胴部外面は，縦位のヘラケズリ調整で仕上げられている。この土器は，

底部外面が剥離しており，胴部下端も，同じ状態で孔が開いている。表面の色調は，一部変色して

おり，被熱した痕跡をとどめている。

５は，小型の土師器甑である。単孔式に分類されるもので，器形全体は，底部に向かって窄まっ

ている。頸部は括れない。外面は，ハケメ調整されている。

６は，有段丸底の土師器杯である。口径２０�を越える大型品で，底部は平底風をなす。口縁部は，

大きく開いている。

７は，小型の土師器甕に分類される。口径が大きく，胴部全体は下に向かって窄まっている。底

部が突出する。口縁部は，短く外反する。

Ｆ群の出土遺物 図４９６－１～９に掲載した。

１・２・４～６は，有段丸底杯に分類される土師器杯である。１・２・５・６は，口縁部が外傾

しており，４は内湾する。
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３・８は，土師器高杯である。３は，単脚に有段丸底杯を乗せたもので，杯部は器高が高く，安

定感がある。脚部は，中空につくられており，裾は「ハ」の字状をなす。透かしはみられない。８

は，杯部が意図的に壊されており，どのようなものであったかを知ることができない。遺構の記述

で触れたように，置き台に転用されたと推定している。

７は，高台の付く須恵器�である。口縁部を欠損しており，注ぎ口外面が剥離している。ただ，

出土状態は，頸部が祭祀面に潜り込んでいたので，この段階で，既に頸部は欠損していたことにな

る。意図的に壊されたのだろうか。器形は，胴部が玉葱状をなしており，肩が少し張る。そして，

この位置の外面に，１条の沈線が施されている。また，底部内面は，大きく盛り上がる特徴を有し

ている。注ぎ口は，受け口を意識してつくられとみられるが，それほど突出していない。高台部は，

裾広がりで，端部が内側に屈曲する。この須恵器は，優品である。細部のつくりが丁寧で，胎土は

精選されており，焼成はきわめて良好である。色調は，表面が青灰色，断面が赤褐色を呈している。

９は，土師器長胴甕になる。器形は，口径が胴部径より大きく，広口である。胴部は，中央に膨

らみをもち，下半が強く窄まる。外面は，ハケメ調整されている。この資料は，外面に白っぽく変

色した部分がみられ，明らかな被熱痕跡を残している。

Ｇ群の出土遺物 図４９６－１０・図４９７－１・２に掲載した。

図４９６－１０は，大型の土師器球胴甕に分類される。胴部は，きれいな球形を呈しており，強く締まっ

た頸部が内傾して立ち上り，口縁部が外反する。胴部外面は，ハケメ調整されている。

図４９７－１・２は，ハケメ調整の土師器長胴甕である。１は，胴部に膨らみがあまり無く，なだら

かなプロポーションを呈している。口縁部端部は，反り返っている。２は，胴部中央が膨らんでお

り，底部が突出気味になっている。口縁部は，外傾している。

Ｈ群の出土遺物 図４９７－３～５，図４９８－１に掲載した。

図４９７－３は，土師器長胴甕である。胴部中央に膨らみがあり，口縁部は外傾する。外面は，ハケ

メ調整されている。

図４９７－４は，土師器小甕に分類される。口径が大きく，頸部が括れて，胴部下半が窄まっている。

胴部外面はハケメ調整で，底部外面に木葉痕が観察される。

図４９７－５は，土師器手づくね土器である。底部は平底をなしている。

図４９８－１は，須恵器提瓶である。肩に，ボタン状の取っ手痕跡の付くもので，頸部外面に，２重

沈線が回る。口縁部は，「ハ」の字状に開いており，端部は窪み気味の平坦面をなす。この須恵器は，

優品である。細部まで丁寧につくられており，良好な焼き上がりとなっている。ただ，胴部は歪ん

でおり，破片の接合が不整合となった。したがって，在地の製品と考えられ，本遺跡近隣に窯跡の

存在が想定される。

Ｉ群の出土遺物 図４９８－２～８，図４９９に掲載した。

図４９８－２・３・５は，土師器杯である。２・３は，器高の高い椀状を呈するもので，口縁部は内

湾している。５は，平底状の底部をなす小型品である。口縁部下端に，段は形成されていない。
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　Ｆ群・�２�

２　Ｆ群�

３　Ｆ群�

４　Ｆ群�

５　Ｆ群�

６　Ｆ群・�２・�
　　底面近く�

７　Ｆ群� ８　Ｆ群�

９　Ｆ群�

１０　Ｇ群�

図４９６ ２号溝跡出土遺物（１９）
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　Ｇ群�

２　Ｇ群�

３　Ｈ群�

４　Ｈ群�

５　Ｈ群�

図４９８－４は，土師器高杯である。口縁部は，粘土紐接合部できれいに割れている。脚部は短く，

中空につくられている。端部はまくれない。

図４９８－６は，小型の土師器甕に分類される。口径が大きく，胴部は，全体に下へ向かって窄まる。

口縁部は，外反する。外面はハケメ調整されている。

図４９８－７は，小型の土師器甑である。器形は，体部下端から口縁端部まで，直線的に外傾する。

単孔式に分類されるもので，胴部外面はハケメ調整されている。

図４９８－８は，土師器の小型壺に分類される。胴部は，算盤玉状をなしており，口縁部は，直立気

図４９７ ２号溝跡出土遺物（２０）
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　Ｈ群�

４　Ｉ群� ５　Ｉ群�

６　Ｉ群�

７　Ｉ群�

８　Ｉ群�

２　Ｉ群・�２�
３　Ｉ群・�２�

図４９８ ２号溝跡出土遺物（２１）
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０� １０㎝�
（１/３）�１　Ｉ群�

２　Ｉ群�

味に長く外傾する。外面はハケメ調整されている。

図４９９－１・２は，土師器長胴甕である。外面は，ハケメ調整されている。１は，胴部下膨れのタ

イプで，口頸部が「く」の字状に外傾する。２は，胴部中央に膨らみのあるもので，口縁部を欠い

ている。

ま と め

本遺構は，栗囲式期の集落内部を区画した大溝跡の１つである。自然堤防を横断して，東西に走っ

ている。対になる１・５号溝跡とは，内幅で１１０ｍ～１１５ｍの距離を測る。また，埋没後も，集落の

住民に「区画」が意識されたようで，そのことが遺構分布の上から窺えた。

本溝跡では，後背湿地側で祭祀が行われている。集石と土器を伴うもので，同じ状況は，１号溝

跡でも確認されている。水辺の祭祀という性格付けが与えられる。 （菅 原）

３号溝跡 ＳＤ０３

遺 構（図５００）

本遺構は，Ｍ２１・Ｎ２１グリッドにまたがって検出された溝跡である。営まれたのは，阿武隈川に

面した自然堤防の西斜面片部である。７１・７２・１２８・１３０号住居跡と重複しており，それらより新

しい。

本溝跡は，全長２６．５ｍ，幅３．０～４．１ｍの規模を有しており，高木遺跡の西端を縁取るように掘られ

ている。検出当初，栗囲式期の集落区画施設ではないかと想定し，調査を進めたが，上述のように

図４９９ ２号溝跡出土遺物（２２）

第１編 高木遺跡

５８８



３号溝跡�

２０８.９０ｍ� １�

１�２�

４�３�
２�

３�

５�
４�

２�

Ａ� Ａ′�

Ａ�

Ａ′�

２０８.３０ｍ�
Ｂ� Ｂ′�

Ｂ�

Ｂ′�

０� ８ｍ�

（１/１６０）�

　３号溝跡ＡＡ′堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土�
２　１０ＹＲ５/２　灰黄褐色砂質土�
３　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
４　１０ＹＲ５/４　にぶい黄褐色砂質土�
５　１０ＹＲ５/３　にぶい黄褐色砂質土�

　３号溝跡ＢＢ′堆積土�
１　１０ＹＲ４/４　褐色砂質土�
２　１０ＹＲ４/６　褐色砂質土�
３　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�
４　１０ＹＲ３/４　暗褐色砂質土�
　　　　　　　（炭化物少量含む）�

Ｙ:５０,９２３�

Ｘ:１６７,９９０�

Ｙ:５０,９２３�

Ｘ:１６７,９７１�

Ｙ:５０,９１３�

Ｘ:１６７,９７１�

ＳＤ０３�

ＳＩ１２８�

ＳＩ１３０�

ＳＩ４３�

ＳＩ７１�

ＳＩ７２�

ＳＩ１１９�

ＳＫ２２�

ＳＫ３２�

竪穴住居跡をすべて切っており，

遺物の量も少なかったことから，

新しい時期の遺構と判断した。

堆積土は，自然流入土と考え

ている。

２か所で，土層断面を観察し

たが，いずれもきれいなレンズ

状堆積の様相を呈している。

遺物は，土師器片２４点が出土

した。

小さな破片ばかりで，遺構の

時期を直接示すものではないと

考えている。

ま と め

本遺構は，阿武隈川に面した

自然堤防の西斜面肩部に掘られ

た溝跡である。

時期・性格については，決め

手が得られなかった。

（菅 原）

４号溝跡 ＳＤ０４

遺 構（図５０１，写真４７４・４７５）

本遺構は調査区北部のＮ２０－３８・３９・４７・４８グリットから検出した，幅約１ｍの細長い溝跡である。

５９・１０３・１０４号住居跡と重複しているが，本溝跡はそれらの廃絶後に造られている。

そのため，本遺跡で検出された住居跡を中心とした集落が形成された時期とは異なるものとみら

れる。

本溝跡は旧道路下のＬ�中から検出した。旧道路の西側沿いに直線的に延びるため，旧道路と同

時期のものとも考えたが，道路中央に通る水道管の延びる方向とはやや異なっている。本溝跡は１０４

号住居跡のカマドとみられる焼土跡を破壊して，そこから北東方向へと延びているが，５９号住居跡

と重複する付近までしか確認できなかった。遺存する部分の長さは約９．５ｍで，褐灰色砂質土が堆積

していた。溝跡の幅は約１ｍ前後で，深さは８～２０�しか残っておらず，壁は緩やかに立ち上がっ

ている。底面はほぼ平坦であった。

図５００ ３号溝跡
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４号溝跡�

２０８.５０ｍ� １�

１�

２�

Ａ� Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′
�

２０８.６０ｍ�
Ｂ� Ｂ′�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

撹　乱�

撹　乱�

０� １ｍ�
（１/４０）�

０� ２ｍ�
（１/８０）�

　４号溝跡ＡＡ′堆積土�
１　１０ＹＲ４/１　褐灰色砂質土�

　４号溝跡ＢＢ′堆積土�
１　１０ＹＲ４/１　褐灰色砂質土�
　　　　　　　（植物根含む）�
２　１０ＹＲ４/１　褐灰色砂質土�
　　　　　　　（黒褐色砂塊を斑状に含む）�

Ｙ:５０,９４５�

Ｘ:１６８,０２７�

Ｙ:５０,９５２�

Ｘ:１６８,０２７�

Ｙ:５０,９４５�

Ｘ:１６８,０２２�

ＳＤ０４� ＳＩ５８�

ＳＩ５９�

ＳＩ１０３�

ＳＩ１０４�

１　Ｐ１上面�

０� ６㎝�
（１/３）�

また，本溝跡の底面からはピット２基を検出している。ピットは南西端から約４ｍほど離れたと

ころに隣接しており，不整な楕円形とも方形ともいえる形をしている。これらのピット内の堆積土

は溝跡の堆積土と同じ褐灰色砂質土であったが，その中には黒褐色砂塊を斑状に含んでいた。大き

さは西側の１号ピットが長軸約１５０�，短軸約５０�，深さ約４０�で，東側の２号ピットが長軸約１１０�，

短軸約４５�，深さ約１５�である。また，１号ピット底面の中央からは長軸約４０�，短軸約２０�の楕円

形の小ピットが確認できた。深さは１号ピット底面から約１５�ほどである。

遺 物（図５０１，写真６７３）

本溝跡から出土した遺物のうち，図示したものは図５０１－１の鉄製品１点である。１は形状から断

面が角状になる角釘とみられる。１号ピットにかけた土層ベルトＢＢ´の�１から出土した。

ま と め

本溝跡の性格や時期は不明である。出土遺物の鉄釘は古代のものとみられ，周囲に使用されてい

たと考えられる建物跡が存在しないことから，本溝跡の何らかの施設に用いられていた可能性もあ

る。しかし，本溝跡は幅が１ｍであり，後世の規格で造られたものとみられる。 （大 波）

５号溝跡 ＳＤ０５

遺 構（図４６１，写真４５７・４７６・４７７）

本遺構は，栗囲式期の集落内部を区画した大溝跡の１つである。調査区南部のＭ２３・Ｎ２３グリッ

ドで検出され，自然堤防を東西に横断している。等高線を拾ってみると，この場所は，浅い沢状の

旧地形をなしており，掘削しやすい点を利用して意図的な地形の選択が行われたと推定される。

本溝跡の南側には，１号溝跡が平行して走っており，両者は前後関係を有していたと考えられる。

図５０１ ４号溝跡・出土遺物
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６　底面�

４　底面�

５　�５�

１　�１�

２　�１�

３　�１�

０� １０㎝�
（１/３）�

０� ５㎝�
（１/２）�

ただ，直接の切り合いはなく，この点は確かめることはできなかった。

検出されたのは，３１ｍの長さである。西側は撹乱で破壊されており，東端は調査区外に伸びてい

る。規模は，上幅３．２～４．４ｍで，検出面からの深さは，６８～８０�を測る。断面は逆台形を呈しており，

平坦な底面をなしている。

本溝跡は，自然埋没したと考えている。断面は，典型的なレンズ状堆積の様相を呈しており，人

為的に埋められたと見なす積極的な根拠は得られなかった。堆積土は，１号溝跡に比べると，含有

物を含まず，純粋な基本土層に近い傾向が認められた。このことは，本溝跡がごく短期間のうちに

埋没したことを示していると考えられる。出土遺物が，１号溝跡に比べてはるかに少ないことにも，

それはよく反映されていると思われる。

遺 物（図５０２，写真６７３）

遺物は，土師器片１２３点，須恵器片４点，土製品１点，金属製品１点が出土した。

図５０２－１は，有段丸底の土師器杯になる。口縁部の大きく開いた器形を呈している。

図５０２－２は，小型の土師器甕になる。頸部がほとんど括れず，口縁部の直立する器形を呈してい

る。胴部外面調整は，ハケメである。

図５０２－３は，須恵器杯身になる。器高の高い特徴的な器形を呈しており，受け部は，口縁が細長

く伸びて，丸く収められている。また，底部外面には手持ちヘラケズリ調整が加えられ，体部下端

には回転ヘラケズリ調整が施されている。

図５０２－４は，須恵器甕の胴部片になる。外面にタタキメが観察される。

図５０２－５は，性格不明の土製品になる。中央に孔の開いたボタン状を呈しており，片面は中心が

突出する。

図５０２ ５号溝跡出土遺物
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図５０２－６は，鉄製の刀子と考えられる。両端が欠けている。

ま と め

本遺構は，栗囲式期の集落内部を区画した大溝跡の１つである。自然堤防を横断して，東西に走っ

ている。対になる２号溝跡とは，内幅で１１０～１１５ｍの距離を測る。

隣接する１号溝跡とは共存せず，前後関係を有していたと考えられる。ただ，直接の切り合いが

なく，この点を確かめることは出来なかった。

堆積土の特徴と出土遺物の少なさから，本溝跡が機能していたのは，ごく短期間であったと考え

られる。 （菅 原）

第５節 特殊遺構

特殊遺構としたのは，これまで報告した竪穴住居跡・土坑・焼土遺構・溝跡に該当しない７遺構

である。このうち，４号特殊遺構は８０号住居跡の中で，６号特殊遺構は１号溝跡の中で，既に事実

報告を行っている。前者は８０号住居跡の掘形であり，後者は１号溝跡で行われた祭祀遺構である。

本節では，残る５遺構について記述していく。

１号特殊遺構 ＳＸ０１

遺 構（図５０３，写真４８０・４８１）

本遺構は，Ｏ２０グリッドで検出された。

５本の平行する溝跡で構成されており，実際には，さらに多くの溝跡が周囲に広がっていたと推

定される。別遺構で調査した４号特殊遺構も，同一遺構の可能性が高いと考えている。営まれたの

は，後背湿地に面した自然堤防の東斜面である。

遺構配置図の上では，本遺構のすぐ斜面下に５～７号土坑が位置している。しかし，層位的にみ

て，両者は明らかに共存しない。５～７号土坑は，Ｌ�３上面から掘り込まれており，本遺構は，

その上のＬ�２a上面から掘り込まれている。

本遺構を構成する５本の溝跡は，１．０～１．３ｍの間隔で，整然と並んでいる。方向は，発掘基準線

北に対して，西に約５５°振れている。これは，立地する微地形の等高線に，ほぼ直交した傾きである

ことが指摘される。

各溝は，幅５０�前後で，断面は「Ｕ」字形をなしている。掘り込み面のＬ�２a上面からは，２５～

３０�の深さを測る。堆積土は，にぶい黄橙色砂質土で共通している。締まりがなく，柔らかい傾向

が認められた。

遺物は出土していない。

ま と め

本遺構は，５本の平行する溝跡で構成された遺構である。各溝跡は，ほぼ等間隔で並んでおり，
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１号特殊遺構�

２０８.６０ｍ�

１� １� １� １�
ＬⅡ２ａ�

ＬⅡ２ｂ�

ＬⅡ３�

ＬⅢ�

ＬⅠ�

ＬⅡ２ａ�

Ａ�

Ａ
�

Ａ′�
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Ｙ:５０,９８２�
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Ｙ:５０,９８７�

Ｘ:１６８,０２５�

Ｙ:５０,９８２�
Ｘ:１６８,０１９�

　１号特殊遺構堆積土�
１　１０ＹＲ７/４　にぶい黄橙色砂質土�
　　　　　　　（しまりなし，やわらかい）�

さらに，周囲に広がっていたと推定される。

こうした特徴は，畝状遺構と呼ばれるものと一致しており，本遺構の性格は，耕作痕と考えられ

る。時期は，層位的な観点から，表杉ノ入式期～栗囲式期の幅の中で位置付けることが可能と考え

ている。 （菅 原）

２号特殊遺構 ＳＸ０２

遺 構（図５０４，写真４８２）

本遺構は調査区北西側のＮ２０グリッドに位置し，Ｌ�精査中に検出されたものである。

遺構は円形の焼け面・整地層の広がり・ピットからなり，それらがほぼ３ｍ四方の範囲にまとまっ

ている。最も北側に位置する焼け面は直径約４０�の円形の範囲で酸化しているもので，それより一

図５０３ １号特殊遺構
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ト
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

　２号特殊遺構堆積土�
１　７.５ＹＲ３/３　暗褐色砂質土（焼土・炭化物を含む）�
２　７.５ＹＲ４/３　褐色砂質土（焼土・炭化物を含む）�

　鍛冶炉堆積土�
１　７.５ＹＲ４/４　褐色砂質土（焼土塊含む）�

　Ｐ１堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土（焼土少量含む）�
２　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
　　　　　　　（黄色砂と暗褐色土塊混入）�
３　１０ＹＲ４/３　にぶい黄褐色砂質土�

　Ｐ２堆積土�
１　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
　　　　　　　（黄色砂と暗褐色土多量混入）�

　Ｐ３堆積土�
１　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土（焼土塊含む）�

　Ｐ４堆積土�
１　１０ＹＲ４/２　灰黄褐色砂質土�
２　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�
　　　　　　　（黄色砂と暗褐色土塊混入）�

　Ｐ５堆積土�
１　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土�

５０５－１�

ＳＸ０２�

ＳＩ２０�

ＳＩ１１�

ＳＩ０３�

回り大きい掘形を有している。掘形の深さは約２０�を測り，褐色砂質土が堆積しその上部が５�ほ

どの厚さで酸化している。

整地層の広がりは焼け面の南側で認められ，焼土と炭化物を含む暗褐色砂質土が幅１ｍ前後で２．５

ｍの長さに渡って，きわめてゆるい立ち上がりの凹面の上層に堆積している。焼け面に伴うくぼみ

状の作業面が徐々に埋まっていったと考えることも可能であろう。

ピットはＰ１～５の５基が検出され，円形あるいは楕円形を呈するが大きさは一様ではない。Ｐ

１は最も大型で，西側は整地層を切り込み，東側はトレンチによって一部失われている。復元する

と長径１５０�ほどが予想され深さは２５�前後，堆積土中には焼土ブロックが混入している。Ｐ２は長

径８０�で深さ約１５�の皿状の断面形を呈し，整地層の下位で検出されている。Ｐ３は長径１００�，Ｐ

４は直径６０�で深さは３０～３５�を測り，断面形は深鍋状を呈しＰ３の堆積土には焼土ブロックを含

んでいる。Ｐ５は直径３０�，深さ２５�の小型ピットで，整地層とＰ１を切って掘り込まれている。

整地層との重複関係から各ピットが時間差を有して存在したことが知られ，ある程度長期の焼け面

に伴う作業に関連しながら設けられたものと考えられる。

図５０４ ２号特殊遺構
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１　Ｐ１底面・�
　　Ｐ１�１�

２　焼土上面�
　　・堆積土�

３　堆積土�
�

４　周辺�

被熱範囲�

０� １０㎝�
（１/３）�

遺 物（図５０５，写真６３９）

本遺構からは土師器・羽口・鉄滓が

出土しており，そのうちの４点を図示

した。

図５０５－１・２は土師器の杯でロクロ

調整によるものである。外面体部下端

から底部には回転ヘラケズリが施され

ているが１の中央には糸切り痕が認め

られる。内面はヘラミガキの後黒色処

理が施されているが２は二次加熱を受

けており器面が荒れ，黒色が失われ

て一部赤変している。

図５０５－３・４は羽口で３は先端部近

くを残す破片，４は全体の８割程度遺

存するものである。外面全体はナデ調

整が行われており，両者とも先端部側は熱を受けて灰色となっているが溶着滓はみられない。なお，

出土した鉄滓については化学分析を実施しているので詳細は付編を参照していただきたい。

ま と め

本遺構は遺構の特徴と出土遺物から鍛冶遺構と推定され，北側で検出された円形の焼け面が鍛冶

炉と考えられる。整地層や周辺のピットにみられる焼土や炭化物は，鍛冶作業において生じ，混入

したものであろう。時期については図示した土師器から９世紀前半が考えられる。 （安 田）

３号特殊遺構 ＳＸ０３

遺 構（図５０６，写真４８３・４８４）

本遺構は，Ｎ２１グリッドで検出された住居掘形である。床面は，まったく残存せず，カマド痕跡

も認められなかったので，特殊遺構で扱った。営まれたのは，後背湿地に面した自然堤防の東斜面

肩部である。

重複関係を整理しておくと，周辺遺構の中で最も古く位置付けられ，７８・１２１・１５６号住居跡に切ら

れている。

堆積土は，２層に分層された。人為堆積土と考えている。�１に，焼土・炭化物が土器片と一緒

になって含まれていた。底面は，緩やかに凹凸があり，締まっていなかった。

本遺構の平面プランは，中の抜けた方形基調を呈している。北西隅と南東隅は，突出しており，

規模は，東西４．５ｍ，南北５．０ｍを測る。住居跡としては，中型のものであろう。

遺物は，土師器片１６４点が出土した。層位は，�１に集中している。図示可能な資料に恵まれなかっ

図５０５ ２号特殊遺構出土遺物
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３号特殊遺構�
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Ａ�

Ａ′�

撹　乱�

撹
　
乱�

０� ２ｍ�
（１/５０）�

　３号特殊遺構堆積土�
１　１０ＹＲ６/３　にぶい黄橙色砂質土（焼土・炭化物を含む）�
２　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂質土�
�

Ｙ:５０,９５０�

Ｘ:１６７,９８７�

Ｙ:５０,９５０�

Ｘ:１６７,９８２�

Ｙ:５０,９４５�

Ｙ:１６７,９８２�

ＳＸ０３�

ＳＩ１５６�

ＳＩ１１３�

ＳＩ１２１�

ＳＩ１４２�

ＳＩ８０・�
　　ＳＸ０４�

ＳＩ７８� ＳＩ２４�

たが，栗囲式に比定される杯・甕の破片が認められた。

ま と め

本遺構は，後背湿地に面した自然堤防の東斜面肩部に営まれた住居跡の掘形である。床面はまっ

たく残存せず，カマド痕跡も認められなかった。

時期は，重複遺構の所見と出土遺物から，栗囲式期と考えている。 （菅 原）

５号特殊遺構 ＳＸ０５

遺 構（図５０７，写真４８４）

本遺構は，Ｏ２０グリッドで検出された２本の平行する溝跡である。営まれたのは，後背湿地に面

した自然堤防の東斜面である。

図５０６ ３号特殊遺構

第１編 高木遺跡
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５号特殊遺構�

２０８.４０ｍ�
Ａ� Ａ′�
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撹　乱�

０� ２ｍ�
（１/５０）�

Ｙ:５０,９８５�

Ｘ:１６８,０３６�

Ｙ:５０,９８５�

Ｘ:１６８,０３４�

Ｙ:５０,９８２�

Ｘ:１６８,０３６�

他の遺構との重複関係は，認められな

い。

本遺構は，規模・方向が１号特殊遺構

と類似している。したがって，一連の広

がりを部分的に検出しただけで，両者は，

同一遺構と考えている。

本遺構を構成する２本の溝跡は，１．４ｍ

の間隔で，平行に並んでいる。規模には

斉一性がみられ，幅４２～５０�，検出面か

らの深さ１８～２１�の範囲におさまる。

遺物は出土していない。

ま と め

本遺構は，後背湿地に面した自然堤防

の東斜面で検出された遺構である。

１号特殊遺構と一連の低地に営まれた畝状遺構＝耕作痕と推定している。

時期は，表杉ノ入式期～栗囲式期の幅の中で捉えられる。 （菅 原）

７号特殊遺構 ＳＸ０７

遺 構（図５０８，写真４８４）

本遺構はＭ２４グリッドで検出された焼土面を伴う施設である。営まれたのは，調査区南端近くの

西向き斜面である。

平面プランは，楕円形を呈しており，規模は９０�×７１�を測る。底面は平坦で，壁は直線的に外

傾して立ち上がる。

堆積土は２層に分層された。人為堆積土と考えている。

焼土面は，�１上面に形成されており，検出状態で５２�×３６�の範囲に認められた。断面の厚さ

は，４�である。

この焼土面に食い込むような状態で，逆さに伏せられた須恵器が出土した。意図的に置かれたも

のと推定される。

遺 物（図５０８，写真６３９）

遺物は，須恵器片１点が出土した。

図５０８－１は，須恵器盤の高台部と考えられる。裾が強く外反して開いており，内端接地する。ま

た，その外面側には縦位の刻みが施され，装飾的効果をあげている。このような類例は，多摩ニュ

－タウン№３４２遺跡１号窯跡で認められる。

図５０７ ５号特殊遺構
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７号特殊遺構�
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５０８－１�

５０８－１� １　�１�
０� １０㎝�

（１/３）�

　７号特殊遺構堆積土�
１　１０ＹＲ３/３　暗褐色砂質土（焼土粒多量含む）�
２　１０ＹＲ３/２　黒褐色砂質土�

ま と め

本遺構は，焼土面が形成され，意図的に置かれたとみられる須恵器を伴っていた。したがって，

祭祀に関連する性格を有していたと考えられる。 （菅 原）

第６節 遺物包含層

概 要（図５０９・５１０，写真４８５～４９３）

遺物包含層（Ｌ�３）は，Ｏ２０グリッドの東向き斜面から検出された。標高２０５．９ｍの等高線に平

行して多量の遺物が帯状に検出され，さらにその斜面下側には，被熱した礫がまばらに散在してい

た。

時期は，栗囲式期に比定される。

この包含層は，斜面上に被熱痕跡のある５～７号土坑が横に並んでおり，ここで行われた祭祀の

道具が廃棄されたと考えられる。５号土坑の北側には，さらにもう１基土坑が認められ，調査でき

なかったが，これも，祭祀の施設跡であったと考えている。

包含層の形成された場所は，後背湿地の落ちぎわである。図５０９に，スクリーントーンを貼った部

分は，土層が青白くグライ化していた。当時は，常時水に漬かった状態であったと推定され，桃核

・クルミ・流木といった自然遺物類が多数検出されている。遺物の帯は，ちょうどこの部分の縁と

重なり合っており，ここで行われたのが，水辺の祭祀であったことを明確に示している。

遺 物（図５１１～５２３，写真６７４～６８６）

遺物は，土師器片３，７８７点，須恵器片６９点，土製品１５点，石製品４点，金属製品１点が出土した。

土器類は，器形全体の復元できるものがほとんどで，なかには，器面の一部を意図的に壊したもの

が認められた。とくに土師器甕にそれは顕著であり，胴部もしくは底部を粗く穿孔したものが８個

体確認された（図５１３－１～４，図５１４－１・３・４，図５１６－４）。

同じような行為は，１・２号溝跡の祭祀遺物にも少なからず確認され，栗囲式期の祭祀では頻繁

図５０８ ７号特殊遺構・出土遺物

第１編 高木遺跡
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に行われていたと考えられる。

また，手づくね土器・ミニチュア土器や，土製玉類・土製模造鏡といった祭祀固有の遺物も豊富

に出土している。

以下，解説していく。

土師器杯 図５１１－１～９・１１・１２は，土師器杯になる。このうち，１～８は有段丸底杯である。

１と２は，器高が低く，口縁部の開いた器形を呈している。２の底部は平底風であり，安定感があ

る。３は，器形全体に丸みがあり，口縁部外面がヘラミガキ調整されている。４・７・８は，１よ

り器高が高めで，体部下端の位置が低い器形を呈している。５は，異形の杯である。体部下端の段

は，器高の中ほどにあり，椀状の深い器形を呈している。また，内面はナデ調整で仕上げられ，ヘ

ラミガキ・黒色処理が行われていない。６は，段の形成が曖昧で，無段丸底杯に近い器形である。

９は，須恵器模倣杯に分類される。口縁部は直立しており，外面はヘラミガキ調整されている。１１

は，口縁部が内傾する杯である。器面調整は簡素であり，外面はハケメ調整，内面は底部を除いて

ナデ調整だけで仕上げられている。この点では，１２も類似した特徴を備えており，口縁部形態に違

いがあるだけで，質感は良く似ている。

小～中型の土師器甕 図５１１－１３～１６，図５１２－１～９，図５１３－１，図５１５－３・６は，小～中型の

土師器甕になる。それらは，本来，煮炊具であったとみられ，使用痕跡の観察される個体もある。

したがって，祭祀に使用されたとはいえ，そのために製作された土器ではないと考えられる。順に

解説していくと，まず，図５１１－１４は逆台形の器形を呈しており，頸部には括れが認められない。胴

部外面はハケメ調整の後，軽いナデ調整が加えられている。図５１１－１３は，頸部が内傾し，口縁部が

直立する器形を呈している。胴部外面調整は，ハケメである。それらを除いたほとんどは，口頸部

が外反ないし外傾するタイプであり，外面調整は，やはりハケメで統一されている。図５１１－１５・１６，

図５１２－４・６・８は，その中でも，寸詰まりの器形をなすもので，口径が器高を上回るか，それに

近い数値を示す。他は，やや縦長の器形を呈しており，図５１３－１では，祭祀に伴なう器面の一部破

壊が行われている。

長胴タイプの土師器大型甕 図５１３－３・４，図５１４－１～４，図５１５－４・５，図５１６－１は，長胴

タイプの土師器大型甕になる。このうち，図５１３－３・図５１４－２・４は，口径が胴部径より大きな

１群である。図５１３－３は，胴部上半が大きく膨らんでおり，図５１４－２→図５１４－４の順にそれが弱

くなる。図５１３－４・図５１４－１・図５１５－４・図５１６－１は，胴部径の方が口径より大きく，胴部が下

膨れをなす１群である。中でも，図５１３－４は，胴部下半の膨らみが大きく，図５１３－３とは対照的

な器形を呈している。また，図５１６－１は，器高３５�前後の大型品で，胴部全体の横幅が広めである。

図５１４－３は，口径が胴部径よりわずかに大きく，胴部がラグビーボール状を呈している。

土師器球胴甕 図５１６－２～４，図５１７－１～３，図５１８－１～３，図５１９－１～４は，土師器球胴甕

になる。胴部外面調整には，ハケメが卓越しており，一部にヘラミガキ・ナデが認められる。それ

らは，大きさの違いで，小型の図５１６－２・４，中～大型の図５１６－３，図５１７－１～３，図５１８－１～
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図５１０ １号遺物包含層遺物出土状況
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図５１１ １号遺物包含層出土遺物（１）
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図５１２ １号遺物包含層出土遺物（２）
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図５１３ １号遺物包含層出土遺物（３）
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図５１４ １号遺物包含層出土遺物（４）
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図５１５ １号遺物包含層出土遺物（５）
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図５１６ １号遺物包含層出土遺物（６）
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３，図５１９－１～３，特大型の図５１９－４に分類される。小型の２点は，どちらも整った胴部形態を

なしており，図５１６－１はやや広口である。中～大型の１０点のうち，図５１７－３，図５１８－１～３，図

５１９－１・２は，頸部が強く窄まっている。図５１７－１・２，図５１９－３は広口である。特大型の図５１９

－４は，下半部だけのため，器形全体の特徴は知ることができない。

須恵器杯 図５２０－１は，須恵器杯になる。器高が高めで，全体に丸みを帯びた器形を呈している。

口縁部は内傾気味に立ち上がり，先は丸く収めている。器壁は厚めであり，外面のロクロメは明瞭

である。

須恵器高杯 図５２０－２は，須恵器高杯の脚部になる。長脚２段の４方透かしで，外面には波状文

が施されている。透かしは上下に揃わず，互い違いに施される点が特徴的である。また，胎土には

大粒の白色砂粒の混入が顕著に目立つ。

須恵器瓶 図５２０－３は，須恵器瓶の口頸部になる。口縁端部が上下に挽き出されており，内面は

沈線状をなしている。

須恵器小壺 図５２０－４は，須恵器小壺になると思われる。胴部上半の破片であり，外面に櫛歯状

の列点刺突文が施されている。

須恵器横瓶 図５２０－５は，須恵器横瓶になる。この資料は無傷の完形品である。胴部は寸詰まり

で，圧縮されたようになっており，当該器種としては古手の要素を備えている。頸部は直立気味に

外傾しており，口縁部は強く外反して，先端が短く上に摘み出されている。胴部外面調整は，カキ

メである。

須恵器鉢 図５２０－６は，須恵器鉢になると思われる。口縁部は直立しており，先端は内傾する平

坦面をなす。あるいは，大型器種の高台になるかもしれない。

須恵器甕 図５２０－７～９，図５２１－１は，須恵器甕になる。図５２０－７は，中型品の口頸部片であ

る。端整なつくりであり，外面には整った波状文が施されている。口唇部は平坦面をなしている。

図５２０－８は，大型品の頸部片である。残存部からすると，胴部の肩が張るタイプになると推定され

る。図５２０－９は，大型品の口頸部片になる。口縁部は，反り返っており，上端は水平になっている。

内外面に波状文が認められる。図５２１－１は，器形全体の判明する大型品である。肩の強く張る胴部

を有しており，底部は平底である。外面に平行タタキメ，内面にアテメが観察される。この甕は，

底部が平底である点で，当該遺物包含層の遺物としては，年代的に後出的な要素を備えており，本

当に共伴したのか疑問がある。したがって，混入の可能性が高いことを明記しておく。

須恵器広口壺 図５２１－２は，須恵器広口壺になる。胴部は球形を呈しており，頸部が直立気味に

外傾して，口縁部が外反する。口唇部は，平坦面をなす。胴部外面は，カキメ調整されている。

ミニチュアの土師器杯 図５２２－１は，ミニチュアの土師器杯になる。丸底の整った器形をなして

おり，口縁部は短く外傾する。

土師器粗製杯 図５２２－１５は，土師器粗製杯になる。器形は手づくね土器と違わないが，口縁部が

横ナデ調整されている点に特徴がある。

第１編 高木遺跡
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図５１７ １号遺物包含層出土遺物（７）
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図５１８ １号遺物包含層出土遺物（８）
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図５１９ １号遺物包含層出土遺物（９）
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図５２０ １号遺物包含層出土遺物（１０）
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図５２１ １号遺物包含層出土遺物（１１）
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図５２２ １号遺物包含層出土遺物（１２）

第１編 高木遺跡

６１４



０� ５㎝�
（１/２）�

０� １０㎝�
（１/３）�

１　ＬⅡ３�

使用面� 被熱範囲�

２　ＬⅡ３�

３　ＬⅡ３�

４　ＬⅡ３�

土師器手づくね土器 図５２２－２～１４，１６・１７は，土師器手づくね土器になる。大きさにバラエティ

があるが，すべて逆台形を呈しており，指オサエで成形されている。

土製模造鏡 図５２２－１８は，土製模造鏡になる。片面中央に孔の開いた鈕が付されている。

ミニチュアの土師器小壺 図５２２－１９は，ミニチュアの土師器小壺になる。胴部は算盤玉状を呈し

ており，口縁部が欠損している。

土製勾玉 図５２２－２０～２５は，土製勾玉になる。２０は，表面がヘラミガキ・黒色処理されている。

土製丸玉 図５２２－２６は，土製丸玉になる。

砥石 図５２３－１は，砥石とみられる。スクリーントーンを貼った部分は，表面に光沢があり，ツ

ルツルしている。

土製支脚 図５２３－２は，土製支脚になる。カマドの焚口に面していた部分には，被熱痕跡が明瞭

に残っている。

土製紡錘車 図５２３－３は，土製紡錘車になる。完形品である。

鉄鏃 図５２３－４は，鉄鏃と考えられる。一部しか残っていない。

ま と め

１号遺物包含層は，水辺の祭祀の道具が廃棄された場所である。祭祀が行われたのは，斜面上の

５～７号土坑と推定され，北側には，同様の施設がさらに１基存在していたと推定される。

祭祀遺物の内容は，土師器杯・甕類のような日常用品を主体とし，土製模造鏡や玉類のような祭

祀固有の遺物や，須恵器横瓶のような特殊器物が含まれている。

時期は，栗囲式期に位置付けられる。古墳時代祭祀の最終形態を示す良好な資料と評価すること

ができよう。 （菅 原）

図５２３ １号遺物包含層出土遺物（１３）
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第７節 遺構外出土遺物

遺構外からは，膨大な量の遺物が出土している。

時期的には，古墳時代後期～平安時代前半にまたがっており，その中で主体を占めるのは，栗囲

式の土師器である。

以下に，図示遺物の解説を加える（図５２４～５４８，写真６８６～７１４）。

土器・土製品

［ロクロ土師器杯］ 図５２４，図５２５－１～７に掲載した。表杉ノ入式に比定される。

特徴的なものをみていくと，まず，図５２４－４・７は，ロクロ土師器杯の最も初源的なものに位置

付けられる。年代は，８世紀代の中におさまると考えられる。４は，口径：底径比が大きく，内面

のヘラミガキが井桁状に加えられている点に，特徴が認められる。７は，山王川原遺跡の類例で，

これまでにも注目されてきたタイプである。口径：底径比が小さめで，口縁部が内湾して立ち上が

る低平な器形を呈している。底部外面には，静止糸切り痕が残っている。

反対に，図５２５－５・７には，最も後出的な位置付けを与えることができると思われる。口径１０�

前後の小型品で，１０世紀後半以降に卓越する小皿に該当する。

図５２４－１・３・１２，図５２５－１・２・４は，大型で器高の高いタイプである。再調整は，図５２４－

１・１２，図５２５－２・４に回転ヘラケズリ調整が，図５２４－３，図５２５－１に手持ちヘラケズリ調整が

施されている。また，図５２５－１・４は，底部外面に回転糸切り痕が観察される。

図５２４－６・１７は，上述の６点を小型化したタイプになる。このうち，６は体部が膨らんで，口縁

部が短く外反する磁器指向型である。１７は，底部外面に焼成後の穿孔が認められる。

図５２４－９・図５２５－３は，高台杯になる。図５２５－３は，高台部を欠いているが，杯部の器形は明

らかに椀形を呈している。このことから，９世紀後半以降の所産に位置付けられる。

墨書は，５点で確認されている。図５２４－８は，体部外面に「生」，図５２４－９は，底部外面に「生」，

図５２４－１０は，体部外面に「林」が観察される。また，図５２４－１２・１３は，体部外面に判読不明の墨書

が観察される。

［非ロクロ土師器杯・高杯］ 図５２５－８～１６，図５２６～５３０に掲載した。特徴的なものを分類し，

解説を加える。

椀形杯 ここでいう椀形杯とは，南小泉式に出現した口縁部の外反するタイプである。図５２６－１

～３が該当する。身が深く，口縁部外反の度合いがかなり進んでいる。この特徴から，舞台式に位

置付けられると思われる。

有段丸底杯 図５２５－８・９・１１・１２・１４～１６，図５２６－４～１８，図５２７－２～１１・１５，図５２９－１～

１７，図５３０－１・２・４・１８が該当する。ほとんどが栗囲式に比定され，舞台・国分寺下層式のもの

第１編 高木遺跡
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　Ｎ２０－７１　ＬⅡ�

４　Ｏ１８－７８　ＬⅡ�

１０　撹乱溝�

１１　Ｏ２０　ＬⅡ１�

７　Ｎ２１－２７　ＬⅡ�

１２　Ｏ２１－２　ＬⅡ�

１６　Ｏ２０　ＬⅡ１�

１３　Ｎ２０－５０　ＬⅠ�

１５　Ｎ２０　ＬⅡ�

２　Ｎ２１－１０　ＬⅡ�
３　Ｏ２０　ＬⅡ１�

５　Ｎ２１－１０　ＬⅡ�

８　Ｏ１９－４１　ＬⅡ�

６　Ｎ２１－７　ＬⅡ�

９　Ｎ２１－２９�
　　ＬⅡ�

１４　Ｎ２１－８７�
　　撹乱�

１７　Ｏ２１－５５�
　　ＬⅡ�

図５２４ 遺構外出土遺物（１）
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　ＬⅠ�

４　Ｎ２０－８１　ＬⅠ�

１０　Ｏ２０－８３　ＬⅡ２�

１３　ＬⅡ�

１６　ＬⅠ�

２　Ｎ２０－８１　ＬⅠ�

５　Ｏ２１－１　ＬⅡ�

７　Ｏ２１－１　ＬⅡ�

９　Ｏ２１－１　ＬⅡ�

１１　ＬⅠ・Ⅱ�

１４　ＬⅠ�

３　Ｏ２１－１　ＬⅡ�

６　Ｎ２０－８１　ＬⅠ�

８　ＬⅡ�

１２　ＬⅠ�

１５　Ｏ２１－６１　ＬⅡ�

図５２５ 遺構外出土遺物（２）
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を少しだけ含む。ただし，国分寺下層式に関しては，単体での判断が難しい。

特徴的なものを拾っていくと，まず，外面をヘラミガキする一群が目に付く。図５２５－１２，図５２６－

１０，図５２７－３・６，図５２９－１・４・１２・１４，図５３０－１がそれである。口縁部が急角度で短く立ち

上がるものが大半を占めており，須恵器杯蓋模倣タイプとも理解できる器形を呈している。図５２７－

１１は，皿を意識した器形であると思われる。口径が大きく，低平で，底部は平底風を呈している。

図５３０－２・４は，有段丸底杯の古手の特徴を備えている。器高が高く，口縁部は長く外反して伸び

ている。また，内面の括れも明瞭であり，鋭い稜を形成している。したがって，舞台式後半まで溯

る可能性も考えられる。

器面調整の特徴的な痕跡としては，図５２７－８の口縁部外面にハケメ調整痕，図５２７－９の底部外

面にハケメ調整痕，図５２９－１１・１５の底部外面に焼成後の線刻が認められる。

須恵器模倣杯 図５２５－１０・１３，図５２７－１・１２・１４，図５３０－５～１０・１３～１６が該当する。舞台～

栗囲式に比定される。このうち，図５２７－１２・１４は，身の深い器形をなしており，１２では口縁部が内

側へ巻き込むように立ち上がっている。

金属器模倣杯 底部が，平底風ないし平底を呈し，無段のものが該当する。栗囲式後半～国分寺

下層式と思われる。外面をヘラミガキ・黒色処理する傾向が認められる。図５２８－１～３・５は，皿

状の器形を呈するタイプである。３は，内外面がヘラミガキ・黒色処理されている。５は，大型で

ある。

図５２８－４・７，図５３０－１７は，深めの器形を呈している。図５３０－１７は，平底で，内外面がヘラミ

ガキ・黒色処理されている。

高杯 図５３１－１～７が該当する。このうち４は，深めの杯部形態と，裾のまくれない中実の短脚

部の特徴から，舞台式に比定される。

他の６点は，栗囲式であろう。１は，口縁部が内湾しており，脚部は中空である。２は，口縁部

が大きく開いている。３は，口縁部が大きく開き，脚部は中空で，付根から裾まで「ハ」の字状に

大きく開く器形を呈している。５は，裾のまくれる中実の短脚部である。６は，口縁部が直線的に

外傾している。７は，中空の脚部で，裾があまり広がっていない。

［ロクロ土師器甕］ 図５３５－２に掲載した。

胴部中央に最大径のある均整の取れた器形を呈している。口頸部は，「く」の字状に短く外傾し，

口唇部は平坦面をなしている。器面調整は，胴部外面の下位に，縦位の手持ちヘラケズリ調整が施

されている。表杉ノ入式に比定される。

［非ロクロ土師器甕・甑］ 図５３１－８～１３，図５３２～５３４，図５３５－１・３・４，図５３６～図５３８が該

当する。ほとんどは，栗囲式である。

口縁部の内傾する小型の甕 図５３１－８・９の２点がある。８は，外面の頸部下端に軽い段がある。

また，底部は突出しており，外面に木葉痕が観察される。９は，胴部下端にヘラケズリ調整が加え

られている。
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　Ｎ２２　ＬⅢ�

４　Ｎ２２－６３　ＬⅡ�

３　Ｎ２２－６７　ＬⅡ�

２　Ｎ２１－３７　ＬⅡ�

５　Ｎ２１－４９　ＬⅡ�

８　Ｎ２２　撹乱溝�

１１　Ｎ２１－３８　ＬⅡ�

１４　Ｎ２１－２５　ＬⅡ�

１７　Ｎ２２－６３　ＬⅠ�

６　Ｏ１９－９４，Ｏ２０－３・４�
　　ＬⅡ�

９　Ｎ２１－２８　ＬⅡ�

１２　Ｎ２１－２８　ＬⅡ�

１５　ＬⅡ�

１８　Ｏ２０－３　ＬⅡ�

７　Ｎ２１－４３　ＬⅡ�

１０　Ｏ２０－１４　ＬⅡ�

１３　Ｏ１９－９４，Ｏ２０－３・４�
　　ＬⅡ�

１６　Ｎ２１－２８　ＬⅡ�

１９　Ｎ２１－３４　ＬⅡ�

図５２６ 遺構外出土遺物（３）
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　Ｎ２２－６３�
　　ＬⅠ下部�

３　Ｎ２３－８３　ＬⅠ�

６　Ｎ２２－４３　ＬⅠ�

１４　Ｏ２０－１４　ＬⅡ�

１６　Ｎ１９－６７　ＬⅠ�

９　Ｎ２３－３　ＬⅡ�

２　Ｏ１９－８３　ＬⅡ�

５　Ｎ２２－１７　ＬⅡ�

８　Ｎ２１－７７　撹乱�

１１　撹乱�

１３　Ｎ２３－１　ＬⅡ�

１５　Ｍ２３－６４　ＬⅠ下部�

４　Ｎ２１－８７　ＬⅡ�

７　Ｎ２１－２８　ＬⅡ�

１０　Ｎ２３－２１　ＬⅡ�

１２　Ｎ２１－４９　ＬⅡ�

図５２７ 遺構外出土遺物（４）
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　Ｎ２１－２７　ＬⅡ� ２　Ｎ２１－２７　ＬⅡ�

３　Ｎ２２－６３　ＬⅠ�

５　Ｎ２１－２９　ＬⅡ�

７　Ｏ１９－７４　ＬⅡ�

９　Ｎ２１－６６　ＬⅡ�

１２　Ｎ２３－２１　ＬⅡ�

１５　表採�

１１　Ｎ２１－３　ＬⅡ�

１４　Ｎ２１－２５　ＬⅡ�

８　Ｎ２１，Ｎ２２－６３�
　　ＬⅡ�

１０　Ｎ２１－２９　ＬⅡ�

１３　Ｏ１９－８１　ＬⅡ�

４　Ｎ２２－６１　ＬⅠ�

６　Ｏ１９－８３　ＬⅡ�

図５２８ 遺構外出土遺物（５）
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　ＬⅠ�

２　Ｎ２０　ＬⅡ�

５　Ｎ２０　ＬⅠ�

６　Ｍ２４－２６　ＬⅡ�

７　Ｎ１９－９９　ＬⅡ�

８　Ｏ２１－６１　ＬⅡ�

１０　Ｏ２１－２８　ＬⅡ�

１７　Ｏ２０－３５　ＬⅡ�

１３　Ｌ２４－９�
　　ＬⅠ下部�

１５　Ｍ２３－７　ＬⅡ�

１２　Ｍ２３－９　ＬⅡ�

１１　ＬⅡ�

１４　ＬⅡ�

１６　ＬⅡ�

９　Ｎ２０－５８�
　　撹乱溝�

３　Ｎ１７　ＬⅡ�

４　Ｎ１９　ＬⅡ�

図５２９ 遺構外出土遺物（６）
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０� １０㎝�
（１/３）�１８　Ｏ２２－２　ＬⅡ�

１　Ｏ２１－１１　ＬⅡ�

２　Ｎ２０－５８　撹乱溝�
�

３　Ｏ１９－８１　ＬⅡ�
�

４　ＬⅡ�

７　ＬⅠ�

５　Ｎ２１－２８　ＬⅡ�

６　Ｏ１９－８１　ＬⅢ�

８　Ｎ２１－３８　ＬⅡ�

９　Ｎ２２－１５　ＬⅠ下部�
�

１０　Ｎ２０－５３・６３�
　　ＬⅡ�

１１　Ｎ２０　ＬⅡ�

１２　Ｎ２０－８０　ＬⅡ�

１３　Ｎ２１－３４　ＬⅡ�

１４　Ｍ２２　撹乱溝�

１５　Ｍ２１－５３　ＬⅡ�

１６　Ｎ２１－７　ＬⅡ�

１７　ＬⅠ�

図５３０ 遺構外出土遺物（７）
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０� １０㎝�

（１/３）�

１３　Ｎ２０　ＬⅡ�

１　Ｏ２０　ＬⅡ２�

２　Ｍ２３－７　ＬⅡ�

３　Ｏ２０－１２　ＬⅡ�

４　Ｎ２２　ＬⅢ�

５　ＬⅠ�

６　Ｎ２１－４７　ＬⅡ� ７　表採�

８　Ｏ２０－３�
　　ＬⅡ�

９　Ｎ２０－５３・６３　ＬⅡ　�
� １０　Ｎ２０　ＬⅠ�

�

１１　Ｎ２１－４４　ＬⅠ�
�

１２　ＬⅡ�

図５３１ 遺構外出土遺物（８）
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０� １０㎝�
（１/３）�

６　Ｎ２１－３　ＬⅡ�

１　Ｏ１９－７３　ＬⅡ�
�

２　Ｎ２１－３５　ＬⅠ�

３　Ｎ２０－９５　ＬⅡ�

４　Ｎ２２－４３　ＬⅡ�
�

５　Ｎ２３－３　ＬⅡ�
�

図５３２ 遺構外出土遺物（９）
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０� １０㎝�
（１/３）�

６　ＬⅡ�

１　Ｎ２１－４３　ＬⅠ�
�

２　Ｏ１９　ＬⅡ�

３　Ｎ１９－９９　ＬⅡ�
�

４　ＬⅡ�

５　基本土層東西ベルト内�
�

図５３３ 遺構外出土遺物（１０）
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０� １０㎝�
（１/３）�

６　Ｎ２３－１　ＬⅡ�

１　ＬⅡ�
�

２　Ｎ２０－９６　ＬⅡ�

３　Ｏ１９－５４� ４　Ｎ２０－９６，Ｎ２１－３　ＬⅡ�
�

５　Ｎ２１－２８　ＬⅡ�
�

図５３４ 遺構外出土遺物（１１）
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０� １０㎝�
（１/３）�

４　Ｎ２１－３　ＬⅡ�

１　Ｏ２０－３　ＬⅡ�
�

２　Ｎ２０　ＬⅡ�
�

３　Ｎ２０－１９�

図５３５ 遺構外出土遺物（１２）
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０� １０㎝�
（１/３）�

６　Ｎ２１－８７�
　　撹乱�

１　Ｎ２０－１９�
�

２　Ｎ２１－３　ＬⅡ�

３　Ｎ２０　ＬⅡ�
�

４　Ｎ２２－１１　ＬⅡ�

５　Ｎ２０－６３　ＬⅡ�

図５３６ 遺構外出土遺物（１３）
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０� １０㎝�
（１/３）�

５　ＬⅠ�

１　Ｎ２０－６２　ＬⅡ�
�

２　Ｍ２３－９５　ＬⅡ�

３　Ｏ１９－８１　ＬⅡ�

４　Ｎ２２－６７　ＬⅠ下部�

図５３７ 遺構外出土遺物（１４）
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０� １０㎝�
（１/３）�

３　表採　ＬⅠ�

１　Ｎ１９－９９　ＬⅡ�
�

２　Ｏ１９－８１　ＬⅢ�
�

口縁部の外反・外傾する小～中型の甕 後述する球胴甕を別にすると，図５３１－１０～１３，図５３２－１

～６，図５３６－４～６，図５３８－１・３が該当する。器形全体の特徴は，口径：器高比が小さなもの

ほど小型で，短胴になる傾向がうかがえる。図５３１－１１～１３，図５３２－１・３，図５３６－５・６は，口

径が器高を上回っている。逆に，図５３１－１０，図５３２－２・４・５，図５３６－４，図５３８－１・３は，口

径が器高を下回っており，やや細長の胴部形態を呈している。器面調整は，図５３６－６を除くと，ハ

ケメで統一されている。

長胴甕 図５３５－１・３・４，図５３６－２である。胴部外面は，いずれもハケメ調整されている。

図５３５－１は，胴部中央に最大径があり，口頸部は緩やかに外傾している。図５３５－４は，口頸部を

欠いているが，胴部形態は図５３５－１と類似する。また，底部外面に木葉痕が観察される。図５３５－

３は，下膨れの胴部を呈している。図５３６－２は，口径が大きく，胴部は膨らみを持たないで，下に

窄まっていく。

球胴甕 図５３６－１・３，図５３７，図５３８－２がある。器形は，広口のタイプ（図５３６－３，図５３７－

２）と頸部の窄まるタイプ（図５３６－１，５３７－１・３～５）に分かれる。

広口のタイプのうち，図５３６－３はかなり大型である。下半部を欠いているが，胴部は玉葱状を呈

すると思われる。

一方，頸部の窄まるタイプは，大きさにバラエティが認められる。図５３７－３・４は，小型に属す

るもので，胴部は整った球形を呈している。このうち，３は胴部外面が縦位にヘラケズリされ，口

図５３８ 遺構外出土遺物（１５）
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唇部は平坦面をなしている。４には，口縁部が逆「く」の字状を呈する特異な器形的特徴が認めら

れる。類例は，東北北部に散見され，系譜が問題になると思われる。

大型のものには，図５３７－１・５がある。１は，胴部が整った球形をなし，口頸部は弓なりに外反

している。胴部外面調整は，ヘラミガキである。５は，やや縦長の胴部で，口頸部は「く」の字状

に外傾している。胴部外面は，ハケメ調整されている。

甑 図５３３・５３４がある。小型で単孔式の図５３３－１・図５３４－５，小型で無底式の図５３３－２～４，

無底式で中～大型の図５３３－５・６，図５３４－１～４に分類される。図５３４－６は，甑の可能性が高い

と思われるが，底部を欠いている。そのため，この器種比定は不確実である。

［須恵器食膳具］ 図５３９，図５４０－１～５に掲載した。

蓋 ４点ある。高台杯に伴う資料と推定され，年代は８世紀～９世紀前半に位置付けられる。図

５３９－１・３は，つまみを欠いた破片資料である。口縁端部が短く下に折れ曲がっており，３では天

井部が水平になっている。図５３９－２は，環状のつまみである。粘土円盤の中央を窪ませている。図

５３９－１１は，潰れた宝珠形のつまみである。

高台杯 ５点ある。８世紀～９世紀前半に位置付けられる。図５３９－４は，水平な底部から体部が

直立し，口縁部がわずかに外反する器形を呈している。口縁部内面は，沈線状をなす。高台部は，

欠損しており，特徴が判明しない。図５３９－５は，杯部を欠いている。高台部は短く，断面は方形を

呈する。内端接地している。図５３９－６は，体部が丸みを帯び，口縁部が直線的に外傾したのち，わ

ずかに内湾する器形を呈している。高台部は長く外傾している。底部外面には，静止糸切り痕が残っ

ている。図５３９－７は，底部～体部にかけての破片である。全体に丸みがある。図５３９－１２は，口縁～

体部片になる。立ち上がり角度は急で，直立気味になっている。

無台杯 ９点が認められる。図５３９－８～１０・１３は，奈良・平安時代の所産と考えられる。底部が

平底で，器形全体の判明する８・９は，口縁～体部が直線的に外傾している。８は，底部外面に糸

切り痕と焼成前に施された「十」の線刻が観察される。また，９は底部外面に静止糸切り痕が残っ

ている。

図５３９－１６～１８，図５４０－１・２は，底部が丸底で，小降りである点が特徴的である。栗囲式併行期

に位置付けられるものであろう。１６は，器形全体が判明し，口縁部は急な角度で直線的に立ち上がっ

ている。底部外面には，回転ヘラケズリ調整が施されている。１７は，１６よりやや口径の大きな製品

と推定され，底部外面は，手持ちヘラケズリ調整されている。１８は，きわめて薄手のつくりである。

口縁部は軽く外反しており，高杯の可能性も想定される。

杯蓋 １点ある。図５３９－１４は口径が大きく，天井部下端の外面に，段が形成されている。器面調

整は，天井部外面に手持ちヘラケズリ調整が加えられている。ＴＫ４３～２０９に比定されよう。

杯身 ２点ある。どちらもＴＫ４３～２０９に比定されると考えている。図５３９－１５は，底部の小破片で，

器形の特徴はよく分からない。底部外面は，回転ヘラケズリ調整されている。図５３９－１９は，受け部

内面の下端が，爪を入れたように鋭い稜線を形成している。器高が高く，底部外面は回転ヘラケズ
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リ調整が施されている。この杯身は，胎土が精選されており，器壁が薄く，シャープなつくりになっ

ている。

高杯 ６点ある。いずれも，栗囲式併行期の製品と思われる。図５３９－２０は，無蓋高杯の杯部にな

り，口縁端部を欠いている。遺存部分の観察から，脚部は３方透かしであったと推定される。図５３９

－２１は，口縁部の大きく開いた杯部資料になる。口唇は内傾する平坦面をなしている。図５３９－２２は，

図５３９－２０と類似した形態の杯部破片であり，底部外面にカキメ調整が施されている。図５３９－２３・２４

は，透かしのある脚部片になる。２３は外面に波状文が施されており，強い在地色がうかがえる。２４

は，裾が大きく開いている。図５４２－１４は，無蓋高杯の杯部破片だろうか。口縁部外面に波状文が施

されている。

盤 ３点ある。栗囲式後半～国分寺下層式前半併行期に位置付けられると思われる。図５４０－３は，

最も大型になる製品で，口径は３０�弱になる。真上から見た図面で示したように，底部内面にナデ

調整が施されている。また，底部外面には，回転ヘラケズリ調整が施されている。図５４０－４は，体

部が斜めに外傾し，口縁部が直立し，端部で強く外反する器形を呈している。図５４０－５は，口径が

最も小さい。

［須恵器貯蔵具］ 図５４０－６～１７，図５４１・５４２，図５４３－１～１２，図５４４が該当する。

�・壺・瓶 この３器種は，破片資料だと該当する器種を特定するのが難しい。そこで，ここで

は一括して扱うことにする。

時期は，大半が栗囲式併行期に位置付けられると思われる。

まず，口頸部資料をみていくと，図５４０－６・８は，口縁部の内湾する薄手の優品である。�にな

る可能性が最も高いと思われる。図５４０－７も�であろうか。図５４０－１０・１１は，壺か瓶になると推定

される。外面の口縁部下端に形成された隆帯が特徴的である。

図５４０－９は，�になる。口縁部先端を欠いただけであり，器形の特徴を窺うことができる。

胴部は玉葱状を呈しており，細長い頸部が付いている。この須恵器は，外面全体が加飾されており，

きわめて在地色の強い製品である。頸部には，中央の沈線を挟んで上下に波状文が施され，胴部に

は，円孔脇に列点刺突文が施されている。また，器壁が厚く，重量感があり，野暮ったい感じを与

える。

図５４０－１３は，�か瓶の頸部になる。外面に２重の平行沈線が巡らされている。

図５４０－１４・１５は，壺の胴部上半と推定される。１４は小型品になり，１５は外面に回転ヘラケズリ調

整が加えられている。

図５４０－１６は，提瓶か横瓶の胴部になるか，丸底壺の底部になると考えられる。外面に平行タタキ

メ，内面に同心円文アテメが観察される。色調は白っぽい。

図５４０－１７は，短頸壺の耳と推定される。完形品が，北ノ脇遺跡で出土している（本宮町教育委員

会調査資料）。

図５４２－１３・１５・１７は，施文のある胴部片である。１３は，沈線で区画された中に波状文が，１５は，

第１編 高木遺跡

６３４



０� １０㎝�
（１/３）�

１　Ｎ２１－２７　ＬⅡ�
�

２　ＬⅡ�

３　Ｏ１９－２５　ＬⅡ�
�

４　Ｎ２１－８７　撹乱，�
　　Ｎ２２－３０　ＬⅠ�
�

５　Ｎ２１－４３　ＬⅠ　�
�

６　Ｍ２３－７　ＬⅡ�
�

７　Ｏ２０－６７　ＬⅡ２�

８　Ｎ２１－１６　ＬⅡ�

９　Ｏ２０　ＬⅡ２�

１０　Ｎ１９－９９　ＬⅡ�

１１　Ｏ１９－４７　ＬⅡ�
�

１２　Ｏ２０　ＬⅡ�
�

１３　Ｏ１８－９６　ＬⅠ�
�

１４　Ｍ２４－４　ＬⅠ下部�
�

１５　ＬⅡ�

１６　Ｎ２２－８３　ＬⅡ�

１７　Ｎ２２－６３　ＬⅠ�

１８　Ｎ２０－４９・５０，�
　　Ｏ２０－４１・５１　ＬⅡ�
�

１９　Ｎ２０－９５　ＬⅡ�
�

２０　Ｏ２０　ＬⅡ�
�

２１　Ｏ１９－６４　ＬⅡ�

２２　Ｎ２２－６３　ＬⅠ�
�

２３　Ｎ２２－６５　ＬⅡ　�

２４　Ｍ２１－４８　ＬⅡ１・２�

図５３９ 遺構外出土遺物（１６）
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　Ｎ２２－６３　ＬⅠ下部�

２　Ｏ２０　ＬⅡ�

３　Ｎ２１－５４　ＬⅡ�

４　Ｎ２１－８・３４　ＬⅡ� ５　Ｎ２１－５４　ＬⅡ�

６　Ｎ２１－２８　ＬⅡ�
７　Ｏ２０－２１　ＬⅡ�

８　Ｏ２０　ＬⅡ�

９　Ｏ１９－７２　ＬⅡ�
�

１０　Ｎ２１－１９　ＬⅡ� １１　Ｏ２０　ＬⅡ２�

１２　Ｎ２０－９５　ＬⅡ�
１３　ＬⅠ�
�

１４　Ｎ２３－１４　ＬⅡ�

１５　Ｎ２１－２９　ＬⅡ�
�

１６　Ｎ２２－３５・３６　ＬⅠ�

１７　Ｏ１８－７８�
　　ＬⅡ�

図５４０ 遺構外出土遺物（１７）
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０� １０㎝�

（１/３）�

１　Ｏ２０－８３　ＬⅡ２�

４　Ｎ２１－８７　ＬⅡ，撹乱�

６　Ｏ２０－１３・２３　ＬⅡ�
７　Ｎ１９－６９　ＬⅡ�

８　Ｎ２３－３　ＬⅡ�

９　Ｏ１９－４５　ＬⅡ�

５　Ｎ２０－６　ＬⅣ上面�

３　Ｎ２０－７２　撹乱�

２　Ｏ１９　ＬⅡ�

図５４１ 遺構外出土遺物（１８）
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　Ｏ１９　ＬⅡ�

２　撹乱溝�

３　Ｎ２１－２５　ＬⅡ� ４　Ｌ２４－２０　ＬⅠ�
５　表採�

６　Ｎ２２－３０　ＬⅠ� ７　Ｏ１８－７８　ＬⅡ�

８　Ｎ２１－２７　ＬⅡ�
９　Ｎ２１－２９�
　　ＬⅡ�

１０　Ｏ２０　ＬⅡ� １１　Ｏ１９－７４　ＬⅡ�
１２　Ｎ２３－２１　ＬⅡ�

１３　ＬⅠ�

１４　Ｎ２１－５５　ＬⅡ�

１５　Ｌ２４－１９　ＬⅡ�
１６　Ｎ２１－３　ＬⅡ�

１７　Ｏ２０　ＬⅡ上部�

１８　Ｏ２０　ＬⅡ� １９　Ｏ１９－４７　ＬⅡ�

２０　Ｎ１８－９６　ＬⅠ�

２１　Ｎ２２－３０　ＬⅠ�

２２　Ｎ１８－９６　ＬⅠ�

図５４２ 遺構外出土遺物（１９）
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　Ｎ１８－９６　ＬⅠ�

２　Ｎ１８－９６　ＬⅠ�

３　Ｏ２０　ＬⅡ�

４　Ｎ１８－９６　ＬⅠ� ５　Ｎ１８－９６　ＬⅠ�

６　Ｎ１８－９６�
　　ＬⅠ�

７　Ｏ１８－１００　ＬⅡ�

８　Ｏ１８－９７　ＬⅠ� ９　Ｏ２０　ＬⅡ�

１０　Ｎ２１－６５　ＬⅡ�

１１　Ｏ２０　ＬⅡ�
１２　Ｎ２２－３５・３６　ＬⅠ�

１３　Ｎ２１－２８�
　　ＬⅡ�

沈線で区画された中に櫛歯状の列点刺突文が施されている。１７は，沈線は認められないが，櫛歯状

の列点刺突文が施されている。

図５４１－３・４は，長頸瓶になる。３は口頸部資料である。頸部が直線的に立ち上がり，口唇部が

平坦面をなしている。４は，胴部～高台部資料である。胴部は肩が張っており，高台部は断面が方

形を呈する。どちらも，表杉ノ入式併行期の所産に位置付けられると思われる。

図５４１－２は短頸壺になる。胴部を欠いているので，器形全体の特徴は知ることができないが，大

型品である。口唇部は肥厚しており，平坦面をなす。

図５４２－１・８は，壺か瓶の口縁部片と考えられる。口唇の外面側が，隆帯を形成している。

図５４２－１９は，壺か瓶の胴部片と思われる。外面に沈線がみられる。

図５４３ 遺構外出土遺物（２０）
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捏鉢 図５４１－５・９の２点がある。５の器形は，体部が直線的に外傾し，口縁部が緩く外反して

いる。口唇部は，平坦面をなす。この資料は，底部内面に使用痕跡が認められず，当該器種に比定

するには疑問点も残っている。あるいは，大型食膳具の脚部になるのかも知れないが，該当器種の

類例は本遺跡周辺で出土していない。

９は，底部付近の破片になる。底部はぶ厚いつくりであり，外面は不安定な平底になっている。

内面に，凹凸のある使用痕が観察される。

甕 ３４点ある。図５４０－１２は，口頸部の破片である。口唇が摘み上げられており，器壁は薄くつく

られている。図５４１－１は，器形全体の分かる製品になる。底部は平底で，胴部中央のやや上に最大

径があり，口頸部が「く」の字状に屈曲している。この特徴から，８世紀後半以降に位置付けられ

る製品と思われる。図５４１－６は，口唇部外面側が下に短く伸びる破片になる。図５４１－７は，頸部

が強く屈曲している。図５４１－８は，平底の底部片になる。

図５４２－２～７，９～１２は，外面に波状文のある口頸部片を一括した。このうち，２・５では，内

面にも波状文が認められる。

図５４２－１８・２０～２２，図５４３－１～１２，図５４４は，胴部片を一括した。

［近世陶器］ 図５４３－１３の１点がある。三足の火鉢で，完形品である。口縁部は玉縁状をなして

おり，口唇は平坦面をなす。

［土製祭祀用具］ 図５４５－１～２２が該当する。舞台～栗囲式期に伴うものと推定される。

手捏ね土器 図５４５－１～６，９の７点がある。指で簡単に成形が行われただけで，口縁部の調整

は一切施されていない。器形は逆台形を基本としているが，９は長方形を呈している。

粗製杯 図５４５－７・８になる。手捏ね土器とは，大きさが違い，口縁部が横ナデ調整されている

点で，区別される。また，底部外面に木葉痕が残る。

ミニチュア土器 図５４５－１２・１６は，杯になる。このうち，１２は，口縁部が内湾しており，椀に近

い器形を呈している。１６は，器高が低く，全体に丸みがある。口縁部には，２つの小孔がみられ，

欠損部にも，おそらく対になる小孔が穿たれていたと推定される。

図５４５－１０・１１・１３・１４は，小壺になる。１０の口頸部は，短く内傾するだけで，あまり目立ってい

ない。このため，全体に球形に近い器形を呈している。１１・１３・１４は，算盤玉状の胴部に，「く」の

字状のしっかりした口頸部が付いている。１４は，頸部に一対の小孔がみられ，他の２点にも，欠損

部分に同様な小孔が穿たれていたと考えられる。

模造鏡 図５４５－１５の１点がある。粘土円盤に，断面三角形の鈕が付けられている。鈕は，両側か

ら孔が開けられている。

模造釧 図５４５－１７の１点がある。外面に連続する横方向の刻みが施され，比較的忠実な模倣が行

われている。

勾玉 図５４５－１８～２０の３点がある。１９・２０は，円孔側の先端が尖り気味で，１８に比べると小型に

つくられている。
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　Ｎ２２－１６　ＬⅠ�

２　Ｍ２２－９７　ＬⅠ�

３　Ｎ２１－２７　ＬⅡ�

図５４４ 遺構外出土遺物（２１）
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０� １０㎝�
（１/３）�

０� ５㎝�
（１/２）�

１　ＬⅡ� ２　Ｎ２０　ＬⅡ� ３　表採・ＬⅡ� ４　Ｏ２０�
　　ＬⅡ２�

５　Ｎ２０　ＬⅡ�
６　Ｏ２１－２５�
　　ＬⅡ２�

７　Ｎ２１－２９�
　　ＬⅡ�

８　Ｎ２１－２７�
　　ＬⅡ�

９　ＬⅡ�

１０　Ｎ２０－６１・�
　　６２　ＬⅡ　� １１　Ｎ２１－４３�

　　ＬⅡ�

１２　Ｎ２２－４１�
　　ＬⅡ�

１３　Ｎ２１－２７�
　　ＬⅡ�

１４　ＬⅡ�

１５　Ｏ２０－５８・�
　　６８　ＬⅡ１�

１６　Ｎ２０�
　　ＬⅤ�

１７　Ｎ２１　ＬⅡ�

１８　Ｏ２０－２４　ＬⅡ�

１９　Ｏ１９－４３�
　　ＬⅡ�

２０　Ｏ１９－４３�
　　ＬⅡ�

２１　Ｎ２２－２１�
　　ＬⅡ�

２２　Ｎ２１－２９�
　　ＬⅡ�

２３　ＬⅠ�

図５４５ 遺構外出土遺物（２２）
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溶着滓付着範囲�

被熱範囲�

被熱範囲�

０� １０㎝�
（１/３）�

０� ３㎝�
（１/２）�

０� ３㎝�
（１/２）�

０� １０㎝�
（１/３）�

１　Ｏ１９－２５�
　　ＬⅡ�

２　Ｏ２０－５３�
　　ＬⅡ２�

３　Ｏ２０－２９�
　　ＬⅡ�

４　ＬⅠ�

５　ＬⅠ�

６　ＬⅠ�

７　Ｎ２２－６３�
　　ＬⅡ�

８　Ｏ２１－２８�
　　ＬⅡ�

９　ＬⅠ�
１０　Ｎ２２－５�

１１　Ｍ２２　撹乱�

１２　Ｍ２２　撹乱�

図５４６ 遺構外出土遺物（２３）
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０� １０㎝�
（１/３）�

１　Ｎ２１－２９　ＬⅡ�

２　Ｍ２３－９　ＬⅡ�

３　Ｎ２１－９　ＬⅡ�

４　Ｏ２０　ＬⅡ�

５　Ｎ２３－１１　ＬⅡ�

６　Ｎ２２－６３　ＬⅠ�

図５４７ 遺構外出土遺物（２４）
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０� ６㎝�
（１/３）

１　０２０　ＬⅡ１�

３　０２０　ＬⅡ１�

４　０２０　ＬⅡ１�

２　０２０　ＬⅡ１�

丸玉 図５４５－２１がある。表面が黒色処理されている。

管玉 図５４５－２２の１点がある。両端が先細り気味になって

おり，表面はヘラミガキ・黒色処理されている。

［その他の土製品］ 図５４６－１～６が該当する。

支脚 図５４６－１・３・５の３点がある。１は通有の大きさ

であるが，３・５はかなり小型につくられている。それに加

え，３では表面にヘラミガキ調整が施されており，丁寧な仕

上げが行われている。

羽口 図５４６－２・４の２点がある。２は大型，４は小型に

なる。

紡錘車 図５４６－６の１点がある。完形品。

用途不明 図５４５－２３の１点がある。外面には渦巻き状の隆

帯があり，内面には布目痕が残っている。胎土は緻密で，砂

をまったく含んでおらず，他の土製品や土師器とは明らかに違っている。したがって，古墳～平安

時代より新しい時期の製品の可能性が高いと推定される。

石製品・金属製品

［石製品］ 図５４６－７～１２，図５４７が該当する。

紡錘車 ４点ある。図５４６－７・８は未成品になる。７は，ほぼ形は出来上がっているが，穿孔が

行われていない。８は，大まかな形が整えられただけで，完成品に比べるとまだ径が大きく，研磨

も行われていない。

９は，完成品である。１０は，穿孔の途中で表面だけ剥がれてしまったのだろうか。石材は，他の

紡錘車と同一である。

磨石 ２点ある。図５４６－１１は，先端の尖った小型品になる。図５４７－１は，卵形を呈している。

これらは，縄文時代の所産の可能性もあるが，古墳～奈良・平安時代の住居跡でも確実な共伴資

料がみられることから，出土層位を優先して，本報告に掲載した。

砥石 ５点ある。図５４７－２は，細長の形態をなすもので，中央はやや細身となっている。３・５

は，短冊状を呈している。このうち，５は片側に小孔が設けられており，携帯品であったことがう

かがえる。４は，撥状を呈しており，６は，横幅の広い形態をなす

［金属製品］ 図５４８が該当する。すべて鉄製品になる。

刀子 ２点ある。図５４８－１は，中ほどで直角に折り曲げられている。４は，破片のため，全体の

特徴が判明しない。

鎌 １点ある。図５４８－２は，柄に装着される側の破片になる。

鏃 １点ある。図５４８－３は，先端部側だけが残っている。 （菅 原）

図５４８ 遺構外出土遺物（２５）
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表６ 土器観察表（１）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

９図１ ４９６ ＳＩ０１ �１ 須 杯身 ロクロナデ ロクロナデ ５％

９図２ ４９６ ＳＩ０１ �１ 須 甕 ロクロナデ・波状文 ロクロナデ 小片

９図３ ＳＩ０１ �１ 土 高杯 １０．８ ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

９図４ ＳＩ０１ �１ 土 高杯 １０．３ ハケメ・ケズリ・ナデ ミガキ・黒色処理 ４０％ 脚部３方透かし

９図５ ４９４ ＳＩ０１ 床面 土 甕 １１．２ ９．６ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ 完形

９図６ ４９４ ＳＩ０１ 床面 土 甕 １７．８ １１．９ ６．４ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ８５％ 底部木葉痕

９図７ ４９５ ＳＩ０１ �１ 土 甕 １２．２ １４．１ ８．４ ヨコナデ・ハケメ・軽いミガキ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕

９図８ ４９５ ＳＩ０１ �１ 土 甕 １５．７ ２６．６ ８．３ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕

９図９ ＳＩ０１ 床面 土 甕 １６．８ ２５．４ ７．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ３０％

１０図１ ４９４ ＳＩ０１ �１ 土 甕 １７．９ １７．４ ６．９ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕

１０図２ ＳＩ０１ �１ 土 甕 １９．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ２０％

１０図３ ４９６ ＳＩ０１ �１ 土 甕 ２６．４ ３４．１ ７．９ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７０％ 胴部中央焼成後穿孔

１０図４ ４９５ ＳＩ０１ �１ 土 甑 ２１．４ ２０．２ ７．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８５％ 無底式

１０図５ ４９６ ＳＩ０１ 床面 土 甑 １９．９ ２１．２ ７．３ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 無底式

１１図１ ４９４ ＳＩ０１ 床面 土 甕 ２３．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ４０％ 器高残３２．７�
１１図２ ４９５ ＳＩ０１ �１ 土 甕 １７．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ６０％ 器高残２５．７�
１１図３ ４９４ ＳＩ０１ �１ 土 甕 １８．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８０％ 器高残２３．０�
１４図１ ４９７ ＳＩ０２ 床面 土 杯 １４．４ ４．７ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形 底部外面焼成前線刻

１４図２ ４９７ ＳＩ０２ 床面 土 杯 １６．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％

１４図３ ４９７ ＳＩ０２ 床面 土 杯 ８．８ ２．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８０％ ミニチュア

１７図１ ＳＩ０３ �２ 土 杯 １７．０ ５．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３５％

１７図２ ４９７ ＳＩ０３ �１ 土 甕 １３．２ １４．３ ８．８ ヨコナデ・ナデ ナデ ８５％ 底部木葉痕，外面被熱

１９図１ ４９８ ＳＩ０４ 床面 土 杯 １６．１ ５．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

１９図２ ４９８ ＳＩ０４ �１ 土 杯 １５．１ ４．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７５％

１９図３ ４９８ ＳＩ０４ �１ 土 高杯 １５．２ ８．０ １０．２ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ナデ ６０％ 非ミガキ・内黒

１９図４ ＳＩ０４ 床面 土 甕 １９．０ ヨコナデ・ハケメ ２０％

１９図５ ４９８ ＳＩ０４ �１ 土 甑 １４．２ １２．７ ４．０ ナデ・ケズリ ナデ・ケズリ ４０％ 単孔式

１９図６ ４９７ ＳＩ０４ 床面 土 甕 １８．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ３０％

１９図７ ４９８ ＳＩ０４ �１ 須 壺 ロクロナデ・カキメ ロクロナデ ４０％ 推定胴部径１９．４�？，湖西窯製品
２１図１ ４９８ ＳＩ０５ 床面 土 杯 １０．０ ４．２ ケズリ・ミガキ・黒色処理 ミガキ・黒色処理 ５５％ 底部ケズリ粗い

２１図２ ４９９ ＳＩ０５ �２ 土 杯 １５．２ ４．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４５％

２１図３ ＳＩ０５ 床面 土 甕 ２０．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ２０％

２４図１ ４９９ ＳＩ０６ 床面 土 杯 １５．４ ５．６ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ 完形 非ミガキ・内黒

２４図２ ４９９ ＳＩ０６ 床面 土 杯 １４．１ ７．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ ６０％

２４図３ ＳＩ０６ �２ 土 杯 １５．８ ４．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

２４図４ ５００ ＳＩ０６ �２ 土 杯 １７．２ ５．３ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％ 底部ケズリ粗い，平底風

２４図５ ４９９ ＳＩ０６ 床面 土 甕 １３．７ １３．２ ６．６ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ８０％ 内面口縁部下に煤付着

２６図１ ＳＩ０７ �２ 土 杯 １２．８ ５．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ ４０％

２６図２ ５００ ＳＩ０７ �２ 須 杯身 １３．７ ４．６ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ １０％ 口径値誤差を含む

２６図３ ５００ ＳＩ０７ 床面 土 甕 １４．６ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ３０％

２８図１ ＳＩ０８ 床直 土 甕 ８．２ ロクロナデ・ナデ ロクロナデ ６０％ 底部内面菊花状オサエ

３１図１ ５０１ ＳＩ０９ 床面 土 杯 １５．６ ４．２ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８５％ 底部外面焼成前線刻

３１図２ ５０１ ＳＩ０９ 床面 土 高杯 １４．４ ７．９ ９．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８０％

３１図３ ５０１ ＳＩ０９ �１ 土 高杯 １５．３ ７．８ １０．３ ヨコナデ・ハケメ ミガキ・黒色処理 ８０％

３１図４ ＳＩ０９ Ｐ１底 須 杯蓋 ロクロナデ ロクロナデ 小片

３１図５ ＳＩ０９ カマド 土 甕 ６．９ ハケメ・ケズリ ナデ ６０％ 器高残２２．５�，カマド燃焼部底面出土
３１図６ ５０１ ＳＩ０９ Ｐ１底 土 甕 ２７．８ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ３０％ 器高残２２．６�・器面黒色
３２図１ ５０１ ＳＩ１０ 床面 土 杯 １６．８ ５．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８０％ 底部外面ケズリ

３２図２ ５０１ ＳＩ１０ 床面 土 甕 １３．６ ８．８ ５．３ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ５５％

３５図１ ５０２ ＳＩ１１ 検出面 土 杯 １５．６ ４．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８０％ 口縁部片口状

３５図２ ５０２ ＳＩ１１ 検出面 土 杯 １３．６ ５．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％ 底部外面に黒斑

３５図３ ＳＩ１１ �１ 土 杯 １５．５ ６．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

３５図４ ５０２ ＳＩ１１ 焼土 土 杯 １５．２ ３．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

３５図５ ５０２ ＳＩ１１ 床直 土 杯 １６．４ ４．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％

３５図６ ＳＩ１１ �１ 土 杯 ２０．７ ５．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

３５図７ ＳＩ１１ 検出面 土 杯 １６．３ ４．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

３５図８ ５０２ ＳＩ１１ 床直 土 杯 ２９．４ ８．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％ 大型杯

３５図９ ５０２ ＳＩ１１ 床直 土 杯 １６．９ ５．２ ミガキ ミガキ・黒色処理 ８５％

３５図１０ ５０２ ＳＩ１１ 床直 土 杯 １６．８ ４．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％

３５図１１ ５０２ ＳＩ１１ 床直 土 甕 ２１．１ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ４０％ 器高残２０．０�
３５図１２ ５０３ ＳＩ１１ 床直 土 甕 １２．５ １３．０ ６．４ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ７０％ 内面口縁部下に煤付着

３６図１ ５０２ ＳＩ１１ 床直 土 甕 ９．０ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ８０％ 器高残６．５�
３６図２ ＳＩ１１ 焼土 土 甕 ７．０ ナデ ナデ １０％ 外面被熱で変色

３６図３ ＳＩ１１ 焼土 土 甑 ８．６ ハケメ ケズリ・ミガキ・ナデ ２０％ 床面出土破片と接合

３８図１ ５０３ ＳＩ１２ 不明 土 杯 １３．０ ４．５ ６．１ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ミガキ・黒色処理 ９５％ 灯明皿転用，口縁欠，油煙付着

３８図２ ＳＩ１２ �１ 土 甕 ２１．９ ロクロナデ ロクロナデ・ナデ １０％

第１編 高木遺跡
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表７ 土器観察表（２）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

３８図３ ５０３ ＳＩ１２ �１ 須 長頸瓶 ８．４ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ ８０％ 器高残１７．６�，大戸窯，自然釉
３８図４ ５０３ ＳＩ１２ �１ 須 長頸瓶 ８．４ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ ５０％ 器高残１３．０�，大戸窯
３８図５ ５０３ ＳＩ１２ �１ 須 甕 １２．５ ロクロナデ・タタキメ 無文アテメ ４０％ 器高残２１．５�，底タタキメ
４０図１ ５０４ ＳＩ１３ 床面 土 甑 ２０．５ ２０．２ ７．６ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ハケメ・ナデ 完形 無底式

４２図１ ５０４ ＳＩ１４ 床面 土 杯 ３．０ ヨコナデ・ケズリ 不明 ２０％ 底部ケズリ不徹底

４２図２ ５０４ ＳＩ１４ 床面 土 杯 ５．９ ４．３ ヨコナデ・ケズリ ナデ ８０％ ミニチュア

４２図３ ＳＩ１４ 床面 土 甕 １６．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ２０％

４２図４ ５０４ ＳＩ１４ 床面 土 甕 ２１．０ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ３０％

４４図１ ５０５ ＳＩ１５ カマド 土 甕 １５．２ ２１．３ ８．４ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ 完形 カマド袖先端の補強材

４４図２ ５０４ ＳＩ１５ カマド 土 甕 １２．６ １０．２ ５．４ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ 完形 カマド支脚転用

４４図３ ５０４ ＳＩ１５ カマド 土 甕 １７．５ ２１．２ ６．０ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ 完形 カマド天井部芯材

４４図４ ５０５ ＳＩ１５ カマド 土 甕 １３．６ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ８０％ 器高残２４．９�，カマド天井部芯材
４４図５ ５０５ ＳＩ１５ カマド 土 甕 １６．７ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ７０％ 器高残２３．０�，カマド天井部芯材
４４図６ ５０５ ＳＩ１５ カマド 土 甕 １９．７ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ９０％ 器高残２３．３�，カマド右袖補強材
４８図１ ５０６ ＳＩ１６ カマド 土 杯 １０．８ ３．５ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ 完形 関東系土師器，カマド左袖補強材

４８図２ ５０６ ＳＩ１６ 床面 土 杯 １１．０ ３．６ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ 完形 関東系土師器

４８図３ ５０６ ＳＩ１６ カマド 土 杯 １１．７ ３．８ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ 完形 関東系土師器，カマド右袖補強材

４８図４ ５０６ ＳＩ１６ 床面 土 杯 １２．８ ４．４ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ミガキ ５０％ 関東系土師器，ミガキ放射状

４８図５ ＳＩ１６ �２ 土 杯 １１．８ ヨコナデ ミガキ・黒色処理 ４５％

４８図６ ５０６ ＳＩ１６ 床面 土 杯 １６．３ ６．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

４８図７ ＳＩ１６ 掘形 土 杯 ２１．６ ９．１ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ４０％ 底部内面黒変

４８図８ ５０６ ＳＩ１６ 床面 土 高杯 １９．４ １１．８ １３．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形 ３方透かし

４８図９ ５０７ ＳＩ１６ 床面 土 甑 １７．６ １３．０ ６．０ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ハケメ・ナデ 完形 単孔式

４８図１０ ５０７ ＳＩ１６ 床面 土 高杯 １４．７ ９．６ １０．５ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ 完形 透かし無し

４８図１１ ５０６ ＳＩ１６ 床面 土 甑 ２１．０ ２３．２ ８．１ ヨコナデ・ハケメ ナデ・ケズリ ８０％ 無底式

４８図１２ ５０７ ＳＩ１６ 床面 土 甕 １４．４ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ８５％ 器高残１８．３�，底部割り揃え，置台
４９図１ ５０８ ＳＩ１６ カマド 土 甕 １６．５ ２９．２ ５．７ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 カマド左袖先端補強材

４９図２ ５０８ ＳＩ１６ カマド 土 甕 １７．４ ２９．７ ７．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ６０％ カマド懸け口固定

４９図３ ５０８ ＳＩ１６ カマド 土 甕 １７．１ ２７．０ ７．３ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ 完形 カマド右袖先端補強材

４９図４ ５０８ ＳＩ１６ カマド 土 甕 １７．６ ２９．５ ５．５ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ８５％ カマド焚口天井部芯材

５０図１ ５０７ ＳＩ１６ 床面 土 甕 ２１．６ ３０．８ ７．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ 完形 胴下部焼成後穿孔

５０図２ ５０９ ＳＩ１６ カマド 土 甕 １９．５ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ７５％ カマド天井部芯材，関東系土師器

５０図３ ＳＩ１６ 床面 土 甕 ６．８ ハケメ・ケズリ ナデ ３０％ 胴部割り揃え，置台

５０図４ ＳＩ１６ カマド 土 甕 ６．０ ハケメ・ケズリ ナデ ５０％ カマド懸け口固定

５１図１ ＳＩ１６ 床面 土 甕 ８．３ ハケメ ナデ ４０％ 器高残２７．８�
５４図１ ５０９ ＳＩ１７Ａ 床面 土 杯 １５．８ ５．３ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

５４図２ ５０９ ＳＩ１７Ａ 床面 土 杯 １６．６ ４．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％

５４図３ ５０９ ＳＩ１７Ａ 床面 土 杯 １３．６ ４．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形 口縁部外面ケズリ

５４図４ ５０９ ＳＩ１７Ａ �１ 土 杯 １３．２ ３．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ ６０％

５４図５ ５０９ ＳＩ１７Ａ 床面 土 杯 １４．２ ６．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

５４図６ ５０９ ＳＩ１７Ａ 床面 土 杯 １３．２ ４．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

５４図７ ５１０ ＳＩ１７Ａ 床面 土 杯 ２４．３ １２．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

５４図８ ５０９ ＳＩ１７Ａ カマド 土 甕 １５．７ ２７．４ ６．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 カマド左袖先端補強材

５５図１ ５１０ ＳＩ１７Ｂ �１ 土 杯 １４．９ ４．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ ８５％

５８図１ ＳＩ１８ �１ 土 杯 ２５．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％ 口縁部外面ケズリ，器高残７．１�
５８図２ ５１０ ＳＩ１８ カマド 土 甕 １４．７ １５．０ ９．２ ヨコナデ・ナデ ６０％ 内面剥離

５８図３ ＳＩ１８ �１ 土 甕 ２１．８ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ２０％ 器高残２１．３�
５８図４ ＳＩ１８ �１ 土 甕 ２０．３ １６．９ ７．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ３０％ 底部木葉痕

５８図５ ５１０ ＳＩ１８ 堆積土 土 甕 １６．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８５％ 器高残２１．４�
６０図１ ５１１ ＳＩ１９ 検出面 土 甕 １９．０ ２４．２ ７．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ６０％

６０図２ ５１１ ＳＩ１９ 検出面 須 高杯 １２．３ ロクロナデ ロクロナデ ２０％ 短脚一段透かし

６２図１ ＳＩ２２ カマド 土 手捏ね ８．２ ３．３ 指ナデ 指ナデ ４０％ カマド煙道内�１出土，祭祀？
６５図１ ５１１ ＳＩ２３ 床面 土 杯 １８．１ ７．０ ８．２ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ミガキ・黒色処理 完形 切り離し不明，全面回転ヘラケズリ

６５図２ ５１２ ＳＩ２３ 床面 土 甕 ２２．８ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ・ナデ ４０％ 外面粘土付着，カマド前床面出土

６５図３ ５１１ ＳＩ２３ 床面 土 甕 ２２．８ ３３．１ ９．８ ロクロナデ・タタキメ・手持ちケズリ ロクロナデ・ナデ ７５％ カマド左袖補強材

６５図５ ＳＩ２３ 床面 土 甕 ３４．８ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ・黒色処理 １５％

６６図１ ５１２ ＳＩ２３ 床面 土 甕 １１．０ 手持ちヘラケズリ ナデ・ミガキ ４０％ 胴部・底部に同一の墨書

６９図１ ５１２ ＳＩ２４ 床面 土 杯 １６．６ ６．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

６９図２ ＳＩ２４ �１ 須 蓋 １０．１ ロクロナデ ロクロナデ ５％ 飛鳥・藤原宮分類杯Ｇの蓋

６９図３ ５１３ ＳＩ２４ 床面 土 甕 ２０．２ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ５０％

６９図４ ＳＩ２４ 床面 土 甕 ８．７ ナデ ナデ ５０％ 底部木葉痕

６９図５ ＳＩ２４ 床面 土 甕 ８．３ ナデ・ハケメ ナデ ３０％

７１図１ ５１３ ＳＩ２５ Ｐ１�２ 須 高台杯 ８．７ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ ２０％ 底部静止糸切り後回転ヘラケズリ

７１図２ ＳＩ２５ カマド 土 甕 ２１．８ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ ２０％ カマド�２出土
７１図３ ＳＩ２５ カマド 土 甕 １９．９ ロクロナデ ロクロナデ・ナデ ３０％

７４図１ ＳＩ２６ �１ 土 高杯 １７．４ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ ４０％ 脚部割り揃え

第２章 遺構と遺物
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表８ 土器観察表（３）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

７４図２ ＳＩ２６ �１ 須 不明 指オサエ 指オサエ 小片

７４図３ ＳＩ２６ �２ 須 短頸壺 ロクロナデ ロクロナデ 小片

７４図４ ５１３ ＳＩ２６ 床面 土 甕 １７．７ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ２５％ 器高残１６．５�
７４図５ ５１３ ＳＩ２６ 床面 土 甑 ２１．４ ２４．６ ８．８ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ミガキ・ケズリ 完形

７４図６ ５１４ ＳＩ２６ 床面 土 甑 １５．０ １４．７ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ ８５％ 多孔式，カマド脇床面

７９図１ ＳＩ２７ 床直 土 杯 １８．９ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

７９図２ ＳＩ２７ 床面 土 杯 １７．２ ミガキ ミガキ・黒色処理 ２５％ カマド左袖脇出土

７９図３ ５１４ ＳＩ２７ 床直 土 杯 １５．２ ６．６ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

７９図４ ＳＩ２７ 堆積土 土 杯 １４．６ ４．７ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

７９図５ ＳＩ２７ 床面 土 杯 １３．５ ３．６ ヨコナデ・ケズリ ナデ ２５％

７９図６ ＳＩ２７ 床直 土 杯 １４．１ ミガキ ミガキ・黒色処理 ３０％

７９図７ ５１４ ＳＩ２７ 床直 土 杯 １５．８ ４．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％

７９図８ ＳＩ２７ 床直 土 杯 １３．１ ４．８ ミガキ ミガキ・黒色処理 ２０％

７９図９ ＳＩ２７ 床面 土 杯 １４．４ ４．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

７９図１０ ＳＩ２７ 床面 土 杯 １７．２ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

７９図１１ ５１５ ＳＩ２７ 床面 土 高杯 １５．２ ヨコナデ・ナデ ミガキ・黒色処理 ６０％

７９図１２ ＳＩ２７ 床面 土 杯 １４．２ ４．５ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

７９図１３ ５１４ ＳＩ２７ 床面 土 杯 １５．６ ４．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

７９図１４ ＳＩ２７ 床直 土 高杯 ９．４ ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

７９図１５ ５１５ ＳＩ２７ 床面 土 杯 １１．８ ４．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５５％

７９図１６ ５１５ ＳＩ２７ 床面 土 杯 １２．６ ３．１ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

７９図１７ ５１６ ＳＩ２７ 床面 土 杯 １１．４ ３．４ ナデ・ケズリ ナデ 完形 カマド左袖脇出土，一対の孔

７９図１８ ＳＩ２７ 床面 土 高杯 ８．４ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

７９図１９ ５１５ ＳＩ２７ 床直 土 手捏ね ５．３ ２．８ ３．９ 指オサエ 指オサエ ５０％

７９図２０ ５１５ ＳＩ２７ 床面 土 手捏ね ２．８ ３．１ ２．６ 指頭痕 ナデ 完形

８０図１ ５１６ ＳＩ２７ 床面 土 甕 １６．５ ３７．３ ７．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ 完形

８０図２ ５１６ ＳＩ２７ 床面 土 甕 １９．９ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ６５％ 器高残２８．５�
８０図３ ＳＩ２７ 床直 土 甕 ７．４ ハケメ・ナデ ナデ ２０％ 底部木葉痕

８０図４ ＳＩ２７ 床面 土 甑 １９．８ ９．３ ９．３ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ミガキ・ナデ・ケズリ ２０％ 無底式

８０図５ ５１５ ＳＩ２７ 床面 土 甕 １４．７ ７．０ ７．６ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形 煮炊痕跡明瞭

８１図１ ５１７ ＳＩ２８ 床直 須 甕 ロクロナデ・沈線・波状文 ロクロナデ 小片 口唇部に波状文

８５図１ ５１７ ＳＩ３０ 床面 土 杯 １８．０ ４．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

８５図２ ５１７ ＳＩ３０ 床面 土 杯 １４．２ ６．７ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

８５図３ ５１７ ＳＩ３０ 検出面 土 杯 １５．０ ５．１ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４５％

８５図４ ５１７ ＳＩ３０ 床面 土 高杯 １５．１ ７．３ ８．２ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ９０％

８５図５ ５１９ ＳＩ３０ 床面 土 高杯 ２０．８ １３．１ １４．０ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ９０％ 脚部４方透かし

８５図６ ５１７ ＳＩ３０ 床面 土 甕 １６．４ １５．９ ７．０ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ８５％ 底部ケズリ

８５図７ ５１８ ＳＩ３０ 床面 土 甕 １３．０ １７．７ ７．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部ケズリ

８５図８ ５１８ ＳＩ３０ 床面 土 甕 １０．８ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ７０％ 器高残１１．５�
８５図９ ５１７ ＳＩ３０ 床面 土 甕 １４．６ １３．４ ７．７ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕

８６図１ ５１８ ＳＩ３０ 床面 土 甑 １７．９ ９．７ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ハケメ・ナデ 完形 単孔式

８６図２ ５１９ ＳＩ３０ 床面 土 甑 ２１．０ ２３．８ ８．６ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ハケメ・ナデ・ケズリ ８５％ 無底式

８６図３ ５１８ ＳＩ３０ 床面 土 甑 ２０．３ １５．５ ７．３ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ８５％ 無底式

８６図４ ＳＩ３０ 検出面 土 甕 １６．４ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ １０％ 器高残７．９�
８６図５ ＳＩ３０ 床面 土 甕 ６．５ ハケメ ナデ ４０％ 器高残２１．０�
８６図６ ５１８ ＳＩ３０ 床面 土 甕 ２０．８ ２４．７ ８．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕

８７図１ ５１９ ＳＩ３０ 床面 土 甕 １６．４ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ５０％ 器高残２２．２�
８７図２ ５１９ ＳＩ３０ 床面 土 甕 １７．９ ２０．８ ８．１ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ７０％ 底部木葉痕

８７図３ ５１９ ＳＩ３０ 床面 土 甕 ２１．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７０％ 器高残１８．９�
９０図１ ５２０ ＳＩ３１ 床面 土 杯 １４．０ ６．４ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ７５％

９０図２ ５２０ ＳＩ３１ カマド 土 杯 １８．１ ２．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形 皿状，カマド燃焼部奥壁出土

９０図３ ５２０ ＳＩ３１ 床面 土 甕 １６．５ １５．５ ８．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部ケズリ

９０図４ ５２０ ＳＩ３１ 床面 土 甕 １７．０ １４．８ ７．９ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部木葉痕

９０図５ ＳＩ３１ 床面 土 甕 １７．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ４０％ 器高残７．８�
９０図６ ５２０ ＳＩ３１ 床面 土 甕 １７．８ ２７．９ ６．３ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ７０％ 底部ケズリ

９０図７ ５２０ ＳＩ３１ カマド 土 甕 １７．６ ２９．６ ６．９ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部ケズリ，カマド燃焼部底面出土

９１図１ ＳＩ３１ 床面 土 甕 ２０．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ２５％ 器高残１７．８�
９１図２ ＳＩ３１ 床下 土 手捏ね ５．０ ３．１ 指オサエ 指オサエ 完形

９１図３ ５２１ ＳＩ３１ 堆積土 土 手捏ね ３．４ １．８ 指オサエ 指オサエ 完形 片口

９１図４ ＳＩ３１ カマド 土 甕 ６．０ ナデ ナデ １０％ 底部ナデ

９２図１ ５２１ ＳＩ３２ 床面 土 杯 １５．０ ９．０ ８．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％ 底部ケズリ

９６図１ ５２１ ＳＩ３４ 床面 土 杯 １７．３ ４．８ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

９６図２ ＳＩ３４ カマド 土 杯 １７．０ ４．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％ カマド燃焼部底面出土

９６図３ ５２１ ＳＩ３４ カマド 土 杯 １７．０ ４．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％ カマド燃焼部底面出土

９６図４ ５２１ ＳＩ３４ 床面 土 高杯 １７．４ ９．９ １３．４ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８０％

９６図５ ５２２ ＳＩ３４ 床面 土 高杯 １６．８ ９．５ １２．７ ヨコナデ・ケズリ・ハケメ ミガキ・黒色処理 完形

第１編 高木遺跡

６４８



表９ 土器観察表（４）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

９６図６ ５２１ ＳＩ３４ 床面 土 高杯 １７．７ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％ 脚部割り揃え

９６図７ ５２２ ＳＩ３４ 床面 土 高杯 １７．７ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％ 脚部割り揃え

９６図８ ５２２ ＳＩ３４ 床面 土 甕 １６．３ １４．９ ７．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ７５％ 底部ケズリ

９６図９ ５２２ ＳＩ３４ 床面 土 甕 １８．４ １８．６ ７．５ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ４０％ 底部ケズリ，外面使用痕明瞭

９７図１ ＳＩ３４ 床面 土 甕 ８．２ ハケメ ナデ ３０％ 器高残１８．６�
９７図２ ＳＩ３４ 床面 土 甕 ５．８ ハケメ ナデ ３０％ 器高残１０．８�
１０１図１ ＳＩ３６ 貼床土 土 杯 １５．９ ４．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

１０１図２ ＳＩ３６ カマド内 土 杯 １３．９ ヨコナデ ミガキ・黒色処理 ３０％

１０１図３ ＳＩ３６ 床面 土 杯 １５．０ ヨコナデ・ミガキ ミガキ・黒色処理 ７０％ カマド左袖脇出土

１０１図４ ５２２ ＳＩ３６ カマド内 土 杯 １５．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％

１０１図５ ５２２ ＳＩ３６ カマド内 土 杯 １３．５ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

１０１図６ ＳＩ３６ 床面 土 杯 １３．４ ４．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５５％

１０１図７ ５２２ ＳＩ３６ 床面 土 杯 １４．５ ５．６ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ ４５％ 内面摩滅

１０１図８ ５２２ ＳＩ３６ 床直 土 杯 １４．０ ６．６ ヨコナデ・ケズリ 黒色処理 完形 内面摩滅

１０１図９ ＳＩ３６ �１ 土 杯 １１．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 １０％

１０１図１０ ＳＩ３６ 床面 土 杯 １９．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・ナデ・黒色処理 ３５％

１０１図１１ ５２３ ＳＩ３６ 床面 土 杯 １９．５ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

１０１図１２ ＳＩ３６ 床直 土 高杯 ８．０ ヨコナデ・ナデ・指ナデ ヨコナデ ４０％

１０１図１３ ５２３ ＳＩ３６ 堆積土 土 高杯 １４．２ ヨコナデ・ナデ ミガキ・黒色処理 ６０％

１０１図１４ ５２３ ＳＩ３６ 床面 土 杯 ２１．９ ９．６ ヨコナデ・ハケメ ミガキ・黒色処理 ８０％ カマド左袖脇出土

１０１図１５ ＳＩ３６ �１ 土 杯 １６．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ ３０％

１０１図１６ ５２３ ＳＩ３６ 床直 土 杯 ２９．１ ９．８ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ５０％

１０１図１７ ５２３ ＳＩ３６ 床直 土 手捏ね ３．４ ２．１ 指オサエ 指ナデ 完形

１０１図１８ ５２３ ＳＩ３６ 床直 須 不明 沈線・列点刺突 小片

１０２図１ ５２３ ＳＩ３６ 床面 土 甕 １８．５ ２８．６ ７．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ 完形

１０２図２ ５２４ ＳＩ３６ 床面 土 甕 １８．３ ２８．０ ８．７ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ８０％

１０２図３ ＳＩ３６ 床面 土 甕 １６．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ３０％ 器高残１３．５�
１０２図４ ＳＩ３６ 床面 土 甕 ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ ６０％ 器高残１６．９�
１０２図５ ５２４ ＳＩ３６ 床面 土 甕 １３．７ １４．８ ７．６ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ６０％

１０２図６ ５２４ ＳＩ３６ 床面 土 甕 １６．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ３５％ 器高残１２．０�
１０３図１ ５２４ ＳＩ３６ 床面 土 甕 ２１．４ ２８．７ ７．８ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ４８％ 底部木葉痕，胴部上半器面剥離

１０３図２ ＳＩ３６ 床面 土 甑 ２０．２ ８．３ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ３０％ 器高残２８．５�，無底式
１０３図３ ５２４ ＳＩ３６ 床面 土 甕 １３．７ ２０．６ ７．４ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部木葉痕・ケズリ・ナデ

１０３図４ ５２５ ＳＩ３６ 床面 土 甑 ２２．６ ２２．９ ８．７ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ・ケズリ 完形 無底式

１０６図１ ５２５ ＳＩ３７ 床面 土 杯 １６．９ ４．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ９０％

１０６図２ ＳＩ３７ 床下 土 杯 ９．９ ２．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

１０８図１ ５２５ ＳＩ３８ 床面 土 杯 １６．０ ４．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

１０８図２ ５２５ ＳＩ３８ 床面 土 杯 １５．７ ３．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５５％

１０８図３ ５２５ ＳＩ３８ 床面 土 甕 １３．４ １２．９ ５．８ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ５０％

１０８図４ ５２５ ＳＩ３８ 床面 土 甕 １７．１ １２．３ ７．２ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形

１０９図１ ＳＩ３９ �１ 土 甕 ７．５ ハケメ ナデ ５％

１１１図１ ５２６ ＳＩ４０ 貼床土 土 杯 １３．３ ヨコナデ・ケズリ・漆塗付 ヨコナデ・ナデ・漆塗付 ２０％ 関東産搬入土器

１１１図２ ５２６ ＳＩ４０ 床面 土 杯 ２０．３ ６．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

１１１図３ ５２６ ＳＩ４０ 床面 土 甕 １７．３ １２．８ ６．８ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ５０％ 底部木葉痕

１１１図４ ＳＩ４０ 床面 土 甕 １６．８ １０．９ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ４０％

１１１図５ ＳＩ４０ 床面 土 甕 ６．６ ハケメ・ケズリ ナデ ２０％ 底部ハケメ，器高残１３．２�
１１１図６ ５２６ ＳＩ４０ 貼床土 土 甕 １８．６ ２１．３ ６．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ４５％ 胴部外面脆い

１１１図７ ５２６ ＳＩ４０ 床面 土 甕 １５．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ３５％ 器高残１７．５�
１１１図８ ５２６ ＳＩ４０ 貼床土 土 小壺 指オサエ 指ナデ ９０％ 器高残４．６�，ミニチュア
１１１図９ ＳＩ４０ 床面 土 甕 ６．７ ナデ ナデ ２０％ 底部ナデ

１１４図１ ＳＩ４１ 床直 土 甕 ７．０ ハケメ・ケズリ・ナデ ナデ ２０％ 底部ナデ，内面粗い

１１６図１ ＳＩ４２ �１ 土 甕 １７．１ ロクロナデ・ケズリ・ナデ ミガキ・ナデ・黒色処理 ２０％ 器高残１４．０�
１１６図２ ５２７ ＳＩ４２ �２ 土 小壺 ４．０ ４．４ ３．２ ヨコナデ・指頭圧痕 ヨコナデ 完形 底部ケズリ，ミニチュア，穿孔

１１６図３ ＳＩ４２ カマド内 須 � ロクロナデ 小片

１１９図１ ＳＩ４３ 床面 土 杯 １６．８ ５．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３５％ カマド前床面出土

１１９図２ ＳＩ４３ 検出面 土 杯 １５．０ ４．２ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

１１９図３ ５２７ ＳＩ４３ 床面 土 杯 １６．０ ４．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８０％

１１９図４ ＳＩ４３ 検出面 土 杯 １５．０ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％ 器高残４．７�
１１９図５ ＳＩ４３ 検出面 土 杯 １５．３ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

１１９図６ ５２７ ＳＩ４３ 床面 土 杯 １４．６ ４．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８０％ 器面粗い・カマド前出土

１１９図７ ５２７ ＳＩ４３ 床面 土 甕 １４．０ １２．３ ５．４ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ８０％ 内面リング状煤付着，使用痕跡

１１９図８ ５２７ ＳＩ４３ 床面 土 甕 １４．２ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ７０％ 器高残１４．８�
１１９図９ ５２８ ＳＩ４３ カマド 土 甕 １９．０ ２８．２ ７．２ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ９０％ カマドの粘土付着，カマド燃焼部底面出土

１１９図１０ ５２７ ＳＩ４３ 床面 土 甕 ７．０ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ５０％ 器高残１８．９�
１２０図１ ＳＩ４３ カマド 土 甕 ８．２ ナデ ナデ ５０％ 器高残１９．５�，内面煤付着，器面粗い，燃焼部出土
１２０図２ ５２８ ＳＩ４３ �１ 須 甕 沈線・波状文 小片

第２章 遺構と遺物

６４９



表１０ 土器観察表（５）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

１２０図３ ５２８ ＳＩ４３ カマド 土 甕 ハケメ ケズリ・ナデ ８０％ 器高残３２．４�，カマド右袖構築材
１２３図１ ５２９ ＳＩ４４ 床面 土 杯 １５．８ ５．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

１２３図２ ５２９ ＳＩ４４ 床面 土 手捏ね １２．４ ９．４ ６．０ 指オサエ・指ナデ 指オサエ・指ナデ ８５％ 全面黒色

１２３図３ ５２９ ＳＩ４４ 床面 土 甕 １４．４ １１．９ ６．３ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ６５％ 底部木葉痕

１２３図４ ５２９ ＳＩ４４ 床面 土 甕 １６．０ ヨコナデ・ハケメ・指ナデ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ６５％ 器高残１１．８�，底部破壊
１２３図５ ＳＩ４４ 床面 土 杯 ５．９ ナデ ナデ ３０％ 内面黒い

１２３図６ ５２９ ＳＩ４４ 床面 土 甕 １８．０ ２６．２ ７．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％

１２３図７ ５３０ ＳＩ４４ 床面 土 片口 １０．４ １０．８ ７．５ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形

１２４図１ ５３０ ＳＩ４５ 床面 土 杯 ９．９ ３．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

１２４図２ ５３０ ＳＩ４５ 床面 土 杯 ９．６ ２．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

１２７図１ ５３０ ＳＩ４６ 床面 土 杯 １４．５ ５．３ ミガキ ミガキ・黒色処理 ５０％

１２７図２ ５３０ ＳＩ４６ 床面 土 杯 １６．９ ４．６ ミガキ・黒色処理 ミガキ・黒色処理 ２５％

１２７図３ ＳＩ４６ 床面 土 甑 ２．４ ミガキ・ケズリ ナデ １０％ 単孔式

１２７図４ ５３０ ＳＩ４６ 床面 土 甕 １７．８ ３５．５ ８．５ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ・ハケメ ９０％

１２９図１ ５３１ ＳＩ４７ �１ 土 甕 １７．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ３０％ 器高残１１．６�
１２９図２ ＳＩ４７ �１ 土 甕 １９．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ １０％ 器高残１０．１�
１３３図１ ５３１ ＳＩ４８ 床面 土 杯 １４．５ ８．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

１３３図２ ＳＩ４８ 床面 土 杯 １３．５ ４．５ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ・ミガキ ４０％

１３３図３ ５３１ ＳＩ４８ 床面 土 杯 ２２．５ ５．１ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

１３３図４ ５３１ ＳＩ４８ Ｐ２�３ 土 甑 １５．６ １０．４ ８．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 底部ケズリ，単孔式

１３３図５ ５３１ ＳＩ４８ 床面 土 甕 １３．８ ８．９ ７．３ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ８０％ 底部ケズリ

１３３図６ ＳＩ４８ 床面 土 甕 １５．４ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ ２０％ 器高残９．７�
１３３図７ ５３１ ＳＩ４８ 床面 土 甕 １６．４ １５．４ ６．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７５％ 底部ケズリ

１３３図８ ＳＩ４８ �１ 土 甕 ２１．２ ヨコナデ・ハケメ・ミガキ ミガキ ２０％ 器高残１４．０�，Ｐ１�２出土
１３３図９ ＳＩ４８ 床面 土 甕 １６．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ５％

１３３図１１ ５３２ ＳＩ４８ 床面 土 手捏ね ７．８ ４．９ ５．１ 指オサエ 指ナデ 完形

１３７図１ ＳＩ４９ 床面 土 杯 １１．０ ４．９ ミガキ ミガキ・黒色処理 ３０％ 底部外面焼成前線刻

１３７図２ ５３３ ＳＩ４９ 床面 土 高杯 １４．１ ８．１ ９．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８０％

１３７図３ ５３３ ＳＩ４９ 床面 土 甕 １４．６ ９．０ ６．０ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ７５％ 底木葉痕，器面上半粗い

１３７図４ ５３３ ＳＩ４９ 床面 土 杯 １５．２ ４．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％

１３７図５ ５３３ ＳＩ４９ 床面 土 甕 １５．７ １６．７ ５．９ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ケズリ ５５％

１３７図６ ５３４ ＳＩ４９ 床面 土 杯 ２０．４ １４．１ ８．４ ヨコナデ・ハケメ・ミガキ ヨコナデ・ミガキ・ナデ ４０％ 底部ケズリ

１３７図７ ５３３ ＳＩ４９ 床面 土 甕 １８．２ １９．５ ７．２ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ５０％ 底部ナデ

１３７図８ ５３４ ＳＩ４９ 床面 土 甕 １７．３ ２４．６ ６．０ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ６５％ 底部ケズリ

１３７図１１ ５３６ ＳＩ４９ 床面 土 手捏ね ４．９ ２．７ ３．８ 指オサエ 指ナデ ９０％

１３８図１ ５３４ ＳＩ４９ 床面 土 甕 １７．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ４０％ 器高残１４．７�
１３８図２ ５３４ ＳＩ４９ 床面 土 甕 １６．８ ヨコナデ・ナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ３０％ 器高残２１．８�
１３８図３ ５３５ ＳＩ４９ 床面 土 甕 １５．０ ３２．０ ６．７ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ７５％

１３８図４ ５３４ ＳＩ４９ 床面 土 甑 ２０．９ ２５．７ ７．７ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ケズリ ６０％ 無底式

１３９図１ ５３５ ＳＩ４９ �１ 土 杯 １３．４ ３．９ ６．２ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ミガキ・黒色処理 ５５％ 底部回転糸切り，墨書

１３９図２ ＳＩ４９ �１ 須 蓋 ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ １０％ 器高残１．１�
１４１図１ ５３６ ＳＩ５０ 床直 土 杯 １６．１ ５．２ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形 底部外面焼成前線刻

１４１図２ ５３６ ＳＩ５０ 床面 土 甕 １７．５ １４．３ ８．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７０％ 底部木葉痕

１４１図３ ＳＩ５０ カマド 土 甕 ８．３ ハケメ ナデ・ハケメ ７０％ 器高残２５．０�
１４５図１ ＳＩ５２ �１ 土 甕 １４．６ ９．８ ７．１ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ２０％ 底部木葉痕

１４５図２ ５３６ ＳＩ５２ �２ 土 杯 １５．２ ３．６ ヨコナデ・ハケメ ミガキ・黒色処理 ２０％

１４５図３ ５３６ ＳＩ５２ �１ 土 杯 １５．１ ４．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％

１５１図１ ＳＩ５６ カマド 土 甕 １０．０ ハケメ ナデ ４０％ 器高残１１．０�，底部木葉痕
１５４図１ ５３７ ＳＩ５８ 堆積土 土 杯 １８．１ ９．９ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ・指ナデ ７５％

１５４図２ ５３７ ＳＩ５８ 堆積土 土 甕 １３．９ １０．８ ５．４ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕

１５６図１ ５３７ ＳＩ５９ 床直 土 杯 １６．４ ５．１ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

１５６図２ ＳＩ５９ 床面 土 杯 ８．２ ４．２ ヨコナデ・黒色処理 ヨコナデ・ナデ・黒色処理 ４０％

１５６図３ ５３７ ＳＩ５９ カマド 土 甕 １６．８ ２８．６ ７．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ 胴部に粘土付着，カマド燃焼部底面出土

１５６図４ ＳＩ５９ 検出面 土 甑 ８．９ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ミガキ・ナデ・ケズリ ５５％ 無底式，器高残２３．６�
１６０図１ ＳＩ６０ �１ 土 杯 １５．０ ５．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ ４０％

１６０図２ ５３８ ＳＩ６０ 床面 土 杯 １４．９ ５．０ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７５％

１６０図３ ５３８ ＳＩ６０ 床面 土 杯 １６．２ ５．１ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ９０％

１６０図４ ５３８ ＳＩ６０ Ｐ５底面 土 杯 １６．６ ５．０ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８５％

１６０図５ ５３８ ＳＩ６０ Ｐ５底面 土 杯 １６．１ ４．６ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

１６０図６ ５３８ ＳＩ６０ Ｐ５底面 土 杯 １５．８ ５．２ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％

１６０図７ ５３８ ＳＩ６０ 床面 土 甕 １５．３ １１．８ ６．２ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ４５％ 底部木葉痕

１６０図８ ＳＩ６０ 床面 土 杯 ２２．８ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ・指ナデ ２０％ 器高残１３．５�
１６０図９ ５３８ ＳＩ６０ 床面 土 甕 １８．１ ２８．４ ７．０ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形

１６０図１０ ５３９ ＳＩ６０ 床面 土 甑 ２６．６ ２５．１ ８．３ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ・指ナデ・ケズリ ４５％ 無底式

１６１図１ ５３８ ＳＩ６０ 床面 土 甕 １７．６ ３６．１ ７．０ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・指ナデ ９０％

１６１図２ ５３９ ＳＩ６０ 床面 土 甕 １８．９ ３７．４ ７．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８５％ 底部ケズリ

第１編 高木遺跡
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表１１ 土器観察表（６）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

１６１図３ ５３９ ＳＩ６０ 床面 土 甑 ２６．４ ２５．８ ９．６ ヨコナデ・ハケメ・ミガキ ヨコナデ・ミガキ ９０％ 無底式

１６１図４ ＳＩ６０ 床面 土 甕 １９．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ３０％

１６２図１ ５３９ ＳＩ６０ 床面 土 甕 １７．２ ２６．５ ７．６ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部木葉痕

１６２図２ ５４０ ＳＩ６０ 床面 土 甑 ２０．０ ２５．０ ９．０ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ヨコナデ・ナデ・ミガキ 完形 無底式

１６２図３ ５４０ ＳＩ６０ �１ 須 杯身 １２．８ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ ２５％ 器高残３．２�
１６４図１ ＳＩ６１ 検出面 須 蓋 ロクロナデ ロクロナデ １０％ 器高残１．４�
１６６図１ ＳＩ６２ 貼床下 土 杯 １３．５ ３．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

１６６図２ ＳＩ６２ 堆積土 須 蓋 ロクロナデ ロクロナデ 小片

１６６図３ ５４０ ＳＩ６２ カマド 須 蓋 １８．１ ３．４ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ 完形 胎土に径１�白砂粒多く含む
１６８図１ ＳＩ６３ �１ 須 杯蓋 ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ ５％ 器高残２．９�
１６８図２ ５４０ ＳＩ６３ �１ 須 杯身 ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ １０％ 器高残３．０�
１７１図１ ５４１ ＳＩ６４ Ｐ１�１ 土 甑 ２１．６ ２６．７ ８．７ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ミガキ 完形 無底式

１７２図１ ＳＩ６４ �１ 土 杯 １５．６ ４．４ ミガキ ミガキ ３０％

１７２図２ ５４０ ＳＩ６４ Ｐ１�１ 土 杯 １５．４ ６．０ ミガキ ミガキ・黒色処理 ６５％

１７２図３ ５４０ ＳＩ６４ �１ 土 甕 ８．９ ８．９ ４．６ ヨコナデ・ナデ・ミガキ ヨコナデ・ナデ・ミガキ ４５％ ミニチュア

１７２図４ ５４１ ＳＩ６４ Ｐ１�１ 土 甕 １３．３ １５．８ ７．５ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ミガキ 完形 底部ケズリ

１７２図５ ５４１ ＳＩ６４ 床面 土 甕 １６．３ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ９０％ 器高残３９．８�
１７２図６ ５４２ ＳＩ６４ Ｐ１�１ 土 甕 １５．６ ３５．３ ７．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕

１７４図１ ５４１ ＳＩ６５ 堆積土 土 甕 ７．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ５０％ 器高残１８．２�
１７４図２ ５４２ ＳＩ６５ 堆積土 土 甕 １３．３ ９．８ ６．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ６０％ 底部木葉痕

１７４図３ ＳＩ６５ 堆積土 土 甕 ８．０ ハケメ・ナデ ナデ ４０％ 器高残１６．２�
１７４図４ ＳＩ６５ 堆積土 土 甕 ６．５ ハケメ ナデ ２５％ 器高残１３．９�
１７４図５ ５４２ ＳＩ６５ 堆積土 土 甕 ２０．８ ２３．９ ７．１ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８５％ 底部ナデ

１７４図６ ５４２ ＳＩ６５ 堆積土 土 甕 １８．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ・指ナデ ５５％ 器高残２９．３�
１７４図７ ＳＩ６５ 堆積土 須 甕 平行タタキメ アテメ 小片

１７７図１ ５４２ ＳＩ６６ 床面 土 杯 １７．２ ４．０ １１．４ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

１７７図２ ＳＩ６６ 床面 土 杯 １２．２ ４．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６５％

１７７図３ ＳＩ６６ 床面 土 杯 １７．８ ６．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

１７７図４ ５４２ ＳＩ６６ 床面 土 杯 １４．７ ４．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

１７７図５ ５４３ ＳＩ６６ 床面 土 甕 １４．０ １３．４ ８．４ ヨコナデ・ケズリ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ・指ナデ ９０％

１７７図６ ５４３ ＳＩ６６ Ｐ１�１ 土 甕 １１．６ １１．０ ６．７ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕

１７７図７ ５４３ ＳＩ６６ 床面 土 甕 １６．７ １３．２ ６．３ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部木葉痕

１７７図８ ５４３ ＳＩ６６ Ｐ１�１ 土 甕 １６．６ １６．８ ６．０ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ケズリ ９０％

１７７図９ ５４４ ＳＩ６６ Ｐ１�１ 土 甑 ２３．３ １３．３ ４．０ ヨコナデ・ハケメ・ミガキ ヨコナデ・ナデ ９０％ 内外面剥離，単孔式

１７７図１０ ５４４ ＳＩ６６ 床面 土 甕 １５．０ １９．５ ６．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ６５％

１７９図１ ＳＩ６８ 堆積土 土 杯 ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％ 器高残３．５�
１７９図２ ＳＩ６８ 床面 土 甕 ６．０ ナデ ナデ ５％ 底部ケズリ

１８１図１ ５４４ ＳＩ７０ �１ 須 杯身 ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ ５％ 器高残３．３�
１８３図１ ５４４ ＳＩ７１ 床面 土 杯 １４．３ ４．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

１８３図２ ５４４ ＳＩ７１ 床面 土 杯 ２４．４ ７．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

１８３図３ ５４４ ＳＩ７１ 床面 土 杯 ２４．３ １１．１ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ケズリ ミガキ ７０％

１８４図１ ＳＩ７２ カマド 土 甕 １２．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ４０％ 器高残８．１�，カマド燃焼部底面出土
１８６図１ ５４４ ＳＩ７３ 堆積土 土 杯 １３．３ ５．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％

１８６図２ ５４４ ＳＩ７３ 堆積土 土 杯 １７．０ ４．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ ７０％

１８６図３ ＳＩ７３ 堆積土 須 甕 ロクロナデ・沈線・隆帯 小片

１９１図１ ５４５ ＳＩ７５ 床面 土 杯 １３．０ ４．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・ナデ ７０％

１９１図２ ５４５ ＳＩ７５ 床面 土 杯 １５．０ ５．５ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

１９１図３ ５４５ ＳＩ７５ 床面 土 杯 １４．９ ５．６ ヨコナデ・ケズリ・ミガキ ミガキ・黒色処理 完形

１９１図４ ５４５ ＳＩ７５ 床面 土 高杯 １４．８ ８．７ １０．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

１９１図５ ＳＩ７５ �１ 土 高杯 ８．０ ハケメ・ミガキ ミガキ・黒色処理 ５０％ 器高残５．４�
１９１図６ ＳＩ７５ 床面 土 高杯 １０．１ ヨコナデ ３０％

１９１図７ ５４５ ＳＩ７５ 床面 土 杯 １１．０ ５．５ ５．１ 指ナデ ヨコナデ・指ナデ 完形 粗製

１９１図８ ５４５ ＳＩ７５ 床面 土 杯 １０．５ ５．１ ５．４ ヨコナデ・指オサエ ナデ 完形 粗製

１９１図９ ５４５ ＳＩ７５ 床面 土 杯 １２．２ ７．４ ６．８ ヨコナデ・指ナデ ナデ・指ナデ ９０％ 粗製

１９１図１０ ５４５ ＳＩ７５ 床面 土 杯 ９．６ ５．０ ５．０ ヨコナデ・指ナデ ナデ・指ナデ 完形 粗製

１９１図１１ ５４５ ＳＩ７５ 床面 土 杯 １２．４ ７．６ ４．８ ヨコナデ・指オサエ ナデ・指ナデ 完形 粗製

１９１図１２ ５４６ ＳＩ７５ 床面 土 杯 １１．５ ５．８ ５．３ 指ナデ 指ナデ 完形 粗製

１９１図１３ ５４６ ＳＩ７５ 床面 土 杯 １１．９ ５．７ ５．４ ヨコナデ・指ナデ ナデ ７５％ 粗製

１９１図１４ ５４６ ＳＩ７５ 床面 土 杯 １１．４ ５．７ ５．３ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形 粗製

１９１図１５ ５４６ ＳＩ７５ 床面 土 杯 １０．７ ６．０ ５．１ ナデ ナデ ６５％ 粗製

１９１図１６ ５４６ ＳＩ７５ 床面 土 杯 １０．６ ５．１ ５．６ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・指ナデ 完形 粗製，内面朱付着

１９１図１７ ５４６ ＳＩ７５ 床面 土 甕 １５．６ １５．４ ７．０ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ５０％ 底部ヘラナデ

１９２図１ ５４６ ＳＩ７５ 床面 土 甕 １８．４ ２９．３ ７．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ・ハケメ ６０％

１９２図２ ５４７ ＳＩ７５ 床面 土 甕 １８．６ ２５．０ ７．１ ナデ ナデ ９０％ 底部ナデ，内外面黒色

１９２図３ ５４７ ＳＩ７５ 床面 土 甕 １７．２ ２２．５ ６．８ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ・指ナデ ８５％ 底部ナデ

１９２図４ ５４７ ＳＩ７５ 床面 土 甑 ２６．０ ２８．５ ７．８ ヨコナデ・ハケメ・ミガキ ミガキ・ハケメ ６５％ 無底式

第２章 遺構と遺物
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表１２ 土器観察表（７）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

１９４図１ ＳＩ７６ 床面 土 杯 １６．５ ４．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

１９４図２ ５４７ ＳＩ７６ 検出面 土 杯 １０．３ ３．８ ４．２ ヨコナデ・指頭圧痕 ヨコナデ・ナデ ７０％

１９６図１ ５４７ ＳＩ７７ 床面 土 杯 １２．０ ５．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・ナデ 完形

１９６図２ ５４８ ＳＩ７７ 床面 土 甕 １４．２ ９．２ ６．１ ヨコナデ・指ナデ・ケズリ ナデ 完形 底部ケズリ，煮炊痕跡

１９６図３ ５４８ ＳＩ７７ カマド 土 甕 １７．４ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ４５％ 器高残１６．３�，カマド右袖構築材
１９８図１ ＳＩ７８ 床面 土 杯 １５．２ ミガキ ミガキ・黒色処理 １０％ 器高残４．８�
１９８図２ ＳＩ７８ 床面 土 甕 ７．６ ナデ ナデ ５％ 底部木葉痕

１９８図３ ＳＩ７８ 床面 須 甕 小片

２００図１ ５４７ ＳＩ７９ 検出面 土 杯 １３．７ ４．４ ６．６ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ミガキ・黒色処理 ６５％ 底部回転糸切り

２０３図１ ５５１ ＳＩ８０ 床面 土 杯 １４．５ ４．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

２０３図２ ５４９ ＳＩ８０ 床面 土 杯 １２．８ ８．２ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ 完形

２０３図３ ５５１ ＳＩ８０ 床面 土 杯 １４．７ ４．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

２０３図４ ５４９ ＳＩ８０ 床面 土 杯 １４．９ ５．６ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

２０３図５ ５４８ ＳＩ８０ 床面 土 杯 １５．７ ４．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ９０％ 底部静止糸切り

２０３図６ ５４９ ＳＩ８０ 床面 土 甕 １５．８ １４．０ ７．３ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ ９０％ 底部木葉痕

２０３図７ ５４９ ＳＩ８０ 床面 土 甕 １８．１ １３．４ ７．３ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部ケズリ

２０３図８ ５５０ ＳＩ８０ カマド 土 甕 １８．５ ２９．６ ７．３ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ 完形 燃焼部底面出土

２０３図９ ５４９ ＳＩ８０ カマド 土 甕 １９．８ ２４．４ ７．４ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕，カマド右袖構築材

２０４図１ ５５１ ＳＩ８０ 床面 土 甑 １７．５ １５．５ ８．４ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ・ケズリ ８５％ 無底式

２０４図２ ５５１ ＳＩ８０ 床面 土 甑 ２１．１ ２２．８ ７．４ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ ８５％ 無底式

２０４図３ ５５２ ＳＩ８０ カマド 土 甕 １６．８ ２７．６ ７．０ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ ９０％ 底部木葉痕，カマド左袖構築材

２０４図４ ５５２ ＳＩ８０ カマド 土 甕 １９．８ ２４．８ ７．１ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ 完形 底部ケズリ，カマド左袖構築材

２０５図１ ５５０ ＳＩ８０ カマド 土 甕 １７．８ ２８．２ ７．８ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ 完形 底部木葉痕，カマド右袖構築材

２０５図２ ５５０ ＳＩ８０ カマド 土 甕 ２０．０ ２５．４ ７．２ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ８０％ 底部木葉痕，カマド燃焼部底面

２０５図３ ５５０ ＳＩ８０ カマド 土 甕 １８．２ ２７．２ ７．１ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ 完形 底部ケズリ，カマド左袖構築材

２０５図４ ５５１ ＳＩ８０ カマド 土 甕 １６．８ ２５．１ ７．５ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ 完形 底部ケズリ，カマド燃焼部底面

２０６図１ ５５２ ＳＩ８０ カマド 土 甕 １９．２ ２４．７ ７．５ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ハケメ・ナデ 完形 底部ケズリ，カマド右袖構築材

２０９図１ ５５２ ＳＩ８１ �１ 土 杯 １１．９ ４．１ ミガキ ミガキ・黒色処理 ９０％

２０９図２ ５５２ ＳＩ８１ �１ 土 杯 ９．４ ２．４ ５．２ ミガキ・黒色処理 ミガキ・黒色処理 ９０％ 金属器模倣

２０９図３ ５５２ ＳＩ８１ �１ 土 杯 １２．５ ３．１ ミガキ ミガキ・黒色処理 完形

２０９図４ ＳＩ８１ カマド 土 杯 １５．６ ３．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 １５％

２０９図５ ＳＩ８１ �１ 土 杯 １４．０ ３．５ ６．０ ヨコナデ・ミガキ ミガキ・黒色処理 ２５％

２０９図６ ５５３ ＳＩ８１ 床面 土 甕 ２０．８ ２４．８ ８．２ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕

２０９図７ ５５３ ＳＩ８１ カマド 土 甕 ２０．８ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ４０％ 器高残２１．２�
２０９図９ ５５３ ＳＩ８１ �１ 須 甕 ロクロナデ ロクロナデ 小片

２０９図１０ ＳＩ８１ 検出面 須 鉢 ロクロナデ ロクロナデ 小片 平坦な口唇部

２０９図１１ ５５３ ＳＩ８１ �１ 須 蓋 １６．４ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ ２５％ 器高残１．９�
２０９図１２ ５５４ ＳＩ８１ �１ 須 甕 平行タタキメ アテメ 小片

２１２図１ ５５４ ＳＩ８２ 床面 土 杯 １６．６ ５．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形 内外面粗い

２１２図２ ５５４ ＳＩ８２ 床面 土 杯 １７．５ ５．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％ 内面剥離

２１２図３ ５５４ ＳＩ８２ 床面 土 杯 １５．７ ５．５ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

２１２図４ ５５４ ＳＩ８２ 床面 土 杯 １７．５ ５．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

２１２図５ ５５４ ＳＩ８２ 床面 土 杯 １７．４ ５．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ９０％ 外面摩滅

２１２図６ ＳＩ８２ 床面 土 杯 ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

２１２図７ ５５４ ＳＩ８２ 床面 土 杯 ２２．９ ６．７ ヨコナデ・指ナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

２１２図８ ５５４ ＳＩ８２ 床面 土 杯 １７．０ ４．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

２１２図９ ５５５ ＳＩ８２ 床面 土 甕 ７．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ９０％

２１２図１０ ５５４ ＳＩ８２ 床面 須 杯蓋 １５．８ ４．２ ロクロナデ ロクロナデ 完形 回転ヘラ切リ，無調整，焼成前穿孔

２１２図１１ ５５５ ＳＩ８２ 床面 土 甕 １９．１ １６．４ ８．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 底部ケズリ，外面粗い

２１３図１ ５５５ ＳＩ８２ 床面 土 甕 １９．２ ２９．０ ８．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ６０％

２１３図２ ５５５ ＳＩ８２ 床面 土 甕 １４．０ ３１．０ ７．８ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ ８０％

２１３図３ ＳＩ８２ 床面 土 甕 ８．８ ハケメ ナデ ３５％ 器高残１７．７�，底部ケズリ，朱塗り
２１３図４ ＳＩ８２ �１ 土 甕 ８．０ ナデ ナデ ３０％ 内外面調整不明瞭

２１３図５ ５５６ ＳＩ８２ 床面 土 甑 ２０．５ ２６．４ ９．３ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ・ケズリ 完形 無底式

２１４図１ ＳＩ８２ 床面 土 甕 ７．７ ハケメ・ナデ ４０％ 器高残１４．９�，内面摩滅
２１４図２ ５５６ ＳＩ８２ �１ 須 甕 タタキメ アテメ 小片 外面に焼台痕跡

２１４図３ ５５６ ＳＩ８２ 床面 須 甕 タタキメ 同心円文アテメ 小片

２１６図１ ＳＩ８３ 床面 土 甕 ８．０ ハケメ・ナデ ナデ １０％

２１６図２ ５５６ ＳＩ８３ �１ 須 杯 ７．０ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ ２５％ 底部切り離し不明

２１９図１ ＳＩ８４ �１ 土 杯 １４．８ ４．０ ８．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

２１９図２ ５５７ ＳＩ８４ カマド 土 杯 １５．５ ４．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形 カマド燃焼部内出土

２１９図３ ５５７ ＳＩ８４ カマド 土 杯 １２．９ ４．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８０％ カマド燃焼部内出土

２１９図４ ５５７ ＳＩ８４ カマド 土 甕 １６．９ ２７．３ ８．１ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ ７０％ カマド燃焼部内出土

２１９図５ ５５７ ＳＩ８４ カマド 土 甕 ２０．８ ２１．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ カマド燃焼部底面出土

２１９図６ ＳＩ８４ 床面 土 甑 ８．５ ハケメ ケズリ ３０％ 器高残１１．２�，無底式
２２１図１ ５５７ ＳＩ８５ 検出面 土 杯 １７．５ ３．５ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３５％ 底部外面焼成前線刻

第１編 高木遺跡
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表１３ 土器観察表（８）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

２２１図２ ５５７ ＳＩ８５ カマド 土 杯 １７．４ ６．５ ヨコナデ・ケズリ・指圧痕 ミガキ・黒色処理 ７５％ カマド左袖補強材

２２１図３ ５５７ ＳＩ８５ 床面 土 杯 １５．３ ６．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形 関東系土師器

２２１図４ ５５７ ＳＩ８５ カマド 土 杯 １４．２ ５．４ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ 完形 カマド右袖構築材，関東系土師器

２２１図５ ５５８ ＳＩ８５ 床面 土 杯 １４．６ ５．３ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ ５５％ 関東系土師器

２２１図６ ５５８ ＳＩ８５ カマド 土 杯 １１．１ ７．８ ６．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８０％ カマド燃焼部出土

２２１図７ ５５８ ＳＩ８５ 床面 土 甕 １２．４ １２．５ ６．４ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ８５％ 底部ケズリ

２２１図８ ５５８ ＳＩ８５ Ｐ２�１ 土 甑 ２２．２ ２１．２ ８．２ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ ９０％ 無底式

２２５図１ ５５９ ＳＩ８７ 床直 須 円面硯 ７．２ ３．０ ８．８ ロクロナデ ロクロナデ・ケズリ 完形 スリ面朱・墨付着

２２５図２ ５５８ ＳＩ８７ 床面 土 杯 １０．５ ３．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ９０％

２２８図１ ５５９ ＳＩ８８ 床面 土 甕 １４．３ １５．３ ７．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ 完形 外面縦ハケ後横ハケ

２２８図２ ５５８ ＳＩ８８ �１ 土 甕 １２．８ １４．７ ５．９ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部木葉痕

２２８図３ ５５９ ＳＩ８８ 床面 土 甕 １６．０ ２３．５ ７．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ５５％

２２８図４ ５５９ ＳＩ８８ 床面 土 甕 １６．５ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ３０％ 器高残２２．１�
２２８図５ ５６０ ＳＩ８８ 床面 土 甕 １５．９ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ・ハケメ ５０％ 器高残１５．０�
２２８図６ ＳＩ８８ 床面 土 甕 ７．５ ケズリ ヨコナデ・ナデ １５％ 器高残９．２�，外面赤変
２２９図１ ５６０ ＳＩ８８ 床面 土 甕 １８．３ ３０．５ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７５％

２２９図２ ＳＩ８８ 床面 土 甕 ヨコナデ・ハケメ ナデ ４０％ 器高残２３．９�
２２９図３ ５６０ ＳＩ８８ 床面 土 甑 ２０．０ ２４．７ ８．４ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ７５％ 無底式

２２９図４ ５６１ ＳＩ８８ 床面 土 甕 １７．６ ３１．２ ７．３ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部ケズリ，外面粘土付着

２３０図１ ５６０ ＳＩ８８ 床面 土 甕 ９．１ ハケメ・ナデ ナデ ５０％ 器高残２３．８�
２３０図６ ５６１ ＳＩ８８ 床面 土 杯 ４．４ ナデ ナデ ２０％ 底部ナデ，柱状

２３１図１ ５６１ ＳＩ８９ カマド 土 杯 １６．９ ３．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８５％ カマド右袖脇出土

２３３図１ ５６２ ＳＩ９０ カマド 土 杯 １４．８ ４．４ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８５％ カマド前出土

２３３図２ ５６２ ＳＩ９０ カマド 土 杯 １３．８ ５．４ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形 カマド燃焼部底面出土

２３３図３ ５６２ ＳＩ９０ カマド 土 杯 １４．５ ７．０ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ９０％ カマド前出土

２３３図４ ５６２ ＳＩ９０ カマド 土 杯 １５．４ ５．０ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％ カマド燃焼部底面出土

２３６図１ ５６３ ＳＩ９１ 床面 土 甑 １９．２ １３．４ ５．６ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ９０％ 単孔式

２３６図２ ５６３ ＳＩ９１ カマド 土 甕 １８．１ １９．５ ６．８ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ８５％ 底部ナデ，カマド燃焼部底面出土

２３６図３ ５６３ ＳＩ９１ カマド 土 甕 １６．８ ２６．５ ７．５ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形 底部ナデ，カマド燃焼部底面出土

２３６図４ ＳＩ９１ カマド 土 甕 ７．２ ナデ ５０％ 器高残１３．９�，内面煤付，底部木葉痕
２３６図５ ５６３ ＳＩ９１ 床面 土 甕 １７．０ ２５．０ ７．７ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 外面カマド使用痕，底部木葉痕

２３７図１ ５６４ ＳＩ９１ カマド 土 甕 １８．５ ２３．３ ７．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ カマド左袖構築材

２３７図２ ５６４ ＳＩ９１ カマド 土 甕 １９．５ ２４．３ ６．３ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ カマド右袖構築材

２３７図３ ５６４ ＳＩ９１ カマド 土 甕 １７．１ ２０．４ ８．１ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ６５％ 底部木葉痕，カマド燃焼部底面出土

２３９図１ ５６４ ＳＩ９２ カマド 土 杯 １１．８ ４．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６５％ 崩落土出土

２３９図２ ５６４ ＳＩ９２ カマド 土 杯 １３．８ ４．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５５％ 内面剥落，崩落土出土

２３９図３ ５６４ ＳＩ９２ カマド 土 杯 １４．３ ５．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８０％ 崩落土出土

２３９図４ ＳＩ９２ カマド 土 杯 １７．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 １５％ 口径値誤差含，崩落土出土

２３９図５ ５６５ ＳＩ９２ カマド 土 甕 １８．６ ２８．２ ８．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ・ナデ ６０％ 底部木葉痕，崩落土出土

２４１図１ ５６４ ＳＩ９３ 床面 土 杯 １５．８ ４．１ ミガキ ミガキ・黒色処理 ５５％

２４４図１ ＳＩ９４ 床面 土 杯 １６．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

２４４図２ ＳＩ９４ 床面 土 杯 １５．６ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

２４４図３ ５６５ ＳＩ９４ 床面 土 杯 １２．１ ６．５ ６．２ ヨコナデ・指ナデ ナデ ７０％ 底部ケズリ

２４４図４ ＳＩ９４ 床面 土 杯 １５．７ ５．５ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３５％

２４４図５ ５６４ ＳＩ９４ 床面 土 杯 １６．４ ５．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

２４４図６ ５６５ ＳＩ９４ 床面 土 甕 １３．２ １１．７ ６．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７０％ 底部木葉痕，外面横ハケメ

２４４図７ ＳＩ９４ 床面 土 甕 ８．６ ハケメ ３０％ 底部木葉痕，内面粗い

２４４図８ ５６５ ＳＩ９４ 床面 土 甕 １６．０ １６．５ ５．８ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形 底部ケズリ

２４４図９ ５６６ ＳＩ９４ 床面 土 甕 １９．７ １８．５ ８．０ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ８０％ 底部ナデ，内外面煮炊痕明瞭

２４４図１０ ５６８ ＳＩ９４ 床面 土 甑 １８．０ １５．２ ４．８ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形 単孔式

２４５図１ ５６６ ＳＩ９４ 床面 土 甕 １６．９ ３０．０ ７．８ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ミガキ ヨコナデ・ナデ・・ミガキ ６０％

２４５図２ ５６７ ＳＩ９４ 床面 土 甑 ２２．５ ２６．７ ９．４ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ９０％ 無底式

２４５図３ ５６６ ＳＩ９４ カマド 土 甕 ７．６ ハケメ ナデ ６０％ 器高残３３．１�，カマド燃焼部底面出土
２４５図４ ５６７ ＳＩ９４ 床面 土 甑 ２１．６ ３１．１ ９．６ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ケズリ ８０％ 無底式

２４６図１ ５６８ ＳＩ９４ カマド底 土 甕 ７．９ ナデ ナデ ６０％ 外面粘土付着，器高残２７．６�
２４８図１ ５６７ ＳＩ９５ 床面 土 杯 １０．２ ３．９ ５．５ ヨコナデ，指オサエ ヨコナデ，指オサエ 完形 ミニチュア

２５０図１ ＳＩ９６ �２ 土 杯 １４．４ ４．４ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

２５０図２ ＳＩ９６ �１ 須 杯 １１．６ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ １０％

２５２図１ ５６８ ＳＩ９７ �１ 土 甕 １７．７ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ８０％ 器高残２３．１�
２５２図２ ＳＩ９７ 床面 土 高杯 １０．９ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ケズリ 黒色処理 ２０％

２５６図１ ５６８ ＳＩ９８ �１ 土 杯 １７．７ ５．９ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ９０％

２５６図２ ５６９ ＳＩ９８ カマド 土 甕 １５．５ ６．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８０％ 器高残１０．５�，カマド燃焼部底面出土
２５６図３ ５６８ ＳＩ９８ カマド 土 甕 １５．２ １５．４ ８．２ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ 完形 底面ケズリ，カマド燃焼部底面出土

２５６図４ ５６９ ＳＩ９８ 床面 土 甕 １６．０ １３．６ ７．４ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形 底面ケズリ，口縁強く外反，煤付着

２５６図５ ５６９ ＳＩ９８ カマド 土 甕 ２０．１ ２１．０ ６．５ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ８５％ 外面粗い，カマド左袖構築材

２５６図６ ５６９ ＳＩ９８ カマド底 土 甕 ２０．９ ２０．５ ７．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕，カマド燃焼部底面出土

第２章 遺構と遺物
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表１４ 土器観察表（９）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

２５６図７ ５６９ ＳＩ９８ カマド 土 甕 １８．９ ２１．１ ８．３ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８０％ 底部ケズリ，カマド右袖構築材

２５７図１ ５７０ ＳＩ９８ カマド 土 甕 １９．０ ２１．７ ７．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ８０％ 底部木葉痕，カマド燃焼部底面出土

２５７図２ ５７０ ＳＩ９８ カマド 土 甕 １９．２ ２３．８ ８．５ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部ケズリ，カマド天井部構築材

２５７図３ ５７０ ＳＩ９８ カマド 土 甕 １８．４ ２８．４ ６．６ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部ケズリ，カマド天井部構築材

２５７図４ ５７１ ＳＩ９８ カマド 土 甕 １９．２ ２５．９ ７．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７５％ 底部木葉痕，カマド天井部構築材

２５８図１ ５７０ ＳＩ９８ 床面 土 甕 ２３．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ４５％ 器高残１３．５�
２５８図２ ５６９ ＳＩ９８ �１ 須 不明 波状文 小片

２６０図１ ＳＩ９９ �１ 土 杯 １２．１ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ３５％

２６０図２ ５７１ ＳＩ９９ 床面 土 杯 １２．５ ５．４ ６．３ ヨコナデ ヨコナデ・ナデ ６０％ 底面ケズリ

２６０図３ ＳＩ９９ �１ 土 杯 １５．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

２６０図４ ＳＩ９９ �１ 土 杯 １６．２ ４．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

２６０図５ ５７１ ＳＩ９９ �１ 土 杯 ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

２６０図６ ＳＩ９９ �１ 須 杯 ロクロナデ・沈線 ロクロナデ 小片

２６０図７ ＳＩ９９ �１ 須 杯蓋 １４．２ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ １０％

２６３図１ ＳＩ１００ �１ 土 杯 １４．０ ３．８ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ２０％

２６３図２ ＳＩ１００ �１ 土 杯 １３．５ ３．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

２６３図３ ５７１ ＳＩ１００ �１ 土 杯 １４．４ ４．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８０％ 内面剥落

２６３図４ ５７１ ＳＩ１００ 床面 土 杯 １５．２ ４．３ ヨコナデ・ケズリ・ミガキ ミガキ・黒色処理 ４５％

２６３図５ ＳＩ１００ �１ 土 杯 １４．０ ４．５ ヨコナデ・ケズリ・ミガキ ミガキ・黒色処理 ２５％

２６３図６ ５７１ ＳＩ１００ �１ 土 杯 １５．２ ５．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

２６３図７ ＳＩ１００ 床面 土 杯 １８．２ ６．２ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％

２６３図８ ５７２ ＳＩ１００ 床面 土 甕 ８．０ ナデ ナデ ５５％

２６３図９ ＳＩ１００ �１ 須 甕 １９．３ ロクロナデ ロクロナデ １０％

２６３図１０ ＳＩ１００ カマド 土 甕 ２２．４ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ３５％ 器高残２３．９�，カマド�１出土
２６３図１１ ５７２ ＳＩ１００ 床面 土 甕 ２１．２ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ８０％ 器高残３０．４�
２６４図１ ５７３ ＳＩ１００ 床面 須 甕 波状文・カキメ・タタキメ 同心円文アテメ 小片

２６４図２ ５７２ ＳＩ１００ �１ 須 瓶 沈線文・列点刺突文 シボリメ 小片 横瓶か堤瓶

２６７図１ ＳＩ１０１ 床面 土 杯 １６．６ ４．１ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

２６７図２ ５７３ ＳＩ１０１ �４ 土 杯 １５．２ ４．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７５％

２６７図３ ５７３ ＳＩ１０１ �４ 土 甕 ２２．６ １１．８ ７．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ３５％

２６７図４ ５７３ ＳＩ１０１ �４ 土 甕 １３．８ １０．５ ７．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 底部植物繊維圧痕

２６７図５ ５７３ ＳＩ１０１ �４ 土 甕 １７．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７０％ 器高残２１．６�
２６７図６ ５７４ ＳＩ１０１ �４ 土 甕 １７．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ４０％ 器高残１８．９�
２６７図７ ＳＩ１０１ カマド 土 甕 ２０．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ２０％ 器高残１７．８�，カマド燃焼部底面出土
２６７図８ ５７４ ＳＩ１０１ �４ 土 甑 ２１．３ ２６．８ ８．４ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ・ケズリ 完形 無底式

２６８図２ ５７４ ＳＩ１０１ �４ 須 甕 波状文 ロクロナデ 小片

２６８図３ ＳＩ１０１ �１ 須 杯身 ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ 小片

２７１図１ ＳＩ１０２ �１ 土 杯 １６．２ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

２７１図２ ＳＩ１０２ 床面 土 杯 １４．６ ヨコナデ・ミガキ・ナデ ミガキ・黒色処理 １５％

２７１図３ ＳＩ１０２ 床面 土 杯 １４．３ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

２７１図４ ５７４ ＳＩ１０２ 床面 土 杯 １６．４ ５．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

２７１図５ ５７５ ＳＩ１０２ 床面 土 甕 １６．０ １０．６ ８．２ ケズリ ケズリ ４０％ 底部ケズリ・底部内面支脚痕

２７１図７ ５７５ ＳＩ１０２ 床面 土 甕 １３．０ １１．８ ６．７ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部全面ケズリ

２７１図８ ＳＩ１０２ 床面 土 甕 １６．２ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ケズリ・ナデ ９０％ 器高残１９．６�
２７５図１ ５７６ ＳＩ１０３ 堆積土 土 杯 １６．１ ４．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５５％

２７５図２ ５７６ ＳＩ１０３ 床直 土 杯 １２．０ ５．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

２７５図３ ＳＩ１０３ カマド内 土 杯 １７．８ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ハケメ ２０％

２７５図４ ５７６ ＳＩ１０３ カマド 土 高杯 １５．９ ９．３ １１．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８５％ カマド燃焼部底面出土

２７５図５ ５７６ ＳＩ１０３ カマド 土 杯 １２．９ ５．３ ヨコナデ・ハケメ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ９０％ カマド焚口前出土

２７５図６ ５７６ ＳＩ１０３ 床直 土 杯 １３．１ ７．７ ミガキ・ケズリ ミガキ ８０％

２７５図７ ５７７ ＳＩ１０３ 床直 土 甕 １６．０ １４．１ ８．２ ヨコナデ・ハケメ ナデ ９０％

２７５図８ ５７８ ＳＩ１０３ 床面 土 甕 ６．９ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ９０％ 器高残１９．１�
２７５図９ ５７６ ＳＩ１０３ カマド 土 甕 １５．８ １１．０ ６．２ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形 カマド焚口前出土

２７５図１０ ５７８ ＳＩ１０３ カマド 土 甕 １９．３ ２２．７ ５．５ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ケズリ ７０％ 底部全面ケズリ・ナデ，カマド焚口前出土

２７５図１１ ５７７ ＳＩ１０３ カマド 土 甕 １７．１ ２１．６ ６．７ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ６５％ 底部ナデ，カマド右袖構築材

２７６図１ ５７７ ＳＩ１０３ カマド 土 甕 １５．６ ３３．０ ６．０ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ ９０％ カマド焚口前出土

２７６図２ ５７８ ＳＩ１０３ カマド 土 甕 １６．０ ３０．５ ６．６ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形 底部ケズリ，カマド左袖構築材

２７８図１ ＳＩ１０４ 堆積土 土 高杯 １２．４ ヨコナデ・ハケメ・指ナデ ミガキ・黒色処理 ５０％

２７８図２ ＳＩ１０４ 床直 土 甕 ６．３ ヨコナデ・ハケメ ナデ ６０％ 器高残１８．７�
２７８図３ ５７８ ＳＩ１０４ 床直 土 甕 ２０．０ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ６５％ 器高残２７．９�
２８０図１ ５７９ ＳＩ１０５ 床直 土 杯 １４．３ ４．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

２８０図２ ５７９ ＳＩ１０５ 床直 土 杯 １４．５ ３．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

２８０図３ ５７９ ＳＩ１０５ 床直 土 杯 １６．４ ５．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

２８０図４ ５７９ ＳＩ１０５ 床直 土 杯 １５．７ ３．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

２８０図５ ５７９ ＳＩ１０５ 床面 土 杯 １４．８ ９．７ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８５％ 銅鋺模倣

２８０図６ ５７９ ＳＩ１０５ 床直 土 杯 １０．０ ３．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

第１編 高木遺跡
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表１５ 土器観察表（１０）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

２８０図７ ＳＩ１０５ 検出面 須 杯 ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ １５％

２８３図１ ５８０ ＳＩ１０６ �１ 土 杯 １６．５ ４．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

２８３図２ ５８０ ＳＩ１０６ 床面 土 甕 １４．２ ９．７ ７．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形

２８３図３ ５８０ ＳＩ１０６ 床面 土 甕 １２．６ １３．８ ８．９ ヨコナデ・ケズリ・ナデ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ５５％ 内面リング状煮炊痕

２８３図４ ５８０ ＳＩ１０６ 床面 土 甕 １１．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ミガキ ４０％ 器高残１１．４�
２８３図５ ５８０ ＳＩ１０６ カマド 土 甕 １６．０ １６．５ ６．３ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部木葉痕，カマド燃焼部底面出土

２８５図１ ＳＩ１０７ �１ 土 杯 １６．９ ４．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３５％

２８５図２ ＳＩ１０７ �１ 土 杯 １５．２ ５．０ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ４０％

２８５図３ ５８１ ＳＩ１０７ �２ 土 杯 １３．７ ４．６ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ４５％

２８５図４ ５８２ ＳＩ１０７ �１ 土 甕 ２２．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ 器高残２７．８�
２８５図５ ５８１ ＳＩ１０７ 床面 土 甑 ２０．２ ２２．４ ７．２ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ９０％ 無底式

２８５図６ ＳＩ１０７ �２ 須 壺？ 小片 叩き出しによる丸味

２８８図１ ５８２ ＳＩ１０８ �１ 土 杯 １５．２ ４．４ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３５％

２８８図２ ５８１ ＳＩ１０８ カマド 土 杯 １１．４ ４．６ ミガキ・ケズリ・黒色処理 ミガキ・黒色処理 完形 カマド構築土出土

２８８図３ ５８４ ＳＩ１０８ カマド 土 甕 １７．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８０％ カマド右袖構築材，器高残１８．９�
２８８図４ ５８２ ＳＩ１０８ カマド 土 甕 １８．０ ２０．０ ８．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８５％ 底部木葉痕，カマド燃焼部底面出土

２８８図５ ５８２ ＳＩ１０８ カマド 土 甕 １８．４ ２２．２ ７．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部ナデ，カマド左袖構築材，焼成後穿孔

２８８図６ ＳＩ１０８ �１ 土 甕 ６．８ ハケメ ナデ ４０％ 底部木葉痕

２８８図７ ＳＩ１０８ 床面 土 甕 ６．４ ハケメ ナデ ５０％ 器高残１７．２�
２８９図１ ５８３ ＳＩ１０８ カマド 土 甕 １７．２ ２１．５ ７．１ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７５％ 底部木葉痕，カマド左袖構築材

２８９図２ ５８４ ＳＩ１０８ カマド 土 甕 ２０．９ ２４．４ ６．８ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ８０％ 内面リング状煤付着，底部木葉痕，カマド右袖材

２８９図３ ５８３ ＳＩ１０８ カマド 土 甕 １７．７ ２７．０ ７．２ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ 完形 底部木葉痕，カマド燃焼部底面出土

２８９図４ ５８３ ＳＩ１０８ カマド 土 甕 １７．０ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ８０％ 器高残２５．８�，カマド燃焼部底面出土
２９０図１ ５８３ ＳＩ１０８ カマド 土 甕 １７．２ ２２．５ ７．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部木葉痕，カマド燃焼部底面出土

２９０図２ ５８４ ＳＩ１０８ カマド 土 甕 １９．０ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ８０％ カマド左袖構築材

２９０図３ ＳＩ１０８ カマド 土 甕 ７．２ ハケメ ナデ ４０％ 器高残１３．６�，カマド燃焼部底面出土
２９０図４ ＳＩ１０８ 床面 須 甕 平行タタキメ 同心円文アテメ 小片

２９３図１ ５８４ ＳＩ１０９ 床面 土 杯 １８．４ ４．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％

２９３図２ ５８５ ＳＩ１０９ 床面 土 甕 １４．７ １２．６ ６．９ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ５５％

２９３図３ ５８４ ＳＩ１０９ 床面 土 甕 １７．０ ２０．５ ７．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ４０％ 底部木葉痕

２９３図４ ＳＩ１０９ カマド 土 甕 １８．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ４０％ 器高残２１．０�，カマド燃焼部底面出土
２９３図５ ５８５ ＳＩ１０９ カマド 土 甕 １８．６ ２２．７ ７．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ４０％ 底部木葉痕，カマド燃焼部底面出土

２９３図６ ５８５ ＳＩ１０９ 床面 土 甑 ２１．９ ２３．０ ７．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ８０％ 無底式

２９６図１ ＳＩ１１０ �１ 土 杯 １５．８ ミガキ ミガキ・黒色処理 ２５％

２９６図２ ５８５ ＳＩ１１０ 床面 土 杯 １４．１ ８．７ ケズリ 黒色処理 ５０％ 内外面摩滅

２９６図３ ５８６ ＳＩ１１０ 床面 土 甕 １４．４ １３．２ ６．５ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 内面リング状に煤付着

２９６図４ ５８６ ＳＩ１１０ カマド 土 甕 １６．８ ３２．０ ７．４ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ６０％ カマド�１出土
２９６図５ ５８６ ＳＩ１１０ 床面 土 甕 ７．２ ハケメ ナデ ６０％ 底部木葉痕，器高残２３．７�
２９６図６ ５８７ ＳＩ１１０ 床面 土 甕 １８．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ６０％ 器高残２４．７�
２９６図７ ５８５ ＳＩ１１０ �１ 土 手捏ね ４．８ ２．２ 指オサエ 指オサエ 完形

２９８図１ ＳＩ１１１ 床面 土 杯 １２．４ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

２９８図２ ５８６ ＳＩ１１１ �１ 土 杯 １４．９ ４．３ ミガキ ミガキ・黒色処理 ４０％

２９８図３ ５８７ ＳＩ１１１ �１ 須 杯 １０．２ ロクロナデ・２本沈線 ロクロナデ ２０％ 高杯か？

２９８図４ ５８７ ＳＩ１１１ 床面 土 甕 １７．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ５５％ 器高残２３．５�
３０１図１ ５８７ ＳＩ１１２ 床面 土 杯 １４．３ ３．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

３０１図２ ５８７ ＳＩ１１２ 床面 土 杯 １４．４ ４．５ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ ７５％ 内面粗い

３０１図３ ５８７ ＳＩ１１２ 床面 土 高杯 ２０．８ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

３０１図４ ５８８ ＳＩ１１２ 床面 土 甕 １６．４ １４．０ ６．５ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ７５％

３０１図５ ５８８ ＳＩ１１２ 床面 土 甕 １７．０ １０．２ ６．０ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形

３０１図６ ５８７ ＳＩ１１２ 床面 土 甕 １６．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７５％ 器高残２１．９�
３０１図７ ５８８ ＳＩ１１２ 床面 土 甑 ２１．６ ２３．４ ７．７ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ケズリ ６０％ 無底式

３０３図１ ＳＩ１１３ �１ 土 杯 １６．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５％

３０３図２ ＳＩ１１３ �１ 土 甕 ２２．５ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ５％

３０５図１ ＳＩ１１４ �１ 土 杯 １８．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

３０５図２ ５８８ ＳＩ１１４ �２ 土 甕 ５．７ ５．０ ５．５ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 ミニチュア

３０５図３ ＳＩ１１４ �１ 土 甕 ８．０ ハケメ ナデ ５％

３０５図４ ＳＩ１１４ �１ 須 甕 ロクロナデ・波状文 ロクロナデ 小片

３０８図１ ５８８ ＳＩ１１８ 床面 土 杯 １７．１ ５．８ ミガキ ミガキ・黒色処理 完形

３０８図２ ５８８ ＳＩ１１８ �１ 土 杯 １７．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

３０８図３ ５８８ ＳＩ１１８ �１ 土 杯 １４．９ ヨコナデ・ナデ ミガキ・黒色処理 ４５％

３０８図４ ５８９ ＳＩ１１８ 床面 土 杯 １８．０ ６．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

３０８図５ ５８９ ＳＩ１１８ 床面 土 杯 １５．８ ４．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形 内面粗い

３０８図６ ５８９ ＳＩ１１８ 床面 土 杯 １６．１ ６．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

３０８図７ ５８９ ＳＩ１１８ 床面 土 杯 １８．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形 底部外側から穿孔

３０８図８ ５８９ ＳＩ１１８ 床面 土 高杯 ２０．０ １３．４ １２．０ ヨコナデ・ナデ・ケズリ・ハケメ ミガキ・黒色処理 ９０％ ３方透かし

３０８図９ ５８９ ＳＩ１１８ カマド 土 高杯 １６．０ ７．６ ９．５ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ミガキ・黒色処理 完形 カマド燃焼部底面出土

第２章 遺構と遺物

６５５



表１６ 土器観察表（１１）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

３０８図１０ ５８９ ＳＩ１１８ カマド 土 甕 １７．９ ２８．７ ７．３ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ カマド燃焼部底面出土

３０９図１ ５９０ ＳＩ１１８ 床面 土 甑 ２５．８ ３０．２ １０．８ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ミガキ ７０％ 無底式

３０９図２ ５９０ ＳＩ１１８ カマド 土 甕 １９．２ ２４．７ ７．０ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ 完形 底部木葉痕，カマド燃焼部底面出土

３０９図３ ５９０ ＳＩ１１８ 床面 土 甕 ２２．０ ３４．３ ６．０ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ９０％ 底部ケズリ

３０９図４ ＳＩ１１８ �１ 須 甕 タタキメ アテメ 小片

３１０図１ ＳＩ１１９ 堆積土 土 杯 １９．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 １５％

３１２図１ ５９０ ＳＩ１２０ �１ 土 杯 １３．８ ４．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８０％

３１２図２ ５９０ ＳＩ１２０ �１ 土 杯 １９．５ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３５％

３１２図３ ５９０ ＳＩ１２０ �１ 土 杯 １３．６ ５．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％

３１２図４ ５９１ ＳＩ１２０ 床面 土 甕 １３．７ １０．７ ６．４ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ・ナデ ヨコナデ・ナデ ７０％ 内面リング状煮炊痕

３１２図５ ５９１ ＳＩ１２０ 床面 土 甕 １５．３ １７．０ ７．８ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ ７５％

３１２図６ ５９１ ＳＩ１２０ 床面 土 甕 １８．２ １８．４ ７．０ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ハケメ・ナデ ６０％ 底部木葉痕

３１２図７ ５９１ ＳＩ１２０ 床面 土 甑 ２３．６ ２６．０ ８．７ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ・ケズリ 完形 無底式

３１４図１ ５９２ ＳＩ１２１ �１ 土 杯 １４．５ ３．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

３１４図２ ５９２ ＳＩ１２１ 床面 土 甕 １７．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ５０％ 器高残２５．３�
３１４図３ ５９３ ＳＩ１２１ 床面 土 甕 ７．０ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ６０％ 器高残３１．１�
３１４図４ ５９２ ＳＩ１２１ カマド 土 甑 ２３．４ ２６．１ ９．５ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ 完形 無底式，カマド左袖構築材

３１６図１ ＳＩ１２２ Ｐ１�１ 土 杯 １３．０ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 １５％

３１６図２ ５９２ ＳＩ１２２ Ｐ１�１ 土 甕 １１．９ ９．３ ６．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ５０％

３１６図３ ５９４ ＳＩ１２２ Ｐ１�１ 土 甕 ８．０ ナデ ナデ ４０％ 器高残８．９�
３１６図５ ５９３ ＳＩ１２２ Ｐ１�３ 土 甕 １６．６ ２６．９ ７．０ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ８０％

３１６図６ ５９３ ＳＩ１２２ Ｐ１�１ 土 甕 ２０．０ ２２．３ ７．０ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形

３１６図７ ５９２ ＳＩ１２２ �１ 土 杯 ６．５ ３．０ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形 ミニチュア

３１６図８ ＳＩ１２２ �１ 土 小壺 ３．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ ２０％ ミニチュア

３１８図１ ＳＩ１２３ 床面 土 高杯 １１．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％

３１８図２ ＳＩ１２３ Ｐ１�１ 土 高杯 ７．８ ヨコナデ・指ナデ ミガキ・黒色処理 ７０％ 底部内面器壁剥離

３１８図３ ５９４ ＳＩ１２３ Ｐ１�１ 土 甕 ８．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部ナデ，器高残１７．７�
３１８図４ ５９４ ＳＩ１２３ Ｐ１�１ 土 甕 １９．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ３０％ 器高残１４．１�
３１８図５ ＳＩ１２３ 床面 土 甕 ７．０ ケズリ ナデ １５％

３１８図６ ５９４ ＳＩ１２３ Ｐ１�１ 土 甕 １３．８ １６．３ ７．４ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ハケメ・ナデ 完形 胴部穿孔，煤付着，底部木葉痕

３１８図７ ５９５ ＳＩ１２３ Ｐ１�１ 土 甕 １７．９ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ４０％ 器高残２１．７�
３１８図８ ＳＩ１２３ �１ 土 杯 １６．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 １５％

３２０図１ ＳＩ１２４ �２ 土 杯 ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５％

３２０図２ ＳＩ１２４ �２ 土 杯 ヨコナデ・ケズリ ミガキ １５％

３２２図１ ＳＩ１２５ �１ 土 杯 １６．８ ５．９ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

３２２図２ ＳＩ１２５ �１ 須 杯 ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ 小片

３２４図１ ＳＩ１２６ 床面 土 杯 １６．４ ４．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

３２５図１ ＳＩ１２７ 床面 土 杯 ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ １５％

３２５図２ ＳＩ１２７ �１ 土 甕 ９．０ １０％ 底部木葉痕

３２５図３ ５９５ ＳＩ１２７ 検出面 土 杯 １２．０ ２．０ ケズリ ミガキ ２５％

３２８図１ ５９５ ＳＩ１２９ �２ 土 杯 １４．７ ６．３ ヨコナデ・ケズリ・ミガキ ミガキ・黒色処理 完形 内面粗い

３２８図２ ＳＩ１２９ �５ 土 杯 １６．７ ４．６ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ３５％

３２８図３ ＳＩ１２９ 堆積土 土 高杯 １４．１ ヨコナデ ミガキ・黒色処理 １０％

３２８図４ ＳＩ１２９ �２ 土 手捏ね ９．２ ３．４ ７．０ 指ナデ 指ナデ 完形 底部ナデ・丸い窪み

３２８図５ ＳＩ１２９ �２ 土 高杯 １０．５ ヨコナデ・ケズリ・ナデ ミガキ・黒色処理 ４０％

３２８図６ ５９６ ＳＩ１２９ �２ 土 甕 １５．０ ３６．７ ８．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部木葉痕

３２８図７ ５９６ ＳＩ１２９ �２ 土 甕 １１．７ ９．３ ６．０ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部ケズリ

３２８図８ ＳＩ１２９ �２ 土 甕 ナデ ナデ ７０％ 器高残２０．０�
３３０図１ ＳＩ１３０ 堆積土 土 甕 ７．８ ナデ ５％ 底部木葉痕

３３３図１ ５９７ ＳＩ１３４ 検出面 土 甑 ２２．２ ２５．３ ８．２ ヨコナデ・ミガキ ミガキ・ケズリ 完形 無底式

３３６図１ ５９７ ＳＩ１３６ �１ 土 杯 １６．０ ３．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％ 底部外面焼成前線刻

３３６図２ ＳＩ１３６ 床面 土 杯 １６．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

３３６図３ ５９７ ＳＩ１３６ 床面 土 杯 １７．２ ４．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

３３６図４ ＳＩ１３６ 床直 土 杯 １３．９ ５．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％ 器面粗い

３３６図５ ＳＩ１３６ 貼床 土 杯 １３．２ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

３３６図６ ５９７ ＳＩ１３６ 床面 土 杯 １４．２ ２．５ ヨコナデ・指オサエ ミガキ・黒色処理 ６０％ 底部ケズリ・柱状

３３６図７ ５９７ ＳＩ１３６ 床面 土 杯 １３．０ ５．１ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ７０％

３３６図８ ＳＩ１３６ 床直 土 杯 １３．６ ヨコナデ・ナデ ミガキ・黒色処理 １０％

３３６図９ ５９８ ＳＩ１３６ 床直 土 高杯 １６．７ ９．９ １１．５ ヨコナデ・ケズリ・ハケメ ミガキ・黒色処理 完形 内面摩滅

３３６図１０ ５９８ ＳＩ１３６ 床直 土 甕 １８．７ １５．３ ８．６ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ７０％ 底部木葉痕

３３６図１１ ５９８ ＳＩ１３６ 床直 土 甕 １５．０ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ ５０％ 器高残１２．７�
３３６図１２ ５９９ ＳＩ１３６ 床直 土 甕 １６．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ４０％

３３６図１３ ５９９ ＳＩ１３６ 床直 土 甕 １８．１ ２０．０ ５．８ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ９０％

３３７図１ ５９９ ＳＩ１３６ 床直 土 甕 ２０．９ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ５０％ 器高残２４．８�
３３７図２ ５９９ ＳＩ１３６ �３ 土 甑 ２２．０ ２３．５ ８．３ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ６０％

３３７図３ ５９８ ＳＩ１３６ 床面 土 甕 １７．４ ２６．６ ７．５ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部ケズリ
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表１７ 土器観察表（１２）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

３３７図４ ５９６ ＳＩ１３６ 床直 土 甕 １９．２ ２７．４ ８．５ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕

３３８図１ ５９８ ＳＩ１３６ 床下 須 蓋 １３．０ ３．２ ９．２ ロクロナデ ロクロナデ ４５％ 底部回転ヘラ切リ

３３８図２ ＳＩ１３６ 床下 須 盤 ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ 小片

３３８図３ ５９９ ＳＩ１３６ 床面 土 小壺 ３．３ ５．０ ４．１ ヨコナデ・指ナデ ヨコナデ・指ナデ 完形 一対の孔，底部ケズリ

３４０図１ ６００ ＳＩ１３７ 床面 土 杯 ２３．２ ７．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％ カマド左袖脇床面出土

３４０図２ ＳＩ１３７ 床面 土 杯 ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％ カマド右袖脇床面出土

３４０図３ ６００ ＳＩ１３７ 床面 須 蓋 １６．０ ３．６ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ 完形

３４３図１ ６０１ ＳＩ１３８ 床面 土 杯 １４．６ ５．０ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ 完形 内外面粗い

３４３図２ ６００ ＳＩ１３８ �２ 土 高杯 １２．８ ヨコナデ・ケズリ・ナデ ミガキ・黒色処理 ４０％

３４３図３ ＳＩ１３８ カマド 土 甕 １９．１ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ３５％ 器高残１１．８�，カマド右袖構築材
３４３図４ ６０１ ＳＩ１３８ カマド 土 甕 ２０．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７０％ 器高残１７．７�，カマド左袖構築材
３４３図５ ６０１ ＳＩ１３８ 掘形 土 手捏ね ７．６ ２．３ ４．６ 指ナデ ナデ ６０％

３４３図６ ＳＩ１３８ �１ 土 杯 ４．０ ナデ ２０％ 底部柱状

３４３図７ ＳＩ１３８ カマド 須 杯蓋 ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ １０％ カマド左袖構築土出土

３４５図１ ＳＩ１３９ �１ 土 杯 １３．９ ４．６ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３５％

３４５図２ ＳＩ１３９ �１ 土 杯 １３．８ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

３４５図３ ＳＩ１３９ �２ 土 杯 １４．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

３４５図４ ６０２ ＳＩ１３９ �１ 須 高杯 ロクロナデ ロクロナデ ２０％ 長脚二段無蓋高杯

３４７図１ ＳＩ１４０ 堆積土 土 杯 １８．２ ヨコナデ・ナデ・ミガキ ミガキ・黒色処理 ２５％

３５２図１ ６０２ ＳＩ１４２ �２ 土 杯 １６．２ ４．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％ 底部外面焼成前線刻

３５２図２ ６０２ ＳＩ１４２ 床面 土 杯 １５．１ ４．７ ヨコナデ・ミガキ・ナデ ミガキ・黒色処理 ６０％

３５２図３ ６０２ ＳＩ１４２ 床面 土 杯 １７．０ ５．８ ヨコナデ・ケズリ・ナデ ミガキ ９０％

３５２図４ ＳＩ１４２ 床面 土 杯 １５．０ ４．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

３５２図５ ６０２ ＳＩ１４２ 床面 土 杯 １４．７ ４．９ ヨコナデ・ミガキ ミガキ 完形

３５２図６ ６０２ ＳＩ１４２ �２ 土 杯 １６．９ ５．６ ミガキ・ナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４５％ 底部外面焼成前線刻

３５２図７ ＳＩ１４２ カマド 土 杯 １６．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 １５％ カマド構築土出土

３５２図８ ６０３ ＳＩ１４２ 床面 土 杯 １６．０ ５．０ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４５％ 内外面粗い

３５２図９ ６０２ ＳＩ１４２ 床面 土 杯 １５．１ ４．９ ミガキ ミガキ・黒色処理 ４５％

３５２図１０ ６０２ ＳＩ１４２ 床面 土 杯 １４．６ ６．２ ミガキ ミガキ・黒色処理 ４０％

３５２図１１ ＳＩ１４２ �２ 土 高杯 ヨコナデ・ナデ 黒色処理 ２０％

３５２図１２ ＳＩ１４２ 床面 土 高杯 ８．２ ヨコナデ・ナデ 黒色処理 ３０％ 内面粗い

３５２図１３ ６０３ ＳＩ１４２ 床面 土 高杯 １５．０ ９．１ ８．９ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％ 内面使用痕凹凸著しい

３５２図１４ ６０４ ＳＩ１４２ �１ 土 甕 １５．０ １６．１ ７．１ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ・指ナデ ６０％

３５２図１５ ６０４ ＳＩ１４２ 床面 土 甕 １４．２ １５．０ ７．９ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７０％ 内面煮炊痕明瞭，底部ヘラケズリ

３５２図１６ ６０４ ＳＩ１４２ 床面 土 甕 １４．６ １３．８ ７．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７５％

３５３図１ ６０３ ＳＩ１４２ カマド 土 甕 １７．１ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ ８０％ 器高残２８．１�，カマド天井部構築材
３５３図２ ６０４ ＳＩ１４２ 床面 土 甕 １８．１ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ ２０％ 器高残１４．８�
３５３図３ ６０５ ＳＩ１４２ カマド 土 甕 １６．５ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ８５％ 器高残３６．２�，カマド天井部構築材
３５３図４ ６０６ ＳＩ１４２ 床面 土 甕 １６．２ ４２．８ ７．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形

３５４図５ ＳＩ１４２ 床面 土 小壺 ナデ・ケズリ ナデ ４０％ 器高残８．０�，ミニチュア
３５５図１ ６０６ ＳＩ１４２ 床面 土 甕 １６．８ １８．２ ７．５ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ７０％ 外面ボロボロ剥離

３５５図２ ６０５ ＳＩ１４２ 床面 土 甑 ２２．５ ２３．０ １０．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ・ミガキ ８０％ 無底式

３５５図３ ＳＩ１４２ 床面 須 杯蓋 ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ ５％

３５５図４ ＳＩ１４２ �１ 須 杯身 ロクロナデ ロクロナデ 小片

３５９図１ ＳＩ１４３ 床面 土 杯 １３．４ ４．５ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

３５９図２ ＳＩ１４３ �１ 土 杯 ９．４ １．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

３５９図３ ＳＩ１４３ �１ 土 杯 １４．９ ３．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

３５９図４ ＳＩ１４３ 床面 土 杯 １４．２ ５．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

３５９図５ ＳＩ１４３ �１ 土 杯 １０．１ ３．８ ミガキ・ハケメ・ケズリ ミガキ ２５％ 内面再酸化

３５９図６ ６０６ ＳＩ１４３ �２ 土 杯 １５．６ ３．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ９０％

３５９図７ ＳＩ１４３ �１ 土 杯 １４．９ ４．５ ヨコナデ・ケズリ ミガキ ２５％

３５９図８ ＳＩ１４３ 床面 土 杯 １３．２ ヨコナデ・ナデ・ケズリ １０％ 口径値誤差含む

３５９図９ ６０６ ＳＩ１４３ �１ 土 杯 １５．５ ５．０ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ７０％

３５９図１０ ６０６ ＳＩ１４３ 床面 土 杯 １５．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

３５９図１１ ６０６ ＳＩ１４３ �２ 土 杯 １４．２ ５．４ ヨコナデ・ケズリ ナデ・ミガキ ６０％

３５９図１２ ６０７ ＳＩ１４３ �１ 土 杯 １５．３ ５．５ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％

３５９図１３ ＳＩ１４３ �２ 土 杯 １５．３ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

３５９図１４ ６０７ ＳＩ１４３ �２ 土 杯 １３．８ ４．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ９０％

３５９図１５ ６０７ ＳＩ１４３ �１ 土 杯 １６．１ ミガキ ミガキ ３０％

３５９図１６ ＳＩ１４３ 床面 土 杯 １５．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３５％

３５９図１７ ６０７ ＳＩ１４３ �２ 土 杯 １７．８ ５．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８０％

３５９図１８ ＳＩ１４３ �１ 土 杯 １７．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

３５９図１９ ６０７ ＳＩ１４３ 床面 土 杯 １７．８ ５．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５５％

３５９図２０ ６０７ ＳＩ１４３ �１ 土 杯 １９．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

３５９図２１ ６０７ ＳＩ１４３ 床面 土 甕 １４．２ ８．９ ７．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕

３５９図２２ ６０７ ＳＩ１４３ 床面 土 甕 １０．８ ８．５ ８．３ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形
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表１８ 土器観察表（１３）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

３６０図１ ６０８ ＳＩ１４３ 床面 土 甕 １３．０ １２．０ ６．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕

３６０図２ ６０８ ＳＩ１４３ �１ 土 甕 １５．５ １３．０ ５．５ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ４０％ 底部ケズリ

３６０図３ ６０８ ＳＩ１４３ 床面 土 甕 １４．１ １８．３ ６．６ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形 底部ケズリ

３６０図４ ６０９ ＳＩ１４３ 床面 土 甕 １７．７ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ４０％ 器高残１６．２�
３６０図５ ６０８ ＳＩ１４３ 床面 土 甑 １６．８ １４．８ ７．９ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ・ケズリ 完形 無底式

３６０図６ ６０９ ＳＩ１４３ 床面 土 甕 １５．４ ２０．３ ７．５ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕

３６０図７ ＳＩ１４３ 床面 土 甕 １６．６ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ １５％ 内外面摩滅，器高残７．５�
３６０図８ ６１０ ＳＩ１４３ 床面 土 甕 １７．７ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ ４０％ 器高残１５．５�
３６１図１ ６０９ ＳＩ１４３ 床面 土 甕 １６．８ ２７．５ ６．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％

３６１図２ ６１０ ＳＩ１４３ 床面 土 甕 １５．１ ２７．１ ６．６ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ８０％

３６１図３ ６１０ ＳＩ１４３ 床面 土 甕 １９．１ ３１．５ ６．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 底部ナデ

３６１図４ ６１２ ＳＩ１４３ 床面 土 甕 ２１．０ ２７．４ ７．５ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ 完形 底部ナデ

３６２図１ ６１２ ＳＩ１４３ 床面 土 甕 １６．４ ２４．３ ８．３ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％

３６２図２ ６１１ ＳＩ１４３ 床面 土 甕 １６．９ ２６．７ ６．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ５５％

３６２図３ ６１１ ＳＩ１４３ 床面 土 甕 １７．９ ３３．５ ７．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ・ケズリ 完形 底部木葉痕

３６２図４ ６１１ ＳＩ１４３ 床面 土 甕 １８．７ ２８．８ ８．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕

３６３図１ ６１１ ＳＩ１４３ 床面 土 甕 １４．８ ２６．０ ８．０ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ケズリ・ナデ ６５％ 底部ケズリ

３６３図２ ６１０ ＳＩ１４３ 床面 土 甑 ２８．３ ２８．０ ８．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ 完形 無底式

３６３図３ ６１２ ＳＩ１４３ 床面 土 甕 ７．９ ヨコナデ・ハケメ ナデ ６０％ 底部木葉痕，器高残２８．３�
３６３図４ ６１２ ＳＩ１４３ 床面 須 甕 タタキメ アテメ・ナデ ７５％ 器高残２４．０�
３６３図５ ６０９ ＳＩ１４３ �２ 須 �？ 櫛歯状文 ロクロナデ 小片

３６９図１ ６１３ ＳＩ１４４ 床面 土 杯 １３．３ ４．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

３６９図２ ６１３ ＳＩ１４４ 床面 土 杯 １３．６ ４．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

３６９図３ ６１３ ＳＩ１４４ 床面 土 杯 １３．６ ４．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

３６９図４ ６１３ ＳＩ１４４ 床面 土 杯 １６．０ ４．５ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８０％

３６９図５ ６１３ ＳＩ１４４ 床面 土 杯 １６．２ ４．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

３６９図６ ６１３ ＳＩ１４４ カマド 土 杯 １６．５ ４．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形 カマド燃焼部底面出土

３６９図７ ６１３ ＳＩ１４４ 床面 土 杯 １６．７ ５．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

３６９図８ ＳＩ１４４ 掘形 土 杯 １６．１ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４５％

３６９図９ ６１３ ＳＩ１４４ 床面 土 杯 １７．６ ６．０ ヨコナデ・ケズリ・ハケメ ミガキ・黒色処理 完形

３６９図１０ ６１３ ＳＩ１４４ 床面 土 杯 １６．７ ４．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％

３６９図１１ ６１４ ＳＩ１４４ 床面 土 杯 １６．４ ６．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

３６９図１２ ６１４ ＳＩ１４４ 床面 土 杯 １６．２ ５．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

３６９図１３ ６１４ ＳＩ１４４ �３ 土 杯 １５．０ ４．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７５％

３６９図１４ ６１４ ＳＩ１４４ �３ 土 杯 １４．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

３６９図１５ ＳＩ１４４ �３ 土 杯 １４．１ ５．０ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ２５％

３６９図１６ ６１５ ＳＩ１４４ 床面 土 杯 ２０．７ ９．３ ７．５ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

３６９図１７ ＳＩ１４４ �３ 土 杯 １８．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

３６９図１８ ６１４ ＳＩ１４４ �３ 土 杯 １６．０ ５．０ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

３６９図１９ ＳＩ１４４ �３ 土 杯 １８．０ ５．６ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

３６９図２０ ６１４ ＳＩ１４４ 床面 土 高杯 １６．２ ９．１ １１．０ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

３７０図１ ６１４ ＳＩ１４４ �３ 土 杯 ２０．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％ 底部外面焼成前線刻

３７０図２ ６１４ ＳＩ１４４ �３ 土 高杯 １４．６ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ミガキ・黒色処理 ５０％

３７０図３ ＳＩ１４４ �３ 土 杯 ６．６ ナデ ナデ・ミガキ ６０％ 底部木葉痕・柱状

３７０図４ ６１４ ＳＩ１４４ �１ 土 杯 １５．３ ４．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４５％

３７０図５ ６１５ ＳＩ１４４ �３ 土 杯 ２１．０ １２．１ ７．８ ヨコナデ・ミガキ ナデ・ミガキ ３０％ 底部ミガキ

３７０図６ ＳＩ１４４ �１ 土 杯 １５．５ ４．０ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ミガキ ２５％ 再酸化？

３７０図７ ＳＩ１４４ �１ 土 高杯 １０．４ ヨコナデ・ハケメ ミガキ・黒色処理 ４０％

３７０図８ ＳＩ１４４ 床面 土 甕 １５．１ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ミガキ ４０％ 器高残７．４�
３７０図９ ６１５ ＳＩ１４４ �３ 土 甕 １２．７ ７．８ ６．０ ハケメ ナデ ５５％ 底部木葉痕

３７０図１０ ６１６ ＳＩ１４４ �３ 土 甕 １３．６ １０．７ ９．０ ハケメ 指オサエ・ナデ 完形

３７０図１１ ６１６ ＳＩ１４４ �３ 土 甕 １３．７ １５．６ ８．３ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ ８５％ 底部木葉痕

３７０図１２ ６１８ ＳＩ１４４ �３ 土 甕 １４．４ １７．３ ６．７ ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形

３７１図１ ６１７ ＳＩ１４４ 床面 土 甑 １７．６ １４．４ ６．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ，ケズリ 完形 無底式

３７１図２ ６１６ ＳＩ１４４ 床面 土 甕 １６．９ １３．６ ６．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 内面リング状煤付着

３７１図３ ６１５ ＳＩ１４４ 床面 土 甕 １４．５ １１．２ ６．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形

３７１図４ ６１５ ＳＩ１４４ 床面 土 甕 １６．５ １９．５ ６．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ 完形 内面リング状煤付着

３７１図５ ６１７ ＳＩ１４４ 床面 土 甕 １６．０ １９．７ ７．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ９０％

３７１図６ ６１７ ＳＩ１４４ �３ 土 甑 ２０．０ １３．９ ６．０ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ９０％ 無底式

３７１図７ ６１８ ＳＩ１４４ �３ 土 甕 １９．１ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ３０％ 器高残１９．１�
３７２図１ ６１６ ＳＩ１４４ 床面 土 甑 ２１．５ ２４．３ ８．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ケズリ 完形 無底式

３７２図２ ６１７ ＳＩ１４４ カマド 土 甕 １９．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ７５％ 器高残２５．１�，カマド燃焼部底面出土
３７２図３ ６１８ ＳＩ１４４ 床面 土 甕 １８．９ ３４．５ ６．４ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ８０％

３７２図４ ６１９ ＳＩ１４４ カマド 土 甕 １８．２ ２８．７ ７．９ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８５％ カマド燃焼部底面出土

３７３図１ ６１８ ＳＩ１４４ �３ 土 甕 ２２．１ ２５．０ ７．７ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ ３５％

３７３図２ ６１９ ＳＩ１４４ 床面 土 甕 １７．６ ２６．１ ８．３ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ７０％

第１編 高木遺跡
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表１９ 土器観察表（１４）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

３７３図３ ６１９ ＳＩ１４４ 床面 土 甕 ８．５ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ４５％ 器高残２９．２�
３７４図１ ６１９ ＳＩ１４４ 床面 土 甕 ２２．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ４０％ 器高残３５．３�
３７４図２ ６２０ ＳＩ１４４ 床面 須 小壺 ３．９ ７．１ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ 完形 片口

３７４図３ ６１９ ＳＩ１４４ �３ 須 甕 平行タタキメ 同心円文アテメ 小片

３７４図４ ＳＩ１４４ �１ 須 杯蓋 ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ １０％

３７４図５ ６１８ ＳＩ１４４ 掘形 須 杯蓋 １６．５ ロクロナデ ロクロナデ １０％

３７４図６ ＳＩ１４４ �３ 須 杯蓋 ロクロナデ ロクロナデ ５％

３７４図８ ６２０ ＳＩ１４４ �３ 土 手捏ね ５．６ ３．９ ４．３ ナデ ８５％

３７４図９ ６２０ ＳＩ１４４ 床面 土 手捏ね ５．８ ２．７ ４．０ 指オサエ 指ナデ 完形

３７４図１０ ６２０ ＳＩ１４４ �３ 土 手捏ね ４．３ ４．０ ３．７ ７０％

３７４図１１ ６２０ ＳＩ１４４ 床面 土 不明 ６．０ ナデ ナデ ８５％ 底部ナデ

３７４図１２ ６２０ ＳＩ１４４ 床面 土 手捏ね ８．６ １．９ ５．８ 指ナデ ナデ ６０％ 底部ナデ

３７４図１３ ＳＩ１４４ �１ 土 手捏ね ３．４ ２．７ ２．８ ６０％

３７５図１ ＳＩ１４５ �１ 須 壺？ ロクロナデ ロクロナデ ５％

３７９図１ ６２１ ＳＩ１４７ �３ 土 杯 １６．２ ５．２ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

３７９図２ ６２１ ＳＩ１４７ �５ 土 杯 ２５．４ １３．９ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４５％

３７９図３ ６２１ ＳＩ１４７ �５ 土 甑 ２１．２ ２５．２ ７．７ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ９０％ 無底式

３７９図４ ６２２ ＳＩ１４７ �５ 土 甕 １５．５ ２２．６ ９．１ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ 完形 底部木葉痕

３７９図５ ６２１ ＳＩ１４７ �６ 土 甕 １１．４ １３．２ ８．９ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％

３７９図６ ６２１ ＳＩ１４７ �２ 土 杯 ５．５ ２．３ ナデ ナデ 完形 ミニチュア

３８１図１ ６２２ ＳＩ１４８ �２ 土 杯 １６．２ ３．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

３８１図２ ６２２ ＳＩ１４８ �２ 土 甕 １８．０ ２４．８ ７．４ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ 完形

３８１図３ ＳＩ１４８ �１ 須 短頸壺 ロクロナデ・沈線 ロクロナデ 小片 瓶か？

３８４図１ ＳＩ１５１ �１ 土 甕 １９．１ ナデ・ケズリ ナデ ５％

３８７図１ ＳＩ１５３ 床面 土 甕 ６．５ ナデ ナデ １０％ 底部木葉痕

３８９図１ ６２３ ＳＩ１５４ 床面 土 杯 １５．０ ４．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形 底部外面焼成前線刻

３９０図１ ＳＩ１５５ �１ 土 杯 １５．０ ヨコナデ・ケズリ・ミガキ ミガキ・黒色処理 １５％

３９０図２ ＳＩ１５５ �１ 土 甕 １０．４ ５．７ ５．２ ヨコナデ・ナデ ナデ ６０％ 底部ナデ

３９２図１ ６２３ ＳＩ１５６ �１ 土 杯 １６．４ ６．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ミガキ ３０％ 底部ハケメ

３９２図２ ６２２ ＳＩ１５６ �１ 土 杯 １６．６ ３．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４５％

３９５図１ ６２３ ＳＩ１５７ �１ 土 杯 １３．８ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ４０％

３９５図２ ６２３ ＳＩ１５７ 床面 土 杯 ９．８ ２．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

３９５図３ ＳＩ１５７ �１ 土 杯 １４．０ ４．４ ヨコナデ・ケズリ・ミガキ ミガキ・黒色処理 ３５％

３９５図４ ＳＩ１５７ �１ 土 杯 １６．８ ５．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

３９５図５ ６２３ ＳＩ１５７ 床面 土 杯 ２０．４ １０．２ ７．２ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕

３９５図６ ６２４ ＳＩ１５７ 床面 土 甕 １７．６ １４．０ ６．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ５５％

３９５図７ ６２４ ＳＩ１５７ カマド 土 甕 １９．９ ２６．３ ８．１ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ９０％ カマド燃焼部底面出土

３９５図８ ６２４ ＳＩ１５７ カマド 土 甕 １９．７ ２５．０ ７．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ８０％ 底部木葉痕，カマド燃焼部底面出土

３９６図１ ６２４ ＳＩ１５７ 床面 土 甕 １８．０ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ４０％ 器高残２７．７�
３９６図２ ＳＩ１５７ �１ 須 鉢 ロクロナデ ロクロナデ 小片

３９６図３ ＳＩ１５７ �１ 須 甕？ ロクロナデ ロクロナデ 小片

３９６図４ ６２３ ＳＩ１５７ �１ 須 � 沈線・波状文 ロクロナデ 小片

３９７図１ ＳＩ１５８ �１ 土 杯 ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ １０％ 非黒色

４００図１ ＳＩ１５９ �１ 土 杯 １６．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３５％

４００図２ ６２５ ＳＩ１５９ カマド 土 杯 １１．８ ３．６ ヨコナデ ミガキ・黒色処理 完形 器壁脆く，内面豆粒状に剥離，燃焼部底面出土

４００図３ ６２５ ＳＩ１５９ �１ 土 杯 １７．８ ６．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６５％

４００図４ ６２５ ＳＩ１５９ カマド 土 高杯 １１．７ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ９０％ 脚部割り揃え，カマド燃焼部底面出土

４００図５ ６２６ ＳＩ１５９ カマド 土 甕 １５．８ １５．５ ７．１ ヨコナデ ヨコナデ・ナデ 完形 底部植物繊維圧痕，カマド燃焼部底面出土

４００図６ ６２５ ＳＩ１５９ 床面 土 甑 ２０．６ １８．２ ８．０ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・へラナデ・ケズリ 完形 無底式

４００図７ ６２６ ＳＩ１５９ カマド 土 甕 １７．７ ２２．０ ６．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％

４００図８ ６２６ ＳＩ１５９ カマド 土 甕 １７．１ ２４．２ ６．０ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕，カマド燃焼部底面出土

４０２図１ ６２６ ＳＩ１６０ 床面 土 杯 １６．２ ８．４ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形 カマド燃焼部底面出土

４０２図２ ６２６ ＳＩ１６０ 床面 土 杯 １５．５ ５．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％

４０２図３ ６２６ ＳＩ１６０ 床面 土 杯 １７．２ ５．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

４０２図４ ＳＩ１６０ �１ 土 杯 １６．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

４０２図５ ＳＩ１６０ �１ 須 堤瓶 小片

４０５図１ ＳＩ１６１ �１ 土 杯 １４．１ ４．７ ６．２ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ２５％ 内面調整不明瞭

４０５図２ ６２７ ＳＩ１６１ �１ 土 杯 ９．７ ３．１ ７．８ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ・黒色処理 ８５％ ミニチュア

４０５図３ ６２７ ＳＩ１６１ 床面 土 甕 ２１．０ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ４０％ 器高残２２．１�
４０５図４ ６２７ ＳＩ１６１ 床面 土 甕 １９．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ６０％ 器高残１８．０�
４０７図１ ＳＩ１６２ 堆積土 土 杯 １４．５ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

４０９図１ ６２７ ＳＩ１６４ �４ 土 杯 １４．９ ４．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％

４０９図２ ６２８ ＳＩ１６４ 検出面 須 � １１．８ 沈線・列点刺突文 ロクロナデ １５％

４０９図３ ６２７ ＳＩ１６４ 検出面 土 杯 １４．０ ５．０ ６．３ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ミガキ・黒色処理 完形 口縁部器壁剥離，底部回転ヘラケズリ

４１１図１ ６２８ ＳＩ１６５ �１ 土 杯 １６．８ ６．０ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７５％

４１１図２ ６２８ ＳＩ１６５ 床面 土 甕 １１．８ １０．４ ６．８ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ 完形 底部ケズリ
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表２０ 土器観察表（１５）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

４１１図３ ６２８ ＳＩ１６５ 床面 土 甕 １８．２ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ ４０％

４１１図４ ６２８ ＳＩ１６５ 床面 土 甕 １８．９ ３３．５ ７．９ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ハケメ・ナデ 完形 底部ケズリ

４１２図１ ６２９ ＳＩ１６５ 床面 土 甕 ２２．５ ３４．４ ８．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ 完形

４１４図１ ＳＩ１６６ カマド内 土 甕 ２１．１ ヨコナデ・ハケメ ナデ ２０％ 器高残１２．７�
４１５図１ ＳＩ１６７ �１ 土 杯 １４．６ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

４１８図１ ６２９ ＳＩ１６９ �７ 土 杯 １０．７ ４．６ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８０％ 底部外面焼成前線刻

４１８図２ ＳＩ１６９ �１１ 土 杯 １７．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 １０％

４１８図３ ＳＩ１６９ �９ 土 杯 ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 １０％

４１８図４ ６２９ ＳＩ１６９ �９ 須 甕 波状文 ロクロナデ 小片

４１８図５ ６２９ ＳＩ１６９ �９ 須 甕 平行タタキメ・カキメ 同心円文アテメ 小片

４２０図１ ＳＩ１７０ Ｐ１�１ 土 杯 ヨコナデ・ミガキ ミガキ・黒色処理 １０％

４２０図２ ＳＩ１７０ Ｐ１�１ 土 杯 ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ ５％

４２１図１ ＳＩ１７３ �１ 土 杯 １４．４ ４．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

４２１図２ ＳＩ１７３ 床面 土 杯 ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 １０％

４２１図３ ＳＩ１７３ 床面 土 甕 ７．３ ナデ ナデ １５％

４２３図１ ６３０ ＳＩ１７４ 床面 土 杯 １６．７ ５．２ ７．０ ヨコナデ ヨコナデ・ナデ 完形 底部ケズリ，焼成後穿孔

４２３図２ ６３１ ＳＩ１７４ 床面 土 甕 １７．４ ２１．８ ６．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７５％ 内面リング状煤付着

４２３図３ ６３０ ＳＩ１７４ 床面 土 甕 １４．５ １６．８ ６．５ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕

４２３図４ ６３０ ＳＩ１７４ 床面 土 甕 １７．９ ３１．４ ７．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ 完形 底部木葉痕

４２３図５ ＳＩ１７４ 床面 土 甕 ６．１ ハケメ ナデ ３５％

４２４図１ ＳＩ１７４ 床面 土 甕 ７．２ ハケメ ナデ ４０％ 底部木葉痕，器高残１６．９�
４２４図２ ＳＩ１７４ 床面 土 甕 ７．６ ハケメ ナデ ４０％

４２４図３ ６３０ ＳＩ１７４ 床面 土 甑 ２３．８ ２８．０ ９．２ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ・ケズリ 完形 無底式

４２７図１ ＳＩ１８０ �１ 土 杯 ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 １０％

４２７図２ ＳＩ１８０ �２ 土 杯 １７．６ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 １５％

４２７図３ ＳＩ１８０ �１ 土 高杯 １１．２ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

４２７図４ ＳＩ１８０ カマド 土 甕 ６．３ ハケメ ナデ １０％ カマド煙道内出土

４２７図５ ＳＩ１８０ カマド 土 甕 ７．６ ケズリ ナデ １５％ カマド煙道内出土

４３２図１ ＳＩ１９１ �１ 土 杯 ヨコナデ・ミガキ ミガキ・黒色処理 １０％

４３２図２ ＳＩ１９１ 堆積土 土 杯 ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 １０％

４３２図３ ＳＩ１９１ �１ 土 高杯 ハケメ ミガキ・黒色処理 ２０％

４３５図１ ６３１ ＳＩ１９３ 堆積土 土 杯 １２．９ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

４３５図２ ＳＩ１９３ 堆積土 土 甕 ８．０ ハケメ ナデ １０％ 底部木葉痕

４３５図３ ６３１ ＳＩ１９３ 堆積土 須 蓋 ９．９ ９．２ ロクロナデ ロクロナデ ２０％ つまみ欠損

４３５図４ ＳＩ１９３ 堆積土 須 甕 平行タタキメ 同心円文アテメ 小片

４３５図５ ＳＩ１９３ 堆積土 須 甕 平行タタキメ 同心円文アテメ 小片

４３７図１ ６３２ ＳＩ１９４ 堆積土 土 杯 １６．２ ４．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

４３９図１ ６３２ ＳＩ１９５ �７ 土 杯 １５．２ ５．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ ８０％

４３９図２ ６３２ ＳＩ１９５ �２ 土 杯 １８．４ ５．１ ヨコナデ・ケズリ 黒色処理 完形

４３９図３ ＳＩ１９５ �５ 土 杯 １５．５ ４．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７５％

４３９図４ ６３２ ＳＩ１９５ �５ 土 高杯 １６．３ ９．２ １１．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８５％

４３９図５ ６３４ ＳＩ１９５ �２ 土 甕 １２．４ １４．８ ７．６ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ６０％ 底部内面に炭化物，底部木葉痕

４３９図６ ６３２ ＳＩ１９５ �２ 土 甕 １３．０ １４．７ ８．４ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕

４３９図７ ６３２ ＳＩ１９５ �２ 土 甑 １７．３ １４．４ ５．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ・ケズリ 完形 無底式

４３９図８ ６３３ ＳＩ１９５ �５ 土 甕 １６．５ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ８５％ 器高残２５．２�
４３９図９ ６３３ ＳＩ１９５ �７ 土 甕 １６．４ ３１．５ ７．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ８５％

４４０図１ ６３３ ＳＩ１９５ �５ 土 甕 ７．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７５％ 底部木葉痕，器高残２９．０�
４４２図１ ６３３ ＳＩ１９６ 床面 土 高杯 １８．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％ ３方透かし，脚部割り揃え

４４２図２ ６３４ ＳＩ１９６ 床面 土 甕 １４．０ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ナデ ８０％ 器高残８．１�
４４４図１ ６３４ ＳＩ１９９ 床面 土 杯 １４．４ ７．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８０％

４４４図２ ＳＩ１９９ 床面 土 杯 １５．０ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ミガキ ３０％

４４４図３ ６３４ ＳＩ１９９ 床面 土 杯 １４．６ ５．７ ６．３ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形 底部柱状

４４４図４ ６３５ ＳＩ１９９ 床面 土 杯 １３．４ ３．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

４４４図５ ６３５ ＳＩ１９９ 床面 土 杯 ９．１ ５．６ ５．０ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ・黒色処理 完形 底部ナデ

４４４図６ ＳＩ１９９ �２ 土 杯 １６．１ ５．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３５％

４４４図７ ６３４ ＳＩ１９９ �２ 土 杯 １３．２ ５．１ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

４４４図８ ６３４ ＳＩ１９９ �１ 土 杯 １５．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５５％

４４４図９ ６３５ ＳＩ１９９ �１ 土 杯 １５．３ ５．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％ 底部外面焼成前線刻

４４４図１０ ＳＩ１９９ 床面 土 杯 １４．３ ナデ・ミガキ ミガキ・黒色処理 １５％

４４４図１１ ＳＩ１９９ �１ 土 杯 １４．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３５％ 底部外面焼成前線刻

４４４図１２ ６３６ ＳＩ１９９ 床面 土 甑 ２３．０ ２２．６ ８．０ ヨコナデ・ハケメ ミガキ・ケズリ ６０％ 無底式

４４４図１３ ６３５ ＳＩ１９９ �１ 土 甕 １５．３ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ７５％ 器高残２６．３�
４４５図１ ６３５ ＳＩ１９９ 床面 土 甕 １９．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ４０％ 器高残２４．０�
４４６図１ ＳＩ２００ 床面 土 杯 ４．９ ナデ ナデ・黒色処理 １０％ 底部ケズリ

４４８図１ ＳＩ２１４ 堆積土 土 杯 １５．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

４４８図２ ＳＩ２１４ 堆積土 土 杯 １６．０ ヨコナデ・ミガキ ミガキ・黒色処理 ２０％
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表２１ 土器観察表（１６）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

４４８図３ ６３６ ＳＩ２１４ 堆積土 土 杯 １５．４ ５．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ ５０％ 底部ケズリ，内面使用痕

４５２図１ ＳＫ０２ �１ 土 杯 １６．２ ４．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

４５２図２ ＳＫ０５ �１ 土 甕 ７．６ ナデ ５％ 底部木葉痕

４５２図３ ＳＫ０８ �１ 土 甕 ５．９ ナデ ナデ ５％ 底部ケズリ

４５２図４ ６３６ ＳＫ１２ 検出面 土 甕 ９．８ ８．７ ６．７ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ハケメ・ナデ ３０％ 底部木葉痕

４５２図５ ＳＫ１４ �２ 須 長頸瓶 ７．０ 回転ヘラケズリ ロクロナデ １０％ 大戸窯製品

４５２図６ ６３６ ＳＫ１４ �１ 土 杯 １３．１ ４．３ ６．７ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ・ミガキ・黒色処理 完形 底部回転糸切り

４５２図７ ＳＫ１７ �１ 土 高杯 １７．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

４５２図８ ６３６ ＳＫ１７ �１ 土 高杯 １７．２ １０．２ １０．８ ヨコナデ・ケズリ・ハケメ ヨコナデ・ミガキ・黒色処理 ９０％ 脚部３方透かし

４５２図９ ＳＫ１７ �１ 土 高杯 １０．８ ヨコナデ・ハケメ・ナデ 黒色処理 ２０％

４５２図１０ ６３７ ＳＫ１７ �１ 土 高杯 ケズリ・ハケメ ミガキ・黒色処理 ８０％ 内面器面剥落

４５２図１２ ＳＫ１７ �１ 土 甕 ８．０ ハケメ ナデ ３０％ 底部ケズリ

４５２図１３ ６３７ ＳＫ１７ �１ 土 甕 １９．６ ３２．３ ７．３ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ８５％ 底部木葉痕

４５６図１ ＳＫ１８ �１ 土 高杯 ９．５ ヨコナデ・ケズリ 黒色処理 ３０％

４５６図２ ６３８ ＳＫ１８ �１ 土 甕 １４．０ １１．３ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ６０％

４５６図３ ６３７ ＳＫ１８ �１ 土 甕 １１．４ １３．９ ６．３ ヨコナデ・ケズリ・ミガキ ミガキ ７５％

４５６図４ ６３７ ＳＫ１８ �１ 土 甕 １８．３ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ７０％ 器高残２６．５�
４５６図５ ６３８ ＳＫ１８ �１ 土 甕 １７．３ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ ５０％ 器高残１９．５�
４５６図７ ６３８ ＳＫ２２ 堆積土 土 甕 １８．１ １８．８ ６．９ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ７０％ 底部木葉痕

４５６図８ ６３８ ＳＫ３５ �１ 土 杯 １５．９ ４．６ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

４５６図９ ＳＫ４３ �１ 土 甕 ７．３ ハケメ ナデ １５％ 底部木葉痕

４５６図１０ ＳＫ５７ �１ 土 甕 １５．０ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ １５％

４６５図１ ＳＤ０１ 底面 土 杯 １６．４ ５．４ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ９０％

４６５図２ ＳＤ０１ 底面 土 杯 １２．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 １５％

４６５図３ ＳＤ０１ 底面 土 杯 １５．２ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

４６５図４ ＳＤ０１ 底面 土 杯 １７．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 １５％ 中層破片と接合

４６５図５ ＳＤ０１ 底面 土 杯 １２．７ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ２０％ 非ミガキ・内黒，関東系土師器？

４６５図６ ６４１ ＳＤ０１ �８ 土 杯 １１．８ ４．７ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形 有段口縁杯類似

４６５図７ ＳＤ０１ 底面 土 杯 ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％

４６５図８ ＳＤ０１ 底面 土 粗製杯 １０ ５．７ ７．２ ハケメ ナデ ９０％

４６５図９ ＳＤ０１ �８ 土 粗製杯 １０．９ ８．４ ５．４ ヨコナデ ヨコナデ・ナデ 完形 底部ナデ

４６５図１０ ６４０ ＳＤ０１ 底面 土 粗製杯 １０．６ １２．５ １１．９ ヨコナデ・ケズリ 指頭圧痕 ９０％

４６５図１１ ＳＤ０１ 底面 土 高杯 １０．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

４６５図１２ ６４１ ＳＤ０１ 底面 土 甕 ７．７ １０．２ ５．５ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形 口縁・底部部分破壊？

４６５図１３ ６４０ ＳＤ０１ �８ 土 甕 １１．６ １０．１ ５．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 内面上半煤付着，底部木葉痕

４６５図１４ ６４０ ＳＤ０１ 底面 土 甕 １４．１ １２．５ ６．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ４５％

４６５図１５ ６４０ ＳＤ０１ 底面 土 甕 １２．４ １４．３ ６．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕

４６５図１６ ６４０ ＳＤ０１ 底面 土 甕 １０．５ １２．５ ６．８ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ７５％ 口縁部部分破壊？底部ケズリ

４６５図１７ ６４１ ＳＤ０１ 底面 土 杯 ８．３ ８．９ ヨコナデ・ケズリ・ミガキ ヨコナデ・ミガキ ９０％

４６６図１ ６４１ ＳＤ０１ 底面 土 甕 １６．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７０％ 器高残２５．２�
４６６図２ ＳＤ０１ 底面 土 甕 １７．６ １１．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ４０％ 器高残２８．７�
４６６図３ ＳＤ０１ 底面 土 甕 ２０．３ ８．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ４０％

４６６図４ ６４１ ＳＤ０１ �２ 土 甕 １７．４ ２５．２ ７．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ９０％ 胴部下方破壊

４６７図１ ６４２ ＳＤ０１ 底面 土 甕 ２１．６ ３１．７ ６．４ ヨコナデ・ハケメ・ミガキ ヨコナデ・ナデ・ミガキ ６５％ 底部木葉痕

４６７図２ ６４２ ＳＤ０１ 底面 土 甑 １９．０ １８．６ ７．４ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ８５％ 無底式

４６７図３ ６４２ ＳＤ０１ 底面 土 甕 １４．４ ２５．６ ７．６ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部ケズリ

４６７図４ ６４２ ＳＤ０１ 底面 土 甕 ２２．９ ３０．５ ８．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７５％ 底部木葉痕

４６８図１ ６４３ ＳＤ０１ 底面 土 甕 １８．８ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ ６５％ 器高残３３．０�
４６８図２ ６４３ ＳＤ０１ 底面 土 甕 ２６．３ ３２．３ ６．９ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ ６０％ 底部ケズリ

４６９図１ ６４３ ＳＤ０１ �２ 土 杯 １４．６ ４．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５５％

４６９図２ ６４３ ＳＤ０１ �２ 土 杯 １３．７ ３．３ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ７０％

４６９図３ ＳＤ０１ �２ 土 杯 １５．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

４６９図４ ６４３ ＳＤ０１ �２ 土 杯 １５．９ ５．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６５％

４６９図５ ６４３ ＳＤ０１ 中層 土 杯 １９．１ ３．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４５％

４６９図６ ＳＤ０１ �２ 土 杯 １４．４ ５．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

４６９図７ ＳＤ０１ �２ 土 杯 １７．５ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

４６９図８ ＳＤ０１ 中層 土 杯 １７．６ ５．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

４６９図９ ６４４ ＳＤ０１ �２ 土 杯 １８．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

４６９図１０ ＳＤ０１ 中層 土 杯 ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

４６９図１１ ＳＤ０１ �２ 土 高杯 １５．０ ９．２ ８．４ ヨコナデ・ハケメ ミガキ・黒色処理 ５０％

４６９図１２ ６４３ ＳＤ０１ 中層 土 杯 ２３．１ １０．２ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％

４６９図１３ ６４３ ＳＤ０１ �２ 土 高杯 １１．４ ７．１ ７．４ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

４６９図１４ ＳＤ０１ �２ 土 高杯 ９．８ ヨコナデ・ケズリ 黒色処理 ５０％

４６９図１５ ６４４ ＳＤ０１ �２ 土 甕 １０．１ ミガキ ミガキ・黒色処理 ３５％ 須恵器短頸壺写し

４６９図１６ ６４４ ＳＤ０１ �２ 土 甕 １４．６ １０．８ ７．３ ヨコナデ・ナデ・指オサエ ヨコナデ・ナデ ５０％

４６９図１７ ６４４ ＳＤ０１ �２ 土 甕 １３．２ １５．４ ６．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ５５％

第２章 遺構と遺物
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表２２ 土器観察表（１７）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

４６９図１８ ６４４ ＳＤ０１ �２ 土 甕 １４．４ ８．６ ６．６ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ７０％

４７０図１ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １６．５ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

４７０図２ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １１．２ ３．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

４７０図３ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １６．５ ５．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３５％

４７０図４ ６４４ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １３．７ ４．５ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７５％

４７０図５ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １２．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

４７０図６ ６４４ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １７．１ ６．２ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４５％ 内面粗い

４７０図７ ６４４ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １７．０ ３．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

４７０図８ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １１．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％ 内外面器面爆ぜていて多孔状態

４７０図９ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １５．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

４７０図１０ ６４４ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １８．４ ５．１ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５５％

４７０図１１ ６４５ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １４．７ ４．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４５％

４７０図１２ ６４５ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １５．８ ３．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５５％

４７０図１３ ６４５ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １７．２ ６．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％

４７０図１４ ６４５ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １４．４ ４．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４５％

４７０図１５ ６４５ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １４．０ ４．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８５％

４７０図１６ ６４５ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １６．７ ６．１ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８０％

４７０図１７ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １６．１ ３．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

４７０図１８ ６４５ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １４．８ ４．２ ヨコナデ ミガキ・黒色処理 ６０％

４７０図１９ ６４５ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １７．２ ４．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５５％

４７０図２０ ６４５ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １２．９ ３．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％

４７０図２１ ６４５ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １７．９ ６．３ ミガキ・黒色処理 ミガキ・黒色処理 ３０％

４７０図２２ ６４５ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １５．６ ６．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％ 外面器面粗い

４７０図２３ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １３．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

４７０図２４ ６４５ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １８．４ ５．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

４７０図２５ ＳＤ０１ 上層 土 杯 １６．０ ３．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３５％

４７１図１ ＳＤ０１ 上層 土 高杯 ２１．８ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％ 脚部３方透かし，検出面片接合

４７１図２ ６４６ ＳＤ０１ 上層 土 高杯 ２１．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％ 脚部３方透かし

４７１図３ ＳＤ０１ 上層 土 高杯 １２．２ ヨコナデ ミガキ・黒色処理 ５０％ 脚部３方透かし

４７１図４ ６４６ ＳＤ０１ �２ 土 甕 １６．８ １５．３ ６．０ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ５０％ 底部ケズリ

４７１図５ ＳＤ０１ �２ 土 甑？ ２２．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ミガキ １５％ 外面胴上部横ハケメ，器高残１７．９�
４７１図６ ６４６ ＳＤ０１ 検出面 土 甕 １３．０ １１．９ ６．９ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部ケズリ

４７１図７ ６４６ ＳＤ０１ 検出面 土 粗製杯 １０．５ ５．１ ６．５ ヨコナデ・指オサエ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕

４７１図８ ６４６ ＳＤ０１ 検出面 土 杯 ８．５ ３．６ ５．９ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ケズリ ミガキ・ナデ・黒色処理 ５０％ ミニチュア

４７１図９ ６４６ ＳＤ０１ �２ 土 手捏ね ６．８ ２．５ ２．４ 指オサエ 指オサエ ４０％

４７１図１０ ＳＤ０１ 検出面 土 杯 ９．１ ４．３ ５．４ ハケメ ハケメ ４０％ ミニチュア

４７２図１ ＳＤ０１ 検出面 須 蓋 ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ ５％ 回転ヘラ切り痕

４７２図２ ６４８ ＳＤ０１ 検出面 須 杯蓋 １１．０ ３．３ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ・ナデ ５０％ 天井部内面ナデ不定方向

４７２図３ ６４８ ＳＤ０１ 上層 須 杯蓋 １１．４ ３．０ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ ３０％

４７２図４ ６４８ ＳＤ０１ 検出面 須 杯身 ９．６ ３．２ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ・指ナデ ２５％

４７２図５ ６４７ ＳＤ０１ �１ 須 提瓶 １７．４ カキメ・平行沈線 ロクロナデ ４０％ 角張った口づくり，器高残２５．９�
４７８図１ ６５０ ＳＤ０２ 底近く 土 杯 １１．５ ４．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

４７８図２ ６５０ ＳＤ０２ �３ 土 甕 １０．３ １０．３ ４．７ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ハケメ・ナデ 完形 内外面煤付着

４７８図３ ６５０ ＳＤ０２ �３ 土 甕 １９．２ ２７．７ ７．６ ヨコナデ・ハケメ・ミガキ ヨコナデ・ミガキ ４５％

４７８図４ ６５０ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １２．２ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ・ナデ ３０％ 非ミガキ・内黒，厚い

４７８図５ ６５０ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １３．２ ３．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

４７８図６ ６５０ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １７．５ ３．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％ 口縁部以外，被熱して変色？

４７８図７ ＳＤ０２ �２ 土 杯 ２３．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 １５％

４７８図８ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １４．６ ４．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

４７８図９ ６５０ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １０．８ ３．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％

４７８図１０ ６５１ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １４．９ ５．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５５％

４７８図１１ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １６．５ ４．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４５％

４７８図１２ ６５１ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １４．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ ４０％ ２次被熱で内面黒色とぶ

４７８図１３ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １４．８ ヨコナデ・ケズリ・ミガキ ミガキ・黒色処理 ２０％

４７８図１４ ６５１ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １６．２ ヨコナデ・ミガキ ミガキ・黒色処理 ４０％

４７８図１５ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １３．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

４７８図１６ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １５．８ ヨコナデ・ケズリ・ミガキ ミガキ・黒色処理 ２０％

４７９図１ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １６．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

４７９図２ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １４．０ ヨコナデ・ナデ ミガキ・黒色処理 １５％

４７９図３ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １６．４ ４．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３５％

４７９図４ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １７．３ ４．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

４７９図５ ６５１ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １４．２ ４．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

４７９図６ ６５１ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １５．１ ヨコナデ・ケズリ ナデ ４０％

４７９図７ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １８．１ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

４７９図８ ６５１ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １４．５ ４．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

４７９図９ ６５１ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １７．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５５％
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表２３ 土器観察表（１８）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

４７９図１０ ６５１ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １７．８ ５．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５５％ 被熱し，器面粗く変色

４７９図１１ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １７．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

４７９図１２ ６５１ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １３．９ ５．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

４７９図１３ ６５２ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １３．１ ４．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％

４７９図１４ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １５．３ ４．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３５％

４７９図１５ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １２．８ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ミガキ・ナデ ３５％

４７９図１６ ６５２ ＳＤ０２ �２ 土 杯 ２２．８ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

４７９図１７ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １９．５ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 １５％

４７９図１８ ６５２ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １１．７ ６．８ ミガキ・黒色処理 ミガキ・黒色処理 ３５％

４７９図１９ ６５２ ＳＤ０２ �２ 土 杯 １３．５ ７．１ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ９０％ 非ミガキ・内黒，内面黒斑

４８０図１ ＳＤ０２ �２ 土 杯 ２２．９ ヨコナデ・ケズリ・ナデ ヨコナデ・ナデ ２０％

４８０図２ ＳＤ０２ �２ 土 杯 ２０．７ ケズリ・ミガキ ナデ・ミガキ ２０％

４８０図３ ６５２ ＳＤ０２ �２ 土 高杯 １８．０ ８．８ １１．４ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

４８０図４ ＳＤ０２ �２ 土 高杯 １３．３ ７．３ ７．７ ヨコナデ・ミガキ・ナデ ミガキ・黒色処理 ２０％

４８０図５ ６５２ ＳＤ０２ �２ 土 高杯 ２０．３ ９．８ １１．５ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ・ナデ ミガキ・黒色処理 ７５％

４８０図６ ＳＤ０２ �２ 土 高杯 １７．５ ８．０ １０．８ ヨコナデ・ナデ・ケズリ・ハケメ ミガキ・黒色処理 ８５％

４８０図７ ６５２ ＳＤ０２ �２ 土 高杯 １４．２ ８．１ １０．４ ヨコナデ・ケズリ・ナデ ミガキ・黒色処理 ４５％

４８０図８ ＳＤ０２ �２ 土 高杯 １１．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

４８０図９ ＳＤ０２ �２ 土 高杯 １１．０ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

４８０図１０ ＳＤ０２ �２ 土 高杯 １１．３ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

４８０図１１ ＳＤ０２ �２ 土 高杯 ９．０ ミガキ・黒色処理 ２０％

４８０図１２ ＳＤ０２ �２ 土 高杯 ９．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

４８０図１３ ＳＤ０２ �２ 土 高杯 １３．６ ミガキ ナデ ３０％

４８０図１４ ６５２ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １２．０ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ４０％ 器高残６．６�
４８０図１５ ６５３ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １１．６ １１．４ ４．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ４０％

４８１図１ ６５３ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １４．６ ８．９ ５．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７０％ 底部破壊

４８１図２ ６５３ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １０．３ ８．５ ５．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ 口縁つまみ整形，煤付着，底部ケズリ

４８１図３ ６５３ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １６．０ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ７０％ 器高残１２．２�
４８１図４ ６５３ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １４．３ １３．２ ５．０ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ４５％ 胴部外面剥，内面煤付着，底部ケズリ

４８１図５ ＳＤ０２ �２ 土 甕 ７．０ ハケメ ナデ ３０％ 底部壊，器高残９．０�
４８１図６ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １７．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ２０％ 器高残９．６�
４８１図７ ６５４ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １４．０ １３．７ ６．８ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ３０％ 底部ケズリ

４８１図８ ６５３ ＳＤ０２ �２ 土 甕 ６．５ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ナデ ６０％ 底部ケズリ，器高残７．８�
４８１図９ ６５４ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １４．６ １３．４ ６．８ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ６０％ 底部ケズリ

４８１図１０ ６５４ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １７．８ １５．８ ６．５ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ７５％ 底部ケズリ

４８１図１１ ６５４ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １６．９ １６．５ ６．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ７５％ 底部ケズリ

４８２図１ ６５５ ＳＤ０２ �２ 土 甑 １７．０ １３．５ ７．４ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ６０％ 底部木葉痕，単孔式

４８２図２ ６５６ ＳＤ０２ �２ 土 甕 ９．４ １５．９ ６．６ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ 完形 底部ケズリ

４８２図３ ６５４ ＳＤ０２ �２ 土 甑 １７．４ １３．０ ７．０ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ８０％ 多孔式（１０個）

４８２図４ ６５６ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １１．８ １６．３ ６．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８０％ 外面粗い，底部ケズリ

４８２図５ ＳＤ０２ �２ 土 甕 ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ２０％ 器高残７．８�
４８２図６ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １５．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ・ハケメ ３０％ 器高残１２．７�
４８２図７ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １０．９ ２１．７ ６．８ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ４０％ 胴部部分剥離，底部ケズリ

４８２図８ ６５６ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １６．７ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ６０％ 外面胴部部分に煤付着？器高残２１．７�
４８３図１ ６５６ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １６．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ４０％ 外面胴下部横ハケメ，器高残１６．９�
４８３図２ ６５５ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １８．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ４５％ 器高残２２．０�
４８３図３ ６５５ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １４．８ ２１．８ ６．１ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７５％ 底部ケズリ

４８３図４ ６５５ ＳＤ０２ �２ 土 甕 ２０．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ２０％ 器高残１４．６�
４８３図５ ６５６ ＳＤ０２ �２ 土 壺 １１．０ ミガキ ヨコナデ ？ 底部除き内外面朱塗り

４８３図６ ＳＤ０２ �２ 土 甕 ６．０ ハケメ ナデ ３０％ 底部ケズリ，器高残１８．２�
４８４図１ ６５７ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １４．８ ２６．６ ５．８ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ８５％

４８４図２ ６５７ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １７．９ ２９．３ ５．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ６５％ 底部ケズリ

４８４図３ ＳＤ０２ �２ 土 甕 ２４．４ ７．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ４０％ 底部木葉痕

４８４図４ ６５７ ＳＤ０２ �２ 土 甕 ２０．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ６０％ 器高残２４．２�
４８５図１ ６５８ ＳＤ０２ �２ 土 甑 ２２．７ ２４．２ ９．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７０％ 無底式

４８５図２ ６５９ ＳＤ０２ �２ 土 甑 ２０．４ ２１．１ ８．３ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ケズリ ５０％ 無底式

４８５図３ ６５７ ＳＤ０２ �２ 土 甕 ２１．７ ２３．６ ７．０ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ ６５％ 内面摩滅著しい

４８５図４ ６６０ ＳＤ０２ �２ 土 甑 １９．４ ２１．５ ７．２ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ６５％ 使用痕，無底式

４８５図５ ６５５ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １９．７ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ３０％

４８５図６ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １６．６ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ １０％

４８６図１ ６５８ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １８．３ ３５．０ ６．０ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ８０％ 底部木葉痕

４８６図２ ６５９ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １７．３ ３０．１ ７．３ ヨコナデ・ハケメ・ミガキ ヨコナデ・ナデ ７０％ 底部ケズリ

４８６図３ ６５８ ＳＤ０２ �２ 土 甕 ２０．５ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ６０％ 器高残２０．５�
４８６図４ ６５８ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １７．０ ヨコナデ・ケズリ・ミガキ ヨコナデ・ナデ ６５％ 線刻，器高残３０．９�
４８７図１ ６６０ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １９．３ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ６０％ 器高残３１．０�
４８７図２ ＳＤ０２ �２ 土 甕 ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７０％ 器高残２６．１�
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表２４ 土器観察表（１９）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

４８７図３ ＳＤ０２ �２ 土 甕 ７．４ ハケメ ナデ ４０％ 底木葉痕後ケズリ，器高残２０．０�
４８７図４ ＳＤ０２ �２ 土 甕 ６．０ ハケメ ナデ ７０％ 胴穿孔，底木葉痕，器高残２２．５�
４８８図１ ６５９ ＳＤ０２ �２ 土 甕 ２４．１ ３０．０ ７．０ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ハケメ・ナデ ８５％ 底部ケズリ

４８８図２ ６５９ ＳＤ０２ �２ 土 甕 １５．４ ３１．７ ７．５ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ６５％ 底部ケズリ

４８８図３ ＳＤ０２ �２ 土 甕 ６．４ ケズリ ハケメ・ケズリ ３５％ 器高残１３．０�
４８９図１ ６６０ ＳＤ０２ �１ 土 杯 １５．０ ５．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８０％

４８９図２ ６６０ ＳＤ０２ 堆積土 土 杯 １５．６ ミガキ ミガキ・黒色処理 ４０％

４８９図３ ＳＤ０２ 堆積土 土 杯 １６．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

４８９図４ ６６０ ＳＤ０２ 検出面 土 杯 １３．５ ４．０ ６．８ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ミガキ・黒色処理 完形 外面底部墨書

４８９図５ ＳＤ０２ �１ 土 杯 １５．９ ４．５ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

４８９図６ ＳＤ０２ �１ 土 高杯 １０．２ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

４８９図７ ＳＤ０２ �１ 土 高杯 １１．４ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ミガキ・黒色処理 ２０％

４８９図８ ＳＤ０２ �１ 土 甕 １６．８ ヨコナデ・ケズリ・ナデ ヨコナデ・ナデ ３０％ 器高残１１．０�
４８９図９ ６６１ ＳＤ０２ 堆積土 土 甕 １７．４ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ２５％ 器高残１６．０�
４８９図１０ ＳＤ０２ �１ 土 甕 １７．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ２０％

４８９図１１ ＳＤ０２ �１ 土 甕 ６．６ ハケメ ナデ ２５％

４８９図１２ ＳＤ０２ �１ 土 甕 ７．３ ハケメ ナデ ５０％ 底部壊？器高残２３．２�
４９０図１ ６６１ ＳＤ０２ �２ 土 甕 ６．１ ハケメ・ナデ ハケメ・ナデ ４０％ 器壁外面剥離，器高残２５．４�
４９０図２ ６６１ ＳＤ０２ �２ 土 手捏ね １０．３ ７．６ ４．９ 指ナデ ナデ ７０％

４９０図３ ６６１ ＳＤ０２ �２ 土 手捏ね ６．２ ３．４ ３．５ 指ナデ ７０％

４９０図４ ６６１ ＳＤ０２ �２ 土 手捏ね ４．１ ３．０ ３．４ 指ナデ 指オサエ 完形 口唇は指でつまみ出し

４９０図５ ６６１ ＳＤ０２ �２ 土 手捏ね ５．７ ２．４ ５．０ 指ナデ 指ナデ ５０％ 底部植物繊維圧痕

４９０図６ ６６１ ＳＤ０２ �２ 土 粗製杯 ６．２ ２．８ ４．２ ヨコナデ ナデ・黒色処理 ８０％ 底部破壊，ミニチュア

４９０図７ ６６１ ＳＤ０２ �２ 土 手捏ね ３．９ ３．５ ４．３ 指オサエ 指オサエ 完形

４９０図８ ６６２ ＳＤ０２ �２ 土 粗製杯 １１．３ ４．０ ５．９ ナデ ナデ・黒色処理 ４０％ 底部木葉痕

４９０図９ ６６１ ＳＤ０２ �２ 土 壺 ３．６ ハケメ・指ナデ ナデ ８０％ 体部外面黒斑，ミニチュア

４９０図１０ ＳＤ０２ �２ 土 手捏ね ６．４ ５．１ ４．３ 指ナデ 指ナデ ５０％

４９０図１１ ６６１ ＳＤ０２ �２ 土 提瓶？ ４．１ 指ナデ 指ナデ ４０％ 体部２カ所に把手痕？，底部ケズリ

４９１図１ ６６３ ＳＤ０２ �２ 須 杯蓋 １３．６ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ ３０％

４９１図２ ６６３ ＳＤ０２ �２ 須 杯身 １３．４ ４．０ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ ９０％

４９１図３ ＳＤ０２ �１ 須 杯蓋 １０．８ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ １０％

４９１図４ ＳＤ０２ 底近く 須 杯 ロクロナデ・沈線 ロクロナデ １５％ 歪みあり

４９２図１ ６６３ ＳＤ０２ Ａ群底 土 鉢 １３．９ １０．２ ６．３ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ８５％ ２次被熱で変色，体部下～底部壊

４９２図２ ６６４ ＳＤ０２ Ａ群 土 甕 １５．０ ６．２ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ７５％ 外面剥離，２次被熱，器高残２９．３�
４９２図３ ６６３ ＳＤ０２ Ｂ群 土 壺 ４．４ ヨコナデ・指ナデ ヨコナデ・指ナデ ９０％ 底部ナデ，ミニチュア

４９２図４ ６６４ ＳＤ０２ Ｂ群 土 甕 ９．０ １０．１ ６．０ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ６０％ 底部ケズリ

４９２図５ ６６４ ＳＤ０２ Ｂ群 土 甕 １５．６ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ４０％ 器高残２２．１�
４９２図６ ６６４ ＳＤ０２ Ｂ群 土 甕 １９．０ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ３０％

４９２図７ ６６５ ＳＤ０２ Ｂ群 土 甕 １５．４ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ４０％ 器高残１８．０�
４９３図１ ６６５ ＳＤ０２ Ｄ群 土 甕 １５．８ ８．６ ６．３ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ８０％ 底部木葉痕

４９３図２ ６６５ ＳＤ０２ Ｄ群 土 甕 １３．０ ９．７ ５．９ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ６０％ 底部ケズリ

４９３図３ ６６５ ＳＤ０２ Ｄ群 土 甕 １０．２ １３．９ ６．４ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・指オサエ・指ナデ ９０％ 底部破壊

４９３図４ ６６５ ＳＤ０２ Ｄ群 土 甕 １６．１ １３．４ ５．５ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８０％ ２次被熱により変色

４９３図５ ６６６ ＳＤ０２ Ｄ群 土 甕 １３．６ １５．４ ６．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７０％ 底部破壊？底部木葉痕

４９３図６ ６６６ ＳＤ０２ Ｄ群 土 甕 １５．０ １４．３ ７．０ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ８０％ 底部ケズリ

４９３図７ ６６７ ＳＤ０２ Ｄ群 土 甕 １１．４ １２．８ ６．５ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８０％ 底部ケズリ

４９３図８ ＳＤ０２ Ｄ群 土 甑 ８．４ ハケメ ナデ・ケズリ ３０％ 単孔式，木葉痕後ケズリ，高残１２�
４９３図９ ６６６ ＳＤ０２ Ｄ群 土 甑 １９．６ １５．１ ６．０ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ７５％ 無底式

４９４図１ ６６７ ＳＤ０２ Ｄ群 土 甕 １６．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８０％ 外面２次被熱？器高残１９．６�
４９４図２ ６６７ ＳＤ０２ Ｄ群 土 甕 １９．７ ２４．２ ６．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ７５％ 底部ケズリ

４９４図３ ＳＤ０２ Ｄ群 土 甕 １９．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ２０％ 器高残１４．７�
４９４図４ ＳＤ０２ Ｄ群 土 甕 １３．２ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ２０％ 器高残１７．３�
４９４図５ ６６６ ＳＤ０２ Ｄ群 土 甕 ２０．２ ３０．９ ６．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ５５％

４９５図１ ６６７ ＳＤ０２ Ｄ群 土 甕 ２１．３ ３１．０ ７．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ６０％

４９５図２ ６６７ ＳＤ０２ Ｅ群 土 粗製杯 １４．７ ６．５ ５．９ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ナデ ４５％ 底部木葉痕

４９５図３ ６６８ ＳＤ０２ Ｅ群 土 甕 １６．３ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ８５％ 体部・底部部分破壊，高残１８．８�
４９５図４ ６６７ ＳＤ０２ Ｅ群 土 杯 ９．６ ４．５ ４．５ ヨコナデ・指ナデ ヨコナデ・ナデ・黒色処理 ９０％ ミニチュア

４９５図５ ６６８ ＳＤ０２ Ｅ群 土 甑 １６．０ １３．５ ６．９ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 外面胴部摩滅，無底式

４９５図６ ６６７ ＳＤ０２ Ｅ群 土 杯 ２０．３ ６．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４５％ 外面被熱

４９５図７ ６６８ ＳＤ０２ Ｅ群 土 鉢 １７．４ １２．９ ７．５ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ８０％ ２次被熱？底部木葉痕

４９６図１ ＳＤ０２ Ｆ群 土 杯 １５．７ ４．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

４９６図２ ６６８ ＳＤ０２ Ｆ群 土 杯 １５．６ ４．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％

４９６図３ ６６９ ＳＤ０２ Ｆ群 土 高杯 １６．８ １０．２ １０．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形 ２次被熱で外面変色・表面剥離

４９６図４ ６６９ ＳＤ０２ Ｆ群 土 杯 １４．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

４９６図５ ＳＤ０２ Ｆ群 土 杯 １６．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

４９６図６ ６６９ ＳＤ０２ Ｆ群 土 杯 １４．４ ４．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％
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表２５ 土器観察表（２０）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

４９６図７ ６６９ ＳＤ０２ Ｆ群 須 � １２．９ ロクロナデ ロクロナデ ７０％ 体部穿孔，器高残１５．５�
４９６図８ ＳＤ０２ Ｆ群 土 高杯 ９．５ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

４９６図９ ６６９ ＳＤ０２ Ｆ群 土 甕 １９．４ ２２．７ ７．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７０％ 外面２次被熱，底部木葉痕

４９６図１０ ６６９ ＳＤ０２ Ｇ群 土 甕 １６．０ ３２．５ ６．６ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ハケメ・ナデ ７５％

４９７図１ ６７０ ＳＤ０２ Ｇ群 土 甕 １６．７ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ・ナデ ４０％ 器高残２０．６�
４９７図２ ６７０ ＳＤ０２ Ｇ群 土 甕 １６．８ ２８．０ ６．８ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ・ハケメ ７０％ 底部ケズリ

４９７図３ ６７０ ＳＤ０２ Ｈ群 土 甕 １６．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８０％ 底部壊？器高残２７．４�
４９７図４ ６６９ ＳＤ０２ Ｈ群 土 甕 １７．７ １３．４ ７．１ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７５％ 底部木葉痕

４９７図５ ＳＤ０２ Ｈ群 土 手捏ね ５．４ ２．５ ４．２ ナデ 完形 ２次被熱？，外面煤ける

４９８図１ ６７１ ＳＤ０２ Ｈ群 須 提瓶 ９．６ ２５．８ カキメ・沈線 ロクロナデ ８０％ 肩部ボタン状突起

４９８図２ ６７１ ＳＤ０２ Ｉ群 土 杯 １７．１ ６．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４５％

４９８図３ ６７１ ＳＤ０２ Ｉ群 土 杯 １７．０ ５．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６５％

４９８図４ ＳＤ０２ Ｉ群 土 高杯 ９．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ケズリ・ミガキ・黒色処理 ３０％ 杯部破壊？

４９８図５ ６７０ ＳＤ０２ Ｉ群 土 杯 １０．０ ３．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％

４９８図６ ６７２ ＳＤ０２ Ｉ群 土 甕 １６．５ １２．５ ６．９ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７５％

４９８図７ ６７２ ＳＤ０２ Ｉ群 土 甑 １８．４ １３．１ ６．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ４０％ 無底式

４９８図８ ６７２ ＳＤ０２ Ｉ群 土 壺 ７．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７５％ 器高残１０．８�
４９９図１ ６７２ ＳＤ０２ Ｉ群 土 甕 １６．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ９０％ 底部破壊？器高残２８．２�
４９９図２ ＳＤ０２ Ｉ群 土 甕 ６．５ ハケメ ナデ ４０％ 底部ケズリ，器高残２２．４�
５０２図１ ６７３ ＳＤ０５ �１ 土 杯 １３．１ ４．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

５０２図２ ６７３ ＳＤ０５ �１ 土 甕 １３．４ １５．０ ７．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ６０％

５０２図３ ６７３ ＳＤ０５ �１ 須 杯身 １０．８ ６．０ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ ５０％ 底部手持ちヘラケズリ

５０２図４ ＳＤ０５ 底面 須 甕 平行タタキメ 小片

４５８図１ ＳＧ０１ 底面 土 杯 ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

４５８図２ ６３９ ＳＧ０１ 底面 土 甕 １７．５ ヨコナデ・ナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ４０％ 器高残１６．７�
４５８図３ ６３９ ＳＧ０１ 底面 土 甕 １６．９ ２９．４ ７．５ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７０％

４５８図４ ＳＧ０１ 底面 土 甕 ８．２ ハケメ・ナデ・ケズリ ナデ ４０％ 底部ケズリ，器高残１９．２�
４６０図１ ＳＧ０３ 堆積土 土 蓋？ １２．２ ロクロナデ ミガキ・黒色処理 １５％

４６０図２ ＳＧ０３ 堆積土 土 杯 １２．４ ４．５ ６．７ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ミガキ・黒色処理 １５％ 底部回転ヘラケズリ

４６０図３ ６３９ ＳＧ０３ 堆積土 土 甕 ２３．２ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ ３０％ 器高残２２．７�
５０５図１ ６３９ ＳＸ０２ Ｐ１�１ 土 杯 １３．４ ４．１ ７．２ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ミガキ・黒色処理 ７５％ 底部回転糸切り後回転ヘラケズリ

５０５図２ ＳＸ０２ 焼土面 土 杯 １２．６ ４．９ ５．７ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ・ミガキ ２５％ 内面再酸化，底部回転ヘラケズリ

４７３図１ ６４９ ＳＸ０６ 検出面 土 杯 ９．７ ３．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

４７３図２ ６４９ ＳＸ０６ �１ 土 甕 ２０．５ ２８．５ ９．０ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ 完形 底部木葉痕

４７３図３ ６４９ ＳＸ０６ �１ 土 甕 ９．９ ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ 内外面器壁爆ぜる，器高残２９．０�
４７４図１ ６４９ ＳＸ０６ �１ 土 甕 ハケメ ナデ ７０％ 器高残２２．１�
５０８図１ ６３９ ＳＸ０７ �１ 須 台付盤？ １５．１ ロクロナデ・縦位ヘラキザミ ロクロナデ ３０％ 酸化炎焼成状態，器高残５．２�
５１１図１ ６７４ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 杯 １７．２ ４．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

５１１図２ ６７４ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 杯 １８．３ ３．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４５％

５１１図３ ６７４ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 杯 １６．４ ４．７ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

５１１図４ ６７４ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 杯 １７．３ ４．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％ 外面口縁近く使用痕？

５１１図５ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 杯 １２．０ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ３０％

５１１図６ ６７４ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 杯 １５．４ ４．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

５１１図７ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 杯 １６．８ ５．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％

５１１図８ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 杯 ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

５１１図９ ６７４ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 杯 １３．９ ５．０ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

５１１図１０ ６７４ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 高杯 １５．５ ８．５ ９．３ ヨコナデ・ケズリ・ミガキ・ハケメ ミガキ・黒色処理 ６０％ 底部のみ内面ミガキ

５１１図１１ ６７４ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 杯 ９．６ ６．１ ５．５ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ミガキ・黒色処理 ７５％

５１１図１２ ６７４ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 杯 １４．５ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・指ナデ ３０％ 器高残５．４�
５１１図１３ ６７５ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １３．９ １１．３ ７．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８５％

５１１図１４ ６７５ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １３．４ ９．４ ５．６ ヨコナデ・ハケメ・指ナデ ヨコナデ・ナデ 完形 煮炊痕ないが，変色？

５１１図１５ ６７５ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １４．７ １３．３ ６．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 底部ケズリ

５１１図１６ ６７５ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １４．７ １０．９ ７．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８０％

５１２図１ ６７５ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １６．８ １５．６ ７．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部木葉痕

５１２図２ ６７５ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １４．７ １３．０ ７．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ３０％ 底部木葉痕

５１２図３ ６７６ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １４．７ １４．２ ７．５ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ６０％ 底部木葉痕

５１２図４ ６７６ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １６．１ １１．３ ５．８ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・指オサエ ナデ・ナデ 完形

５１２図５ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 ６．６ ハケメ ナデ ２０％ 底部木葉痕

５１２図６ ６７６ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １７．４ １３．６ ７．１ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 完形 底部木葉痕

５１２図７ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 ８．０ ナデ ３０％ 外面粗い，底部木葉痕

５１２図８ ６７７ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １４．２ １１．８ ８．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ６５％ 底部部分的に破壊

５１２図９ ６７６ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １８．５ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７０％ 器高残１７．１�
５１３図１ ６７６ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １５．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ 底部・胴部部分壊，器高残１６．４�
５１３図２ ６７７ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甑 ２０．１ １４．２ ７．４ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ６０％ 胴部部分的破壊，無底式

５１３図３ ６７７ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １９．８ ２５．８ ７．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８０％ 胴部下方・底部破壊

５１３図４ ６７７ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １５．１ ２６．５ ８．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８０％ 胴部壊・１か所穿孔，底部ケズリ

第２章 遺構と遺物
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表２６ 土器観察表（２１）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

５１４図１ ６７８ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １８．５ ３２．０ ７．１ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８５％ 底部ケズリ，胴部下方部分的に破壊

５１４図２ ６７８ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １８．９ ２７．１ ７．１ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７０％ 底部ナデ

５１４図３ ６７８ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １７．４ ３１．８ ６．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８０％ 胴部下方部分的に剥離・小穿孔

５１４図４ ６７９ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １７．８ ７．２ ７．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７０％ 底部部分的に破壊

５１５図１ ６７９ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甑 ２１．４ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ケズリ ８０％ 無底式，器高残２３．６�
５１５図２ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甑 ７．６ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ・ケズリ ４５％ 無底式，器高残２４．６�
５１５図３ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 ６．６ ハケメ ナデ ４０％ 底部木葉痕，器高残１１．１�
５１５図４ ６７９ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 ７．０ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ナデ ５５％ 底部ケズリ，器高残２３．６�
５１５図５ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 ６．５ ハケメ ナデ ５０％ 器高残１８．２�
５１５図６ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 ８．２ ヨコナデ・ナデ ナデ ７０％ 底部ナデ，器高残１３．３�
５１６図１ ６８１ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 ３１．７ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ミガキ ４５％ 底部ケズリ，器高残３１．７�
５１６図２ ６７８ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １５．３ １７．７ ７．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７５％

５１６図３ ６８１ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 ２１．８ ３０．７ ８．３ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ・ケズリ ４０％ ２次被熱で外面下部部分的に剥離

５１６図４ ６８０ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １５．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％ 器高残２２．５�，底部全面破壊
５１７図１ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 ２２．０ ７．２ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ケズリ・ナデ ４５％ 底部ケズリ，推定器高２７．４�
５１７図２ ６８０ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 ２０．０ ６．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ケズリ・ナデ ４０％ 底部ケズリ・ナデ，推定器高２７．４�
５１７図３ ６７９ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １６．０ ２７．４ ８．０ ヨコナデ・ナデ・ミガキ ヨコナデ・ナデ ６５％

５１８図１ ６８０ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １８．６ ２８．８ ７．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ６０％ 底部ケズリ，２次被熱で外面胴部剥？

５１８図２ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １６．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ３０％

５１８図３ ６８０ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 ８．７ ヨコナデ・ナデ・ミガキ ナデ ５０％ 底部ナデ，器高残２８．１�
５１９図１ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 １８．９ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ １５％

５１９図２ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 ２０．０ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ４０％ 器高残１６．０�
５１９図３ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 ２３．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ １０％

５１９図４ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 甕 ８．６ ハケメ ナデ ３０％ 底部ヘラナデ

５２０図１ ＳＨ０１ Ｌ�３ 須 杯 １３．０ ロクロナデ ロクロナデ ２０％

５２０図２ ６８２ ＳＨ０１ Ｌ�３ 須 高杯 ９．０ 波状文 ロクロナデ １０％ 互い違いの長脚二段四方透かし

５２０図３ ６８０ ＳＨ０１ Ｌ�３ 須 壺か瓶 ６．６ ロクロナデ ロクロナデ １５％

５２０図４ ６８１ ＳＨ０１ Ｌ�３ 須 壺 列点刺突文 ロクロナデ 小片

５２０図５ ６８２ ＳＨ０１ Ｌ�３ 須 横瓶 １２．５ ２１．５ カキメ ロクロナデ 完形

５２０図６ ＳＨ０１ Ｌ�３ 須 鉢 ロクロナデ ロクロナデ ５％

５２０図７ ６８１ ＳＨ０１ Ｌ�３ 須 甕 波状文 ロクロナデ 小片

５２０図８ ＳＨ０１ Ｌ�３ 須 甕 ロクロナデ ロクロナデ １０％

５２０図９ ６８１ ＳＨ０１ Ｌ�３ 須 甕 波状文 波状文 小片

５２１図１ ６８２ ＳＨ０１ Ｌ�３ 須 甕 １９．５ ３８．０ １１．８ ナデ・タタキメ アテメ・ナデ・ナデ ６０％ 底部ナデ

５２１図２ ＳＨ０１ Ｌ�３ 須 広口壺 １８．５ ２９．１ ロクロナデ・カキメ ロクロナデ・アテメ ２５％

５２２図１ ６８２ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 杯 １０．５ ３．６ 指ナデ ハケメ ３０％ ミニチュア

５２２図２ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 手捏ね ４．８ ２．７ ４．２ 完形 底部指ナデ

５２２図３ ６８２ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 手捏ね ７．３ ４．１ ５．２ 指ナデ 完形 底部ナデ

５２２図４ ６８３ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 手捏ね ６．０ ３．６ ４．０ 指ナデ ９０％ 底部ナデ，２次被熱？

５２２図５ ６８３ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 手捏ね ６．５ ４．２ ４．２ 指オサエ 指オサエ ５５％ ミニチュア

５２２図６ ６８３ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 手捏ね ７．２ ４．８ ４．４ 指ナデ ４５％ 底部ナデ

５２２図７ ６８３ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 手捏ね ４．５ ３．１ ４．３ 指オサエ 指ナデ ７０％

５２２図８ ６８３ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 手捏ね ７．５ ４．０ ４．７ 指オサエ 指ナデ 完形 ミニチュア

５２２図９ ６８３ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 手捏ね ３．７ ４．２ ４．６ 指オサエ 指ナデ ４０％ ミニチュア，外面２次被熱

５２２図１０ ６８３ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 手捏ね ７．４ ４．２ ４．７ ナデ 完形 底部ナデ

５２２図１１ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 手捏ね ７．２ ３．７ ７．３ 指オサエ 指オサエ 完形 底部ケズリ

５２２図１２ ６８３ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 手捏ね ６．９ ３．３ ４．８ 指ナデ ７５％ 底部ナデ

５２２図１３ ６８３ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 手捏ね ８．８ ４．３ ４．８ 指ナデ 完形 底部ナデ

５２２図１４ ６８３ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 手捏ね ５．９ ２．９ ４．６ 指ナデ 完形 底部指ナデ

５２２図１５ ６８４ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 粗製鉢 ９．３ ５．２ ６．５ ヨコナデ・指ナデ ヨコナデ・ナデ ６５％ 底部ナデ，ミニチュア

５２２図１６ ６８４ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 手捏ね １１．３ ５．１ ６．１ 指オサエ 指オサエ 完形 口唇部つまみ出し整形

５２２図１７ ６８４ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 手捏ね ８．６ ６．０ ５．６ 指ナデ ７０％ 底部木葉痕

５２２図１９ ６８４ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土 壺 ４．８ ４．３ ヨコナデ・指ナデ 指ナデ ７０％ 底部ナデ，ミニチュア，２次被熱？

５２４図１ ６８６ Ｎ２０－７１ Ｌ� 土 杯 １５．２ ５．９ ７．２ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ミガキ・黒色処理 ９０％ 底部回転ヘラケズリ，椀形，体部破壊？

５２４図２ ６８６ Ｎ２１－１０ Ｌ� 土 杯 １３．０ ４．９ ６．５ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ミガキ・黒色処理 ８０％ コテ状工具のミガキ，底部回転ヘラケズリ

５２４図３ ６８６ Ｏ２０ Ｌ�１ 土 杯 １４．４ ５．６ ６．７ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％ 底部手持ちヘラケズリ

５２４図４ Ｏ１８－７８ Ｌ� 土 杯 １４．２ ４．３ ９．６ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％ 底部糸切り後回転ヘラケズリ

５２４図５ ６８６ Ｎ２１－１０ Ｌ� 土 杯 １２．７ ３．８ ６．６ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ミガキ・黒色処理 ７５％ 底部回転ヘラケズリ

５２４図６ ６８６ Ｎ２１－７ Ｌ� 土 杯 １３．０ ４．４ ５．６ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％ 椀形杯，底部黒斑・回転ヘラケズリ

５２４図７ ６８６ Ｎ２１－２７ Ｌ� 土 杯 １５．３ ３．９ ７．９ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％ 静止糸切り後周縁回転ヘラケズリ

５２４図８ ６８６ Ｏ１９－４１ Ｌ� 土 杯 １３．５ ３．８ ６．５ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ミガキ・黒色処理 ６５％ 体部外面に墨書あり

５２４図９ Ｎ２１－２９ Ｌ� 土 高台杯 ８．５ ロクロナデ ロクロナデ ２０％ 底部外面に墨書あり・回転ヘラケズリ

５２４図１０ 撹乱溝 土 杯 １４．３ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ミガキ・黒色処理 ５％ 体部外面に墨書あり

５２４図１１ Ｏ２０ Ｌ�１ 土 杯 ６．６ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ミガキ・黒色処理・指ナデ ２０％ 回転糸切り後回転ヘラケズリ

５２４図１２ ６８７ Ｏ２１－２ Ｌ� 土 杯 １５．３ ５．７ ７．１ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％ 底部墨書・回転ヘラケズリ

５２４図１３ ６８７ Ｎ２０－５０ Ｌ� 土 杯 ６．６ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％ 底部焼成前線刻・墨書，回転糸切
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表２７ 土器観察表（２２）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

５２４図１４ Ｎ２１－８７ 撹乱 土 杯 ６．５ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％ 底部回転糸切り

５２４図１５ Ｎ２０ Ｌ� 土 杯 １２．３ ３．６ ５．６ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ミガキ・黒色処理 ３５％ 底部手持ちヘラケズリ

５２４図１６ Ｏ２０ Ｌ�１ 土 杯 ５．４ ロクロナデ ミガキ ２０％ 底部回転糸切り，内面再酸化？

５２４図１７ ６８７ Ｏ２１－５５ Ｌ� 土 杯 １３．２ ４．５ ６．０ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％ 底部焼成後？穿孔・回転ヘラケズリ

５２５図１ ６８７ Ｌ� 土 杯 １６．０ ６．５ ８．４ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％ 底部回転糸切り

５２５図２ Ｎ２０－８１ Ｌ� 土 杯 １６．０ ６．７ ９．０ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％ 底部回転ヘラケズリ

５２５図３ ６８７ Ｏ２１－１ Ｌ� 土 高台杯 １４．９ ７．５ ロクロナデ・ミガキ ミガキ・黒色処理 ５５％ 底部回転糸切り，爆ぜる，高台剥離

５２５図４ ６８８ Ｎ２０－８１ Ｌ� 土 杯 １５．８ ６．５ ８．４ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％ 底部回転糸切り，外面黒斑，内面摩耗

５２５図５ ６８８ Ｏ２１－１ Ｌ� 土 杯 １０．６ ２．９ ５．２ ロクロナデ ロクロナデ ６０％ 内面コテ当て調整，底部回転糸切り

５２５図６ ６８８ Ｎ２０－８１ Ｌ� 土 杯 １４．４ ４．２ ７．０ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ミガキ・黒色処理 ４５％ 底部回転ヘラケズリ

５２５図７ ６８８ Ｏ２１－１ Ｌ� 土 杯 １０．９ ３．０ ５．２ ロクロナデ ロクロナデ ８０％ 内面コテ当て調整，底部回転糸切り

５２５図８ ６８８ Ｌ� 土 杯 １５．２ ４．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８５％

５２５図９ Ｏ２１－１ Ｌ� 土 杯 １４．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

５２５図１０ ６８８ Ｏ２０－８３ Ｌ�２ 土 杯 １５．０ ４．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７５％

５２５図１１ ６８８ Ｌ�・� 土 杯 １６．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

５２５図１２ Ｌ� 土 杯 １５．４ ミガキ ミガキ・黒色処理 ４５％

５２５図１３ ６８８ Ｌ� 土 杯 １４．５ ４．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

５２５図１４ Ｌ� 土 杯 １７．５ ５．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％

５２５図１５ ６８８ Ｏ２１－６１ Ｌ� 土 杯 １４．２ ４．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４５％

５２５図１６ ６８８ Ｌ� 土 杯 １５．７ ４．５ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８５％

５２６図１ ６８９ Ｎ２２ Ｌ� 土 杯 １４．９ ５．３ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５５％

５２６図２ ６８９ Ｎ２１－３７ Ｌ� 土 杯 １４．６ ５．５ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６５％

５２６図３ ６８９ Ｎ２２－６７ Ｌ� 土 杯 １４．４ ６．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ ６０％

５２６図４ ６８９ Ｎ２２－６３ Ｌ� 土 杯 １６．３ ４．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形 体部外面黒斑

５２６図５ Ｎ２１－４９ Ｌ� 土 杯 １８．０ ３．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３５％

５２６図６ Ｏ１９・２０ Ｌ� 土 杯 １６．０ ４．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

５２６図７ Ｎ２１－４３ Ｌ� 土 杯 １６．０ ４．５ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％ 底部黒斑

５２６図８ ６８９ Ｎ２２ 撹乱溝 土 杯 １７．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

５２６図９ Ｎ２１－２８ Ｌ� 土 杯 １６．１ ４．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

５２６図１０ Ｏ２０－１４ Ｌ� 土 杯 １６．０ ５．１ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

５２６図１１ ６８９ Ｎ２１－３８ Ｌ� 土 杯 １８．８ ５．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５５％

５２６図１２ ６８９ Ｎ２１－２８ Ｌ� 土 杯 １４．８ ４．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％

５２６図１３ Ｏ１９・２０ Ｌ� 土 杯 １４．２ ４．５ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

５２６図１４ ６８９ Ｎ２１－２５ Ｌ� 土 杯 １６．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

５２６図１５ ６８９ Ｌ� 土 杯 １５．６ ４．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

５２６図１６ Ｎ２１－２８ Ｌ� 土 杯 １３．０ ３．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 １０％

５２６図１７ Ｎ２２－６３ Ｌ� 土 杯 １３．４ ３．５ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８０％

５２６図１８ ６８９ Ｏ２０－３ Ｌ� 土 杯 １６．６ ４．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

５２６図１９ Ｎ２１－３４ Ｌ� 土 杯 １２．９ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ １５％

５２７図１ ６９０ Ｎ２２－６３ Ｌ�下 土 杯 １４．１ ５．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％

５２７図２ ６９０ Ｏ１９－８３ Ｌ� 土 杯 １６．６ ５．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

５２７図３ ６９０ Ｎ２３－８３ Ｌ� 土 杯 １５．０ ４．７ ミガキ ミガキ・黒色処理 ７０％

５２７図４ ６９０ Ｎ２１－８７ Ｌ� 土 杯 １４．６ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

５２７図５ ６９０ Ｎ２２－１７ Ｌ� 土 杯 １７．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 １５％

５２７図６ ６９０ Ｎ２２－４３ Ｌ� 土 杯 １５．３ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ？ ミガキ・黒色処理 ２０％

５２７図７ Ｎ２１－２８ Ｌ� 土 杯 １５．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

５２７図８ ６９０ Ｎ２１－７７ 撹乱 土 杯 １７．２ ４．９ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ５０％

５２７図９ ６９０ Ｎ２３－３ Ｌ� 土 杯 １５．８ ４．１ ヨコナデ・ケズリ・ハケメ ミガキ・黒色処理 ５５％ 底部ハケメ

５２７図１０ ６９０ Ｎ２３－２１ Ｌ� 土 杯 １６．４ ６．３ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ミガキ 完形

５２７図１１ 撹乱 土 杯 １８．０ ３．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

５２７図１２ ６９１ Ｎ２１－４９ Ｌ� 土 杯 １５．３ ７．５ ヨコナデ・ケズリ ミガキ ４０％

５２７図１３ ６９１ Ｎ２３－１ Ｌ� 土 杯 １４．５ ５．３ ６．１ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ミガキ 完形 内面粗い，底部ケズリ

５２７図１４ Ｏ２０－１４ Ｌ� 土 杯 １４．６ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

５２７図１５ Ｍ２３－６４ Ｌ�下 土 杯 ２３．８ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 １５％

５２７図１６ Ｎ１９－６７ Ｌ� 土 杯 １６．９ ７．８ ヨコナデ・ケズリ・ナデ ミガキ・黒色処理 ２５％

５２８図１ ６９１ Ｎ２１－２７ Ｌ� 土 杯 １２．０ ３．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％

５２８図２ ６９１ Ｎ２１－２７ Ｌ� 土 杯 １２．４ ３．２ ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

５２８図３ ６９１ Ｎ２２－６３ Ｌ� 土 杯 １２．４ ミガキ・黒色処理 ミガキ・黒色処理 ２５％

５２８図４ Ｎ２２－６１ Ｌ� 土 杯 １７．４ ７．９ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ １５％ 銅鋺模倣，内面再酸化？

５２８図５ ６９１ Ｎ２１－２９ Ｌ� 土 杯 １７．４ ４．０ ヨコナデ・ミガキ ミガキ・黒色処理 ６５％

５２８図６ ６９１ Ｏ１９－８３ Ｌ� 土 杯 １８．３ ７．９ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ９０％ 底部外面焼成前線刻

５２８図７ Ｏ１９－７４ Ｌ� 土 杯 ２０．５ ケズリ・ミガキ ミガキ・黒色処理 ２０％

５２８図８ ６９２ Ｎ２１・２２ Ｌ� 土 杯 １８．０ ４．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

５２８図９ Ｎ２１－６６ Ｌ� 土 杯 １５．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

５２８図１０ ６９２ Ｎ２１－２９ Ｌ� 土 杯 １４．０ ４．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ９０％

５２８図１１ ６９２ Ｎ２１－３ Ｌ� 土 杯 １５．２ ４．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

第２章 遺構と遺物
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表２８ 土器観察表（２３）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

５２８図１２ ６９２ Ｎ２３－２１ Ｌ� 土 杯 １６．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

５２８図１３ ６９２ Ｏ１９－８１ Ｌ� 土 杯 １３．３ ５．１ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ミガキ 完形

５２８図１４ ６９２ Ｎ２１－２５ Ｌ� 土 杯 １７．８ ５．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％ 底部外面焼成前線刻

５２８図１５ ６９２ 表採 土 杯 １６．２ ４．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％ 内面底部に使用痕あり

５２９図１ ６９２ Ｌ� 土 杯 １５．２ ５．５ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ９０％ 内面に焼成後？の傷

５２９図２ ６９２ Ｎ２０ Ｌ� 土 杯 １６．８ ４．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

５２９図３ ６９３ Ｎ１７ Ｌ� 土 杯 １６．０ ４．８ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６５％ 口縁・底部外面に黒斑

５２９図４ ６９３ Ｎ１９ Ｌ� 土 杯 １６．０ ４．９ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

５２９図５ ６９３ Ｎ２０ Ｌ� 土 杯 １６．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

５２９図６ Ｍ２４－２６ Ｌ� 土 杯 １６．０ ４．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

５２９図７ ６９３ Ｎ１９－９９ Ｌ� 土 杯 １５．２ ４．３ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ・黒色処理 ６０％

５２９図８ ６９３ Ｏ２１－６１ Ｌ� 土 杯 １８．５ ５．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

５２９図９ Ｎ２０－５８ 撹乱溝 土 杯 １６．５ ３．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３５％

５２９図１０ Ｏ２１－２８ Ｌ� 土 杯 １５．９ ３．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

５２９図１１ ６９３ Ｌ� 土 杯 １７．０ ４．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％ 底部外面焼成前線刻

５２９図１２ Ｍ２３－９ Ｌ� 土 杯 １４．４ ミガキ・ナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

５２９図１３ ６９３ Ｌ２４－９ Ｌ�下 土 杯 １５．３ ３．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ ７０％

５２９図１４ Ｌ� 土 杯 １５．４ ４．３ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

５２９図１５ ６９４ Ｍ２３－７ Ｌ� 土 杯 １６．８ ４．９ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４５％ 底部外面焼成前線刻

５２９図１６ ６９３ Ｌ� 土 杯 １２．０ ５．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６０％

５２９図１７ ６９３ Ｏ２０－３５ Ｌ� 土 杯 １６．８ ３．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７５％

５３０図１ ６９４ Ｏ２１－１１ Ｌ� 土 杯 １８．６ ５．５ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％

５３０図２ Ｎ２０－５８ 撹乱溝 土 杯 １５．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

５３０図３ ６９４ Ｏ１９－８１ Ｌ� 土 杯 １５．６ ４．９ ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ９０％

５３０図４ ６９４ Ｌ� 土 杯 １６．８ ５．４ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３５％

５３０図５ ６９４ Ｎ２１－２８ Ｌ� 土 杯 １０．４ ３．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４５％

５３０図６ ６９４ Ｏ１９－８１ Ｌ� 土 杯 １６．４ ５．０ ミガキ ミガキ・黒色処理 完形

５３０図７ ６９４ Ｌ� 土 杯 １４．０ ５．２ ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ６５％

５３０図８ ６９４ Ｎ２１－３８ Ｌ� 土 杯 １２．１ ４．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

５３０図９ ６９４ Ｎ２２－１５ Ｌ�下 土 杯 １２．１ ４．１ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ７０％

５３０図１０ Ｎ２０－５３・６３ Ｌ� 土 杯 １４．０ ３．８ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

５３０図１１ ６９５ Ｎ２０ Ｌ� 土 杯 １４．４ ４．２ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 完形

５３０図１２ ６９５ Ｎ２０－８０ Ｌ� 土 杯 １３．２ ５．２ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ナデ・ミガキ ８５％

５３０図１３ ６９５ Ｎ２１－３４ Ｌ� 土 杯 １３．７ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２５％

５３０図１４ ６９５ Ｍ２２ 撹乱溝 土 杯 １４．６ ５．０ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ５０％

５３０図１５ ６９５ Ｎ２１－５３ Ｌ� 土 杯 １４．３ ４．６ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ９０％

５３０図１６ Ｎ２１－７ Ｌ� 土 杯 １９．４ ５．３ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

５３０図１７ ６９５ Ｌ� 土 杯 １７．８ ８．３ ８．５ ミガキ・黒色処理 ミガキ・黒色処理 ５５％ 底部ミガキ

５３０図１８ Ｏ２２－２ Ｌ� 土 杯 ヨコナデ・ミガキ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ２０％

５３１図１ ６９５ Ｏ２０－２ Ｌ�２ 土 高杯 １４．８ ８．０ ９．６ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ４０％

５３１図２ Ｍ２３－７ Ｌ� 土 高杯 １５．８ ヨコナデ・ハケメ ミガキ・黒色処理 １５％

５３１図３ ６９５ Ｏ２０－１２ Ｌ� 土 高杯 １８．５ １０．６ １２．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ８０％

５３１図４ ６９５ Ｎ２２ Ｌ� 土 高杯 １４．０ ８．４ ９．４ ヨコナデ・ハケメ・ナデ 黒色処理 ５０％

５３１図５ Ｌ� 土 高杯 １０．９ ヨコナデ・ケズリ 黒色処理？ ２０％

５３１図６ ６９６ Ｎ２１－４７ Ｌ� 土 高杯 １７．６ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３０％

５３１図７ 表採 土 高杯 １０．０ ヨコナデ・ケズリ ミガキ・黒色処理 ３５％

５３１図８ ６９６ Ｏ２０－３ Ｌ� 土 甕 ８．０ ７．６ ６．６ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ７５％ 底部木葉痕

５３１図９ ６９６ Ｎ２０－５３ Ｌ� 土 甕 １０．６ １０．９ ５．４ ヨコナデ・ケズリ・ナデ ヨコナデ・ナデ ４５％

５３１図１０ ６９６ Ｎ２０ Ｌ� 土 甕 １６．２ １３．４ ６．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ５０％

５３１図１１ ６９６ Ｎ２１－４４ Ｌ� 土 甕 １６．２ １４．５ ６．６ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ５０％ 底部ケズリ

５３１図１２ Ｌ� 土 甕 １５．３ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ４０％ 器高残７．８�
５３１図１３ ６９６ Ｎ２０ Ｌ� 土 甕 １４．８ １０．６ ７．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７０％ 底部木葉痕

５３２図１ ６９７ Ｏ１９－７３ Ｌ� 土 甕 １７．２ １２．２ ６．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ・指ナデ ７０％

５３２図２ ６９７ Ｎ２１－３５ Ｌ� 土 甕 １６．２ １７．２ ７．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ５５％ 外面煤付着，底部ケズリ

５３２図３ ６９７ Ｎ２０－９５ Ｌ� 土 甕 １９．３ １３．１ ８．２ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ７０％ 胴部外面摩滅，底部ナデ

５３２図４ ６９７ Ｎ２２－４３ Ｌ� 土 甕 １９．７ ２１．１ ６．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ７５％

５３２図５ ６９８ Ｎ２３－３ Ｌ� 土 甕 １７．６ ２３．４ ７．９ ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ナデ・ケズリ 完形 底部木葉痕

５３２図６ Ｎ２１－３ Ｌ� 土 甕 １６．４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ４０％

５３３図１ ６９７ Ｎ２１－４３ Ｌ� 土 甑 １７．５ １４．３ ６．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ５０％ 底部ケズリ，単孔式

５３３図２ Ｏ１９ Ｌ� 土 甑 ４．６ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ・ケズリ ４０％ 無底式，器高残１３．５�
５３３図３ ６９８ Ｎ１９－９９ Ｌ� 土 甑 ２０．０ １８．３ ８．４ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ・ナデ・ケズリ 完形 無底式

５３３図４ ６９８ Ｌ� 土 甑 １６．４ １３．７ ６．０ ヨコナデ ヨコナデ・ケズリ ６０％ 胴部外面粗い，無底式

５３３図５ ６９９ 層ベルト 土 甑 ２１．７ ２５．７ ７．７ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ５５％ 無底式

５３３図６ Ｌ� 土 甑 ２５．２ ２６．６ ９．３ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ミガキ・ナデ ３０％ 内面粗い，無底式

５３４図１ Ｌ� 土 甑？ ２２．２ ヨコナデ・ナデ・ミガキ ヨコナデ・ナデ・ミガキ １５％ 器高残１３．４�
５３４図２ ６９８ Ｎ２０－９６ Ｌ� 土 甑 １８．８ ヨコナデ・ハケメ・ミガキ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ミガキ ６０％ 器高残１７．７�

第１編 高木遺跡
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表２９ 土器観察表（２４）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

５３４図３ ７００ Ｏ１９－５４ 土 甑 ２５．２ ２５．５ １０．８ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ・ナデ・ケズリ ４０％ 無底式

５３４図４ ６９９ Ｎ２０－９６ Ｌ� 土 甑 ２１．６ ２１．４ ７．１ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ・ナデ ５０％ 無底式

５３４図５ Ｎ２１－２８ Ｌ� 土 甑 ６．０ ハケメ・ケズリ ナデ ３０％ 内面粗い，単孔式，器高残１３．０�
５３４図６ Ｎ２３－１ Ｌ� 土 甑？ １６．２ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ ３５％

５３５図１ ７００ Ｏ２０－３ Ｌ� 土 甕 １７．２ ３０．０ ７．２ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８０％ 底部ヘラナデ

５３５図２ ７００ Ｎ２０ Ｌ� 土 甕 １７．０ ２９．９ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ ６５％

５３５図３ ７００ Ｎ２０－１９ 土 甕 ６．３ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ８０％ 器高残３０．６�
５３５図４ Ｎ２１－３ Ｌ� 土 甕 ７．７ ハケメ・ナデ ナデ・ハケメ・ナデ ５０％ 底部木葉痕・ナデ，器高残２２．８�
５３６図１ ７０１ Ｎ２０－１９ 土 甕 ２１．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ・ナデ ６５％ 内面胴部煤付着，器高残２６．７�
５３６図２ ７０１ Ｎ２１－３ Ｌ� 土 甕 １７．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ・ナデ ６０％ 器高残２２．９�
５３６図３ ６９９ Ｎ２０ Ｌ� 土 甕 ２１．６ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ３０％

５３６図４ ７０１ Ｎ２２－１１ Ｌ� 土 甕 １４．０ １５．９ ６．３ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ６５％ 煮炊痕明瞭，内面煤付着

５３６図５ ６９９ Ｎ２０－６３ Ｌ� 土 甕 １１．２ ８．０ ５．５ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ９０％

５３６図６ Ｎ２１－８７ 撹乱 土 甕 １１．０ ９．０ ４．４ ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ ２０％ 底部ケズリ

５３７図１ ７０２ Ｎ２０－６２ Ｌ� 土 甕 １８．２ ２６．２ ８．０ ヨコナデ・ケズリ・ミガキ ヨコナデ・ミガキ ４０％

５３７図２ ７０２ Ｍ２３－９５ Ｌ� 土 甕 １９．６ ヨコナデ・ハケメ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ８０％ 器高残１９．２�
５３７図３ ７０１ Ｏ１９－８１ Ｌ� 土 甕 １３．１ １６．７ ６．１ ヨコナデ・ケズリ ヨコナデ・ナデ ４５％

５３７図４ ７０１ Ｎ２２－６７ Ｌ�下 土 甕 １１．６ ミガキ・ハケメ・ヨコナデ ミガキ・ナデ １５％ 北方系？壺形，口唇平坦

５３７図５ ７０２ Ｌ� 土 甕 ２０．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ４０％ 外面上部被熱，器高残２８．３�
５３８図１ ７０２ Ｎ１９－９９ Ｌ� 土 甕 ２２．０ ２４．６ ９．３ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ７０％ 底部木葉痕

５３８図２ Ｏ１９－８１ Ｌ� 土 甕 ７．６ ハケメ・ナデ ナデ ３０％ 底部ケズリ

５３８図３ 表採 土 甕 ２１．０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ ２０％ 器高残１５．８�
５３９図１ Ｎ２１－２７ Ｌ� 須 蓋 １５．２ ロクロナデ ロクロナデ ５％

５３９図２ Ｌ� 須 蓋 ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ １０％ つまみ径６．０�
５３９図３ ７０３ Ｏ１９－２５ Ｌ� 須 蓋 １７．５ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ ４０％

５３９図４ ７０２ Ｎ２１－８７ 撹乱 須 高台杯 １３．８ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ ３５％ 高台剥離

５３９図５ ７０３ Ｎ２１－４３ Ｌ� 須 高台杯 ８．８ １０％

５３９図６ ７０３ Ｍ２３－７ Ｌ� 須 高台杯 １６．３ ６．３ ９．１ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ ５０％ 高台内に静止糸切り痕

５３９図７ ７０２ Ｏ２０－６７ Ｌ�２ 須 高台杯 回転ヘラケズリ・ロクロナデ ロクロナデ １０％ 底部回転ヘラケズリ

５３９図８ ７０３ Ｎ２１－１６ Ｌ� 須 杯 １４．８ ３．６ ８．５ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ ３５％ 底部外面焼成前線刻・回転糸切り

５３９図９ Ｏ２０ Ｌ�２ 須 杯 １４．８ ４．２ ８．７ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ ６５％ 底部静止糸切り後手持ちヘラケズリ

５３９図１０ Ｎ１９－９９ Ｌ� 須 杯 ８．２ ロクロナデ ロクロナデ １０％ 底部回転ヘラケズリ

５３９図１１ Ｏ１９－４７ Ｌ� 須 蓋 ロクロナデ ロクロナデ ５％

５３９図１２ Ｏ２０ Ｌ� 須 高台杯 小片

５３９図１３ Ｏ１８－９６ Ｌ� 須 杯 ８．６ ロクロナデ ロクロナデ １０％ 底部ヘラ切り無調整

５３９図１４ Ｍ２４－４ Ｌ�下 須 杯蓋 ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ ５％

５３９図１５ Ｌ� 須 杯身 ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ １５％ 杯蓋の可能性もあり

５３９図１６ ７０３ Ｎ２２－８３ Ｌ� 須 杯 １０．０ ３．６ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ ７０％ 奈文研分類杯Ｇ，底部回転ヘラケズリ

５３９図１７ Ｎ２２－６３ Ｌ� 須 杯 １１．６ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ １０％

５３９図１８ Ｎ２０－４９・５０ Ｌ� 須 杯 ロクロナデ ロクロナデ ５％ 口唇部内傾し平坦

５３９図１９ Ｎ２０－９５ Ｌ� 須 杯身 ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ １５％

５３９図２０ Ｏ２０ Ｌ� 須 高杯 ロクロナデ ロクロナデ ３０％ 長脚二段三方透かし，両面自然釉

５３９図２１ Ｏ１９－６４ Ｌ� 須 高杯 １５．２ ロクロナデ ロクロナデ １５％ 無蓋高杯

５３９図２２ Ｎ２２－６３ Ｌ� 須 高杯 カキメ ロクロナデ ５％

５３９図２３ Ｎ２２－６５ Ｌ� 須 高杯 沈線・波状文 小片

５３９図２４ Ｍ２１－４８ Ｌ�１・２ 須 高杯 ロクロナデ ロクロナデ ５％ 透かしが見られる

５４０図１ Ｎ２２－６３ Ｌ�下 須 杯 ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ

５４０図２ Ｏ２０ Ｌ� 須 杯 ロクロナデ ロクロナデ

５４０図３ ７０４ Ｎ２１－５４ Ｌ� 須 盤 ２８．８ ４．１ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ・ナデ ３０％

５４０図４ ７０４ Ｎ２１－８・３４ Ｌ� 須 盤 ２３．２ ２．８ 回転ヘラケズリ ロクロナデ ２５％

５４０図５ Ｎ２１－５４ Ｌ� 須 盤 ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ ５％

５４０図６ Ｎ２１－２８ Ｌ� 須 � １５．２ ロクロナデ ロクロナデ １０％ 器高残４．１�
５４０図７ Ｏ２０－２１ Ｌ� 須 � １０．６ ロクロナデ ロクロナデ １０％ 器高残１．５�
５４０図８ Ｏ２０ Ｌ� 須 � １２．０ ロクロナデ ロクロナデ ５％ 器高残３．３�
５４０図９ ７０４ Ｏ１９－７２ Ｌ� 須 � 波状文・カキメ・列点刺突文 ７０％ 胴上半部穿孔，器高残１２．７�
５４０図１０ Ｎ２１－１９ Ｌ� 須 壺か瓶 １３．６ ロクロナデ ロクロナデ ５％ 器高残２．９�
５４０図１１ Ｏ２０ Ｌ�２ 須 壺か瓶 １１．８ ロクロナデ ロクロナデ ５％ 器高残２．２�
５４０図１２ Ｎ２０－９５ Ｌ� 須 甕 １８．３ ロクロナデ ロクロナデ ５％ 器高残４．１�
５４０図１３ Ｌ� 須 壺か瓶 ロクロナデ・沈線 ロクロナデ ５％ 器高残４．８�
５４０図１４ Ｎ２３－１４ Ｌ� 須 壺 ロクロナデ ロクロナデ １０％ 器高残３．８�
５４０図１５ Ｎ２１－２９ Ｌ� 須 壺 ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ ５％

５４０図１６ Ｎ２２－３５・３６ Ｌ� 須 不明 平行タタキメ 同心円文アテメ 小片

５４０図１７ Ｏ１８－７８ Ｌ� 須 短頸壺 ナデ ナデ ？ 把手

５４１図１ ７０４ Ｏ２０－８３ Ｌ�２ 須 甕 １６．５ ３１．８ １１．２ ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナデ・指オサエ ４０％ 土師質，底部ケズリ後ナデ

５４１図２ Ｏ１９ Ｌ� 須 短頸壺 １５．７ ロクロナデ ロクロナデ ５％

５４１図３ ７０５ Ｎ２０－７２ 撹乱 須 長頸瓶 ９．７ ロクロナデ ロクロナデ ３０％ 大戸窯製品，器高残９．６�
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表３０ 土器観察表（２５）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種

別 器種
法量（�） 器 面 調 整

遺存 備 考
口径 器高 底径 外 面 内 面

５４１図４ Ｎ２１－８７ Ｌ� 須 甕 ２０．０ ロクロナデ・回転ヘラケズリ ロクロナデ ３０％ 大戸窯製品，器高残７．５�
５４１図５ ７０５ Ｎ２０－６ Ｌ�上面 須 こね鉢 １６．５ ロクロナデ ロクロナデ ４０％

５４１図６ Ｏ２０－１３・２３ Ｌ� 須 甕 ５％

５４１図７ Ｎ１９－６９ Ｌ� 須 甕 ロクロナデ ロクロナデ ５％ 自然釉？

５４１図８ Ｎ２３－３ Ｌ� 須 甕 ８．２ ロクロナデ・ケズリ ロクロナデ・ナデ ５％ 自然釉？底部ケズリ，器高残３．７�
５４１図９ Ｏ１９－４５ Ｌ� 須 こね鉢 ９．０ ナデ・ケズリ ロクロナデ ５％ 底部ナデ，器高残６．２�
５４２図１ Ｏ１９ Ｌ� 須 壺？ １５．６ ロクロナデ ロクロナデ ５％

５４２図２ ７０５ 撹乱溝 須 甕 波状文 波状文 小片

５４２図３ Ｎ２１－２５ Ｌ� 須 甕 沈線・波状文 小片

５４２図４ ７０５ Ｌ２４－２０ Ｌ� 須 甕 沈線・波状文 小片

５４２図５ ７０５ 表採 須 甕 波状文 波状文 小片

５４２図６ ７０５ Ｎ２２－３０ Ｌ� 須 甕 沈線・波状文 小片

５４２図７ ７０５ Ｏ１８－７８ Ｌ� 須 甕 波状文 小片

５４２図８ Ｎ２１－２７ Ｌ� 須 壺か瓶 ５％

５４２図９ Ｎ２１－２９ Ｌ� 須 ？ 沈線・波状文 小片

５４２図１０ Ｏ２０ Ｌ� 須 甕 沈線・波状文 小片

５４２図１１ Ｏ１９－７４ Ｌ� 須 甕 沈線・波状文 小片

５４２図１２ Ｎ２３－２１ Ｌ� 須 甕 沈線・波状文 小片

５４２図１３ Ｌ� 須 壺か瓶 沈線・波状文 小片

５４２図１４ Ｎ２１－５５ Ｌ� 須 高杯？ 沈線・波状文 小片

５４２図１５ Ｌ２４－１９ Ｌ� 須 壺か瓶 沈線・列点刺突文 ５％ 自然釉？

５４２図１６ Ｎ２１－３ Ｌ� 須 不明 ロクロナデ ロクロナデ ５％

５４２図１７ Ｏ２０ Ｌ�上 須 壺か瓶 沈線・列点刺突文 小片

５４２図１８ Ｏ２０ Ｌ� 須 甕 平行タタキメ 小片

５４２図１９ Ｏ１９－４７ Ｌ� 須 壺か瓶 沈線 小片

５４２図２０ Ｎ１８－９６ Ｌ� 須 甕 平行タタキメ 小片

５４２図２１ Ｎ２２－３０ Ｌ� 須 甕 平行タタキメ・カキメ 小片

５４２図２２ Ｎ１８－９６ Ｌ� 須 甕 タタキメ アテメ 小片

５４３図１ Ｎ１８－９６ Ｌ� 須 甕 タタキメ アテメ 小片

５４３図２ Ｎ１８－９６ Ｌ� 須 甕 タタキメ アテメ 小片

５４３図３ Ｏ２０ Ｌ� 須 甕 タタキメ アテメ 小片

５４３図４ ７０６ Ｎ１８－９６ Ｌ� 須 甕 タタキメ アテメ 小片

５４３図５ Ｎ１８－９６ Ｌ� 須 甕 タタキメ アテメ 小片

５４３図６ Ｎ１８－９６ Ｌ� 須 甕 タタキメ アテメ 小片

５４３図７ Ｏ１８－１００ Ｌ� 須 甕 タタキメ アテメ 小片

５４３図８ Ｏ１８－９７ Ｌ� 須 不明 タタキメ 小片

５４３図９ Ｏ２０ Ｌ� 須 甕 タタキメ 小片

５４３図１０ Ｎ２１－６５ Ｌ� 須 甕 タタキメ・カキメ アテメ 小片

５４３図１１ Ｏ２０ Ｌ� 須 甕 タタキメ 小片

５４３図１２ Ｎ２２－３５・３６ Ｌ� 須 ？ タタキメ アテメ 小片

５４３図１３ ７０６ Ｎ２１－２８ Ｌ� 土 火鉢 １５．６ ７．６ １０．０ ロクロナデ ロクロナデ ８０％ 脚付き鉢，底部墨書・回転ヘラケズリ

５４４図１ Ｎ２２－１６ Ｌ� 須 甕 平行タタキメ 同心円文アテメ 小片

５４４図２ Ｍ２２－９７ Ｌ� 須 甕 平行タタキメ・カキメ 同心円文アテメ 小片

５４４図３ ７０６ Ｎ２１－２７ Ｌ� 須 甕 平行タタキメ 同心円文アテメ 小片

５４５図１ ７０６ Ｌ� 土 手捏ね ５．７ ３．８ ４．７ 指ナデ 指ナデ 完形 ミニチュア，底部破壊？

５４５図２ ７０６ Ｎ２０ Ｌ� 土 手捏ね ６．６ ４．３ ４．４ ナデ・指ナデ 完形 底部ナデ

５４５図３ ７０６ 表採・Ｌ� 土 手捏ね ８．０ ４．４ ５．０ 指ナデ 完形 底部ナデ

５４５図４ Ｏ２０ Ｌ�２ 土 手捏ね ７．２ ３．７ ５．０ 指ナデ 指ナデ ６５％ 底部ナデ

５４５図５ Ｎ２０ Ｌ� 土 粗製杯 ７．６ ２．７ ４．０ ヨコナデ ヨコナデ・指ナデ ７０％ 口縁部・底部部分欠損，ミニチュア

５４５図６ Ｏ２１－２５ Ｌ�２ 土 手捏ね ７．３ ３．４ ４．０ 指オサエ 指ナデ 完形

５４５図７ ７０７ Ｎ２１－２９ Ｌ� 土 粗製杯 １０．６ ６．２ ７．７ ヨコナデ・指ナデ ヨコナデ・指ナデ 完形 底部木葉痕

５４５図８ Ｎ２１－２７ Ｌ� 土 粗製杯 １０．８ ４．６ ５．２ ヨコナデ・指ナデ ヨコナデ ４５％ 底部木葉痕

５４５図９ Ｌ� 土 手捏ね ５．４ ２．９ ５．２ 指オサエ 指ナデ ８０％

５４５図１０ ７０７ Ｎ２０－６１・６２ Ｌ� 土 壺 ２．０ ３．６ ナデ 完形 ミニチュア

５４５図１１ Ｎ２１－４３ Ｌ� 土 壺 ６．０ ハケメ・指ナデ 指ナデ ６０％ ２次被熱？接合部に絞りめ，ミニチュア

５４５図１２ ７０７ Ｎ２２－４１ Ｌ� 土 杯 ９．２ ４．８ ４．６ ケズリ ナデ 完形 両面とも粗い，底部ケズリ，ミニチュア

５４５図１３ ７０７ Ｎ２１－２７ Ｌ� 土 壺 ５．６ ハケメ ナデ ５０％ 器面粗い，底部ナデ，ミニチュア

５４５図１４ ７０６ Ｌ� 土 壺 ４．１ ４．６ ４．８ ヨコナデ・指ナデ ヨコナデ・指ナデ ９０％ 頸部穿孔，底部ナデ，ミニチュア

５４５図１６ ７０７ Ｎ２０ Ｌ� 土 杯 ９．６ ３．４ ナデ ナデ ６０％ 体部穿孔２か所，ミニチュア
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表３１ 土・石・金属製品の遺物観察表（１）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種 別

法量�［残存地］ 重量
（ｇ）

器 面 調 整
遺存 備 考

長さ 幅 厚さ 外 面 内 面
１２図１ ４９６ ＳＩ０１ �１ 板状土製品 ８．８ ２．７ ナデ ナデ 被熱痕，粘土紐３本芯材

１４図４ ４９７ ＳＩ０２ �２ 砥石 ９．０ ６．４ ４．３ ４２６．０ 完形 流紋岩

２４図６ ５００ ＳＩ０６ 床面 砥石 １３．７ ４．６ ３．３ ４５４．０ 完形 流紋岩

２６図４ ５００ ＳＩ０７ �２ 凹石 １０．９ １１．６ ３．４ ２４０．０ 一部欠損

２８図２ ５００ ＳＩ０８ 床直 鉄刀鞘尻 ４．０ 破片 漆？付着

３６図４ ＳＩ１１ 焼土 土製支脚 ９．２ ７．２ ４．０ 指オサエ 指オサエ 完形

３８図６ ５０４ ＳＩ１２ 床直 鉄鎌 １９．２ ３．１ ０．６ ８０．１ 完形

５４図９ ５１０ ＳＩ１７Ａ 床面 銀環 ２．５ ２．５ ０．７ ６０．０ 遺存状態良好

５８図６ ５１０ ＳＩ１８ �１ 刀子 ［５．３］ １．１ ０．４ ４．７ ７０％

５８図７ ５１０ ＳＩ１８ 床直 土製丸玉 １．１ １．０ １．０ １．３ ミガキ・黒色処理 完形

５８図８ ５１１ ＳＩ１８ 床直 土製丸玉 ０．９ ０．６ ０．４ ミガキ・黒色処理 ６０％

５８図９ ５１１ ＳＩ１８ 床直 土製管玉 ［２．５］ １．６ ミガキ・黒色処理 ８０％ 小口径０．８�
６１図１ ５１１ ＳＩ２０ 床直 土製勾玉 ［３．７］ １．１ １．０ ナデ ナデ ６０％

６５図４ ５１２ ＳＩ２３ カマド 土製支脚 ２０．３ ６．８ ５．９ ナデ 完形 原位置で出土

６６図２ ５１２ ＳＩ２３ �１ 石製紡錘車 １０．８ ９．６ ２．０ ２７５．０ 穿孔 未製品，緑色千枚岩

７１図４ ５１３ ＳＩ２５ 床面 刀子 ［１０．０］ １．０ ０．５ １９．３ ７０％

７４図７ ５１３ ＳＩ２６ �２ 土製勾玉 ３．２ ０．６ ０．６ １．３ ナデ ８０％

７４図８ ５１４ ＳＩ２６ Ｐ３�１ 土製丸玉 １．３ １．２ １．７ ミガキ・黒色処理 完形

７５図１ ５１４ ＳＩ２６ �２ 砥石 ６．０ ５．２ １．７ ７４．０ 完形 砂岩

７５図２ ５１４ ＳＩ２６ �２ 磨石 ６．０ ３．４ ３．５ ８３．０ 完形 輝石安山岩

７５図３ ５１４ ＳＩ２６ 床面 砥石 １７．２ １５．８ ６．６ ３．４ 完形 輝石安山岩

８０図６ ５１６ ＳＩ２７ カマド 土製支脚 １０．８ ６．１ ５．５ ナデ 完形

８０図７ ５１７ ＳＩ２７ 堆積土 円筒状土製品 ［８．２］ ハケメ

９１図５ ５２１ ＳＩ３１ 床下 刀子 ［５．８］ １．６ ０．４ ７．２

９１図６ ５２１ ＳＩ３１ 床面 土製丸玉 １．１ １．１ ０．８ １．１ ミガキ・黒色処理 完形

９６図１０ ＳＩ３４ 床面 有孔石製品 ７．９ ６．８ ３．２ １９４．０ 完形 表面煤付着，凝灰岩

１０２図７ ５２３ ＳＩ３６ 検出面 土製支脚 ［７．６］ ５．２ ５．０ ナデ ４５％ 上部欠損

１１２図１ ５２６ ＳＩ４０ 貼床 石製紡錘車 ２．６ ５６．０ 穿孔 未製品，緑色千枚岩

１１２図２ ＳＩ４０ 貼床 石製紡錘車 ４．１ １．４ ４０．０ 穿孔 未製品，緑色千枚岩

１１２図３ ５２６ ＳＩ４０ 貼床 石製紡錘車 ４．３ ２．１ ７０．０ 未製品，緑色千枚岩

１１６図４ ５２７ ＳＩ４２ 東壁際 土製管玉 ２．０ １．０ １．０ ２．７ ミガキ・黒色処理 完形 小口径１．０�
１２０図４ ５２８ ＳＩ４３ 床面 鉄鎌 １１．８ １．７ ０．３ ５５．６ 完形

１２０図５ ５２８ ＳＩ４３ 床面 石製紡錘車 １４．６ １０．９ ２．１ ４００．０ 未製品，緑色片岩

１２０図６ ５２８ ＳＩ４３ 床面 石製紡錘車 ７．０ ５．９ １．７ １００．０ 未製品，緑色片岩

１２０図７ ５２８ ＳＩ４３ 床面 石製紡錘車 ９．１ ８．５ １．４ １１３．０ 未製品，緑色片岩

１２３図８ ５２９ ＳＩ４４ 床面 土製丸玉 ０．７ ０．７ ０．７ ０．４ ミガキ・黒色処理 完形

１２７図５ ５３０ ＳＩ４６ �１ 鉄鏃 ［３．１］ ２．０ ０．２ ４．７ 一部欠損

１３３図１０ ５３２ ＳＩ４８ 床面 土製模造鏡 ５．４ ２．６ ナデ・沈線・穿孔 一部欠損

１３３図１２ ５３２ ＳＩ４８ 床面 土製丸玉 ０．９ ０．９ ０．８ ０．７ ミガキ・黒色処理 完形

１３４図１ ５３２ ＳＩ４８ 床面 円筒状土製品 ［４１．０］ ８．６ ハケメ ナデ

１３４図２ ５３２ ＳＩ４８ 床面 円筒状土製品 ［１７．０］ ９．２ ハケメ ナデ

１３４図３ ５３３ ＳＩ４８ 床面 円筒状土製品 ［２５．１］ ハケメ ヘラナデ・ケズリ

１３７図９ ５３６ ＳＩ４９ �１ 刀子 ［４．３］ １．５ ０．２ ３．７ 一部欠損

１３７図１０ ５３６ ＳＩ４９ �１ 刀子 ［４．１］ １．４ ０．２ ３．９ 一部欠損

１３９図３ ５３５ ＳＩ４９ �１ 石製紡錘車 ４．５ ２．７ ８０．０ 穿孔 完形 緑色片岩

１３９図４ ５３５ ＳＩ４９ 床面 石製紡錘車 ４．５ ２．６ ８０．０ 穿孔 完形 緑色片岩

１３９図５ ５３５ ＳＩ４９ 床面 石製紡錘車 ０．５ １２．０ 穿孔 破片，緑色片岩

１３９図６ ５３５ ＳＩ４９ �１ 石製紡錘車 ４．７ ２．５ ９０．０ 穿孔 完形 千枚岩

１３９図７ ＳＩ４９ �１ 石製紡錘車 ２．１ ０．５ ４．８ 穿孔 緑色千枚岩

１４２図１ ５３６ ＳＩ５１ 堆積土 土製丸玉 ０．９ ０．９ ０．７ ０．６ ミガキ・黒色処理 完形

１４５図４ ５３６ ＳＩ５２ 床面 土製丸玉 ０．７ ０．７ ０．６ ０．３ ミガキ・黒色処理 完形

１４８図１ ５３７ ＳＩ５４ 床面 土製丸玉 ０．９ ０．８ ０．８ ０．６ ミガキ・黒色処理 完形

１５０図１ ５３７ ＳＩ５５ 床面 石製紡錘車 ２．８ ６６．０ 未製品，緑色千枚岩

１５４図３ ５３７ ＳＩ５８ カマド 土製支脚 １８．９ ３．８ ３．８ ナデ 完形 被熱痕，穿孔

１６４図２ ５４０ ＳＩ６１ 床面 鉄鎌 １２．２ １．７ ０．３ ３５．１ 完形

１６８図３ ５４０ ＳＩ６３ �１ 鉄鎌 ［３．７］ ３．２ ０．３ １１．３

１８６図４ ５４４ ＳＩ７３ 堆積土 砥石 ５．９ ６．１ ４．７ １７０．０ 流紋岩

１８６図５ ５４５ ＳＩ７３ 堆積土 土製丸玉 ０．７ ０．６ ０．７ ０．３ ミガキ・黒色処理 完形 孔が未貫通

２０９図８ ５５３ ＳＩ８１ カマド 土製支脚 ［２３．１］ ６．５ ６．２ ナデ 下部欠損，カマド�２出土
２３０図２ ５６１ ＳＩ８８ 床面 円筒状土製品 ［１８．９］ ナデ 指オサエ 内外面粘土付着

２３０図３ ５６２ ＳＩ８８ 床面 羽口 ［８．７］ ７．６ ７．７ ナデ 上部欠損，被熱痕

２３０図４ ５６１ ＳＩ８８ 床面 土製支脚 １２．３ ４．３ ４．０ ナデ 完形 被熱痕

２３０図５ ５６２ ＳＩ８８ 床面 土製支脚 １７．０ ５．３ ５．９ ナデ 完形 被熱痕

２３０図７ ５６２ ＳＩ８８ 床面 石製紡錘車 ４．３ １．５ ４４．０ 穿孔 上部欠損？千枚岩

第２章 遺構と遺物
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表３２ 土・石・金属製品の遺物観察表（２）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種 別

法量�［残存地］ 重量
（ｇ）

器 面 調 整
遺存 備 考

長さ 幅 厚さ 外 面 内 面
２４８図２ ５６７ ＳＩ９５ 床面 鉄鏃 ［１２．６］ ０．５ ０．５ １３．９

２５８図３ ５７０ ＳＩ９８ �１ 刀子 ［５．０］ １．５ １．０ ４．７ 一部欠損

２６０図８ ５７１ ＳＩ９９ �１ 土製勾玉 ３．０ １．９ １．０ ３．７ ミガキ・黒色処理 完形

２６３図１２ ５７２ ＳＩ１００ �１ 羽口 ［７．８］ ６．８ ６．０ ナデ 下部欠損，被熱痕

２６４図３ ５７２ ＳＩ１００ �１ 石製紡錘車 ５．２ １．１ ４０．０ 穿孔 破片泥質頁岩

２６８図１ ５７４ ＳＩ１０１ �４ 羽口 ［８．７］ ９．３ １．０ ナデ 被熱痕，溶着滓付着

２７１図６ ５７５ ＳＩ１０２ 床面 円筒状土製品 １９．９ ケズリ ヘラナデ ６０％

２７１図９ ５７５ ＳＩ１０２ 床面 円筒状土製品 １９．９ ケズリ ヘラナデ・指オサエ ６０％

２７１図１０ ５７６ ＳＩ１０２ 床面 円筒状土製品 ［３０．１］ ケズリ ヘラナデ 外面粗い

２７５図１２ ５７７ ＳＩ１０３ カマド 土製支脚 １７．３ ４．３ ３．８ 指ナデ・指オサエ 一部欠損，被熱痕

２８０図８ ５７９ ＳＩ１０５ 床面 土製支脚 １７．２ ４．４ ４．２ ナデ 完形 穿孔

２８３図６ ５７９ ＳＩ１０６ �１ 土製支脚 １２．８ ７．９ ７．２ ナデ 完形

２８５図７ ５８１ ＳＩ１０７ �２ 石製紡錘車 ７．７ ８．０ ２．０ １６４．０ 未製品，緑色千枚岩

２９０図５ ５８２ ＳＩ１０８ カマド 土製勾玉 ５．２ ３．１ １．７ １７．５ ナデ・黒色処理 完形 カマド燃焼部底面出土

２９８図５ ５８６ ＳＩ１１１ �１ 土製丸玉 ０．８ ０．７ ０．８ ０．４ ミガキ・黒色処理 完形

３１２図８ ５９２ ＳＩ１２０ �１ 土製丸玉 ０．８ ０．７ ０．８ ０．５ ミガキ・黒色処理 完形

３１２図９ ５９２ ＳＩ１２０ �１ 土製丸玉 ０．９ ０．９ ０．９ ０．８ ミガキ・黒色処理 完形

３１６図４ ＳＩ１２２ Ｐ１�１ 円筒状土製品 ［１０．４］ ハケメ ナデ

３１６図９ ５９３ ＳＩ１２２ �１ 土製紡錘車 ４．０ １．７ ３１．０ 穿孔 一部欠損

３１６図１０ ５９４ ＳＩ１２２ Ｐ１�１ 砥石 ８．５ ５．６ ５．２ ２２９．０ 一部欠損，流紋岩

３２４図２ ５９５ ＳＩ１２６ 床面 円筒状土製品 ハケメ ７０％ 推定復元長５４．８�
３２４図３ ５９５ ＳＩ１２６ 床面 石製紡錘車 １．９ ２１．０ 穿孔 欠損品滑石

３２８図９ ５９６ ＳＩ１２９ �４ 刀子 ４．１ １．６ ０．３ ５．３ 一部欠損

３３１図１ ５９６ ＳＩ１３１ 撹乱 石製紡錘車 ４．１ １．７ ４９．０ 穿孔 完形 緑色千枚岩

３３８図４ ６００ ＳＩ１３６ 床面 石製紡錘車 ４．３ ２．０ ６４．０ 穿孔 完形 緑色千枚岩

３３８図５ ６００ ＳＩ１３６ 床直 土製丸玉 １．３ １．３ １．０ １．６ ミガキ・黒色処理 完形

３３８図６ ６００ ＳＩ１３６ 床直 石製平玉 １．２ １．２ ０．３ ０．５ ミガキ・黒色処理 完形 千枚岩

３３８図７ ６００ ＳＩ１３６ 床直 水晶 １．２ ０．８ ０．７ １．０

３４０図４ ６０１ ＳＩ１３７ カマド 土製支脚 １８．１ ３．７ ４．２ 完形 被熱痕，カマド燃焼部底面出土

３４０図５ ６０１ ＳＩ１３７ 床面 土製支脚 ２１．８ ５．１ ４．０ ９０％ 被熱痕，カマド右袖脇出土

３４３図８ ６０２ ＳＩ１３８ �２ 鉄釘 １２．５ ０．５ ０．５ １４．６

３４３図９ ６０１ ＳＩ１３８ 床面 土製丸玉 ０．８ ０．８ ０．６ ０．５ ミガキ・黒色処理 完形 カマド左脇床面出土

３５４図１ ６０３ ＳＩ１４２ �１ 円筒状土製品 ［２２．６］ ナデ 指ナデ・指オサエ

３５４図２ ６０５ ＳＩ１４２ 床面 円筒状土製品 ［２９．２］ ナデ ナデ

３５４図３ ６０５ ＳＩ１４２ �１ 円筒状土製品 ［２３．５］ ナデ ナデ

３５４図４ ６０７ ＳＩ１４２ �１ 円筒状土製品 ［２３．２］ ナデ ナデ・指オサエ

３６４図１ ６０９ ＳＩ１４３ �２ 砥石 ６．６ ４．６ ３．４ ７６．０ 流紋岩

３６４図２ ６０９ ＳＩ１４３ �１ 鉄刀の鍔 ７．５ ６．８ ０．９ 完形

３６４図３ ＳＩ１４３ 床面 土製支脚 ［８．３］ ４．８ ４．１ ナデ 上部欠損

３６４図４ ＳＩ１４３ 床面 土製支脚 １５．３ ４．０ ４．２ ナデ 完形

３７４図７ ６２１ ＳＩ１４４ �１ 土製支脚 ７．３ ４．４ ４．２ ナデ 上部欠損

３７４図１４ ６１８ ＳＩ１４４ �１ 鉄鏃 １１．７ １．０ ０．５ １２．２ 完形

３７９図７ ６２２ ＳＩ１４７ �７ 鉄刀身 ２４．５ ２．１ ０．５ 完形

３９２図３ ６２３ ＳＩ１５６ 床面 土製丸玉 ０．９ ０．８ ０．７ ０．４ ミガキ・黒色処理 完形

３９７図２ ６２５ ＳＩ１５８ �１ 不明鉄製品 ［４．７］ ０．７ ０．７ ５．２

４０２図６ ６２６ ＳＩ１６０ カマド内 石製平玉 １．０ １．１ ０．４ ０．４ 完形 頁岩

４０７図２ ６２７ ＳＩ１６２ 検出面 刀子 ［１１．３］ １．１ ０．５ １６．９

４０７図３ ６２７ ＳＩ１６２ 床面 土製丸玉 １．２ １．２ ０．９ １．５ ミガキ・黒色処理 完形

４０９図４ ６２８ ＳＩ１６４ 堆積土 砥石 ９．８ ３．２ １．０ ５５．０ 一部欠損，流紋岩

４０９図５ ６２７ ＳＩ１６４ 床直 鉄鏃 ［８．８］ ０．５ ０．５ ５．６

４０９図６ ６２７ ＳＩ１６４ �４ 土製丸玉 ０．７ ０．７ ０．７ ０．３ ミガキ・黒色処理 完形 一部欠損

４０９図７ ６２７ ＳＩ１６４ �４ 土製丸玉 ０．８ ０．７ ０．５ ０．３ ミガキ・黒色処理 完形

４２０図３ ６２９ ＳＩ１７０ 検出面 土製丸玉 １．０ １．０ ０．８ ０．８ ミガキ・黒色処理 完形

４２１図４ ６２９ ＳＩ１７３ �１ 石製紡錘車 ４．５ ２．４ ６８．０ 未製品，緑色千枚岩

４２３図６ ６３１ ＳＩ１７４ 床面 土製支脚 １１．９ ４．５ ３．５ ナデ 完形

４３２図４ ６３１ ＳＩ１９１ �１ 鉄鏃？ ［５．５］ ０．６ ０．５ ６．６ 一部欠損

４３７図２ ６３１ ＳＩ１９４ 床面 土製丸玉 １．５ １．５ １．３ ２．９ ミガキ・黒色処理 完形

４３７図３ ６３１ ＳＩ１９４ 堆積土 土製丸玉 １．９ １．６ １．０ ２．８ 完形

４４５図２ ６３６ ＳＩ１９９ �１ 鉄鎌 ８．３ ２．８ ０．３ ４１．３

４４５図３ ６３５ ＳＩ１９９ 不明 土製丸玉 ０．８ ０．８ ０．８ ０．５ ミガキ・黒色処理 完形

４４５図４ ６３６ ＳＩ１９９ �１ 刀子 ［４．８］ ０．９ ０．５ ７．０

４５２図１１ ６３７ ＳＫ１７ �１ 土製支脚 ［４．２］ ３．８ ３．８ ナデ・ミガキ

４５６図６ ６３８ ＳＫ１８ �１ 土製支脚 ６．６ ６．０ ２．７ 完形

４７２図１０ ６４７ ＳＤ０１ �８ 石製平玉 １．５ １．６ ０．７ １．８ 完形 底面溝出土，頁岩

第１編 高木遺跡
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表３３ 土・石・金属製品の遺物観察表（３）

挿図
�

写
� 遺構 層位 種 別

法量�［残存地］ 重量
（ｇ）

器 面 調 整
遺存 備 考

長さ 幅 厚さ 外 面 内 面
４７２図１１ ６４７ ＳＤ０１ �８ 石製平玉 １．４ １．５ ０．７ １．６ 完形 底面溝出土，頁岩

４７２図１２ ６４７ ＳＤ０１ 検出面 土製丸玉 ０．８ ０．８ ０．７ ０．４ 完形

４７２図６ ６４６ ＳＤ０１ 上層 片刃の長首鏃 １２．２ ０．５ ０．３ １１．５ 完形？

４７２図７ ６４７ ＳＤ０１ 中層 鉄刀 ３０．７ ２．２ ０．７ 完形 刀身のみ

４７２図８ ６４８ ＳＤ０１ 底面 不明鉄製品 ２．８ ２．８ ０．４ ４．０ 部分的に欠損

４７２図９ ６４７ ＳＤ０１ �８ 石製平玉 １．６ １．６ ０．５ １．４ 完形 底面溝出土，頁岩

４７３図４ ６４８ ＳＸ０６ 検出面 銅釧 １９．１ ０．３ ０．４ ７．０ 完形 径６．１�
４９０図１２ ６６２ ＳＤ０２ �１ 土製勾玉 ３．３ １．３ １．３ ７．６ 完形

４９０図１３ ６６２ ＳＤ０２ �２ 土製勾玉 ２．７ ０．８ ０．７ ２．２ 完形

４９０図１４ ６６２ ＳＤ０２ �２ 土製紡錘車 ５．６ ３．５ １３０．０ 完形

４９０図１５ ６６２ ＳＤ０２ �２ 土製模造鏡 ７．５ ６．８ １．３ 完形 五鈴鏡

４９１図５ ６６３ ＳＤ０２ �２ 刀子 ［８．１］ １．５ ０．３ １２．０

４９１図６ ６６３ ＳＤ０２ �２ 土製支脚 ［８．４］ ３．７ ３．４ 指ナデ

４９１図７ ６６３ ＳＤ０２ �２ 土製支脚 ［６．０］ ４．０ ３．８ 指ナデ

４９１図８ ６６２ ＳＤ０２ �２ 砥石 ［５．９］ ５．２ １．４ ８０．０ 流紋岩

５０１図１ ６７３ ＳＤ０４ Ｐ１上面 鉄釘 １１．３ ２．３ １．４ ７７．１ 完形

５０２図５ ６７３ ＳＤ０５ �５ 土製？ ３．３ ３．２ １．１

５０２図６ ６７３ ＳＤ０５ 底面 刀子 ［３．６］ １．１ ０．４ ３．９

５０５図３ ＳＸ０２ 堆積土 土製羽口 ［６．５］ ナデ ２５％

５０５図４ ６３９ ＳＸ０２ 周辺 土製羽口 ［１０．５］ ５．８ ５．４ ナデ ８０％

５２２図１８ ６８４ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土製模造鏡 ９．３ ２．８ 指ナデ 完形 故意に破壊部分あり

５２２図２０ ６８４ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土製勾玉 ３．０ ２．１ １．１ ５．５ ミガキ・黒色処理 完形

５２２図２１ ６８５ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土製勾玉 ３．５ １．２ １．１ ６．７ 完形

５２２図２２ ６８５ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土製勾玉 ５．２ １．７ １．３ １３．５ 完形？

５２２図２３ ６８５ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土製勾玉 ４．４ １．７ １．４ １２．８ 完形

５２２図２４ ６８５ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土製勾玉 ５．２ ３．３ １．５ １４．１ 完形

５２２図２５ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土製勾玉 ４．２ １．３ １．２ ８．９ 完形

５２２図２６ ６８５ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土製丸玉 １．７ １．４ １．５ ３．３ 完形 非黒色

５２３図１ ６８５ ＳＨ０１ Ｌ�３ 砥石？ ［１４．６］ ［１５．８］ ［２．１］ ガラス質安山岩

５２３図２ ６８６ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土製支脚 １２．５ ６．３ ６．０ 指ナデ 完形 上部被熱している

５２３図３ ６８５ ＳＨ０１ Ｌ�３ 土製紡錘車 ４．３ ２．２ ４５．０ 完形

５２３図４ ６８５ ＳＨ０１ Ｌ�３ 鉄鏃？ ［５．３］ ［０．７］ ［０．７］ ４．１

５４５図１５ ７０７ Ｏ２０－５８・６８ Ｌ�１ 土製模造鏡 ８．３ ２．７ 欠損

５４５図１７ ７０８ Ｎ２１ Ｌ� 土製模造釧 ［３．５］ ［１．０］ ［０．９］

５４５図１８ ７０８ Ｏ２０－２４ Ｌ� 土製勾玉 ３．９ ２．５ １．４ １０．９ 完形

５４５図１９ ７０８ Ｏ１９－４３ Ｌ� 土製勾玉 ［１．７］ ［１．３］ ［０．９］ １．３

５４５図２０ ７０８ Ｏ１９－４３ Ｌ� 土製勾玉 ２．０ １．１ ０．７ １．１ 完形

５４５図２１ ７０８ Ｎ２２－２１ Ｌ� 土製丸玉 ０．９ １．０ ０．８ ０．８ 完形

５４５図２２ ７０８ Ｎ２１－２９ Ｌ� 土製管玉 ［３．３］ ３．１ ミガキ？ 一部欠？小口直径０．９�
５４５図２３ Ｌ� 不明土製品 ４．０ ３．０ 布目痕 欠損

５４６図１ ７０８ Ｏ１９－２５ Ｌ� 土製支脚 １９．５ ７．０ ６．７ 指ナデ ９０％

５４６図２ Ｏ２０－５３ Ｌ�２ 土製羽口 ［１３．３］ ［９．９］ ［９．９］ ケズリ

５４６図３ Ｏ２０－２９ Ｌ� 土製支脚 ［８．２］ ［３．３］ ［３．３］ ミガキ・指ナデ ５０％

５４６図４ Ｌ� 土製羽口 ［６．９］ ［４．２］ ［４．０］ ナデ ３０％ 溶着滓付着

５４６図５ Ｌ� 土製支脚 ［５．６］ ［３．１］ ［３．１］ 指ナデ ３０％

５４６図６ Ｌ� 土製紡錘車 ４．５ ３．０ ９０．０ ？ 剥離部分あり

５４６図７ Ｎ２２－６３ Ｌ� 石製紡錘車 ５．０ ２．４ ８５．０ 未製品，緑色千枚岩

５４６図８ Ｏ２１－２８ Ｌ� 石製紡錘車 ７．８ ３．５ ２６５．０ 未製品，千枚岩

５４６図９ Ｌ� 土製紡錘車 ４．４ １．７ ４２．０ 完形

５４６図１０ Ｎ２２－５ 有孔石製品 ２．１ ２．０ ０．５ ４．０ ？ 緑色千枚岩

５４６図１１ Ｍ２２ 撹乱 磨石 ６．８ ３．４ ３．１ １０２．０ ？ 緑色岩

５４６図１２ Ｍ２２ 撹乱 不明石製品 ６．５ ６．４ ３．５ １５０．０ 完形？ 流紋岩

５４７図１ Ｎ２１－２９ Ｌ� 磨石 ８．１ ６．１ ５．３ ３６８．０ 完形 砂岩

５４７図２ Ｍ２３－９ Ｌ� 砥石 １７．０ ３．３ ２．２ １９８．０ 完形？ 流紋岩

５４７図３ Ｎ２１－９ Ｌ� 砥石 １７．７ ４．２ ２．８ ３１０．０ 完形 流紋岩

５４７図４ Ｏ２０ Ｌ� 砥石 １２．９ ５．８ ３．８ ２７４．０ 完形？ 流紋岩

５４７図５ Ｎ２３－１１ Ｌ� 砥石 １０．５ ２．１ １．０ ３６．０ 完形 穿孔あり，流紋岩

５４７図６ Ｎ２２－６３ Ｌ� 砥石 １４．１ ９．２ ３．０ ４４２．０ 未製品？，流紋岩

５４８図１ Ｏ２０ Ｌ�１ 刀子 ６．４ １．８ ０．８ １７．７ 未製品？

５４８図２ Ｏ２０ Ｌ�１ 鉄鎌 ［６．２］ ［２．５］ ［０．３］ ４７．６

５４８図３ Ｏ２０ Ｌ�１ 鉄鏃 ［６．４］ ［１．１］ ［０．７］ ９．９

５４８図４ Ｏ２０ Ｌ�１ 刀子 ［４．５］ ［１．５］ ［０．４］ ５．８
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